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墨 遺 葉 紅 ： 


表の 短册は 現在 尾 崎 家に 藏さ 

れ て 居る 內の 一 部で ある。 

蚊帳の 日 

美人の 膝 を 閑却す 

星旣に 

秋の 眼を閉 きけ リ 

雨來ら む とし て 

頻りに 揚がる 花火 かな 

秋の 耐 

^る や 古 驛の枕 もと 


品の 愛 遺 葉 紅 


杠 葉の 愛 措した、 遣 品の 一 部 

で、 同じ 尾 崎 家に 藏 されて ゐ 

る。 上より 紙 入、 莨 入、 眞中 

が 水 差、 硯、 舉。 
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I, 


この 請 本 を 編む に當 つて 

1、 紅葉 先生の 作品 を、 私 はこの 五六 年 前 必要が あって、 大體 請んだ ので あるが、 未読の もの 

や、 昔し 讀ん でも 忘れて しまった もの もあった。 しかし 蘭んで 內容の わかって ゐる もので も、 い 

ざ 一 々に 解說 をつ ける とか 批評 を 加へ ると かいふ ことになると、 是非とも 更 めて 綿密に 內容を 調 

こぐら 

ベなければ ならぬ。 筋の 絡かった もの、 結構の 複雜な ものに なれば なるほど、 それが 必要で、 私 

は 今 病 縛に あるた めに、 多少 健康 上の 不安 もあって、 相當の 時日 を 要した の は 勿論、 時には 充進 

する 心臓 を 冷しながら 請んだ こと も あるが、 幸 ひに 六月に 入って から は 少しづつ 讀む 分に は、 ひ 

どい 疲勞 を感 するとい ふ ほどで もなかった。 しかし 讀 みのこし たもの も 多少 は ある。 

二、 さて 何の 作 を擇ん だもの か、 又た 作の 撰擇 はでき るに しても、 何う いふ 標準で、 何 處を拔 I 


いたらい いかと いふ こと は、 隨分 困難な 問題で ある。 たと へば これ は 好い 作品 だし、 讀 者に も與 

味の ある もの だと 思っても、 それが 類型的で あるの は 面白くな いし、 それだけが 飛び離れて 特色 

やま 

の ある もので あっても、 何處 といって 山の ない、 平面 的 描寫の 作品 は拔萃 する のが 困難 若しくは 

不可能で ある。 「このぬ し」 とか、 「夏 瘦」 とか、 「不言不語」、 「おぼろ 舟」 、「むき 玉子」 といった 

やうな 作 1! の 相似 通った、 中編 ものの 作品が それで、 孰れ も 夫々 の 意味で 紅葉 先生の 作家 的 手腕 

の 優れた こと を 語る もので、 文章 も 流麗で あり、 所謂る 家庭 小說 として 巾 分の ない ものであるが- 

その 一 角 を 削って、 全體を 暗示す るの は 困難な やうな 種類の ものである。 挺概を 語った ところで- 

作者の 妙 文と 巧みな 話術と で 面白く 讀 ませる 種類の もの だけに、 作品の 面白味 を傳 へる こと はで 

きないの である。 載せるなら 全部 載せたい やうな 筋の ものである。 それで さう いふ 作品 は、 一 つ 

だけ 取って、 爾餘 は遣憾 ながら 割愛す る ことにした。 一 つ 一 つ 場面 を 切 aw さすに、 叉會話 も揷入 

せす に、 擬古 體の 文章で、 だらだらと 書き流した 物語 風の 作品 は 特に 拔く のが 困難で ある。 勿論 

藝術 品と なれば 何ん な 作品に しても 全部が 綜合 的に 織り成され たもので、 各の 部分 は 有機的な 全 

體に 脈絡 を もって ゐる。 決して 或る 部分 だけで 其 自身の 意義 を もって ゐる もので はない が、 それ 

にしても 拔萃の 方法に よって は、 全部 を讀 まなくても、 或る 部分 だけで 十分 全貌 をト する ことの 

できる もの も ある。 短い 生涯に 書いた 先生の 作品 は、 全部が 六 卷に牧 めら れてゐ るく らゐ だから- 


讀む のが 困難と いふ 譯 ではない が、 素と 文章の 地が 漢文で あるのと、 字句の 彫琉に 苦心した もの 

だけに、 今と なって みると 一 般に 讀みづ らい やうな もの も 多い。 嚴密 にい へば、 今にお いて 現代 

語に 書き 換 へて おく 必要が あるので はない かとさ へ 思 はれる ので ある。 殊に 硯友社 畑の 人で でも 

ない と、 ちょっと 意味の わからな いやうな 先生 獨特の 通語 や 洒落な どもあって、 註 釋を耍 する や 

うな もの も 多い。 一例 を擧げ ると、 この 讀 本に は その 全文 を 揭げる こと はでき なかった が、 「三 

人妻」 のなかで、 お ォぉ艷 とい ふ 二人の 圍 ひものの 美形が 歌舞伎 座 を 見に 行く ところが ある。 本 

文 をぬ いてみ ると、 

歌舞伎 座の 夜 芝居、 圑十郞 の 高慢なる 勤王 論が 呼 物と なりて、 開場 以来の 大 入と、 か. 1 る こ 

とまで 八重 蘀 の 中へ 知る、 は 新聞の 德 なり。 圑洲 の藝は 女子に は 面白から ね ど、 跪が り は 解る 

ついで  はづ かし  め す どう ふ 

顏 して、 次 手に 三 好 屋をも 好い とい はねば、 可愧き 事に 思 ふ 雌 酢 豆 IS も 多し。 

とい ふので ある。 その 時代の 圑十郞 の活歷 風の 藝は 先生 も 好かなかった らしい。 それ は 可い と 

して、 雌 酢 豆腐と いふの はちよ つと 變な言 葉で、 今 は 「酢 豆腐」 とい ふ 諷刺 的な 落語 を 面白く 聞 

かせる 噺家 のな いのは 無論、 聞いても その 洒落が 一般の 聽衆 にわかる 害 もない と 恩 ふが、 腐った 

， ，  えせ つ lO じん 

豆腐 を 「おつで げす」 と 言って、 ぐっと 通が つて 食べる 氣 障な 似而非 通人の こと を 落語に 作った 

ものである。 こ  >- では 女の 通が り を 雌 酢 豆腐と 言って 罵倒した もの だら うと 思 ふが、 これ は 何も 
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藝術 を鑑赏 する うへ に 役立つ 譯 ではない。 寧ろ 何う でもい、 第二義 的の ことで は あるが、 紅葉 先 

生の 作品 も旣に 現代に は 讀みづ らい ものに なって ゐる ことの 例に 出した まで  ある。 かう した 例 

は 尤も 新ら しい 「金色 夜叉」 などに も相當 あるので ある。 風俗、 習慣、 1  一一 一口 語、 人情 總て大 なり 小 

なり 現代の 人に は ぴったり 來な いものが 多い。 現代人が 現代の 感じで、 古い こと を 書く のと も、 

無論 大した 相違で ある。 

さう いふ こと は^としても、 拔萃の 目的で 作品 を 請んで みると、 こ X も棄 てがたい、 彼處 もぬ 

いでお きたいと いふ 風で、 餘 程冷靜 にならない と、 截 取り は 困難 だが、 この 讀 本の 目的が、 頭腦 

の 忙しい 現代人の ために、 讀書 慾の 能率 を あげさせ、 要約 的な 讀本を 作って、 全 作品 を讀ん だと 

同じ 耍領を 得せし める と 同時に、 作品 を 味 解す る やう リ イドす るの が 目的 だから、 その 趣旨に 添 

ふやう にす るに は、 成るべく 纏まった 短篇 を 幾つ も 並べる か、 長い 代表的な 作品から 精 粹と思 は 

れる 部分 を拔 くより 外 はない。 私 は その 中庸 を 採って、 年代順に 從 つて、 形式 內 容共に 極簡 短な 

ものから、 次第に 複雜な ものへ と 進み、 其 時代と 作品の 型に おいて、 各 異なった 意味 を もった 

「三人 妻」、 「多情多恨」、 「金色 夜叉」 の 代表的 作品に 迨び、 出来るだけ 作品 全體の 內容を 知らし 

める と 同時に、 それだけ でも 十分 讀む輿 味と 作品の 價値 判斷に 便宜 を 得る やうな 部分 を拔萃 した 

棲り である。 排列の 順序に よって， 作家と しての 紅葉 先生の 藝術的 素質と、 年と ともに 何ん な 風 


に 生長 發展を 遂げて 行った かとい ふこと も、 略々 解る かと 思 ふし、 時代が 如何に 作品に 投影して 

ゐ るかと いふ こと も 明かになる であらう と 思 ふ。 

三、 紅葉 先生の 生涯が 短 かいものであった だけに、 仕事 も 明治 二十 二 年の 頃から 始まって、 三 

十五 年で 終り を 告げて ゐる。 ほんの 十二 三年 間の ことで ある。 最後の 「金色 夜叉」 は その 歸趨も 

ちょっと 想像の つかない やうな もので、 遂に 完成 を 見る こと を 得なかった 譯 である。 しかし 設計 

が 可な り 野望 的で、 仕組みの 犬い ものである だけに、 形體が 整然として ゐ ると いふ 譯 にいかない。 

出來 ばえ からい ふと、 いくらか むらの ある ものである。 その 頃 先生 も 自身の 藝術 について、 時代 

的な 惱み をも懷 いて ゐた迹 が 見えて、 それ 以前の 作の やうに、 さう 好い 氣 になって 怡 しんで 書い 

てはゐ ない。 主題 を 取扱って ゐる とい ふこと も、 今迄に はなかった こと だし、 眞劍味 や 深；^ 味 も 

加 はって 來てゐ る。 作品 それ 自體 からい へば、 深劍な 人生の 姿 は 寧ろ 「三人 妻」 などの 方に、 潭 

然と 自然に 出て ゐる ともい へる けれど、 熱意と 霸氣は 比べ ものに ならない。 しかし 三十 五 年頃に 

は、 旣に 健康が 十分でなかった のと、 發展 させて 來た 作の 歸趨 について、 焦慮した こと も爭 はれ 

ない ことで、 從 つて 較々 牧 拾に 苦しんだ 迹 もない こと はない。 癌に 罹った の は、 體質 的な 運命で 

あつたか も 知れない が、 不規則な 作家 的 生活と 過勞 が、 それ を 速めた こと は 勿論で あらう。 つま 


り 作家 生活が 如何に 精神と 肉體を 苦しめる もので あるか を證 明して ゐる やうな ものである。 私 は 6 

其の 當時、 先生の 作品に は或點 では 感服し、 或點 では 感服し ない こと も 多かった が、 年取って 讀 

んで みると、 先生の 作品 は小說 中の 小說 ともい ふべき もので、 小說を 書く 場合の 參考 になる もの 

が 非常に 多い し、 年の 割りに その 時代に おいての 驚くべき 世間 通で あり、 大人であった こと も 解 

るので ある。 だらくと、 これと いふ 仕事 も爲 すに， 長い 生命 を 徒らに 崩し^し に 生きて 來た私 

などに 比べる と、 實に 緊縮され た 生涯で ある。 今 これ を 編む に當 つて、 病床に あって、 先生 晚年 

の 痛ましい 病苦 を 憶 ふこと いと 2.- 切なる ものが ある。 敢て 無用の 感傷に 溺れて ゐる譯 ではない。 

しかし 文舉 道へ 入った 以上、 賢愚 鋭 鈍 は 仕方がな いから、 生きられる だけ 生きて 書く 外 は ある ま . 

ヽ 0 

四、 終りに、 私 はま だ 鉢が 十分で ない ので、 解說は 全部 書く とい ふ譯に 行かなかった。 山川 さ 

んに 口述筆記して もらって、 更に 加筆した ものが 多い が、 自身べ ンを 執った 部分 も ある。 叉、 筋 

の 面白い もの は解說 のなかで、 要約 的な 筋の 說明 をして おいたし、 批評 も 自然に 其のな かに 含ま 

つたこと になって ゐる もの も 多い が、 大體鑒 賞 的で ある。 

序でに 俳句 紀行文 を も 載せた く 思った が、 それ は 先生の 作家 生活に 取って は、 寧ろ 餘 伎に 羼す 


る もので あり、 苦吟に 耽ける のが 日常の 道樂 ではあった もの..、 生命 は 全部 小說 にある ので、 b- 

ざと 取らない ことにした。 


昭和 十一 年 六月 初旬 


病床に て 

德田秋 聲 


7 


I 


新 桃花 扇  . 

最初 紅 紫 山人 作 中の 最も 形式の 簡通. な もの を あげる ことにした。 これ は小說 とい ふ 程の 形態 を 供へ て 

ゐ ない。 内.：^ もほんの 一 寸し たもので ある。 併し 順序と して 最も ral. 純な ものから、 だん/. \ 複雜な もの 

へ 入つ て ゆかう と 思 ふ， - 

桃花 扇と いふの は 支那の 有名な 劇 曲の 名で、 淸 朝の 孔 尙任號 は云亭 山人の 作曲す る 所で、 人の n に嗜 

^して ゐる。 云 亭は孔 夫子の 遠裔 である。 勿論 非常に 結構の 大きな もので 氣 品の 高い 作品で ある。 筆者 

は その 劇 曲 を 讀んだ ことがない からなん とも 云へ ない けれども、 好色 的な テ ー マ を 取り扱つ たもの らし 

いから、 それに 因んで 新 桃花 扇と した もので あらう。 一寸 かう いふ 主題 は 下手に 暨 くと 色氣 も素氣 もな 

いものに なって 了 ふの だが、 紅雜 山人の 雛つ ぼい 策に 載る と、 それが 氣 のきいた 面白い ものに 讀 まれる 

し、 話 も 生きて 来る。 

それ は 又 明治 二十 三年 十二月、 その 頃の 小說雜 誌、 新著 百種號 外に 揭 載した 「江 戶紫」 とい ふ 作品の 

中の 一つで、 いま 一 つ は 「巴 波 川」 である。 作品の 順序から いふと 「縛 屏風」 「風流 京人形」 「色 減悔」 

などから 晃て、 少し 後の もの だが、 併し 初期の 作品で ある。 別に こ k で 解説す る ほどの 内. の もので も 

ないし、 文章 も 極 午 R% ^ものである。 唯 この 時代と して は 一寸 ハイカラな テ，' マ を 一 取り扱って ゐ るし、 

それにもう 一 つ はこの 作者 は 常識的で は あるが 非常に モラル を 重 じ、 女の 唇の 跡 をつ けた 卷物を 子孫に I 


毒を殘 すと いふので、 隅 田 川の 水底へ 沈めた とい ふやうな ことがある。 かう いふ な 道德觀 念力 この 短 

い 作品に も 現 はれて ゐる。 これ はまた 古い 勸善 環惡 主義から 來 たもの でも ある。 

开！ ^ 1 匕  一 rrw 

亲ぉ ォ Is 

ぢ 产 ひと- -せ  けん  I  -  ノ. 

過ぎに し 昔 語、 今 はか、 る 馬鹿 ものな し。 わが 祖父 一歳 京都 一見の 折から， 東 山の 月に 浮れ て 

の 歸路" 四 條通を 過 ぐれば、 古道具の 露店 夜 燭の星 を 列ね たるに、 此所は 名に し 負 ふ 九重の 帝都、 

+む ざ- >  -CVVJ 

場所 がらと て 小町が 草紙 洗の 1M もや、 耳な ど缺 けて 雨 晒の 木地の ま、 に 疎まれ、 其 所 等の 隅へ 

お ら 

投 遣りて あらむ も 知れす と、 そ どろに 掘 出 心 出で. -、 木彫の 羅漢め ける 老 夫が 店に 佇みて 鵜 目 を 

いづく  ザ-に  すばしこ キ やつ  _  、  ，  .-^ み， ゆた  >  コ 二？ J 

睜れ ど、 何 所に も ある もの は錢 もら ひと 敏捷 漢 にて、 かう とひね りたる 物 も 見當ら さりき 書畫 

で ふ ひとつ ひキ -だ  , 、 

は 好みて 少し は 眼 も 開き たれば、 古手 本 反古の 卷 物の 中に 交れる 袖 珍の 帖 一 折 引出して 視れば 

li かしめ 友染 縮緬の 表装、 角 は 磨れて 裘面は 1： きたる ごとく 破れた る を、 馬鹿々々 しきものと は 

しろ リんネ 

思 ひながら 異 りたる ものと 披 けば、 地 は .c 綸子に 小さく 扇の 地 紙 形に 截 りたる 奉書 を、 一 折 毎に 

全面 一面に 貼付け、 それに 畫も なく 字 もな く、 地 紙 一葉に 七つ 八つ ほ どづ. - 大小 打 交ぜ、 桃の 花 

辦を 散らせる ごとく、 形 も大 C ゆ それほどなる 晒 脂？ の痕 あり。 ー辦 毎に 十四、 せ 五、 三十、 四 


十六、 十九、 二十 了な ど、 小 書 をしたり。 異な ものと 思 ふば かりにて 更に 解せ す、 數 へて 見れば 

地紙兩 面に して 一 百 枚 あり。 奥に 年號 月日 もなければ、 持主の 姓氏 も 見えす。 いかにしても 會得 

おや ぢ  かれ  わから 

かざれば 何 ぞと老 夫に 尋ねけ るに、 渠も 一 向に 知らざる よし。 由 來は不 解ね ど餘 りの 不思議 さに 

買 取りて 江戸に 持 還り、 目出度 歸國の 祝賀に と、 知 音 五 七 名 を 招きて 小 酒 盛の 席に、 知 恩院の 鐘、 

舐 園の 花、 銀閣寺の 庭、 加 茂の 社の よりも、 先づ かう した 珍しき もの こそ あれ。 諸君の 內 にて 

正鵠と いふ 所 を 極めた ま はむ 御 方に は、 羅生門 通に て 拾うて lli^ りし 鬼の 小指の 生爪 を 進 じ 巾す ベ 

さいもんば ゥリク ご 

しと、 柱に 掛けたり し 頭陀袋 をと りおろ せば、 座中に て雜 舉博覽 通の 俳師柴 門坊柳 五、 腰なる 紙 

袋 留の竹 如意 を抽 きて 斜に 構へ、 見ぬ 前 なれば いかな 珍品 奇物か は 知らね ど、 かくい ふ 柳 五が 座 

にある から は迂濶 なる 放言な した まひ そ。 あて 事 もない 鬼の 爪の 恩賞 は 望まね ど、 御祕藏 の宗祇 

が 髯の拂 子が 欲しう ござる と 居丈高に なれば、 祖父 は 恐る、 色な く，， 何も 御所 望 次第、 さりな が 

おろそか 

らもし 御 鑑定 疎忽 ならむ に は？ 此 杯洗に て三盃 戴き、 卽 座に 獨吟 五十 韻お 目に 懸く べし。 是は 

1 段の 餘輿。 お蔭 を 以て 飮 めます ると、 一同 崩れし 膝 を 正して 危坐る 中へ 彼の 帖を差 出せば、 額 

じゥ めんつく  ゥで ぐみ 

を あつめて 之を披 き、 孰 も 呆れて 面をぞ 見合 はせ ける。 柳 五一 人 跪 面 装り、 仔細ら しく 拱手して 

つ ぎっ 

控 ふる を、 所望と いひし 拂子 を持來 り、 疾々 お 持歸り をと 目前に 衝着 くれば、 閉口して 頭 を 叩き、 

なみ/ \  ふと 

われい まだ？！ ：！ て舉 ばざる なりと いふが ま X に、 杯洗 を 執って たてつ どけに 康々 三 杯 傾 くれば、 太 
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息 を も 吐かせす 紙硯 をお しっけ、 題 は 何帖。 發句は 何と？ 五十 韻々々々 と 疊を拍 つて 迫れば、 

柳 五 仆れて 海鼠の ごとくな りけ り" 

此事 名高くな りて 一見 所望の 人士 多 かり けれど、 誰 判す る 人なくて 久しく 其 ま \ に 過ぎぬ。 

その後 或 席に てまた 此事 を發言 しける に、 つまと いふ 其 家のお 針の 老女が 襖 越に 聞 着け、 拜見 

ぁぢ 

まひた きものと 切に 請うて やまざる は奇 なり、 詮議の 端緖 ともなりな むかと、 卽 座に 取 寄せて 見 

せけ るに、 つ-く.，^ 表装 を 吟味の 上、 繰披 きて 半 過ぐ る 頃に あっとい ふ を 問 咎め、 何事 ぞと 訊へ 

ば、 はづ かしながら 是が 私ので ござり ますと、 一つの 花瓣を 指して 答へ ぬ。 其が 共 方のと は？ 

ちぎ W か み 

されば • この 持主 は下嵯 蛾の 豐様。 これ は 其 人の 契 鑑 とて 常に 懷中 せられし 品なる が、 かく 數 

ある 紅き もの は、 豐 様が 一 度 にても 契 を 籠め られし 女人の 唇 朱に て、 側に 小 書の 數は 銘々 の 年齢 

なり。 璺樣は 有徳なる 木綿 店の 二 男に 生れ、 將來 多病と て 下 嵯峨の 閑寂なる 寮に 若隱 居の、 容姿 

きれげ なれ  , . 

俊れ て 麗しく、 しかも 資意 深く 散財よ く、 諸藝 にも 暗から ぬと いふに、 京の 女人と いふ 女人 は黑 

»  ぬれぶ み 

白の 差別な く 先方より 泥み て、 雨と ふる 濡文は 日毎 新しく、 紙 衣に して 着ら る X ほどの 男冥利 は、 

とても 此 後の世に はない 事。 好き 月日の 下に 生れつき たる、 わが 一 生の 思 出に、 千 人の 女人に 契 

を 籠め、 死して は 戀の諸 願 成就の 明祌 ともなり たやと、 やがて 此帖 をつ くりた まひし に、 第一 は 

うちかけ 

島 原の 汐路 太夫 十九と ある ぞ かし。 太夫 これ を 冥加に E ぬひて、 その 夕 被たり し械襠 の袂を 裂きて、 


この 表装の 勸進 にっきた まひたり しと かや。 これ を 始めと して あると あらゆる 女人の 品々 に 逢う 

くち ベ に 

て は、 かなら す 唇 朱 を 移させ、 其を數 取に した まひて 樂 みける に、 行年 三十 二 歳 を 一期と して 本 

願 成就に 及ばす、 其數 はたし かに 九 百 九十 一人、 殘る九 人に 思 を 遣して 身殁 りた まひき と 語りぬ- 

くちべに  おなさけ  ， -  • 

まことに 1^-- 朱の 數 つまが 言葉の ごとし。 拉は 其方 も訂 契の 一-人 か。 どれ 何 所に？ こ. -に 十四 

と 書いた るが 私の なり。 一生 忘られぬ 男子よ なと 背を捬 てば、 あ. "この 老女 をお 手 暴な、 咳氣が 

おこり ますと は 色 も 香 もな き 挨拶。 それ も その 理か、 四十 餘年 前に 男子 はお 先へ 往 かれた る もの 

をと 大笑して、 やがて 老女が 言 紫の ま. -に契 鑑 と 題して、 久しく 長 持の 底に 禱め たま ひたりし が- 

祖母 は 堅人に て か \ る もの \ 子孫に 毒 を 遺さむ こと を氣遣 ひ、 祖父 卒去の 後 石 をつ けて 墨 田の 川 

底に 沈めぬ。 彼を啖 ひたらむ 魚 は鯡ご ひに やなり つらむ と、 これ 親父が 一代の 秀句。 


ねん げ  み せう 

^  Mr 敦 #f 

これ は 二十 三 1  やの 一 月と あるから 新 桃花 扇よりも 一 寸前の ことになる。 擎表 は田舍 の中學 校に ゐる時 

分 その 頃の 「國 民の 友」 新 i+ 附錄で この 作品 を 謹んだ 記憶が ある。 r 國 民の 友」 は その 頃 その 時代の 流 

行 作家の 短篇 を 幾つ かづつ、 揭_ ^した もので、 勃興 的な 明治の 文運に 寄與 する 所が 多かった。 鶴 外 博士 

のた しか 處女 作な ども この 誌に のった もので あらう。 逍渔 博士の 短篇 もこの r 國 民の 友」 とい ふ 雄 誌で 

讀んだ こと を 憶えて ゐる。 r 拈 一雄 微笑」 も それらの 作品の 一 つで、 形式から いっても 小說 とい ふ «^ の も 

ので はない。 一寸した スケッチに 過ぎない が、 筆者 は その 時代の 氣分を 思 ひ 出して 懐し く 思 ふので ある" 

一人の 若い 腰辨 がお 濠つ 端で 朝早く 出勤の 途中、 毎日 行き 會ふ 車上の 令鎞 との 或 微妙な 心持ちの、 或は 

表情の 交換から 來る 淡い 戀の やうな もの を 書いた もの だが、 別に 各人の 生活の 内容に 入らず、 途上 瞬間 

の 現象 だけで 淡い 果敢ない 戀心 といった もの を拈華 微笑 的に 交換した とい ふ 事寶を スケッチし たもので 

ある。 それが 墓參の 折、 男 は 妹 を つれて をり、 女 は 兄 か 何 かど 附 いて ゐ たので、 双方の I が 解から 喰 ひ 違 

つてし まひ、 後に 車上の 美人が 或 大家へ お 腰 入れになる とみえて、 今まで 車で みた 同じ 定紋の ついた 油 

國の吊 臺が途 を 通つ て ゆく のに 出ゾ  1,:! つた、 それ をつ けて ゆく と 氷 川 町の 立派な 邱 宅に 荷物が 蕾く のでが 

つかりす る、 とい ふだけ の 事實の ものである- ここで 一寸 拍塞徵 笑と いふ 題の ことに 就いて いふが、 こ 

れは靈 山に おける 11 尊が 花の いつば い ある 所で 大勢の 弟子 を 築めて 說 法して ゐる 時に、 側の 花 を 一 つ 摘 


んで 投げた。 多くの 弟子 達 は それが 何の 意昧か 分らなかった が、 一人 迦 葉が はは あとい ふ顏 をして 微笑 

した、 とい ふ 悟傳相 入の 意味で ある。 そこから 來てゐ るので ある。 

初期の 作品で も 二つの 系統が あって、 一寸 江 戶文學 から 系統 を 引いた やうな ものと、 明治時代の 色彩 

を IT ひた ものと 二つ ある" 例へば 「色 iBt」 だと か 「大 和訓」 といった やうな ものが 其で ある。 古いで， 

銃の もので 文章 もお 化粧が 多い。 枯華 微笑な ど は それから みると レア レズ ムの 初期の 作で、 勿論 作者の 

ことで あるから、 その 文章に は 人の 追從を 許さぬ 11 特の 甘みが あって、 棘の やうな ものが なく、 感覺の 

滑な ものであるが、 文章に も 誇張 はない。 かう いふ 作品が つまり 「多情多恨」 系統の 初期の もので あらう CV 

占 4g '殷 

T ？も. idtS 

* せっせつ ふ も， 5 ぶん  さと  お まり 

不 說說。 不聞 聞、 口よりも 眼 はよ く 言 ひ、 耳よりも 聞く こと 聰し。 市ケ谷 御門 外の 御？ 核に、 t 

は おと あした 

の 羽音 朝の 霜に 冴えて、 松の梢 は靜 なれ ど、 身 を 斬る 風 吹 さらしの 大路 を 往來の 土方 ども、 あい 

つ をし めて、 きうと 熱い の をと、 交番 所の 前 を つぶやいて 過ぐ る 後より、 二十 五六の 判任づ くり 

さき  り や ゥひぢ  わき 

の 男、 手 頭 を ポッケ ットの 底に 暖め、 兩臂 をく の 字形に して、 胺の 下に 辨當包 を 挾み、 何 省へ 勤 

むる か 知らね ど、 南の 方から 來て、 御門 を 入り 左へ 曲り て 行きけ り。 降らで かな はぬ ものなら ば、 

雨 も ふれ、 雪 も ふれ、 難義 らしき 顏 もせす、 いつが 日に も 休む ことなく、 しかも 徒行な り。 客 寺 7 


の 車夫 も此人 は^ 物にして 聲を 懸けす。 いかな 朝 も 見えぬ ことなければ、 烏 官 員と 攝き ちらし、 

帽子と 外套の 黑 色まで が、 笑の 種と なりけ り。 それにしても 此男は 色. HI く、 眼に いはれ ぬ 可愛き 

處 ありて、 近來 のばせし 八字髭の 形 もよ く、 これで 身の ま はり さへ よくば、 車夫 づれ にと やかう 

いはる. 1 人品なら ね ど、 世の中 は 錢が大 明 神！ 

今年の 二月 以來、 毎朝 同じ 時刻 11 同じ 場所に て 行 遇 ふ 車上の 美人 あり。 召 物のう つ つい は此 

が 舉校衣 かと 驚かれ、 ぼつと りと 萬 事が 上品 粧。 いつに も 日本風の 髮を結 はれし ことなく、 鬚 鬆 

こ は、 いろ そくはつ ぐし  ぶ お 0^ 

引つ めて、 ぐるりと 左卷の 無雜作 結。 薄紅の 一輪 花の 簪に、 號拍 色の 束髮 櫛。 或 時 は 洒落て 舞踏 

むすび やん  うつす 

結、 俠 なれ ど 氣が替 りて 此も よし。 肌理 濃に 地色の {!： きが 上に、 薄り 刷 かれし は 可 厭に あらす。 

ぢ ざ Icvlh ゆにう わ 

地藏周 柔和に して 跟元 情ら しく、 左の 服 下に 一 粒 目立つ 黑 子の ある は、 大 いなる 愛！^ になり て 瑕 一 

ならす。 車の 走る に 少し 反身の 姿 はにくい ほどよし。 

此男 偏屈に て 同僚の 交際 を 知らねば、 譽 むる 人な く、 第一 馬鹿 律義に ていつ こくに て、 無口に. 

て、 ぼんやり にて、 雪を畫 けと あれば 六角に 畫き、 花 を 詠めよ といへば まじ^ \- 見つめる ほどの 

人物" 女の が 出れば、 むか ふ 向に なって 書見と は、 若い ものが あ \ でも 困る、 世情に 疎き もこ. 

ノ  すれちが 

れゅ ゑと いはる  >- 男が、 擦 遠 ひ 11 電光石火の 姿に、 何の 目 留る理 はなく、  §2 つてから が、 なる 

は a> ざ 户 め- CV 

ほど 美しい と 見ても、 其 美しき が 何でもなく、 其 美しき を どうと いふ 氣は なほな し。 天の 配劑 妙. 


みにく 

なり、 戀 なり。 美しき あれば 酸き あり。 今の は 美の 部に 生れ 合せとば かり、 手 輕に思 ひ 消して あ 

とに は 何も 殘ら す。 いは？ 肉眼に 光線の 作用 ありし ばかりにして。 物 は 幾度 も 見る につけ、 眼光 

- 一つ ネね  その ぁぢ おの づか  ： _ 

次第に 骨隨 にいれば、 其 味 自 ら 知れて、 初 はさ も 田.^ は ざり し 物まで、 其々 其 物の 妙に ありつけ 

ば、 花は樱 のみ か は、 海は須 磨に も 限らざる べし。 まして 美しき を 見て、 勿體 なく も 美しと 思 は 

さと 

ぬ は、 食 はす 嫌 ひの 妙 處を曉 りえせ すして、 女な ど は 好かぬ と 言 ひち ぎり、 人に 悪く いはれ し 例 

なき を 一 つの 頼みに して、 嫌 ひです ましてお けど、 道理に 二つ はなし、 これが 舉問 ともい ふなら 

ば、 進まぬな がら も 大好物と いふべ し。 好色、 不德 はよ かる まじ けれど、 男と して 眉目 麗しき 女 

かほ しか  ぎ せいじん  さいど 

を 見ながら、 顏を颦 むるな ど は、 僞 聖人 か、 伍し は 食 はす 嫌 ひか。 偽 聖人 は， £ 度の 沙汰に 及ばす。. 

.  じ やうぶ つ 

食 はす 嫌 ひだけ は、 いかにも 慈悲 を 垂れて 成佛 させた きものな り。 

げんし や， CN 

我から 好んで 見る に は あらね ど、 同じ 時刻 同じ 場所に 同じ 現象.^ 彼方 は 車上、 此方 は 徒歩、 も 

し ぜんめ 

とより 一 呼吸の 見る 口ながら、 其 も 綾けば 自然 眼に つき、 また 今朝 も ：••： いつも 遇 ふ 女、 何處へ 

行く の やらと、 何氣 なく 見過す に日數 つもれば、 ます， /(\ 目馴る \ につけ、 神 以て 戀 にあら ね ど、 

この かほな つか 

此顏懷 しくな り、 其 姿見ぬ 朝 は 物 足らぬ やうに 覺 ゆるに、 女 も 思 はか はらす、 男に 股 まる.. - はい 

やな 物に て、 顏を 背く るか、 傘 を 傾く るか。 娘氣の 一 寸陰 をすべき に、 其 をせ す、 我から も 見る 

はんち やうへ だ  ちかよ  うれ 

までに 知合 ひぬ。 半町距 て- -も其 車 は 目に 入り、 かの 人と 步行風 を 見知り， やがて 近寄り 11— 擦 
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遠 ふ 時、 彼此 見合 ふの みに て 二月ば かりが 間 は、 ^の 所作 もなかり しが、 いよく 見知に なれば、 

け う  あさをん な  ほ.. I ゑみ 

何時も 希有な 顏を 合す もどう やら 艷 なく、 また 過ひ惡 くもなり しが、 ある 朝 女より まづ 微笑 をく 

れ しに 釣 出されて、 男 も 笑み かへ せし より、 例に なりて、 其 後 は 微笑が 挨授 となり、 偏屈 者も此 

は萬更 わるい 氣 もせぬ かして、 行 遇 ふ 時 笑み、 二三 歩して 漆 をむ いて 獨り また 笑みし 事 あり、 此 

心中 知り 難し。 

日曜の 待； e しき は、 自他と もに か はる ことなし。 偏屈な りと も、 六日 勤めて 一 日の 休業 は、 此 

こくせん ぎん すん いんけ ふ 

日 一 刻 千金、 寸陰 今日 を惜 みて 餘り あり。 なるほど 今まで はさ も ありし に、 此 日頃 は、 存外 日曜 

も 嬉しから す。 思へば 人間 得手勝手 にして、 彼の 笑顏を 見られねば、 餘所 にて は 長 かれと 祈る 大 

事の 日 を、 つまらなく 一間に 籠り、 早く 暮れよ と 待 明し、 今日 出勤の 時刻 平常と か はらぬ に、 悲 

しゃ 見られねば、 失望に 氣を 腐らし、 其 翌日 はまた 今日 も かと、 思の 外なる 首尾に て、 嬉し や、 

無事なる ぉ顏を 見たり、 此 次の 月曜 も 見えられ ぬに 少し 不霧を 立てし が、 其 かと 思 ひつく 事 あり 

て 其 次 を 試みし に、 栗して 前の 此 日に 變ら す。 扭は 休日な りけ り。 今まで 斯る事 はな かりし ゆ ゑ、 

あったら 苦勞 をしたり。 我す る苦勞 ならば いかほど でも あれ かし、 まづ其 人の 身に 恙なき こそ 幸 

ひなれ。 

ろくめ. S ぐわん 

此 秋の 神 誓の 祭日、 所用 ありて (山 下) を 行きし に、 鹿喷 館に 奏樂 聞え、 鐵 柵より のぞけば、 
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木陰に 馬車 人力車 群 築し、 何ぞ 催し ありて 今 を 最中と 覺 しき 時刻なる に、 門に 懸る 時、 車ー臺 11 

出し、 草 上の 貴婦人 は 其 人な り。 此は變 つた 所で 遇 ひたり。 互の 不意に 例の 笑顔 はなく、 如何な 

めて を ど 

る はすみ か、 馬 手 跳って 帽子に 懸り、 男が 頭 を 下げて 挨後 すれば、 女 はし 後れし を； g ぶる 思 入に 

C んざん  さいしょ じ ぎ 

て、 態懸 に會釋 ありて 其傣 別れぬ。 遇 ふに 定れ る處 にて、 最初 時宜し そ X くれて は、 中途から 改 

る は 異な 物 なれ ど、 かう した 思驟 けぬ 時には、 かねての 知己と いふ 氣 になり、 調子よ く 挨拶 も爲 

けいしゅ 

得る ものな り。 此 次の 日から は、 此 迄の 笑顔に 稽首 加 はれば、 大分 親密の 度 も 増し、 人目に は 嘆 

や 格別の 交際と 見 ゆべ し。 思へば 我らし きの 4, ハ 際にて、 か X る 高貴の しかも 美しき 婦人と 挨拨す 

る 事、 過分の 名譽 とい ふべ し。 この 人の 草 走らす 時 は、 過ぐ る 人 は 振 返り、 來懸る もの は見迎 ひ、 

誰が 目も遁 さぬ 容色 なれば、 彼の 人の 馴々 しく 時宜す る は どんな 奴 かと、 其顏を 見し もの X、 ま 

た 我顏を 見ぬ はなき に、 此 年齢に ていふ も を かし けれど、 羞 かしくな りて 遁 ぐる 如く 早足に すれ 

ど、 また 思 ひかへ せば、 われ 尊から すして かく 尊き 知己 ある は、 何に しても 肩身 は廣 し。 さりな 

がら、 彼の 人 は 心 憂く 恩 はるべし。 なる 事なら ば 先方の 耻辱 にもなら ぬ やうに と、 此 がーつ、 二 

つに は 其 人の 手前 少し は 縫 ひたく、 まづ クラ ワット (？ひひ ィ) も 新形 を 好み、 此 冬の 移替を 機に、 

品 は ともかくも パンク ルゥ ン (^2 レ) を 細く するな ど、 し をら しき 心 遺 ひを覺 え、 今更 色氣 づき 

しかとの 陰 言 はあり. ながら、 あれほどの 偏屈 これほどに 和ぐ も戀で こそ あれ。 良藥、 毒藥、 用法 n 


一 つ。 裘 から 見れば 雜巾も か はる ことなし。 

此心づ かひ 自ら 先方へ も 通じて、 今迄 はさ もなかり しに、 此頃女 は 三日に あげす、 羽織 11 小 

袖、 取替へ、 引替へ、 3： を 着ても うつらぬ はなく、 なほ 寐覺 のな きお 出懸 なるべき に、 髮の毛 

けし. f- 、ゥ ゆきと 

一筋 亂 さす、 顏の 化粧 行 屈き たるに、 生やさし からぬ 思の 籠れる も 知れて、 嬉し さ 身に 染み、 此 

まんざらち はぴ 

分で は萬更 t1 の 貝で は ある まじと はすみ かけ、 到底 出來ぬ 事なる ベ けれど、 其 處が緣 にて どうぞ 

なる ものなら ば、 是非 この 人 をと いふ 一念 目 5^ にあら はれ、 昨日に 增 して 心 を 籠め たる 微笑 をつ 

くれば、 女 も 意味 ありげ なる 笑顔 を 見す るに いよくの ぼせ、 なほ 北 ハ心を 試すべき 工夫 を 案 すれ 

ど、 これと いふ 思つ きな く、  二三 週 は 夢の やうに 過ぎけ り。 

ぢゅゥ ばリ 

大雨 夜 を 籠め て 朝に やます。 伞は 二重 張なる に、 面に 霧 を 吹き かけ、 袖 も 背 もしぶ きに HI れゎ 

^ やう  ふるぐ わいた ゥ 

たる 往來の 人 を 見て、 母 は乘れ といへ ど 車 は榮耀 と、 古 外套の 惜 からぬ を 引かけ、 戶 棚に 棄 てし 

ゥ ちかぶ 

古 帽子 を、 禍も 三年た てばと 打 冠り て屮ソ じしが、 此雨ゅ ゑ 彼の 人 は 休なる べし。 よし 休ます とも 

母 衣. 深ければ、 屮秋 無月、 不愉快！ 元氣 薄く して 道 はかどらす。 いつも 此處ら は 車の 見える！ i 

と、 見る に 見えす。 享は 大分 見 ゆれ ど 其ら しき はなし。 もしゃ 兑 過せ しか、 我 思 ふ ほどに も あら 

ば、 母 衣の 中よりの ぞく 位の 實意は あるべき にと、 一町 餘ゅ くに 一 つ 車に 出 遇 ひたり。 此 雨に 母 

衣 も かけす。 不思議と 見れば、 その 車夫！ 其 人！ 車の 上な は。 今朝 はいつ より にこやかに、 
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會釋も 叮嚀に、 此 雨に 定めて 御難 義 なと、 慰めた き 風情た しかに 見えたり。 車に は 母 衣の ある も 

の を、 か はった 物 好と 立留 つて 見返れば、 五六 間 ゆく と 車の 中より、 燃 立つ 色の 襦 粋の 袖口に か 

らまる 手 を さしのべ、 母 衣 を ふわと かけて 車 は 急ぎぬ。 扨 は眞實 我に 劣らす、 我顏 見ん としょ ぼ 

濡れた まふ か。 さほどの 心中と は 知らす、 我愧 かしき 此扮 装、 吝裔 男な ど \ 愛想つ かされな ばと 

悔みし が、 次の 日 少しも か はる 事な かりし。  . 

沖の 石 水に 圓 まり、 錢も 磨ぎて 針と なる 長の 月日に、 眞顏は 笑み、 笑顏は 語る までに なれば、 

はや 1 一目 紫 を 交さむ と 十日 か卄日 かの 辛抱。 言葉 を か はす 段に ならば、 何の 苦 もな く あと は 此方の 

しゅくぐ わん じ や C じゅ  ，  • 

物。 やれ 宿願 成就の 緒、 うれし やくに 胸逼 り、 世の中 何となく 愉快に なり、 課長の 小言、 偸 

そし w ゆく わ 一  かべそしょう  しんら ほんしゃ ゥゅ くわい  なつち た丄 

快！ 同僚の 毀 言、 愉快！ 母親の 壁訴訟、 愉快！ 森 羅萬象 偸 快に 輝き、 偸 快に 響き、 夏 暖か 

に、 夂 、ー凉 しく、 茶 潰 甘く、 空 財布 重く、 ユウ ト ピア！ 今 は ユウ 卜 ピアの 王と なりぬ。 一時 は 苦 

しき 叉は樂 しからぬ 事 ありて、 かくて は 此命捨 つるに 惜 からすと、 無法 一徹に 思つ めし 事 も あ 

りしが、 世 問に て 我よりも 苦勞 ありげ にて、 なほ 生き 長ら へたく 見 ゆる 人の 数多く ある を、 なぜ 

死に はせ すして、 一 日長ら へば、 其 だけのう い 目 を 見す に はお かれぬ 物 を、 して 見れば、 他人 は 

呼吸の 通 ふ 限り は、 苦 勞に換 へられぬ もの ありて なるべき に、 我に は 其 物なければ、 他人 一倍 命 

を危 略に 思 ひしなる べし。 其 物と は 何ぞ。 疑圑の 氷結。 なるほど 今 解けたり。 鈍し とや 笑 はれむ- 
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さんがい まつ 

此 ほどまでの 女人の 名 をい まだ 知らす。 住所 も 知らす。 手懸 りと なるべき は、 車に 三莕- 松の 紋ぁ 

り。 車夫の 背に も此 あり。 偏屈 もの. -悲 しさに は、 か.^ る 事 は 打明けて かう とい ふべき 友な く、 

獨り心 を 傷め、 いっか は享に 尾いて 行 先 を 突 留めむ と. 恩 ひ 立ちし ことなき にあら ね ど、 勤 仕の 

身に して 何 條か、 る 事 ゆ ゑに 一日 休むべき や。 良心に 恥 かしくて 止みし が、 何時まで 待つ とも 知 

る. - にあら すと 一念 il りて、 ある 朝 小 陰に 忍びて その 車 を やり 過し、 七 八 間 行く も 待た す、 辻 

けんそく 

車に 飛乘 をして 逐 かけし が、 引 添 ひて 行かば 見咎めら るべ し、 見え 陰れに 逐 へば、 其 車夫の 健 足 

I 早 &灭 にて、 とても 始終う まき 距離 を 保ち 難く、 見失 ひて けり。 此に りす また 試みし に、 結 

はか はらす。 其 上に、 途 にて 同位の 某に 行 過 ひ、 南無 三と 見ぬ ふりしても 先方に も 眼 あり、 見 露 

はされ て 役所に 此 沙汰 ひろまり。 今まで 風 一 つ 引かぬ 男が 一週に 雨 度の 所勞 屈。 それの みならす- 

いつもの 徒歩が しかも 其 日に 限り、 車に 乘 つて ゆきし は 何の 用靠か 知らね ど、 此 頃の そぶりと 照 

合せて 不{ ザぷの 條々、 奇怪々 々 と 目を欹 てらる、 に、 此 はならぬ、 露見せば 一 大事と、 根が 小心 謹 

直の 男 なれば、 お ぞけを 振って 恐れい り、 すま じき 事と 其 後を愼 みけり。 念願 これ ゆ ゑに {4! とな 

れば、 叉 思 直して 我 1^ に はならぬ が緣 なり、 時節な り、 急いで 仕損ぜ ばと 氣を 長く し、 毎日 顏の 

見ら る  >1 もの を、 今の 不足 ありて と 心 を 叱れば、 其 場 は 素直に 鎭れ ど、 またむら/ \ -と不 滿足萠 

こくひ やく  し 

出して、 たしかに 其と は 思へ ど、 話し合うて 見ぬ 上は黑 .E 知れ 難し。 何 をい ふに も目顏 です る 仕 
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形 話、 此方 は 太陽の 心に て 丸い 形 をしても、 先方 は 鏡と 判す る も 知れす。 もどかし や、 戀か戀 で 

じゃま  うな 

ないか、 一 刀兩斷 にと 思へ ど、 車夫と いふ 邪魔 あれば、 卒爾に Si も かけられす。 此方と 彼方と 首 

肯きぁ ふこと は 彼 も 知らざる べし。 なれ ど、 日毎 行 遇 ふ 我 はよ く 知らむ. されば 一度 あやしめら 

れて は、 其 後車 夫に 目 をつ けられむ かと 是も心 元な く、 いかにもして 草 夫の 手前 あやし からぬ 様 

に、 言獎を かける 方 も あれ かし。 考 ふれ どな かりき。 望む は、 かの 人に 怪我 もな く穩 かに 車 倒れ、 

車に も 損 所な くして、 享夫 にも 傷つかす、 暫時 氣絕 する やうな 事 あらば、 しめたり！ 我跃 寄り 

て 介抱し、 話しかけ、 つい 其 わけ をつ けて 退けむ に、 何の 仔細 もな し。 其語氣 にて いよく 我に 

これ じゃゥ さぐ じゃゥ ふん ぺ つ 

御 心なき に 極ら ば 其 にても よし。 人知らねば 恥に もなら じ。 是 上策 上分別。 車 倒れよ 11 靜に、 

くさび 

轄 ぬけよ、 車夫 躓け と、 祈る に 効な かりき。 外に 手段なければ、 唯 物い ひたげ なる 風情 を 見 すれ 

ば、 女 もまた 應 へたき 様子、 人目 をかぬ る そぶり、 可愛き 人の 志の ほど 哉。 さほどの あらば 

»^ ゃゥ  は 

など 一 日 は 車の 榮麓を やめて、 徒歩なら ば 首尾 はあり、 日頃の 思 を 霧ら さして はた ま はらぬ。 先 

ほろ  おば 

頃 母 衣に 見せた る 心中 あらば、 これし きに 思 ひっかざる 理 はなし。 して 見れば 此戀 もどう やら 覺 

つか 

束な く 思へ ど、 なほ 未練 を ひく は その 顏 いよ，^ 情ら しく、 會釋 のしぶ り媚 かしきに 合點 ゆかす、 

わる.！，， ね  •  /  t 

樣々 に 思 過せば、 悪 推 か はしらね ど。 # 間に は ある 例の、 器量 優れて 不便 ゃ啞 娘。 それでこそ 物 

ちん ほ  C. 

が 雷 はれぬ か。 草 を 下りて 首尾して くれぬ は、 もしゃ 跛 者で は ある まじき や。 跛 者 はしらね ど、 I 


わか  みぶん 

啞者は 様子に て それと 辨 別る ものな り。 かの 人に させる 様子 はなければ、 跛 者 か、 疑 はし。 身分 ^ 

とい ひ、 年頃と いひ、 器量と いひ 默 つて 人の はくべき ものなら ぬに、 あ \ した 野 邊の 花、 娘 姿 は 

因緣 なくて かな ふま じと、 其 か、 あらぬ かに 一夜 迷 ひ あかして、 朝飯 一膳 味なし にかつ こみ、 風 

でも 引きし かと 不興な 顏を 母親に 詰られ、 啞者 だと 答へ て 膽を滑 させ、 出勤の 道々 も此 分別に 苦 

しみ、 人に 怒られ、 犬に 吼 えられ、 また 遇うて 見れば、 此 日の 扮装 一際 まば ゆく、 花に 露 そ ひし 

こんじ ゃウ  ちんば 

たる.^ 愛嬌に、 今更に 消え-^ となり、 何の 多 愛 もな く 根性 昨日に 返り、 跛 者で なし、 啞者 でな 

む く しやう. ぐ ゑん 矢ん ケ、 そく  おふし 

し、 無坊淸 淨圓滿 具足の 美人。 啞 者で なし、 跛 者で なし、 たしかに 啞者 ではない ぞ。 跛 者で もな 

ぃぞ。 十一月の 二日 は 亡父の 命日。 母と 妹と 此男 三人 連に て、 谷 中 夭 王 寺へ 參り、 南無 阿 彌陀怫 

と 花 を 手 向けて 戾り 道、 入口の 休 茶屋 を sr つる 五 人の 一組、 內に 老女 は 母親ら しく、 若夫婦の 外 

せぎ ひ 

に 女 二人 は從 者な り。 此男 路傍の 新しき 石碑に 目留 り、 立 懸けて 墓誌 を讀 むに、 母 も 妹 も 其 所に 

待つ 間に、 五 人 速 近く 來れ ば、 こそくと 妹の 母に 囁く は、 あんな 帶が 欲しい の、 下着が 好い の 

と出來 ない _e ^のね だり なるべし。 何の某 撰と 讀 了り、 行くべし と 踏 出せば、 さりと は 思 ひがけぬ、 

其 娘は紛 ひもな きかの 人 なれ ど、 人目 を 撣 れ ば笑顏 も目禮 もせす、 ほんの 他人に て 行 違 ひぬ。 ふ 

ほ. て ごし 

りむけば、 細腰し な/ \ と 練り ゆく 風情、 車に ては此 好き 所 を 見せす にし まふ もの を。 何 はと も 

ちんば  よ. * がへ 

あれ、 跛 者で なき こそ、 わが 身 蘇生り しほ ど賴 もし けれ。 母に 向 ひて、 あの 娘 は 何 か 話して 居た 


りし かと 尋 ぬるに、 母親い ぶかり、 顏を 詠めて 答へ す、 妹 さしいで、 御 亭主と 何やら 話して とい 

ふ。 啞で なき は 好 けれど、 亭主の 一 句が 口惜しくて 顏を 睨めぬ。 今 思へば、 片輪に て獨 身なる こ 

そ 望まし けれ。 滿 足なる 上に 主 ありと 知れて は、 玉 を 掘 出し 他人に 奪 はれ …； 其に はカづ くも あ 

れど此 は 手出し もなら す。 奥齒に 無念 を嚼 み、 熱 淚を飮 む 辛 さ を、 何 ほど 二人 は 知らぬ とて、 國 

子 坂の 菊 盛、 大人 形が どうの かう のと、 少しも 我氣を 知らす、 餘に 遠慮な さ 過ぎる に 腹立たしく、 

扭 もぬ しある 身に して 今までの しなし は、 弄って 遊ぶ 心 か。 女惡 し。 その 男な ほ惡 し。 

いちや，/^ 物語る 亭主の 顏 目前に ちらつき、 無念い よ-/. \ 骨髓に 徹し、 杖と りな ほして、 おの 

よこな. ビ  ，  たか わら ひ 

れ！ と 横 難に すれば、 び ゆうとい ふ 音に、 あれと 妹 飛 除く に、 はっと 心附 き、 呵々 と 高 笑に 紛 

ら せば、 母親 は 何も 言 はす また 顏を 詠めけ り。 

落花 重ねて 裕に のぼらす。 

またと は 遇 ふべき 心な けれど、 これが 言葉 を か はす 自由 あらば、 百萬遍 の 恨 つらみ をなら ベ、 

存分 腹 を 癒 やして くれる 所 なれ ど、 物い ひか はされ ぬ 悲し さに は、 恨の いひ やうな けれど、 天 地 

も照覽 あれ、 言 はで やむべき か、 と 業 を 沸して 來懸 るに、 轔々 とかの 車 轟く 昔 胸に 響き、 何とせ 

む I - われ 眞 向に なって 行 過ぎな ば、 女 は 必す曉 りて、 笑 顏も念 入に して 媚 ぶる を、 此方 は そし 

らぬ 風に て、 一 昨日 來 いとすね て 見せな ば、 張 合ぬ けて、 菅 なきし かたと 恨めしき 様子 を 見す る 


を、 見て やらす。 すっと 行 過ぐ る —— これにて 萬 分が 一 の 念 霧し と、 側 目 も ふらす 反り かへ つ て 

行 過ぎながら、 女 はいかに と 流^に 偷 めば、 かの 人も眞 向に なり、 唾 さへ 吐き かけぬ 様子に 目算 

外れ、 むしゃくしゃと 面. 2 からす。 此方に て 立腹す る 道理 こそ あれ。 かの 人の つんと する 所謂 は 

なきに と、 其 心中 少しも 合點 ゆかす。 扨 は 陰せ し 夫 を 知られ、 とても 契る まじき と 思 切り、 どう 

でなら ぬ ものなら ば、 なま 中 物 を 思 はむ よりとの 下心 ありて、 今朝から 改めて 昔の 他人と なりし 

か、 舉問 せる 女の 雄々 しさ、 氣强 さと 一度 は 呆れけ り。 

其より 一週 ほど は 朝々 か はらす 遇 ひしが、 か はりし は 互の 心中に て、 我 もさう した 女に 阿らむ 

も 男らしから す、 と 氣まづ く はなり しが、 また 折々 は 未練の 目づ かひ すれ ど、 女 は 人形の 如く 更 

に 情 はな かりき。 

ゎづら  さすが 

其 後 幾 朝か續 けて 其 車 を 見す。 疾ひ でもせ しかと、 流石に 他人の やうに も 思へ す。 遇へば 不與 

な 顔 をし あひなが らも、 其す ねた 顏も 見ぬ になれば 懷 しく、 萬更 心に 懸ら ぬで もな く 二週間 を 過 

しぬ。 

どうれ ゥ  す. 0 ねんぜん  あね 

或 日 役所に て 同位 ども 物語りけ る は、 課長の 數年前 亡せ し 娘に 妹 あり。 此姊を 氣に染 まざりし 

人に 推 付けて 嫁入らせ しに、 いやが 高 じて 疾 ひっき。 それが 原因に て 身 まかり たれば、 此に 懲り 

こ としはお ち 

て、 妹に は 好いた る もの をと、 今年 廿 歳まで 氣に 入る ものな かりし に、 日毎 畢 校の 途に行 遇 ふ 男 
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あり。 物 もい はす 單の 見知 越ながら、 此 ならばとの 御 心 ありて、 名 も 所 も 知らねば、 さま-^ 手 

てら ねり 

を ま はす 內、 兄に つれられ 母と >- もに 寺參詣 せし に、 此 男の 妻と 連立ち たる を 見かけ、 世に 望な 

す ゥげっ ぜん  えんじゃ 

く 思 沈みし が、 數月前 ベルリンより 歸 りし、 ドクトル 丸 山 某 は、 課長の 緣者 にて、 娘と は 幼稚 友 

と  *  く  e ひ. K ふ 

だち の 中に て、 身分に も 男 振に もい ひ 分なければ、 娘 は 左 も 右 も此に 得心して、 Si 納は早 ゃ濟み 

たり。 今年 中には 輿 入と、 外ながら 聞く に 胸 躍り、 あまり 似た 話と、 此を寢 言にまで いひ 續 けて 

,1  , .  さ.； ~ がい まつ  ゆ とん 

過ぎし が、 ある 日 退 省の 途 より 赤 坂へ ま はりし に、 三 蓋 松の 紋 つけたる 油圑 かけし 釣臺 七つまで 

績 きたり。 紋 に目留 り、 氣 にか \ りて、 其 儘に おかれす、 用事 を 捨て. 1 引 添 ひゆけば、 氷 川 I の 

玄關 いかめしき 新宅に ぞいり にけ る。 何者かと 門に 立 寄れば、 無 南 三！ (1VIARUYAMA) 


文な がし 

これ は 明治 二十 四 年 春、 江戶 紫と いふ 雜 誌に 出た もので、 江戶 紫と いふの は 一寸 今惊 えがない けれど、 

やつば りが らくた 文庫の やうな 雜 誌で あつたと 思 ふ。 これ も文體 はやつ ばり 雅俗 折衷 體の もので 言 文 一 

致に はなって ゐ ない。 丁度 この 時代の 雰圍氣 11 布 民の 生活 雰園氣 を 出した もので、 物 詰 は 前の ニ篇か 

ら みると 大分 入 間 生活の 中に 入って ゐる。 丁度 封建時代と 明治時代との 交錯した やうな 時代相で ある。 

或 上流 階級の 一人の 女の 古風な 戀 愛が 簡單 に描寫 されて ゐ るが、 同時に この ひの ない 老群ー を 世話して 

ゐる 都會の 下層階級の 生活 氣 分が リア リス チックに 書かれて ゐる。 短い 一 篇の筋 を 云へば、 昔 相 當の身 

分の あった 女が おちぶれて、 それ を 或 因緣で 世話して ゐる 夫婦 ものが ある。 老婆 は 非常に その 親切 を感 

謝して 世話になって ゐる。 彼女 自身 は 自分の 生活に は 事を缺 かない 小金 を 持って ゐろ。 處が この 老婆に 

何 か 非常に 大切に して ゐる小 lii が ある。 そして 夜 そっと 人の 寢靜 つた 時に 大事 さう に 中の もの を 調べた 

りして るる。 それで その 夫婦の 者が それ を 金目の 小判 かな どの やうに 思 ふ。 好い加減な 老いぼれ 故、 死 

ねば 夫婦の ものに なるとい ふ樂 しみの 望に 引かれて 老婆 を 大事に して ゐる。 すると^ 婆が 死んだ あと 

•  ,  ,  みがら  ふみ がら 

lil を 恭し く 開 い てみ ると、 中から 出た の は金錢 ではなく て マお 山の 文敦 がで 、 来た。 そ の 文穀に よって 昔 

のこの 老婆の 戀 愛が わかった。 そして それ を 川へ 流し て 了 ふ 、>  それが 老婆の 書 置き にあった もので あ 

る 0 

とい ふの がその 筋で、 その 夫婦 者が この 老婆 やその 手 111 に對 する 好奇 的な 慾 張りな どの こと を 非常に 
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面白く 甕いて ある. - 同時に 老婆が 長く 祕 めて ゐた戀 と、 その 生涯の 寂しい 中に も恰 しい 祕密に 生きて ゐ 

たとい ふ 事 資がこ の 一 篇の 中に 纏められて ゐる。 一 寸 古風な 面白い スト，' リ ー である。 

この 「文な がし」 など を よんで ゐ ると、 西 鶴の 浮世 双紙で も 見る 氣 持で、 作者が あの 頃い つも 西 鶴 

もの を愛讀 して ゐ たこと が 思 ひ 出される。 人情 世態と いふ やうな ものが まざく と 出て ゐる。 多少 夫 

婦 もの../ 生活 を 面白く する ための 誇張 は ある けれども、 大體 からい つて 自然にで きて ゐる。 好い コン 

ト である。 


文な がし 

ながつ ぼね せ けんぶ *^ ん いろす がた  - 

長 局 は 世間 無鹽色 姿の 尼寺、 よくく なれば こそ 一生 奉公と 諦めし 心根 は、 武士が 忠義に 腹切 

も しほ  し はがく 

るより 一倍 不便なる 中に、 不思議 は 藻歷 どの、 年齢 こそ 寄り. たれ、 美しき 皺 陰れに 花の香な ほ殘 

むかし  わかもの あつ 

りて、 更に 婆 染みた る 筒 所な きに つけ、 あはれ 四十 年の 舊 時が 拜 みたかり しと、 藩士の 靑年會 ま 

かたりぐさ  おやお き やつ  . 

れば、 必す談 柄に して 無念が りけ るに、 北ハ 頃より 今に 門番の 六 助と いふ 老漢、 彼奴 は 生物の 一代 

記、 引捉 へて 吐かせよ と、 中に ての 好 者が 先達に なりて 四 五 人 を 唆 かし、 酒 一 升に て やうく 口 

ぎ ゎゥぎ ちょ さがの  よぬ け  まむ .[ 

走らせけ り。 聞けば なるほど、 なるほど。 祇王祇 女が 峰 蛾 野へ 夜奔 した も、 クレオ パッラ が 蠛を懷 
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も しほ どの 

いた も、 棄 てたくて 我から 棄 てし 美 色に あらす。 藻墜殿 とても 其 通り、 深い 因 緣とは 承る も 憎し。 

. . I  かなめ  い き  さ だみ どの 

世 は 誰も 戀 なり。 對手は 同藩の 要人 殿、 此 間までお 國 元にて 全 命ら れし、 後の 名 は定巳 殿、 年 

は で ごのみ  おん ふ ぜ -I. 

を 重ね たれば こそ 之 も 老父 なれ 、青年に は 善美 好の 美男、 これ を や 花に 露 そふ 御風 情、 一目 見し 

しほ さま 

女人 心の 動かぬ はな かりき。 特^ 盡 すが 上の 心盡 しに、 鹽樣の 物と はなり ける も、 好事 は 魔 多く 

して 只 夢の 間の 夢 なれ や。 生命 を 捨て  >- ならば ともかくも あらむ、 生きて は 添 はれぬ 事情に 泣 別 

ぁぢさ な 

れけ るより、 初戀の 一 圖は此 外 世界に 男子 は 無き もの. - やうに、 世 を味氣 無み て 髮は其 儘の 比丘 

尼 心、 やがてお 奥へ 御 奉公との 噂 立ちけ る 時 は、 涅槃の 圖を まざく と 虎の やうな 武士まで が淚 

を飜 しぬ。 

可 恐し き は 思 ひつめ し 女人の 一 念、 これなら ば 石に も 蛇に もなら ばなる べし。 十九の 歳より 五 

め まじろ  ぬれ はお 0^ おゆ  おんお ぼえ 

十 何歳まで、 戀に目 逃がす、 濡 に膚撓 ませす、 身を愼 みて 忠節 一 三昧に 仕へ ければ、 御 慮 も 勝れ 

はいはん  ぎづ *^り  ほうこ. 0  まち や すまね 

てめ でた かりし が、 廢 藩の 後 は 寄る 齢に 窮屈なる 奉公 も 憂し、 町家 住居 は 兼て より 希望の 一 つと、 

病氣を 申立て. -御暇 を 願 ひ、 麻布 古川の 邊に 淸四郞 とて、 骨肉の 甥が 小體に 煙草 營業 せる を 便り、 

其 裏 借屋に 小奇麗なる 一 人暮 し。 長年の 奉公 中に 貯 へし 衣類 道具の 置 所なくて、 或 確 正なる 知 音 

おいさ. fa 

の 土蔵に 預け、 之を寶 食に しても 餘命 短き 一代 は 安樂に、 なほ 一周忌の 法事 も 遣 族に 迷惑 を 懸け 
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,  かん ぢゃシ 

すして、 見事に 取 賄 はるべき に苦勞 とい ふ ものな く、 いつやら は 保 字 小判 を 火鉢の 陰に て 勘定せ 

この あ-ひだ どよ ゥ ばし 

られし 所に 行 合せし が、 大凡 百 枚 も ありけ りと 淸四郞 が 語れば、 女房 口頭 を 失ら せ、 此間 土用 干 

のお 手 傳に參 りし 節 は、 葛籠の 底より 帶 錠前の 手 文 慮 35 たりけ る を、 殊に 秘藏 がり 給 ひて 人手に 

こうさい しょ ゥ しょなん まい 

懸けさせられす、 出す にも 取 入る  >- にも まづ 其から 御自身に し 給 ふ は、 公 债證書 何十 枚と、 聞く 

より 淸四 郞帮 躍して、 持つべき もの は 叔母 御と、 夫婦 揃うて いよ-/. \ 大事に 懸 くる は、 是 にも 限 

らす 現金なる 人心、 陰ながら 御 長命 を 恨み 奉る はな ほの 事淺 まし。 

もつ fci- 

さりと は壯 健に 年齢 を 重ねた まひ、 七十 二と は勿體 なけれ ど、 生 過ぎた る 長の 月日に、 預けた 

りし 器財 は 一 っ殘 さすち びくと 取戾 して、 炬缝の 灰と 消え、 家賃 米 薪酢醬 油と 減り、 時候の 甘 

物 食に 盡 して、 四 壁から りと 寂しくな りけ るに、 夫婦 は 商寶を 外にして、 之に のみ 心 を 傷め、 氣 

を 遣 ひぬ。 され ど 大願 懸けた る 手文庫に は、 有難 やな ほ 手の 附 かざる を 樂 みける に、 其 年の 秋の 

初旬、 差配が 庭の 柳 散る を 見て、 無常の 歌 を 何 心なく 詠 出で、 つ ひに 覺 えぬ 秀歌と 歡 びし が前徵 

となりて、 老體 衰弱の 床に 仆れ しま、 足腰 立た すなり て、 霜夜の 蟲の 死期 近き ぬと 我から 曉 りけ 

れば、 藥劑 より は 手 馴の珠 數を此 上の 依賴 と、 現に も 阿 彌陀怫 を 口 不斷に 念じけ るが、 今日明日 

とい ふ 夕、 夫婦 を 枕頭に 呼 寄せ、 病中 は 格別 厚き 世話になり ける 禮 など を 述べ、 葬式 一切の 料に 

とて 金子 若干の 紙對を 手渡し、 衣類 二三 品の 遺物 分配まで 濟 せて、 呻く も 苦しき 聲の 下より、 葛 


籠の 底に とい ふ を、 それと 心得て 淸 四郞、 例の 手文庫 をう やくしく 取 出して、 是 かと 枕頭に 押 

直せば、 大義 さう に 頷きて、 頼む は 其 中の 物、 未来までの 懸念。 と は 御 道理々々々。 人 は 最期の 

一 念に. E つて 生 を 引く とやら 中せば、 何事 も 淸四郞 奴に お委せな されまして、 必す齒 略に は 致す 

まじければ、 露ば かり も此 世に 思 遣した まふ 事な く、 淸 しく 成佛 遊ばされよ。 嬉し やく-、 其 中 

に はかね て 一通 を 入 置き たれば、 吳々 も その 通り 計ら ひくれ よ。 毛頭 も 違背 かば 執着の 種 ぞとぁ 

れば、 夫婦 膝行 寄りて、 御 安心な され ませ、 何事 も 御 遺言の ま. -と いふ 返詞に 首肯き て、 其 後 は 

め 0 うち 

の 言葉 もな く、 目 を 塞ぎ 呼吸 重く、 枕に 鎚り てす やくと 眠れば、 夫婦 相 見す 眼中に (臨終) 

と ffe- きぬ。 其 夜の 三時 頃 病 者の 鼻息 少時 高まりけ るが、 ふっと 吹斷れ ば、 忽ち 潮の 退く 如く、 五 

の 血 冷え 徹 りて、 脆き もの！ あの世の 人と ぞ なりけ る。 

薛式 ie^ なく 架 つれば、 佛 壇に は 白木の 位牌、 叔母 樣在 すが ごとく、 うやく しく 燈明を 供へ、 

ぬ かづ 

線^ を 薰 じて、 夫婦 はっと 叩頭き ぬ。 淸四郞 は 流石 恩愛の 淚 留め あへ ぬ 側に、 女房 例の 手 文 靡 を 

持來 りて 銜 着け、 けて 見た しとい へば、 淸四 合掌 を 解き、 急かで も 蛙に はなる まじき もの を、 

おちつき 

さほど 兑 たくば 拜 まして くれう。 鍵 を 渡せと、 胸 わく/. \ の 動 氣を蔽 して、 無理 沈着に 沈着く を、 

女房 憎し と、 おっしゃる 通り 見たくて 見たくて ならねば、 昨日から 筢ぇ すの 12^ 促。 此方 はどう や 
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ら さまで 見た く はない やうな、 さる 人に 强 ひて 御覺 なされと は勸め ませぬ ほどに、 此方 は 一人 御 

1： 向 をな され ませ。 其 間に 私 は 寸時 見ます と、 文庫に 懸 くる 手 を 淸四捉 へて、 待てく！ と 示 

威き つくり 服 を、 女房く す./. \- と 笑 ひて、 その やうに 可 恐い 顔 をした まうても、 額に (見たい) 

と 書いて あれば、 瘦我馒 は 好 加減に して 早く 開けて 御覽 なされと、 錠を脫 して 帶革を 放せば、 待 

てく！ おのれな ど は 身 貧に 育ち、 靑錢五 厘 銅の ざく  く綫 か、 背筋の 透いた 十錢 二十 錢の古 

紙幣の 外に は、 御意 得た 事の ない 下司 下賤 もの \分 在と して、 假初 にも 四 五 百圓の 公债證 書に 手 

を觸れ むな ど は、 福の 神への 畏懼 ありと は 心 注かざる かと、 文 を 奪取り て 燧大を 打 騒け、 扱 推 

戴きて、 南無 ゃ大黑 天、 惠比 須三郞 殿と、 藍に 懸けた る 手首に 女房 遽て A り， 開けた まふ は 善 

けれど、 さる 夜の 約束 を 忘れ はした まふ まじ。 約束と は 何？ え.. -! 此人 は、 氣を 留めいでも 

の 日毎の 小 使 帳 は、 風 引いた 夜 も 忘れす 調 _ ^へへ ながら 1 あれほど 諄う いうた 詞を、 どの 耳へ 入れ 

たま ひし ぞ。 どの 耳 この 耳と 榮耀 がまし く、 ひかへの 耳 を 持つ ほどの 淸四郞 なら、 腕 も 大方 五六 

本 ありて、 日に 三 四千の 莨を卷 けば、 かう した 不自由 はせ ぬ理 なりと 嘲笑 ふ。 女房 赫 となりて 鼻 

息 暴く 迫 寄り、 なんぼう 私が お 多！ i 面 なれば とて、 あまり 手 暴く 玩弄物に はして 下され ますな。 

忘れたなら 忘れた と、 男子ら しう いはし やん せ。 百 も 承知して 居ながら、 今更 惜 うなって 遁げ うと 

は、 士族々々 と 日頃い はる.. -ロ  tin にも 似合 はぬ a '怯な こと.. -、 口 惜淚を ほろ/ \ と 滴せば、 淸四 
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郞 この 見 脈に 易 事なら すと 鬆 き、 聲を 和らげて、 何 か 知らね ど 仔細 を 語れと あれば、 濡眼 を蔽膝 

の 陰より 片目 顯 して 恨 ありげ に淸 四が 顏を じっと 眺め、 此方 はま だぬ けく と 何 か 知らね どな ど 

不知 をき りた まふ か。 此裹 ばかり は 死ぬ とも 忘られぬ 一 代の 嬉し さ 故、 日に 二三 度づ X 復習う 

まるおび 

ても覺 えたる は、 この 文庫の 內百圓 以上の ものなら ば、 黑緩 子の 全帶と 縮緬の 頭巾 を賈 うて やる 

う そ あは むれ  から/、 

とい はれた は、 空言 か戲言 かと 疊を拍 つて 問 詰 むれば、 淸四 郞呵々 と 笑 ひ、 其 事 か、 今 泣いた の は 

其 事 か。 其 事なら ば 泣かす とも 笑へ く、 願の 外れる ほど 笑 ふが よし。 もし 文庫の 中二 百圓 以上 

ならば？ 其 外に 鰻 飯 二つと、 所望の 演劇 を 土間に て 見すべし。 三百 圓 以上なら ば？ 景物と し 

て、 かねての 所願 なれば 流し もとの 手 入した 上、 改良 竈 を 買 ふべ し。 叉 四百 圓 以上、 五百圓 以上- 

なま  きもの  ぁたま^^もの 

百圓の 一割 づ X 現金に て 小 使に 遣る ほどに、 衣類な り、 髮飾 なり、 好む もの を 買 ふが よし。 

此 身に とりて 其 上の 所願と て はな けれど、 その 所願に も 勝して 大事の く、 大切の 所願が まだ 一 

っ殘 りたり といへば、 もはや 御免！ と 文庫の 蓋に 手 を 懸けたり。 驚 破！ と 飛 着き 今一 言、 一 

大事！ と 喚けば、 何 だ-/ \？ 縱令此 金高 百圓に 足らす とも、 千 圓に餘 ると も、 祝な どと て此 

方 は 必す餘 所に て 酒を飮 みたま ふな。 餘所 にて 酒を飮 みたり とて 何 ほどの 仔細 あるべき。 さらば 

飮 むは 可 けれど 醉 うて は 下されな。 茶 さ へ 濃ければ 浮か さる に、 飲む で醉 はぬ とい ふ のろまな 

酒が あるか。 さらば 醉ふも 可 けれど …… 。 何とした。 醉 うた 紛れに は ある 例、 浮かれて 味な 所へ 


踏 入りた まふな。 馬鹿め！ 伊豆 屋の淸 四郞樣 はお 世帶持 だ。 これ を 資本に 一 旗擧げ て、 京橋邊 

けんげん かゥリ 

へ攻 寄す る覺 悟、 女房し かと やれ。 乾元享 利！ そ りやこ そお 寶と蓋 を 取れば、 もとより 金銀 珠 

ひか り  ほ 

玉 を つめたる ものなら ねば、 これ はと 驚く ほどの 光明 を 放たざる に 張 合な けれど、 それ、 この 反 

古の やうな 紙の 尊 さと、 徐に手 を さし 入れて、 七卷の 書類 を 取 出し、 疊の 上に 置かむ とする を、 

ち は  U. で 

女房 遽て X あら 勿體 なやと、 箪笥より 蒔繪の 古忿を 出して、 ともかくも 此 上へ。 それお 光 來じゃ 

お!^ f じ やと、 大喜悅 の 四つの 眸を 細めて、 爾の顏 を 見合せ、 左右に 飛 退って 盆の 上なる 御寶 

ねざり  - 

に 三 拜をぞ したりけ る。 淸 四お づく 膝行 寄りて、 上なる 一 卷を取 上ぐ る 側に、 女房 兩手を 支へ 

て 尊敬の 上眼づ かひ、 目 退ぎ もせで 視て あれば、 淸 四咳拂 二つ ほど 高らかに 響かせて 上 封 じ を 解 

.S かに  ぜ C 

けば、 こ は、 こ は、 こ は！ こ は そ も 付麼？ むかし 埋 けたり し 繙錢の 蛙と 化せし 仞も ありし と 

かや、 この 一 卷は 奥の 奥まで 文殼 なり！ 淸四 血眼に なりて 外の 卷の封 を 切れば、 これ も 同様 文 

ち- T^Q こ 

殼束。 もしゃ 奥に もと 爭 の 皮を剝 くごと く、 心 を 目的に 引裂き、 引^け ど， いかな 事！ 文の 

外 はな かりけ り。 女房 堪らす 半狂亂 になり て手傳 ひ、 瞬間に 殘る五 卷をも 一 々引 解いて 見 たれ ど、 

十錢札の截片だに飛3^でざれば、 夫婦 呆れて、 呆れて、 呆れて、 腰の 拔 けざる こそ まだく 不思 

議 なれ。 女房 わつ と 泣 出して、 襦、 鐳、 緩子帶 …… 。 え \、 不吉な、 泣くな。 なほ、 不吉な、 帶 

の 事な どい ふな。 いはいで か、 いはいで か。 あの 老女め …… 。何と？ 否、 何、 あの、 叔母 様め、 


平常 御殿の 自慢い うて、 お 殿様が 御大 氣の、 お 奥様が おや さしい の、 いろくの 下賜 物が、 つも 

りつ もって、 金子に すれば 何千 圓。 それ もこれ も 其方 達 夫婦が、 やさしう して くれる 禮 までに、 

わが 殁後は 二人の 所有に ならう ぞ など.^、 屋敷 あがり は 皆 赤 田螺と 思の 外、 せい 事す くめの 談話 

を、 無根に しても 十分が 一 の 物 は あらう と、 親身の 母親 同様に 世話した りしに、 長命の しす ごし 

から、 持物 をみ な活 却して、 紀念 というて あれ は 何ぞ？ よく ぞ恥 かし くもなく 出された 羊獎色 

のびり ii 緬、 大御所 様 時代の 振袖 か、 茶 翁の 外に 何時 誰が 被る も のぞ。 平常の 御大層なる 口上に 

介せ て、 あれし きの 紀 念が はづ かしければ、 文 一 つなき 文 反古 を 種に して、 うまく 手品 をつ 

にく  5V つまば- 5.1 

かうた は、 惡 さも 惡き 虚言 吐 婆！ え.^、 腹が立つ、 業が 沸え る、 此方 は 瘤に も 障らぬ かいな？ 

死んだ ものでないなら ば、 逐 懸けて 櫻み 着き、 白髮を 引接り て 咽喉に 嗜 着き …… 。 え."、 この 馬 

.  ほど 

鹿 ものめ！ 血迷うた か、 よま ひ 言 も 節に せよ。 あ. -、 血迷うた、 血迷うた、 血迷うた。 11 子の 

ぼ. n 

帶が ロ惜ぅ ござんす と、 身悶 して 泣 入れば、 その 勢に 膽を ぬかれて、 濟四 はいよ く惘 となり、 

まばた-? J 

nr 瞬ば ちり/ \ と 文殼を 眺め. ながら、 虹の やうなる 息 を 吐きぬ。 

猶 未練 ありて 文 靡の 中を^けば、 底 側に ベたり と 密着た る 一 通 ある を、 もしゃと 取 上 ぐれば、 

fc で ごと 

叔母の 手跡に て、 書 遺の 事と 認めたり。 公債 證 書で なくば 見たい 事 もな けれど、 尋常 事なら ぬ 遣 

書と いふ 字に、 心 牽れて 之を披 けば、 


一筆 申の こし 候。 此 中の 文 がら は、 ぉ國 元の 定巳樣 と 年来と りか はせ しものに 御座 候。 巾す 

もはづ かしき 事に は 候へ ども、 私 御殿へ 御 奉公 中、 十八の 年より 定巳 樣に馴 初め、 末 はかなら 

すく 女 夫と、 淺 からす 契り ま ゐらせ 候 ひしが、 とても 添 ふこと かな はぬ 譯有 之、 死ぬ よりつ 

らき 思に て緣 切り は 候 もの X、 貞女 兩 夫に 見えす との 敎も あり、 なほ また ありし 夜の 契の ほど 

を 思 ひ 申 候へば、 只 この 人 こそ 猶 しく 懷 しく 候へ、 外々 の 男に 添ふ氣 はさら/ \- ござな く、 そ 

れゅ ゑに 一 生 奉公 を 思 立ち 申 候。 その後 定巳樣 はさる 方と 御 祝言な され 候へ ども、 まへ く. の 

約束に て、 行末と もに 此身を 忘れぬ 證據 とて、 月に 二度 づ 、こま-^ との 文 を 下され、 私より 

も 返事 を さし 上げ、 逢 ふに かへ て かくは かなき 首尾 を たのしみに 暮 しま ゐらせ 候。 十九の 年よ 

り 一 昨々 年 七月、 定已樣 あの-せへ 御先 立な され 候 ひしまで、 月々 おこたらす 御 音信 有 之、 私 は 

東京 住居、 定巳樣 は御國 元にて 郡役所の 小 使 を 勤めら る \ 御身と て、 御 出京の 御 暇 もな く、 私 

とても 老年まで 御屋敷に 上りて 自由なら ぬ 身 なれば、 御 目に 懸 りに も參 りかね 候 ま. -、 五十 年 

が 間 文通た えす、 只々 こがれ 居り ま ゐらせ 候へ ども、 か はらぬ 御 志の ほど は 文に ていつ も 嬉し 

く覺ぇ 參らせ 候。 いよく 私事 も 此世は 今日明日に 御座 候へ ども、 定巳 樣未來 にて さだめし 御 

まちかね なされ 候 はむ と ぞんじ 候へば、 臨終い そがれ 申 ま ゐらせ 候。 奴と や この 文は戀 しき 人 

の 筆の 跡、 心の まことに も院 へば、 火 を 懸け 院 はむ も 心苦しくて、 かくとり おき 巾 候 もの \、  ^ 


御前 樣 方に 見られむ は、 亡な りし 後までの 物 笑と、 まことに/ \耻 かしく ぞんじ 候へ ども、 こ 

の 文の 始末 頼み あげたき ま \徵 悔いた し 候。 此上は 人目に か > -らぬ やう、 そっと 川へ 御 流し 被 

下 度、 くれ/^ も ねんじ 上げ まゐ らせ臉 isLJJG 


猿 枕 

これ も 江戸 紫に 載った もので 二十 四 年初め ごろの 作品で ある。 猿 枕と いふ 題の 中に 小説が 二つ ある。 

こ」 に拔き 出した の は 其の 中の 「淺 ましき もの」 とい ふー篇 である。 明治 二十 四 五 年頃の 東京の 風景 を 

描いた ものと して 時代の 世相が 彷彿と して 眼に 浮んで 来る。 つまり 神 田 猿 樂町邊 に 「英 漢數學 教授 育々 

學館」 一 六 風の 筆意で 書いた はり 札 をして 「本 月 入學の ものに 限り無 束 修と認 む」 と 書き だした 看板が 

出て ゐる 私塾の 如き 内幕 を 描き だした もので、 その 主事の 生活と その 妹に 人の 目に 附く 娘が あって、 そ 

の 二人の 生活 を寫 して ゐる。 その 英漢數 の 先生 もま だ靑 年で も あり 學カ も餘り 充分で ない らしい。 そん 

な 看板 を 出してから 半年ば かり は ひやかしに 来る 人 もなかった。 近所で も 「あれで よく 立ち ゆく もの だ」 

と 評判され てゐ たが、 最近に なって 人が 多く 集り、 朝 は 早くより 夜遲 くまで 人々 の 立ち騒ぐ のが 聞え、 

大勢のと き は 五六 十 人 もの 竇 生が 入れ 善り 立ち 替り 出入す る やうに なった。 近所で は 不思議に 思って ゐ 

た。 

勿論 これ は インチキな 學校 なので、 今 も 昔 も 同じ ことで、 この 娘が 一寸 綺麗な もので、 敎授は 二の次で 

その 娘に たかって 来たので ある。 兄 は その 妹を园 にして 教授 は 表向き、 實は 厭が る 妹 を 強いて 靑年 達に 

サ ー ビス を させて ゐ たので ある。 そこへ 金 持 息子が 一 人 やって来る、 それ を 兄の 指 金で 妹に 特別 サ ー ビ 

ス をさせる。 妹 は 極 無 邪氣で 「あんな こと はもう 厭 だ」 と 兄に 訴 へる。 兄 は 又 それ を麗制 的で はない が 

sa く あやなし てゐ るう ちに 終に その 娘の 指に 黄金の 指輪が 一 一 つも きらめいたり、 兄 は 又 兄で 奉書の 古 羽 ^ 


織が 大名 縞の 糸 織の 羽織に 化けたり して、 二階の 押入に は 絹布の 夜具が 一組、 天鵝賊 のく k り 枕が 二つ つ.^ 

も 仕舞 つて あると い ふ^が 傳は る ことにな つた。 丁度 今で い へ ば 喫茶店と か ダンス ホ ー ル とか 享樂場 も 

あるが、 其の 頃 はそんな 場所 もな くま あ 精々 そば 屋 とか 牛肉 匿と かとい ふやうな 所で 飲み 食 ひして 騄ぐ、 

そして 寄席へ でも ゆく とい ふ 位の ものであった。 故に この 時代に は 妾と いふ ものが 相赏 婦人の 職業に な 

つて ゐた。 で、 この 兄 は 自分 達の 生活の ために 學 校の 形式 を 取り、 實は妹 を賣り ものにして ゐた譯 であ 

る 0 

これ を 讚んで ゐ ると 明治時代の 神 田邊の 風景が よく 浮んで 來る。 何 かその 時代で も 生活に は 矢張り 迫つ 

てゐ たもので あらう。 かう いふ やうな こと も相當 珍ら しい 現象で あつたと いふの は、 今から 考 へる とま 

だく 生活に 餘裕 があった といっても 可い。 作者 はこの 二人の 兄妹の 事 を 描く のに、 さう 世相 を 深刻に 

みたと いふ やうな 跡 もな く、 多少 輕蔑 的な 意味が あるの は 「淺 間し きもの」 とい ふ 表題で も 分る けれど、 

併し その 頃 まだ 二十代であった 作者に して は相當 大人の 態度で、 何 かほ- - 笑まし い 表情で、 この 材料 を 

1^- 扱って ゐ るので ある。 これな ども 文體 はや はり 雅俗 折衷 體だ けれども、 文章 は 非常に 平明で、 語尾の 

何々 したり、 何し けりと かいふ 點 を 除けば、 殆ど 言文一致に 近い やうな ものである。 作品 そのものが 現 

代 を 扱った 故 も あらう。 

猿 枕と いふの は、 多分 淸少納 言の 枕の 草紙から 來 たもので あらう。 詰り 枕の 草紙が 本格的の ものなら 

ば、 これ はほんの 其 を 模倣した、 猿の 人腾 似の やうな もの だと、 卑下して 言った 洒落で あらう。 それ は 

「猿 枕」 とい ふ 表題の 下に 二つの 短篇 「すさまじ きもの」 と 「あさまし きもの」 とがあって-、 その 題名 

が 枕の 草紙と それと せハ 通な の を 見ても わかる であらう。 ここに は 後の 「あさまし きもの」 を 載せる こと 


にした。 

「猿 枕」 のうち 

「あ さましき もの I 

「猿 枕」 の 表題に て 「すさまじ きもの」 「あさまし きもの」 り 

,  二つの 短篇 あり、 ここで は 後の 「あさまし きもの」 をと る。 

(上) 

あさが ほ W んぉま  ，？ -, A、 

入 谷に て 見し 朝顔 は輪大 t きく 色 濃 かにして、 i ま. f の 物の たぐ ふべき にあら す。 隣家の はいかに 

と观 きしに、 我のと 少しも 變ら す。 主人 を 呼 立て X、 此 花が かねてお の (狂 獅子) かと 問へば、 

頭を搔 きて、 種は遷 紛れな しの し 子)、 此地は 土 瘠せた るが 上に i もせねば、 見ら？ 

n  C  からた ち 

の 枳殼と 申す。 なるほどく、 系圖の 一 卷 とり 出せば、 たしかに 先祖 は 八幡 太 郞義家 公、 

其 後 i でありながら、 冠 は 戴けす、 おこしの 飯 薹を雛 りの^^ 載せて、 母 人に 伴 させ f 一一 ひか 

せ われ は 太鼓 打 鳴らして、 よかくと 子供 をたら して、 五 厘 六 厘に 頭 を 下げ、 萬 事 さもし いづ S 


.  なにがし はん おくお よちり  はて ろくろ くひ  さみ せん 

くめ、 此等 はま だく 正しき 營業 なり。 某 藩 の 奥 女中が なれの 架、 轆轔 首の 見世物の 三味線 ひ 

くも 心 がら か はしらね ど、 さもし さ 過ぎて 哀 なり。 ゆすり、 かたり、 引剝、 盜人 は、 男の やくざ 

ものが 末路に き はまり、 藝妓資 女 はい たづら 女の 果に 定めたり。 氏 も 素性 も 何 かすべき、 <;K ひ 兼 

ぬれば 黑 いもの も.；：： く 見え、 人の 心 自然と 淺 ましくな りて、 我 知らぬ 間に 所業 不善 不德に 落ち、 

つ ひに は 其に 染みて 天晴 不義の 人間に なりすます 事、 朝 額の 種に は よらぬ 如し。 

しげき もの は 丸の 內の靴 昔、 猿樂 町の 私立 舉校。 大路 を それて 横町 ごみく と 狭く、 葉 子趟包 

屋と 古道具屋 の^の 奥に 只 一 軒の 貸家 あり。 此 一 月 前 引越せし 人 ありて、 入口の 木 r に 杉 板の 看 

板 かけて、 英漢數 舉敎授 郁々 舉 館と 一 六 流の 筆意、 紙 札 を さげて 本 月 入學の 者に 限り無 束 修と認 

めたり。 

9  9  9  9  き そぐ み 

半月ば かり は ひやかし にも 规則 見に ゆく 人な く、 あれに て 能く 立 行く と近處 にて 怪 みしが、 此 

頃に てはい かな 事！ 朝 は 九 時 頃より 人足 ひき も きらす、 夜 は 十一 一時 過ぐ る頃ぞ ろ/ \ と 歸る様 

.  か は fe ちか は  ふしぎ 

了、 大凡  一 口に 五六 十 人 は、 いれ 替り 立替り 出入る と覺 しと、 近處の もの 不思議が りぬ。 此 あた 

り 一面と もい ふべき 舉舍の 数の 屮、 人出 入の 少し 賑 はしき は、 一軒 か. 二 軒なる べし。 夫 さへ 谏化 

• , ，  かま 

のァ 、 チ 見事に 構 ふる か、 ぺ ンキ 塗の 大門い かめし くして、 一 週に 雨 三度 も 門口に 揭示を 新しく 
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*^ いじんな に 一 かし  9  9， 

張替 へ、 懇篤に 敎授す 11 月傣は 何程 i 校 費 はなし —.— 英人 某 など \、 まねき をす るが 上に、 

新聞 廣吿も 折々 する やうに 勉 めねば、 いつが 日 生徒の 減る やら 圖られ す、 幹事 校長の 心勞 一通り 

ならざる に、 此 はまた 無爲 にして これほど 化す を 見れば、 名 を 廣す大 先生 にゃあら む、 腕前 ある 

人の 錢金 すくならぬ 仕事な る ベ し と 、 誰も 彼 も 言合 へりけ り。 

てぐ ろ， ま 

日 を經る ほどに 入舉 者の 數 まして、 此頃は 入口に いつも 手 草 一 一 一輛 づ 待たぬ ことなし。 身分 

か. 0 みやう  い 

ある 人の 令息な どが 高名 を 聞 偉へ、 かくは 中：： 入した まふ か、 われら も舉 者に なら ざり しことの 今 

さら 

更 悔しと、 表の 古金 屋の 老爺 はい ひき。 

たて "J- へ ひろ 

郁々 館の 建家廣 からす、 二階 は 四疊ニ 間、 下に 講堂と 名く る は 六 疊四疊 二 Si 打拔 にして、 敎師 

の 書齋と 食堂と 居間 を かねて、 三疊 一間の 外に は 物置 もなければ 玄關 もな く、 生徒の 按 所が 二階 

さと  こっけい 

なる も を かし。 敎師は 三十 四 五の 髭の ある 男に て、 色 淺黑く 眼つ き聰 く、 辯舌爽 かに 講義 は^ 稽 

な V,.- つぐ ゑ 

まじりて 上手な りと いへ り。 床几 形の 長 机 を 三 側に ならべ、 生徒 は 坐りて 席に つき、 敎師は 別に 

し は ゥぐリ  , •  9  ほ <\ しょつ むぎ 

縱の 机の 前に、 四方 栗の ブリキお としの 小. K 鉢を控 へ、 奉書 細の 黑の 一 っ紋の 古^ 織 を 寿て、 貧 

乏 ゆすり をしながら、 講義の 中に (さりながら) とい ふ 口癖 あり。 生徒 は いづれ も不行 俄にて、 

はうて いしぎ  , , ， 

前の 側に 居ながら 歷々 と 胡 坐 かき、 方程式 を敎師 に說明 させて、 我 は マッチ を 措り て カメオ をく 
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ゆらせ、 或は 袂 より ス コ ツチ ミキ スチ ユア をと り 出して ぼつ./ \ と 嚙むも あり。 後の 側の 隅に 二 

しゅしゃう 

人引附 いて、 り やん 拳 藤 八、 さすがに 柳 はつ  >- しむ こそ 殊勝 なれ。 敎師は 一 向 見ぬ ふりに て、 熱 

心に 自身 だけ は說明 すれ ど、 腹 司 ふく やかなら ぬかして いつも 不說 明の 說明、 それ を 生徒 は 解せ 

くわ ぜ，" i 

しゃら 解さぬ やら、 問 返す もの は 只の 一人 もな く、 一時間 もた 乂ぬ にごち やくと 課業す めば、 

我 勝に 二階へ かけあがりながら、 (惚れて 通へば) と 小聲の 甚句、 入 違って どかく とおりく る 

み ぢん まへ 

五六 人の 授業の 模様、 微塵 前に 變る ことなし。 此 通りに て 朝より 夜更 まで 追 通し、 通攀の 目的 は 

いづれ を 見る も 修業なら ざる 如し。 

»;f ん じひ ゃゥ かい 

二階へ あがれば 萬 事 氷解、 其 四 疊の間 は 造作 小 綺麗に して、 壁に は 一面の 月 琴 を 掛けて、 窓の 

はち ゥ 1-4 

外に 二つ 三つ 鉢 栽 をなら ベ、 片隅に 化粧道具 を 置き、 長火鉢の 脇に は勸 工場 仕 入の 茶簞 筍、 後に 

は 鼠 いらす ありて、 德利皿 小鉢 を 座敷に ちらし 、鮑、 菓子の 食殘 しを片 よせ、 四 五 人車 座に なり 

っま^^ぅじ 

て 一 同 服まで 赤く し、 妻 楊枝 を嚼 みながら、 中に 一 人の 娘 をと りこめ、 頗を つき、 膝 をつ めり、 

は 同士 打、 同士 惡ロ、 美人が 今 Q 1 語 はたし かに 一 合 を 直 打す るぞ。 武田 一 合賈 へと、 寢 そべ 

りながら 二十 四 五の 蚊が すりの 羽織き たる 男が い へ ば、 君 はい ま 足で かれの ひざ をつ いたでない 


力 


その 罰と して 酸銷を 奢れと いふ。 贊成々 々と 皆 罵る ほどに、 かの 男 起 上り、 魯西亞 革の 衹 入よ 
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り、 二十 錢札を 出して、 これで 半分と いへば、 哀な事 をい ふなと しかりつけ、 叉 何程 か集錢 して、 

其 中の 無錢の 男が 奔走 官を 命ぜられ、 いそく と 二階 を 下りぬ。  . 

その 娘 は 十八 九と 思 はるれ ど、 小 造の 德には 十七ば かりに 見え、 上品なる 高島田に 前髮 ふつく 

いろす が. S と ね がけ  くろぬり まぎ かん ざし  きんすね しゃ ゥ 

りと 取り、 色菅糸 を根懸 にして 黑塗蒔 繪の木 櫛、 簪 は 銀 足に 金 水晶 は 誰かの 遣 物なる べし。 黄 

そらいろ  ぃゥ ぜん 

八 丈の 小袖に 羽織 は 空色の きぬ 縮、 帶 は黑繍 子と 友 禪の腹 合せ、 おやしき 風に つくり 立て、 立 居、 

物 ごし、 優しく、 額 は 細 手に 色白く、 鼻の 形 惜しい 事に は 少し ま づけれ ど、 眼 元し をら しく、 强 

ひて する にあら ね ど 性來の 色眼づ かひに、 物 を 見る 眸に千 萬 無量の 情 漂 ひて、 此に ちらと 見ら る 

ュを (惱 殺) など. -ゃ いふべき。 

このむ すめお ゥ せつ  みつゆび 

規則 見に 来る 書生に は、 此娘應 接に まかり 出 で、 三 指に て はぢら ひながら 返答 しとやかに 申せ 

ば、 皆 肉を蕩 かし、 わが 骨 を 抓む で歸 ると かや。 授業 まつ 間に は 香 煎 湯 を 出して、 ロ數 きかぬ 愛 

想 を、 virgin と 喜 悅の眸 を 引下げ、 ぉ顏 見た さに 我 も/ \ と 入學者 引 も きらす。 

. .  (下) 

朝 七 時 頃 敎師は 彼の 少女と 二階に て 取 膳の 朝飯、 繁 とりな がらの 雜談 聞けば、 樣子 はさら りと 

に はと リ 

知れたり。 鷄 の 脂に 玉子 を 半熟に いため、 その 鐵鍋を 火鉢の 脇に かけて 少女に 給仕 させながら、 
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かの-事 はどうした といへば、 寄の 物に つけし 繁を 休め、 もう わたし は あんな 事 はい やで ござり ま 

すと いふ。 いやなら ば此後 はさせ まじ けれど、 今度 だけ は 甘く 頼む" 御 承知 遊ばして 来週の 日曜 

さて 

日までに は、 度！ ：5 ける とおつ しゃりました。 よしく お 手柄く。 扨 今 一つの 一 條 はと 問へ ば- 

少女 は 顔 を赧ら め、 あの 事ば かり は 兄さん 許して 下さり まし。 お 言葉 を 背く ではな けれど、 餘り 

こ. -* ろはづ  や め 

と 巾せば 人外な り。 今す る 事 さ へ に心羞 かしければ、 一 日 も：： 十く か \ る 業 はと も-^ 廳止 にして 

とゥさ まか あさま 

下され、 革 紫の 隆 にて 父 樣母樣 が、 定めし 睨めて ゐ たま はむかと、 夫 を 思へば 情なくなります る- 

よう こそ 巾し たれ、  我と て 北 ハ始 はかく さもしき 事 を 働かむ と は 思 も 懸け ざり しが、 通擧の 書生 ど 

もが 御身の 色香に 迷 ひ、 われ 舉 問の 未熟なる にも 拘ら す、 此 頃の 生徒の 數、 みなこれ を 御身 ゆ ゑ 

なり。 

ひかへ じょ  けいこ じょ  らんみゃく 

かりそめにも 舉 校の 控 所が、 稽古 所 湯屋の 二階め きて、 酒 を 食 ひ 謠を唱 ひ、 あられ もな き亂脈 

亂ち き、 我 何とて 快 かるべき や。 され ども 此 故に 月々 の實入 多分に ありて、 下 谷に 住みし 頃 は 米 

まぶ  お  てんやもの し， うど 

薪に 八：' m を遂 はれ、 われら 二人が どろく せし 木綿物に くるまり し 昔 を 思へば、 店屋物に 新獨活 

のつ け 合せ だに 食殘 し、 叙が. HI いの 黑 いのと 贅な こと をい ひながら、 月々 若干 か 郵便局に のこり 

もつ fci- 

ゆく 今の 身の上、 有難く 勿體 なき ことなり。 されば こそ 心よ からぬ と は 思 ひながら、 御身 を E に 

な-ひけ  もてち そび 

して t!^ き 男 をたら し、 情 こそ 費ら せね、 人の 玩弄物に させる こと、 みなこの 兄の 不所存 不 了簡な 
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一昨日 話せし 如く、 かの 人 は 新 華族 某 殿の 長男、 これ も 御身に 焦れ、 わけて 心を碎 くと 見て と 

りし ゆ ゑ、 他日の 榮華を 目的に、 昨日 は 魔け と勸 めし は、 いひ 譯 なけれ ど 兄が 誤と 悟りぬ。 も は 

や 誰に も 靡きた まふな。 其內に はよ き緣を 求めて 御身 を片 づけ、 われ も眞 面目に 敎授 する か、 商 

社へ なりと 傭 はるべし。 それ も 八：' 日 明日と ゆかねば 今 少時 辛抱して、 大勢に 不興な 顏 見せて くれ 

な。 夫に しても 今日に 限りて いか なれば かう した 事 をい ふぞ。 されば、 此事は 今日 思 立ちし にあ 

らす、 茶 を いれよ、 酌せ よと 人のお もちやになる につけ、 貧 すれば とて 淺ま しゃと いつも 思 はぬ 

たつぎ 

に は あらね ど、 あなたの 心 を 厥み、 明日の 活計 を 慮 ふれば、 娼妓に なり 下り、 萬 人に 肌身 を 汚さ 

り や うしん  えいぐ わ 

る.. -女も ある もの をと、 無念の 淚 をのみ て、 夢に 兩親ゐ ませし 日の 榮華 を樂 み、 今日が 日まで は 

何も 世渡りと 忍び たれ ど、 昨夜 梅の 湯に て 表 長屋の 人々 に屮 ^ 遇 はせ、 われ を 矢場 女の 密費 のと、 

はづ かしき^ をせられ しに、 いよく 我 身が 淺 ましく、 たと へ 食べす に 死ぬ もよ し、 ふつく 此 

か は ゆ 

業が いやにな りました と、 眞實の I 卞に 可愛き 眼 をぬ らし、 思 ひいって 頼みた る を、 兄 もさ こそと 

よき やうに 慰めし が、 その後 二月た て ど 少女 は 奉公に も 出す、 半 歳に なれ ど緣を さがす 模様 もな 

お が はまち へん 

く、 小川 町邊 のなん とやら いふ 好男子が 手に いれた などい ふ 取沙汰 も ありて、 此頃は 其 少女、 黄 

金の 指環 二つ はめて、 兄 人 は 奉書の 古 羽織 を 大名 縞の 絲 織に 着 替へ、 二階の 押入に 紹 布の 夜具が 
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組、 天鵝絨の く. -り枕 を 二つ 見し と 誰 やらが 話しき。 
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伽羅 枕 は 明治 一 一十 四 年の 末 頃の 作品で ある。 其の 頃 は 作者 紅 紫 山人 は旣 に讀賈 新聞に 招聘され てゐ た。 

尤も 讀費 新聞に 入った の は 事によると 明治 二十 三年 頃だった かもしれ ない。 年表に よると 讀費 新聞に 揭 

載され たもの は その 二十 三年の 頃に 「夏 瘦せ」 が あり、 「新 色谶 侮」 が ある。 併し 「夏 瘦は」 相 當小說 

的な 經緯の 入 組んだ もので は あるが、 さう 力作と は 云へ ない。 「新 色纖 侮」 は どちら かとい へば 短！ I に 

灞 する。 以上に 比べる と 「伽羅 枕」 は 時代物で、 作柄から 言へば 講談 趣味の 大衆 もので は あるが、 一寸 

過渡期の もので、 その 主人公 は 現存の 人間で ある。 現存と いふの はこの 作者が この 物語 を 誓いた 時分に 

生きて ゐ たとい ふ 意味で、 明治 も 二十 年頃まで は、 江戸の 氣分も 到る ところに 名殘を 留めて ゐ たし、 江 

戶の {41 氣に 生きて ゐた 人物 も！： 山ゐ たので ある。 尤も これ も 筆者の 假定 で、 この 作の 出来た 時分に 作 中 

の 主人 一公で あるお 花 老婆が 坐き てゐ たか どうか も 分らない。 實 際さう いふ モデルが あつたの か、 それと 

も 空想で 作り上げ たもの かそれ も 分らない。 併し 伽羅 枕 は 山人 生涯の 仕事で も 面白い 物語りの 一 つで、 

1^ 統 から 云 ふと 江 戶文學 の 傳統を 引いた やうな 所が あり、 「三人 妻」 と 好 一 對の 濃艷な 作で あらう と 思 

ふ。 筆者 は 田 舍の中 學にゐ た 時分に、 或 同窓の 數學の 巧い 人の 家へ 遊びに ゆく と、 其の 靑 年が 「伽羅 枕」 

の切拔 きを 卷 物の やうに つぎ 合せても つて ゐ るの を 見た。 それで 一 寸 其の 場で その 伽羅 枕 を 讚んだ こと 

を覺 えて ゐる。 筆者の 鄕里は 其 頃 至って 文 學氣の 乏しい ところで、 小說 などに 心 を 寄せる もの は 皆無で 

あった。 さう いふ 町に も、 しかも 數學 家の 學生 などの 書齋 にこの 伽羅 枕の 切り 拔 きが 大切に されて あつ 4 


たの を 見る と、 この 作品が 赏時 いかに 多くの 讀者を 惹き附 けて ゐ たかと いふ ことが 分る。 「三人 妻」 は 柳 が 

橋 の 花柳界の こと を 書く と M 時に 時代の 成金、 つまり 明治 中葉 時代の 成功者の 贅澤な 生活ぶ りと、 成 上 

り ものの 好色 的な 樣々 の iai- 件 り 扱 ひ、 主として 柳 橋 あたりの 花柳 情緒と 襲 者 を 書いた のに 對 して、 

これ は その 頃 盛って ゐた士 原の 氣 分と 太夫の 生活 を 書いた ものである" 勿論 柳浪の 「今戶 心 巾」 の やう 

に リア リス チックの もので はない。 隨 分-; 2 飾の 多い ロマンチックな 物語で あるが、 色道 界 のこと を興昧 

深く 書いた て 點 では、 「伽羅 枕」 も 「三人 妻」 も 同一 軌 である。 この 作 は 紅 紫 山人の 試みた 殆ど 最初の 長 

篇 であらう が、 囘數は 六十 囘で 新聞に すれば 二 ヶ月の 讀 みもの だから さう 長いと は 云へ ない。 しかし 今 

迄 擧げて 来た 數篇 に比べれば、 規模 は 相當大 いと 一 K はなければ ならない。 本當は 全篇 あげても 續者を 退 

Ig させない だけの 興味 的な 證 みもので あるが、 小說 として は、 何と. 言っても 内容の ある ものと も 言へ な 

いので、 ここに は 女主 人 公が 吉 原へ 身を投 ずる 動機 を 描いた 場面の 幾つか を、 時代 を囘 顧す る 意味で 揭 

げ るに 止めて おいた。 この 動機が 相當 時代の 社會 制度と いふ やうな ものに 對 する、 K 抗氣分 を 含んだ も 

ので、 誕生と 環境に よって 蓮 命 づ けられた 自身の 生存 を、 ねぢ けたな りに も 主張しょう とする 時代の 典 

型 的な 女性の 生涯が、 それ 丈で も 充分 窺 はれる と 思 ふ" それで 最初の 數；！ は 割愛す る ことにして、 中程 

から 拔き だして 見た。 同時に 吉 原と いふ 不思議な 世界へ 身を投じてから も、 この 女に 集って 来る 色々 の 

人物との 交涉 や、 小説 的 寧 件 も 一切 省略した。 この 主人公に 通って 來る 幾人 かの 男に 對し てこの 女の 發 

^する 意氣地 だと か俠氣 だと か、 又は 手練手管、 噓と眞 の 裏表、 つまり 其の 時代の かう いふ 世界の 裏面 

とい ふやうな ものが、 章 を 重ねる に從 つて 興味 ふかく 展開して くるので あるが、 時代が 時代 だけに 其の 

中には 相當陰 E な もの も ある。 大體 この 佐 太夫と いふ 女 は 大して 美人で はない。 唯 非常に 勝氣な 負け じ 


魂 を 持って ゐる。 それ は 彼女が 江戶の 或る 御大 身の 落胤 だとい ふ 所から 來てゐ るので、 さう いふ 性格の 

現 はれと、 それに 惹 かされて 通って 來る 多くの 男の 樣々 の 運命 や 生活が 夫から 夫へ と總卷 物の やうに 描 

寫 されて ゐる。 この 太夫 は元來 京都 仕込みで、 自分の 容色に 對 しての 自信 を 持って ゐ ないだ けに、 他の 

女が 余り 歡迎 しさう もな ささうな 男 を 選んで 大切に 扱 ふとい ふやうな、 相 普 要領の 好い 所 も 出て ゐ るの 

は、 今 も 昔し もこの 社會 の商賈 意識に か はり はない。 例へば 第一 九^ 目に 「年の 頃 五十 四 五の 大男で 色 

黑 からず、 目鼻立ち 尋常 なれ ど 唯一 目に 氣の 弱き 女 はわつ と 叫んで 氣絕 すべし、 顏 手足の 嫌 ひなく 大小 

の〕 4^ すき 間な く 奴り つける は 餅 観 をつ けたる 如く、 最初 は惡 戲に假 面な どかぶ りて 人 を 氣昧悪 がらすの 

かと 思 ふ 位の 男、 それ は 疣 大臣と い へば 吉 原の 裏 田圃の 蛙 も 鳴 昔 を 止る 程の 全盛」 ——- さう いふ 大臣が 

突出しの 第一 夜から 通って 來た、 とい ふやうな ことが 聾いて ある。 すべて この 調子で ある。 中には 天下 

のお 尋ね ものが、 彼女の 部屋へ 来て、 身分 を 明して、 部屋に 潜伏して ゐる とい ふやうな お 芝居 風 4- も あ 

る。 時には 仲の 町で 今 助 六 かと 思 ふやうな 好い 男 も 一人 位 は 出て 來 るが、 これ は 作者の 皮肉で か、 何 か 

の 間違 ひで 廓の 外で 斬り 捨てられて 了 ふとい ふやうな 場面 も ある。 

ここに 揭 げた 部分で は、 主人公のお 花 (佐 太夫の 本名) を 京都の 色 街から ぬいて 江戸の CI 分の 屋敷へ 

述れて 来た 新右衞 門と いふ 年と つた 侍と 其の 家庭、 それから この 新右衞 門が 紫水晶の 發 明に 沒 頭して 地 

位 も財產 もこと ごとく 煙に して 了った 所から、 お 花 を 持ち きれ なくなつ てひどく 零落した 果に 死んで 了 

ふ。 それで 殘 された お 花 は、 途方に くれて 或 御大 身の 奥方に 成って ゐ る腹異 ひの 姊の 屋敷 を 尋ねて 見る 

とい ふ、 お 花が 新 生活の 一 轉機を 説明した あたり を拔 いたので ある。 それ は 意地の 强 いお 花が 復 響の 意 

そ は  3 

味で 遊女 佐. 太夫と なって 突出され るまでの 徑路 で、 この 復響 は、 側へ 寄りつ くこと も 許されなければ、 ん 


. 無論 口 を 利く こと もで きない ほど、 高い 處に 時め いて ゐる異 腹の 姉に 對 する 箇 人的な ものではなくて、 

さう した 世の中と 自身の 環境に 對 する ものである こと は 本文に ある 通りで ある。 これ はやが て 封建時代 

の 民衆 全體の もって ゐた 反抗的 氣 分で、 お 花の 如き は、 軍に それが 戯曲 的な 動機に よって 强 調され たも 

のに 過ぎない。 

作者の 饔く 女性 は、 大抵 は 日本 婦人の 普通の 型で ある 11 若しくは それ 3? 上の、 柔順な 性質と. 23； 操觀 

念と を もった ものが 多く、 さう でない もの は 作者 はこれ を輕 蔑し 非難し、 作 中で 筆 刑 を さへ 加へ てゐ る。 

この 道德 はさう 傑 みのある 本質的な もので はない が、 何の 作品 を 取って 見ても、 それが 必ず 作者の 强ぃ 

主觀 として 現 はれて ゐ るの は 事 13； である。 しかも それ は 一 般社會 の 道 德の圈 内に おかれた 場合の 女性の 

さっさ 

ことで、 お 花の やうな 初めから 數奇な 運命の もとに 生れて、 社 會の暗 面に 自己 を 生かさう とする ものに 

取って は、 箇性 がその 環境に よって 自 から 別の 發展徑 路を迎 る こと は 無論で、 世俗的 人情 を 以て 律す る 

ことの 無理で あるの も當然 である。 .Is 井 人であった 紅葉 山人の 姿 は そこに も 見出され るので ある。 伽 

羅 枕と は 伽羅の 香 を 焚き こめた 遊女の 枕の ことで あらう。 

伽羅 枕  .  . 

當時 和蘭陀 舶来の 色 硝子 を 紫水晶と 稱 へて、 世人 大方なら す 珍重せ り。 新 右衛門 元來武 より は 

文、 文より は理に 長け、 發明氣 ある 男 なれば、 之 を 見る より 不圇思 ひっきた る 所 ありと て、 おも 
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はくの 藥品 小量 を 用て 試みし に、 結果 案の ごとく 面白く、 今一度の 工夫 あらば、 ともかくも 紫 水 

晶 成るべし と 大勇み に 勇みて、 それより 製造 用の 器具 を 造らせ、 藥品は 極 はめて 高 料な りけ る を、 

所持の 金銀 惜氣 なく 摑 みて 十分に 買 入れ、 其 身 非番の 日 は 一 窒に閉 籠り、 其 所 を 細工 場に 定めて、 

深夜に 「吹 具」 の 呼吸 荒 まじく、 大 石榴の 裂れ たる ごとく 炭火 を 泥爐に 溢ら せ、 堝の 中より は 五 

お ほ あぐら 

色の 烟 たち 昇り、 鼻 を もぐば かり 得なら ぬ惡 臭充滿 たる 中に、 新 右 赤裸に なりて 大 胡座 を 組み、 

熱 汗 瀧 を 流し、 湯 氣雲を 起し、 溫氣 に惣身 充血して 薄 血 を 塗る がごと し。 女房 見る に淺 ましく 思 

ひ、 我 夫 近頃 天魔に 見入られけ るよ。 京より は 女子 を 伴 ひて、 年齢に も 愧ぢぬ 好色の 不 所業。 共 

が歇 むかと 思へば 今度 は此 始末。 同僚の 見る目、 殿様への 聞 達 を氣遣 ひ、 仕事の 最中 は 夢中なる 

によ ゥほゥ .S ひだ 

耳へ 何も 入 まじと、 食事の 折から 女房 言 出しけ る は、 此度 紫水晶 御 工夫と はいかなる 御 量 見 か 知 

ちゃう だい 

らね ど、 頂戴の 御 扶持に 今日の 不足と いふ 事を覺 えざる に、 何 を 苦み ての 細工 三昧、 武士た る も 

の.. -假 初に もす まじき 業なら す や。 それ も 一興な む ど \ いふなら ば、 隨分 苦し かる まじ けれど、 

兩刀を も 佩む お 身に して 下司の まね 事、 仲間 どもが 草鞋 造る を、 かれ も 武士の 一 片な るに、 あの 

やうなる さもしき 手業 させて は、 その 心まで がお のづ とさ もしう なれば、 外に 美く しき 內 の あ 

お こな ひ 

りたき ものと、 日常のお 言葉に も 似合 はざる 御自身の 行狀、 脇 指 も 衣 物 も かなぐり 捨て、 丸裸に 

なりたる 容體 は、 見苦しと も淺 ましと も 申すべき 樣 なし。 些細の 利 慾に 性根 を亂 し、 作法 も 身分 


5 

4 


も 忘れた る 昨日 今日、 いかなる 御 所存 か 聞きた きものな り。 いっか 近所へ 此 一條 知れ渡りて、 胸 

とり ざお  ふ らちとの さみ A  とがめ 

苦しき 評 や 耳に 入る 度に、 もしゃ 此の 不 一 ^殿様の 御 耳に 觸れ なば、 きっとお 嚴刑 あるべし と 心 も 

心なら す。 餅屋 は 餅屋と やらに て、 子 飼よりの その 道の もの だに、 工夫なら ざる 紫 水晶が、 不 

しなへ だ こ 

鎮 ながら 竹刀 牆の 手業に て參 るべき や。 よしなき 事に 金銀 を 費せ し 揚句、 御勘氣 など 蒙りな ば^ 

外の 難 跪、 其 時の 苦 艱を思 ひた ま は^、 此志を 立 所に 飜 へした まふべき 方法と なるべし、 と 額 を 

うつ  しん？？ りつぶ く  リ えん ユ， ひす 

赧め、 疊を拍 て 詰 寄れば、 新 右 立腹して 食 半ながら からりと を投 出し、 二度 言 は^ 離 緣と言 拾 


w-li しん 


て \ぞ 細工 場に 入りけ る。 かほ どの 執心お そろし く、 女房 も 我と 手 §1 して 胸の み 傷け るが、 新 右 

の 一念 募りに 募れば、 十 金 二十 金と いへ る 高 料の 藥品 を、 一滴の 液 半 經の烟 となして 少しも 悔ゅ 

i  ,  ,  ひとつかみ ふちまい 

る 色 なく、 この 事 もし 成就せ すば 一命 不用の 覺悟。 まして や 一握の 扶持米が M 程の も のぞと、 2^ 

はお 氣を いひ 立に して 參勤を 怠り、 日夜 かの  一 {; 逸に 入 浸り 「心」 を堝の 中に 打 込みて 千 萬 苦慮す 

れど、 最初の 試 驗我を 欺き、 更に 思 はしき 物 成らむ ともせ ざれば、 今 は 死物 狂に なりて、 百 金 二 

百 金と {^ 金を盡 し、 - これ はと 思ふ藥 品の 數を取 寄せ、 忽ち 火 上に 載 すれば、 何の 驗も なくと ろと 

J て、  • で うはん しゅ  くわい JJ 

ろと 皆無に なりけ り。 此條 藩主に 聞え たるよ しなれば、 今にして 悔悟せ すば 好 ある まじ、 と 上 

役な ど 親切に 言へ ど 新 右 取合 はす。 扨 は此家 遠から す斷絕 と、 女房 獨り氣 を 揉む のみ、 意見 はい 

うても gl かれす、 されば とて 女の手に 濟 ふべき 力 はなし。 思 ひ 詰め、 案じ 詰め、 苦勞 に苦勞 を 重 
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ね、 心配に 心配 積みて、 可愛 や 精神 亂れ、 泥 儘の 前に 手 を 拱きて 眉を顰 むる 新 右の 傍に、 女房 一 

日 二 夜泣き 續け、 遣 書 もな く 裏なる 井水に 身 を 投げて 淺 ましく てけ り。 かくても 新 右 ひるます、 

v«i ゥ じがみ 

さりと て 到 今 小判の 封 紙 だに 殘ら ざれば、 近所の 目 を 忍びく に 衣裳 道具 を齊拂 ひ、 これ も 亦え 

上の 烟 となし ぬ。 武士に ある まじき 不埒の 段々 ぉ咎 となりて、 終に 扶持 離れの 素浪人、 賣餘 しの 

家財 を 皮財布に 小さく  \ るみ、 笠 〈11 のお 花が 家に 一 所に なりけ る 時に、 一 草に 「がらくた」 を 積 

みたり。 何ぞと 知る 者に 尋 ぬれば、 あれが 水晶 細工の 道具！ まだ 思 ひ 切れぬ かして あの 始末、 

いづれ 紫水晶 は 前 S 氏の 死神。 ， 

しん ゑ もんら く はく  < れ  ゎづか 

新 右衛門 落魄して 箕 輪に 轉 込みし は、 お 花 二十の 歳暮な り。 僅 小な れど餘 財の あろに 任せて、 

以前 ほどの 大懸に は あらね ど、 なほ 紫水晶に 斷念 しかねて、 一日 一度 は 炭火に 面 を 炙らねば 心- S 

ます。 目に 見えて 小判 焚え て 形な きに お 花 も 心 を 傷め、 此樣 子に て は 多く も あらぬ 身代、 八；' にも 

灰と なりて 我等 路頭に うろつく ベければ、 是 ばかり は 思ひ留 りた まひて、 その やうに 捨る錢 の 十 

き しゃ 

分 一な りと も、 奥様の 怫 事に 喜捨した まへ と 折々 a 說 きけ るに、 新 右 も 長の 月日、 莫大の 金銀 双 

あ だ  ぐ すリ いぢり 

ながら 徒 事に 費えて、 今に 露ば かりの 驗 なきに あぐめ ど、 叉 思 ひか へして 藥翫 弄は歇 まざりき。 

しょせん.： C ぽ つか  よ ぃゥ 

かくて は 所詮 覺束 なき 夫婦の 行末、 分別し やうなら 少しな りと 餘裕 ある 今の と、 お 花が しきり 
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くる ゎゥち 


なる 取 越苦勞 を、 さらば 休て 遣む と、 吉 原の 廓 內に、 中 萬 字半藏 松葉 二 間の 家主の 株 を 買て、 お 

しん, このと ぎ 

花が 安心の 種に ぞ しける。 此 歳暮れ てお 花 二十 一 の 夏、 一人の 男子 を 設けし が、 新 右此時 六十 二 

お so  •  f  ， ， 

歳の 老翁な り、 かくてお 花の 心 落 付きた る を 見る より、 新 右 また-/, \ 泥爐の 中に、 なけなしの 金 

子 を はたき 込み 始めし に、 此度は 少し 見所 ある 結果に はすみ て、 此期を 外さ じと 心の みは 逸れ ど、 

藥 品の 料と いふ ものな く、 寶る 可き 品 とても 殘ら ざるに、 新 右の 悶 ゆる こと、 此處に 二三 十 金 も 

ち 1 ぐわん * しゃ ゥ じゅ 

あらば ナ、 願 成就せ むする 想に て、 千日の 茅 を この 一日に 燒 くこと を 悲しみ、 え \！ 物 はな 

この  一 Q ち 

し、 引取人 だに あらば 此 命を寶 てな りと \ まで 窮せ しが、 月の 末と て 地 借の 金子 手元に ありけ る 

を、 此許 あらば 蔡 足る 可き がと、 抽斗より 取 出せし が、 いやく これ 我物なら す、 今 は 廓の 家主 

なれ ど、 i を せば 淺野 家の 前 S 新 右衛門、 武士な りと、 其 金子 紙に 引 包て 投 込み、 外に 分^ は 

とぎが W 

とつく，， i\« 思案す るに、 我此 金を盜 むと いふに は あらで、 時 借す るな り。 紫水晶 だに 我 乎に 成ら 

と & ま of や ゥ  ぴ せい  をと こ  はしぐ： S 

ば、 十 千萬兩 にしても 返濟 すべし、 废に尾 生と いへ る 男、 女との 逢引 を ある 橋杭の 下に 約して 共 

しま ぺ， 

所に 待ちけ るに、 女子 來ぬ 問に 汐滿 ちて 身體を 浸せ ど、 杭に 鎚 りて 動かす、 一旦 此虑と 約せ し 

Ir はから ひ  、 

は變へ 難しと て 其 ま、 溺れぬ とぞ 云る。 これ は 尾 生の 信と て 臨機の 所 置 を 知らざる ものと、 後々 

までの 笑萃 としけ り。 我 此金を 盗む とに は あらで、 君子 も 貧しう して はすべからざる にあらぬ 時 

借な り。 不正 中の 正、 渾る 所な しと その 金に て 藥品を 調へ、 また 見事に 仕損じけ るより、 千 挫不. 
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こ. 4 ろざし  しゅん ご  こ  > "ろき.^ 

撓の新 右 もこれ に は精祌 ぼっきと 折れ、 その 失望の 一瞬 後より、 心 急に 弱くな りて、 まことに 六 

十二 歳、 さも あるべき 老人 氣と なれば、 今までの 所業 を 省みる につけ、 四 五 年来の 後悔 波の 寄す 

まへ だけ  によ ゥばゥ ゎゥし 

る ごとく 一度に 胸に 逼 りて、 前 田家の 浚 落、 女房の 枉死、 大金の 消耗、 今 は 身代の 不如意、 地 借 

つか ひこみ  せゥ さい  ゆく すゑ き.^ かひ  -、 ノ 

金の 消費、 幼子 あり 少妻 あり、 我 は 老體の 不自由なる にと 行末の 配慮な ど、 無い 物の やうに 忘れ 

果てたり し 萬感湧 上りて 身の 所 措な く、 これ を氣 病に ぶらくと 煩 ひっき、 其 冬の 初 霰 狭 葉に 玉 

走る 夕、 此ま \ 1 人 寐るも 年齢 なれば 惜しまね ど、 わが 一 旦の不 了簡より 一 一人の もの を 乞丐 兒に 

さす か。 其ば かりが 冥土の 障と 呻きて、 歸らぬ 所へ 赴き ぬれば、 お 花 は 泣く 可き 力 だに なく、 野 

おく  SV 

邊の 葬禮も 貧の 身 は 式ば かりの 哀れなる ことい ふべ くも あ らす。 家財 は 賫盡し て 空 家の ごと き 座 

ふ ろ  つねく わい なみお 

敷に、 只殘る は戶棚 一杯の 藥袋、 堝 と泥爐 との 遣 物に 無念と 追 懷の淚 やます。 

よぐ とし  みづの  い 力め 

お 花 江戸に 出し 翌歲、 父子の 名乘 すべき 心に て 水 野の 邸 を 尋ねたり しが、 九 千 九 百 石の 構造 嚴 

しげ  み なみ.^  ちゃう にんむす め ふうてい  .  . 

肅な るに 怯え、 且は其 身 尋常なる 町 人 娘の 風 鉢に て、 此 所の 殿 樣は實 父よ とい はむ も 口 幅た く 

其 人の 恥辱に もなる べき かと、 幾度 か 門前 を往來 して 本意な く 房り しが、 思 切れす して 其 後 二三 

度 行き たれ ど、 行きし ばかりにて 門 內へは 入らす、 唯う ろくして 歸 りぬ。 新 右 死亡な りて 一人 

に殘 され、 地 を 匐 ふ 朝 顏の问 にも あれ、 蔓の所 倚 を 求む る 折から なれば、. いま はいつ まで か 遠慮 
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かよ ひ もん  おやち けう  -、 f, 

すべき、 今日はと 決心して すっと 通用門 を 入れば、 鬥桥の 老人 希有なる 眼 をして 視 るに.：：： 腰 を 屈 

かおぎ ぬ つつ ぼ 

め、 子細な く 通りて 玄 關に羞 けば、 其 處に肩 衣 突 張らせて 幾人 も 詰めた る 若侍、 ー齊 にお 花の 姿 

. ^づ  > 

に 衆目 を 注ぎ、 怪 がりて 希ら しがり て 好 もしが りて 見えけ り。 京の ものに て 殿様に 御 謁見 を 願 ひ 

めく ませ  さ  >- やきち  うろん 

たく、 御苦勞 ながらお 取次 を 頼みます ると いへば、 侍 衆い よく 驚き、 目授 して 攝 相 ふ は 胡亂、 

ふちつ  と 《- つぎね ぎ 

亂 心の 二者に お 花 を 疑うて なり。 取次 役 威儀 を 縛 ひ、 た 2- 京の ものとば かりにて は 取次な り 難し， 

お め ど ほりね *A  あきらか  おお ひぢぃ • から  - - . I 

姓名 住所 はいふに 及ばす、 御 謁見 願 ひたき 用事まで 明瞭に. S 'せと、 肩臂怒 かせて 切 口上の 仔細ら 

しく 述る。 後に は剛 らしき 武士 ども 額 を；^ め、 お 花の 顏を 見て は 否 味たら しき 微笑の 目元。 婦女 

^  n  ^  ひとたち  ご そく ぢょ さま  .  ？  fc 

と 侮りて 不禮 なる 侍 衆 かな。 此 家の 御 息女 樣と 知ざる かと、 心中 勃然とせ しが 色に は 出ださす 

は つる 

1 言 毎に 恭々 しく 頭 を 下げ、 京 は 下 加 茂 中 澤十兵 衞の娘 鶴と 申す 女の なりと、 母 小 鶴の 寶家 はも 

と 伊丹に 名 だた る 造酒 家な りければ、 其 主人 11 小 鶴の 父 —— の 名 をい ひ、 叉 鶴と いは V 御合點 

あ ひて 

の 機轉の 挨拨。 して 用事 は？  二十 餘年前 此方の 殿様 御 在京の 砌、 親父 十兵圍 碁のお 敵手 を 中 上 

いとな <MJ こん まゥ S, て 

ける より、 格別に 難 有き 御言 葉 を 戴きけ るが、 家に 秘藏の 短刀 ありけ る を、 特別 御 懇望 遊ばした 

おこと わ  せんねん リ んじゥ 

れど、 重代の 寶 とて 此 ばかり は 御斷り 申し 上け るが、 先年 臨終の 際に、 かね. <\- の 御 執心 なれば 

こ、 ろ づけ 

御手 許に 献ぜ よの 遣 言に より、 私 はる，^ 持參 いたし ましたと、 袋 入の 護身 刀 を 注意が しに 持替 

ぜんさい つ-^ t やま 

ふ. れば、 少し 控へ よと 奥へ 入りて、 やがて 出で 來 りて 此方へ と 書院に 案內 しけり。 前 if の 築山、 


*l ん すね  つく  《-  . ^ご そか  あ ひま z.- 

泉水、 立 木、 町家の 造 法と は 姿 か はりて、 何 所 やら かぽ肅 にして 幽遠し く、 閑寂なる 問々 に 鳥の 


おやしき  はなび せん 

昔 聞え、 氣 澄みて 水 を 打つ が 如し。 座敷の 結構 はいか さま 第 宅な り。 お 花 微賤の 身に あらねば、 

ひと  ><  な  1« ねぶん ぜんぴ 

幼少の 折に は 高 家の 館へ も a? 入し、 成長り て は 揚屋の 大坐 敷に、 隨分 善美の 造作 は目馴 たれ ど、 

ぶ けづ ぐり  た.. -み さは w 

江戸の 武家 造の 館の 樣 はまた 格別と、 京の 太夫 も此 所に 來て は田舍 女な り。 跫 足 しづ しづと 響 

しらが まじ  あいさつ あか 

き、 襖 開く と 見れば 顯 はれた る、 白髮 交りの 上品なる 武士 は 用人な り。 挨！ ^高ぶらす 大様に して 

はなこの さむら ひ 

威 あり。 取次より 聞 及ぶ 條 いかにも 殊勝な りとの 言葉に、 お 花 若 武士の 風釆を 見る に、 悪人と も 

いんぎん & しゃく  》< をし あ  は^-か ：： . 

思 はれ ざり ければ、 態 慰に 會釋 して、 只今お 取次 を 以て 申 上げました は、 他聞 を 憚りての 签ー 一目に 

さしひか  お めど ほ W 

て、 か X る 事 を 申 上げな ば、 殿様のお 身に 拘ら むかと 差 接 ゆべき なれ ど、 つ ひ 直々 に 御 謁見 も か 

な ひ 難ければ、 其方 様まで 申 上ぐべし。 私 今の 名 は 花 幼名 仙と て、 殿様 御 在京の 折お 情 を 蒙りし、 

ぎ を.^  こ ひがしね づ丄 こ つる  むすめ  し さい  ，  11: 

祇園の 藝子東 井筒の 小 鶴と 申す もの \ 一女と、 子細 を： S なく 語りて、 其 時た ま はりた る 御紀念 は 

これにと、 護身 刀 を 出して 見 すれば、 用人 首肯きながら 點撿 め、 お 花を視 ていかに も氣 毒なる 面 

色、 京の 藝 子に 一 子 を 宿せし よし は、 內密 にお 物語り も ありて かねて 承知せ るが、 扨 は 此方 様に 


て ありけ るかと、 坐 を 進めて お 花の 顏を なほ つれ-^ と 見 護り、 御懷 かしゃ！ 大 殿の 御 面影、 

その ま \ 眼 邊額邊 に 殘れる は、 爭 はれざる 證據。 さりながら 聞かせ ともなき 凶報、 はる-^ 尋ね 

られ たる 効 もな や …… 。 大 殿に は 十七 年 前に 御 逝去な した まひし ぞ！ あっとお 花 は 膝なる 手 を 


みつ. c  4^^どろき  し o- しやつ 

すべり 落し、 見開く. 眼に 用人の 顔 を t, 視て、 少時 は 瞬な かりき。 鱉駭 はさる 事な り、 愁傷の 程 は 

さぞ やと 察し 入れ ど、 とさ ま-^ 丁寧に お 花 を 慰め、 當 代の 殿に 此の 次第 を 言上 すれば、 本意な 

ひそか  くだされ もの 

かる 可し 不便の 事な りと て、 私に 御 謁見 を 許され、 數々 の 下賜 も ありて、 此事は 家臣の 手前 あれ 

そのち  1> ^んぎ 

ば 表沙汰に はしが たし。 我と は 同胞に 相違な けれど、 其 地に て緣 切りた るから は 他人と 思へ、 此 

やが ふなにが しの かみ えんぐ  よくし 

後 は 音信不通 たるべし。 我に 一人の 姉 あり、 今 は 柳 生 某 守に 緣 組みた るが、 其方の 事 を詳. ^り 

ちね ぎみ よろこ 

て、 女子の 同胞な き 身 は 其子懷 かし。 丁度 は 名 乘りぁ ひたき ものと 日常お ほせ 給へば、 婶君 喜び 

たま ふべき に內 密に對 面せよ かし。 我より 添 手紙せ むとの 御意 を かの 用人 取次ぎ たれ ど、 お 花 は 

思 ひに 思 ひし 寳父 亡な りたる に氣脫 して、 もはや 窮屈なる 思 ひして、 姉な どに 13 はで もと 思 ひけ 

おんれ. 3. ま を  お て がみ く Kx.;^ もの ト， I  I  ,  H  , , 

れど、 賴 なき 身の 杖になる 事 もやと、 難 有く 御禮 申して、 御手 紙と 下賜 物 を 戴きて SI りぬ。 四 五 

日經 ちて 柳 生の 邸 を 尋ね、 水 野よりの 手紙 を 奥様の 御手 許へ と 差 出せし に、 返事 早速に、 なつか 

しく 逢た かりし 思 をく りかへ せし 文 言 は、 やさしき 言葉 を 直々 に 聞く がごと し。 この 二十 一日 は 

上野へ 化 i の i おなれば、 其 日 他事ながら 對 面の 首尾すべし。 三枚 橋の 左に 立ちて 待つならば、 

のり もつ  じ こぐ 

此方 は駕 iM の 窓 を 開きて、 通らん 折の 一目 を 見 外さした まふな、 時 一 K メは 何時と 書たり。 

其 日 約束の 刻限 早めに、 三枚 橋 指 命の 所に 佇みて 待 間 程なく、 上野 山より 行列 見えて 美々 しき 
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事な り。 眞 中なる 鉄 打の 乘物此 中に こそと、 お 花 首 を 延べて 覼 へど、 駕籠 脇に は 徒 士女 中附添 ひ、 

其 影 を 月に 障りの 雲と 怨 めば、 同じ 思 ひなる 柳 生の 奥方、 駕籠の 中より 女中に IS を 掛け、 見る 物 

ありと て 片寄らせ、 窓 近く 顏を 現し、 橋の 上なる お 花 を 見て 目禮 した まふ、 毛 髮は黑 漆の ごとく 

徵 かにして 束 ある を 片はづ しに 梳げ、 年齢 三十路に 及ば ざれば、 花 枝 頭に 在りて 風に 一 つく 散 

はえぎ はくわた ふぐち  まゆの あと あ を/ \ 

初む る 色 姿。 細面に して 色. 一! く、 髮際火 塔 口に 揃 ひ、 眉 痕靑々 として 遠山 を 横へ、 眼 は 凛と して 

おんく わ  ぬ ほた ま 

凉 しく、 才氣其 中に 溢れたり。 丹花の 唇に 烏羽玉の 染齒 少し 見せた る、 得な むい ふべ くも あら ざ 

かたさき 

りけ る。 金銀 色 まぜに 縫摸樣 せる 裥襠の 肩 頭 窓より 見えて、 胸の あたりに 銀地の 扇 を 半開きに あ 

, 曹 ， *  こなし  た ま ぬくみ 

てが ひ、 ぉッ とりと したる 體度、 持て 生れた る 上品 は わざとに あらで、 花の香、 玉の 溫 にや 似た 


おら- J ^ウご 


る 可き。 お 花 我に も あらで 體搖き 足 進み、 する-^ と乘物 脇に 近寄れば、 奥方 扇 を 擧げて 忍び や 

かに 制した まふに 心 注き、 身 を 退かむ とする 時遲 し、 徒士の 叱る 聲に 驚かされながら、 見 飽かぬ 

慕 はし さに 行列 を 離れ 難くて、 二 町餘も 駕籠に 添 ひて、 せ はしく 本意な き對 面な りけ り。 奥方 

まお- -き 

もお 花に 目を離さす、 もの 言 ひたげ に顏を 傾む け、 はふり 落つ る 淚に目 瞬な どして、 、七に 無量の 

よぎ ほど  こごし  ： 

思 ひ ある を 知らし む。 何 所まで 追 ふと も 際限な しと、 好 程に して 立 留まり， 小 腰 を 屈めて 訣別の 

^ しゃ く 

會釋 すれば、 彼方 にても 頭 を 下げた まふ 間に、 乘物は 行 過ぎぬ。 お 花な ほ立留 りて 目途れ ど、 女 

中 籠駕に 遮られて 物 足らざる 心地な り。 お 花 思 ひける は、 此身は 運 か 不運 か、 あの やうなる 姉 を 
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と も  だん- 1^ 

持ちて、 …； 持ちながら 妹 はこの 有様。 彼方 は乘 物に て 三 四十 人の 同勢。 此方 は隨 行に も 旦那に ； s 

かさね す \ だけち や 

も 只 一人、 小紋の 重に 煤 竹 茶の 帶 して、 塵埃の 中に しょんぼり 立てる 姿の、 姉樣 のお 目に は さぞ 

たまだれ 

ゃ淺 しく 見えし なるべし。 胤 はか はらぬ 石 見守の 女ながら、 彼方 は 玉 籠の 御 息女に 生れ、 我 はか 

くし 子の 日 隆 ものと て、 下賤の 土に 根 を 持てば、 その ま \ 草花と 開ける 此 身上！ 羡 ましき は 姉 

M- ゃゥ たゥ よこお  むなげ をと こ 

樣 なり。 婦人の 身に して、 雨 刀 橫 へて ゐ かめし 造りの 胸毛 男 を、 幾人 も隨 行に 引 連れて 凄まじ 

き 勢力。 其 も 一 つ 血 系に あら ざり せば、 よき 月日の 下に 生れた る 女と 眺めて、 さまで 羡望も 起る 

ぁズら A* 

まじ けれど、 我 も 石 見守の 娘なら す や、 姉 樣も石 見守の 娘なら す や。 然に我 は 町外れの 茅屋に、 

ち Q み  も めんぬ のこ  そ. * げびん ほこり  まきし ぶ つまべ に 

5^ 臭兒を 抱へ て 木綿 布 子の 胸 を はだけ、 亂 S に 埃を沐 びて. n: く、 薪 脂 を 爪 紅に して 勝手 業に 手足 

見 ともなく 太り、 煤けに 煤けて 苦勞 に苦勞 し、 この 後に 是と 頼もしき 希望 もな く、 男女 明日のお 

米 を氣遣 ふやう になり て は 末な り。 苦界ながら 里 花と 言 離されし 頃 は、 後々 かく ぞとは 思 ひも 藤 

fe^K あはれ 

けす、 鳥 水の 隱 居に 連れられ、 名所 見物に 贅澤 いひ 盡 くせし 駕籠の 中に て は、 旅 百般の 可 哀を芝 

さん 

居 狂言の ごとくに 見過し、 此分 にて は 綾錦の 乎 玉 をと り、 伽羅の 羽子板に 眞珠の 羽 子 をつ き、 珊 

ご »  »  »  »  »  ひんぷ か はりな き たのしみ  ち ひて おや ぢ 

瑚の きしゃご 彈も 飽きて、 長き 一 日の 樂に 苦しみ、 貧富 平等 娛樂 とい ふ戀 は、 對手 老父に して を 

なタ ひら 

かしから す。 其 人に 嫉妬 だに なくば、 業 平の 様なる 男に 添しても \ら ひ 度 を、 只 一 つの 不足に し 

て、 此身獨 立に ならむ 日の 來るを 思 は ざり しが、 尾羽 枯 せば 枯る \ もの かなと、 姉と いふ 石 見 


ょゥ たい  うらみ ほね 

の 長女が 容鉢を 見し より、 お 花い と^ 世の はかなき 恨 骨に 染み わたり、 憲々 として 我家に 房れ 

ば、 隣家に 預けし 幼兒餓 ゑき りて、 乳房に しがみつきて 離れす。 折から 米屋の 手代 来りて、 聞 

さいそく こじゃく 

もく さくす る 例の 催促、 小瘕に 障りて けん も ほろ ろなる 挨拶 すれば、 立腹して 歸 りぬ。 其翌 

日 姉よりの 使者 反物 五六 匹に 目錄に 添て、 われ 如き を も 妹と 思せば こそ、 難 有き 事と 淚 ながら 

に 請 取りけ るが、 また 思へば、 人に 惠みを 受けむ より は、 我から 人を惠 むべき 身上に ならむ こ 

そと、 これ も 亦せ を 恨み 身を敢 なみの 種と なりて、 とかく淚雨は人の身の秋にふるものなりけ 

PC 

はなな り は ひ  みすぎ 

お 花 糊口の 道 を 知らす、 また 活計 を 助く る 人と てなければ、 一日々々 と 貧 は 身に 迫る ばかりな 

こ. -ろ づけ 

れば、 さる にても 情深き 柳 生の 姉より、 月に 必らす 一度の 心 添 はありながら、 其に て は 凌ぐべく 

も あらす。 凌がる \ にしても 意地 强 きお 花 なれば、 姉の 世話に わが 身 を 疎み、 かくて は 何の 思 出 

ながら 

ありて 長命 ふに や、 心に 問 はれて 愧 かしき 事な り。 我 二十 二 歳 これより を 盛と もい ふべき 身に し 

てと、 百計 盡 くれば、 ま. -ょ と女子の 分別 はいつ も是に 極まれる 分別して、 花が # ^く か、 はな 

ほぞ 

ら ぬか、 其 は 急場の 今にして いふ 所に あらす と、 どう ありても 其 事に 瞬 を 固めぬ。 

じゅこん 

亡父 新 右 圍赛を 好みて 初段 を 打ちければ、 箕 輪の 浪 宅に 碁 友 三 四 人 入魂に 出入け る 中に、 源 七 


ぜ ん  この をと こげ ふてい  ぜんだま  しん 

といへ る 女！^ あり。 新 右 も 日常 褒めけ る 如く、 此男業 鉢に 似合ぬ 善玉に て實意 人な りけ るが、 新 

右 死亡な りし 時 も緣者 同様に 世話して、 其 後 も 折々 訪問れ、 心細き お 花 を 慰めて、 及ばぬな がら 

•  ゆ ふぐれ こども  げんしち 

お 力に もなる べしとの 言葉 を 憶 ひ、 ある 夕 暮幼兒 を 抱へ て 源 七の 住居 を 尋ねぬ。 土手ち かき 山 谷 

-CN ら じゃく や  どくしゃく 

の裹 借屋に 獨 身の いぶせく、 んマ 夕飯と て 鍋 皿 小鉢 を散亂 し、 ぐびく と獨 酌の 門戶を 叩けば、 誰 

だく。 あの 子の 母親 か、 其 様に 心配せ すと もとい ひながら 破 戶を引 開け、 此は思 懸けな き 前 田 

ぜんわん  むさ. e ところ 

の 奥様、 お 珍ら しゃ、 まづ/ \- と 膳 椀 を無雜 作に 片寄せ、 御覽の 如き 汚穢 家へ ようこそ といへば、 

御飯 屮に いかい 失禮、 お 相談 は 後に て ゆるゆる すべきに、 さあく 遠慮なく といへば、 否 丁度 只 

今濟 みました 處、 坊樣は 早お 寢か、 さぞ や 重 かるべき に 少時 此へ なりと ぉ橫 になされ ませと、 我 

ほこ り  あり ふ ろ し きづ- -み  はな ゑし やく 

^蒲^の 埃を拂 ひて 其 所に 直し、 お 枕に と 有し 風呂敷 包 を 出せば、 お 花會釋 して 幼兒を 臥し、 は 

だけた る 襟を搔 合せ、 拉源七 殿と いひ 懸けし が、 此の 男 は 夫の 顏も 知り、 我 も 心 易く し、 この 子 

ある も 知りた るに、 我 子を寶 りたし と は 流石に 愧 かしく、 されば とて 言 はで は濟 まぬ 事 なれば、 

もちろん； S ひだ 

勿論 言 出す ベ けれど、 羞 しからぬ やう 其と なく ほのめかして、 先方の 合點 ゆく やうに と 思 ひつく 

,  かさね  、 

ま \、 淨瑞璃 の累が 身〕 お を その 儘と、 後に て 思へば、 馬鹿らし くも 愧 しかりし。 其 時 はさる 氣も 

げんしち しんち _o 

なく、 源 七 心中に 嘸 かし 笑 ひたる なるべし。 今夜 參 りし 用事と いふ は、 外ならぬ 人の 頼まれ 事、 

つとめ  さん 

女 を 一人 吉 原へ に 出した きとの 事なる が、 今と いうて 今 相談の なる ものに や、 明日 明後日に 金 


十 .s りよ c-  しゃ Cv ば i-  ご ぺゥ だん 

子 入用 なれば といへば、 なるほど、 此方 は商寶 なれば、 何時な りと も 御 相談なる べし。 して 其 女 

きり ゃゥ すぐ 

とい ふ は。 年齢 少し 更け たれ ど …… まづ 我に 似た ものと 思 ひた まへ。 姿 色 優れたる にあら ね ど、 

色白なる は 百 人の 中に 入れて 際立つ 可し。 夫 もな く 其 外の 緣者 もなければ、 年長く とも 仔細 あら 

V キ ぎんじよ 

じと いふなり。 此 はいかに といへば、 其 女人 は 生娘 か 但し は 女房 上り か。 御 近所の 人 か。 直 近所 

によ， cvt! ゥ 1> ^んづ 

の ものに て 生娘 …… 女房 緣 付きし 事 も あれ ど、 今 は 娘な り。 なるほど、 姿 色 優れたる にあら ざれ 

めつぼう しろ  ね ぶみ  い うぢよ 

ば、 多分の 身代 金 は 出し 難 けれど、 色の 滅法 白き と 云 は 相場の し 所な り。 じて 遊女の 身 は、 數 

ひまに く 

百 人の 數の中 なれば、 姿 色の 好 は 至極なる に 相違な けれど、 第一 は 目立て 見えねば 客 を引惡 し。 

されば 色. in とい ふが まづ 頂上な り。 其 は 耳よりの 事なる が、 年齢 は廿 ニー、 姿 色 は 十人並、 色 は 

げんしち ひた ひ 

其 やうに 由き として、 八十 兩 ほど 借りた しとい ふに 年季 は 何年なる べき やと 尋 ぬれば、 源 七 額に 

さっき ふ 

乎を當 て、 様子の 大略 は 其に て 知れ たれ ど、 代物 を 見ぬ 內に 相場 は 定め 難し。 速 急との 事なら ば、 

今宵 此 より 御 同道 申して、 その 女 を 見し 上卽 座の 御 相談すべく、 今宵に 限らす と あれば、 明 早朝、 

お宅まで 伺 ふべ ければ、 其 旨 を 先様へ お知らせ 下され。 いづれ とも 御 都合 次第と いふ。 お 花 行 詰 

さと 

まりて 無言な りしが、 かくて は當 人我と いふ 事 を 曉られ む、 曉られ じと、 推して 何氣 なき 鉢 を 見 

せむ とて、 俯け し 顏を擧 ぐれば、 源 七の 眼の 中に 笑 ふ 色 浮かむ 如く、 南無 三と 思へば 汗 湧きて 背 

を れ、 頓 熱して 胸騷 ぎ、 いよ >/.\-仕 損じたり と 思 ふ ほど 平 氣を粧 ほひ 難くて、 わくつ く 中に も 
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つ i  いひに くき 

思 梁 すれば、 明日に 延ばしたり とて、 いつまで 我と いふ 事を裹 むべき。 明日に なれば とて 不能 言 

1^ はい ひ 難ければ、 の 解け 序に 今 こそと、 此 一時 を 一生懸命、 其 人 は 我と 言 放てば、 源七大 

方 はかく ぞと 前に 察し たれ ど、 わざと 驚き、 其 は 奥様 か。 淺ま しゃ 何故に さまでの 御 分別 はした 

まひし ぞ。 我 其 道に してい ふ は IT 笑 けれど、 遊女の 身の 地獄の^ 責、 鬼の 心に なりて 罪業 を 作ら 

ねば 立 行かざる 渡世。 願 はくば その 御 分別 を仕替 へた まへ。 尙叉 このお 世話 申して は、 亡くなら 

れし新 右衛門 様へ 源 七が 一 分立ち ませぬ と辭 めど、 最早 此 所までに 乘 懸けて はお 花の 氣强 く、 遊 

女の 身の 苦 艱は我 とても 知れば、 醉輿遊 戲の身 賫には あらす、 了簡 も 分別 も仕盡 しての 上な り。 

新 右 Jli く なられて より 一 倍の 不如意に 苦しみ、 諸方に 借財 出来て 足搔 ならざる 始末。 其 も 好け 

れ どこの 兒を 抱へ て 女人の 身 は 稼ぎの 業なければ、 眞實の 話 は、 いふ もさ もし けれど 明日の 食事 

およつ.^  わす^ 力お み  J 

も， 覺束 なく、 とても 饑 ゑて 菜つ 可き 身の、 世間の 何の 恥辱 あるべき や。 新 右 殿が 遣紀 念の 此子を 

なぎ ひと ま をし わけ 

干 死にせ むは、 我 萬 人に 情 を 汚されん より、 數 十倍 も 亡夫に 謝罪な き 仕 誼 なれば、 我 奉公して 此 

子 は 里に 遣り、 見事に 成人 させて 細く とも 前 田の 家名 を 11 がせた き 了簡 なれば、 偏に この 世話 を 

頼み 人り ます。 斷然 亡夫に 義理 立して 否みた ま は ど、 外の 手に 懸 りて 身 を賣ら むに、 賣れ まじき 

3  くち c\ 

事 は あら じ。 知らぬ もの.^ 惡黨に よい 事され て、 不便の 目に もし 過ば、 新 右 殿 は 其 時 誰 を 恨む と 

思 ひた まふ ぞ。 とても 寶る 身なり、 源 七 どの 骨折て 下されと、 お 花の 決心 動かざる に所爲 なく、 
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げんしち 

新 右衛門 様に は相濟 まざれ ど、 奥様のお 言葉に も 一理 あれば、 源 七お 世話 を 申すべし。 さし あた 

りて は龜和 泉と いへ る 樓にロ あれば、 此に話 を 附く可 けれど、 吁！ 身 を寶ら むと いふ 女に いづ 

むかし  いた はし さ 

れ可哀 ならぬ はな けれど、 以前 を 知りて 今 を 存じた る 此方 様のお 身上、 餘 りのお 可 傷に 何とも. t 

上ぐべき 言葉な し。 只 此上は 情 ある 大身に 根 引かれた まひ、 御 全盛に 廓 を 出た まふ、 お見送りの 

同勢の 尾に ついて、 我 も皺祜 ながら 性 一杯 わめきて、 御 祝義ま 上ぐ 可き 御 運の ほど を 待ちます る * 

ちの い け は り の to-AK ぢ C  くだ う 

錦の 裏なる 廓の 內幕、 血 池 誠 山 地獄 道の 苦艱 に、 お 身 體を損 はぬ やう 隨 分お 大事に 遊ばし ませと. 

實 意より 滴る 富 葉に、 覺 悟の 上なる お 花 も 女氣の 脆く、 飜る 、淚を 亡夫の 位牌に、 名 殘の水 Kit 

手 向けて、 いよ， （- 奉公の 年季 三年 八月の 證文 にて 金 八十 兩。 

廓 奉公の 身に 用な しと、 錢 高の ものと てあら ざれ ど、 賣餘 しの 家具な きに あらねば、 見 倒屋を 

ま は をれ し こ- i れ ひ 》■< ち t: ぎふ とん やぶれぶ す ね.！^ みいら ネ 

呼びて 散 lil 子、 蚝 1^ ガ ぎ、 夜 衣 薄圑、 破 襖、 鍋、 釜、 膳、 椀、 鼠不 入、 火 消壺、 一 っ寵、 

せ，.？ ち くだ ら ひ 

洗 潘盥、 乎 水 鉢まで、 座敷 口に 押 並べて 評價を させけ るに、 呆る \ はかり 無情なる 事 をい ひて、 

强ては 引取りた くも あらね ど、 折角 此 まで 參 りたる もの なれば と、 足下 を 見て ぞ 二束三文の 相場 

を附け X る。 此方に て はこの 雜物 不用 なれば 賫も すべきに、 鑣 一文に も 引取人な くば 其までの 事 

なり、 ！！ 魔 臭ければ 頼む でも 持て 行て 欲き ほどなる に、 とかく 女子 心 は 未練に して、 法外なる 見 


倒し を n 惜しく、 其なら ば資 るまで もな し、 合壁へ 紀念 分配に せんが 優しな りと も 思へ ど、 此貧 ,g 

の 中 なれば 多少 かの 袖 欠に はなる べきと、 しぶくな がらい ふなり の價 値に て 得心 すれば、 見 倒. 

お-， ぢ あさ さ ふ  さしせ に  .  こまたば 丄リ 

屋の 人 麻 財布の 中-より 總錢を 四つ 五つ 取 出し、 たしかに お改め 下されと 其 所に 列べ て、 小 跨 走 

に 門口へ 出て 荷車 置て 待てる 男 を 連れ 來り、 握うて 行かる \ もの は、 箸 一筋 も 馴染の 品 なれば、 

よき こ  >- ち  よ のぶとん -  Z  -  y 

其 物に 心なき も、 名 殘は惜 まれて 快 心地 はせ す。 男が 引 擔ぐ四 布蒲圑 は、 に 汚れ 肌に 擦れ、 亡 

夫の 溫度冷 わたれる 夕より、 夜毎に 泣 明せ し 中形の 磯 千鳥 も朧氣 にて、 今 は 聲をも 得 立てぬ 想な 

り。 ^  I 子が たびしと 持 出す 所へ、 かねて 賴 みたれば 隣家の 女房、 三 河 島の 小百姓ながら 困ら 

ぬ 家と 推舉 して、 共 里親 を 同道して、 御新造 樣此 女が と 紹介す に、 其 女人 は 三十  一 二の 見かけ か 

おはぐろ 

ら土氣 女房、 可 笑き 圓 に 黄楊の 木 櫛を揷 て、 黑々 ときよろ り 眼、 唇 厚く 鐵漿の 際立て 濃き は、 

今日 江戶 行と ての 修飾 たるべし。 律義ら しき 顏 el に その 心情 も 頼もしく 思 はれ、 これ はお 世話 樣 

な。 其方 も 御 苦勞で 御座りました。 見ら る、 通りの 混雜 にて お茶 も 上られ ませす。 お頼み 巾し ま 

する は此 子の 事、 何分 面倒 見て やって 下され。 さして 虫氣 はな けれど、 咳氣が 持病 なれば 寢冷を 

氣を 注け て、 すこし 强く 咳いた る 時な ど は、 ぉ醫 者に 見せて やって 下され や。 其 始末 は 此方に て 

いたします。 此 二三 日お を 吐す やう なれば、 その 妙藥 二三 貼此 子の 懷中 にいれ たれば、 日に 三度 

に 一 包を飮 ました ま へ と 幼兒を 手渡し、 帶の 間より 財布 を 取 出し、 小判 一 枚 紙に 仏お りて、 これ ほ 


おつ. - けき もの 

ど 里 扶持に 渡して おきます。 追而 衣類 は 新ら しく 捲え て 此方より 屆 けます まで、 少し なれ ども 小 

包 を 出し、 襁褓 を 四つ 五つ、 持 馴れし 玩具 も此 中に 入れたり、 と 又 若干 か捨 りて、 輕 少なれ どま 

へ 土産 を 買うて 行て 下され。 外に はいふべき 事 も 頼むべき 事 もな し。 唯 東西 知らぬ 乳臭 兒を乎 放 

す 親の 心に もな りた まひ、 其 も 不便 此子 はな ほ 不便と、 くれ/^ もい としが つて 面倒 見て 下され。 

この 身上の 敢 菜な さは、 隣家のお 萬 殿よりも 聞かれて ならむ が、 可 憂が 上に 可 憂 重なりて、 いと • 

ぉゃねむ3^かi 

し 子に 別る \此 心 はいかば かり ぞと聲 暴れば、 里親 欲 眠る 子を搖 りながら、 私 とても 子 を 亡くせ 

しにて よく 知れり。 其 子生替 はりての 此 子と 思 ひ、 假初 にも 疎略に はす まじければ、 安心した ま 

ひて 御 奉公 大事に 遊ばし ませ。 凡そ 里子 取る とい ふ は、 なかく 慾德づ くにて なる まじき 事に て、 

なみ はづれ 

夫 は 非凡の 子 煩惱、 育てむ とい ふ 私 はいふに も 及ばす …… 吁！ 江 戶生は 格別の 御 容姿、 早く 歸 

つて 夫に も 見せて 喜ばした さに 心 急げば、 早お 暇 を 申します ると い へば、 お 花 急 遽淚を 拭 ひ、 

少時 待て！ 今一度 篤と 顏 見ての 上と また 抱 取らむ とすれば、 幼兒夢 動きて 少し 聲を 立て、 さし 

しばた.^ 

延す 紅葉の ごとき 手 をお 花 口に 含み、 額に 頰を押 付け、 見る目 は 鬼も數 瞬で かや。 時刻々 々と 源 

七迎 駕籠 を 釣らせて 來り、 落着ました らば 參る べし。 餘り遲 はりて はよ ろしから すと 与 6 立つ るに、 

ぐ ど 

此 名殘盡 きじと、 そっと 懷の子 を 里親に 渡して、 諄い ほど 賴 みました を 繰返し、 やうく 駕籠に 

乘れ ば、 源 七 外より 垂障を 下ろし、 それと 界 出す 時、 中に わつ とい ふ聲に 里親 唇を嚼 み、 源 七 眼 vS 


を 塞ぐ に、 勇ましき は 界 夫の 疆聲。 

歸^ のお 花麗 はしく、 店 名 を 佐 太夫と 呼びて その 突出しの 道中 姿 は、 萬 客の 心 を 1 11 に 接り し 

と 聞 こ ゆ。 然も ある 可し、 此 女に は 着眼 ありと て樓主 大奮發 に奮發 み、 此 一 夜 を 女 一 代の 大事と、 

入費の 莫大なる は此樓 前後に 义 なき 例な り。 お 花 はまた 思 ひける は、 姉の 大名の 奥方と て、 見た 

を さ  み そ こし 

り や、 行列の 威勢 は 飛鳥 も 翼を歛 めむ に、 我 その 妹と して 味 i 曰 漉携て 腐らむ は、 神ぞ、 神ぞ、 神 

ぞロ惜 からす や。 さりながら 運 拙く して 夫 を 持てば 皆 死なれ、 これまでの 萬 事 末 凶なら ざる はな 

く、 末々 の 辻占 悪ければ、 正路の 立身出世 は覺 束な き 事な り。 凡そ 人間に 生れながら、 良 かれ 惡 

かれ 其 名を唱 はれす して 土に 返る は、 蠅の 夏に 生れて 秋果 つるが ごとし。 芳名 を傳 へす ば あられ 

ぬ 名 にても あれ 世に 知られ、 其れにて 姉に 楣 つかむ も 面白 かるべし。 われ 最初の 一歩 を 踏 違 ひ、 

女人 は 貞操に あるべき もの を、 白銀に 甜 めら れ 黄金に 抱かれ、 大事の く 戀と情 を 散々 に 玩弄ば 

れ、 砂糖の 甘味な く、 茶の 香氣 なく、 魚に して は脂膏 ぬけた る 三月 比 目 魚、 形 は あれ ど 其 性な き 

は、 其 物にして 其 物なら す。 女に して 女に あらす、 女なら ざれ ど 男に も あらす。 外貌 全備の 不具 

なるこ そ淺 まし けれ。 いで や！ 不治の 不具と なれる から は、 大 不具と なりて 世間 を 氣味惡 がら 

すべき ぞ。 
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江戸の 傾城が どれほどの 事 あらむ。 島 原に 雛髮 から 仕 立ら れ、 やがて 里 花と 全盛 極し 京 女郎が 

手管と 色 姿に、 見よ や、 この 吉 原の 天 を 地に し、 何百 人の 女郎が あり 来りの 古手 練 を 性な しにし 

ぉほゥ すち や ひ 

て、 山 ほどなる 大臼 茶を磑 かせ、 揚句 は江戶 中の 甍 高なる 家宅 土蔵 を 一 揉に 推 澄し、 勘當 帳に 反 

てはじめ  * ろづ くり 

古の 價を 下げば や。 その 着手の んマ脊 なれば と、 思 ひ を 凝らし、 心を籠めての 色粧、 鏡に 我と 微笑 

を くれて 思 はす 顧視 りぬ e 

ぞ めき  まち 

五月 半の 夕暮 や. - おもしろく、 嫖客 一時 出盛る 五 丁 町 一圓に 人波 打て、 どろく と 待合 辻に 馳 

^る 大勢の 足音に、 何かと 見れば、 突出し 佐 太夫が 道中！  {« 紹の目 を 一 面銀絲 にて 拾 ひ、 背筋 

うち 力. 7  0-》 り 

は四寸 巾に 紅絲 にて 拾 ひ、 此に遠 鷹 羽の 定紋 を 金 絲に盛 上に したる は、 御 籠に 楠襠 なり。 領には 

ち ひさい ぎんの かぎ  さがりの いと  しんくす だま  y  9  9 

小形 銀 鉤を附 け、 五色の 下絲は 地を曳 くば かりなる 眞藥玉 を 釣 下げ たれば、 八文字の 高足の ッし 

りと 踏 下す 毎に、 此玉 背に 搖 めけば、 中に 仕込みた る蘭麝 四方に 薰 する やうに 巧みぬ。 突出しに 

あげまき 

は 垂結帶 ならざる 制 なれば、 目も綾なる 大和 錦を總 角に 引 結び、 その 餘れ るを兩 肩に はねかけた 

ま 《  しろろ  つ- 3 

り。 前 驅には 花 新造 二人、 いづれ も 愛々 しき 美 色 を 選び、 藥玉 を色染 にせる 白 鋁の對 衣裳、 後に 

わかもの  つ.^ いしゃ, c 

引 添 ひて は 小才 覺 あるら しき 壯俊、 花に は 露 をい とふ さしかけ 傘、 その後に 藥 玉の 對 衣裳なる 二 

かむ ろ  すゑ ごし 

人 禿、 太夫の 左右に は^ 新 佐 山 春 日 野お のく 姿を粧 りて 据 腰に 練 行く、 後 詰 は 遣 手 若者、 その 

ぬけがら  け， i ご  かな まう さ や， A 

後 は 魂魄 脫殼の 士農工商 ぞ ろ，^ と 群集して 解けす。 警護の 鐵 4^ 淸爽に 霞み、 箱 提灯の 火影 美麗 
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に 輝り て、 遠く 之れ を眺 むに 下界の 仙女 天上 夜 遊の 宴に 赴く 風情 あり。 ぇュ ！ 黄金が 欲しい と 

喚く は誰ぢ や？ 
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おぼろ 舟 

「おぼろ 舟」。 これ も 亦 二十 五 年頃の 作品で、 代表的な 短篇で ある。 淺荩第 六 天の 裏門に、 律義な 履 八 

御請 宿と 見せて、 實 は田舍 行きの 娼妓 出 稼き、 其の 他 月ぎ めの 妾の 周旋な どす る 家が あって、 そこへ 二 

人の サ ラリイ マンが 冷 かし 半分 女 を 見に 行く と、 かねて 示し合せて あつたので、 樣々 の 女が 多勢 顏を並 

へちま たうな す  うぶ 

ベて ゐる。 いづれ 劣らぬ 糸瓜 や 唐茄子ば かりで ある。 その 中に 唯 If りお 品の い- -、 幼な 娘が あって、 ！ PT 

つぎぎ 

士の 一 人が それ を 月 決めの 約束で 月に 何囘 か、 堅氣な 母と 二人き りの 彼女の 家へ 通って ゐる うちに、 次 

第に 女の 純情に 引かされて 行く。 果は 彼女の 思慕が 募って、 男の 出張 中に 病み 窶れて 死んで しま ふとい 

ふ、 哀れな 物語で ある。 上半の 首寶 機のと ころな ど、 相 變らず 洒落れ た 筆で 興味 ふかく 描かれて あり、 

時代の 姿 も はっきり 出て ゐ るが、 ここで は 後半 だけ を 出す ことにする。 

おぼろ 舟と いふの は權 おぼろ 富士 とい ふやうな もので、 純情な 少女の 戀を 形容した もので あらう。 

おぼろ 舟 

さ つ  さかな 

松 本 は 紙幣 一葉 取 出して 母親に 渡し、 お 手数ながら 御酒 を。 看に は 所望な し、 何なりと 見繕う 


てと いへば、 承知して、 お 藤、 私 は 横町へ 行けば、 其 間此處 にて お 相手 をと 立 上れば、 あれ！  g 

私が 參 ります。 其に は 及ばぬ。 直に 行て 參り ますれば、 少時お 待ち 遊ばして と、 母親 は 階 子 を 下 

かき あ  ゥ つむ 

りて ゆく。 お 藤 は 一人 殘 されて、 片隅に 小さくな りて、 袖 を搔合 はせ 俯向きて、 針の 席に 坐る 想 

ひなり。 男 は 「ふらぐ らん ど」 を卷 きながら、 お 藤さん と 呼べば、 顏を 一 寸 擡げながら 屈みて、 

そぶ リ  こんな ところ 

小聲に はいと 答へ、 居た \ まれぬ ばかり 羞 かしがる 風情 を 見る に、 如 此處に ！ 目に は昆 えね ど 

I 情 兒が舞 狂 ふなるべし。 お 藤さん とまた 呼べば、 前の 如き 擧動 をして、 はいと 返事 も 果てぬ 

10? しゃく 

に、 一寸 此處 へと 輕く疊 を 打ば、 其 を 見ぬ やうに 見て、 會釋 して 俯向きぬ。 この 時のお 藤の 思 は、 

あ N/ ま 

夢に 惡 鬼に 攫ら はれ、 盗人に. 撺 りて 逐 はる \ なり。 二度まで 呼ぶ に、 石の やうに なりて 動か 

ねば、 松 本 も 察して 強て は 言 はす。 卷 きし 煙草 を ふかしき りて、 茶 を 注いで 一杯に てしたみ たれ 

ば、 急須 を 取 上、 何氣 なき 額して、 これにお 湯 を さして 來て たま はらぬ かとい へば、 お 藤 も何氣 

ちゃぼん わがみぎ わき 

なく 立上り、 急須 を 持て 下りけ る 間に、 松 本 は 前に 在りし 茶盆 を 我 右側に 移せし は、 難なくお 藤 

ちゃぼん ね ち おかしき ところ 

を 引 寄せむ 詭計な り。 しとく とお 藤 は 上りて 見る に、 茶盆の 位置 可 笑 處に替 りたれ ど、 さ 程の 

し ほ  ちゃ ぽん  ひ ざま づ 

ありと も 心 付かねば、 羞 かしと 思 ひながら、 急須 持つ を 好機に すっと 行きて 茶盆の 前に 跪 け 

ば、 電光 石 穴！ 男の 手 は、 はっとの 間にお 藤の 左の 手首に 懸り、 ぐっと 牽れて 無理やりに 膝 を 

ぬく めど B- 

並ばされ、 遁む にも 女の 力の 敵 ひ 難く、 顏 ばかり： L 他所 を 向け ど、 暖 鳥の 所爲 なし。 あれほど 呼 


ぶに、 聞え ながら 何 恨み ありて 來て はた ま はらぬ。 此處に 唯 二人 さへ 心細き に、 遠く離れて 居て、 

話 一 つせ ぬに いよく 寂しく、 長居せば 鼠に 喰 はるる も 知らす。 其內に また ゆるり と晝參 るべ し。 

か へ W- じたく 

今夜 はさら ばと、 お 藤の 手 を 放して 歸 支度 を 見 すれば、 お 藤 は 可愛 や 當惑顏 して、 只今お 歸 しま 

わび  まつ もと 

をして は 私が 母に 叱られます。 少時、 せめて は 母の 歸 るまで、 何卒々々 と 詫れば、 松 本 は 微笑 を 

にテ 

含み、 折角 おっしゃれば 歸る事 は 見合すべし、 其 代りお 前 も此處 を遁て 下さるな と 座れば、 お 藤 

< ち  おもと つ- < 

は 男の 心 を 解せ しか、 につと 笑 ひながら 顏を 背け、 母に 叱られ ますと、 朱唇 を 狭に 裘 めば、 叱ら 

れ なば 詫びて 進すべし と、 傍に 在りし 火鉢 を 二人の 前に 直し、 この 寒い にと、 引 こむ るお 藤の 乎 

を 執り、 いかなる 戀 をして かくは 細りた まふ か、 少し は 聞かせた まへ と 指 を 撫づれ ば、 存じ ませ 

あは 

ぬと 手 を 袖口に 引 入れけ り。 格子の 明く 音に お 藤は惶 て. -飛 退き、 もとの 席に 復ら むと すれば、 

その あ ひだ こ. * 

男 は 手招きして、 聲を 低め、 まだ 酒の 燜 やら 膳 立 やらに 暇取る ほどに、 其 間此處 へく とい へば、 

ぬき あし 

お 藤 は 階 子の 昇降口 を のぞき 込み、 拔 足して 男の 傍へ また 寄りけ り。 何が それほど 母親が 恐い か 

あいけ ゥみ づ  こぼ 

と 聞けば、 何も 言 はすに 笑む 顔より、 愛嬌 液體 ならば 滴るべし。 

さかなく  ゃキ 9  わ、 が 

肴來 るまで まづ 一杯と 炙 海苔に て勸 め、 艢て捥 と 二三 品お し 列べ、 お 藤が わな >- く 手の 酌 を、 

あ ひて  させ 

其 味 何ともい へぬ 佳 X 有に して、 男 は 二三 杯對 なしに 傾け、 }^ 洗なければ 此ま \ 御免と 母親に 進ば、 VB^ 


戴きます と 受けて、 獨 語の やうな、 家暮 にて 成らぬ 口 なれば といへば、 お 藤 は合點 して 擬似 ほど 

に 注け り。 男 は 如 在な く、 お看 をと 皿に 手 を懸れ ば、 惶て --壓 へ、 甜 める ほどの 口にお 看 はいり 

そのち よく 

ませぬ。 まづ 貴下と 其 猪口 を戾 せば、 お 藤に 注せながら、 眞實 成り ませぬ かと 尋 ぬるに、 母親 は 

かう ぶちょう ほ. c  ふ だん 

首肯き、 亡夫 は少々 成り ましたれ ど 私し は 一 向 不重寶 なれば、 對手 なき ゆ ゑせ く飮 めぬ と、 不斷 

つぶや  す <^t>  どくし く 

獨 語き ましたと 笑 ふ。 男 も 笑 ひて、 性來の 嗜好でなくて は、 獨酌は 味の なきもの なり。 お 藤さん 

は？ 一  つ さし まし やうと 飮 乾しぬ。 進れ てお 藤 は 手 を も 出さす、 私 はとい ひ 懸けて 會釋 すれば、. 

折角 あなたのお 進 遊ばした を、 受けぬ は失禮 なり。 失 禮の不 鱧のと いふ ほどに は あらね ど、 少し 

お あ ゾて 

は 成るならば 對手を 頼みた し。 や あ！ 見事々 々とい ひながら 母親 を 見向けば、 母親 は 娘の 顏を 

わかき をん な  おや ぢ 

見て 笑み、 親父に 似て 娘 は 少し は 頂く 方 なれ ど、 妙齢 女の 飮 むは 憎し とて、 親父 も 許さ ^ りしが、 

わたくしども 

我 等の 及ぶ ことで は 御座り ませぬ。 座興に いひし を、 辱 しめられし かとお 藤 はしょげ たり。 松 

ほ  おつか さん ぁォ  む 9 じひ 

本 はまた 盡 して、 御母様に 進る 所 なれ ど、 汁粉の 方なら ば 無理 强は 御迷惑 なるべし。 また 一 ッぉ 

藤さん の 見事な お 手元が 見た しと 進せ ど、 前に 懲りて 手出し をせ す、 貴下 ま づと德 利 を 持て ど、 

男は肯 すして 頻に勸 むる を 母親 見 かねて、 お 藤、 私に 替り てお 對手 をせ よ。 苦しく ならぬ ほど は 

戴けと あれば、 それ 御 母親の 御 許容と 盈々 注げば、 殘 少なに なりけ る を 見て、 母親 は その 德利を 

い や  な？ レみ うす 

持ちて 座 を 立ちぬ。 お 藤 はまた 殘 されて、 其 人の 傍の 可 厭に は あらね ど、 初見の 馴染 薄き におの 


8 

6 


ざ しき  *55  あいそ  こはま  とのご 

づ から 座敷の しらくる を， 紛 すべき 接應 もなら すして、 ゆかしきながら も 可 恐 は 男子な り。 rE- を 

言 はれ、 何 を さる X か 知れぬ と 思へば、 此處に 其 身の 在る 空 はな かりき。 下にて 藤 やと 呼聲 すれ 

ば、 やれ 嬉し や 血路 を 得て、 いそく と 男に 會釋 して 下け り、 長く は 待たせす あ 來るを 見れば、 

- ちレ つかん ，ー •  とし 

お 藤に 熱 燜の铫 子 を 持たせて is 身 は 出て 來す、 物堅く とも 年齢 だけに 母親 は粹 なりと 男 は 感じぬ。 

お 藤 は 返 K 抵し てお 熱い のと も 言 はす、 酌せ むと せし に、 德 利の 熱に 持ち こらへ す、 はっと 落せし 

ごとく 下に 置き、 麁想を紛らし笑の身を：^^りて、 「はんけ ち」 を あてが ひ 德利を 持. たむ とせし が、 

45 こ 

きたなし とや ひけむ、 袂を持 添へ ての 酌 は、 處 女なる 機轉 なり。 此も 珍ら しき 着の 一 つに 松 本 

おつかさん 

は 快く 便け、 御母様 はと 聞けば、 呼で 參り まし やう かと 立懸る を、 月に 松 は 風情な 時 あり、 邪縻 

な 時 あり。 御母様 居て は、 酒 を 過 さば 小言 をい はれむ かと、 氣が つまりて 飮 めど 身に 染みす、 そ 

れ より は 二人して 中 好く。 其處に 居て は 遠くて 話が 通ぜ す、 此處 へと また 傍に 引 寄せ、 飮め ぬと 

すけ  その おんが  しづくの こ  あけ 

いふ は 助て やり、 其 恩 返へ しに 助けさせ、 此铫子 も I 卞殘 さす 虚 たれば、 取に 下りむ とい ふ を引留 

ウォッチ  す 

め、 時計 を 出して 見れば 十 時な り。 長い は 御母様 も 御迷惑、 もはや 寐 まんと 傳へ たまへ といへば、 

；& いだ. 0 あめ うな づ 

海棠 雨に 頷きぬ。 

ァ ヘン  その あ ぢはひ  _ 

戀は 阿片の 如し。 其 味 を 知らねば 知らで も齊 むべき に、 唯一 時の  一口より 心亂れ て、 《月 も vS" 


花 も 3: でもない 車戀の 道))、 世界 廣 けれども 萬 物 多 けれども、 是に換 ふ 可き ものな く、 此 一念 驕 

つら 

る ほどに おもしろき 世も氣 味なく、 架敢 なく、 愁く、 恨し。 男、 女、 智、 鈍、 何れにしても 初戀 

の對 手の 懷 かし さは、 死しての 曉 白骨に 其 人の 名 を 記せし 處は、 灰の 中に も焚淺 るべ し。 我より 

戀 ひしに も あらす、 或は 好ましから ぬに しても、 情愛 を敎 へられし 人 は、 朝夕の 思 ひに 戀慕の 面 

なづみ ひとし ほふ A 

影 去らす、 まして 初見より 幽しき に は、 其 後の 熱 着ー曆 深き の理 なり。 お 藤 は 十八 年の 兮 まで、 

一 々知ら ざり し 事を覺 えて、 二十 四時 夢と 現に 責められ、 眼に 其顏 ちらつき、 耳に 呼聲 聞え て、 

まつ もと うは さ  こ- 1 ろ や り 

ある まじき 事ながら、 母親に それとなく 松 本の をし かけて、 來ぬ 時の 消 悶にぞ しける。 多く も 

度 重らね ど、 i 物なる 男の 打 解けた る うれしがらせに、 つ ひ 笑 ふ 事 あり 打つ 察 あり、 叩く 事 あり 

お や  わが き ま乂 

抓る 事 あり、 雜作 なく 他人行儀 を 崩され、 肉 身に も ES: るべき、 我儘 氣儘 をい へどい ふなり に 通さ 

れ、 甘 ゆれば あまやかされ、 父母のと は 別物の 慈愛に 甜られ て、 憂は此 人に 語り、 愁は此 人に 慰 

めら れ、 おもしろき 乎 管に か りて、 命 はいらぬ 主 さま 參る。 

ちしら い  こ ざ かも リ 

早お ふぢの 馴染める を 見て、 母親 は 松 本の 對 遇に 出る ことなければ、 水不 入の 小 酒 盛、 少し 醉 

ひざまくら 

がま はれば 男 は 其處に 倒れ、 お 藤の 膝枕して、 頭が 痒し、 五分に 摘ば やといへば、 短く はした ま 

びん かき  ふ け  み-ろか さゥぢ  C 

ふなと、 髮梳の 油 を 拭きて、 雲脂 を 取る やら 梳 くやら、 其 後 は 耳垢の 掃除して、 男の 眉 を 撫でな 

こ げ  かたはし 

がら、 此爲 毛が 欲し やといへば、 お前の 眼と 取替へ て、 世界の 男 を 南極から 殺して 見たい と、 卒 
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のな き 挨拶に 返し かねて 默れ ば、 松 本 はお 藤の 膝 を 叩き、 此間 一 處に 連し 男が …… 。 f 二 被 観 か。 

はや 名を覺 えて か、 其 はいよ く油斷 がなら ぬ。 三 谷が 心底お 前に 焦れ、 是非 今一度 伴へ とい ひ 

せつなき  ら がみ 

し を、 誰の 思 も斷腸 ものと、 粹を 通して 此 次に は 連む とまで 約せ しが、 お まへ もどう やら 最上の 

稻舟、 迂濶と は 伴れ 難し。 平常 堅い 口上に 氣を ゆるさせ、 露 顯の上 は 其 日の出 來 心と ぬける つも 

どなた 

りかと、 お 藤の 手 を 握れば、 痕跡 もない 濡衣、 此方より まづ 心の 知れぬ は誰樣 かなり。 此 前夜 は 

どうな されし 事ぞ。 御酒 も 澤山は あがらす、 平常の やうなる 機嫌に もな く、 物 思 はしき 風情に て、 

ひつ ぢ やう このみ 

ふいと 夜更 ての 御歸 宅。 た 用事が あるとの みに て、 仔細 をお ほせられ ねば、 必定 此 身に 落度 あ 

りて 御氣を 損ねし と、 どれほど 母に 叱られました か 知れす。 其に 引替へ 貴郞は さぞ かしの 御 愉快。 

其 は 棚に 上げて、 此身 になき 名 を 立て. - 困らせ、 澤 山お 慰 さみに なさり ませ。 さりが たき 用事の 

あれば こそ、 夜 深に 歸る 不愉快 を 察せぬ か 何ぞの やうに、 とやかく いひ 嫌す は、 扨 は 今夜 も 早く 

歸れ との 謎なる べし。 明朝まで ゆるり とせむ と、 樂み にして 来たりし 身の 歸り ともな けれど、 三 

谷の 奥様が 折角のお 言葉 なれば、 春の 立たぬ 間に 參る べし。 此方ば かり 惜き 離別の 名殘 に、 お 可 

ろしあが は まきたば こいれ  はら. S のけ 

厭で も あるべき が 一 服つ けて 下されと、 露西亞 革の 卷莨入 をお 藤の 面前へ さし 付れば、 拂 除て そ 

しらぬ 顏の 外見な り。 松 本 は 莨 をと り 出し、 是れ をつ けて たま はらぬ か。 返事の ない はお 否か。 

三 谷 様の 外 は 誰の いふ 事 もき かぬ とい ふ 約束 ありし と 見えたり。 無理に 頼まば 怒る 男 あらむ。 こ 
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ころ ざしの 煙草なら では 樊むも 味なし。 早く 返りて 獨寐の 肌寒く、 風 を 引く 夢な と 見るべし と 起 fj- 

たちあが  なほ  ミ どした  は おり さが 

上れ ど、 お 藤 は 手強く、 見向 もせ ざれば、 立上りて 帶 しめ 正し、 窓 下に 疊 みて ありし 羽織 を 索せ 

ど 見えねば、 羽織 を 知らぬ かとい へど も 答へ す。 お 藤の 後方へ ま はりて 見れば、 袂の 下に 隠した 

る を 心 付かぬ 風して、 なるほど 思へば 羽織 は 衣て は來 ざり しと、 帽子 を 冠り て 梯子の 口まで づか 

づ かと 行けば、 物 を も tin はすお 藤 は 走 付き、 其 手に 鎚 りて ぐっと 引昃 すま \ に 引かれ、 三 谷 様へ 

VJ でんごん 

の 御傳言 か。 何なりと 頼るべし と立驟 りていへば、 お 藤 は 其 裾に とりつき、 俯 首け る 様子 を 怪し 

なき ご ゑた て 

と 見れば、 袖を嚙 みて す. -り 上げ、 どうぞした のかと 尋 ぬる 言葉に、 啼聲 立む とすれば、 松 本 は 

！, つ キ-ぁ  な.！  . 

後方より 抱 上げ、 脇の 下へ 手 を やり、 それ！ それ！ 今啼た 烏が もう 出て 笑 ふ。 

此 夜の 寢 物語に、 五六 日 は烦忙 て顏を 見られねば、 眼に 5^ 入 ほど 思 入 見 置 をせ むな ど.. -戲れ て、 

其 朝 は 休日に も あらぬ に、 長寐 せし 上 午後まで 遊び、 美味 をと り 寄せて 母子 を 喜ばせ、 お 藤が 長 

ひとよせば 

らく 芝居 を 見ぬ とい ふ を 不敏が りて、 いっか 一日 は 好む 劇場へ 連れむ と 思 ひしが、 人 寄 場 は觀る 

目 ありて、 會 社の ものに 出 遭 はむ も 知れねば 伴 ひがたし。 是れ にて 二人して 見物した まへ と、 外 

に 小 費まで 添へ て 母親に 手渡し、 今日は 是 にて 歸 るべ しとい へば、 母親 は、 男子と いふ を 持ちし 

こ  > -ろぱ そ 

事な く、 また 良 夫に 別れて より は、 世間に 頼む 處 なき 女人ば かりの 心細 さに、 いつもい つも やさ 


しくす る 松 本 を、 婿 か 我 子の やうに 懷 しがり、 今日 も 今日と て 嬉淚を 浮べて、 さらば 御用の^み 

< わ じさ t 

次第、 一日 も 早くお 額 見る の を 母子に 樂み にお 待 申して 居ります。 此 頃の やうに 夜毎の 火事 沙汰 

に、 この 家內 なれば 其が 苦になりて 夢 さへ おちく 結ばぬ に、 責 下のお 出の 晩が 此の 身の 極樂、 

ぎぢ やうぶ  ほ ゃク 

氣 丈夫に て 朝まで ぐっすりと、 よい 保養 を 致します と、 それより 離^の 挨 濟 めば、 お 藤 は 一寸 

と 呼 留め、 一散に 二階へ 昇れば、 用 ありげ なりと 松 本 も 尾て 昇り 「遠方 御 苦勞」 など をい はば. 肯 

かぬ ぞ といへば、 お 藤は兩 眼に 淚を 浮べ、 松 本の 手に 鎚 りて、 何とも 言 はで つれく と 顏を見 護 

るに、 男 は 心得難く、 怪しから ぬ 様子 かな。 心 元な し、 用と は 何事なる か、 早く 聞かせよ と あれ 

あなた  お わかれ 

ば、 ぉ籐は 袖に て 服 を 拭 ひ、 贵郞の 今日の 様子 こそ 一 々合點 なり 難 けれ。 もしゃ 此 ま、 の 御 訣別 

にと、 鎚る 手に 力 を 籠め て はらく と淚を 滴せば、 松 本 は 呆れ 額に て、 思 ひも 寄らぬ！ 何 を 見 

しほね 

當 にさる 事 を考へ つきし や。 長くて 一 週間と は 待たせ じと いふに、 それまでに 芝居へ 行て、 とつ 

き ゃゥ！ b ん 

くりと 見物せ し 上、 狂言の 筋 を 面白く 話して 聞かせた まへ、 其 を 今度 來る 日の 樂み にして 居る ぞ 

と、 袂 より.！！： 錯の はんけ ち を 取 出し、 淚を 拭け といへば、 お 藤は袂 より 對の はんけ ち を 出 して 眼 

ゥ まれつ きたら はぬ ヒ 

を 拭 ひ、 さう おっしゃる を 疑 ふで はな けれど、 きっと 見捨て.. - たま はるな。 天成 愚鈍 は悔 ゆと も 

fee この をん な ふびん  ，  ，  、 I 

せんなし。 唯此女 不敏と 覺 召して、 必す見 拾た まふな。 もし 五六 日の 中に お 入来が なくば、 神々 

ことつ も  くちぶ ちょ ゥほ 0- 

讓 かけて お恨み 申ます る。 、むに は 思 ふ 事 積り て 山 を 成せ ど、 口 不重寶 に はあり、 よしや 言うて 言 
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は 比ぬ 事な くと も、 女の 口から とや かう と羞 かしい。 勤の 身の する 事と、 萬 分の 一 を 得 巾 さす、 

さし. 戶か  その しんち ゥ  し リ ぬい  -  - C  C  ！  *  * 

何 率 も 差控へ て 居ります る。 其 心中 はよ く 了解て 居る と、 かね/^ お ほせら る . ^お 言葉が 何よ 

こ 0 

りの 依頼な り。 いふまで もな き 事な り。 約束せ し 日より 必す 早く 來 るの を 見て、 今更の やうに 此 

を. VI こ  ぴ つくり 

男の 信實に 喫驚すな と、 肩 を 打い て^れぬ。 

旨 折りて 寺つ 日 は 長く、 母 もと も-^ にい ひ暮 して、 遲く ともい ひし 日限 來れ ば、 今宵 こそと 

に 心 を 凝らし、 二階 は 喪より 塵埃 を拂 ひし 毛餘を 敷き、 火鉢の 灰 を ふる ひ、 暮れ か、 るより 

洋 登を點 して、 氣も わくわくと いつもの 時刻 過ぐ るに 見えす。 お 藤 は 二階へ 昇る やら 降りる やら- 

ひ *H ち  あてす ゐ りよ 

母親 は 格子 明けたり 立たり。 て は 火鉢の 前に 顏を 見合せ、 描 測 の數々 を語盡 し、 今宵 はとて 

も賴 みなし。 十二時 過ぎ たれば お 藤 は 母親 を寢 かして、 我 は 二 時まで 床に 入ら ざり しが。 此上は 

明 口 を顿 むの 外な しと、 うとく 寢 入りても、 鼠に 目覺 まし 風に 驚き、 夢に は それが 格子の 明く 

音な り。 翌日 も _5llrn? も なくて、 離別て より 十日 は無雜 作に 過ぎぬ。 此 間に 約定の 一月 經ち 

ければ、 かの 請 宿より 人來 りて、 先の 旦那 樣御 出が なくば、 また 外に 許 多 もお 客樣 あれば 目 見に 

參ら るべ しと 搏々 の 使な り。 是を 聞に、 外 妾の 置 こと 一 月 を 一 期と して、 男 其 女が 氣に 入らば、 

末々 く 通 ふ は 勿論の 事 たれ ど、 心に いらぬ か、 または 外に 事情 ありて、 廢止 にせむ とする に は- 
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その. 女に 仔細 を 語る に 及ばす、 給金 拂 ひし 月 だけ 通 ひて、 次 月より 足 を 止 むれば、 それにて さつ 

くわん け *!• た  ゥけ やど わがせ わ 

ばりと 關繁絕 ゆる 事默 約な りと いふ。 受宿は 我 周旋せ し 日 一 那の通 ふ 間 は、 月々 女の 家へ ロ錢 とり 

に 行くな り。 其 序に 松 本の 來 ぬと 聞きて、 目 見に 來 よと 頻に勸 むれ ど、 お 藤 は 一 夭 下 松 本に 見替 

ふる 男なければ、 是に心 を 傷め、 其 人の 事氣 に顯れ ど、 もしい ひ 出して 母親が、 此 身に 飽きたら 

ぐらし 

む 人 を 待つ とて 再び 來 たま はんと も覺 えす。 今日の 活路に 逐 はる、 身上 なれば、 了簡せ よと いは 

れ なば、 とても 逃るべき 道な し。 我が身 一人なら ば ともかくも すべ けれど、 大事なる 親 を 干 死に 

なぶり もの  まん 

はなし 難く、 つまる 所 は 外の 男の 玩弄物に ならねば ならす。 其 上に、 外の 男 をお めてから、 萬が 

まつ もと 

一松 本 様が 思 ひ 出されて 尋ねて くださらば、 とり かへ しのなら ぬ 遣 恨 は、 死ぬ るに も替へ 難く、 

おつか さま じ や ゥじゥ  .CMVi- っはリ 

今 想 ふさへ くやし 淚を 催せり。 御母様 も 常任 おっしゃる ごとく、 あの方に 限りて は、 嘘 無根 をい 

ふ 事な く、 眞實 あり 餘 りて 外面に 顯れ、 誰に もやさし くて 深切なる こと、 今の わかき 人に 似合す 

と譽 めた まへ り。 あれほどまでに 見捨 ぬと いはれ しもの を、 よも や 見 拾 はした ま はじ。 お出 あり 

と w^i ぎ 

度 もい ろく 御用に 取 紛れ、 それに 相違 ある まじ。 さりながら 其なら ばお 手紙の 一通 は 下されて 

—— この 身の 苦勞 性な を 御存じ ありながら —— 安心 させて たま はるべき に、 それさ へ なき はもし 

やと 思 ひながら、 また 種々 と 身勝手よ き 様に 思 ひ 直せ ど、 いやく 男の 心と、 狹き 胸は亂 麻の ご 

i- つ そ このはんだ ん おつか あさ くちさき 

とぐ、 斷然此 判 斷は御 母親に と、 口頭まで 走り か \ る を 呑 込みけ り。 母親の 思 ひとても 變らす ， 
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か しづ 

あ， まどの 方 はまた 有 まじく、 お 藤の いとしく 思うて 居る もの を、 今更 心に 染まぬ 人に 冊 かせ、 

氣 弱き 子 なれば など 煩 はれて、 …； さりながら 此儘誰 を 待つ ともなし に、 二人 面 を 並べて 營 

1 なしに は暮 しか ぬれ ど、 此度 旦那 を 取らせし さへ、 お 藤の 手前 恥 かしく も あり、 氣の 毒に も あ 

る を、 また 新ら しき つてと は、 どの 口にて いふべき 。費 女の 母親 根性に なりし かと 娘の 思 はく 

もぃか^-と、 こに も 思案に 屈しぬ。 其 月の 十五 日 近くに なれ ど そよ との 音信 あら ざれ ど、 母親 は 

外に だ 日 l^i せよ と ill にもい はす。 日毎に まどの け ％4 とのごと く 痩 すれば、 近所の 人に 頼みて、 此 

程ょり^^fiのlilを燃る事を始めて、 麻に 手の 皮剝 きながら、 千も撚 りて 十錢 不足の 內職。 お 藤 

わかき をん な なぐさみ  . 

は 見る に 勿 鉢な く、 母の 手業 を 見 傲に、 私 も手傳 ひましよ といへば、 妙齢 女の 遊戲 にもす る 事に 

あらす。 手掌 革の やうに なり、 指 は 太りて 節 立ち、 これより 出世すべき 姿の 損する ほどに といへ 

ば、 か、 る さもしげ なる 事した ま はすと も、 賃仕事 を なぜした ま はぬ。 それならば 針の 運動 鈍き 

ちんせん 

ながら、 稽古が てらに 私 も手傳 ひ、 其 上に 此に はました る 賃錢も 得らる べきに。 其 をお 前に 敎へ 

ぬひし ごと 1 

て もら はう か。 かく 貧^に 暮 しても 昔時に 變ら ぬお 前の世 間不 見。 縫 仕事 あらば 顧れ たる 事と て 

樂 にも あれば いかで 爲 すに 置くべき。 今 は 世上 一般 不景氣 に 寂れて、 其 職の ものが 安値に 仕事 を 

とれば、 なかく 素人の 手に は 渡らす。 この 鼻緒 すら 望み 手 多く、 知らぬ ものが 行た とて、 問屋 

s か さん  し SW 

にて 仕事 はくれ ぬ ほど なれば、 塗 師屋の 女房の を 分て 貰うた 仕 誼と 語れば、 お 藤 は 聞に 肩 も 世 も 
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つかさえ  ぴ つく  w- 

あられぬ 切な さ。 身を顫 せて、 お母様！ え 、喫驚した。 私 は 外の 日 一 那を取 ましよ と 淚を浮 ぶれ 

ば、 母親 は 心 快く 笑 ひて、 此の世に も 一人 松 本 様の やうな 人物 あらば、 お前が 可 厭で も 旦那に さ 

すべし。 さもな くば 此 母が 不承知と、 お 藤が 心に もな き 言葉 も 我 ゆえにと、 其 心中 思 ひやり て、 

顏を 背けて 目 をし ばた X けば、 娘 は聲を 立て 泣 入りぬ。 見る に 不敏 や、 おのれ！ 共 男、 引 捕ら 

へて 逢せ て やりた し。  _ 

： .  こぢや ゥ ちんて  うへ 0 はなぞの ちゃ ゥ 

お 藤の 母 は 子 を 思 ひの 闇に、 煤けた る 小 提灯 照らして、 上野 花園 町に やう やう 松 本の 住家 を尋 

ね あて、 格子 戶の戶 外に 佇み、 もしゃ 遠慮すべき 人 ありて はと、 戶內の 様子 を 窺 ふに、 火影 あり 

k  L  £ とば ぬぎす 

ながら 人氣 なきやう にて 沓脫に 老女の 穿く かと 思 はる. -、 古びた る 桐の 後齒脫 捨てたり。 家が 遠 

ひし かと、 また 提灯 を 擧げて 見れば、 表札の 番地 姓名、 これに 紛れな しと、 小聲 に案內 すれば、 誰 

方 様と いふ は、 靑年 女の 聲 にあら で、 出て 來しは 菜して 五十 餘の 老女、 衣類 麁 末にして しかも 前 

さて こ. * ろづ  やと ひば- 1 

垂懸 なり。 人品 も 下賤なる に、 拉心 付きたり、 庸 婆と 二人の 家內 と、 松 本 様の いはれ しに 遠 はす、 

b\ ち Ic- ぶしつけ 

是 ならば 多く 憚る 事な しと 胸 を 落 付け、 旦那 樣御 在宅なら ば 一寸お 目 もじ 願 ひたく、 夜中 不驟な 

がら 參 じました。 それ はお 生憎な、 旦那 樣は御 留守で ござります といへば、 お 藤の 母 は 老女の 顔 

を じっと 眺め、 殘念 らしき 面色なる を、 氣の 毒に 思 ひて、 折角のお 出の 處を …… 、 まづ おかけな 


されて 一 服 遊ばし まし。 して 貴孃は 何方 樣。 はい 西黑門 町より と、 ぉ歸 りの 上 は 御 傅へ 下され ま 

し。 此 はいかいお 邪魔 を 致し ましたと、 此家 探し 當し 時の 元氣に 引替へ、 しほく と 行く 姿、 枯 

^ しも  こた  す ば こ 

# 霜に 惚む 池の 端 を 過ぐ るに、 水禽の 鳴 昔 身に 染みながら、 風に 惱 へす 寸白も 起さす、 子 を 思 ふ 

一念 これにつ けても 難 有し。 明日の 夕暮 また 尋ねて 行けば、 昨夜の 婆が また 出て、 まだ 御 歸宅は 

なしと いふに 先方 を 疑 ふやう にて 惡 けれどと 思 ひながら、 何處 へお 越し 遊ばし ましたの やら、 お 

1 こだて 

開せ 下さり ませと いへば、 會 社の 御用に て 北海道の 函館 とやら へお 越しな されました。 え > -ロ惜 

や、 偖 は 今朝お 立に なりました のか。 いへ く、 先月の 二十 九日の 御 出立、 來 月の 半 過に は御歸 

ま をし のこ 

京の よし、 申 遣され ましたと 手 もな く 言 放ちぬ。 餘り とや 思 ひ 設ぬ事 なれば、 お 藤の 母 は 得心せ 

す、 これ はま さしく 留守 をつ かひた まふと 覺 えたり。 お 藤が 生娘に て おもしろき 對手 成ぬ に與を 

おなぐさみ 

薄が り、 外に 外 妾 をお 持へ なされた を 我等が 聞きつ け、 面倒た る 事 をい ひに 來た とお 覺 召されて 

お 逢な されぬ のか。 なかく 去 事に は あらぬ を、 地獄に は 慈悲の 鬼な し、 さもしき 事 をす る 娘の 

： やす r> 

親 なれば と、 邪推な されて 隠れた まふ かや。 身 貧に はならぬ も のぞと、 無念の 淚を 呑む で ぞ歸り 

ける。 かくまで 賢き 了簡つ きながら、 一 日 置て また 花園 町 を 尋ねぬ。 何事 かよくく 深き 仔細 あ 

りて なる 可し。 衣 飾の よからぬ を 自ら 耻ぢ もし、 また 松 本が 家內の もの X 手前い か 1^ と 斟酌して- 

晝間は 避けて 行 かざりし が、 いつも 夕暮 とき まれば、 其 人時 刻 を 量りて 不在す ベければ、 今日 こ 
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そ は 一 か 八、 身に も 人に も替へ 難き 一 大事。 會 社よりの 退社 を 窺 ひ、 否應 なしにお 目に 懸り てと、 

三時 過に、 老女が いやな 顏を 承知に てまた 尋ねし に、 其 口上 いかにも 眞實 らしく、 坐 敷まで 見 

せて もら ひしに、 主人 不在の 有様に 極まれば、 お 藤の 母 は 面目 を 失 ひ、 此 までの 不禮を ひたすら 

詫ぶ る 言葉に、 動作に、 面色に、 心の 愁見 ゆる を、 老女 はいぶ かしみ て、 この間より 見馴れぬ 貴， 

孃が 度々 のお 尋ね、 お 名 を 窺へば 唯 だ 西黑門 町より とば かりにて、 何の 事 やら 仔細 わからす。 今 

だんな さ , .  ご ゃゥす 

旦那 樣が御 遠方に ありと 聞かれて、 遽に氣 落 を 遊ばす 御 様子、 一圓 合 點が參 り 難し。 いかなる 仔 

細 やらお 話な されて 惡 からすば、 委細 をお 閜せ なされ ませぬ かと、 情 籠れる 言葉に、 お 藤の 母 は 

ほろ りと 落して 鼻 をつ まらせ、 如此事 は贵孃 にお 話し 申して、 よい やら 惡 いやら 存じ ませね ど、 

むすめ 

折角のお 言葉に せえ て 何もお つ \ み. £■ しませぬ。 先月より 一 女の 藤が お世話になりまして、 今月 

は 旦那 樣の お出な き ほどに、 母の 口より 申惡く けれど、 一女の 樣子を 見る に、 旦那 樣 をお 慕 ひ 申 

すの 餘り、 食事 はいた さす、 夜は寐 ます、 ぶら-^ と 煩 ひの 床に 倒れ、 日 ましに 療 細る を 見に つ 

お *. さぎな が 

け、 お 察し 下さい まし、 私 は氣も 半亂、 此身は 長く 生きて 望みな けれど、 壽命 長き 娘 は、 可愛 や 

十八ば かり を 一期に して、 殺しと もな けれど、 其 良藥は 旦那 樣、 もう 廿日と 待た すして 花 は 散る 

べき 景色、 くち をし や！ 無念 や！ 助く る 手術 あらば 敎へ たまへ かし。 


ほ .4  だんな さま  はこ だて 

お 藤が 母の 物語に 餹婆も 貰 泣して、 なるほど 旦那 様に お 逢せ 申した けれど、 函 館へ 御 巡視の 役 

目に てお 越しな され、 一 處に足 を 留められねば、 お 乎 紙 を さへ 上げ 難し。 是は私 等の 思案に 及び 

せ と ものち や <\ 

か ぬれ ど、 今お 話に お 同 俘が ありし よしなる が、 旦那 様が 無二の 御^ 懇と いふ は、 瀨戶物 町の 三 

谷 様と いふ 御 人なら ではなし。 思 ふに 其 時のお 同伴 は是 なるべし。 應、 三谷樣 とお ほせら る  か 

らは其 人な り。 參り てお 願 ひ 申す も 苦し かる まじき や。 よい 段で は 御座り ませぬ。 番地 はしか じ 

か。 鐵道 馬車に て何處 まで 行き、 どの 角 を どう 曲り、 三 目の 右の 横町の 中頃と、 懇に敎 へられし 

通り を 其 翌朝 迪 りて 折よ く 三 谷に 遇け り。 

は X  i- まどぎ-一 ひ 

男 は 流石に 心 强き所 ありて、 慵 婆の やうに 迂濶と は 淚を滴 さす、 たと ひ處 女に もせよ、 今時 戀 

•n づら 

病 ひとは 時代 過て 合點 がなら ぬと、 心中に はこれ を 狂言の やうに 思 ひなして 動ぜぬ 景色 なれば、 

母親 は 頼の 綱 を 切られて、 いふべき 言葉に つまりし が、 其よ！ 至誠に は 水中の 鐘に も聲 あり、 

め .S ろか は 

此 1 念な どか 通らざる 可き と、 目色 變 りて 膝 は 進み、 旦那 様に 逢 ひたしと は、 またお 世話になり 

せう らん  そのいの ち，^ す 

たき 心 かとのお 覺召 はさる 事ながら、 神も怫 も照覺 あれ、 子に 替ふ 可き 寶は なきもの を、 其 命 助 

けたき ばかりの 此 苦勞、 長く と は 申さす、 只 一目に て滿 足すべし。 此事 もし 協 はすば、 無殘 や、 

娘 は 思 死に 死して 永劫 輪廻に 迷 ひ、 私 とても 前途の 樂みを なくなし、 生 効な き 身の 何日まで ある 

べき。 母子 二人の 命 を 助る も 殺す も、 貴下お 一人の 御 了簡に ある 事、 二人 見殺しに して 不敏と も 
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何ともお 覺 召さぬ かと、 あと はしゃく り 上げて 袖 を 濡らしぬ。 三 谷は默 然と 乎 を 拱きて 下 俯く は、 

くも りご ゑ 

投 懸けて 賴む 色なる 藤に、 松も捨 難き 思 ひなり。 母親 は曇聲 にて、 老て 此苦勞 をす る も、 誰 をと 

わ れ -ftv つせ-; 

て わが 身の 外に 恨むべき 方な し。 娘に 淺 ましき 事 させし が 我 畢生の 落度な り。 それ も當 人心に 染 

まざりし 男に 逢 ひしな ば、 可 厭と いふ を 無理 牲 生に 得心 さする に、 かほ ど 胸 は 傷め まじき に、 な 

あ ひそ 

まなか やさしき 男に 逢初め しばかりに、 かう した 事に なり ましたと、 哀れに 搔ロ說 ば、 三 谷 もさ 

まぎ 

らぬ 鉢に 鼻 かみて 淚を 紛らし、 一 々至極なる 言葉 なれ ど、 共 はかうな りたる 八：' になり て は、 いふ 

て も 詮なき 事な り。 まことお 藤 殿が さほどまで 思 ひつめ し 事なら ば、 いかにもして 逢 はせ 申 可し。 

,  こ ひわ づらひ 

なれ どもお 藤 殿が たしかに 戀 病 にき はまり、 自身の 口よりも 逢 ひたき よしをい はる \ か。 乙女 

また ゥちは 

心の 萬 事に 羞ら ひ、 、なほ 叉內 端なる 氣質 なれば、 親に も 思 ふ 事 をつ. 1 み、 獨 りくよ くと 物案じ 

する 性分 なれば、 旦那 様に 逢 ひたし、 逢 はせ て くれと は 得 申さねば、 最初の 程 は それ ぞ とも 心 付 

かざりし に、 旦那 樣の お出が ある やうに. & せし 日 二日 三日 過る より、 私に 向 ひて、 旦那 様 は 如何 

遊ばされ たやら、 もはやお 出 はなき 事 かと、 日に 四 五 度 も 尋ねし が、 お 音信な き 日數の 積る につ 

け、 一時間に 何度と いふ 數を 知らす。 た^ 其のみ をい ひ續 けて 案じ 煩 ふ を、 明日 は必す 明後日 は 

必 すと、 よき やうに 挨拶しながら も、 若 やと 容 鉢に 心 を 付て 見れば、 朝 起る より 柱に 凭れ 火鉢に 

倚り、 座れば 其 ま >- 動く ことなく、 半日  一 口 も 物言 はすに 何やら 思 ひつめ ながら * 間が な 隙が な、 が 


旦那 樣 はどう 遊ばされ たの やら、 もはやお 出で はなき 事 かと、 是 ばかり は 聞く にうる さきほど 尋 

ふか かんが  C ちゃり 

ぬる 上、 古き 新聞な ど 取 出して、 少し 讀 みて は 深く 考へ、 心細げ なる 溜息つ きて 其 も 打 遣、 袂ょ 

り 緒の はんけ ちの 疊 みたる を 出して、 膝の 上に 置き 手に とりあげ、 額に おしあて 懷 中に 入れ、 片 

時 もこれ を 放さす、 夜 は 枕頭に おきて 寢 つくまで 眺 むる は、 せめても の 思 出 草 か、 忘られぬ 餘か。 

いお づら 

これ 旦那 樣が 下されし ものな り。 親の 口から ある まじき、 娘が 失德の 段々、 必す おさげすみ 下さ 

5 そ  この をん な 5 て 

れ ますな と、 細やかに 語る に 虚言な く、 また 此女 虚言 をい ふ 可き 人に あらす。 世 はさま/^ や、 

お 藤が 因果、 松 本が 果報。 

Jti はしき 

お 藤の 襄 心に 懸 りながら、 三 谷 は 商用の 繁忙 ま X に、 母親が 尋ねし 日より 二日 打 捨て置き しが、 

其 日の 夕暮 母親 また 来りて、 旦那 様のお 音信 は あらぬ か、 ぉ歸 京の ほど は 知れぬ か。 お 藤の 容鉢 

日 增に覺 束な く、 霜に 畫 ける 花や、 見る 間 にじめく と衰へ ゆく にと、 血眼に なりてい ふこと も 

後 や 前なる に、 三 谷 も 驚きて、 其 明朝 不取敢 西黑門 町に 行けば、 母親 は轉び 出て 之 を 喜び、 三 谷 

あいさつ  まくらび やうぶ 

へ挨接 かたぐ お 藤く と 呼ば、 枕屏風の 陰より 返事 もな く 差 出す 顏は、 見る も無殘 や、 戀に削 

られ思 ひに 枯れて、 明朝までと は 見え ざり き。 かほ どまでと は 三 谷 も 思 ひ 懸けねば、 唯 呆れて 見 

護る に、 色 は 褪め 艷は 失せ、 頻は 皮を殘 して 眼 は 深く 落 入り、 小鼻 高くな りて 凄 かりき。 さ^ど 
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哀れなる は、 油 濃く 島 田に 結 ひて、 鬚に， 鬆に 一筋の 亂毛 なく、 薄化粧して 唇に 嚥脂を さしたり。 

撋然 とも いぢら しと もい ふべき 樣 なく、 戀 なれば こそと、 三 谷は此 一事に お 藤が 心中 を 見 貫き、 

心底より 此 一命 助く る 所存に なりぬ。 當住松 本の 話に、 三 谷 は 兄弟 同様な りと 聞き、 伴 合 ふて 酒 

飮に來 りし 事 も あれば、 お 藤 は 三 谷の 顔 を 見る より、 其 人に 思 寄せて 飛 立つ ばかり 懷 かしがり、 

世に 嬉れ しげなる 面色して、 床の 上に かしこまりて 挨 接すれば、 母親 は 傍に 此ぎを 見て、 はら は 

らと淚 を 流す は、 幾日ぶ りのお 藤の 笑顔に、 嬉し さ餘 りて なるべし。 お 藤 樣御心 持 はとい ひなが 

ゐざ り よ  ふゥげ つお ゥ 

ら、 三 谷 は 枕 近く 膝行 寄り、 お見舞の しるしに と 風月 堂の 菓子 折 を 出して、 此の 中 は 松 本が 大好 

物 なれば、 お前 樣 のお 口に も 屹度 合 ふつ もりに て持參 せりと、 憎い ほど 物 馴れたる 口上。 つまら 

ぬ 物 も是ゅ ゑに 良藥、 お 藤 は ー完 雨と 笑顔 を 袖に 陰し、 嬉 さは 之に 見 はれぬ。 母親 はな ほ 喜び、 手 

のない 中 を 炭 をつ ぎ、 湯 を 沸ら せ、 何卒 御 ゆるり と.^ 幾度 か 繰 かへ しぬ。 三 谷 は 11  一一 a 葉 を あらため、 

今日 何よりの お土産と いふ は、 お 藤樣、 今朝 函 館から 手紙が 來て …… とい ひ懸れ ば、 お 藤 はえ 乂 

と乘 出し、 母親 は 茶 椀 を 持て 走り 寄る を、 三 谷 は 眼 語せ すれば、 母親 は吞 込みて、 まあく 其 は 

結構な 事で 御座りました。 何も 異狀 なう ぉ暮し 遊ばす かと 調子 を 合 はせ て、 火鉢の 傍に 房れば、 

三 谷 は 其方 を 顧みて またお 藤に 向 ひ、 人 r 月末に は遲 くと も歸 京る ベければ、 其 3 曰 を 此方へ 通知し 

て くれよ。 この 寒氣に 母親 は病氣 もお こらぬ か。 お 藤は壯 きで ゐ るか。 定めて 此頃は 人が 惡 くな 


ころし もん \/ 

りて， 殺 文句な ど覺 えしなる べし。 我歸 るまで は浮氣 せぬ やう、 時々 行きて 異見して く^と、 四 

五 尺 も あるべき 手紙に、 眞 面目な 所 は 最初 五六 行、 あと は 殘らす 愚に もっかぬ こと を、 長々 とお 

のろけ  ご ち そう  か W こ 

前の 惚話 ばかり、 今日は 是非とも 御馳走う けに 罷 越した と、 仇 口い ひて 高 笑 すれば、 お 藤 は眞に 

うけて、 眞實曰 ー那樣 からお 手紙で 御座りました か。 勿論！ 虚言い ひに 此處 まで 何し に來 るべき 

そのの ろけ 

や。 さりながら 今のお 話 は 虚言なる べし。 其惚 話の 一條 かとい へば、 返事な しに 笑む を曉 りて、 

それほど 疑 ふと 知らば、 持參 して 見す ベ かりし を、 我 癖と していつ も 手紙 は 見る と 鼻 かみて 棄っ 

る ゆ ゑ、 無證據 となりて 御馳走の！！ はぐれ をしたり。 殘念 至極と 拳に て 漆 を 叩きぬ。 
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花ぐ もり 

「花ぐ もり」 は 「紙き ぬた」 のなかの ー篇 である。 面白い スト リイで ある。 多分 薩案 であらう とお も ふ。 

とすれば モウ パッ サンの 短篇から 採った もの かと も 思 はれる。 紅葉 流の 巧妙な 話術と、 琉麗な 文章で 書 

けば 優に 數百坆 の 作品と なるべき 筋の ものである。 しかし 此の 作品で は 表現 は 極めて 荒削りで、 文章 も 

他の 作品に 比べて は、 さう ひどく 練った ものと も 思 はれない。 紅葉 先生の 一代の 仕事の なかには、 外國 

種が 相當 多い。 「隣の 女」 など も ゾラの 作品 だとい はれて ゐる。 眞僞 はわから ない が、 「隣の 女」 が飜案 

だすき 

であるの は 事 實 であらう。 「塞 牡丹」 など も 無論 それで ある。 「八 靈櫸」 が モリ H ル ものである こと は、 

世間 周知の ことで あらう。 

花ぐ もり 

人間 一 生の 春 は今ぞ かし。 ^句 ふ 花嫁 を 座右の 觀 にして、 窓外 箱 根 蘆 湖の 風景 一 望の 旅 店の 奥 

に、 初 契 日 を かねて 避暑と は 旨い 事。 

新郎 は ェ舉士 今 泉 耕 造 二十 八 歳、 新婦 鳥 子 は 十八 歳、 實家は 東京 麵 町 K ぼ四番 町に 隱れ もな き 金 ^ 


-A ゥざ o 

滿家菅 谷 某の 愛 女。 貴族 女舉 校に 通 學中何 所 やらに て 耕 造 を 見 染め、 此玉を 人に 奪れ じと 大舉修 

そつげ ふお そ 

業 中に 結婚 を 申入れ、 この 六月の 卒業 遲 しと 式 を擧げ て、 明日より 此 所に 桃源の 別天地 を 構へ、 

をん な 

わざと 扈從の 婢女を 還へ し、 不自由 を 忍びて 唯 二人と いふ 所に 丰分 あり。 凡そ 嬉しくて 叉 切なき 

よびすて 

もの は、 衆 中に ゐて 馴染な き 夫婦と いふ を、 初 契 月に 遊れ て 世間に 憚りな く、 新妻の 名 を 呼捨に 

ぬれがみ  しゃ ゥじ あけはな 

する もよ し、 浴後の 濡 髮を梳 きま ゐらす もよ し、 鏡の 中に 笑顏 をなら ベて 樂む もよ し、 障子 明 放 

しても 見渡 は 一面の 水 誰に 愧づ べきに あらす。 

孖 山に 懸る雲 折から 雨 を 催 ほして 輕羅 につ X みたらん やうなる に、 彼 絶頂に 登りて 見たら ば、 

きざみたばこ 

と 鳥 子が 誰に いふで もな く 口走れば、 耕 造 は刻烟 草を卷 きながら、 我が 背負て 後刻に 登りて 見る 

べしと 笑へば、 ぉ漠れ あそばす がお 氣毒樣 なれば とい ふ は、 耕 造 は 痩 方の 華 車 男なる に、 鳥 子 は 

眉目 美麗 上の 慾に は、 少しく 肥 肉なる を氣 にした る 言 薬な り。 

耕 造 は 先 剥 取 寄せた る麥 酒の 栓を拔 き、 下物 は 無き かと 問へば、 鳳 梨の 鐘 詰 ありと いふ。 其方 

が 白酒 飮 むと は 違 ふ、 最少し 意 氣な物 をと 笑へば、 御 好の 品 を 跳へ たまへ と 手 を 鳴す を 制して、 

たまご  こ なべ だて 

其 は 好 もしから す、 牛肉 にても 鶴 子 にても 否 はい はす、 唯手づ からの 御 料理、 小 鍋 立が して 見た 

い、 と 無 妻 中に 大望の 一 ッに數 へし 忘 想の 實行を 望めば、 座敷に 七輪な ど 持 出して、 熱く とも i: 

辛抱 遊ばすならば。 其 はな かく 厭 ふ 所に あらす、 願 ふくと 悅ぶ。 ぉ氣に 入らむ 事は覺 束な け 
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れど 少し は 見覺の 西洋 料理の 眞似 方に て は？ 犬に 善し。 早くとの 詞に 下女 を 呼びて 諸道 具 を 取 

寄せ、 むづ かしき 物 は 存じ ませぬ。 「おむれ ッっ」 か 「びい ふかつ れッ つ。」 お 手際 拜 見と 熱い を 

とろ 

厭 はす、 七輪の 側に 座 を 取り、 鍋を覼 きて 中の 物より は 蕩けさうな 耕 造の 額 色。 素人 料理の 思 ひ 

の 外なる 巧者に て、 二 品 手綺麗に 出來 上り、 玉の 額に 气 K 珠の ごとき 汗をか. -せ、 味は此 にあり と 

舌鼓を打てば、 いかなる 加減に 出來 ました かとい ふ を、 富 士見軒 も 及ばぬ 手際。 一 口 自身に も 賞 

ぐわん  ひときれ ぷ お-く 

翫 あるべし、 と 一 蠻肉 叉の 頭に 懸けて 出す を、 あまり 大きければ 其 半分 を。 このく らゐ かと また 

はんかち いふ 

切て 薦め、 飮 まぬ 酒まで  一 口と 勸 めて、 櫻 色に なりて 額に 手 巾 を あて やかなる 姿、 之 を 下物に 

平素よりも 過ごしぬ。 

、うらや 

譯も なく 一  日 は 面白 づ くめに 暮し、 夕方に は 手を繁 ぎて 湖畔の 散歩。 行 遇 ふ 人々 の 誰も 羨まし 

げに 見て 過ぐ る も 嬉しく、 我物に なりたての 妻 を、 用 も 無き にっか ふて 見る も 珍ら しく、 袂 より 

はんかち いふ  . 

手 巾 を 出し、 汗ばみ たれば 其 汀に て 一 濯して くれと あれば、 心 快く 受取り、 汀に 爪立ち、 袂を 

御へ て、 玉の やうなる 手して、 我 坂 づける 手 巾 を 洗 ふと 思へば、 我 身ながら 我艷 福の かくば かり 

なる に 驚かれけ り。 

せんたく  おびぎ は 

戯れて くれん と 鳥 子が 洗濯に 餘 念な きを 見澄まし、 後より 帶 際に 手 を 懸け、 はっと 突入る X 眞 

似 すれば、 あれと 聲 立て、 驚く を緊と 抱と め、 毘合 はす 女の 顏 色の 變り たるに、 免して くれと い 


へば、 につと 微笑 を 含みて 何ともい はぬ 處、 勿體 ない ほど 難 有し。 稍 ありて、 落ちたら ば 何と 遊 

ばして 下さる。 我 も 同じく 落つべし と 答 ふれば、 巧言 をと いはぬ ばかりの 顔色し 

妻に して 間 もなければ、 今までに か X る 感情の 發表 を昆し 事なければ、 罪 なれ ど 之も變 りて 珍 

らしく、 美女 は颦 みても 笑 ふても、 それ，^ の 趣 ありて 可 厭なる 事 一 ッも なし。 花 は 雨に 看、 風 

に 看、 露に 看、 朝に 看、 夕に 看るな ど、 同じ 花ながら もまた それ-^ に 面. 1Z し。 女 を 見る に此理 

なぐさみ  たのしみ 

を發 明して、 當分は 玩弄になる 新妻 は 不便の やう なれ ど、 快樂は 夫婦に も あるべし。 

fc より 

此 次の 日の 朝お 手紙と て 下女が 持 來るを 看る に、 家元よりの 音信 かと 思 ひの 外、 大きなる 封筒 

ふでぶと 

に 今 泉ェ 舉士、 同 令夫人と 筆太に 暴 書し、 裏面に は 本箱 根 何屋方 工科 舉生 有志と 認めたり。 

何事 かと 披見れば、 當 地に 御 滞在と は 少しも 存じ 寄ら ざり しに、 昨夕 方 令夫人 御携帶 にて 御 散 

しんこん おんい は ひ 

歩の 睦まじ さを拜 し、 一同 羡望 不斜 候、 乃ち 今日 麁酒麁 看の 用意いた し 置 候へば、 新婚 御 祝儀 を 

兼ね、 令夫人に も 御 目見えい たし 度、 午後 三時より 例の 如くの 三 字に 圈點 して、 御 携帶御 光来の 

いうし そゥ --^^i- 

程 一同 待 入り 中し 候と 認め、 有志 總代 として 可 笑き 匿名した る は 某 甲の 手蹟と 合點 して、 手紙 を 

鳥 子に 示せば、 讀 下して 微笑の 面 を 合せぬ。 

つ れ ちる  に くさ うらやま しさ ひとな ぶりな ぶ 

知ら ざり き 彼奴 等も此 所に 來 りつる か。 妻 を 同伴き し を 早く も 認めて、 可 憎 可 跖に譃 弄々 ら 
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む 趣向と は 知れ たれ ど、 衆 狀を附 けられて 遁げ むは 無念な り。 とてもの 事に 反 討に して 一泡 吹か 

おも は く 

せて くれむ、 と 鳥 子に 所思 を 語れば、 酒な ど 深く 召 上らで、 日の 暮れぬ うちに 早くお 歸 宿と いふ 

を^に 染ませ て、 時 棄に舉 生 等の 宿 をお とづ るれば、 挨拶 もせぬ 內 から、 女 臭い奴が 來 たと 喚く 

めく ぼ ほ X や せ  ひげ か み 

も あり、 目四頰 瘦漢！ 之 を 座右に 置きて 嗜 みたまへ、 と 髭 鏡 を さしつ くる も あり。 茶 も 一 ッ 出さ 

でまづ 十二分に 弄 殺し、 やがて 大鍋に 牛肉 を 山 ほど 盛 上げ • わざと 茶吞 茶碗に 酒を勸 めて、 此快 

樂 また 得べ けんやな ど.."、 何 言 ふに も 針 を 持ちて 傷められぬ。 

たま C 

足下の 明きう ち 無理に 暇 乞 ひして 立 出づれ ば、 明 早朝お 邪魔ながら 未明に 鷄子 一 俊 持て 寢 込に 

す さん  パと よこた 

推參 巾す と、 同音に 威され て遁 出し、 湖水の 晩景 を餘 所に 道 を 急げば、 汀に 一 艘の 輕舸横 はりて、 

とも づな 

折から 讚 を 解かむ とする は、 農民 帽子 を 冠り たれ ど 姿 は媚く 女子な り。 

夕 暮に唯 一 人 舟 遊と は、 何者かし ほらし き 志と 立留 りて 看る 時、 女子 は 着座して、 双 櫂輕く 1 

に はか  こなた  か ゥざ. 0 

搔々 かむ とする 手 を遽に 停めて、 頻に 此方 を 看て ありし が、 耕 造が 行かん とする を 今泉樣 かと 聲 

を 懸けぬ。 

はっと 胸 を 轟かし、 尊名 はと 進 寄れば ま、 また 今 泉樣 かとい ふ。 此 度の 聲は顛 ひて 調子 高く、 

砂礫に 底 を 摩る ほど 舟 を 着けて、 ぉ懷 しゃと 素足の ま. - にて 馳 寄りて 帽子 を 取れば、 入日の 影の 

うすあかり  いと か は しづ，^  P 

微 明に 其顏は 見忘れぬ 絲 川下 枝な り。 


かゥ ざう： s め  一 

E 心 ひも 寄らざる に 耕 造 夢 かと 惑 ひて、 少時 は 言 紫な し。 是非に 舟へ とい ふが ま、 に合乘 して 岸 一 

を 離れつ \、 下 枝 三年 往時の 事 を 語 出せば 懷 かしき 事の みなり。  一 

此女 さる 舉 校に 在りし 頃、 耕 造の 思 ひ を 懸けて、 末々 はとい ふまでに 語 合け るに、 女の 父親 大 

ちゃ- 0 くわん こん .<W_CN  ぺ るりん 

野 某と いふ 長官に 懇望され、 獨 逸に 遊舉 中なる 子息に 許しければ、 俱々 に 修業 させむ とて 伯林へ 

送らむ 事まで 定めたり し を、 相談な かりければ 下 枝 は 知らで、 耕 造の 情に. 心 を 浸され、 一 日餘所 

ながら も 逢 はで は 物 足らぬ 思 ひ を 不意に 斷られ て、 伯林へ 無理 送りの 遠 流の 身。 行て 見れば 夫な 

ざつに くや  このよし こ 矢 ふみ  一 

る 男 はとく より 其 地の 雜穀屋 の 娘に 馴染め、 邪魔物に 遇 はる. - ほどな ほロ惜 く、 此由 巨細 文に 認： 

め、 一念 恚も なく 海上 千里 を 渡りて 耕 造の 手に入りし かど、 不實を 恨みて 返事 だに せ ざり ければ： 

逐 懸けくて の 文 も 氣强く 引裂かれ、 下 枝 は 世に ある 効の 樂 なく、 せめて はと 舉 事に 心 を 凝らせ 

しが、 三年 目に 夫なる 人 は 肺の 患に 身 逝り ければ、 この 六月の 初歸 朝して 直に 此 地に 来り、 今 は- 

う ぽこ 

姥 子に ありと 語り、 伯林へ 一言な しに 行きし 始末の、 いさ- - かも 不實 ならざる 仔細 を淚 ながらに 

か t ゥぃま 

訴 ふれば、 耕 造 今 は 鳥 子と いふ もの ある を 忘れ、 昔ながら の やさしき 言 葉 を懸し を、 折からの 月 

b が や NJ ちか 

も 少し 前の 事と て 知ら じ。 下女 一人 なれば 今宵 は 私 宿へ とい ふ を、 兩 親の 案 すれば とて 我 宿 近き 一 

あたりに 漕ぎ 還し、 强て 問へ ど 住所 を 明かさす。 明朝 は 早く 此舟 にて 夕刻の 所までお 迎 ひに 參るー 

つす みつ 

べし。 待つ ぞ、 待ちた まへの 離別の 接吻 蜜の ごとし。 


go 


ぎ ん  すれちが 

耕 造 胸の 謹き はな ほ已 ますして、 道々 もこの 再會の 奇緣嬸 しく 思ひ績 けて 行けば、 摩 違 ふ 男が 

旦那 様で ござります か、 とさし つくる 提灯に 我 宿の 家名 あり。 奥様の 御 心配 は 大方なら す、 ぉ迎 

i-fe は  をつ と 

ひに 參れ とのお ほせと いふ を劬 りて 同道して 還れば、 鳥 子 は 梯子の 口より 覼 きて、 所 天の 姿 を 見 

る顏の 喜ばしげ なる が 胸に 痞へ、 浮ぬ 色に て 室に 入れば、 片寄せ たる 膳の 上に 例の 手料理ら しき 

一 皿まで 添へ て、 自身 も 夫の 歸りを 待ちて 食事の 前と 見えたり。 

たくみ 

遲 刻お 歸りゅ ゑお 案じ 申しました。 御 朋友の 謀計 ありて 御難 儀な ど あそばされ しか、 其 話 聞か 

せた まへ と 膳 を 出せば、 食事 は濟 みたり。 別に 話すべき ほどの 事 もな しと 菅 なく 11  一一 n 拂ひ、 氣分惡 

ね だ ゥぐ 

ければ 下女 を 呼びて 床 を延ら せむ といへば、 下女に は 及ばす、 と 親ら 寐 道具の 用意 すれば、 耕 造 

ご きげん  i- おみ 

横になる 枕頭に 坐りて、 尋常なら ぬお 顏色、 御機嫌 優れざる 御 様子 は心懸 りなり。 お腹の 疼痛な 

らば 良藥 ありと いへば、 頭痛な りと いふ。 少し 揉て 進すべし と 食事 を捨 置きての 深切 を、 其に は 

及ばぬ とくる りと 背後 向けて 音 も 立てす。 鳥 子 は 更に 合點 行かす。 いかに 病氣 なりと て 今朝の 様 

ひも じさ  / 

子に 變 りたる 鬼々 しさ、 と 空腹に 食 も 進ます、 思案に 暮れつ、 不絕. 耕 造 を 扇ぎて 十 時 も 過ぎ ぬれ 

そ ひね  * 

ば、 戰々 兢々 蒲圑の 端に 添 臥 も 今宵 は 名のみ 隔離の 一布 こそ 恨めし けれ。 

十二時 鳴れば 耕 造む くと 起きて 椽 なる 椅子に 凭り、 月に 朧 なる 湖水の 彼方 を眺 遣りて、 满 干に 

ほ i づゑ  ほそめ 

頻杖 つきて 物 思 はしげ なる を、 鳥 子 はな ほ陲 らで繊 眼に この 體を覿 ひ、 樣子 ある 事と 所 天が 陲入 
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i- つ はり  しょく 

るまで は 此方 も陲 入らざる 覺悟 にて 見 護り ける に、 食事 を濟 ませし と は 虚言 かや、 菓子 を 探し 食 

麵 包の 餘れ るまで 引出して 食盡 し、 溫 みたる^ を 二三 杯 飲みて 寢 床に 還 來 るに、 鳥 子 は 前後 も 知 

さま かい まさ 

ら ざる 風して あれば、 寒し とい ひ 樣搔卷 を 引 懸けて、 横にな りながら-鳥 子の 寢顏を 見入りて、 こ 

—つ ひき 

れも 不便の ものと 枕に 轉げ、 少時 ありて 鼾 を 立てぬ。 明る 朝 は 常に もな く 耕 造の 早 起した る を、 

いよく 仔細 あらむ と 想 ひしに、 朝飯 そこくに して また 本箱 根の 昨日の 家へ 行く とて 出ければ、 

あと つ 

一 足 後れに，： 子も績 きて 蹤を跟 くれば、 まだ 朝霧に 遠く は 霞める 汀に 一 艘の船 を 驚ぎ て、 其 中な 

をつ と 

る 女？ が 手 巾 を 揚げて 麾 けば、 所 天 は 帽子に て合圖 しながら 馳 行き、 舟に 飛乘 るを疾 しゃ 遲 しと 

かすみが く 

波を截 つて 遙 かに 漕 出しぬ。 霞 隠れに 見えす くく！ 

知ら ざり しく、 所 天に は隱妻 ありて、 初 契 月の 中から 首尾の 淫樂、 口 惜淚に 袖 を 絞りて 宿に 

をつ と  りんぎ 

還り.、 夕方に も 所 天 還り 來 たらば と 慘氣の 下 組して、 かく 水臭き 男 を さへ 待た る. -は、 戀 とはい 

ひとし ほこ. -ろ た 

ひながら 〔お-地 無き 蓽と 我心 を 叱れ ども、 怨恨の 半分 は 其 女め に、 含みて 一 入 心 傷まし く 還 家の 待 

ひ と b しころ 

たる、 に、 點燈 頃より 小雨 降 出しぬ。 之が 「やらす の 雨」 とやら になり て、 もしゃ 今宵 は 其 所に 

と 想へば、 此方の 一 念の 天に 通じて、 戀の闇 を 照らさむ 月の 影 もがな、 と 立 出で 丄 仝 模樣を 見る 

に はか  . 

に、 遽に晴 るべき 雲に あらす。 

下女の 來り てお 迎 ひに 參 るべき や、 ぉ伞の 御用 意 もなくて とい ふ を、 濡る X 身に 何の 傘が と、 
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外なる 言葉 も 腹 立し く、 今日は 昨日の 所と 違うて 遠方へ 行かれ、 夜に 入らば 一 泊せ むと 言 遣れた 

れば、 迎ひは 無用に せよ とい ふ 心苦し さ。 此 夜は寢 すに 明かせし に して 歸來ら す。 堪 かねて 一 

ちゃうろ  このみ づぅみ  とゥ： yc- 

艘の舟 を 仕 立。 ニ挺梭 にして 急ぐ。 此 湖 の 此方に 人の 逗留すべき 所 はと 聞けば 姥子 なりと いふ。 

、 . . •  ぼお と み 

さらば、 其 所まで 行かむ、 少し 探す 人 あれば、 輕舸 見えたら ば敎 へよ、 とおのれ も 四方に 目 を 配 

はた 

りて 油斷 なかり ける に 影 とても 見え ざり けり。 偖 は 今朝まで も 歸らぬ 心 か、 と 妬 さ 口 惜 さに 舷に 

取 着きて 身を顫 はせ ける に、 啣 へし 手 巾 を 落して、 舟の 早 さに 手 はと どか ざれ ど、 漕戾 さば それ 

ほどの 遲刻、 と 水に 映る わが 姿 を 見れば、 淺 ましく も顏 尋常なら す、 寢亂髮 を未理 なる にいと 

ど 面影の 恐ろしく 見えければ、 櫛 を 水に 浸して 後 毛を梳 け、 姥子 近し とい ふ聲に 先途 を 見れば な 

ほ 遠くして しかと は 見えね ど、 汀 に. 2： きもの は 有 恨の 輕軻、 其ぞと はや 所 天に も 逢 ひたらむ 想 ひ 

して、 舟 夫 を 急 立 つれ ど、 舟の 遲 さに 齒 库 く、 魂 はぬけ 殼の身 を 悶えて、 やう やく 漕 寄せて 上陸 

むと する 所へ、 脛 深の 夏草 を あらけ なく 蹈み しだき、 地 響 立て 一散に 馳來る は 何者 ぞと 見る に、 

所 天の 耕 造が 顏色 土の 如くな りて、 此舟を 見る より 早く 飛乘 り、 横様に 倒れながら n:4. く 早く 舟 を 

出せ、 と 人に 逐れて 後 を 怖る.. - 風情、 鳥 子 も 驚き 慌て 、早く-,. \ といへば、 舟 夫 は^ 2^ りに， ぎ 

•  .  _  ,  k  ほ. "ひげ は  ぐ わい こくじんば うし 

て 二十 間ば かり も乘 出せし 時、 身丈 高く 顿鬆 生へ たる 外國人 帽子 も 冠ら で遂來 り、 舟 を 目 懸けて 

びす とる 

拳銃 を打驟 けしに、 彈丸は 外れて いづれ も恚 なかり き。 


93 


お  ちゃ, cv-r ま w へ V： 

船頭 も 驚きて 一 生 懸命に 漕ぐ ほどに、 靈す ほどに、 やう./ \ 一  町 餘 隔たりぬ。 汀に なほ 立て 

ぼお と 

る 狼藉 もの は、 輕 舸に乘 りて 逐 懸けむ 様子 もな く、 唯 此方 を 見入りて ありけ る を、 鳥 子 は 身 を 伏 

せながら 覼ひ濟 して、 所 天 を 見る に 息も絕 えぐなる 姿して、 仆れ たるに 叉 驚きて 播 起せば 眼 を 

開きて 鳥 子の 顏を視 めて 其方 はと 驚きぬ。 

目肢 みて 誰の 舟と も 知ら ざり しにと 語る に、 他人 あれば 此場 にて は 様子 を 聞かす、 宿に 還りて 

婦人との 相 乘舟を 見し 事より、 迎 ひに 行きし 概略 を 語れば、 耕 造 も 今は裹 みかねて、 むかし 馴染 

の 糸 川に 遇 ひて、 引かる る ま \ に姥 子の 假 宿と いふに 行きて 一 夜 を 明かせし に、 所 天 は 病死して 

その あさ は ま  ど .1 つじん 

獨 身なりと は 詐欺 か、 其 朝橫濱 より 詹 したる 獨 逸人 は、 かれの 所 天 か、 旦那 か。 不義 もの！ と 叫 

け やぶ  にげ .3- だ  ち A、 

びて 暴れ か X るに 驚き、 窓 を 蹴破りて 竄 出せし も、 其方の 舟な かりせば 危 かりし く 彈 丸に 貫か 

J- さ. S ざん, b 

れたら む もの を、 と 委細 據 悔して 不 實を訖 び、 命の 親と 其 日より 大事に かけ、 此沙 汰內證 內證唯 

二人。 
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三人 妻 

「三人 妻」 は 明治 二十 五 年の 末、 讀賈 新聞に 連載され た長篇 で、 「金色 夜叉」 「多情多恨」 などと 共に、 

作者の 短い 生涯に 於け る 仕事のう ちで も 力作の 部に 屬 する。 系統から いふと 「伽羅 枕」 などと 同じ 脈 を 

引いた もので、 舞臺は 東京の 柳 橋から 向島へ かけて、 其の 時代の 资 本家 階級の 享樂 場で あり、 時 は 明治 

1 一十 年 或は 一 一十 四 五 年頃の ことで、 その 頃 盛んに 擡頭し て 来た 資本主義の 櫂 化と もい ふべき 人物の 生活 

であるが、 千 M に 淫靡な 享樂 方面の こと を 取扱った ものである。 時代の 風俗 蠻と しても、 極めて 色彩の 濃 

厚な、 結構の がっちりした、 規模の 大きな ものであるが、 明治時代の 富豪、 つまり 成功者 又は 成り 上り 

ものと いって 可い 人物の 放縦な 生活 振りと、 三人の 女の性 格と 運命が、 比類な く ゲヰゲ キッドに 出て ゐ 

る點で 異彩 を 放って ゐる。 勿論 これ は 「多情多恨」 の やうに リア リス チックな もので はない。 從 つて 描 

き 出されて ゐる 事柄 は、 さう 實感 的の もので はない。 大凡 その モデル は あるか も 知れない し、 事件 も 作 

者の 資際 耳に した 話から 來 たもの も ある だら うと 思 ふが、 大體は 才藻の 豐な 作者の 口 マ ン チックな 想 

から 造り あげられ たもので はない かと 思 ふ。 

書いて ある 事實ゃ 人間 は、 三十 前後の 作者と して は 驚くべき 程の 智識で、 花柳 ゃ藝 者の 生活 は 勿論、 

明治時代の 成り 上り ものの やって ゐる 仕事、 享樂 場の 雰圆氣 とい ふやうな ものが、 赏 によく 描かれて ゐ 

るし あの 時代の 劇場の 描寫ー つで も、 典雅な 文字の あ ひだに 微細な 感覺を 盛り あげて ゐる。 


形式 は 物語り 風で、 凡て 雅俗 折衷の 文章 體 であるが、 根が 漢文が 地に なって ゐる 人な ので、 自 笑其碩 vg 

や 西 鶴な どに 比べる と 風格が 一 寸高 くも あるし、 文字 も六ケ 敷い。 併し 大體小 說の體 裁が さう いふ 所 か 

ら來 てゐる もので、 今の 讀 者に は 一寸 讀みづ らいか も 知れない、 ただ 軎 いて ある ことが 一般 民衆に 分り 

戶 ぶい 市井の 事な ので、 作者の 文意の 持昧は 分らな くと も、 物語りの 面白味 は 誰に も 分る と 思 ふ。 併し 

それ とても 風俗 人情が 違 ふので、 其の 時代に 育った 私な どに は 大抵 見當 はっくが、 今の 靑年 達に はどう 

かと 思 はれる。 この 物語りな ど は 充分 映畫 にす る 偎値も あるし、 新派の 舞臺 などに 上せる に は、 打つ 

てつけの もの だと 思 ふ。 尤も その 時代の こと だから サイ コ ロヂ カルな ところ はない。 人生 觀 といった や 

うな もの も 認められな いが、 貧富と か 階級と かとい ふこと に 就て は、 それ 相 常の 意識 も あるに は 違 ひな 

いし、 かかる 富稾の 無軌道な 生活に 對 する 批判 や 反感 も 自然に 出て ゐる。 別に それ とても はっきりした 

もので はない。 豪華な その 社 會の氣 分 を 絢爛 を 極めた 攀で份 飾した 點 では、 典型的な ブル ヂョァ 作品で 

ある。 

三人 妻と いふの は 柳 橋 謹 者 のお 才 とい ふ 美妓と 、 雪 村 素 六と いふ こ れも 請負師 か なに かの 成金で ある 

男が、 得意 筋の 上流 階級の 遊び場 所に 造った、 向島 か今戶 あたりの 別 莊に飼 はれて ゐ るお 角と いふ 地の 

女、 今一 人 は 加贺の 金澤の 士族の 零落れ の、 琴の 師匠 をして ゐ るお 艷 とい ふ 女、 この 三人の 女性が、 葛 

城 餘五郞 とい ふした たか ものの ために、 金で 面 を 張られて 屈服して ゆく。 そして 彼の ものに なって 了 ふ。 

それが つまり 三人 妻で、 その 女達 を から 次へ と 手に入れて ゆく 手段 や トリックが 面白い ので ある。 そ 

れ から^, 五郎の ものに なって 了って からの 名々 の 性格 や 運命の 歸趨 が、 餘 五郎の. 豪奢な 生活ぶ りと 共に、 

：  はんくろ. 0 と 

見事に 書き分けられて ある。 藝 者は藝 者ら しく、 半 商 費 は 又 半商賣 らしく、 地 女の 堅氣 は堅氣 らしく そ 


れ，^ の 性格 を發 揮す ると 共に、 その 性格から 来た 運命 を il つて ゆく ので ある。 

由来 スタイル は 紅 藤 山人の 藝術的 生命、 評傳 にも 一寸 書いて おいた 通りに、 一作 毎に 何 か 新しい スタ 

ィルを 考案す るの が、 作者の 手前味噌 である。 今 作品 を讀ん でみ て 「三人 妻」 あたりまで は 一 作 毎に ス 

はつぎり 

タイルが 變 つて ゐ ると いふ ほどの こと は 認められな いが、 晩年に は それが 相當 分明して ゐる。 「一一： 人妻」 

を 多情多恨 に比べて みれば、 その 文體が 如何に その 内容に 伴って 變 つて ゐ るかが よく 分る。 「多情多恨」 

は リアリズムの 文學 で、 普通人の 生活 を 書いた ものであると 同時に、 文 體も又 原文 一致で あるが 「伽羅 

枕」 や 「三人 妻」 は 擬古 體 である。 山人の 才 華が 爛熟期に 達した もので、 文意 も 油が のって ゐる。 珠を 

聯ね たやうな 美しい文 字が、 至る所で 見出され るので ある。 眞實を 云 ふと、 これ は 全篇 を 載せたい やう 

な もので、 一部分 だけ 拔 いて、 後 をす てると いふの は 一寸 惜ぃ 作品で ある。 しかし 相 常に 分量の 多い 物 

くだり 

語な ので、 それ は 限り ある この 讀本 では 許されぬ ことで ある。 それで ここで は、 ぉ才を 手に入れる 件 だけ 

を、 掲げる ことにした。 他との 絡が りがない ので、 それだけ でも 立派に 一 つの 物語りと して 纏まって ゐ 

るからで ある。 それから 妾に なって からのお 才が 最初の 情夫 菊 住と、 再び 緩が もどって 燒木 杭に 火が つ 

くと いふ、 最初の 動機 や 成り ゆきを 本文で 出し、 他の 二人の 事件と 三人の 最後の 運侖は 本文の あとに 解 

說で 梗槪を 述べる ことにしよう。  V 

尙 この 作品 は 紙数で いふと、 約 四百 枚 位の もので、 長篇 とはいへ ない。 「金色 夜叉」 に比べる と 仕組 

單純 である。 テ ー マ はない。 これ を 「多情多恨」 に比べる と、 事件 も そこらに 轉 つて ゐる 平凡な HI 常 

を 取扱った もので はないだ けに、 リアリズムの 作品と はいへ ない。 併し 全體 的に 形式の 完備して ゐる ii 

と、 描寫の 筆の 大まかで クラシカルな 藝術昧 に 富んで ゐる こと は、 むしろ 以上の ニ篇を 凌いで ゐる。 入 9 


世の 姿 を、 如 K に 描き出した とか、 人間の 心理、 又は 倫理 觀念 といった やうな 細い 所へ 渡って いった 「多 , 一 

情 多恨」 や、 不正 だらけの 社 會へ對 する 不満 や、 環境に よって 磨 げられ た 筒 人の 惱 みと 運命と いふ やう 

な もの は 出て ゐな いが、 それ 自身 一 つの 樂 しい 襲 術 品で あり、 作者 も 亦 生活の 苦惱 なしに、 樂 しんで 書 

いて ゐる點 では、 「三人 妻」 が 尤も 爛熟した 才藻 を發 揮して ゐる。 形式 も 完備して ゐる。 「多情多恨」 

や、 「金色 夜叉」 に は、 かう いった 長閑な 雰園氣 はで- -ゐ ない。 そこに 又 時代の 反映が みられる 譯 であ 

る 0 


人 妻， 


ぜに ふじ 

一 錢 の 富 士 

ある やうで 無い もの 金錢 とて、 天下の 人寐言 にまで 言うて 欲しがらざる はなし、 言に 此金錢 の 

じしゃく 

獲 難き ことの 不思議 は、 鐵を吸 ふに は 奇妙、 磁石と いふ 神通力 あるに、 是は叉 何した ものと、 金 

-  すぎが て  なつと う ゥり つ ぶ きもつ ともな リ  つと.？ -ws 1 一ら- 

時； TJM ふ 人の 後に 過 難に 立てる 納豆 寶の獨 語 尤 也。 此物羡 みの 男と て、 母の 胎內 を苞 入に て& 

だ  ほぞ 

a! し、 臍の 結に 絲を牽 きしに も あらざる ベく、  二十 四 五の 頃に は隨 分百兩 包の 顏も 見て 其 重寶な 

る 味 を も 知りけ らし。 羡 まる、 男と て 身 內に余 脈の あるに は あらす、 由來を 聞けば 孰 か 額の 汗の 


滴れて、 粒々 金色の 御 光 を 放つ にあら ざるべき" 

失 ひ 易しと 思 ふ 方の 金錢 は、 皆瘦 難しと 念 ふ 人の 手に 落ちて、 ある やうで 無い ものと は 謂 ひな 

かつらぎ よ ご らク 

がら、 在る 所に は 叉 腐る ほど 在る もの 哉、 今此 日本に 葛城餘 五郎と いふ 名 を 知らざる ものな し。 

i- つまき はん i  , ： 

これの 持てる 資産 を 、蜜く ー錢 銅貨に 換 へて 聯 ぬる 時 は、 恐るべし 日本 國を五 卷半棬 きて、 其餘 

れる分 を 積 重ねて 見れば、 富 土 山の 高さの 六曆 倍、 と 要らざる 事 を 統計 家の 傳へ 侍る。 

これが 一人の 寶 なり。 惟へば 裘 借屋の 奥に 家內 五人暮 し、 夕方に なれば 文久 四つ 殘る日 を、 1 

ちんら く！ S  ざ ふすな 

年中の 安樂 日と して、 朝 は 芋の 尾 を 粥に 唆り、 午餉は 大方 拔 にして、 晩が 南京米の 雜炊 といへ る 

どるば こ 

輩の、 夭 から 授けられ たる 配 當を、 優勝劣敗の 理に やられて、 かかる 人の 弗 箱に 吸 取られ、 旨く 

げ こん やくに く  やまいぬ  ， ，  ，，』 

した 男 は 神 か國王 かの 如く 振舞 ふに、 下 根 弱 肉の 大勢 動物 館の 山犬 ほど も 食うた 例 無くて 世 を 送 

るな りけ り。 

たけ は ゥ ぎ 

萬國 何方に も 無愁の 人と いふ は 無ければ、 金 錢の置 場に 當 惑して、 竹 に 懸け、 箕に 入れて、 

之 を 大道に 捨っ る ものの あるべ き やう はなき に、 何處 いかなる 所に 餘五郞 はさ ほどの 蔓を 見出し 

こ つ ぜん 

て 儲けた るぞ、 手 を 三つ 鳴せば 忽然と して 千圓 札の 降來る 奇術 を 得た る ものなら む， と餘 りの 訝 

しさに 素 生 を^せば、 加州 金澤在 談義 所と いふ 村に、 鳴る は 瀧の 水、 日 は 照れ ども 絕 えす 陰の ご 

とく 微き 土百姓の 次男に 生れけ るが、 天性の 利發 土な ぶり を 憂き 事に 思 ひ、 十七の 年 國元を 逐電 
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して 江戶 にさ まよ ひ、 一二 年 は 便る 方な さに 乞食の 萬 似 もして、 それからの 出世の 小口、 湯屋の 

どぶね ネみ 

木 拾に 成りて、 人の 中なる 溝鼠、 此も おもしろから す。 頓 て薔麥 屋の擔 夫に 入 込みて、 暫く 働き 

なゥて かなやまし 

ける 中に、 始めて 眼孔の 木 眼なら ぬ 人に 見出されぬ。 それ は 大原富 五郎と て 流 IS の鑛 山師な り。 

餘五郞 其 時 二十 四な りしが、 機敏 鬼神の 再生、 と 大富も 舌を卷 きて 手足の 如く 頼めば、 餘五郞 

も 此奴 骨 ありと 服して 勤めけ る 程に、 立身 衆に 越えて、 一年の 間に 世智 賢き ものば かり 聚め たる 

二三 十 人の 上席に すわり、 大原 組の 一 恭々 頭餘 五郎の 下に 様の 子を附 けられ、 會ふ もの 、頭 は 先 

方から 下りぬ。 其 中には 四 五 年 前に は、 附く なくと 袂を 振りし 旦那 樣も あるべし。 

み こみちが  しゃくざいた ちま 

餘五郞 二十 八の 年、 大富 一生に 唯一度の 見込 違 ひより、 見事に 身代 を 叩き、 借財 忽 ち 山の ご 

とく、 之に 心 挫けて 勇し き 了簡の 失せけ る を、 芥子の 膽と餘 五郎 心に 可賴 しからす、 首を盡 して 

二の つま づキ- やま ひ 

勵 せど も肯か す。 此蹉趺 病の 源と なりて、 間も無く 大富は 亡くなりけ り。 . 

かな や 

其 後は餘 五郞鏺 山に 限らす、 どかり と 儲かる ほどの 事に は、 先鞭に 首 を 入れて 逸す 事な かりし 

お ほ もゥけ  どさくさ まぎ 

に 折々 の 些細の 損 は、 一度の 大 儲に 埋 合せて、 次第に 仕出しけ る 上、 明治維新の 擾亂に 紛れ、 爲 

たい 三昧の 旨い 事して、 一網に 五六 萬の 利益 は、 其 折 ゎづか 十五 雨で 買 置きた る 地面の、 泰平に 

なりてから 暴に 一 一千 圓 になり けるな ど さる 類の 多 かりき。 

明治の 世と なりて 萬 事に 歐羅巴 を 寫す氣 運に 伴れ、 舶来の 儲口 潮の ごとく、 滔々 と 寄せ 來るを 
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此 時と、 世間 は 成らぬ 事に 念へ る 三千 里の 荒海 を 押 渡り、 日本に て は 一 錢に十 個す る ほどの もの 

を、 珍しがる 毛唐人に 五 弗 十 弗に 寶 りて、 又 其國の 下らぬ 物 を 買 集め、 持 還りて 都人の 心 を 励 か 

そろばん 

し、 之 にても 亦 算盤の 外の 利益、 唯 奪った も 同じ 様なる 手 易 さに、 金錢が 金錢を 招ぶ とは此 事な 

しな か は  しゃ ゥ しゃ  こ こう 

それより 類 異れる 商社 を 四つまで 立て \、 股肱の 才物に 預け、 其外拔 目な く 八方に 手 を擴げ て、 

,  みやこ はづれ かんせい 

四天王に 麾を 取らせ、 自家 は 風流 無慾の 顏 して、 都 外 の閑靜 なる 處に、 華族 かと 人に いはる る 

居 宅 を 構へ、 其 四邊の 地面 は、 目の 及ぶ 限り 我 垣の 內 にして、 庭に 追剝の 出で しと も 噂され ける 

なり。 

利の 事 は 一 切手 代 委せに して、 我 は 有 金 を 我が 一 代に 黌 ふべき 工夫に 屈 托して ゐる 事と 誰も 想 

ぜ にも ゥけ 

ひける に、 此 身代に なりても 更に 滿足 する 事な く、 缠の 上下に も錢 儲に 盱膽 を碎 き、 之 はと 思 ふ 

計畫 浮べば、 酒 を投 捨て \ 馬車 を 急がせ、 腹心の 手代に 計 を 含め、 唯 二三 日の 內に、 人間 一匹 

二 代は懷 手しても 樂に暮 しのなる ほどの 商 ひすれば、 如何 樣尤 と、 世間 は餘 五郎が 大抵の 贅澤に 

かつらぎ 

驚かす、 東京 間近の 名所々 々に は 葛 城が 別宅の 瓦屋根 を 見ざる 事な し。 

ある 夜の 醉 紛れに、 泉水の 月を觀 めて、 此 景色の 好 さ、 我 は 未だ 須 磨の 秋と いふ もの を 知らす、 

.S つ は リ  おしやう ばん かしこま 

人の 話に 詐 なくば、 いつ ぞは 見たい ものと いへば。 御 相伴に 跽 りたる 男、 此御 庭先より 鐵道を 布 
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き 風呂場、 料理 場、 ぉ寢 間、 お 座敷 附の汽 草 を 造らせ、 お 浴衣の ま. -づ いと 御 出 は 如何。 餘人は 

知らす 御前の 力なれば、 譯も 無い 事と いひし は、 追從 なれ ども 其 ほどの 金力 は 確に ある 身分に て、 

其 も を かしから ぬに あらぬ ど、 今と いうても 今の 間に は 合 ひ 難し。 早い所 は須 磨の 寫ぼを 買 はせ、 

此 月の 前にて 見たら ば、 輿 は 薄 かるべき も亦變 りて 巧い 分別で は あるまい かと 笑 ひぬ。 かの 男 聞 

きて、 あの 心懸 にて は此 身代 當分は 傾き 難しと 陰 言い ひしと ぞ。 其 昔薷麥 屋の擔 夫せ し 折 は、 容 

.W ぬよ いひ はや 

貌何處 か 狸の ごとく、 人 は狸餘 と言嚇 して、 此 行末 を 恩ひ懸 くる もの は 無 かりし が、 今 は 二 頭 立 

い ウぜん 

の 馬車 を 軋らせ、 獵 虎の 皮の 膝懸、 .fn 鶴の 羽織の 敷物に、 悠然として 薰らす 葉卷の 灰の、 風に 飛 

あごひげ 

ぶ 一片が 何錢 とい ふ 身に ならば、 狸の やうなる 御顏も 可笑氣 無くなりて、 願髯、 八字髭、 尙叉縮 

れ たる 頭髮 までが 威儀の 飾りと なりて、 那は葛 城と いは るれば、 知らぬ 人も畏 しがり て、 いかさ 

あ ひの リ  しろえ も N? つき  ばかり  やせから 

ま 尋常なら ぬ 面魂と 皆 見送りぬ。 同車 は 束 髮の白 襟 紋服の 女な り。 年の 頃 四十 約なる が、 瘦 乾び 

たる 容貌の 中に、 剛 としたる 處と 凄じき 氣 色の ある は、 柳の 大木の 秋に 遇 ひて、 葉 を 振 ひたらむ 

風情な り。 而も 下司なる 處 ありて、 奧樣の 胴に 遣 手の 首な どす げかへ たらば、 かく やと 想 はれぬ。 

この をん な あさこ 

此女麻 子と て餘 五郎の 妻な り。 おぼろ 氣に昔 を 知れる ものの 語る を 聞きし に、 湯 島 天神の 境內 に、 

や ば をん な 

其 頃 名代な りし 矢場 女の よし。 

今は燒 消して 灸の痕 のみなる が、 始は 左の 腕に 蜘蛛の 肉繡 ありて、 蜘蛛のお 重と 異名と りし 手 
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練 ものの、 網に か \ る 男 は 羽翼 縛に なりて 血 を 吸 はれざる はな かりけ り。 今の 葛 城 大盡、 その 頃 

し S ノ きりばん てん 

の 狸の 餘 五郎、 尻 切 牛 纏に 馬の やうなる 臑を 露して、 逢 はで 戾れ ばと 通 ひける に、 嚼 みさし の 小 

楊枝 も 吐 懸け まじき 素寒貧に 先方から 熱くな りて、 行く たび ごとに 小 使を拈 り、 上に 引 張る もの 

したおび  . 

から 下帶 まで も 仕送りぬ。 

へウぱ  よご ら ク 

漂 母の ー饭 立身の 種と なりて、 今も餘 五郎に 捨てられす、 奥様と 崇められて 協 はざる 望 も 無く、 

千 雨 役者の 三 四 人 も內に 呼びて、 地聲で 世事い はる. - やうに なりて は、 世の中 も を かしから すと、 

悟りす まして 浮きた る 事 を 慎み、 無法の 華美 を 好ます、 人に 昔 を 知られぬ やうに、 夫の 名 を瀆さ 

ぬ やうに と 殊勝の 志 を 起して、 何處 まで も 生れからの 奥様に 振舞 ひ、 萬般を 大様に して、 情 を 深 

. おはれ  かつらぎ 

く 下を愍 めば、 誰も ころりと やられて、 此奥樣 なくて は 葛 城の 家 は 闇夜に 月、 光る 目玉 も怕 がら 

で .s-w なんに よ i きがみ 

れす、 出入の 男女 生 神の ごとく 敬 ひ 奉るな りけ り。 

てっぺん のしみ 

二 天 違の 樂 

衣食住 は 人の 心 を 苦め て、 此中ー つの 不足 も 煩 ひの 種と なりて、 三者 具足の 願ば かりに、 大方 

の 不性者 も 否々 ながら 手足 を 動かし、 少し 勉 なる は 身 を 粉に 碎くぞ かし。 頓て此 三者の 足れる と 

ゎづか 

いふに あらで も、 繙 に餘裕 のつ く 頃より は、 叉 外の 愁出 でて、 骨 休と いふ 事 を 念 出し、 無理なる 
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.  をん な てっぺん 

工面 もして 折々 は 命の 洗濯。 世の 男心の 天邊 の樂、 女 包の 外に あらざる ごとし。 連 添 ふ 女 天邊の 

苦勞 も、 亦 我 男の 浮氣 なるべし。  一 

つら/、 おもん み  つばな 

熟々 惟 るに、 建國の 初に は 民尙武 の氣に 富み、 刀 槍 を 野 邊の白 茅 ほどに 思 ひ 做し、 生首 を 見 

る こと 西贝の ごとく。 女まで が 人の 血汐を 唇に 塗りて 化 斑せ しほ どの あら くれたる 國も、 數 百年 

の 間に 驚くべく 進化して、 鬆 ある 奴が ，：n 粉傳 けて 姿に 氣を 揉み、 華 車なる 事の 穿鑿 を 第一 にして、 

千 萬の 遊戲に 精を竭 し、 骨 を 休め 氣を養 ふ 事の みを考 へ、 今世界に 開化せ ると いふ 國々 の 有様 を 

おも ちゃばこ 

見る に、 どうやら 大きなる 玩具 箱の ごとし。 その代りに は 太古より 數百段 賢くな りて、 勤む る 所. 

しゃれ 

は 屹度 勤めて、 錢儲 もお ろかなら す、 おのれの 一分 は 立てての 後の 洒落 なれば、 之 を嗤ふ もの は 

あら ざれ ど、 可成 は此 性根に て 祖先 建國の 始末 をお も ひ、 黑 木の 柱、 木 葉 衣、 泉に 飮み、 獸を屠 

りて、 神の 則に 順 ふの 無爲を 忘れ ざら ば、 一段と 好かる べきに、 さう は 行かぬ 理の ありて や、 萬. 

かいく わ 

國 何方も 開化の 國の 贅澤、 言語に 盡し 難く、 我 邦の 人々 酋て 夢にも 見ざる 事 多し。 

さう ねん こっく  ぴ くわる ね ことか 

一 人の 身の上 も 一 國 に異ら す。 壯年 刻苦の 善根より、 美 果蘩々 と實 りて、 衣食住に 事缺 かす、 

裏に は 土蔵 二十 戶前、 日本 橋から 眺めた やうな 景色、 他の物と 昆て さへ 胸の 淸く ほど 快い 氣持な 

みん. ハ あな た  くわ ゥ ざん いくつ 

る を、 悉皆 貴下の 物と 耳 端に 攝く餘 して、 之ば かりにても 十分なる に、 まだ 外に 鑛山 幾箇、 地面 

何百 箇所、 繁昌なる 商社 を數 持ちて、 招かざる に來る 金利ば かりが 月々 何 萬圓リ 出來も 出 来たる- 
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こつ じ ま 

長？^ の 心に は、 おの づ から 乞食の 昔 忘れて、 分 相應の 榮耀は 我から せす とも 世間が 許さす。 爲 て. 

たのしみ 

見る ほど 面白くな りて、 金で なるほどの 歡樂の 數々、 一順 仕盡 して 見れば、 鬼 角 自由の 利く は t〔 

理 なる 處 ありて、 興の 薄き が 本意 無く、 金力で はどう もなら ぬ やうな 遊 は あるまい か、 と 鬆を撚 

りて、 麻 子の 横 額に 新橋の 酒の 氣を 吹懸 くれば、 打 笑 ひて、 何事 も 苦き 中のお もしろ さ。 湯 島に 

在し 頃、 正月 三日の 雪の 夜に、 此方 は 地 廻 六 七 人に 打撃 かれ、 命も危 かりし 中へ 蜘蛛のお 重が 飛 

込み、 私の 大事の 男 をと 泰平 樂 をなら べし 時、 見物の 中より 狸の 助 六と 聲 懸けられ しゃうな 面白. 

き 事此後 またと は ある まじと いへば、 餘五郞 額 を 撫でて、 過去り し 昔 はいふな くと 寢 床へ 遁 入. 

りぬ。 

たゥじ やなぎ はし 

山瀨 とい ふ 手代 は 聞 ゆる 粹者、 之に 思 はく を 話せば、 當時柳 橋に 柳屋 の才藏 とい ふ もの あり。 

ししょぐ 

姿 色 萬 人に 秀でて 心慧 く、 諸藝に 堪能に して、 應 待の 上手 此上 無し。 年齢 は 二十 四の 由 なれ ども、 

打 見 は 二十歳 を 越えす。 之 を 皺 段の 上に 置くならば、 誰も (者) と は 思 ふま じき 上品 さ。 水 を 向 

けて 口 を 開かせな ば、 いやはや 辯 舌滔々 として 前なる 河 も 逆に 流るべし。 此女を 聘 ん でのお もし 

ろ さ、 肉 も 骨 も 有った ものに あらす、 大佛樣 も 溶けて 流れて 柳 屋の貨 の 泉、 晝 夜を舍 てぬ 座敷の 

つぎ まと 

せ はし さ。 美人 品切れの 當節 柄、 客 は いづれ も 餓鬼の ごとく、 目色 を變 へて 影隨 ひ、 我 手に入れ 

ふ げんば さつ 

むと、 金 錢を惜 ます、 名を惜 ます、 顏を漬 し、 命 を 捨てて 懸れ ど、 木像の 普賢 菩薩 か、 鎗 にかけ S 


る 小 野の 小町よりも、 口頭の せいだけ 面憎く 言 ふ 事 聞かす。 何の某と いふ 待合の 女 將軍も 麾を投 

げて、 此子 帶留の 金具に 珊瑚の 瓢 軍を附 けたる 間 は、 とても 轉ば じと 洒落たり な。 

*-VM" みなに 

まことに 浮氣 ならぬ 深間 ありて、 さる 會 社の 卑き所 を 勤む る、 菊 住 何と やらい ふ 男に 情 立て、 

古風の 誓文お 前 一人の 中と 聞き及ぶ。 人の 噂に 違 はす、 此 女の手 剛さ、 我等 も 見事に 彈 かれた る 

ありまし  ひとくら おんため 

一人 なれ ど、 委細 を 申さば 色男の 名 折、 概略 はかくの 通り。 左に も 右に も 一 鞍 御 試し あるべし。 

ぎんぐ つ わ  ご と ぜん 

先 は 金轡に て は 行かぬ 代物、 近頃 御 徒然の 折から 變 りたる 御 慰みと 語る。 葛 城大盡 勇み立ちて、 

これより 直に 案內 せよ と 急かれ、 用 ある 身 なれ ど 何も 主命と 是非な く、 荒 氣の大 將ー戰 に 仕損じ 

はち か  しらび ゃゥし 

て、 同席に 恥搔 くも 辛し、 手際 を 見る も を かし かるべし、 と 後に 尾き て 立 ST つれば、 白 拍子な ど 

つな ひま 

へ 通 はむ に 馬車 は勿體 臭くて 風流なら す、 綱 引で 中 有 を 飛す と爲 べし。 

ちん か ゥ て 户 

三 沈 香 亭 

*i ん fc ん  ぴ やくだん  もた  あ ひげ かいな 

萬 端山 瀨が取 計ら ひ、. 大盡は 白 擅の 床柱に 靠れ て、 大様に 頋鬆搔 撫づる 指の 金剛石、 座敷の 前 

後 十二 疊を 照らす を、 番の 婢が噪 ぎて 一同に 注進 すれば、 板前の 傳吉 まで 飛 出して 後舉 の爲、 と 

隙 見す る 人數隣 座敷の 襖の 陰に 山 を 成し、 偷め ども 足音 人 聲の聞 ゆる を、 何 か あるかと 大 盡に咎 

をん な あ， S さつ 

めら れて、 御前に 侍へ る婢挨 接に 困り、 唯今 彼方に 參 りし 役者の 歸る 所と 紛らせば、 其方 も 見て 
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來 いとの 仰せに なほ 困りぬ。 

だ. S じん さけ 

一 時間ば かり 待て ども 才藏は 見えす。 長いの、 と大盡 酒の 旨うな ささうな 額 色。 今 一 度 見て 多 

ま をし つか 

れの 御意な き內、 婢は 心得て、 他のお 座敷 を 貰うて 參る やう 申 遣 はし ましたれば、 少々 暇取れ ま 

する 现、 おっつけ 見え ませう ほどに、 暫く 御 辛抱 遊ばし まし。 なほ 迎を遣 はし ましよ、 と 铫子を 

やが もど  fc f いまみ 

持ちて 立ちけ るが、 頓て 還りて、 やう./. \> 只今 見えました。 

强ぃ 勿體の 待たせた^に は、 座に も 着かせす 一 嘲弄して、 其 舌戰の 模樣を 御前の 御 看に、 と 山 

瀨は 酒に 舌 を 湯して 待つ 所へ、 才藏晝 間からの 無理 酒に 傷みて、 歩行 ふらく と 次第な き 態度。 

ヒ ナなは 

海棠した X か 雨を帶 びて、 春色 今 を闌 なる 姿、 沈香 亭の圖 を 歌 麿が 畫 いたらば こんな ものなる ベ 

し〕 袖を牽 かれて 拂 ひし 人の ありと は 心 着かす、 二人 を 一様に 初對 面の 時 誼して、 風俗 一目に 位 

あるべき 御 方と、 三指懸 りに 挨# する を、 山瀨は 心に 可 笑く、 才藏が 面を擧 ぐる を 候 ひ、 其方 は 

見忘れん も、 此方 は 恨 ありて 忘られぬ 御 方へ と盃 させば、 これ は/ \ 忘れて は濟 まざる 御 方 を、 

此 通りの 體裁、 何事 も 酒の 上と 御 堪忍 遊ばさるべし を發 端に 座敷 浮 出して、 馴染 無き 大盡 も頗 

る 輿に 入りて、 てんと 堪ら す、 良 十二時 近く なれ ども 歸 ると は 御意 遊ばされす、 折々 目顔に て 

の 合圖、 山瀨は 確に 其 事と 合點 はし たれ ど、 迚も 成らぬ 談と 知れば、 左右な く は 打って出です、 

i- んぐゎ 

打つ て出づれば^^っ て投げらるるは目に見ぇても、 頼まれた 因 菜に は 否 もい へす。 さらぬ 氣 色し 


10/ 


やませ さま いたさ ま  やなぎ はし 

て 冗談口 を 吐きて ありけ るが、 折 を 見合せ 下座 敷へ 呼 出せば、 山 瀨樣皺 様への 御傳言 か。 柳 橋 中 

に 知らぬ ものな き懸中 を、 罪深く も隱 立して、 薄 闍ぃ處 へ 我 を 招 込まで も、 天下晴れて かう く 

と 立派に 傅 言 を 頼んだ がよう ござんす、 と はや 一義 を 言 出させぬ 仕掛な り。 山瀨 もさる もの、 こ 

んな 古手に は 少しも 騷 がす。 が！ i とい ふ 男 自分の 戀 に 人 を 頼む は大嫌 ひ。 されば いつぞや も 其 ゆ 

かつらぎ よ ごら， CN  か/、 べつく ど 

ゑに こそ 振られ たれ。 座敷に ござる は 此方の 主人と い へば、 其で 承知の 理の 葛城餘 五郎。 格別 冗 

い 事 をい はすと も、 此方に 用と は 知れき つた 譯、 と 半分 聞きて 其 だけ はと 早立ち かかる、 引 留め 

て、 下に 居 やれと、 何處 かの 三味線 を. 合方に して 染 々口説けば、 立 聞く 女 も あらば 其が 第一 靡く 

Q パ  ぽ  はお 

べき 上 乎に、 才藏 も持餘 して、 遁 るる 路 なく、  す は家暮 なれ ど、 男に は 一切 肌 觸れぬ 心願 あり 

てと、 爲 やう 事な さに 秘 したき 事 を 匂 はすれば、 其 も 知らぬ にあら ね ど、 心からの 浮氣 にあらぬ- 

勤めの 餘義 なさに 其 人 も 定めて ゆるさるべし。 今まで 轉 ばぬ を 看板に 寶 出した る 名の、 唯一 夜に 

て 折れむ こと を 口 惜く思 はば、 其囘復 のなる ほどの 事 は、 屹度 山瀨が 命に 懸けても すべし、 と 第 

み *>ゥ が 

一 金 第二 金 第三 金 第 四 金の 奥の手で 行け ど、 喉 も 鳴らさす。 冥加に 餘る御 志 は 嬉し けれど、 私に 

皮 人 ある を 御存じ なれば 猶の事、 責 下に も覺の ある 御身に て、 他の 戀 ならば 壞 しても 苦しから ぬ 

やうな お 言 は、 近頃 粹 にも 似合 はぬ お 心意 氣。 一言 唯と いへば 今の 間に 德の 行く 話、 私と て 慾 を 

知らぬ ではな けれど、 其に 背屮 向けて 思 ふ 人に 心中 立てる が、 ちと 當 世に 向かぬ か は 知らね ど、 


xo8 


張と やら 意氣 地と やら、 那樣眞 似して 何になる と、 若い 了簡 を嗤 うて 下さん すな。 對手は 流聲の 

あかえ り  おしうり  すいきょう 

葛 城樣、 紅 襟の 愁氣少 い 子 達で も、 此方から 强賫 する 氣に なるほどのお 方 を、 醉輿 らしう 振る と 

いふ も、 申す 通りの 譯 なれば、 何卒お 心に 障られす、 御前よ しなに 貴下から、 と 酒を醒 ましての 

しめ  うけ ちん 

11  一一 ロ譯 に、 此上 はとて 鷄を 殺る やうな 手 暴 もなら す、 請賃 無しで 澤山 聞され、 用 も 足りす に此 まま 

手 を 退く 器量の 惡さ、 と 山瀨は 苦笑して 立上りぬ。 

,^"っらぎ だいじん をん な  ちび のみ  ひえ と   >  , 

取り 殘 された る 葛 城 大盡婢 の 酌に 寂しき 小 飲して、 相談の 暇取る は 事の 難 かしき か 但は閱 ゆ 

る悍强 を山瀨 が乘鎭 めに 懸れる 故 か、 と然 まで は 退屈 もせす、 半分 は樂 みに して 待ちけ るに 襄 

や.. .1^ も  *K くら 

階 子より 足音して 山瀨 はぬ つと 入来り、 案の 如くと いふ 冒頭に 力落して、 不成 かと 額 を 差 寄せれ 

ば、 とても，/ \ と 首を掉 りて、 不肖の 力に は 及ばす。 此 次に は 自身に 御 出馬 ありて、 ー攻 攻めて 

だんじん あづさ ゆみ  つるき 

御覽 あるべし。 今宵 は 鬼 も 角も此 儘御歸 りと 勸 むれば、 大盡 梓弓の 張 つめたる 弦斷れ て、 くるり 

と撚 れて復 りたる やうに 味に 氣が拔 けながら 未練 殘 りて、 才藏 はいかが せし。 唯今 參 ります ると 

いへば、 然 かと 落着 拂 ひて、 更に 御 腰 は 動かす、 八 「一 目御覽 じたき 風情な り。 

山瀨は 羽織の 紐 を 結び 懸け、 はや 御歸 あるべし。 此處で また 酒に して は、 此方 も 照れれば 女 も 

照れ、 殊の外 場合の 宜しから ぬ ものな り。 女の 急に 參らぬ も、 其邊を 計らうての 事 なれば、 此處 

Q 

は ハ ざく 御 立と 急かれ て、 大盡 いよく 本意な く、 されば とて 一 騎殘 りても 功名の 成 難き を 113-  n 
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極め、 しぶく 歸 支度す る 所へ、 素知らぬ顔して 才藏 出来り、 小 取 廻し に 大盡の 後より 外套 着せ 

輕け、 帽子 手袋 を 持ちて、 離れが たなき やうに 跡 追 ひま はし、 近日に 是非、 今夜 は飮 過に て失禮 

のみ、 と 今方 振った 顏もサ ぬ 挨稷。 愛嬌 滴る るば かりの 目元 を 大義 吃と 視て、 近日 口 說に來 る 

AJ はぶ  はね じかけ 

ぞ、 と 戯れの 中に 執念 ある やうな 言いへば、 彈器 仕掛の 瞬懸 して 屹度お 待ち 申します ると、 之 は 

ばねじかけ 

赏の 中に 嘘 ある やうな 口上 を、 憎し と 山瀨が 側から、 胴懸 より は 此方の 心が 彈器 仕掛、 好 具合 

つ さおと 

に出來 た藝妓 めと 肩 をた たけば、 才藏も 一言なくて、 とんと 山 瀨を式 臺へ突 落しぬ。 

茶屋の 女房 始め 七 八 人の 婢 ども 見 *1 りに 居並びた るが、 此體に 嘈くを 木の 頭、 御客様 車に 乘移 

れば綱 引 提訂を 振 立てて、 がらく と 引出す 後に、 御機嫌よ うの 聲々 も鎭 りて、 門の 燈 火の 幽な 

くる- 1?J えし  る？ ひご 丄 ろす M 

る を， 車 小樹を 渡る 時、 大盡 適に 眺め 遣りて、 思な ほ 殘る顏 に 川風 吹きて、 醉心凉 しくなる まま 

效& むと 思 ひける 間に、 我 門 近き 道端の 小石に 車 搖れて 目は覺 めけ り。 後 を 見れば 續く車 無し、 

みやうて ゥょゥ じ  ノ 

如何せ しと 車夫に 問へば、 £^ 朝 用事 あれば 此所 にて 御 別れ 申す と 申 上げよ とて、 途中より 曲ら れ 

ましたと 言 ふ。 . 

くわ じ やう こほり  . 

四 火 上の 氷 

^li^it に 入る 頃灘 il^ て、 水 二三 盃に 胸淸 き、 睡氣は 洗 ふごと く滅れ ば、 才藏の 姿 心に 浮 


びて 此 儘に 捨 難く、 幾度の 反側に 思案し かへ て、 手に入る 、工夫せ しに、 屈めし 足 を 思 はす 踏 仲 

し、 扭 ある わ。 之 を 山瀨に 聞かせな ば、 それ ぞ 上策と 雀躍すべき。 とかく 韓信は 彼の 事、 此謀を 

ねむけ 

授けて 働か さば、 萬に 一 つも 仕損じ は ある まじ、 と 獨り悅 に 入りて、 安心から やう， 睡氣 さし、 

枕頭に 喚ぶ 聲に 驚され て、 何ぞと 半眼に 四 遷を朐 せば、 窓掛の 紅色に 日影 魔々 と、 軒なる 音 呼の 

は^  て  こしもと .」 こま 

羽搏 手に 取る 如く、 何時と 大煦 すれば、 姊長 りて、 十一 時で ござり まする。 唯今 山瀨 様が 見えら 

れ ました。 お 風呂が 沸き ましたれば 直にお 召し 遊ばし まし。 

さてと 一風呂 浴びて 表座敷に 出れば、 山 瀨は陲 さう にもな き 額 色に て、 今朝 二 件 許 用足して 參 

りたり と は、 有難き 心 懸に對 して、 言 ふ も可愧 しき 次第 なれ ど、 昨夜 は寢 すに 妙計 を 案じたり。 

ひとはたら き. *J0  -  , 

就いては 叉 一 働 賴 まねば ならぬ といへば、 山 瀨は呵 々と 高 笑して、 二度 有る 事 は 三度 有る 例。 

ねぶん しに ものぐ る ひ 

また 失敗で ござる かな。 昨夜 は隨分 死物 狂に なりて 力めた る 苦戰の 模様、 御 笑 草までに 御 聽き下 

された し。 なるほど 其 を 肴に 一杯と、 姊を 呼びて 用意. 付 くれば、 大靈 日頃の 大 短氣、 何事 も 速 

て！ W は 

くな うて は 御 不機嫌に 懲りた る 家內が 技倆の 凄き、 左 慈が 松 江の 鱸 魚 を 鉢から 釣 上げた ほど、、 

始めての 客 は 誰も 驚 入る 酒 看の 支度、 珍 膳 五十人 前 も 咄嗟の 中に 調 ふ は此家 一 の 名物な りと や。 

こ k とふたり 

美しき 嫁 二人 膳 を 運びて、 一人 は 御酌に 控へ、 一人 は 通 ひ を 勤めぬ。 用 あらば 呼ぶべし と大盡 

きて やませ 

人拂 ひして、 扨山瀨 どうであった。 
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ゥす ぐらが w- 

聽 きて 輿 ある やう 嘁も少 々は 加味して、 下座 敷の 薄 闇に 才子 佳人 を說 くの 條を逐 一 辯 すれば、 

4<靈 膝の 進む を覺 えす。 そんな 事と 知りな ば立聽 して くれた もの をと 切に 無念が りて、 其に つけ 

て も才藏 とい ふ 女 は 謂 はう やうな き 怪物 哉。 我 從來千 百度 も 女に 出會 うて、 背て 不覺を 取りし と 

いふ 事無し。 これ 我 威光 か、 金力 か 知らね ど、 鬼に 角 目指せし 女の 自由に ならざる は、 主 ある 女 

かつらぎ よ 

か、 人の 娘 か、 是は 然も あるべき 理 なれ ども、 賫 物なら ば 男 嫌 ひで あれ、 振自馒 であれ、 葛城餘 

ご らゥ  しゃう ぎだ ふ  くゎ《,.5^  f 

五郎と 名乘 りかけ てぐ つと 睨めば、 ばたり くと 將棋 倒しに して、 花柳の 街 を 行く こと、 鐵の草 

ぢ は  ぬれごとし  きんむく 

鞋！！ k きて 草原 を驅 廻る が 如し。 いかな 粹 でも、 通で も、 濡事師 でも、 我と 聞く 時 は、 黄金 無 5§ の 

業 平が 來た わ、 堪ら ぬ、 と 帶引緊 めて 遁 ぐる ほどの 男なる に、 小敵と 侮りて 此 度の 不覺。 これ 一 

代の 名 折な り。 

され ども 此强 がり は 表 向に て、 內實 あれほど 心に 稱 へる 女 は、 今に 一人 も あらす。 一昨年 京都 

かもが はじゃう すね かんざらし 

めぐりせ しに、 彼 地 はいか さま 美婦 多く、 いづれ を 見ても 緒 漉の 肌、 鴨 河 上水の 寒 晒、 玉の 如し 

と は 蓋し 彼等 をい ふなるべし。 その 藝 子と いふ 奴、 美の 美 天人の 妹分 かと 想 ふ ほどの にても、 金 

おもむき 

.tf^ 第に て 踏んでも 踢ても 可い 事に 定 りたれば、 餘り 正札 過ぎて は、 勸 工場の 買物 同然に て 趣 無く、 


ぽ さつ 


かくて は 天人で も 菩薩で も 心意 氣が 知れて、 移 香 もどう やら 錢の 臭が する やうに て、 嬉しから ぬ 

C む ^1>-ぃ をん なにん ぎ や 5 

と 念 ひし 所爲 か、 どれ 見ても 護謨 製の 女人 形、 腹 を 押せば びいと 啼 くだけの 器械に て、 色が，：：： う 
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て 目鼻立 ばらり として、 姿と 聲が 優しいだ せの 沙汰に て、 外に 何も あるに あらす。 

おもてだ ゥ ぐ 

其と は事異 りて 江戸の 女の 好 さ。 しげし げ顏 を視れ ば、 面 道具の 揃うて、 鎗に畫 きたしと 思 ふ 

ひがお はへ ぎ は  らんぐ ひ は 

はなく、 目の 好き は彝 ひしゃげ、 眉が 好ければ ロ狀し をら しからす。 干潟の 髮際 あれば 亂 杭の齒 

ならび  こ 

行 あり。 第一 色の 黑 さは 我 見ても 氣の 毒なる に、 肌理の 疎き こと は 柚の 皮 を 張りた る ごとく、 鼻 

ほな あ- yM- にぎび  おでこ 

翼の 邊 面皰の 跡の 脂に 埋れ て黑 きな ど、 故障 あらざる 顏 とて はな けれど、 出額 は 出 額に て 可愛く、 

垂 眼は垂 眼な りに 愛嬌 ありて、 萬更 捨てた ものの あらざる は、 心意 氣に 名物の 旨い 處が あれば な 

かほ だち 

かの 才藏 とい ふ 奴、 氣 合に 一 節 ありて 容顏も 凡なら す。 見る ほどの 男の 思ひ惱 むべき 骨格。 柳 

橋の 藝 者で ござる、 と 日本中 引 廻しても 鼻の 曲らぬ 女な り。 かほ どの 珍品 を 名 も 知れぬ 瘦 男の 玩 

弄に 爲せ 置かむ は、 言 効 無 さの 限りと いふべ し。 かくい ふ餘 五郎が 土蔵に は、 世界に 叉と 無き 寶 

の數は 在りながら、 此品 一箇 缺 けて 寢覺の 心懸 りと なりて は、 不自由せ ぬ 爲の此 富 も所爲 無き 事 

なり、 と 箸 を 逆手に 膳を拍 ちて、 執心 面色に 見 はれたり。 

山瀨 もこれ ほどの 奮み 方に 驚きて、 さほどの 御 志なら ば、 高の 知れた る 猫 一 匹 如何にと もなる 

べし。 まづ其 妙計 を 御 聞かせ あれと 言へば、 大盡聲 を 潜め、 頗る 反間 苦肉の 謀なる が、 足下の 睚 

li み ひなす け  なじみ 

妓に雛 助と 云 ふ もの あるよ し、 と 眞顏に 出られて 山瀨は 頭を搔 き、 隨妓 とい ふに は あらね ど、 ち 
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とば かり。 些 ばかりにて は 計 大いに 妙なら す。 遠慮 無くい はれよ。 其 女に 大事 を 頼みて 氣遣 あら " 

ざる ほどの 御中 か、 と 念 をお されて 挨拶に 當 惑せ しが、 ま づ 此方の 考量に て は、 いかなる 大事 か 知 

らね ども、 大方の 事 は 引 請け 申すべき かと 答 ふれば、 なほ 種々 に 念 を 推して、 山 潮が 言葉の 中に、 

聢と 深き 中に 相違な き處 を見屆 けたる 上に て、 詭計の 段々 を 語り 出せば、 一 々聞きて なるほどの 

領き、 或は 首尾 好く 參 るか 知らね ど、 格別 新手に も あら ざれば、 十全の 上策と は 申し 難し。 相手 

は金氣 無き 奴 なれば、 此方 を片附 けむに 何の 事 はな かるべき も、 本尊の 女が 那の 代物 ゆえ、 と頻 

ノ す  なさけし s>  k 

に 首 を 捻れ ど、 大盡は 通れ 爲濟 まし 顏 にて、 才藏 いかなる 情 知と いへ ども、 一方に は 男に 退 力れ 

一方に は 金と 義理と に 逼られ て、 厚き 氷 も 火 上に 解くべし。 古来より 此手 にて 行かぬ 女 無しと、 

獨斷 にして 勇 立ち、 手^1の中ょり.軍用金撰出して、 當 坐の 入費、 之 持って 早くく。 大變の 計 ど 

うやら 妙なら す 思へ ど、 いかに 成 行く か 我 も 面白さに、 然 らばと 請 込みて 直 樣車を 飛し、 柳 橋な 

る 雛 助 方に 來て 見れば、 昨夜の 徹夜、 酒と 疲勞 に虐 まれ、 朝湯に 入りければ 身 は 綿の ごとくな り 

だんな さま  かけこ 

て、 小 座敷に. ^達して 正體 なく 寢入 りたる を、 日 一 那樣の 御 入來と 母親の 驅 込みて、 抱 起せ ども 現 

にて 叉 手枕に 仆 る.， を、 持餘 して 此 始末と いへば、 構 ふな 構 ふなと 山 瀨は其 座敷に 人り て、 やう 

く 目を覺 まさ すれば、 夢で はない か、 珍し やと、 婷々 手水つ かひに 行きし が、 頓 て着更 へて 入 

來り、 に 蹲る 男の 子 を 引取り、 半 座 を 分けた る やうに 寄 添 ひて、 此 頃の 遠々 しさ を怨 じか 


くれば、 まづ 此方から 言 ひたき 事 あり、 と 葛 城が 才藏に 執心の 次第 を 語りて、 此念は 何 ありと も 

霧ら さで はお かじとの 決心に て、 此方 結ぶ の 神に 賴 まれた るが、 爱に 一 つの 詭計 ありて、 其に は 

其方 を 味方に 附け たさに 来れる 男な り。 

つ *^り ま み  i- おば さ 

詭計と いふ は 究竟 菊 住との 中 を 裂きて、 金と 義理との 板 挿み にせむ との 殺生なる が、 かの 中 を 

裂かむ は 容易の ことに あら ざれ ど、 一人 腕 ある 妓を 見立て、 萬 事 を 明して 宜しく 之に 含め、 やい 

きく やみ  く はへ やう じ あか 

のく で 菊 住へ 持 懸け、 それから 大熱々 に 上せて 見せて、 啣 楊枝で 酡ぃ顏 して 暮 せる ほど 男に 仕 

送らせる 寸方。 此金は 葛 城の 手許より 仕拂 ふべ し。 

菊 住 今 も ネ藏の 情に は預れ ど、 あの 氣 性の 女 なれば 金に は緣 無く、 不自由 勝 は 知れた る 事な り。 

其 虚に直 入り、 陽に 實意を 見せて 金錢で 隙な く 裏 打せば、 男心の 動き 易く、 鼻に 着きた る 才藏を 

捨て、、 新出來 の重寶 なる に乘換 ふる 氣 になる は 目に 見えたり。 其 時 才藏の 事 なれば、 心に 男の 

不赏を 恨む とも、 女々 敷 事 はよ も爲 じ。 面當の 意地 を 張りて、 男め に 草履 取らせて 此仕 返せむ 事 

を 念 ふべ し。 所 を大盡 橫鎗に 仕留めむ 手 箸、 甘く 行けば お慰みな り。 

たて やま 

扨此 狂言の 立お 山に は、 菊 住の 色になる 奴なる が、 相 應の心 當りは 無い かと 問 はれて、 雛 助 は 

進まぬ 顏色 e あるに は 铫 向の 女 あれ ど、 此狂言 は 殺生 過ぎ たれば、 外に 最少し 手柔 かなる 思附の 

ありさうな もの。 いふ は 可 笑 けれど、 何處の 誰が 貴方と 何屋 にて 睦 しさう に 話して 居た など \ 聞 
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く 時 は、 しゃくり， と 知りながら 胸穩 からす、 顏見 ると 悔しくなる は 惚れた 中の 情なる を、 いかに 

御主人の 頼 なれば とて、 其 様な 酷たら しい 事 はせ ぬ もので ござんす。 別けて 怫性 のこの 雛 助、 話 

を 問いた ばかりで も 瘤が 起る。 今にも ネ藏 樣に會 うて 此事を 注進して、 喜ぶ 額が 見たい といへば- 

山 溜 は 冷笑 ひ、 言 ふなく。 子まで ある 身の 山 瀨を墮 落して、 我 女房に は 罪と も 殺生と も 思 はぬ 

か。 これし きの 事が 酷たら しうて は、 蝤 ：t も 食へ ぬ理。 隨分牛 も 豚 も參る 口から、 し をら しい 

曾 を 承 はる もの かな。 其方 も 聞 齧りに、 錢に 驚きて、 氣 味の 惡ぃ蟲 が 二百 文ば かりと 笑 ひ 草に-な 

る 玉な り。 一度 や 二度 は 人の 男 を も 横 取して、 腕が あると いはれ し覺 えの 身に、 これほどの 事 は 

朝飯前と 見て取っての 囑 なり。 首尾 好く ゆけば 褒美の 品で も 現金で も 望み次第。 旦は 我の 手柄に 

もなる 事 なれば、 義理と 思って やってくれ、 と 洒落ら しからぬ 様子に 女 もやう く 納得して、 肝 

心の 立 者に 祧 向と は 誰と 聞けば、 此 地に 人の 知れる 升屋の 小， *-、 菊 住に は疾 から ホの 字。 此 女な 

らば 身錢を 切りても 働くべし。  . 

しん ぼ i- すち  < 

五 心配 筋 

葛 城 大盡は 何も 知らぬ 顏 にて 才 藏を揚 詰に、 あっさりと 飮 みて 可 厭な 眼 色 もせす。 山瀨 にロ說 

きゃくす ぢ 

かせし 事 は 一 時の 酒興と 見せければ、 かう した 座敷の 勤めよ く、 第一 爲 になる 客筋と 才藏も 疎な 


かづけ もの 

らす 遇な せば、 いよ，/ \ 御意に 召して 御 側 を 離さす、 願 はざる 品々 まで 勝 頭の 多 さ、 今晩はと 十 

年 來何萬 人と いふ 客に 會 ひしに、 これほどの 旦那 はな かりけ り。 

但憂 きこと は、 此 座敷に 囚 はれの 身 は、 菊 住に 逢瀬の 儘ならす、 二つ 好き 事 は 無き もの、 と 酒 

の 中に も 思 aj して、 逢 はむ とならば 何時でも 首尾 はなるべき 自墮 落の 家業で ありながら、 苦界と 

は此 處ぞ、 と 胸の 有耶無耶 は 絶えざる に、 一夜 大盡 話の 中に、 不圖熱 海の 湯治の 事 を 言 ひ 出して、 

此 頃の 間 を 幸 ひに 四 五日 遊びに、 明日から 行て 見る 氣は 無い かと あるに、 湯治場 は轉 ばぬ 藝 者の 

ぎ ま f 

伴れ られ 所、 うるさき 事 を 言 はれて 可 藤なる 思して 御機嫌 を 損 ふが 極と 見えて あれ ど、 並なら ぬ 

P 凰の 旦那と おもへば、 これほどの 樂 さは 無い やうに 勇みて、 是非に お供 を 願へば、 大盡 至極の 

滿足。 翌朝 供 二人に ネ藏を 加へ、 四 人の 同勢 新橋の 停車場に 入れば、 見る 物 無 さに 倦飽 める 待合 

の 人々、 これ はと 目の 覺め たる 心地して、 瞬き もせで 眺め 入りけ ると よ。 

此 湯治 二週間 餘、 其 間に 計略 圖に 中り て、 小ズ はもと が 菊 住に 岡惚の 下地 あれば、 賴 まれて す 

る 事ながら 頼みても してみ たき 役目、 と 先 此方から 熱くな りて 謂 ふに いはれ ぬ 仕向に、 菊 住も才 

むかしから こと や  — 

藏 は才藏 として 小 ズは小 ズ。 彼も飽 いたで はな けれど 此も 拾て 難く、 傳 聞く 昔 唐 琴 屋に丹 次郞と 

かね だか わがげ つき 

いふ もの ありけ り、 と頋を 撫で >- 之 を さへ 悅 びけ るに、 氣味惡 き ほど 仕 送らる  金員 は、 我 月給 

7 

の 二倍と 計算して 見れば、 どうやら 女で 食へ る氣 になり、 此帶 まで 買うて くれた 小/を 麁 末にし 


つ  お ほゥか 

て は、 冥利に 竭 きむこと を 長れ て 大事が る ほど、 女 は 上の空に なりて 世間 を 構 はぬ 大 浮れ。 謔る 

が 面.； I： しと 菊 住が どうの かう のと、 座敷に て 客が 嚼 すれば、 もう 逢 ひたくて 耐ら す、 卒に 腹痛み 

ぜいたく 

出して 歸る などの 惡業高 じて、 今 は 家業 も餘 所に 菊 住との 陰 遊びに のみ 念入り、 あれほどの 贅澤 

して、 よくも 兵糧の 繽く事 を 人の 怪 みけり。 

どる はこ 

小ズの 分別に は、 一 月 にても 二月 にても ォ藏が 彼の 人の 所有になる まで は、 弗函 に靠れ たる 氣 

の 高 を 括りて、 此方から 思 入れ 夢中に なりて 男の 心を蕩 かし、 才 蔵との 中 を 遠 ざく る ほど 手柄に 

なる 事と 思へば、 少時の 間で も 好いた 男と 好きな urn 似して 遊ぶ だけが 德、 と 度胸 を据 ゑ、 浮氣す 

るに 金主 ある 事 一 世 一 代の 法樂 と、 夜も晝 もな くして 恩 ふま >- に 浮る . ^面白さ。 かう いふ 事なら 

ウらみ 

ば 明日が 日 死なう とも 遣憾 なし、 • と 互 ひに 打 込みて、 どうも かう も 成らぬ 始末に、 誰も 手 を 着け 

かねて、 沖の 舟 火事 を 見る やうに、 あれよ./ \ と 呆れて 見物す る 人の 噂と なりて、 今にも 才藏の 

歸來 らば、 三日 績 きの 新聞種、 珍事 持 上る は定 なれ ど、 那の 利口 ものの ネ藏 なれば、 思 ひも 寄ら 

ぬ 手 を 出して 二人 は 泡 を 噴くべし。 女 も 男も餘 りの 義理 知らす、 不便な は 何も 知らぬ 才藏、 とい 

づれも 此戀を 心に 憎めり。 

あらまし にじ 

才藏 と大中 善の 金太郞 とい ふ 女 見る に 見兼ねて、 この 概略 を躅り 書の 文して 熱 海へ 知らせ けれ 

ば、 読む に 一 々虚の ごとく、 飛んでも 歸り たさの 胸 躍り、 卒に 母の 病氣と 申立て \、 獨り 先に 立 
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たむ こと を 願へば， 明日 は俱 にと あるに 其 夜は寢 すに 明けて、 一日が りの 道中、 身 を 接ら る >- 

もどかし 

ほどの 可悶 さに、 氣 はいらく と 浮かぬ 顏を、 大盡 横目に 見遣りて、 その 事と 心 可笑しき 外面 を 

装り て、 あの 達者なる 母親の 急病と は、 いかさま 頼み 難き は老の 身なり。 隨 分油斷 なく 111 がよ。 

二三 日中に は 我 も 見舞に 行かむ、 と 迷惑が る 11 目 を わざとい へば、 才藏は 身 を 横に 胸 をお さへ て、 

磨氣と 物い はす。 やうく 夜に 入りて 新橋に 着きた る 時の 嬉し さ。 大盡を 振 放して 心 も 空に 車 を 

走らせ、 內へは 寄らす 金 太郞の 門に 入れば、 今お 歸 りか。 待 兼ねた く、 と 驅出づ る 金太郞 は、 

座敷 衣脫ぎ かけて 帶 せぬ 棲を摑 み、 足首に 极帶を 懸けて 引きす りながら、 才藏の 手 を 執りて 奥の 

間に 伴 ひ、 様子 は 文に て 知らせました 通り、 何とも かと も 謂 ふやうな き 始宋。 腹が立って くと 

胸 を续れ ば、 ネ藏は 頭巾に 亂れ し變の 毛の 額に か. - るを拂 ひて、 夢 やら 何やら 眞とは 今に 思 はれ 

ぬ 文の 様子。 餘 りの 事に 吃驚して 氣が脫 けた やうな といへば、 虚も賁 も 要らぬ、 此處 でく どく 

話さうよ り 確 實な所 を 見せう、 と 支度す る を何處 へと いへ ど、 何も 言 はすに と 獨合點 して 慌 忙し 

く 連 出し、 (機 馴) の 奥に 今夜 もお 定例の 對坐、 と 聞く に 胸 轟き、 足早に 小路 二つば かり 過ぎて、 

ち w  くつき ゃゥ  らす 

地理 屈竟 なる 裘 町の 新道に、 九 尺の 千 本格 子、 磨微 子の 軒燈 籠の 御 待合に 入りて、 客 を 待つ もの 

と 帳場に 挨 接して 奧 をと 望めば、 一間 は 塞り たりと いふ こそ 例 物の 穴、 と 其 座敷 を 一間 置きた る 

はなし- す  0> 

隣 房 を 見立て、 酒は餘 所に 耳 引立て \ 様子 を 窺へば、 話聲 幽かに 物の 昔 無く、 忍びの 首尾に 紛れ ：： 


なき 氣勢。 誰と も 知る よし あらねば、 那 かと 才 藏の攝 く を、 金 太 郞は目 授に應 へて、 前 を 庭なる 

障子 を 細目に 啓 くれば、 此處 と續の 廊下 を 折 廻した る行當 りの 軒に、 數 竿の 竹に 蔭に なりて、 徵 

ぐら かな どうろ ゥ 

闇き 鐵燈 籠の 懸れる は 手水 場な り。 

出て 來 らばと 目 を 放た で 待ちけ るに、 繁絲 織の 羽織 着た る 男、 此方に 氣を 置きつ 野鼠々 々 と 

現 はれて 行く を 透し 見れば、 帶 から 小袖まで 我 贈りし と は 異れる 風俗。 これ 皆 小/が 仕着 を悅び 

て、 我 見よ がしに 着飾れる 菊 住な り。 滌 ぎし 手 を 拭 ひ、 空 を 仰ぎて、 帶の 間より 取 出で たる 時計 

は、 燈 籠の 火影に 耀 めく 金側に、 ォ藏も 驚きて、 小/とい ふ 女が 然 ほどの 內證 にて は あらざる 现。 

さりと て 菊 住 は あれほどの 品 を 持つべき 力 は あらす。 左に 右 小/が 旦那 筋から 奪取り たる を 物し 

たるな ど にゃあらん。 今更 飽かれ た 義理に は ある まじき 我 を棄て X、 慾に 目が 眩れ、 小/に 見換 

きたな  つば はぎ か  .  I  . 

へたる 腹の 陋さ。 見下げ 架て た 男め、 と此 から 其 面へ 唾 吐 懸けた き 心を鎭 め、 神妙に してな ほ 窺 

へば、 男と 入替 りに、 何やら 雷 捨て  出で たる は 紛れ も 無き 升屋の 小/なり。 男より は 一倍 醉ぅ 

こしお？ b ゆる  なが じゅ はん 

て亂 したる 態度。 裾 は ほらく と 腰 I？ 緩みて、 あぶなき 足元 長 襦禅を 踏へ がちに、 椽の曲 角なる 

段 を、 に りて、 淺 ましく も小氣 味よ き轉倒 ざま。 見る に 可 笑 さ を 忍びて いかに すらむ と 見て あれば、 

此 物音に 菊 住の 走 出で \ 抱き起す を、 見る 人の あら じと や、 女 は 甘えて、 行けぬ ゆ ゑ 負ぶ くと 

ふと J9 じ. きゃしゃ をと こ 

舌 怠い ま を 出せば、 其 を も 長り て 背 を 向 くれば、 ど さりと 肥 肉 を 載せられて、 華 車 男 は 蛙の ごと 
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く^れ、 片手 は 柱に 鎚 りつ- -、 せり 出しの やうに 持 上げ、 ひよ ろくと 歩め ど 風に も仆 るべき 腰 

つき 

狀。 腹 も 立つ やら 愛想 も盡 きる やら、 此 馬鹿 もの、 人に 愧ぢ ぬか、 と 障子 を ど さく ネ藏の 打 鳴 

LU, 、あんお し 

せば、 此 音に 驚きて、 遁 入らむ と、 慌て 、躓けば、 椽も拔 けむば かりに 轟かして、 澤庵壓 に僵れ 

てけ り。 

1  C や く 

六 天の邪鬼 

菊 住の 小ズ に乘換 へたる は 慾に 極れ り。 彼女と 我と を較 ぶる に數 段の 相 遠 は ある もの を。 當時 

柳 橋と い へ ば藝者 はネ藏 とい ふ 人 こそ あれ、 小ズ とい ふ もの は あら じ。 品の 高下 を 一 々 いうて 見 

ば、 容色 は 凌雲 閣の百 美人に 我 は 二番の 女、 藝 にかけ て は 憚りながら 宇治の 名 取、 これ だけにて 

も 座敷 は 勤まるべき 腕 を 持てる に、 彼は淸 元の 地と はいへ ど、 搔 廻して お茶 を 濁し、 得手 は 大方 

甚句なる べし。 第一 座 持 拙く して 大 客に うろつき、 小勢に 照れ、 但空 騷に騷 ぐを藝 にして 其 外 を 

知らす、 調子外れて、 品格と いふ ものな き、 旅藝 者の 骨格と 誰 やらの 穿 たれき。 とかう いふに も 

及ばす、 其 位 は 客種 を 見て 知る \ そかし。 

卑しき 言 分 なれ ど、 我 は 十年來 曾て 土器 色の 紅 裹に肌 觸れし 事無く、 小紋の 置 直し を 引 張りし 

こと 無く、 新しく 染 むる 時 は 薄色に して、 後 を 濃く して、 二度の 勤の 襲 を 身に 着けし こと も あら 2 


ん すけおう らい 

す、 此 等け 圓助 應來の 雪見 藝 者の 苦し紛れの 內證 なり。 些細の 事 なれ ど、 ，の^ ft は 篤に 似る ベ 

くも あらす、 鷹 は 穗を啄 まざる 理 にして、 彼等と 一様に はならぬ 柳屋の 才藏樣 は、 心から 外貌 ま 

で自然と柳橋藝妓に5^來たる正銘物。 か X る 御 方 を 色に 持つ こそ、 男と 生れた る もの 、此上 無き 

1^ ハ 加と 三拜 して、 寢る にも 此方へ 足 を 向けす、 我 尊像 を掛 地に して、 朝夕 御酒に 玉子 酒、 供 こ， 

ゥ なぎ 

は 鰻 纏の 蒲燒を 供へ、 逢 はぬ 日 も 在ます がごと く 事 ふべき に、 本戀 とい ふ 事 を 知らぬ 男め、 我 を 

n 本に 幾人 も散亂 にある 女 か 何ぞの やうに 想 ひ、 鯛く ひつけた る 口に 鰯の g "の 摘 喰して 旨がる 天 

ありがたみ  0  LC 

の 邪鬼、 冥^^^を知らぬ奴に才藏さまの難有味を知らせて遣るべし。 腸榑に 手足 付けた やうな もの 

に 未練 を殘 し、 取る に 足らざる 仂藝者 を 相手に して、 外に 男で も 無い やうに 騷ぎ 立つ る は、 大人 

氣無 きのみ か、 恥辱の 上塗。 あれし きの 男に 棄 てられ、 あれし きの 女に 奪ら れ たと 念へば 腹 も 立 

て ど、 牛 は 牛 侶、 似合し き 取組な り。 あの 男 一 匹 戀に渴 えたる 乞食 女に 與れ たと 念 は t -、 善功德 

うらみ 

したりと、 も淸 しく、 更に 遣 恨 も 未練 も殘ら す。 但 悔しき は、 藝 者の 屮の藝 者と 人に いはる \ 才藏 

$_ ぶ *A が  やくざ をと こ  ,H がし 

力 ^違 ひして、 あの やうなる 無能 漢に 熱せて、 よしなき 情 立て、 滌槽の 下の 骨 を 見よ と 突 放され 

し を、 思 ふ ほどに も 無 かりし 女、 と 世間の 胡 笑に ならむ は、 紛の 熱湯 飮 まさる \ より 一倍の 辛 さ- 

其 とても 今と なりて 他 を 恨むべき にあら す、 身の 不束 ゆ ゑと 諦 むる 外 はな けれど、 衆に 負ける 嫌 

ひの 氣 性に は、 我爲る ほどの 事 は 皆 是と念 ふ 意地に、 假 にも 不束と 我 を 制む る 事の 無念 さ。 今 ま 
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での 情 を 捨て、 義理 を缺 き、 我を癡 にした る 菊 住の 返す くも 憎さ は、 骨が 舍 利になる まで も 思 

ひ 知らせで は 措か じ。 

て まへ せきご ろ  さす：^  < らだ 

と 思 ひ 定めて、 金 太郞の 手前 焦慮 を 見せて 肚を 洞察され むは 淺 まし、 と隱 せど 有繁 立つ を 酒 

に 紛らし、 彼 外に まだ 餘 所行の 情夫が ニ侗 ある、 と 平氣の 額で 洒落の めせば、 金 太 郞は獨 り齒痒 

がりて、 あれ は 不斷の 色 か 知らね ど、 どうす る 了簡 か、 捨て \ 置いて は顏が 立つ まじ。 外の 座敷 

に 人の 無き こそ 幸 ひなれ、 二人して 彼 房へ 飛込み、 小 ズの髻 を 取りて 引 ま はし、 泣 顏を撲 りつけ 

わびしよ ゥ もん  あつげ しゃ ク 

て、 詫證 文の 代りに は、 地 黑を隱 す 厚化粧の 頗に、 こいつ 助平と 筆太に 記し、 三日が 間 其 面に て 

さん- あぶら 

座敷へ 51 させる やうに 屹と談 じ、 男 はこれ から 家へ 伴 還り、 散々 膏を 掉 りて 一間へ 柙 籠め 三日の 

あ ひだ- S んじき  あ ひ！ はこや 

斷食 させてから、 七日が 間 箱屋に つかうて 放して やりた し。 畜生 男め と切齒 をす る を、 才藏は 

b ら 

徐 かに 制.. ^c、 畜生と 思うたら 腹の 立つ こと は ある まじ。 其 樣な仂 ない 事して、 いよ./ \- 衆に 嗤 

はれな。 外に 思 はく も あれば、 何も 知らぬ 顏 して 胸 を攀 り、 此 場は溫 しく 濟 して、 近い 內 になる 

じふら う せりふ  こ はいろ 

ほど X 言 はる. - 事して 見せう。 十郞 の臺辭 ならね ど、 じっと 辛抱 しゃいのと 立 花屋の 假聲。 金 太 

郞 もこの 暢氣に 呆れて 力 を 落し、 いかなる 仕返しの 思 はく か 知らね ど， 餘り といへば 張 合な きお 

前の 腑効 なさ。 長年 兄弟 同様のお 前の 恥 は 私の 恥。 お前が 構 はぬ とならば 强 つてと は 言 はぬ ほど 

に、 私に は 私 だけの 一存 あれば、 必 す！！ うて 下さるな、 と 立た むと する 袂を捉 へ、 顏を 背けて 淚 
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を 飲み、 關係 なき 他人で さへ、 それほどに 思 ふ もの を、 虫の 無き にも あらぬ 我 身が 無念で なから ^ 

うか。 お前の 腹の 癒 ゆる ほどの 仕返し は、 屹 として 見せう ほどに、 此場は 私に 任せて、 これから 

何 處ぞへ 行て  一 口、 飲んだら ば氣も 霽れ やう。 

ぬれ ごと し 

七 濡事師 

ひなす け 

才藏 にな ほ 心 殘れる や 測り 難 けれども、 十が 十まで 菊 住 は 手に入れたり、 と 小 \ より 雛 助への 

報吿 を、 山瀨が 取次ぎ て大盡 まで 言上 すれば、 妙く も爲 たりと て、 この 褒美に は寶石 入の 純金の 

指環 を 小 \ へ 遣 はされ、 此後 こそ 容易なら ざる 危所 にして、 才藏 とい ふ 強敵 を 敵手に 持てば、 聊か 

ぬか  .  そ，. な g 

も油斷 はなる ベから す。 必す廳 るまい ぞの聲 が.. - りに、 小ダは 双手に 鼻 脂 を 引きて、 (磯 劉) の 

奥に 才藏が 此方の 始終 を 見たり と 知る ほど、 花が きかけ たと 勇み立ち、 いっか は 出會ふ 所が 曠 

の 勝負、 目に 物見せ うと 心待ちに 待ち かけて、 先方の 女に 躁ら せ、 枝 ある 角 を 出させむ に は、 菊 

けんく わ 

住を片時も我側を離さ^-るが何ょりと、 はや 喧嘩 買ふ氣 になり て、 此時を 大事と、 出 所 ある 金錢 

に 絲目を 付けす、 散る ま に 散らして、 色と 慾との 二重 繩に、 男の 體を ぐる/ \卷 に すれば、 才 

藏の歸 りたり と 聞く に、 菊 住 も 素が 飽きて 棄 てた る譯 ならねば、 逢 ひたさ も 逢 ひたし、 かの 待合 

りんき  うか * ぬけお  . ： 

にて 見られし 浮氣 から、 恪氣 のロ說 もして 見た さに、 隙 を 何ひ脫 出して、 才藏の 格子に 聲も 懸け 


たしと は 思へ ど、 小ズの 切なる 心に も 禅され、 且は常 浸りに 引 着けられて、 身 は 網 中の 魚と は嬉 

くったくが ほ 

くも あり、 心 は 二つ 身 は 一 つ、 と 屈 托顏を 小ズに 咎められ、 それほど 才藏 樣が戀 しくば、 三十 分 

ばかり 此體を 貸して 進ぜ ますれば、 逢うて 積る 話して、 私の 惡ロを 多 度い うて ござんせ。 さりと 

て 一人 手放して 遣り はせ ぬ。 此方の 帶に 私の 极帶を 結着け、 彼 所の 格子の 外から 持って 居て、 攫 

はれぬ やうに 番をする。 其で も 可く ば 行て ござんせ。 さあく と帶際 取って 小突かれて、 手 暴な 

事 をし まい ぞ、 我 一人の 體 ではない もの を、 と 事 古り たる 言 草 は、 柔 かき 手で とんと 一 っ撲 かれ 

たさの 下地。 色男に 成りす まして、 どうもなら ぬと 女の 膝 を 枕に、 夕釵の 酒の 醉 にう と-/. \- とな 

こ が， S まき  こ かす 

れば、 小 ダは枕 を爲替 へさせ、 小 搔卷打 懸けて 様子 を 窺 ふに、 鼾の 聲 微かに 聞え て搖れ ども 覺め 

t 此 間に 一風呂、 と恭は 母親に 頼みて 横町の 伊香保へ 走る。 

菊 住 はふと 目覺 めて 四邊を 見れば、 次の間に は 下女が 坐睡の 鼾、 母親 は 何 地へ 行きけ む 見え ざ 

るに、 小ダ さへ 在らざる は 折 好し。 竊と起 上りて 衣類 は 其 儘に、 有 合 ふ i: 引 懸け、 障子 襖の 開 

閉靜 に、 忍 足して 戸口まで 出で たるに、 我 下駄の 見え ざれば、 小ダの 吾妻 下駄 を 突 懸け、 格子 を 

啓く る 音に、 奥より 母親 驅 来れば、 飛ぶ がごと く寬れ て才藏 方へ 闇 を迎り 行けば、 前面より 来る 

提灯に 覺 えの 紋所、 やうく 近く を 火影に 見れば、 才藏が 座敷への 途 なり。 聲を驟 けむと せし が、 

おの づ から 心 怯れ て 息を吞 めば、 女 は 心 着かで 箱屋と 談 しつ. -行 くに 摩 遠 ひながら、 我 見よ がし M 


に 女の 顏を 見込めば、 才藏も 菊 住よ と屹と 一目 見し のみに て、 其 儘 背後 向けて 行く を、 箱屋が 其 

と識 りて 耳語せ し體 なりし が、 又と は 振 向き もせす、 前の ごとく 談し 行く。 

菊 住は懷 然と 後 影 を 見送りて 呆れた る ロ狀。 一目 顏を 見るならば、 菊 住 樣と飛 着き、 座敷 は斷 

りて 直さ ま啣 へこまれの 道行、 と 想 ひの 外と も 其の 叉 外と も、 謂 はう やうな き大 不出来に、 ネ藏 

に は あら ざり しか、 我 は 叉 菊 住に て は あらざる か。 才藏と 菊 住との 中 は、 かう いふ 約束で はない 

！^なるに、 今の樣子は、 小 \ に 心 通 はする を 腹 立つ の餘 り、 一 鐵の氣 性より 我 を 見限りた るか。 

おん 

それ こそ 一大事、 こ.. が 思案と 拱手して、 四 辻 をぶ らくと 往 きつ 還りつ、 なるほど 一旦 は 腹 

も 立つべき 撮 喰の 浮氣 は、 重々 我に 罪 あれ ど、 か \ る 社會に は 幾多 も あり 內の 事と て、 粹 は寬大 

に 見て、 さまでに 何 を 念 ふべき。 一時の 3： 來心 にして、 胸づ くしの 一つ も捉れ ば、 其に て さらり 

おのれ 

と i$ の濟 むべき に、 合點の 行かぬ 仕 打 をした もの かな。 讀 めた わ。 才藏 ほどの 女 なれば、 自家 を 

高く し、 S が餘 ぎ； にどれ ほどの 浮氣 すると も、 石と 玉との 差^ はおの づ から 辨 きて、 遂に は 我 

に復 ると 見込み、 わざと 難 面く 爲 かくる 中に 敵の 心 を 拾 返す、 これ ぞ 色道 四十八手に 在りと 聞く- 

風 折と いふ 奥の手よ な。 jg 白し く。 

とめおけ 

小ダは 湯に 入れ ども 心 急かれ て、 常 は 二人前の 湯錢 出して、 留 桶の 湯の 二十 四 五 杯 も 用 ひ、 七 

j?- 具 を 取擴げ て、 手足のお 5 を 十二分に 琉く念 入 は 今宵の 事に あらす。 烏の行水 ほどに ざっと 濟ま 
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して、 足袋 穿く 間 も可悶 く、 歸 途に迎 へ の婢 に出會 へ ば、 菊 住 様が 何方 へ かお 出掛けに なりました、 

と 聞く より はつ、 と 一散に 驅 出し、 石に 躓き 小指 を 傷めて、 其に は換 へられぬ 大事と、， 趁跛 引き 

いぎ づ，^ ひ あら. * 

く 還れば、 母親 はう ろく 娘 を 見る に 面目なき 顏色。 小 ズは眼 色を變 へて、 呼吸 暴かに、 菊 住 

ふる ひご ゑ 

様が 出掛けた と は、 誰が 許して、. と顫聲 になり て 睨めつ くれば、 母親 は 火鉢の 側に 宭 みて、 誰も 

許し はせ ね ど、 何時の間にやらと 皆まで 言 はせ す。 其 爲の番 しながら 叉 持病の 坐睡 か。 あれほど 

. ^ひが ひな 

堅く 賴 みしに、 さりと は 言 効 無い、 と 足 摩して 無念が る氣 色の 尋常なら す 可 恐 さに、 母親 は 茶棚 

こ は  な む めゥ はふ れん 

の 陰に 首 を 差 入れ、 心に は 仕 妙法と 念じても、 なほ 恐怖 さの 息まざる に、 お 宗旨の 南無 妙法 蓮華 

舍ゃゥ  てぬ ぐ ひ づ>- み ふすま  たんす  ， 

經を 念す る 間に、 小ダは 手拭 包 を 紙 門に 打 着け、 簞笥 より 頭巾 取 出し、 恐 入りた る 母親 を 尻目に 

そ X  くさ 

かけて、 倉皇と 出で .<仃 く。 

やなぎな が 

先方が 其 手なら ば、 心得たり、 色男の 賢なる はこの 柳 流しに 懸けて くれむ。 これから 才 藏の留 

守へ 押入り、 例の 裀の 上に 陣取りて 歸來を 待ち、 おやと 謂 はせ る、 こいつ 妙、 と獨り 頷きつ、 下 

向に なりて 行けば、 曲 角の 出 遇が しらに、 此方 はと 女の 聲 して 袂を捉 られ ぬ。 

誰かと 見れば、 追手に 来たる 小ダ なり。 百年目！ 飛んだ 處で 捕まりの 一言な しと 思へ ど、 ぬ 

よ あるぎ 

けく として、 どうした といへば、 どうしたと は 此方から いふ 詞。 此爽ー さに 夜行 は體の 害、 近頃 


は惡ぃ 感冒が 行る さうな、 と 男の 手 をむ づと捉 りて、 四の 五の いはせ す 引きす り 行く 一念の 力の 

强さ" 脈が 止り て 指が 痺れる。 免せ、 放せ、 と 色男の 苦しむ を 物の 數と もせす、 痩 腕 を 左の 小腋 

に 引 抱き、 遁げむ 氣色も 見えたら ば、 嚙 着きても 放す まじき 身 構へ に、 男 も 詮無く 牽れ ゆく 狀の 

見苦し さ。 夜 を 幸 ひと 頭擾 きく、 元 來し道 を 返せば、 遭 ふ 士女 は 皆 立 止り て 見送る に 閉口し、 

必 す遁げ はせ ぬ ほどに 此を 放して、 手 を 鬚ぐ にて 堪忍して くれと 只管 頓 めば、 物 はい はで 脈所 を 

ぐっと 緊 めら れ、 其 も 御 聞屆は 無い との 御意 か、 あ.. - 是非 も 無い。 見たい 人 は御覽 あれ。 抑是は 

ぬれ？ J とし 

柳 橋での 濡 事師， 菊 住と いふ は 某 事、 と 曝し 物に なりて 歸れ ば、 出し 拔 きし 母親 は 傲然と して、 

婢 までが 取合 はぬ 家內 中の 不與に まじく として、 手近に 睡れる 猫の 頭 を 撫づれ ば、 畜生まで が 

嫌 ひて 臺 所に 立つ。 

寒い くと 奥の間へ 飛込めば、 小 Z は 格子に 鎖して 入来り、 火の 無き 火 撻を婢 に 罵り、 わざと 

きく ネ み 

菊 住に 背後 向けて、 縛け のみの 煙草 四 五 服、 璧に堙 の 墨 畫の龍 を 吐 懸けて 物 思 はしき 顏を、 菊 住 

みあぐ  こめかみ 

は 手枕に 轉げて 横から 瞻れ ば、 眞 白き 顯顬の 邊に癎 瘤 筋う ねく と 地圖の 河の 流る. 1 に、 御 心 解 

ぎせ る 

かむ と 起き かへ りて、 一 服 くれぬ かとい へば、 見向き もせで、 持った る 煙管 を 菊 住の 目前へ 投出 

しぬ。 大人しく 其 を 拾 ひて、 吸 付けて もら ひたいと、 小 \ の 胸 前へ 差 付 くれば、 それ は 人 遠 ひ、 

ふ-後 は 鼻が 物言 ふフ 、 ン。 
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i や. A 

八 いつも 端麗 

總 じて 婦女 は 物に 動じ 易く、 喜 怒 哀樂の 情 急に して、 箸が 轉 けても 笑へば、 髮が 毀れ て も 泣く 

に 出来て、 男 も 及ばぬ ほど 剛ぃ所 ある 代り は、 また 弱い 所 ありて、 其 急所 を 行けば 何の 手も無く 

猿の 一打、 ころりと 參 ると 常々 菊 住の 廣言。 それ はネ藏 など. -ロ說 して 經驗の あるより、 女 は 誰 

もさう いふ ものと 侮りた るが 憎し。 此小ダ は 其 手で 行かぬ 氣性 もの、 意地の ある 處を 見せて 其 口 

を窘 ませむ、 と樣々 に 仕 懸けて 來るを 皆 撥 付けて、 此 通りと 力んで 見れ ど 少しも 臆せす。 成程 こ 

れで こそ .HI 金と 人に いはる ォ藏を 溶した る 腕の 好 さ、 と 我を張りし 小/も へ た./ \- となりて、 

しま ひ 

結 極 はどう やら 此方から 詫びて か. -ら ねばならぬ やうな 巧い 所爲 に、 ぼんと 遣られて 中 直りの 小 

はへ ちゃ C こ ふたもの  やきの り たま ご 

酒 盛。 夜更け ぬれば 好みの 肴 核 も 無し、 蠅 帳の 小 蓋物 二つ 三つ 取 出し、 炙 海苔 鷄 子に 事 を 足して、 

ざ ふ もつ こ たつ  じ やう だん 

雜物を 火 缝 の 上に 推 列べ、 嬉しがらせ、 戲言、 怨言の 相擲 して、 いつよりも 酒の 旨 さに 飮 過ぎ、 

喋 過ぎて 朝寐の 種と はなり ぬ。 

火の 出る ほど 憤りても、 水 を 注 くれば かくの 通り、 と 菊 住は此 手際に 小ズの 腹を識 りて、 餘熱 

の 冷む るに も 及ばす、 隙 を 見 次第 またも 才 藏へ柙 懸け、 御釋迦 が圑子 捏ねた る此 手に て、 彼 を も 

難無く 丸め、 而 るが 上に、 如何と もして 双方 を談 じ、 以後 は 此男を 共和 誓 夫と なして 迭 ひに 妬ま S 


す怨 ます、 君子の ごとく 讓りぁ ひて、 途中に 夜が 明けたり といへ る 古への 貞女に 愧ぢ ざる 二人 を、 

ていそく むつみ  やまの 

此 男め Ei- 報に も兩の 手に 桃と 樱ゃ 梅見に も 雪見 舟に も 鼎 足の 偕樂。 二人の 髮毛 夢中に 卷 上り、 0 

いも ゥ なぎ  ， ： じゃゥ じゅ  ， 

截と 鰻鐵の ごとくな りて 戲る べし。 あら 樂 しさの 浮世 やな、 と 事業に 成就 ほどの 悅に 入りて、 折 

とら はれ 

あれ かしと 待て ども、 其 後 は 用心 嚴 しく、 眞に 幽囚の 身に 異ら す。 極 樂に牢 も あらば 恁 やらむ と 

想 はれて、 人の 羡む ほどに もなくて 其 身に 切な かりき。 

ぴゃゥ きと 5- け 

數 ふれば 明後日に て 四 週間、 役所へ 病氣 屈の 期限 切る 、なり、 此 上の 追 願 は、 醫 者と 長官の 印 

ュ，^  くて は 協 はじと 詐れ ば、 小/は 心 元な く 念へ ど、 此 事の 虛 にあら ざれば、 出るな とは霄 はね ど 

好ましから す。 然り とて 代人に て 事の 辨 すべきに あらねば、 いよく 明日 は 出 懸ける とい ふ 前夜、 

きん  き ざ  きせる  しゃく  て ぎ は 

陲 いとい ふを寐 かさす、 襟 を 正し 危坐して 煙管 を笏に 把り、 先度の 手際 を 念へば、 いかほど 確 を 

つちぶ ね  ぬぎ 

いうても 明日の 危さ、 此身は 泥 船に 乘 せらる \ 狸なる べし。 ォ藏 様に 未練の 段 か、 心の 大 在り は、 

ま は H-1S 

誰が 何とい はう と此 目で 睨んで 識 つて ゐる、 と 半分 は廻氣 から 放す 空 銑 なれ ど、 覘は 外れす 其に 

はんねむ り 

相 遠な けれど、 菊 住の 耳に は 皮 厚の いる ほど 聽 かされる、 いつもの 談義と 年 陲に聞 流し、 之で 濟 

* づ わたし 

むかと おもへば、 本文 は 其から にて、 先 私が これほどまでに 實を竭 す を、 何とも 思うて はくれ ぬ 

とい ふ 事 をロ說 き、 中座に は此 間の 脫 出して 逢 ひに 行きし 事に 就きて、 その 夜 言 遣せ し 所見 及び 


やくしょ  かこつけ 

愚痴 を 陳述し， 明日 行く は 可 けれども、 役所の 用 は假托 にて、 內證は 例の 處へ では ある ま 


V 力 
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それが 苦 勞でく ならぬ。 知る 通の 病身 なれば、 かなら すく 氣を 揉まして 下さるな。 いっその 

なみだ  はつ 

事 死んで 執着いて 彼 世へ 連行き、 此苦勞 を なくなしたい、 と眞 心の 溢れて や、 淚は 襦袢の 袖に 初 

しぐれ 

時雨 ほどの 濕。 わつ と 泣かれて は 輿が 覺 める、 これ 位の 所が 心細げ に哀が 見えて 可 笑い、 と 泣く 

*1> ゃゥ げん  まく.！ R みさん 

心 は 酌ます、 狂言に 見て ゐらる  >- とも 知らす、 胸に 在る ほどの こと 大方 は言盡 して、 菊住樣 忘れ 

て 下さるな と詞切 るれば、 十分 膽に徹 へて どうも 耐 らぬ顏 色に て、 一 々尤なる 言 分。 武士なら ば 

金 打、 誓紙 赘く 世なら 血判して、 此胸を 見す る處 なれ ど、 見せ やうに も 見せられぬ 胸の 中、 誠 を 

たよ リ ことば  *- んな 

明す 便 は 語 なれ ど、 何 をい うても 我 一一 目 は 皆 疑 はる.^ 今 なれば、 悶 ふる ほどに 思うても 詮無い 話。 

きまぐれ ぬけ；. に 

止 どうす るか 目 を 開きて 能く 我 仕 打 を 見るべし。 一度の 氣 紛に脫 出した とて、 其 を 根に持ち、 毎 

, .  めいわく  きゃゥ こう  がう もん 

日の 愚痴 责は、 仕置が 重過ぎて いかい 迷惑。 何事 もお ほせの 通り 仕れば、 向後 はちと 拷問 を ゆる 

ぁづか 

めら れ、 寬大の 御沙汰に 預 らば 有難き 仕 合と い へば、 屹と此 後を愼 め、 と 膝に ふつ --り 紫の 入墨、 

VJN/i. ん  しゃれ 

齒痕 を戀の 極印と 近 松 は 洒落たり けり。 

しろち リ めん えりまき  し .£ら しゃ  こ しめし きせ みの か は かざ 

縮緬の 頸卷 から 縞 羅紗の 外套まで、 ぞ つくり 小ズ 仕着の 身 皮 を 飾りて、 今日は 長官の 邸へ と、 

巧く 詐 りて 家 は 出 たれ ど、 附 けらる、 車夫 は 小ズが 恩顧の 六と いふ 奴、 この 犬に 鳴 がれて は 何事 

き，？ ぐつ は 

も露顯 すべし。 さりと て 金轡に て は迎も 行く まじければ、 途 にて 還す は 拙し、 役所まで 挽かせて、 

すぐにげ く 

馬 を 捲く 手の 裘 門から 直 S1 を 吃 はせ む、 と 其 通り 仕 了せ て 柳 橋へ 取って 囘し、 才藏の 格子 先に 佇 


とん こ  *x おら 

めば、 半玉の 頓 子が 木綿 布 子の どろつ きたる に 寐衣帶 して、 白粉の 斑に 殘れる 頸 首 を 突出し、 袖 ジ 

の 下に 何やら 忍ばせて 出で 來 にけ るが、 菊 住 を 見る より、 呀と いひ 捨て.. - 奥へ 驅 入る。 之 を機會 

をん な はしりい  、"； ノ."  ：:  r  , 

に 格子 を 入れば、 光と いふ 婢走 出で. -、 今日は 少々 加減 惡 ければ お 目に 懸る こと はお 斷り 申し 

まする、 と此 間まで 前垂の 一 つも 遣れば、 ちゃほや 吐せ し 奴が 不知 不識 しき 詞を、 菊 住 は 鼻 頭に 

111 ひて、 病氣と 聞き たれば わざく 見舞に 來れる もの を、 他人が ましき 言い ふな、 と 推して 行か 

むと すれば 立塞がり、 お通し 申すな と は 主人からの 盼咐。 今日はお 歸り 下さいと {4! 嘯く。 此奴 小 

才 なと 菊 住は怫 然として、 おのれの 知った 事で はない、 と拂ひ 退けて 通らむ とすれば、 成り ませ 

この あま ほ.. - げた  なぐ 

ぬと 袂を捉 つて 引戻し、 ぉ歸 りな さ. いと 菊 住の 胸を撞 けば、 此 匹婦と 頰桁ー つ 撲られ て、 這 畜生， 

と 昔 取りけ る 鍬 柄の 田舍 力に 突飛ば せば、 菊 住 はよ ろくと 土間に 墮 され、 おのれと 起 上らむ と 

する を、 はたと 障子 を 立 切り、 中より 無圖と 抑へ て、 歸れ くと 喚かれ、 此上 はと 菊 住 も 了簡し 

クら まど 

て 立 出しが、 さりと は餘 りなる. K. 藏の爲 方、 と 隣の 露地 を 入りて 柳 屋の裏 意の 下に 立 寄れば、 あ 

の やうに-; 5jJ 暴な 事 はせ ぬ もの、 と才藏 の聲聞 ゆる は、 流石に 心に は 我 を 可愛と 思 ふなるべし。 寇 

&', ささ 

の 障子 を ほと くと 指頭に 音 づれ、 難 面き 人の 心 かな。 一目 は 逢 ひた まへ、 話した き 事 あるに、 

には^> しづ ま 

と 小 聲に言 入 るれば、 家內は 遽に鎭 るな りけ り。 

菊 住 は 切りに 愤れ て、 答の なき は不 得心 か。 逢うて やる と 唯一 言いうて くれ。 これく と 忙し 


く 障子 を敲 けば、 中より 才 藏の聲 にて、 何處 のお 方 か 知らね ど、 用が ござんすなら 表から お出な 

さ， まし。 此處は 裏口、 豆腐 買 ふ 意で ござんす。 逢 ひたいと お ほせら る \ 貴方 は、 今 表に 見えら 

れ たお 方なら ば、 お出 は 御 無用に 願 ひます る。 お客様な らば 茶屋から でも 待合から でも、 ロを懸 

けて お招き 下され まし。 此 處は藝 者の 家に て、 高貴のお 方の 御 足 を 入れさ せらる \ やうな 處 では 

ちゃ.. 1 

ござり ませぬ。 それとも 切て 私に、 逢 ひたいとの 思 召なら ば、 茶屋から 立派に お招き 下され まし- 

こ じ *1  ゑ fc 

お 座敷と ならば 藝者は 呼ばれて お 酌 を 致します るが 商黉 なれば、 お客様 は 乞食で も， 檢多 でも、 

人 4^ 人で も、 義理 知らす でも、 薄情 もので も、 畜生で も、 其に は 厭 ひなく お 對手を 致し ましよ。 

お 話と やらが あるならば、 何なりと も 承 はり ましよ。 人の 裹 口から こそ/ \ と 物言 ふ は、 錢貰か 

縱 ill か、 签 瓶 買。 そんな 眞似 をな されて は 御 人 體に拘 る 事。 但し はお 門 違 ひか、 升屋の 小ズ樣 

のお 宅なら ば、 此 から 東へ 三つ 先の 横町、 此 は柳屋 の才藏 とい ふ 未練の ない 藝 者の 住居。 用 無き 

門こう ろくして Mli, 様に 咎められぬ 內、 早く 此處を お出でな され まし、 と 散々 に 辱 しめられ、 

この ざ ふごん をと こ 

向 ふ 近き 長屋の 人の 观 くに 耐 りかね、 足早に 表に 出で、、 腹 立 紛れと は 言 ひながら、 此雜言 男の 

ぜ こもら ひ  ゑ た 

辛抱なる べきに あらす。 第一 我 を 錢賀" か 紙屑 買 かと は 言 過ぎたり、 乞食で も據 多で もとは 何ぞ。 

墜 敷なら ば 逢 ふとい ふから は、 例のから 口 を 掛け、 存 がに 言 草い うて 此仕返 をせ では、 今资が ■ 

に. H.CN ば <\ まか りぃ  V 

寐られ ぬ、 腹が立つ、 と 馴染の 待合に 飛 入れば、 女房 罷 出で. -、 此 頃の きついお 見限り は 世界 
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を變 へて 新 出来と 巢 籠の 御 偸 快 ゆ ゑと かや。 餘り然 うなされ たもので も ござりますまい。 日 ー那の お 

s! つよ- V？ ん  との W た  ぐ ち  ゥらみ 

やうに 女緣 とやら の あらつ しゃる 殿方 は、 彼方から も 此方から もやいの やい ので、 愚痴 や 怨言に 

慣れき つて、 おの づと 萬に 心强 く、 私 どもの やうな もの. - 怨言な ど は、 蠅が甜 めた ほどに も 思 召 

すまい、 其が 善い ので ござります のさ。 

聒 しき 女房の 喃々 を換 憎 がりて、 (左 も 右 も) に 後 を 抑へ、 我と 言 はすに 才藏を 呼べと あれば、 

不審 立てつ \ 長 りて 退り ぬ。 

彼奴 來 らば どうして くれう と 思案す る內 に、 待てく と 大いに 感 する 所 ありて、 いかにも 我 を 

ゥ つぶん はら 

S ば j 々に詈 り けれど、 此惡 口の 元を钆 せば、 我 浮氣を 恨む 餘の 欝憤 を霽 さむ 爲 なり。 我 浮氣を 恨む 

とい ふ は嶽蘇 i ドー 身に 替 へて いとしく 思へば なる に、 我 過 を 棚に 上げて、 他 を 恨む は 大きな 了簡 

遠 ひ、 ：：！^-は此方から配りかへす所にぁらす。 雨の 手に 桃と 樱の艷 福を享 けむに は、 此處 等が 辛抱 

大事 仏麼 所がり。 言うて 見れば 此方よりも、 ォ藏 の 胸の 中 は 幾許 ぞゃ。 長年 世話せ し 男の 恩 を 忘 

ふりま 

れて、 心 を 外へ 移した る は、 泥 を 塗りし 顏を なほ 踏 付けの 仕 打、 と 男なら ば 出 を撺舞 はして、 

其 命 を 貰 はむ、 と 阿修羅 王と やらが 暴れ ま はる ほどの 始末に も 及ぶべき を、 才藏 なれば こそ 常談 

ふ れゥ けん  も.. - のね わか 

にて 事は濟 したれ。 何も 言 はぬ、 全く 以て 菊 住の 不 了簡 なれば、 才藏が 此處に 見え 次第、 桃 井 若 

"IMh に うて、 何事 も で獻 もの 詫びな ば、 いかに 氣 丈の 女で も、 好いた 男の 一 言 は、 十 言 


ほむら 

に 向 ふ 嬉し さに、 どうす る もの か、 角 も 根から 脫 けて、 火燄も 忽ち 消えぬべし。 

此處で 此方から 强き言 をい は^、 先 も 意地に なりて 强き言 を 言 募り、 トマ 女房の 仲裁から 相 睨 

で^れ、 其より 全く 脈 あがりて、 此戀は 死物なる べし。 死なして なる もの か、 大事の く、 それ 

てあぶり 

御 入来と 見えた。 女房へ 御 挨稷の 御聲、 いつも 初音の 心地 こそ すれ、 と 手爐の 傍に 待 受けの 裀を 

や こま  ほと. - ぎす  おんす がお 

正して、 來 たらば 矢庭に 叩頭の 十 もす る氣 で、 待觳 山の 杜鵑、 雲間 を 出 づる御 姿、 見る より 聲を 

態け て、 いつも 端!^々 々レ 先此 へと いへば、 才藏は 入口に しゃんと 坐りて 初見の やうなる 挨拨。 

是は 有難し、 此方の 思 ふ ほどに も 無く、 疾 より 御 心 解けての 御常談 か。 堅い く、 いつもの やう 

に 直と 此へ來 て、 ー掐願 ひたき ものと 片膝 突出せば、 餘 所に 見て、 今日の 寒さ はと 話 無氣に 眩き 

ぬ。 

菊 住：， 怵へ かねて 飛 i り、 好う も 先に は 恥を搔 かせし よな、 と 執る 手を拂 ひ、 屹 となりて、 恥搔. 

かされし 覺は あれ ど、 搔 かせし 事は覺 えませぬ。 此方の やうな 人非人の 畜生に は、 物言うた とて 

解る まじければ、 言 はぬ ことに 極め たれ ど、 来られた 義理で はなき 家へ、 のめく と 面 出して 逢 

ゥぬ ぼれ  , . 

ひに 来たと は、 小/に 言付けられて、 わざく 緣 切に 来られた か。 但し は自惚 から 此才藏 に 未練 

ありと 見て、 丸めに 失せた か、 愚な こと！ 緣は 此方から 疾に斷 つた。 未練 は疾に 捨て \ の けた。 

も まやこ な.. C 

最早 此方に 逢 ふ 用な け， れ ども、 座敷で ならば 逢うて やる とい ひし は、 あれほど 散々 に 苛みければ、 
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愧ぢて 叉 逢 はむ と は s ふま じとの 了簡な りしに、 さりと は 馬鹿正直のお 方 も ある もの かな。 逢 ふ 


ひと 


もなかく 汚ら はしゃ。 來る ではな けれど、 かくまで にして 逢 はむ とい ふ は、 久 米平內 とい ふ士 

我貌を 石に 刻み、 不善 事せ し 罪 滅の爲 に (ふみつけ) よとの 心に 同じく、 不實 不義理 を 後悔して、 

何とで も 叱って くれとの し をら しき 了簡から、 呼びに 來せ しと 思う たれば、 可 厭ながら も 逢 ひに 

來 たは、 今 敵 同士と はいふ もの、、 廿日 昔の 淺 から ざり し 馴染 効 ゆ ゑと 有難く 思 ふべ し。 

今更 女々 しく 抒 ベす とも、 此方の 胸に 聞かば 皆 知る、 事と 何も 言 はね ど、 此方 は 見下げ 菜て た 

せんまん むり ゃウ 

る 根性 かな。 E しへば 思 ふ ほど 胸逼 り、 悔し 淚の 一滴に、 千 萬 無量の 怨言 も 愚 言 も あり ぞと 見よ 

きく  みさ，. >  まお 1^ れん 

此仕 返に は 菊 住樣、 十日と 經 たぬ 中に 此才藏 が …… 否々 其 を 言うたなら 叉 未練が 出て， 樣の 

捨てら る  >- が 不便 ゆ ゑ、 此處 ではい はね ど、 曝に 聞きて 樣 子が 知れな ば、 女で 食 ふ氣が 女で 食 は 

こも  《^ んリ よな 

れ、 今日 を 食 ひかぬ る 身と ならむ 折、 薦 着て なりと 遠慮 無く 尋ねて ござんせ。 損じ 札の 四 五 束 は、 

つきお ふ  さ み 

面 桶へ 投げて 進ぜ ましよ。 この 恥 知らす の 野良猫め と撞 倒して、 轉けか 、る 菊 住の 横面 を、 三味 

ぎ あ 手に した、 か撲 てば、 掉は 半より 折れて 嗣は摧 けぬ。 おのれ！ 無禮 な、 と 立た せ も 遣らす、 

才藏は 襖 を 蹴 開き、 飛ぶ がごと く遁 行く を、 遁 さじと 逐懸 くれば、 女房に 抱 留められて、 放せ 放 

せと 悶 ふる 間に、 はや 才藏は 格子 を 出て、 顳顥の 邊に血 入染む 男の 顏を 見やりて、 張臂に 袖を拂 

ひて 悠々 と 立 去りけ り。  * 


以上 は 成金の 葛城餘 五郎が、 柳 橋のお 才 とい ふ藝者 を、 金で 面 を 張って 無理往生 させて、 手に入れる 

段取り を 書いた もの だが、 葛 城の 生 立ち や 成功の 經路、 つまり この 男の 生涯が、 短い 叙述の 中に 實に鮮 

明に 出て ゐる。 それから 又 咬槪念 的で は あるが、 其の 時分 はま だ こんな 女 もあった とみえて、 金に は 靡 

かぬ 江 戶っ子 肌の 藝 者の 典型と もい ふべき ぉ才、 その 情夫の 安全 社員 菊 住、 傍系の 小/とい ふ 藝 者の 姿 

も寶 によく 出て ゐる。 勿論 これ 等 は、 言って みれば 類型的の 性格で、 細い 個性 はない けれど、 作品が 古 

典 的な もの だけに、 普通 性の 抽象化 されて あるの は當然 である。 

以下お 角、 ぉ艷 とい ふ 二人の 女 を 順々 に、 自分の ものにして ゆく 經路 や、 三人が 完全に 葛 城の ものと 

なって からの 運命と を 少し 書いて おくの も 無用で は あるまい。 

作者 は 第 十一 囘に 於て、 更に 雪 村 素 六と いふ 富豪 を點 出して ゐる。 この 男 は 隅 田 川の 沿岸に 一 町 四方 

も ある 大きな 別業 を 構へ て、 それ を 朝野の 貴顕 紳士の 遊び場 所、 つまり 倶樂 部の やうな ものにして ゐ る。 

そし て 各方 面の 人 々を 時々 そ こ に 招待し て、 現今の 待合 政策 又は 賄赂 政策の やうな もの を 盛に やって ゐ 

くさ  ひき  •  . 

る。 この 雪 村 は 信 州の 山の 中に 育った 男で、 誕生日に 敗れ 麟をニ 尾 祝 ふ 外 は、 年中 生臭い もの は 口にせ 

ず、 米の 飯 は 危篤の 病 入で なければ 食べない とい ふやうな 僻地で、 松の 焚火に 燻 ぼって ゐる やうな 人間 

である。 それが 維新の 際 官軍の 兵糧 方に 雇 はれ、 段々 出世した ので ある。 のちに は諸官 省の 用達 を 務め、 

二重底の 菓子 折の 下に は 黄金 煎餅の 贈り物、 といった やうな 手 を 使って、 めき i よと 金 を 作った ので あ 

る。 一寸 大倉喜 八郞に 似た やうな 所 も あるが、 それ は單 にさう いふ 形 を 借りて 來 ただけ で、 大 倉と いふ 

入 を モデルに したわけ ではない。 この 別 莊には 美人 を 十 人の 餘も 雇って おいて、 茶屋 待合へ 出入す る こ 7 

と を 憚る やうな 身分の 人 を 遊ばせる ので、 一度 こ &へ來 たもの は、 味 を 占めて つ ひ 入 浸る やうになる。 I. 


或 時 或 贵顯が 宴會を 開く とい ふので、 雪 村に そのこと を 通知す ると、 彼 は 有難く お受け 申 上て 俄に 御 が 

祝儀の 献上 もの を 用意す る。  I 

如意 を 織 出した る 西陣 一 卷、 .GI 熊の 敷 皮 一 枚、 長 六尺の 油畫 一 面、 少女 水浴の 圖 にて、 伊太利 

畫聖 の辜寫 なる 裸 體畫。 此外當 日 席上の 飾 菓子に、 有 平 細工の 蓬萊の 島、 姐なる 瀧に は 葡萄酒の 

結えす 流る、 やうに 仕 懸けたり。 此入费 合計 千 何百 圓か 知られす。 目覺 しき 事と 內 見せる もの >, 

旰を 澄せ り。 然れ ども 此千 幾百圓 の、 近き 內には 一位 進みて 戾る こと を 念へば、 何萬圓 掛けても 

损の ゆかぬ 商法な り。  - 

と 言った 調子で ある。 葛 城 大盡も その 席に 列って ゐ るの だが、 御前が ぉ才が 見えぬ と 言って 不思 議 が 

ると、 あれ は 落籍され まして、 御前へ よろしくと 申し ましたと 誰か 1- 言 ふので、 葛 城 は 腹の なかで 可 笑 

しがって ゐる。 雪 村 は そっと 葛 城の 膝 を 稻り聲 を ひそめて、 ぉ才に 憂き身 を やつし 今 は 白 鬚に 園って あ 

る こと を 語る と、 此頃 にお 睦まじき 所を拜 見な ど-^ 洒落れ る。 

「易い こと、 一 六 三 八 は 出張 日 なれば 近日 御 入 を 待つ。 とは譃 にて、 四 九、 二 七、 五十 も會日 

なるべし」 

と ある。 詰り 一 月 中 入 浸りと いふ ことになる。 

r 餘五郞 杯 を 差して、 他の 事より 足下 こそ、 近頃 向島に 美形 を萃 めら れ、 貴顯 への 御馳走 此上 


無く、 いづれ も 御意に 稱 ひて、 世界に 無い 圖 との 噂 耳に 入りぬ。 下賤の 某に は 候へ ども、 其 首 一に 

は 志 篤き に 免じ、 三千 歲の壽 を 保って ふ 仙 桃 を 味 はせ たまへ。 某の 君の 特に 心 を 懸けた まふ 如き 

は、 比類 希なる 媚骨 のよ しにて、 甘露 口中に 滿 ちて 齒牙 三日 香し とやら。 さほどの 名樹 御手に 入 

りたる 架 報、 身 を 省みて 羨ましき 限な り。」 

云々 とい ふ 美文 も ある。 

ぉ才を 物にした 葛 城 は 雪 村の 別業に ゐ るお 角と いふ 女 を 見てから、 内の 瓜 1^ も 古し、 ま in や をば と、 お 

才を 厭で はない が、 今と なりて は 格別 珍重で もない ので、 そろく お 角に 手 を 延ばさう とする。 本文 を 

少し 引かうなら、 

唯 八：' お 酌 申せし はお 聞 及びの もの、 名 を 角と はいへ ど豐 頻を怪 まれな、 と 洒落に 紛らして 其と 

知ら すれば、 成程々々 と 言 はれて、 さっと 顏を赧 め、 少し 退り て 俯きぬ。 觀 えたる 

女と は 見えす。 此眞 似ば かり は 故と して 成らぬ 事、 と 餘五郞 一廉 目 利して、 先お?^ M のき |ii 杯 

も ま あま だ 

と あれば、 ぉづく 戴きて、 酌す る 子に 目授 すれば、 心得て 雨滴 ほど 滴し ぬ。 返杯 は餘五 郞盈々 

と 受けて、 一 同へ 杯 上げた けれど、 迷惑なる 人 も あるべし。 此方 とても 一 々 の 返杯に 預るは 面倒 

なり。 何事 も 手 取 早き が當世 なれば、 大きなる 物に て 一 度に 受けた し、 皆 も 懸り にて 一 度 こ 0 


はいせん  そ ろく て 

した まへ。 之に て 受けむ、 と 有 合 ふ 銀の 杯洗の 水 を 拾て \差 出せば、 素 六 手 を 柏ち、 見事なる 御 

手元 拜 見と、 箸 をお きて 見物す。 

此酒は 十二 人の 酌 なれば 十二 口に 飲むべし、 一口 毎に 下物 無うて は 可 笑から す、 これ も 一 同 交 

るく に 箸 取りて、 我 髭 髯を推 分けて 口に 投 込まれよ といへば、 之 はついに 聞かざる 葛 城 殿の 一 

藝、 所望々々 の聲の 下、 それ 飲む ぞ とがつ ぶり やれば、 十五になる 靜と いふ 子が、 玉の 如き 手に 

や チズ-かな  む ぐら  こ は. <\ 

燒看を  一 口 挾み、 ^§の中なる古井戶に、 惴々 墮 して 慌て 、箸 を 退く。 後の 下物の 用意 は 好き かと 

みや  しゃ うが 

飮 めば、 十六になる 宮と いふが、 振袖 を 左の 手に 抱きて、 蕾の やうなる 我 口 を 開きながら 生薑 を 

入れぬ。 

は 5- せん 

. 呼吸 をも繼 せす 十一 一人 下物 を 挾めば、 約束 通り 一 滴も殘 さす 飮 乾して、 墮 せる やうに 杯洗 投出 

ゥぐ ひす 0 み 

し， これが 昔に 在りし と 聞く、 鶯飮 か、 ほうとば かりに 大息 を 吐きたり けり。 

さて 御前が 歸 つてから、 葛 城 は 別の 小 座敷で、 お 角と 差しに なり、 小 酒 盛と いふ 云 ふ 段 取に なって、 

半日ば かりお 角が 附 添って ゐる うちに 互に 打釋け 夜お そくまで 飮む。 

葛 城 夫人 はお 麻と 言って、 鬵麥屋 の 出前な どやった こと も ある 葛 城の 前身からの、 謂 は 糟 糖の 妻な 

の だが、 折節 は 家へ 歸る こと も ある。 お 麻 は 元は 湯 島邊の 矢場 女な の だが、 葛 城 も 家へ 歸れ ば、 
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かね. ゥ  けん fe- く 

家事 向の 雜談ー 通り 濟 めば、 金儲ける 話、 儉 約の 話、 養生して 長命せ よの 話。」 とい ふ 工合で、 

お 麻 は 「全く 女房 氣 になり て 酒の 席に は 置かれぬ 代物に 變り 茶て たり。」 である。 

「醉 うて 腕の 剳靑 出して、 木 遣 &唱ふ 元氣は 無き かと 嘲れば、 男 は 死ぬ まで も其氣 合に てよ し。 

女 は世帶 持ちてから は、 紙に 跪 を 引きた る やうに、 外見 はよ ろしから でも、 物の 用に 立ちて 丈夫 

向なる を 最上と する ものな り。」 

と 言った 風の 女で ある。 こ、 に 作者の 細君 辨が 長々 と 出て ゐて、 その 果に 

人の 女房の 其 家に 功 ある 事、 金 錢財寶 の 形 こそ 無 けれ、 其に も 劣らざる 重寶 になり て、 畜生の 

出 來ぬ事 を 能く 爲る人 を、 犬よりも 酷たら しう 取极ふ は、 更に 謂 無き ことなり。 

やまの かみ 

と 紅 紫さん らしい 婦人 觀が 窺へ るが、 長いから 拔 くの は 止めて、 「山 神の 靈驗は どれほど か 知らぬ が、 

• これなら ば 内に 臂も落 蕾かぬ 道理」 とい ふ ほど、 今 はお 麻 を 相手に 酒 を吞む 興味 もな く、 今朝 も 早く 飛 

び 出し、 四 箇所の 商社 を 廻り、 直ぐ さま 雪 村の 別莊 へと 馬車 を 飛ばせ、 

つけ ！► 

逢 ふ 度 毎に お 角の 風情に 澤が 出、 心意 氣は 耐らぬ ほど 面白く、 どうやら 本物の 樣に 見えて、 附 " 


1^.1 とも 想 はしからざる 處 あり。 之で は 捨て 、置かれぬ 氣 になり て、 餘 五郎の 心 はいと^ 闇に な 

りぬ) 

夏の 日長け て を 弄し、 疊に實 梅の 影 重く、 花 稀なる 蘭の 床に 仍 香る 小 座敷に 端 居して、 

物 思 はしげ に團 扇の 抦を嚙 むお 角の 姿 を 熟く 見入れば、 身內 よりと ろくと 脂 出で \、 此 儘に 肉 

はな 

も荡 けて、 骨ば かりの 餘五郞 になる かと、 氣も心 も 消々 になり ぬ。 之 を 花に 喩 へたら ば， 日影 を 

眩く、 少し 面 を 背けた る 紅梅の ごとし。 お 角と は 下作なる 名 を 呼びた る もの 哉。 紅梅と いふ 名に 

さすが みやび 

せよ、 と 商人 も 有 紫 雅の心 を 動かせり。 

可 厥が る もの を 無理に 紅梅に して、 名附 親が 引手 物 取らすべし、 と 檜 垣 を 金 蒔 総に して、 紅梅 

さんご  こ け  さし 5^ し 

の 花に は 小粒の 珊瑚、 幹の 蘚苔に は エメラルド を 鎮めた る 差 櫛 を 造らせ、 嬉し さうな る顏を 見る 

が樂 さに、 行 度 毎の 手土産の 中には、 お 角の 心に 染まぬ も あれ ど、 高 金を吝 まざる 品の みなれば- 

さいこと.. t\ よ ご らゥ 

どれに しても 可 厭なる は 無く、 身の ま はりの 一 切 悉 く餘 五郎の 心 を 籠め たる 物ば かりなれば、 

之 を 着飾りて 他の 席へ 出づ るに、 野中に 一 本の 牡丹^き たらむ ごとく、 お 角ば かりが 優れて 目立 

わがな じみ 

てば、 客 は 眉を翬 めて、 我 はと 我 馴染 を棄て  >- 此 女の 名 を 多く 呼ぶ ことにな りぬ。 

このお 强 引に 雪 村から 擬ひ联 つてし まふ 手段と 徑路は 割愛す る ことにして、 話 はやが て 三番 の 
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お 雛の ことに 移る。 

しら <\ と 

お 艷は葛 城が 金！： へ歸 省した 時、 初めて 見た 女で、 身分 も 好く 品位 も ある 全くの 素人で ある。 取お き 

速 中み 力 添へ で、 これ を 巧く 東京 を 釣 出して、 遂に 暴力で 征服して しま ふので ある。 

三人の 美形 を 手に入れた 葛 城 は、 或 時 陽春の 花見時に 假裝の 園 遊 會を音 羽の 別莊に 開く ので あるが、 

その 趣向が また 凝った もので、 勿論 作者の 工夫に 成る もので あらう。 


衣香、 精 影、 簪の 光、 黄金の 錢、 

マ 二 ラ の烟、 蓄 薇の 風、 女の 顏は 白く、 男の Jk.^ は黑 く、 往來 織る が 如く、 笑 語の 聲の巾 を、 反 

そでなしば を w  40 さぎ づきん ゥち かぶ  しゃう てん ゥラ I, ノし みづなに がし 

古 染の袖 無 羽織に 淺黄 頭巾 打 冠り て、 .E 酒 や {： 酒を寶 行く は、 第 四 商 塵の 番頭 淸水 某、 これ は 御 

むか ふ はちまき 

趣向と 褒るも の に は 格別 の大 茶碗に て 振舞 ひ、 向 鉢卷に て 難 波舴と 箱擔げ 行く は 第一 一 商店の 會計、 

さ， 2V 


考妓の 島 田 ほどの it 包 を 行 遭 ふ 童女 ごとに 一 つ 宛 くれて 通りぬ。 チヤ リネの 道化師 様に 装束ぎ た 

る 男、 首筋に その 數 二百 許 色々 の 風船 球 を 結 ひつけて、 西洋 唱歌 を 謳 ひつ \、 道化 女に 装り たる 

はゥ しゅ た. , 

侶に ブイ オリ ンを彈 かせ、 拍子 を かしく 舞いながら 絲 を斷れ ば、 寶珠の 玉の 天上の ごとく 小氣球 

天に 滿 ちて、 之も與 になり けり。 

3 

この 園 遊會で 三人の 女が、 本妻のお 麻に 紹介され る。 そして 本宅へ もちと 遊びに 來 いとい ふお 麻の 聲 1^ 


が.. りで あるが、 三人の 中で もお 才は 少し 骨の ある 方で、 頭が高い ので、 さう 本妻の 御機嫌ば かり 伺 ふ W 

やうな こと はしない。 ぉ艷は 妾に しても 別に 面白い とい ふ ほどの 女で はなく、 毒に も 藥 にもなら ぬ 莫迦 

正直な のが 柄な ので、 これ もちや ほやして 本宅へ 御機嫌 伺 ひに ゆく とい ふやうな 事がない。 それに 第 

ニ號 のお Ig: は、 もと 自分から 進んで 余 五郎の ものに なった 位 だから、 そうい ふ點 では 最も 狡猾に 出来 上 

つて ゐる 所から、 連り に 本妻のと ころへ 出入りして 御機嫌 を联 り、 ぉ徵 とお 才を 遠け やうと する。 殊に 

お 艷が佘 五郎の 胤 を 宿し、 やがて 男の子 を 設ける やうに なつてから は、 ー曆 自身の 地位 を 不安に 思 ふ 所 

から、 本妻と お 艷の中 を 裂く ことに あらゆる 手段 を 講ずる。 結局 迂濶 なお 艷が 自然と 餘 五郎から 遠くな 

る やうな 形に なって、 餘五 郎が遽 かに 癌に 罹って 寢てゐ る こと も 知らない 位で ある。 漸く それが 分って、 

馳 けつけ た 頃に は、 お 角の 陰謀に か k つて、 誤解に 誤解 を 重ねた 奥方の 機嫌が 惡 いとみえ て、 誰 一人 取 

り 次いで e. 犬れ る もの もない。 で、 色々 に 手 を ま はして 何う かかう か 病室へ 入る こと を 許され、 餘 五郎の 

一粒種の 幼兒を 抱いて 行った 頃に は、 彼 は旣に 此の世の ものではなかった ので あるが、 しかし 葬 禮の混 

雜ゃ、 引績 いて 各 商社の 後始末、 財産の 整理な ど、 一 と 通り 著いた 時分に なって、 お 角の 奸計と、 ぉ艷 

てぎれ  _ 

の 人の 好い ことが お 麻に も 解って 來 たので、 お 角 は 斷 金千圓 で追拂 はれ、 お 艷は七 八 千 莨圓も ある 總 

时產の 五分の 一 を頒 けて もらって、 本妻の 妹分と して 生涯 を 裕福に 暮す ことになる。 

さてお 才 のこと だが、 この 女 は 無論 餘 五郎 存 世の 時に 遡っての こと だが、 久しく 餘 五郎の 足 も途絕 

えがち になって ゐた ところから、 或る 動機で 元の 柳 橋 時代の 情夫 菊 住との 關 係が 耀 がれる ことになる。 

それ はお 才 がお 艷を 誘って、 舞 伎 座の 夜 芝居 を 見に 行った 時、 向 ふの 高 土間に ゐた菊 住が 見つけて、 

執拗く 附 11 ふところから、 元來葛 城の トリック にか つて、 心ならず 意氣 張りで 棄 てた 男な ので、 それ 


から 又 人目 を 忍んで、 ちょいく 母親の 家の 二階で 逢 ふこと になる。 この 歌舞伎 座に おける 一場面の 描 

寫が 面白い から、 少しぬ いでみ よう。 

眞 向の 高 土間に、 黑紹の 羽織、 柳條 數寄屋 の古單 衣、 鼠色なる 白 縮緬の 兵子带 に、 金色の 角 繋 

くさり  すゐ ぎゥづ くり さ. ON がん キゃゥ 

の 鎌を卷 着けて、 銀時計の 金の 龍 頭ば かり 見せかけ たる 男， 水牛 製の 双眼 li の 筒 口 を、 始終 二人 

の 方に 差 向けて、 執心の 事な りき。 身分 をお も ふに、 書生の 風 ありて 書生なら ざる 處 あり。 多分 

は 下宿の 奥 二階 を 二 間借りて 住 ふあたりの 官吏と 覺し。 肺病 ありげ に 華 車なる 美男子、 手な どの 

^( ，  はちのじ 

白く 纖く軟 かきこと 十八 九の 娘の ごとし。 鼻下に 八 字の 薄 髭 ありて、 前齒の 端に 黄金 を 貼け たり、 

かくべ つな ま 

格別 嬌め ける 様子 は 無 けれど、 何處 やらに 我 は 色男と いひた き 風 ありて、 女子 さへ 見れば 殺した 

がる 了簡、 恐るべき 人の やうに 見えたり。 

：  .S そぎ あし  やが 

幕間に 二人の 立つ を 見る より、 男 は 衝と身 を 起し、 疾 足に 跡 を 慕 ひて 茶屋 を見屆 け、 纏て 物 案 

そ- 1 くさ  *5W たばこ 

じ顏 にて 還りけ るが、 服 色 も 尋常なら す、 心の 落着かぬ 輕躁 に、 火の 着かぬ 卷莨を 御へ て、 人 無 

なつか  ゆきおろし 

き 鶉 も可懷 しく 待つ に 程なく、 どろく と 雪 M の 音 凄く 聞 ゆる 頃、 二人 は 紺の 中形の 浴衣に、 衣 

なんに よ 

更 へて、 見る から 凉 しげな 打扮 ち、 茶屋の 女房 を 始め 五六 人の 男女に 送られて 入來 りぬ。 彼 男 は 

i  かり はなみち  しばらくお. -ネ 

幕の 開き か \ る にも 關 はす、 また 升 を 飛 出して、 假 花道の 口より 鶉の 様子 を 窺 ひて、 霎時 佇む を 


us 


.、ノ  .s し^  C 

制せられ、 階 子 を 昇りて 三階の 運動場に、 酷 酒賣る 店の 椅子に 腰掛け、 欲しく も 無き 葡萄酒 を  一 6r 

まきがみす でり はこ  かな  I 

1^ 取りて、 卷紙硯 箱 を 借り、 四邊に 人の 在らぬ を 幸 ひに、 假名に て 細く 認め、 引 結びて 手の 中に 

藏る 、ほどの 文に して 袂に 入れ、 此幕は 見ぬ 氣 にて 悠々 酒 を飮 み、 後 は 氷 ラムネ、 胸の 淸く はす 

の 水も痞 へて、 半分に して 立ちぬ。 場所へ は 還らす、 柝の 昔を餘 所に 聞きて、 例の 如く 思 ある 方 

を 望み 折々 は舞臺 を^き て、 此 幕の 長さ を 待 遠なる 顏色。 

つむり にし ひ 

彼の 鶴に 何 尋ねに 來 にけ るか、 年犛 にして 篤實 さうな る 茶屋 男の、 .1^ げたる 頭顱 西日 を 承け て 

光る を 見付け、 途に歸 來を待 受けて 呼 止 むれば、 御用で、 と 解し かねた る 様子。 小 蔭に 招きて、 

まづ 五十 錢の 銀貨 を摑 ますれば、 いよく 理の 解らぬ 顔して、 • 受取り，^ がら 禮は言 はす、 男の 顏 

ゥ づら そくはつ 

と 銀貨と を 可 許げ に 見較べぬ。 男 は小聲 にて、 今 其方が 行きし 鶉の 束髮の 女に、 人知れ す此文 を、 

おや ぢ 

伴の 者に も 曉られ ぬ やうに、 と袂 なる 用意の 結び 文 を 渡せば、 老漢 いよ，/ \ 以て 合點ゅ かす。 あ 

しりび と 

れは 葛减樣 の、 と 皆まで 言 はせ す、 それ を 其方に 問 かう か。 相識 なれ ど 伴の 女に 知られて は、 都 

合 好からぬ 仔細 ありて、 彼 所へ 顏は 出されす、 文に て 呼出し、 茶屋に て 一 寸會 ひたき 用 あり。 少 

_c\ さん ぐ さ 

しも 懸念に 及ばす、 此の 取次 頼む といへば、 胡散臭い 文と は 思 ひながら、 先方 も 承知の 事なら ば、 

ほね をり ちん 

骨折 賃の 出る 仕事と、 やうく 祝儀の 禮を 述べて、 唯今 直にと 行懸 くる を 呼び、 必す 他に 曉られ 

ぬ やう、 外へ 呼出してから 賴 むと けば、 其 邊に忽 は 無い 顔で K 行く を、 見えぬ 處に身 を 忍ばせ 


.s かに むね やす 

て、 首尾 は什麼 と胸穩 からす 伺 ふに、 老漢は 難無くお 才を 呼出し、 頼まれし 始末 を 語りて 彼の 文 

•  お ぼ. > ^な 

を 出せば、 容易に 請 取らす。 內證 にて 恁る物 を 贈らる \覺 無ければ、 早々 其 人に 房すべし。 名 も 

おやち  そこつ 

書かす、 譯 ありげ なる 可 厩ら しき 文、 と 目尻に 掛けて ついと 內に 入りけ り。 老漢 は疎忽 なる 事し 

て 面目 を 失 ひ、 飛んだ 目に 遭 ひました、 と 文 を 男に 打 付く る やうに して、 半 助の 貰ひ德 にして $1 

行く。 

頼の 綱 は 切れても、 なほ 未練 ある 女の 方 を 眺めて、 去り もやらぬ 間に 幕に なりぬ。 見物 一度に 

こんざつ  なにとぞ にぎ 

立ちて、 便所の 路の 混雜は 忍ぶ 便、 首尾 を 見て 素戾 りの 文 を 何卒 握らせむ 下心の 男、 思 ふ 鵜の 後 

かの をと こい まさら こ .* ろお く 

に 立 寄れば、 折から 茶屋の 迎來 りて、 今 客の 出で むと する 氣色 なり。 彼 男 今更 心 怯れ て 身 を 退 

あとす さり  こ ごと 

けば、 其處は 風の 路と 隣に 凉む 男に 除され、 進む に 進まれす 退歩して 土瓶 を 腸 仆し、 小言 吃 ひな 

はしな くお， rr て 

がら、 叉 進む 時、 眞 先に 出づ るお 才と端 無 面 を 合せけ るに、 吃驚せ し 女 は 忽ち 然 あらぬ 方 を 見向 

き、 草履つつ かけて 戶 外に 出で ぬ。 

取 逃して 殘 念なる 男、 氣の拔 けたる 顔して 伸 上り、 つく-^ 後 影 を 見送る ところ を 人に 撞當ら 

アルミ くさり なかほど 

れ、 其 心と も 無く 帶を 探れば， 今の 奴に か、 大事の 時計 を 掏られて、 洋銀の 鏈子半 程より 斷れて 

ぶら りと 垂れたり。 此 男に は 無二の 質草た るべき を、 然して は惜 さうな 顏 もせす、 斷られ たる 鏈 

もて あそび 

子 を 指頭の 玩弄に して、 何やら 思案す る も、 女の 事ら しう 見えけ り。 
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これほどに 思へ ども、 一向 他へ は 通 ぜぬ樣 子 。出来さう も 無き 事 を 男 は 根で 負す 氣か、 た ほ 其 

の邊を 彷徨して 歸るを 待てば、 やがて 入來 るお 才は 男の 顏を 見て、 先の ごとく 驚く 氣色は 無く、 

うち は  しばし す ti 

召使の 圑 扇の 風に 背後 を 吹かせ、 霎時凉 みて、 婢 ども を 三階へ 遊びに やりた る迹 は、 ぉ艷と 二人 

し たんら ゥ 

ゆるり と 坐りて、 更紗の 筒より 紫 擅 羅宇の 金 煙管 を 取 出し、 紙 切に 火皿 を 拭きて 外へ 捨 つれば 男 

は、 四邊 を^し、 足下に 履み つけて 二三 間引 擦り ゆき、 拾 上げて 人 無き 處に披 き 見れば、 明日の 

午前 十 時頃淺 草なる 母の 隱 宅へ 行きて 待てとの 文 言、 末に 番地 書 あり。 鼻紙に 人目 を 忍ぶ 禿 筆の 

走 書、 神妙に 書いても 上手に は あらぬ 手の、 いと ^ 不 見事なる 蚯蚓 樣。 男の 身に 取りて は定 ii ^卿 

き きき も 

の 色紙よりも 尊く、 喜悅 瞻に徹 へて 持つ 手も自 から 戰く なり。 

よみちが  ひろ ひよ.^ 

さりと は 思 ひ 懸けぬ 吉報に、 讀 違へ では あるまい かと、 躍る 心を鎭 めて、 一字 づ. -拾讀 に讀み 

はだ 

かへ せど、 其に 相違 無き に 安堵して、 肌の 守と 保存した き は 山々 なれ ど、 もしもの 事 ありて はと 

引裂き、 咬み 丸めて 意の 外へ 遠く 投げて、 久しく 空けし 我 場所に 還れ ど、 餘 りの 嬉し さに 狂言 は 

ゥづら 

いよく 身に 染みす、 遙に 前面の 鶉 を 眺めて、 あれほどの 女が 己の、 と 小指 を搔緊 めて、 獨り笑 

0^ ぴ くちら ぁ.1 つ 

まる、 額 を 俯け、 時計 は 奪ら れて も九圓 六十 錢の 代物、 鰕で 鯨 を 噫 釣った る 哉。 

菊 住との 媾曳が 度重なる につれ、 遂に それが 新聞の 三面記事 となって、 ばつと したと ころ を、 山 瀬と 
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い 4fss 下が 間へ 入って、 ぉ才に 謝罪 I、 大 腹の 大盡の 方 は それで 一 旦 t まった が、 それ も 

暫くの ことで、 今度-は ^sr なく、 知合 ひのお 花の 師匠の 二階で 屢々 二人 は 逢って ゐ たので、 終に そ， 

ォか覽 して、 外の 去る 靈へ 押し 籠め られ、 身から 出た i で、 さすがのお 才も慶 の 月 を 眺める こと 一 

になって し P つたが、 璧 郞が囊 してから、 舊の 直の 柳 橋で、 菊 住と 二人で 待合 I 業す ると、， ふ 一 

ところで、 麇が ついて ゐる。 


o 

5 

多情多恨 

多情多恨 は 讀んで 字の 如しで、 若く して 病歿した 愛妻に 對 する 綿々 切々 の 思慕に 惱む或 教授の 寂し さ 

と、 悲哀と を 山人 獨 得の 巧緻の 第 を 以て 描いた ものである。 年代の 順序から 言 ふと 最後の 作品 「金色 夜 

叉」 の 一 寸前に 出来た ものである。 

この 作品 は 紅 紫 山人が 最も 得意と した もので 「我家の 小說は 米の 飯な り」 とまでに 手前味噌 にあげた 

ほどで ある。 それだけに 小說 の形體 から 云 ふと 分量 は相當 長いが、 別に 小說 的な 結構が あると いふので 

もな く、 又 どの 部分 を 出して 讀んで みても 其の ー點が 特に 目立って 高調され てゐ ると いふ 所 もない。 つ 

まり 其の 時代の 智識 階級の 一 人の 日常生活 を 平々 淡々 たる 筆 を 以て 叙述した ものである。 

作品の 由って 來る 所、 つまり 作の 動機と いった やうな もの を 想像して みると、 丁度 作者の 結婚 生活の 

幾年 か 後の ことで、 家庭生活と いふ ものに 就いて 作者の 頭に 所謂 世 帶氣の 出て 来た 時分の ことで ある。 

この 主人公の 駕見柳 之 助 は 一寸 型の 違った 變 人で、 世間 不 1^ で 一面 又學者 肌で も ある。 この 男が 亡くな 

つた 妻に 對 して 殆ど 想像 も 出来ない ほど 執勒な 思慕の 情 を 寄せる とい ふの がー 篇の 主題 だが、 それに 絡 

ませる に 雜山誠 哉と いふ 主人公と は 丸で 性格、 氣質、 環境の 異 つた 樂天 的な 通人 肌の 會 社員 を 以 つて 夾 

てゐ る。 鬆 見が 田舍 出の 學生 上りの 純粹 な學究 だとす ると、 副 主人公の 葉 山 は 多分に 市井の 氣分 をお び 

た 洒脫な 紳士な ので ある。 この 葉 山は會 社員で あると 共に 又 非常に 圓滿な 家庭 入で ある。 遊蕩の 昧も相 


當 身に 沁みて ゐ るし、 着物 だと か 食べ物の ことな どに 就い て も 如何にも 明治 中葉 時代の 都 會っ兒 らしい 

敎獎を もって ゐる。 この 男 は 中心 は 相當眞 面目で 世間の 事に も 通じて ゐる。 で 非常に 溫ぃ. じの する 人 

情 家で あり、 友情の 持ち主であって、 變 人の 柳 之 助 を 一 面 もてあまし 乍ら も 何う かして 其の 悲しみと 寂 

しさの 中から 救 ひ 出さう として、 出来るだけ のこと をして やる。 紫 山の 細君のお 種と いふ 女 も 極 平凡な 

世間並みの 女性で は あるが、 堅い 善良な 家庭に 育った 女で、 良人の 誠 哉が 始終 洒落 や 諧誠を 飛ばして ゐる 

の を 寧ろ 輕 蔑し て、 煩さがって ゐる やうな、 餘り ロ數も 利かない、 それ かとい つ て むっつりと 云 ふので も 

なく、 まあ さう 表面に はお 愛想がない 乍ら も、 氣 持ちの 好い 親切 氣の ある 女性な ので、 紫 山と 一種の コ 

ン トラスト を 成して ゐる。 この 細君が 其の 性格 上 鷲 見の やうな、 煮え切らない、 男らしくない いつまで， 

も 死んだ ものに 斜 して 愚痴つ ぼい 未練と 執着に め そくして ゐる やうな 態度 ゃ氣 分が 氣に 入らな いのは 

勿論で、 鷲 見の 方 も 又 葉 山 は大變 好きだが、 細君のお 種が 側に ゐ ると 窮屈で ならない。 それで その 紫 山 

に は 非常に 信頼 もして ゐ るし 懐いても ゐ るが、 細君のお 種と はどう も 反が あはない。 併し それ も 最初の 

ことで、 お 種の 方で も鴛 見に 對 する 同情と 理解が だんだん 深くな つて ゆく と 同時に、 柳 之 助の 方で もこ 

の 女の 誠意が 呑み込めて 來る。 で、 良人に 對 する 愛情、 良人の 父親に 對 する わざとら しからぬ 孝養、 つ 

まり家庭の主婦として別にこれとぃって常人にすぐれた點が，^^ぃまでも、 少しも 非 點 のうち 所の ない 圓 

滿な氣 分 を 持って ゐる 事が、 側で 見て ゐても 葉 山の 夫婦生活 を 非常に 美しく して ゐ るので、 それが 羡し 

い 位で ある。 從 つて 初め 嫌って ゐた柳 之 助 も、 近くに 從 つて、 次第に 心 を 惹き附 けられて、 終に は 一寸 

もこのお 種の 側が 離れられな いとい ふ 所まで いって 了 ふ。 その 時 は 驚 見 は 寂しい 自分の 家 を 疊んで 紫 山 

の 親切で 彼等 夫婦の 二階へ 同居して ゐ たので ある。 そして 柳 之 助と お 種の 氣 持ちが、 戀 愛の それとも 又 . I 


jpiy ふが、 一寸 他所 目に はさう 疑へば 疑へ ない こと もない、 とい ふやうな 際どい 所まで いって 了 ふので、 ^ 

そこに 一寸 家庭の 葛藤が 生じる。 その 爲に鴛 見 は 又 紫 山 夫婦の 家 を 出て 近所の 下宿に 移る ことになる。 

錄者 はこの 讀 本に 納めた 紅 紫評傳 とい ふ 一文の 中に も、 屢々 ふれて おいた が、 作者の 作品 は相當 人世 

の 暗 面と いふ やうな 所へ も 入った ものが ある。 前に 揭 げた 「猿 枕」 とか 又は 時代 的な もので は 「伽羅 枕」 

「三 入 妻」 それから 又 後に 揭げる 「金色 夜叉」 など もさう いった 人世に 觸 れてゐ る。 併し それにしても 

其の 見方 は 非常に 常識的な 進德と 人情に 終始した もので、 殊に 當 時の 讀賣 新聞が 家庭 新聞であった 所 か 

ら、 揭 載の 小說 もまた 親が 子供の 前で 讀ん でゐて も、 少しも 恥し くないと いふ やうな こと を モット ー と 

して ゐ」 こので、 作者 も 其の 氣 持ち を 始終 失はなかった やうで ある。 殊に この 「多情多恨」 は 作者が 「伽 

羅枕」 や 「三人 妻」 の やうな 鉤斕の 境 を 通過して、 平坦の 途へ 出て 来た 時の 作品で、 何 か觀念 的な 口 ー 

マン チックな 藝術 境から、 レア リズムの 文學へ 入って 來た 時の 作品で も あるし、 前に も 云った やうに 家 

庭、 としての 道德 的な 生活に 落ち 蕾いた 時代で もあった ので、 鷲 見と お 種との 戀 愛に 似た やうな 際どい 

境地 を、 其の 危險 から 旨く 救って ゐる。 それ を 調節した ものが 通人 肌の 紫 山の 態度で、 そこに 作者 崎 

紅 紫の 市 入と しての 人格が 遣憾 なく 具現され てゐ るので ある。 勿論 變人 風の 鷲 見 柳 之 助と 作者の 人格と 

は 似ても 似つ かぬ、 寧ろ 反對の 人物の やうに、 ー應は 見えない こと もない けれど、 これ とても 作者の 入 

格の 中に 全くない もので はな" ので、 唯 それが 誇張され てゐ るまでの ことで ある。 つまり この 變 人の 野 

暮漢の 木 念 仁の 鷲 見 柳 之 助と、 八面玲瓏 ともい ふべき、 融通の 利く 苦勞 人の 紫 山と を 混合して、 其の 中 

腐 をと つた やうな のが、 作者 紅 紫 山人の 好みで あると いへば、 大した 間違 ひ は あるまい。 

以下 全篇の 數章を 摘出す る ことにする。 これ は 鷲 見が 愛妻 を 失って まだ 間 もない 時分の 彼の 寂しい 心 


境 を、 至って なだらかに 叙述した もので、 讀んで みても 別に 何の 奇も なく、 小說 的な 興味に も 乏しい が、 

併し 全篇 を 一 賞して ゐる柳 之 助と いふ 人物の 姿が、 其の 平坦な 叙述の 間に 入 染みで 乂ゐ るので、 讀 者に 

は 少し 怠屈 かも 知れない と 思 ふが、 この 作品の 概念 を 作って 貰うた めに 揭る こと k した。 この 中に 紫 山 

が 見舞に 來る 所が ある、 すると 彼 は 相當の 身分な ので、 家庭 も氣 樂に暮 して をり、 俥に 乘 つて やって来 

る。 定紋 附の萠 黄色の 絹の 祇紗 包みと 重宮 らしい 包みと を 持って来る。 入って 來 ると、 袱紗の 包み を 解 

いて、 西洋 林擒を 一 籠と 蒸 菓子が 一 折、 それに 鳩 居 堂の 線香 を 一 箱 出す ので ある。 かう いふ 所が 作者の 

世帶氣 をむ き 出しに 出した もので、 平常 さう いふ 瑣末な ことに も相當 心を勞 して ゐ たので ある。 それ か 

ら かう いふ ことがある。 お 重 を 女中の 方へ 押し やって、 「これ はお 菜です、 何 か 旨い もの を 持って来 や 

おぐ ひ 

うと 思った けれど、 この 際の こと だから 遠慮 をして、 椎茸、 干瓢の 類 さ。 尤も 代物 は 精進 だけれ ど 少し 

U. か さま 

は 陰に 如何 樣 がして あるか も 知れません よ」 とい ふ 所が ある。 これ も 如何にも 紅 紫さん らしい 口吻で あ 

る。 かう した 心 譜 しのお 供へ 物 や 食べ物 を 持って来ても、 相手の 柳 之 助 は 至って 野暮 漢で、 その 心 遣 ひ 

を 受け取つ たか どうか は 疑問で あるが、 山人が、 「我家の 小說は 米の 飯な り」 といった 意味が、 かう い 

ふ 所に もうか はれる。 それに 又 其の 時代の 普通人の 日常生活と いふ ものが、 現在のゃぅに^^會的な壓 

迫と か、 全人 類の 憂苦と かとい ふ もの k 背景 もま だ 適切に は 感じられない 頃の ことで、 各自が 其の 分に 

從っ て 曰 々 の 生活 を樂 んでゐ たもので ある。 

もう 一 つ 筆者が 讀んで ゐて思 はず 微笑した の は、 葉 山の 會 話の 中に かう いふ ことがある、 「細君 旨く 

はやす ひもの う を せんぺい とろ. -  あやま 

もない のに 料理 自慢 だつ け  細君 得意の 早 吸物 11 魚 煎餅に 蕩汁 昆布と いふので、 毎々 窘ら 3 

せた よ」 とい ふ 文句が ある。 これ は 普通の 家庭に よく 使った 食べ物で、 今でも あると 思 ふが、 あの 時代 I 


それが 流行り だした ものら しい。 赏に 細い こと を窗ぃ たもの だと 思 ふ。 尤も 作者の 寫赏 的の 箪は斯 くの 3; 

如く 微細な ものであるが、 葉 山 は 鬼に 角、 主人公の 柳 之 助の 舉究 としての 氣 分が 全 體 的に、 寫資 的に で 

てゐ ろと は 思へ ない 點も ある。 どうかす ると これ は 馬鹿 ぢ やない かと 思 ふ 程 g. 感の わからずや である。 

其の 點は 幾分 わざとら しく 捏 ちあげた 形 もあって、 筋 や 場面の 興味 を そへ るた めに、 人間が 歪められて 

ゐ るの は 仕方がない。 つまり この 世間知らずの 學者 肌の 靑 年が、 内面的に 人格 的に 今少し 深く 書け てゐ 

たらば とも 思 ふが、 寫實 といっても あの 時代の 寫實 のこと だから、 これ を この 作に 求める の は 無理で あ 

らう。 

多情多恨 

前 篇 

す み りうの すけ  ふたなぬか 

鷲 見 柳 之 助 は 其 妻 を 亡って はや 二七日になる。 去る 者 は 日に 疎し であるが、 彼は此 十四日 をば 

未だ 昨日の やうに 想って ゐる、 時として は、 今朝の やうに、 唯の 今の やうに も 想 ふ。 餘り 思ひ窮 

めて は、 未だ 生きて ゐる やうに も 想って ゐる。 なるほど 病の 爲に敢 無く はなった、 氷の やうに 冷 

,  おさ  とむら ひ  しらき ね は- 5- 

えて、 美しい 目 も 固く 瞑いだ、 棺へ も^め たれば、 葬途も 出した、 谷 中の 土に 埋めて、 榡の 位牌 

になって 了って、 現在 此に 在る から は、 假 でもなければ、 夢で もな く、 確に 死ぬ だに 極って ゐる。 


そのむ くろ  がば 灸  るね 

如何にも 其嫗は 葬られて、 其 形は滅 したに 疑 ひ は 無い が、 彼の 胸に は、 その 可愛い 可愛い 妻の 類 

子は顯 然と 生きて ゐ るので ある。 

は ませい 

柳 之 助 は 多く 人 を 好かぬ、 代に は 叉 多く 人に 好かれぬ 性で、 男で は 朋友の 薬 山 誠 哉、 女で は 妻 

り o- の すけ 

の 類 子、 此 二人の 外に は 世界に 柳 之 助の 好いた もの は 無い。 彼 は 多くの 人 を 好く 代に、 唯此 二人 

おびた r 

を 好いた ので あるから、 その 情の 篤い こと は 夥しい もので、 實に 見苦しい ほど 其 妻に は 惚れて ゐ 

た。 

さ タ 

一 も 妻、 二 も 妻、 三 も 四 も 五 も 類で 無くて は、 柳 之 助の 夜 は 明けなかった。 彼の 同位 は (妻が) 

先生と 仇名 を 付けた ほどで、 妻 は 彼の 命であった もの を、 彼 は 今 その 妻に 死なれた ので ある。 

さ  か は ゆ 

然 までに 可愛がられた、 大事 がられた 彼の 妻 は、 決して 然 までに 夫 を 思はなかった。 謂 はば 通 

一 遍 であった けれども、 柳 之 助 は 少しも 不足に 思 はぬ のみ か、 それが 女子の 性と 信じて ゐ たので 

ある。 

例の 同僚 は嗤 つた、 鷲 見 は 全力 を 擧げて 其 妻に 惚れて ゐ るの だと。 其 通り、 (全力 を擧げ て) 

てうろ ク  てきひ や ゥ 

と は 嘲弄で ない、 適評であった、 適評で はない、 事實 であった。 

彼 は 今 其 妻に 死別れ た。 則ち 彼 は 第二の 生命 を 奪れ たので ある。 一 日 生家へ 行って 見えなくて 

あ， S ちゃく  i- つか ねん  5 

も、 直に 顏色 を惡 くして 蒙ぐ ほどの 愛 著 は、 一週間 經て ど、 十日 經て ど、 乃至 は 一月、 一箇年、 H 


十 年が 百年 經 たうと も、 到底 二度と は 其 姿 を 見られぬ に 極った 失望-を 忍ぶ には餘 る。 さて は 是非 6 

, -  ょゥ しゃ  ひたん  I 

も 前後 も、 分^も 用捨 も 何も 無く、 一 圖の 悲歎に 沈む で、 泣く と悔 むの 外 は 殆ど 世 を も 人 を も 身 

を も 忘れた。 我是 ない 子供の やうに、 (お前 は 何故 死んだ。 死ぬ こと はならん。 死ぬ とい ふ 法 は 

無い。) と 死 顔の 被 を 取って は、 棺の 前に 坐って は、 墓 檩を搖 つて は、 位牌 を 眺めて は、 寫眞を 

取 出して は、 聲 こそ 立てぬ が、 心の中で は 悶えく 絕 叫した。 

悔 むで 復らぬ 事、 悲 むで 復らぬ 事ぐ らゐ は、 柳 之 助 も 知って ゐる。 復らぬ 事を復 さう 爲に 泣き 

も 悔み もす るので はない が、 或點 まで 泣き 且悔 むだら ば、 隨分復 る 事との 信仰 を 以て、 泣き も悔 

み もす るので は あるまい か、 と 想 はる ほど 柳 之 助 は取亂 したので ある。 

きゃゥ あい  まじめ 

その 狂哀も 漸く 失め て、 今 は 眞摯に 其 死 を 悲む淚 が 催して 来る。 諦められぬ、 諦められぬ、 諦 

ぢゃゥ みや ウ 

めら れ ぬが、 定 命と 諦めねば ならぬ 11 諦めて 見た。 諦めて は 見た もの.^、 一旦 生死の 手 を 分つ 

たから は、 類 は 二度と 1$ び此 世に は 歸らぬ 人、 これから 長いく 一生涯もう 逢 はれぬ、 となって 

見る とその 心細 さ、 味氣無 さは 居ても 起っても 堪 へられぬ。 此ニ 三日 は 全く 生 効の 無い 體 になつ 

. .  おも ひ つ 

て、 唯 二 件の 事 を 思 窮めてば かり ゐる。 

一 つ は、 可愛い 可愛い 妻の 生前の 事。 二つに は、 此先何 を樂に 生きて ゐ やうと 云 ふ 事、 此の 二 

しきり ヶ  どん, 二 

件が 渦に なって、 間斷 無しに 柳 之 助の 胸の 內を 囘轉 して ゐる。 甚 麼に考 へたと ころが、 此 先の 樂 


は 無い、 ばかり か、 現在 今日 生きて ゐる {4! も 無い ので ある、 と 云って、 豈 死なれ もせぬ、 と 云つ 

なまじ 

て、 2^ ひ生殘 つて 物 を 思 ふ も 愁い。 思 ふまい としても、 忘れ やうと しても、 寢れば 夢を見る、 起 

ふんぷん 

きて ゐれ ば、 唯 其 事が 紛々 と 胸に 集る。 

「吁、 酒で も飮 まう」 

じ  おぎ-こ たつ  ょぴ5？^  . 

と 柳 之 助 は 憤れた さう に 目 を 瞑って 首を掉 つたが、 直に 置 火 健から 身 を 伸して、 床の間の 喚 鈴 を 

鳴した ま. -、 內 向に 手枕 をして 了 ふ。 徐に階 子 を 踏む で、 物柔 さうな 四十 恰好の 婢が 昇って 來て、 

「御用で ございま すか。」 

と 座敷の 紙 門 を 啓け ると、 柳 之 助 は 俯いた ま. -で、 

「酒 を 一 つ 買って 來て くれ。」 

らう ひ 

その 力無げに 仆れ てゐる 鉢を老 婢は怪 むで、 

「どうぞ 爲 さいました か。」 

と 體を差 入れる。 

「可い から 早く 買って 來 て。」 と 彼 はな ほ 顔 を擧げ ぬ。 

「はい、 はい、 麥 酒なら ぉ內 にご ざいます が、 やつば り 御酒の 方が 宜ぅ ございま すか。」 

r 麥酒 でも 管 はん、 早く 持って来て くれ。」  . 
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老， 婢は慌 忙しく 下りて 行く。 その 跫 音と 俱に 一 陣の風 は 颸と梢 を 鳴して、 吹驟 くる 時雨に 北 窓 

の 障子 は氣立 ましい 音 をして 倐忽漢 々^になる の を、 柳 之 助 はわ 總に首 を 擧げて 見た が、 叉 むいて 

了 ふ。 

1 面に 微晦 くな つて、 雨 は 一 時 劇しく 降 出す。 襟元から 肅々/ い ii くなる のに、 火 爐の大 

さへ 消え か X るので、 横にな つても ゐられ す、 物臭 さう に 起 上って、 急に ぶくな つた 家の 內を、 

ザん やり  ろ 一ろ  ちそ ご 

伍と 云 ふ 事 は 無しに 惘然拘 して ゐる。 爾時老 婢は蠟 色の 圓 盆に、 鉢に 鶴 子 を 三つ 容れ て、 醬油注 

に 小皿、 小 蓋物に 箸箱、 コップ 等 を 載せて、 片手に は 樱田麥 酒の 检を拔 いたの を 挈げて 入って 來 

る 0 

「御 火 達に お 火 は ございま すか。 何だか 叉 寒くな つて 參 りました。」 

「あ、、 火 を 少し 賈は うか。」 

と 其處に 置いた 盆 を 引 寄せて、 コップ を 把る と、 恐 多 さう に 老婢の 酌 をす るの を、 と 田 ：3 つた 

か 一寸見て 柳 之 助 は 直に 横 を 向く。 それ を 見付ける と、 老婢は 忽ち 點々、 と淚を 零した。 柳 之 功 は 

叉 其 を 見る と コップ を 持った ま.， - 俯いて、 滴々 と淚を 落す、 老婢 は壜を 下に 置く と、 抉から 鼻武 

を 出して 頻に 泣き 始めた。 

あ ふ ，つ 

f 之 助 は コ ップに 半分ば かり を 一 息に 嘴了サ て、 
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「元、 寂しい な。」 と 故と 元氣 好く 言 懸ければ、 

「御尤 でございます。」 と 元は 益 泣く。 

此挨 接で は 不足ら しく、 

「あ、、 寂しい よ、 寂しくて 可かん。」 

と 重ねて 訴 へたが、 急 來る淚 を 防がう 爲に、 餘れる 酒 を 叉 一息に 呷と 飮 むで、 

「もう i。」 

此 酌に 就いて 彼は考 へたので ある。 お茶 一 つ 上る ので も、 奥様の 御手からで なくば 御 承知の 無 

かった 旦那 様が、 元のお 酌で 上る のみ か、 注げと 有 仰る。 &、 呼 liL- い。 例なら ば (類さん) を 

おっしゃ 

呼へ と 有 仰る ので ある けれど， その 奥 樣は御 在な さらない。 お 寂しい と は御尤 だ、 と 老の淚 はい 

とど^か つたが、 やがて 忙しく 目 を 拭いて、 湊を 去む で、 もう 泣くまい と覺 悟した やうに 紙を袂 

に 入れて 了って、 

, あちら 

「それに 今日は 姻 家の 奥様 も御歸 になった ものです から、 急に 猶の事お 寂しう ござ います。」 

と 盆の 物 を安排 して、 鶴 子 を 割って 其へ 出しながら 

「何も 御 肴が ございま せんので、 本 當は御 精進な ので ございます けれど、 姻 家の 奥様が 其に は 

及ばない と 有 仰って、 此 間から 旦那 樣 だけに は 御 魚 や 肉 を 差 上げて 居ります のです から、 お gj. 
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も宜ぅ ございませう。」  ,g 

あちら おつか メん  I 

「あ、、 それ ぢゃ何 か、 姻 家の 家母樣 やお 前 は 精進な のか。」 

「はい。」 と 老婢は 叉 少し 萎れる。 

r 然 うか。」 と 頭を搔 いて、 

「些とも 氣が 着かなん だ。」 

「い \ え 、旦那 樣 はお 宜 うご ざいます。」  . 

「いや、 條も 其ぢゃ 精進に しゃう。」 

「然 やうで ござります か。 それ はま あ 何方 かと 申せば、 御 精進の 方が。」 

r 佛の爲 だな。」 

「然 やうで ございます とも。」 

と 其 可憐 さに 老婢は 叉 淚に誘 はれる。 

まと サ 

「^、 もう 怫に 成って 了った！」 

耐 りかね て 柳 之 助 は 水で も飮む やうに 一 盃の麥 酒を盡 して、 ほうと 息 を 吐く。 老婢は 起つ て、 

もち 

火 を 持って 來て 見る と、 柳 之 助 は 目 を閉ぢ て、 壁に 靠れ て、 少し は醉 つた やうな、 多く は 物 を 思 

ふやうな 態で、 瞢 然として ゐる。 


元は 火 達の 始末 をして、 など を 片寄せ て、 起た うとす ると 主 は 弗と 目 を 開いて、 

「何時かな。」 

らう ひ 

その 倚って ゐる 壁に 時計の 掛けて あるの を 老婢は 見て、 

「四時 七 分 前で ございます。」  . 

「これから 一 寸墓詣 に 行って 來ゃ うかな。」 

ガラ， ごし  さすが 

と 柳 之 助 は 障子の 硝子 越に 外面 を 眺める。 元は 有 鬚に 驚いた。 如何な 察で も 一日に 二度 も墓詣 

をす る ものが あらう か。 今日は 二七日で あるから、 朝の 內に谷 中まで 詣 つて 來 たばかり である。 

それ も 近い 所では 無し、 まして 雨 は 降る、 日 は 暮れる、 これから 如何な さらう と 云 ふの か、 と 其 

ゥか ^ 

氣色 をば 候った が、 隨分 出掛 もし さうな 様子。 

ね がい  こんば く 

柳 之 助の 身に なったら ば、 懷 しいく 遣骸の 眠って ゐる所 は、 目に 見えぬ 魂魄の 猶 留る屋 棟の 

つねば くわつ  はかまね リ 

下より は、 追慕の 渴を醫 する に 疑 無い。 彼の 墓詣 をせ うと 云 ふの は、 生きて ゐる人 を sj^ ねる と 同 

じ 意で、 戀 しさに 堪へ かね たれば こそで ある。 

任 心う 考 へたら ば、 別に 不思議 は 無い。 老 婢も然 うと は考 へたので あるが、 極めて 不思議に 思つ 

た、 或は 變に 思った、 些と氣 が 如何 かした ので は あるまい かと 思った、 然ふ思 ふと、 何と無く 可 

こ  >- ろぼ そ 

恐い やうな、 心細い やうな、 途方に 晦れ たが、 左 も 右 も 留める より 外に 法 は 無い と 思案して、 
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「もう 今日はお 遲ぅ ございま すから、 明朝に なさい まし。」 

「遲 くても 可い さ。」 

「それでも、 今朝もう 一 度御詣 をな すった のぢゃ ございま せんか。 那麼に 一 時に 幾度 も 行ら つ 

しゃら なくっても、 日に 一度 づ X で繁々 の 方が、 却って 怫樣は 御喜び でございますよ。」 

r 然 うかな。」 と 柳 之 助 は 稍 折れる。 

「これから 御詣 をなさい ます 代に、 御怫 前へ いらし つて、 御 線香 を 多 度お 供げ 遊ばし ましな。」 

し を ゥなづ  はかまね り 

子供が 言 聞かされた やうに、 柳 之 助 は悄々 と 頷いた。 墓 詣は思 止った 様子に、 老婢は 胸 を 安む じ 

て、 

「私 も 御 囘向を 致します から、 いらっしゃ いまし。」 

日暮に 薄る {4! 模様 は 雨の 爲 にいと 晦く なって、 製造 場の 汽笛が 曇った 聲で 泣く やうに 聞え る。 

ひぎい  さぴ しさ 

彼は曳 入れられる やうに 寂寥 を 感じて、 噫 今夜 も此 寒い、 陰氣な 二階に 燈 火と 相對で 居なければ 

ならぬ か。 居られる もので はない と 思 ふと、 柳 之 助 は 我 知らす 衝と 起った。  ， 

起った 所で 何處へ 行く ので ある？ 此が 自分の 住居で あれば 何 所へ 行った とて (類さん) は 居 

ない。 我家で あれば、 依然 此に 居る の だ、 と 座敷 中を狗 したが、 如何しても 居る 氣が 無い。 起つ 

て 見る と、 もう 坐る 氣も 出ぬ。 


例なら ば ラム プを 持って 昇って 來る 時分 だ。 晩飯の 支度 をす るので、 元と 呼ぶ 聲が 聞え る 時分 

だ。 ラム プを 持って来ぬ、 元と 呼ぶ 聲 もせぬ、 吁 寂しい、 寂しい。 と 柳 之 助 は堪へ かねて、 二 間 

つ ひ 

の 座敷 を 往来して ゐ たが、 其で も堪へ かねて、 竟に階 子 を 下りた。 

「元、 元！ 」 

らう ひ  Jllti いどころ 

と 呼びながら 玄關の 方へ 出る。 老 婢は臺 所から 甌 けて 來 ると、 

「傘 を 出して くれ。」 

^^/\  *H へだれ ぬれて 

と 言った ばかりで、 焦躁しながら 考事 をして ゐる服 色。 元は 前垂で 濡手を 拭きく、 

「何方へ 行 らっしゃ います。」 

と 其 擧動を 見て ゐる。 

ゥ ろん 

r 一  寸其 所まで。」 と 極めて 胡亂に 答へ る。 

S  t  、  せ^か ゥ 

「御 出掛で ございま すか。 唯今お 線香 を 供げ ると 有 仰い ましたのに、 急に 如何 爲 すった ので ご 

ざいます。」 

恨めし さう に 元に 視られ て、 少し 面目無かった か、 

「やつば り 一寸 行って 來る、 どうも 氣が濟 まんから。」. 

3 

「御 墓詣 でございます か。」  K 


柳 之 助 は 唯 頷いて 座敷の 內を 例の 運動して ゐる、 心で は 此墓參 を 異變な ものと 思 ひながら、 氣 

が^まぬ ゆ ゑに 行っても 見たい の を、 如何した もので あらう と 分^し かねて ゐる らしく。 

いよ/、 き み わる 

老婢 は彌々 (嫩 味惡く 思って、 之 は 飽くまで も屮 いして は 好くない と、 氣に 障らぬ やうに 種々 と留 

さすが  ふり もぎ 

めた。 留められて 見る と、 有繁に 其に 理が あるので、 振婉 つてまで も 出 やうと は爲 ぬけれ ども、 

ざ しぎ ぢゅ ゥ 

义滿 足して 思 止る こと も出來 ぬので、 益 烈しく 座敷 中を往 きつ 還りつ して ゐる。 

此時 格子の 外に 人力車が 駐 つたので、 柳 之 助 は 慌て. -玄關 に^ 出. ると、 美しい 蠟 塗の 車 は軏を 

支いて、 氣德と 雨具に 身 を 固めた 車夫が 背面に なって、 前 桐油 を 外して ゐる。 - 

とる ね  ， 

車の 音 を 聞いた 時に、 柳 之 助 は不圖 類さん が 生家から 歸 つて 来たの かと 想った。 そこで 駔 出し 

は やませい や 

たので あるが、 車 を 見る と、 然で 無い のを覺 つた。 見覺 えの ある 此車は 友人の 葉 山 誠 哉。 

あ \ 紫 山が 來て くれた、 と 嬉しい やうな、 賴し いやうな、 それに も 胸が 逼 つて、 叉淚が a-: る 

「おや、 葉 山 様が 入らつ しゃいました。 好い 所へ まあ。」  . 

と老婢 は頻に 喜ぶ。 

ちつら しゃ  すつ ぼ り ■  ネ- つき .S ろ 

薬 山 は 霜 降の 厚 羅紗の 外套 を 着て、 全然と 頭巾 を 被って、 小豆色の 爪革 を 掛けた 新しい 足駄で 

細 骨の 蛇の目 を挈げ ながら、 
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「あ、 酷い 降 だ。」 と 急いで 格子の 內に 入る。 

「此御 天氣に 好く まあ。」 

いそ/、 た ■  .  ぼん や リ 

と 老婢は 急遽 起ち か、 つて 外套 を脫 がせる。 柳 之 助は懵 然した 顔の、 氣の 無い 聲で、 

「さあ 上り. たまへ。」 

らゥひ  しきり あ： i さ Oi 

客と 主 は 連立 つ て 二階へ 通る。 迹に は 老婢が 車夫に 向つ て 频に愛 相 を 言 ふの が 聞え た。 . 

葉 山 は 座敷へ 入る と 直に、 

が. CS き 

「おや、 麥酒 かい、 洒落て ゐるぢ やない か。 豪氣 だね、 火燒 は。」  . 

と衝と 入つ て、 

「あ \ 寒い、 寒い。」 と 肩を搖 る。 

りゥ の すけ ゃゥす 

性 來の無 愛 相が、 憂に 心 を 寒 はれて ゐ るので あるから、 柳 之 助の 様子と 云 ふ もの は 無い！ 可 

厭な 奴が 來 たと 謂 はぬ ばかりで ある。 けれども 心の中 はな かく 嬉しい ので、 

「此方へ 來 たまへ な。」 

と 壁 際の 自分の 席 を 指す と、 

r-  ぼ. t- いた r  p み ひ 

「何 有、 此で 可い、 其 代 11^ 戴かう か。 今日は 御見舞に 来たの だ、 然ぅ、 然ぅ、 持って 來 たも 

のがあった。」 
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葉 山 は 手 を 鳴して、  g 

「車の 中の 包 を。」 と 老婢に 命じた。 

らぇぎ *1 ぬ ふくさ づ-- み  ぢ ゆう はこ 

元は やがて 定紋 付の 萌黃 絹の 袱紗 包と、 重莒 らしい 包と を 持って 來て、 紫 山の 前に 差 置いて 起 

たう とする の を、 

「一寸 待って 下さい。」 と 袱紗の 包 を 解いて、 

「之 を御怫 前へ」 

ぎゥ さよ だゥ  .  , 

西洋 林檎 を 一 籠と 蒸 菓子が 一 折、 . 鳩 居 堂の 線香 を 一 箱 添へ て、 蒔 繕の 盆に 載せた ま 、其へ 出す。 

「おやま あ、 御 見事な、 まあ。」 

と 元は 急に 手 も 出 さすに 眺めて ゐ たが、  ， 

「旦那 樣御覽 遊ばし まし。」 

らう ひ  J- ろ/ \れ1 

と 其方へ 差 向ければ、 柳 之 助 は 頷いた ばかり。 物 馴れた 老婢は 主人に 成 代って 百方 禮を 述べて、 

「どれ、 御覽に 入れて 參り ませう。」  . 

と 起ち かければ、 

お $ 

「それから 未だお 重 だ。 これ は 御菜です。 何 か 旨い 物 を 持って来 やうと 思った けれど、 此 際の 

し. S たけ がん ぺぅ た^ひ 

事 だから 遠慮 をして、 椎茸、 干瓢の 類 さ、 尤も 代物 は 精進 だけれ ど、 少し は 陰に 如何様が して あ 


るか も 知れません よ。」 

と 笑 ひながら 包 ごと 元の 方に 推 遣る。 

「それ は、 まあ 何から 何まで、 難 有う 存じます。 お 薩樣で 私も大 助り でございます。 旦那 様、 

叉お 重 を 戴きました。」  、 

「それ は 難 有う。」  . 

と 柳 之 助 はやう/ \禮 を 言 ふ。 

シガァ  ほそ まき ふか 

葉 山 は 手 焙を引 寄せて、 葉卷の 細卷を 吃しながら、 柳 之 助の 叉 思 出して か、 俯いて ゐ るの を ぢ 

〔 ンカ チイ フ 

ろり-/,, -と視 て、 何と 1- めた もので あらう と 思案 をして ゐ ると、 柳 之 助 は 左の 袂 から 手 巾 を 一 握 

出した。 而 して 隅の 方へ 投遣 ると、 其が 三つに なって 轉 がる。 今度 は 右から 叉 二つ 引 張 出した。 

それ をも投 出して 了って、 袖で 目 を u る。 

葉 山 は 驚いて 見て ゐ たが、 

「何 だ、 あの 手 巾 は？ 一  . 

「どうも 淚が 出て 困る。」 

あれ  ，，  はれ a* 

「那は 悉皆 濡れて ゐる のかい。 なるほど 臉が腫 太くな つて、 太く 目が 赤い と 思った。 さあ 之 を 

あやぎぬ 

貸さう。」 - '綾緒の. G の 手 巾 を 火燼の 上に 35 せば、 芬と 香水が 句 ふ。 
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「好い 香が する ね。 妻が 能く 言った つけ、 君が 來 ると 好い 香が する つて。」  g 

「否 味 だと 言った の だら う。」 

「君 も 知つ とる けれど、 妻 は 決して 惡ロを 言 はんかつ たよ。 特に 君に 對 しちや、 何 だ、 非常に 

信 ffl して 居った から。」 

生前で さへ 妻の 事 を 說く柳 之 助で ある、 まして 今日で は、 其 嘴 を 始めたら 底止 は あるまい。 其 

なぐさめ 

は 可い が、 餘り思 はせ て 泣かせる の は 健康の 爲に 好くない、 故に 慰藉に 來た のかと 思へば、 葉 山 

はなし 

は 故と 話頭 を轉 じて、  . 

「時に。」 と 言 出した。 

柳 之 助の 胸の 內は、 はや 妻の 事に 就いて 萬 感が滿 ちて ゐ るので、 何から 話 屮：： して 可い やら、 そ 

れ にの み氣を 奪ら れて、 他の 言 は 耳に も 入らぬ。 

ご ち そウ 

r 實に恁 云 ふ 時に 妻が 居ったら 御馳走 をす るの だけれ ど、 居らん、 妻 は 居らん。」 

ハンカチ イノ  りゥの すサ 

と 好い 香の する 手 巾 を 把って、 柳 之 助 はさし ぐむ 淚を拭 ふ。 

「然しね。」 と 葉 山 は 叉 言 出す と、 

「然し、 居らん やうな 心地 はせんよ、 死んだ と は 思 はれん よ。」 

「それ は尤 だ。 然し …… 。」 


「何故 死んだ かと 思 ふと、 妻 は 實際僕 を 愛して 居らん かった かと 思 ふよ。」 

そんな む り 

「那麼 無理な 事が ある もの か。.」 

「あ \、 それ は 無理 かも 知れぬ、 無理 だら う、 無理だった、 全く 無理だった。」 

彼 は 最愛の 妻の 氣に 障った 事 を 不園言 つて、 その 不機嫌 を 見て、 遽に執 成す やうに、 詫で もす 

る やうに、 頻に斷 つた、 固より 無理な ど を 言 ふ 意ではなかった、 思餘 つて 不知 口走った ので ある 

が、 無理と 尤 めら れて 見れば、 無理で あると 心 着いた ので。 すると。 (類さん) の艴 然とした 面 

♦o-  j  »  ,  、  -  I  -  おもかげ し 54 ゆうめ さき  ちらつい 

影 カ肠に 浮む だので ある。 最愛の 妻の 面影 は 始終 眼前に は隱 顯てゐ るが、 それが 忽ち 不興の 眼 色 

をして 怨めし さう に視 たので ある。 

柳 之 助は濟 まぬ と 思った、 無理で ある、 と頻に；？^^びた。 けれども 心が 落着かぬ、 卽ち 幻の 面影 

は 其 色を釋 かぬ ので ある。 耐 りかね て 柳 之 助 は、 

「妻 はね、 妻 は …… 、」 

さ 1- が 

と 言 出した が、 さて^と 言った もの やら、 有 繋に 惑った ので ある。 

「妻 は 君 も 能く 言った けれど、 非常に 客 を 喜んでね、 僕と は 違って 愛 相が 好かった。」 

と は 言った が、 是 では 未だ 其不 與を釋 くに は 足らぬ と 思った。 然し 早速に 言 ふべき 事が 出な か 

つたので、 姑く 考 へて ゐ たが、 何 を 思 出した か、 叉淚 ぐむ で 了 ふ。 
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「時に、 君は舉 校の 方 は 如何した？」 

もちあつ か 

と 葉 山 は 持 扱って ゐた (時に) を やうく 用立てる。 

かま 

r 學校？ 舉 校なん ぞは管 はん、 もう 否 だ。」 

苦い 顏 をして 柳 之 助 は 頭を掉 る。 

鷲 見 铆之助 は 大擧の 地質 舉專科 を 卒業して、 今 は 東京 物理 擧院の 敎授を 勉めて ゐ るので あるが、 

謹勉 であり、 懇切で あり、 而も 十分に 實 力の ある 所から、 舉院の 氣承も 生徒の 信用 も 極めて 好い、 

慾に は 試 驗の點 が 少し 辛い と 云 ふ 噂の 外に、 此 人に 對 する 非難の 聲は 全く 無い。 舉院 では 實に難 

有い 大事の 人に なって ゐ るので ある。 

「管 はぬ たって、 然 うは 行かな いぢ やない か、 自分の 職業 ぢ やない か。 餘ヅ 長く 退いて ゐ たら、 

學 校の 方で 差 支へ る だら う。」 

「差 支 へても 管 はん。」 

「那麼 自棄 を 言つ ちゃ 困る ね。 もう 少し 休む だら 出る 方が 可い よ、 獨で引 籠って 居る より は 却 

つて 氣が 霽れる から。」 

「唉 もう 何を爲 るの も 否 だ、 何も 出來 は爲ん よ。 實際僕 は 生きと る樂が 無い の だ。 生きて 居ら 

うと は S はんよ。」 


I/O 


葉 山 は 手酌の 麥酒を  一 ロ飮 むで、 

「困った もんだ。」  、 

と 櫓の 上へ どつ さりと 靠れ る。 

「僕 は實に 寂しくて 可かん。 君、 それ は實に 寂しい もの だよ。 それに 一 i 一 まぎ 11 の 降る 日な ど は、 

如何し やう かと 思 ふやう だ。 何 所へ 行っても 家中 線香の 氣 がして、 其が 實に耐 らんね。 恁云 ふ、 レ 

地で 一 月 も 居ったら 僕は屹 と病氣 をす る、 病氣 をしても 看病す る 者 は 無し、 慰めて くれる 者 は 無 

し、 一 日 だって 僕 は寐て ゐられ やせん。 設然 うなったら 如何せ うかと 思 ふと、 實に 心細 ハ。 今で 

*1 んな こ- -ろ もち 

さへ 這麼 心地な の だから、 あ.^ 否 だ、 否 だ！」 您毛竪 つた やうに 柳 之 助 は 身顫ひ をす る。 

そんな こと 

r 那麼 事まで 考 へた 日に は 際限が 無い。 どうも 今更 爲方も 無い。 何も 天命と 思 切る より 外 は 無 

いの だ。」 

「僕 は 到底 思 切れん よ。」 

「思 切れん と 云った つて …… 。」 

「だって、 思 切れん ぢ やない か、 僕の 身に なって 見 給へ な。 君 は殘酷 だ。」 

r 殘酷は 過い ね。 君が 何程 思 切れないと 云った 所で、 お 類さん 様が 生返る ぢ やなから う。」 

「ぢゃ 思 切ったら 生返る か。」  ^ 


と 柳 之 助 は 义 つた 氣色。 

「叉 那麼 無理 を 言 ふよ。 君の 心 は 十分 察して ゐる わね。 けれども 哀 むで 傷ら すだよ。 君 は 細君 

の 爲に體 を 毀しても 苦しくな いの だね。」 

返答に 窮 へて ゐる 間に 薬 山 は コップ の 酒 を飮盡 して、 更に  一 }^ を 注がう とすると、 半分より は 

無い。 

r 麥酒 はもう 無い かい。」 

「無け り や 買 はう。」 

よびりん  .1 くら 

と 喚 鈴 を 鳴して 元に 聞けば、 幾許 も あると、 叉 一 本 ロを拔 いて 來る。 

そんな は.. ri し 

「まあ 一 飮 むで、 もう 那麼話 は 止さうよ。」 

と 葉 山 は 一 つ 差した。 

「他の 話より 此 話が 可い の だから、 もっと 爲て くれ 給へ。」 

Ir  し じゆう かんが 

「可け ない よ。 始終 考 へて は欝 いで ゐる 所へ 持って来て、 叉 其 話 をしたら 愈 泣かせる の だ 不吉 

な 話 は 止さう。」 

「不吉と は？ 君 …… 」 

柳 之 助 は 口 へ 持って行った コップ を控 へて、 吃と なる。 
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「いや、 惡 かった。 私 は 今日は 君が 獨で 寂しから うと 思って、 見舞に 来たの だ。 然し 一々 言 ふ！ 

事が 君の 感情 を 害す やうで、 誠に 濟 まない。 御迷惑 だら うから 私 は 是で御 暇 をす る。」  一 

みづ くろ ひ  りゥの すけ しか  一 

身 繕 をして、 葉 山 は 起た うとす る、 其 袖 を 柳 之 助 は 緊と捉 へた。  ： 

「あ. -、 惡 かった、 僕が 惡 かった。 雷 過ぎた よ、 免して くれ 給へ e 實際 不吉に 遠 無い の だ。」 

苦に 柳 之 助 は 詫びる。 

「それ ぢゃ然 云 ふ 話 は 止す かい。」  一 

と 未だ 立 膝 をして 羽織の 紐 を 正して ゐる。  . 

「止す、 止す。」 

と 片手に 葉 山の 袂を捉 へながら、 慌て  >- コ ップを 空けて、  一 

「さあ  一 K 氕 一 1^ 飮 むで くれた まへ。」 と 突 付ける。  一 

此 子供ら しい 所が 葉 山の 柳 之 助に 惚れて ゐる 所で。， 彼が 他の 思 はく を も 管 はす、 直に (妻が) i 

と 言 ふの も、 不吉と 言 はれて、 今 腹 を 立った の も、 皆此 子供ら しさから である。  一 

そんな はなし  i 

「那麼 話 は 止す と 云 ふなら。」  一 

と 恩が ましく コップ を 受けて 葉 山 は 叉 火 達に 入る。  1 

「まあ 居て くれた まへ。 君に 往 かれて 了 ふと 僕 は孤獨 だ。」  ： 
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1^ を 差して 置きながら、 酌 をす るの は 忘れて、 薄 圑に顔 を 抑 付けて 柳 之 助 は 又欝ぎ 出す。 s 

愁ひ合 手に なって ゐ たら、 彌々 思 出させる ばかりと、 葉 山 は 不如飜 弄して 了ふ氣 で、 

「おい 御酌 は？」 

「や、 忘れた。」 

ちリ ち-  ゾ.， 7 

と慌 忙しく 場 を 取って 注ぐ と、 たらり と 一 窄 ほど。 兩侗は 思 はす 顏を 見合せ る。 

びん 

「何 だな、 場が 遠って ゐ るよ。」 

柳 之 助は濟 した もので 瀵を替 へ. て 酌 をす る。 滚々 と 出る 酒 を 見ながら 葉 山 は 少しく 笑を帶 びて、 

「有る 酒なら ば恁 うして 31 る、 ねえ 鷲 見。」 

と 泡 を 噴く 酒と 柳 之 助の 顏とを 等分に 見較べる。 妙な 事 を 言 ふと 思って、 柳 之 助 はお のれの 手 

元 を 見い/, \ 葉 山の 顏を 眺める。 

「ねえ、 無い 酒 は 出ない、 君 は 酒の 無い？ i で 酌 をす る こと は出來 ない と 云 ふ 事 を 知って ゐるぢ 

やない か。」 

「それが …… ？」 

と 柳 之 助は怪 許な 顔 をす る。 

「それが さ、 無い 酒 も、 亡い 人 も 同じ 事 だら う。 だから、 餘り然 う 快々 思 はない が 可い と 云 ふ 


のさ。」 と  一 ロ附 けて、 

「肴 を くれた まへ な、 その 鷄子 を。 君が 手づ から 割って くれる のさ。」 

1 個 取って 皿の 緣へ抵 て やうと して、 柳 之 助 は 一 寸接 へた。 

「何 を考 へて ゐ るの だ。」 

「僕 は 今日から 精進なん だからな。」 

しょうじん 

「君 は 精進で も、 私が 戴く の だから 可から う。 然し 精進 は 解った が、 今日から と は 解せない ね、 

今日から と は 如何い ふ理 だ。」 

「もう 可い よ、 可い よ。」 

と 一 思に 劈 然と 皿の 緣へ打 着ける。 

そんな 

r 然 うだ、 然 うだ。 下地 を 注け て、 あつ、 那麼に 注け て …… 如何す るの だ。 さあく 此方へ 貸 

たま； J 

した。 鶴 子 をもう 一個 …； 辛 さう だから 填める のさ。 それから 盆 を、 後が 箸 だ。」 

あんばい  しげ, \ 

葉 山 は 之 を 櫓の 上で 好い やうに 墜 梅す るの を、 凝 然と 視てゐ たが、 

そんな こと 

「君 は 好い な、 一寸 那麼事 も 上手に やる。 僕 は 全く 出 來んの だ。 悉皆 妻に して もらつ とった の 

だ。 その 妻が もう 居らん の だ。 吁、 困った な あ。」 

C れ だけ 

口頭に 出した のは纔 に如此 耳で あるが、 胸の 中には 千 萬 無量の 思が 紛亂 したので、 彼 は 蒲圑に 
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顏を推 着け、 擦 着けて 悶えた。 

紫 山は餘 りの 様子に 手 を 着け かねて、 姑く 默 つて 視てゐ ると、 柳 之 助 は に 顏を擧 得なかった。 

いつまでも 視 てゐれ ば、 いつまでも 擧げ ぬので、 

「其 話 は 止す と 云った ぢ やない か。」 

それでも 柳 之 助 は仍顏 を舉げ ぬ。 

「さあ、 もう 好 加減に しない か。」 

と 肩先 を 輕く拊 けば、 やう./ \>擧 げた 顏は、 洗った やうに 淚に 浸されて ゐる。 

こんな ふ ゆく わい 

「如何 かならん かな。 僕 はもう 耐 らん、 不愉快で。 這麼 不愉快な 事 は 無い。 如何しても 慰めら 

れん 不愉快 だ。 僕 は 今迄 は甚麼 不愉快な 事が あっても、 妻に 慰められ たの だ e 僕 は 其 妻 を 亡って 

ちかつ ち ど 

了った。 . ^朝 墓 詣 をした の だ。 實に、 君、 夢 だね、 赤土の 土饅頭に 一本の 墓標が 立つ とる ばかり 

で、 雨が 寂しく 降つ とる の だ。 君、 之 を 見て くれた まへ。」 

ゥん しう やぎ 

^の 親の 手 巾で 半面 を掩 へながら、 柳 之 助 は 本箱の 上に ある 雲 州燒の 小さな 瓢 形の 一 輪 揷を指 

さ t- ん くわ 

す。 紫 山 は 見た。 染 垂れた 山茶花の 半開が 一輪 横向に なって 挿して ある。 

「君。 "だ だよ。」 

と 柳 之 助 は火燒 から 這 出て、 橫向 になって ゐ るの を 正面に 正さう としたが、 枝が 曲って ゐ るの 
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で、 如何しても 外方へ 振って 了 ふ。 花 入の 方で やう やう 鹽梅 をして 此方 を 向かせて、 

「この 山茶花 だよ、 好いだら う。」 

何が 好い の だか、 葉 山に は 少しも 解らぬ。  ， 

「君、 好いだら う、 好い と 言って やってくれ 給へ。」 

「又 思 出した のかい。」 

困り 菜て は所爲 事無しに 葉 山は麥 酒を飮 む。 

「妻 は 一 體賑 かなの が 好きだつ たに、 寂しい 森の 中で 雨に 降られて、 唯一 人 埋まつ とる ぢ やない 

か。 僕 は實に 胸が 一杯に なって 如何す る こと も 出來ん かった。 而 すると、 姻 家の 母が ね、 此花を 

そのき fc つ fc ひとつ 

見付けて 僕に 敎 へたの だ。 垣の 隅 を 見る と、 此 花が 唯 一 梁唤 いとる の だね、 君、 其 木に 唯 一 朶な 

なが じゅ 

の だよ。 母が 言 ふに は、 是は 類の 魂 だ。 類の 思が 遺って 花に なって^ いたの だ。 類の 大 好の 長襦 

ぼん  さ 1* ん くわ も lu-c\ 

袢には 山茶花の 模様が 着い とった から、 是は 類の 魂に 違 無い、 と 言って 泣く の だ。 僕 も 見る と 丁 

度、 此方 を 向いて 此 花が^い とる の だ。 變な事 を 言 ふやう だけれ ど、 其 時は此 花が 寳際 類の 額に 

見えた よ。 風が 来て 動く の だ。 類が 藥を飮 むの は 否 だと 言って ね、 首を掉 つた やうだった。 僕 は 

其 時 は 妻が 復活った のかと 想った。 考 へて 見れば 妻 は 僕 等の 脚の 下に 埋まつ とる の だ、 是は山 茶 

花な の だ。 妻の 母 は 紙 を 出して、 泣きながら 此花を 拭いと るの だ。 何を爲 るの かと 聞いたら、 君- 
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親子 だね …… ej  ^ 

？ i んゃリ  I 

柳 之 助は烟 返って 語が 鑌 かぬ。 葉 山 は 茫然 酒を飮 むで ゐる。 

「母親の 言 ふに は、 雨が 漉って 冷た さう だから、 少し 拭いて やる、 と 君、 自分の 濡れる の も 知 

ら すに 熱心に 拭いて やっとる ぢ やない か。 而 して 此花を 全然 鼻紙で 裹 むで 了った。 那麼事 をす る 

こんな ところ 

もの だから 僕は猜 悲しい、 這麼 所に 獨で 置く の は可哀 さう だから、 內へ 持って行か うと 言 ふと、 

それ ぢゃ 一 所に 連れて行って くれって ね、 折って 僕に 渡した の だ。 君、 此花 だよ、 あ X、 君の 方 

を 向いと るよ 0, 一 

しみ. <\ あはれ 

柳 之 助 は 壁に 頭 を 推當て 、泣 出した。 餘り 愚痴と は 思 ひながら、 浸々 哀に 搔ロ說 かれて、 紫 山 

も 誘 はれ 氣 味の 稍胸逼 る。 

「もう 1 一目 はない が 可い、 いつまで 言 つたって 所爲が 無い。」 

と 鼻 Is- になって 顏を撫 廻す。 

「言 はして くれた まへ。 言 はすに 思つ とる の はな ほ 不愉快 だ。 言つ とれば 多少 氣が 霽れる から。」 

「それ ぢゃ 此方が 窮 るよ。」 

こま  こま 

「君 は窮 つたって、 僕が 窮っ とる ほど 窮り はすまい。」 

と 柳 之 助 は 淚を拂 つて 問 懸ける。 


「然 うどう も 理窟 を 言 はれち や 困る ね。」 

こんな  あはれ 

「然し、 君 は 僕が 這麼に 思つ とる のに、 少しも 僕 を可哀 だと 思って くれん の だ。 君 は 平 氣でを 

るの だ。 妻 は 君の 兄の やうに 思つ とった のに、 君 は 類が 亡くなっても、 悲しい とも 何とも 思って 

くれん の だ。 君 は 然云ふ 不實な 人物と は 思 はんだった。 類の 爲に 眞黉 泣く もの は、 類の 母親と 僕 

と 二人 限 だ。 君 は 類の 死んだ の を 悲しい と 思って くれん かね、 僕 は 悲しい、 這麼 悲しい こと は覺 

えない。」 

そのて い  ^fj 

柳 之 助 は 潜々 と 泣く。 其體は 如何にも 可哀 であるが、 葉 山 は 寧ろ 首 を 傾けた。 ちと, 上て ゐる 

ので は あるまい かと 考へ ると、 誘 はれた 淚は遏 つて、 紫 山 は 慄然と したので ある。  ， 

「それ ぢゃ 如何 すれば 可い のさ、 もう 其 話 は 止す と 言った から、 私は歸 るの を 又 居た の だ。 然 

すり や 叉 其 話 を 始めて、 擧 句の 菜 は 私 を 攻撃す るの だ。 惡 いこと は 11  一一 n はない、 然 うお^!! めてば か 

り 居て は體 が耐ら ないから、 努めて 氣の 紛れる やうに 工夫 をした まへ。 第一 內に ばかり 引 込む で 

ゐる のが 好くない。 些と 出掛けた まへ。」 

「それが 旣 に不赏 だ。 死んだ もの は爲 方が 無い から、 忘れて 了へ、 恩 ふなと 云 ふの は、 1 敝ぢ 

やない か。 僕 は 死んだ から 思 ふの だ。 思った から 如何なる、 泣いた から 如何なると、 ，1 ぎ If.!^ な、 

目的な ど を 有つ とる 现の もの ぢ やない。 君 は 僕より 年長 だし、 經驗 にも 富む どるし、 世間 こ， も虽 
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4U るで こども 

じと るから、 僕の 考 へて ゐる所 は 或は 僻して をる だら う、 君の 社會 的の 目から 見たら 宛然 子供 だ 

らう。 君の 言 ふ 所 は 世間の 行 ふ 所な の だら う。 君 は 世間 を 以て 僕 を 責める の だ。 僕 は 世間 は 知ら 

ん、 けれども 幸 ひに 僕の 心に は 世間と 云 ふ ものに 曇らせられん 一 片の 誠が ある。 其 誠が ある 爲に 

僕 は 忘れら れんの だ。 からして 忘れら れんの は、 決して 愧づ べき 事で はない と 思 ふ。」 

「誰も 愧づべ き 事 だと も 何とも 言 ひ はしない よ。」 

「言 はん けれど 君 は 愧づる 方 だら う。」 

「え.. I、 もう、 何方でも 宜しき やうに 願 ひませ う。 1 

と 言った 限で、 其 後 は 柳 之 助が 何と 言 はう が、 見向 もせす に、 くびり くびり と獨飮 むで ゐる。 

柳 之 助 ははつ と 思って、 

「君 腹 を 立った のか。」 

う ぜん 

窠山は 昂然と して、  . 

「あ 、腹 を 立った よ。」 

「僕 は 言 過ぎた かね。」  ， 

「あ 丄 一一 n 過ぎた よ。」 

r 免して くれ 給へ、 ねえび」 


i8o 


彼 は無雜 作に 例の 子供の やうに 過を悔 ゆる。 

r 宜ぃ、 君 は 僕 を不實 だと 言 ひました。」 

「だから 言 過ぎた と 言って 謝る の だ、 免して くれ 給へ。」  - 

「君 は 成程 君 は 可愛い けれど、 朋友な どの 事 は 何とも 思 はない の だね。 宜ぃ、 解った。」 

そんな こと  そんな こと 

r 那麼 事が ある もの か、 那麼事 は 無い。」 

「それなら 朋友の 言 ふ 事 も用ゐ たが 可 いぢ やない か。」 

「無論 用ゐる さ。」 

「用ゐ るね、 屹度 用ゐ るね。」  . 

餘り念 を 推れ るので、 如何なる 事 かと 柳 之 助は覺 束な く 思 ひながら、 

「用ゐ る、 用ゐ る。」 

# づか 

と 雷 ひ は 言った が、 さて 何 を 言 はれる か、 と氣遣 はしげ に 葉 山の 額 を 視てゐ る。 

「外の 事で もない がね、 內に ばかり 引 込む でゐ るの は 好くない から、 本當 にち と 出掛けた まへ。」 

「何 所へ？」 

「ま づ舉 校へ 行く の は 一番 好い が …… 」 

「未だ 腦 が亂れ とる から、 それ は 可かん よ。」  ^ 


「それで は、 僕の 家へ 來 たまへ、 遊びに 來 るの だ。 御馳走す るよ。 出掛けた 方が 氣が 霽れて 甚 

@ に 好い か 知れ やしない。 氣も 進まな からう けれど、 まあ 瞞 された と 思って 來て見 給へ よ。 吃と 

來 るかい、 宜 いかい、 來 るね。」 

柳 之 助 は 熟と 思案して ゐる。 

「如何した のさ、 ^に考 へる ほどの 事 は 無から うぢ やない か。 內に引 込む でゐ るより は 氣が霽 

そんな 

れ るよ。 明日 は 休日で、 私 も 一 日內に 居る から、 朝から 來 たまへ。 何を那 麼に考 へて ゐ るの だら 

う。」  . 

太く 考 へて ゐ るの が 葉 山に は 解らなかった。 尤も 何事に も 直に 考 へる のが 此 人の 癖で は あるが、 

己の 信す る 唯 一 人の 葉 山の 言 ふ 事 は、 常に 自分の 了簡よりも 信す る ほどで あるから、 葉 山が 右と 

い へば 右、 左と い へば 左、 つい 應と言 はぬ こと は 無い ので ある。 今日に 限って、 何故か 考へ るに 

も當ら ぬ 事 を 太く 考 へる。 なるほど 葉 山に は 解らなかった。 

けれども、 是は 仔細 も 無い 事で、 例の 細君の 死を悲 む餘、 何を爲 るの も氣が 無い ので、 外へ も 

S- ソ にく はない ので あらう、 と 恁ぅ刺 じたから、 猶更勵 めて、 否應 無しに 引出さう と考 へたので あ 

る 0 

はきち が 

利 發の葉 山も是 ばかり は 踏 ti へて ゐた。 なるほど 柳 之 助 は 何を爲 るの も 憂いので ある。 外へ 出 


182 


る頻も 無い ので ある、」 然し、 彼 は その 最愛の 妻 を 亡った、 女に 於け る 唯一 人の 所 好 を 無くした の 

であれば、 此上は 其 心 を 慰む るに は、 男に 於け る 唯一 人の 所 好を恃 まねば ならぬ、 その 葉 山が 深 

切に 云 ふ 事 をば、 如何にしても 背かう 道理が 無い。 葉 山が 强 ひて 言 ふなら ば、 隨分舉 校へ も 出る 

ゥ さはら し 

ので ある。 掃 憂と ならば 紫 山と 連立って 何 所へ でも 行く ので ある。 

然し、 葉 山の 家へば かり は、 柳 之 助の 思案 をす る理が ある。 それ は 自分と 地下の 類との 外に 知 

る もの は 無い。 さすがの 葉 山 も 之 を 知らぬ。 知らぬ ので はない、 知らせぬ ので はない、 知らせる 

ことが 屮ぃ釆 ぬので ある。 知られて は 一 大事な ので ある。 

我家へ 來 いと 切に 勵 めら る X の は、 恰も 此 知られて は 一大事と 衝突した ので、 何事に も 直に 考 

つれ あ 1  ひ 

へる 柳 之 助に は、 此際 太く 考へ ねばなら ぬので ある。 と 云 ふの は、 柳 之 助 は 葉 山の 內眢が 犬の 嫌 

で、 彼 は 固より 多 數の人 を 虫が 好かぬ その 中で も、 最も 好いて ゐる 人の 妻 を 最も 好かぬ ので ある。 

其 好かぬ と 云 ふに 就て は、 何等の 原因 も 理由 も 無い、 其 所が 所謂 虫が 好かぬ ので。 自分の 兄と も 

賴む 人の 內眷、 其 を 好かぬ ではならぬ、 と 柳 之 助 は 常に 考 へる。 それで、 先方から 己 を 疎みで も 

する のかと 云へば、 氣も 無い、 葉 山 同様に 實を盡 して くれる。 其 人 をば 何故に 自分 は 嫌 ふの か、 

と 柳 之 助 は 始終 心に 訊ねて 見る が、 一向 理窟 は 無い。 

せ い すらり  しとやか 

葉 山の 內眷と 云 ふの は、 美人で はない が、 目鼻立の 揃った、 色白の 身材 の緣创 とした、 閑雅な、 I 


奥様ら しい 様子の 人物。 若し 其 短所 を擧 げたら ば、 少し 寂しくて、 無人 相で、 何を爲 るに も 極め 

て 不熱心の やうに 見える。 然 かと 云って、 萬更 義務でして ゐる とも 見えぬ が、 進む で爲 して ゐる 

うまみ 

とは猶 のこと 見えぬ。 萬 車が 機械的で、 韵 致と いふ ものが 無い。 恰も 其 容貌の 整って ゐ ながら 何 

の 趣 も 無い のと、 能く 一 致して ゐる。 

那云ふ 女と 能く 添って 居られた もの だ、 と 柳 之 助 は 常に 思 ふ。 別して、 (むづ かしゃ) の 紫 山 

が 能く 彼で 滿足 をして ゐ ると、 其 も 亦 一 件の 不審に して ゐる。 

るね 

凡そ 女子と 云 ふ もの は、 柔に溫 であるべき ものである、 (類さん) は 十分 柔に溫 であった、 と 

らふせ きざいく 

彼 は 信じて ゐる。 然るに 葉 山のお 種 樣は蠛 石細工の やうに、 硬くて 冷たい。 自分の 最も 好いて ゐ 

る 者と 正反對 である 爲に、 虫が 好かぬ ので あるか、 と 柳 之 助 は考へ もした。 

紫 山に は 所謂 焦れて ゐる ほどで あるから、 毎日で も 逢 ひたいの である。 お 種樣を 見なければ な 

ら ぬのが 否 さに、 控 へに 控 へて、 三度 行く 所 も 一度にして ゐる。 それでも 一週に 二度 は缺 かさす 

こ の いひ 

尋ねて 行く。 其 通り 隨分 足が 近いから、 氣の 着く 葉 山で も 此內秘 ばかり は 知らす にゐ る。 

しょげ 

妻に は 限らす 兩箇の 居る 所に 他が 來 ると、 氣先を 折られた やうな 調子で、 柳 之 助 は 必す慄 るの 

で、 自分と (類さん) との 外に は 打 解けた ことの 無い 男で あるから、 自分の 外 は內眷 にも 氣を置 

くものと 葉 山は考 へて、 可成 妻 を も 近け ぬ やうに して ゐる。 


しょげ  きら ひ  しょげ 

折々 お 種樣が 少し 親く しかける と懊 る。 嫌で あるから 慄 るので あるが、 葉 山は然 うと は 知らぬ- 

から、 此 男の 鮮で、 我 妻も此 人に は 他人で あると 諦めて、 格別 尤め もせぬ ので あるが、 奚んぞ 知 

おね 

らむ、 多くの 他人よりも 此ぉ種 樣を彼 は 一倍 好かぬ ので ある。 

常なら ば 柳 之 助 も 言 はる X ま \ に此 掛ける ので ある。 今は此 悲哀 愁歎の 心 を枉げ て、 虫の 好か 

ぬ 人の 所へ 行かう と は 思はなかった。 けれども 葉 山 は 常より 熟 心に 誘 ふ。 因で 柳 之 助 は 思案に 晦 

れ たので ある。 

段々 責められて 見る と、 如何 あっても 否むべき 理が 無い ので、 進まぬな がら も 柳 之 助 は 承知 を 

した。 其 を 機に 葉 山 は 起た うとす る、 柳 之 助 は 如何しても 還さぬ。 切って 還る と 言へば、 泣 出し 

さうな 顏 をして 寂しがる。 其 をば 捨て \ 還る も 氣毒 さに、 出た 火 撻へ又 入る。 叉 有 間して、 又 還 

ると 言 へば 又 引 留める。 葉 山 は 悖 はすに 二度まで 引 留められた。 三度 四 度と 大概 三十 分 毎に 還ら 

る 》ャ く  v< 

うと すれば、 斟酌 無しに 柳 之 助 は 左右 放さう とせぬ。 到頭 九 時になる。 此分 では 十 時が 十 一 時に 

さっそく ちゆ,？. P んどほ 

なっても 放すまい と 察た ので、 葉 山 は、 酒が もっと 欲い と 言 出した。 柳 之 助 は 早速 註文 通り 日本 

酒 を 取 寄せて 出す と、 葉 山 は 飲む では 差し、 飲む では 差し、 無性に 差した。 

とゥ ていきみ あ ひて  ) 

「僕 は然 うは 飮 めんよ、 迷惑す るよ。 到底 君の 敵手 は 出 來んの だから …… 」 

と 後に は 柳 之 助 も 猪口 を 叹らぬ やうに すると、 


「敵手が 無くち や 旨くない ね。 君 も獨は 寂しい と 云って、 僕 を 引 留めたら う。 寂し いのは、 君 

どぐ しゃ N/ 

ばかり ぢ やない、 獨酌も 寂しい。 君が 敵 乎 をして くれなければ もう 御 暇 だ。」 

葉 山 は 直に 起ち かける ので、 然 うは 飲めぬな がら、 還られる のが 否 さに、 受ける。 知らす 識 ら 

す醉が 廻れば、 體が 怠くな つて、 柳 之 助 は 其 所に 横仆 になる と、 忽ち 積 日の 疲勞 が發 して、 前後 

おかい： S. ォ- 

不 覺の髙 新で、 ぐっすりと 寢 入って 了 ふ。 

紫 山 も 麥洒の 下地に 二 合 未滿も 入れた から、 大分 酩 の狀 で、 柳 之 助の 寢入 るの を 呼び もせす 

かぎ はじ 

に 見て ゐ たが、 竟に 新を播 始めた の を 聞いて、 面. E さう に 笑った。 

たうとう もりつ ぶ  か o- い 

「や あ、 到頭 盛^して 遺った。 あ、、 能く 寢た。 寢 るが 好い。 恁云ふ 時 は 十分に 寢て腦 を 休め 

るが 何より だ。」 

こ たつぶ とん 

葉 山 は 火燒蒲 團を剝 いで、 柳 之 助に 被け て、 

うた 丄ね  ほゥぃ 5 

「條ぢ や 不足 だら う。 醉の假 寢に何 か 被け て 遣る と 云 ふの は、 朋友の 所作 ぢ やない、 俺の 爲る 

_5 ^ぢ やない が、 俺が 爲 なけり や 外に 爲る もの は 無い、 喃、 鷲 見。 

いや、 成程 瘦 せた！ 頰が 減け て、 目 も 窪む だ。 思へば 可哀 さうな もの だ _  くの 字狀 になって 

手枕 をして、 座敷の 隅に 轉 つて ゐる 具合 は、 如何しても II 身 者 だ。 細君が 亡な つたら 何と無く 急 

v;,4 むさく  やつ 

に 不潔な つたよ。 可哀 さう に、 憂身 を獎 して ゐ る。」 


186 


這 麼 事を考 へながら、 葉 山 は 悄然と 火燒 櫓に 倚懸 つて ゐた。 時雨 は蕭々 と、 黑ぃ 風の 隙浪 るに 

は う べんばん 

つれて、 身顫の 出る ほど 寂寥 は 外から 逼 つて 來る。 其 中で 老婢が 沈む だく 聲 して 方便 品を讀 む。 

fc かい？ b ぎ 

「元は 感心に 囘向 をして ゐる。 あ 上 C 众だ。 旦那 殿 は 高鼾で 寢て ござる。 實は 老少不定 だな あ！ 

恁ぅ 酒な どが 出て ゐ ると、 細君が 居ない と は 想 はれない。 俺で さへ 然ぅ思 ふの だから、 鷲 兒が寂 

しがる の も 無理 は 無い か。 

細君 巧く もない のに 料理 自慢 だつ け。 俺の 顏 さへ 見り や、 飯 を 食って 行け。 飯 を 食って 行けが 

しぎ や 音  ま S としな す 

病だった。 一度 御世 辭に 茄子の 嶋燒を 賞め たら、 それから 毎 歳 茄子が 出る と、 嶋燒の 御 招待 だつ 

け。 旦那 殿が 賺踰御 使 あに 立って、 今日は 君 種々 御馳定 が出來 るよ、 も 罪が 無くて 可 笑かった。 

もう 来年から 彼 嶋燒も 食へ ない と 思 ふと、 好い 心地 はしない もの だ。 いや 未だ 有った。 細君 得意 

はやす ひも 0  とろ.,， こぶ 

の 早 吸物 —— 魚 餅に 蕩汁 昆布と 云 ふので、 毎々 窘ら せた よ。 當 面今晚 あたり は、 何も ございませ 

ん でと 云 ふので、 例の 金の 網の、 靑 漆の 捥が 出る 所 だ。 あ. -又 かと 思 ふやう だった が、 其 人が 居 

なくなって 見れば、 不味い 物も懷 しい。 菜然、 いや、 栗然、 氣が 着かなかった が、 今日は 倚の 

(所 好な) 猪口が 出て ゐ ない。 貴方 は奇 つて ゐ らっしゃる からと 云って、 變に 歪む だ、 踏 滑した 

からか ひはん 

やうな、 赤 樂の氣 障 さ 加減の 耐ら ない 猪 口を出して くれたつ け、 是は 貴方の だと 云って 弄譃 半分 

に 始終 出した、 彼奴が 出て ゐ ない。 何だか 勝手が 違 ふと 思った。 一寸した 事が 旣に恁 うだ、 鷲 見 
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の 寂しがる の は 無理 も 無い。 俺で さへ 憶 出す と 好い 心地 はしない。」 

紫 山 は ほたり と 膝に 淚を 零した。  - 

「懇意に した もの \ 居なくなる の は 心細い もの だ。 俺も來 ちゃ 內の やうに 我儘に 言った つけ。 

る まげ 

昨日まで 赤い 手 絡 を 掛けて 大きな 圓 &i を 結って 嬸 しがって ゐた人 は、 もう 怫樣 になって 了った の 

/1 ヽ 0 一 

力 V し 

彼 は 目 を 連 gi いて、 if を 啜った。 

「どれ 線香で も 供げ て、 御 暇と しゃう か。」 

葉 山 は 枕頭 に 近く あ つた ラム プを 遠く 離して、 

「あ. -、 能く 寢てゐ る。 此 羸れ た顏を 見る と 不便で ならない。 今に 目を覺 したら、 叉 泣く の だ。 

ぢゃ、 もう 歸 るよ、 明朝 待って ゐ るよ。」 

さ t* ん くわ 

立 起ら うと すれば、 本箱の 上の 山茶花に 目が 着く、 葉 山は悚 然として 寒くな つた。 燈 影の 微昏 

い 所に 赤い 花の 此方 を 向いた 狀は、 心 ありげ に 首を延 して 職いて ゐる やうに 見 ゆる。 葉 山 は 突立 

ぢっ  しろち りめん 

つた ま. -其花 を眤と 視てゐ たが、 白 縮緬の^ 卷の端 を 引出して、 窃と目 を 拭いて、 其 花 入 を 柳 之 

助の 枕頭に 直して、 

ひざ くら  ひざまくら 

「膝枕 だ、 膝枕 だ。 それ ぢゃ、 然 やうなら。」  i 
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.^11  一一 n つたが、 不思議に も 其 は 彼が 常にお 類に 挨拶 をす る 調子であった。 

上の 拔萃 で、 主人公の 柳 之 助と 紫 山と いふ 人物と、 その 位置との 槪 念が 與 へられた こと k 思 ふが、 

この 葉 山の 細君のお 種と いふ 女の性 格が 1 寸 面白く 出来て ゐる。 雜 山が 柳 之 助 を 訪ねて 家へ かへ つ て來 

て、 柳 之 助の しほれ て ゐる樣 子 を 話す と、 お 種と いふ 女が、 この 鷲 見に 對 して、 あまり さう いふ 愚痴つ 

ぼい、 十日 も 十五 日 も 立つ のに 友人 を捉 へて、 返らぬ こと を 繰り かへ して 泣き 立てる とい ふの は、 餘り 

に 男らしくな いとい ふやうな こと を 云って ゐる。 すると 葉 山が、 (お前 は 昔氣質 だから そんな こと を 云 

つて ゐ るの だ、 この頃 は 夫婦の 情愛の 深いのと、 綾 羅紗の 合羽が 行る の だから 仕方がな いよ) と 洒落 ま 

じりに いふ するとお 種が (昔氣 質です から 私 は琉行 もの は 嫌 ひ) とい ふやうな 風な お 種と いふ 女 は堅氣 

の 女で、 鷲 見 を 見下げ果てた 人とまで 愛 相 をつ かして ゐて、 自分が 若し 葉 山なら 叱りつ けて やりたい 位 

に 思って ゐる。 その 果には 葉 山が 鷲 見に こんなに 同情して ゐ るから に は、 葉 山 も 少しお 類さん がな くな 

つたの を、 他人 事の やうに 思 はんから だら う、 と 少し 嫉妬ぎ みで ある。 そこへ 鷲 見が 墓參 りの 歸り にや 

つて 来た。 そして 外套の 隱 しから ビン へ ッドを 取り出して、 中へ 入って ゐる繒 を 引きぬ いで、 ( 一 寸こ 

れを 見て 吳れ 給へ、 よく 見て 吳れ たまへ) とい ふので、 葉 山が 手に 取って みたが、 何の 察 か 分らん。 ビ 

ン へ ッド はい まの バットみ たいな 泊 來の强 い 煙草であった。 そして 其の 續 は ヒンドスタンの 女が、 何 か 

食料品 を 入れた 鉢 を 抱えて ゐる立 姿で ある。 鷲 見 は それが 死んだ 女房のお 類に 似て ゐる といって 聞かな 1 

いので ある。 (何が 似て 居る もの か、 日本人と インド スタニ ー ほど 違うよ、) とい ふと、 比 度 は 上着の 隱 び 


しに 手 を 入れて、 細君の 寫露を 取り出す。 島 田の は 見合 ひの 時ので、 束髮と 銀杏 返しと 丸髢 の四坆 であ 

る。 それから 今 途中で 婚禮の 荷物に 出會 つたが、 その 紋が 丸に 枇 把の 葉が 三枚、 それが お 類の 紋と 同じ 

だと 云って、 又 亡妻の こと をい ひ 出す。 あんなに して 結婚しても 矢張り あのお 嫁さん も 死ぬ であらうな 

ど 上 K つて ゐる。 人間 は實に 果敢ない もので、 あの 荷物の 主 も 矢張りお 類と 同じに 土に なって 了 ふの だ。 

それ を 思 ふと 結婚な どす る もので はない。 一 つの 悲しみ を 滑す やうな もの だ、 彼等 はま だ そんな こと を 

知らん から 結婚した りする の だが、 氣の 毒な もの だ、 とかいって 何 かいふと すぐ 自分の 悲しみに 惹 きつ 

けて 来る。 そんな 工合に 駕 見が 非常に 愚痴つ ぼい。 しかし 紫 山の 家に ゐ ると 何となく 明く 幸福 さうな の 

で 非常に 羡 しがって ゐる。 別に これと いふ 小 說の筋 はない。 

それから 驚 見 は 悲しい 思 ひ 出の 多い 家 を疊ん で、 薬 山の 所へ 同居す る ことになるの であるが、 その 前 

に 在りし 昔し を傯 ぶため に、 亡き 妻の 式服 を 自分の 夜着に 作り 替 へさせる 一 條が ある。 そこが 一 寸 面白 

いから 拔 いで 見やう と 思 ふ。 

一日で も 早く 退きたい 家に、 未だ 此先 凡そ 六 週間 も 居なければ ならぬ と 思へば、 如何して 暮さ 

れる であらう。 と 柳 之 助 は 途方に 晦れ たが、 思 返されぬ 所 を 是非 も 無い と 恩返して、 左 も 右 も 百 

> にち 

個 日 過ぎる まで 待つ！ とした 所で、 轉 居は爲 る、 就いては 其 用意 を爲 ねばならぬ。 今から 六 週 

間と いふ 日が あれば、 寧ろ 十分に 用意 を爲 ると せう。 明日に も 引： P す やうに 騷ぃ では 見た が、 赏 


,  ほつ.^  せう ことな 

は 何の 用意 も 無い ので。 此 暇に 徐々 と 支度 を 爲るも 可から う、 と所爲 事無しに 氣を取 直して、 轉 

居の 前に 於け る 始末と、 後に 於け る處 置と に 就いて、 彼 は 百方 考 へたので ある。 

下宿に 爲 うか、 葉 山へ 同居 を爲 うかの 二 事、 是 こそ 第一 着の 問題で ありながら、 未だに 決定し 

や は り ふん ぺ つ 

てな いのは 迂濶 であると、 先 之から 極める 事に して、 考 へたが、 考 へたが、 依然 分別 は 着き 切ら 

ぬ。 十の 八まで は 葉 山に 同居が したいの であるが、 唯お 種と 云 ふ ものが 可 厭 さに、 好まし からぬ 

は. AW- 

下宿と 秤に 懸けて ゐ るので、 此は旣 に 幾度 も考 へて は、 毎 も 分別が 着かす 仕舞で、 其 時に なった 

はふり！ Si 

らば 如何に かなる だら うで、 拋 却して あるので、 實は 今日に 至る まで 未だ 行 先 は定ら ぬので ある、 

それ は定ら ぬが、 轉居 をす る だけ は 確と して ゐる。 因で、 彼 は遽に 定め かねる 分^ は 後に して、 

容县に 手の 着けられる 始末から と 思 付いて、 一 日 元の 針仕事 をして 居る 所へ 出掛けて、 

し ご と 

「お前 急に 一 つ 裁縫 をして くれん か。」 

そこら 

見苦しく 取 散した 所へ 恐 多い と 云 ふ 風で 老婢は 慌て 座 側 を片附 けながら、 

どんな 

r 甚麼ぉ 仕事で ございます。」 

「夜具 だ」 

ぬひな ほ 

「お 夜具？ 鏠直 すので ございま すか。」 

「いや、 新しく 縫 ふの だ。」 
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老婢は (へえ) とば かりで、 異 しな 事 をと 思った。 

「縮緬の 夜 衣と 云 ふ の は あ るかな あ。」 

いよく 異 しいと 思 ひながら、 

「へ い、 御座いま すに 

もんつ Av 

「紋 附は異 しいかな あ。」 

「へえ？」 と 元は 彼の 問よりも 未だ 異 しい 顏 をして、 縮緬の 紋 付か、 夜 衣の 紋附 か、 其 意が 解 

りかね てゐ る。 

「紋の 付いた 夜 衣 だ。」 

しゃれ 

一如 何な 事で も …… ご と 元は 笑 出した。 此に葉 山が 居たら ば、 然ぞゃ 呼吸の 繽 くまで 洒落の め 

した 事で あらう" 柳 之 助 は 眉 さへ 動 さす、 

らう： S  わら ひや 

「然 うかな あ。」 と 老婢の 笑止む の を 待って、 

「夜 衣 だから、 紋が 付い とっても 誰も 見や せんから 管 はん ぢ やない か。」  _ - 

老婢は 又 可 笑が る。 

「私 は 又 わざん 、御紋 付の 夜 衣 をお 栋へ なさる のかと 存じた ので ございま すよ。」 

の すけ 

「それ は 可 笑い さ、 に と 柳 之 助 も 始めて 少しば かり 笑って、 
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「俺の 言 ふの は 夜 衣の 紋 付よ。 お前 は紋 付の 夜 衣 だと 思った か。」 

夜 衣の 紋 付に 紋 付の 夜 衣、 何方でも 同じ 事で ありさうな もの を、 と 老婢は 叉 其が 可 笑くて 健 か 

笑 ふ。 

そんな 

「那 様に 可 笑い か。」 

おっしゃ 

「且 那樣は 本當に 面. c いこと を 有 仰い ます、 而 して まあ 何 をお 持へ になる ので ございます。」 

「紋 付で 夜 衣を搏 へる の だ。」 

「 へ え？ 」 と 老婢は 叉 解ら なくなる。  ま 

「尋常の 衣服で 夜着 は出來 るの かな。」 

「何と 有 仰い ます。」 

「一 反 あれば 夜 衣 は出來 るか。」 

r 然 やうで ございま すよ。」 

r 然 すると、 尋常の 衣服 を 解して、 それで 夜 衣 は出來 るの だな。」 

「然 やうで ございま すよ。」 

「それ ぢゃ 持へ て くれ。 ： 

「へえ。」 と 元に は 未だ 全然と 會得 めぬ。 
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「蒲 圑は 如何 だ。 蒲團も 52 来る かな。」  お 

「や つ ばり 御 服で ^ござい ます か。」 

「然 うだ、 やっぱり 衣服で 称へ るの だ。」 

だんな さま 

「而 して 其 は 日 一 那樣が 御 召になる ので ございま すか。」 

r 然ぅ 俺が 着る の だ。」 

さよつ  だんな さま 

元は 慄然と して、 さあ 大變！ 旦那 樣は 到頭お 氣 が觸れ たさうな と、 然ぅ 思へば 此五 六日 別け 

て 色 澤の惡 い 柳 之 助の 顏を、 其と 無く 打 目 戌って は、 服 色に 氣を 着けた が、 變 つた 所 も 無い らし 

い。 幸 ひに 未だ 然 ほど 劇しく はない が、 些少 は 確に 遠って ゐ ると 見て取った。 

しょた. i  となり  をつ と 

彼が 二十 年 も 前 深 川に 所帶を 持って ゐた 頃、 隣の 長屋に 髮 結が 住む でゐ て、 それの 夫 はぜ I の 者 

、  ふ と はつ キゃク  ！；-,- しぬ. 7 

であった が、 是が 不圖發 狂した。 その 病の 初發 は、 或 日 外から 歸 つて 來 ると、 #5 究に 妙な こと を 

てゥ ぐ- <■ 

富って、 氣 味が 惡 いから 一寸 來て くれと 呼れ たので、 直に 行って 見る と、 手拭 を挈 げて藥 鐘の 中 

を观き 散して、 もう 少し だ/ \ -と言 つて ゐる、 容 體に恁 うと 變 つた 所 は 無い が、 唯 眼 色が 可 恐く 

まちが ひ 

なって 瞿々 して ゐた。 狂人 は 何でも 股 色で 知れる と 云 ふこと を、 其 時人に 敎 へられた ので ある。 

こしら  やくわん 

紋服 を 解いて 夜 衣 を 持へ る！ 藥鐯 を： 覜 いて、 もう 少しと、 餘り 相違 は 無い と 思 ふ ほど、 柳 之 

助の 額 を視る 元の 目 は 多少 か 常なら ぬ 色を顯 して 來る。 


「何 を 俺の 顏を那 樣に視 るの だ。 夜 衣 は出來 るふし 蒲團は 如何 だ。」 

「で 旦那 様が 其 を 召す ので ございま すか。」 と 稍 聲も顫 へる。 柳 之 助 は 一 向 ifl^lj^ に、 

r 然 うだと 言 ふのに。」 

「わざぐ 御 紋服 を暴殄 になさい ませんでも、 旦那 様の が那麼 して 歷 然とお 在な さる ぢゃ ござ 

いません か。 それから 未だ 奥様の もお 奇麗に なって 御座いま すよ。 那樣に Is^^&k なん ぞは多 

度 ございま したって 爲方 がご ざいません よ。」 

み- * やか ま 

柳 之 助 は耳聒 しいと 云 ふ 鉢で、 

「可い よ〕 別に 要る の だ。 いづれ お前に も 話 を爲る けれど、 少し 事情が あるの だから まあ 捲へ 

て くれ。」 

「へえ、 それ は 持へ は 致します が、 如何 遊ばす ので。」 

「如何しても 可 いぢ やない か。」 と 少しく 聲が 暴くな つたので、 

「へえ。」 と老 婢は默 つて 了 ふ。 

此 問答の 末 柳 之 助は怫 間の 小 座敷へ 老婢を 連れて、 押入の 簞笥 からお 類が 大事の ii の 紋附を 

出させた が、 其 は 亡 人が 祝言に 用ゐ た、 燔；^ 鼠の 极 模様で、 質な 更紗 縮緬の 二 枚 下着が 附 いて ゐ 

その さらさ 

る。 其 更紗の 質な の も、 裾模様で な いのも、 長く 着られる やうに と、 母親の 心 を 籠め たので ある 
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すそ も や 5 

もの を、 未だ， ^裾模様 も 着られる 齢で、 其 主 は 亡き 數に 入った と 思へば、 形見 こそ 今 は 仇 なれ 

そ to つ  はなた ちば な  じ やか ゥ  I 

で、 元は 不覺に 鼻 を 塞ら せる。 花 橘 の 其で はない が、 簞笥を 啓け ると 雍 然と 起つ 麝香の 香に、 

柳 之 助 は 胸 迫って、 少時 は主從 とも 言 は 無かった。 

きもの 

「もう 一枚、 能く 着と つた 縞の 衣服が ある だら う、 那を 見せて くれ。」 

たんす 

と 柳 之 助 は 箪笥の 傍 を 離れて、 座敷の 內を 歩き 始める。 

「あの 絲 織ので ございま すか。」  . 

r 絲織 だか 何だか 知らん が、 ぴ かく 光る のさ。」 

やがすりく づし  《0 ん 0 き 

細い 矢拼 崩の (おさす り) に 着た 絲縑の 小袖 を 出して 見せる と、 其 だと 言 ふ。 さて 縮緬の 紋服 

は 夜 衣に して、 絲織を 蒲 圑に爲 る、 出来るだけ 早く 仕立てる やうに、 と 重ねて 跳へ たが、 爲を思 

つて 飽くまで 元は 不承知であった。 なるほど 主の 命で あるから は、 而 して 主の 物で あるから は、 

でし il» ば 

煮て 食 はう と、 炙いて 食 はう と、 おのれの 横 出る 所でない と は 知って ゐ るが、 當 初に 疑った 如く、 

此 所作 は 加 何しても 正氣 ではない と 思 ふから、 如何に 奉公人で も 齢の 手前 唯諾々 とば かり 言って 

こんな む はふ 

は ゐられ ぬ。 まして 姻 家の 母親な どに 對 しても、 這麼 無法な 事を爲 して は 合 はす 顏も 無い わけと、 

口 を 極めて 此思立 を 4_ め たので ある。 然し 彼 は旣に 止める 時 迚も 止るまい とは覺 悟した。 何故と 

なれば、 恁云ふ 無法 を 恩 立つ ほどに 氣が 狂って 居る から は、 理非 を 聞 分ける 耳 は 得 持つまい と 田 


つて。 が、 左 も 右 も 止める だけ は 止めて 見て、 聞 分けたら ば 幸 ひ、 聽 かぬ やうならば、 ^は 長 ま 

つて 置いて、 此 始末 を姻 家の 方に 知らせ やう、 と 胸 を 定めて、 さて 止めて 見た ので ある。 ， 

ぢ やう i- 

案 の 定言 へ ば 言 ふ ほど 氣色を 損じて、 

「お前が 捲へ るの が 可 厭なら 頼まん、 仕 立屋へ 遣る、 俺が 持って行く。」 

と 例に無く 息卷く 具合、 元は 斷然 其の 正氣 でない 事 を 確め たので ある。 因で、 然 やうならば 私 

が 致します から、 と 御意 次第にな つて、 件の 二 枚 を 風呂敷に 包む で、 其 を 抱へ て 茶の間へ 退る と、 

いひ こしら  wc の すけ ば 

なほ 娘いて 來て、 直に 取掛 れと逼 る。 元 も 之に は 弱って、 種々 に 言 飾へ たが、 柳 之 助 は 傍に 坐つ 

て桿 でも 動かぬ 氣色。 叉 此で遲 々して ゐ たら、 引 攫って 飛 出し さう に 見える ので、 爲む方 無 さに 

しぶ/^ ひざ  も つき  も み 

溢々 膝の 上に 紋服 を披げ て、 鉄 を 持ち は 持った が、 燃 立つ やうな 紅 緒の 色と、 好 もしい 染 の香氣 

とに、 目 も 眩れ、 心 も 消 ゆるば かり、 (勿 鉢ない) で 胸 も 張 裂ける やう。 餘り切 無 さの 一 寸遁 に、 

はふみ  ひねく  W- ひ. んまは  かぎ リ 

元は 鈥を委 いて、 用 ありさう に 又 紋服 を 把玩引 廻して、 襟 を 見たり、 裾 を 見たり、 力の 有らむ 限 

&怩 して ゐ ると、 其氣も 知らす 柳 之 助 は、 

「好い 夜 衣が 出來る だら う。」 

しみ. <\ 

其 尾に 附 いて 元は 再び 懇々 と 摄ロ說 いた、 恁した 立派な 紋服 をば 夜 衣な どに 爲て了 ふことの 暴 

.  ま をし わけ  ^ 

殄と、 姻 家の 親御 様に 對 しても 辨疏の 無 さに、 如何 も 鋏 の^が 當 てられぬ ゆ ゑ、 之ば かり は 思 止 り 


る やうに と  8 

9 

i のち ご ひ  I 

誠 は 面に 顯れ て、 命乞で もす る やうに、 如何に 老婆心と は 謂 ひながら、 餘 りの 事々 しさに 柳 之 

おどろ 

助 も 驚かされた。 實に 元は 此を 先途と 面 を 犯して 諫めた ので ある。 爲に 彼の 心 も 動いて、 なる ほ 

ど 年寄の 身に もな つたら、 傍に 附 いて ゐて恁 云 ふ 無法な 事を爲 せる に は 忍びぬ ので あらう、 其と 

て も 究竟 は 此方の 益 を 思 ふから。 左 も 右 も 事情 を 話さぬ のが 惡 かった、 藪から 棒に 註文した ゆ ゑ 

びっくり  しょたい 

に、 如何す るの かと 吃驚した ので あらう、 とやう やう 心 着いた ので、 百侗 日の 後 は 此所帶 を疊む 

ます はなはだ 

事から、 荷物 は 姻{ 鬼へ 還す 一條、 彼への 形見 頒 まで 具に 聞かせる と、 元の 驚愕 は 益 太 甚 しい。 

ノ  , ,  ひぎ さ 

それでこそ 紋服の 一枚く らゐは 引裂く のさへ 無理 は 無い と 思った。 事情 を 聞く ほど、 如何 かして 

うたが ひ いよ/ -I と 

ゐ るので は あるまい かの 疑團は 彌 解けぬ。 

なかく 紋服 を暴殄 にす るく らゐな 事で はない、 もっとく 大きく 氣が觸 れてゐ るら しい。 其 

おや ご さま 

大きさ は 到底 僧 婆 風情の 手 も 口 も 出せる 所ではない、 いづれ 姻 家の 親御 樣も 何とか 言 はれる であ 

やくわん 

らうし、 薬 山 樣も其 曉は叉 何とか 爲 さるで あらう からと、 まづ， ^手拭 を挈げ て藥鐯 を^く やう 

やく  れ  つみこ 

な 取 留らぬ 所作の 無い の を、 元は 其 身の 厄 免に して、 左 か 右 か 柳 之 助の 言 ふこと が會 得め たので 

ある。 然ぅ 思って 見れば、 始 から 深 川の 隣の キ 印の やうに 眼 色が 變 つて ゐた でもな し、 變な 調子 

  \ ヽ くら 

も 無かった し、 せ 間で 謂ふ發 狂と は 違 ふ、 女に 溺 つて 譯 もな く 家藏 を？.^ したり、 慾に 牽 されて 見 


すっかり わか 

すく 大損 を爲る 例と 同じ やうな、 一時の 迷と でも 云 ふので ある、 と 其 は 其で 釋然 解った として， 

さて 此を 仕舞って 其から 如何 爲 るの やら、 有 鬚に 其 も 聞きたい。 

「それで、 何で ございま すか、 一先 此 をお 引拂ひ 遊ばして、 暫く 御勉 强を爲 さいまして、 叉 何 

頃 御 家 をお 持ち 遊ばす ので？」 

「それ は 今から 解らん。」 

「いづれ お持ち 遊ばす ので ございませう。」 

「もう 面倒臭い から 持つまい かと も 思つ とる。」 

「それでも 貴方、 叉 奥様が 御 になり ましたら 然 うは …… o」 

とき 口 ふ の を 柳 之 助 は 引手 繰 つ て 、 

おくさん  おくさん 

「奥様なん ぞ來る もの か！ 俺 は 死んだ 奥様の 外に 奥様 は 有りません。」 

元 も 或 物 を 引手 繰られた 心地で、 柳 之 助の 顏 をば 探す やうに 跔 して、 

「では、 もう 奥様 はお 有ち になり ません ので？」 

「有つ もの か、 一 生 有たん のよ。」 

「 一 生お 有ち になり ません ので？」 

やつ ぼり おく  しゃ ゥ やもめ 

「もし 俺が 先に 死んで、 奥さんが 殘 つて 居ったら、 元、 猶且 奥さん は 一生 寡 で 居る よ。 然云 
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r  .  しゃう ひと w  こしら 

ふ 約束 だもの、 俺 も 一生 獨 で 居る の だ。 それ だから 一 生 忘れん 爲に是 で 夜具 を 捲へ て 置く のぢ 

やない か。」 

彼の 語氣は 漸く 沈む で、 後 は氣の 腐った 太 息をして、 

「つまらん よな あ、 世の中 は。」 と絲 織の 小袖 を 引 寄せて、 それ を 丸めて 枕に 仆れ る。 

その.？： V ようち ク 

元 も 其 胸中 を 察して 見れば、 お 可憐と 思 はぬ ではない が、 男の 口から は 餘な言 分で、 様子 を 知 

てぬ ぐ ひ  やくわん 

らぬ 目に は、 同然 手拭 を挈 げて藥 敏を观 くやう に 見 ゆるで あらう。 何處 まで も 情の 深いのに は 遠 

無い が、 深 過る の も變な ものと 考 へた。 ， 

「それ は然 うで も ございませう けれど、 女子 は 女子、 殿方 は 殿方で 刖 でございます。 一生お 獨： 

では、 それ こそ 御 不自由で、 迎も繽 くもので は ございません。 昔から 女子 は 操 を 立 通します が、 

殿方の 然 うま ゐ りません の は、 女子の 寡居で 不自由な の は 左 か 右 かなります けれど、 殿方で は 其； 

辛抱が 出來 ない ので ございます。 ですから、 殿方 は 奧樣を 二人 有た うが、 三人 有た うが、 誰も 何 

とも 申し は 致しません。 女子の 方 は 爲れば 辛抱の 出来る もの を、 又 外の 男 を 有って は濟 まない； g- 

でございますから、 操 を 立てる が 道と して あるの は、 其處 なので ございませう。」  . ， 

に は. A おきかへ 

之 を 聞く と 柳 之 助は遽 に起囘 つて、  . 

「や あ、 元はな かく 學者 だね、 こり や 感心した、 感心した よ。」  t 


「あれ、 可 厭で ございま すね。」 

「然ぅ 言 ふ、 世間で は 然ぅ言 ふの だ。 然し、 男 だって 女 だって 人間に 差 は 無から う。 男 は不自 

由して は 困る、 女 は 不自由しても 困らん と 云 ふ 理屈 は 無 いぢ やない か、 誰の 不自由 も 同じ 事 だ。 

世間の 人 はね、 能く 話 をす る 時 自分の 細君の 辜 を (嗔) など 土 一 一一 a ふよ、 ね、 然ぅ言 ふ 人が 能く 

有る。 それが お前、 紳士と も 謂 はれる 人が だよ。 俺に は 如何い ふ理 だか 那が 解らん ね。 何 ぼ 自分.， 

か、 あ  そんな けいべつ  か-1 あ 

の 妻 だからと言って、 (噴) と は 失敬 ぢ やない か。 何で 那樣 に輕 蔑す るの だら う。 俺 は 他が (») 

などと 百 ふの を 聞く と、 (畜生) と 言つ とる やうに 思 はれて、 不偸 快で 耐 らんね。 (畜生) と 言 ふ 

の も 同じ ぢ やない か、 那 樣に輕 蔑し とる 細君なら、 有たん が 可い の だ。 其 等の 人 は 一 鉢 如何 云 ふ 

精神で 妻 を 有つ とる の だら う。 妻と 云 ふ もの を 下女 か 何 かの やうに 考 へと るの だ、 それ だから 其 

さいぐん るね 

細君が 類さん の やうに 殁 なりで もす ると、 下女が 出て 行った やうに 直に 代を迎 ふ。 而 して 其を當 

そんな は. 5 

然の やうに 考へ とる、 世間 一般に。 那樣 方が 有る もの か！ 俺は然 うぢ やない、 俺 は 細君 は 朋友 

だと 思つ とる の だ、 深切な 朋友 だと。 實際然 うぢ やない か。」 

直に は 後を繽 けぬ ので、 元は 間 を 合せて、 

「然 やうで ございます とも。」  . 

ともだち  ともおち 

r 然 うだらう、 然 うさ、 無論 然 うさ、 二人と 無い 朋友 だ。 朋友が 死んだ と 云って、 直に 代が 出 
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來 るかい 5. ぃ來 やせんだ らう。 下女なら 幾多 も 代が ある、 其 だって、 是は 好い と 思った 下女の 代 は 

滅多に ある もの か。 猶更 細君 ぢ やない か、 其 代が 容易に …； 所 か、 全く 有り はせんよ。」 

「それで は 有りました らばお 迎ひ 遊ばし ませう。」 

おごそか  ， 

柳 之 助 は 嚴 に 頭を掉 る。 

「有っても 迎 はん！ 叉 有る 现は 無い：：：」 

「それ は 御座いま せんか 存じません が、 若 や 御座いましても、 ぉ迎ひ 遊ばしません ので？」 

みさを 

「うむ、 迎 はん！ 決して 迎 はんよ。 それ は 不自由な 事 も 知つ とる、 男 は 女と 違って、 操 を 守 

らんで も 可い 事 も 知つ とる さ、 然し 俺 は 他の 者 を 奥さんに 有つ 氣は 無い の だ。 類さん の 事 は 如何 

しても 忘れられん もの、 忘れられん 間に 有つ こと は 出 來ん、 然だ らう。 然し 俺 は 一 生 忘れられん 

から、 一 生 有たん と 極めた の だ。 

.S ままで 

旣往の 事を考 へて 見る と 類さん に は、 非常に 世話にな つたのに、 生きと る 時ば かり 大騷 をして， 

そんな はくじ や ゥ 

其 人が 死んで 了 ふと 直に 忘れるな ど 土 K ふ、 那樣 薄情な 事が ある もの か。 死んでも 死な. - くって 

やつば.， か あゆ 

も、 世話にな つたの は 世話にな つたの だし、 可愛 いのは 依然 可愛い の だ、 死んで 了った から 如何 

JIU はリ 

でも 可い と 云ふ氣 になる やうで は、 本當の 夫婦の 情で はない。 だから 俺 は 類さん は 死んでも 狼且 

生きと る 寺の やうに 田 5 つと る、 一 日 だって 類さん の 事 を 田 心 はん 日 は 無い よ。 類さん が 生きと る 
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か ちゆ  おこ 

俺が 他の 女 を 可愛がったら、 類さん は甚麼 に慍る だら う。 慍る 11 らん は 措いて、 類さん は 俺 一 人 

の 事 を 思つ とる のに、 倚の 方で は 他の 者 を 可愛がる と 云って は 實に濟 まん 義だ。 那樣 事が 人情と 

して 出来る もので はない さ。 可い かい、 生きと る內 でさへ 那樣 事が 出來ん もの を、 死んで 了って 

なほ さらき 

居らん からと 云って 出來 るかい、 死んだら ば 猶更氣 の 毒で 出 來んぢ やない か。 旣に 死ぬ と 云 ふ 事 

が町哀 さうな の だ、 親 や 夫 やね、 叉那 したい、 恁 したいと 思 ふ 事 を 遺して、 未だ 二十 二 や 約で 死 

こんな か あい 

ぬ！ 這 麼可哀 さうな 事が ある もの か。 何爲に 世の中に 生れて 來 たの だ、 唯 悲しい 思 を 爲に來 た 

やうな もの ぢゃ ないか。 ：H ハだ けで もう 十分 可哀 さうな の だ。」 

ほったり と淚を 零して、 

る s»  - 

「其 上に 俺が 叉 他の 者 を 嫁に 迎 つて、 今まで 類さん と暮 して 居った やうに 面白さう に 一 所に 居 

,  どんな 

つたら、 類さん の 心地 は甚麼 だら う！ 屍に 鞭つ と 云 ふ 語が ある、 死んだ もの を 打つ の だ、 酷い 

あとへ  うらみ 

事の 響に 能く 言 ふ。 幾許 怨が 有っても、 死んだ もの を 敵手に する の は 卑怯 だ。 死んで 了へば 怨は 

消える、 ねえ、 怨が 有って さへ、 死ねば 線香の 一 本ぐ らゐは 上げて 遣るべき だ。 まして 睦 しくし 

：  そんな き 

た 夫婦 ぢゃ ないか、 那樣氣 の 毒な 事が 出來る もの か。 如何なる 不自由に も換 へられん から、 俺 は 

をつ と  こんな か あい 

一 生獨 身で 暮す。 死んだ 上 は 夫 は 他に 奪ら れる！ 這 麼可哀 さうな 事が ある もの か。 死んだ の は 

るね 

如何 も爲 方が 無い から、 せめて 倚 だけ は 他の 者と 夫婦に はならん、 是が 類さん への 寸志 だ。 類 さ 
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んの 死んだ のに 較べれば、 俺が 不自由す るく らゐは 何でもない。 類さん も 死んだ から、 倚 も不自 M 

2 

由す る！」 

元に 話 をして ゐ ながら、 思 迫る 餘に 半は獨 語に なって、 覺 えす 悲を 漏す ので ある、 元は 挨 俊に 

つて、 

「御尤 でございます とも。」 

ことわりせ  い ひだ  ちりめん 

餘 りと 思 ひながら も、， 理 極めて 哀 さに、 その 意に 悖 ふこと は 折から 言 出され もせす、 縮緬の 

もんつ ま む だ  ぎの どぐ  こ そで 

紋服 を 暴殄 にす る ぐら ゐに止 立を爲 るも氣 毒に なって、 彼の 鉄 は惜氣 もな く竟に 小袖の 襟の 絲を 

弗と 斷る。 

それから 亡くなつ たお 類の 母親が、 鷲 見が 餘り にし ほれて 滅入って ゐ るの を 見 かね、 且つ は年增 女中 

のお 元 だけで は 何 かに 不便 だとい ふので、 お 類の 妹のお 島と いふ 娘 を、 家事の 手傳 ひに 鷲 見の 所へ やる 

ことになる。 それでも 最初 はお 母さん 自身が お 島に 附 いて 行って、 掃除 をして やったり 謹 所 を片附 けた 

り、 御飯 持へ をしたり、 鷲 見の 氣が 紛れて 元氣づ くやう にと、 母と 娘と 一 つに なって 色々 世話 を燒 くの 

であるが、 これに は 意味が あるので、 鷲 見と いふ 男は學 者で も あり、 人格 は 好い しする から、 姉 娘の あ 

と、 妹娘 を 押し 附け やうと いふ 腹な ので ある。 そして 幾日 かの 後に は、 自宅の 用事に かこつけて、 母親 

はお 島 だけ をお いて 引き揚げて ゆく。 お 島 は 姉から 見る と、 いくらかお 俠 i で、 母親の 吩咐ど ほり、 姉 


以上の 氣の 利かし 方で、 何かと 側で 世話 を やくので、 本来なら ば 鷲 見の 氣 分が 明くなる 箬 だが、 却って 

お 類の 生きて ゐる 時の こと を 思 ひ 出す ばかりで、 どうもお 島が 傍に ゐられ るの がいやで たまらない。 半 

分 は 女房 氣取 りか 何 かで お 愛 相の ない 柳 之 助の 身の ま はりの こと を 世話 を やくの が氣に 入らない。 自然 

家に ゐ るの が氣 詰りで、 屢々 紫 山の 家庭へ 入り浸る。 そして 愚痴 を こぼす。 そこで 葉 山が 智： 患 を 授けて、 

母親の 所へ そっと 斷 りの 手紙 を 出す。 お 島と いふ 娘 は 少しお ちゃつ びいな ので、 それ を 聞いて 非常に 怒 

つて 歸 つてい つて 了 ふ。 あんな 變 人の 所に ゐる もの かとい つた 調子で ある。 

以下 拔萃 する の は 鷲 見が 薬 山 夫婦の 所へ 引き取られて、 二階に 陣取る ことにな つてから のこと である 

が、 それ は 柳 之 助の 氣分を 引き立てる ために、 葉 山が 或晚 細君の 同意 を 得て、 下 谷 あたりの 待合へ 柳 之 

助 を 連れて ゆく ので ある。 そこに 駕 見の 亡妻お 類に 酷 肖の 藝 者が ゐ るので、 それに 氣を 紛らす こと も あ 

らう かと 思った ので ある。 同時に 世間 不 見の 野暮な 柳 之 助 を 少し 敎 育して、 遊びの 一 つも 覺 える やうに 

とい ふ 葉 山の 腹な ので ある。 その 待合の 場面が、 紅 紫 山人 得意の 壇場で、 鷲 見の やうな 學者 肌の 不粹な 

男と 花柳 氣 分との 對 照で 讀者を 唸らせ やうと いふの が 作者の 山で ある。 恐らく この 邊が 多情多恨の 見せ 

場で はない かと 思 ふ。 

右 以上の 文章の 中で、 二人で 下 谷の 待合へ 行った 時。 通された 部屋の 筋 向 ひの 間で、 藤 八 拳 を やって 

ゐ る影坊 子が 映って ゐる。 それ を 突立って 見て ゐた柳 之 助が、 (馬鹿な 眞似 をし とるな あ) とい ふ 所が 

ある。 かう いふ 所 は わざとら しくなくて 一寸 微笑させる の だけれ ど、 中には 少し こじつけ もあって、 作 

者の 無病 呻吟の 凝った こり 方 をした 跡が 見えす いて、 今讀ん でみ ると、 非常に 得意がって 書いた やうな 

洒落が 却って 間の 拔 けた 感じの する もの も ある。 これ は 何とい つても 作者が 机の 上で、 文章 ゃ詞の 面白 


昧に 溺れ 過る ためだと 思 ふが、 併し 「多情多恨」 の 面白味 も そこに あるので、 從 つて それが あの 時分の る 

硯友 社と い ふ 文學^ 仲間 の 雰園氣 で あり、 a 然 主義 前 ー慨の 吞氣な 作家 氣 質で あ つたと 思へば 好い。 2 

それから この 待合へ 入って 来ても、 迂 濶な鴛 見が それ を 料理屋 だと 思って ゐる。 電燈 がつ いて ゐ るの 

で、 彼 はこの 家 は 多分 西洋 料理 も 出来る の だら うと 考へ、 そして 部屋が 意氣な 日本 造りで 電燈 がつ いて 

ゐ るから に は、 和洋 を载 ねて ゐ るの だら うと 鷲 見ら しく 吞 みこんで 了 ふ、 多分 其の 時分に は 電燈の ある 

の は 何 かさう いった 商費屋 だと か、 ハイカラな 家に 限った もので あらう。 電氣燈 といって ゐ るの も 一 寸 

面白い。 其の 時代 を 思 はせ る ものが ある。 それから 驚 見が (あ X 腹が減った) とい ふので 女中が (あら、 

洪水 は岐舉 とき まった のです が、 飢観 は、 贵郎、 何方？〕 と 洒落 を 云 ふ。 (大水が その 時分 岐阜に あつ 

たものと 思へ る。) するとす かさぬ 葉 山が、 (今朝の 火事 は番町 だよ) と 云 ふの は、 飢饉 は 何方に ついて 來 

た 洒落で ある。 火事 は どちらと よく 云 ふからで ある。 それから 又 それに 續 いて 女中が (番 町に は 私の 情 

1^ がゐ るの よう〕 と 返す。 すると 葉 山が (はてな、 もう 臺灣 にはゐ ない のかい) と 又 返す。 女中が こん 

度は眞 面目に なり、 (おや 何故 貴方) とい ふので ある。 すると 葉 山が (軍夫の 話 だら う) かう いふ 風に 

洒落が 流暢に 流れて ゆく ので ある。 軍夫と いふの は 矢張り 其の 時分に あった もので、 軍 さの 時の 人夫で、 

これ は 日露 戰爭 大分 前の こと だから、 軍夫と いった もので 多分 今の 輜 ffi 兵の ことで あらう。 この 紫 山が 

かう いふ 家へ 來 ると、 女中た ちに ちゃほやされ るし 好い 氣 になって 洒落の めして ゐ るのと 反對 に、 食 ふ 

ことば かり を 云って ゐる駕 見 は 手 持 無沙汰で ゐ るので ある。 第一 女中 は 葉 山に ちゃほやす るし、 藝者も 

宴會 などの SI- 合と 違って、 年 も 行かない 癖に 男 を 男と も 思 はない 風で、 大膽に 振舞って ゐる。 それが 非 

度く 鷲 見の 趣味に 合 はない。 所 か 履に 障って 來る。 終に 何のた めに かう いふ 所へ 来たの か 分ら なくなつ 


て- 紮 はの 家に ゐて 細君のお 種と 話 をしたり、 ^仕 をして 賞 ふ 時の 方が 餘程 氣樂 である。 そして それと 

同時に その 頃から 今迄 嫌 ひで あつたお 種と いふ 女の、 故意と らしから ぬ 親切に 好意が 持て、 來 るので あ 

る。 その 邊の 心理 狀態 は、 相當 微妙に 書け てゐ ると 思 ふ。 

多情多恨 

後 篇 

さて 一 所に なって 見る と、 お 種の 想った ほど、 柳 之 助 は 其 事 を 苦に 病む ので もない らしい。 夫 

から 聞いた 所では、 間が な 隙が な 思 窮めて、 食べる もの も 食べす に 泣いて ゐ るの， A とも 考 へら Co 

： >  I、  ゆ ほ をつ と くれ パ、  す み 

たので ある。 猜夫 は懇々 も 言った、 鷲 見 はまる で 病人な の だから。 其 心得で 取极 はなければ なら 

ぬ。 何でも 看病 を爲る 意で、 親切に、 優しく と、 問いた 時 はお 種 も 自失した。 

抑 も 家 內に人 一個 殖ゑ ると いふ は、 思の 外面 倒な もの。 それが、 奉公人で もな く、 一 ^乂リ でもな 

*K ん ざら あ づか 

く、  ，^1 各で もなければ、 萬 更預り もので もない、 同居と 謂へば 謂 ふやうな もの.，、 1!: 《吊の 同居と 

は 少し 理が遠 ふ。 第一 主の 親友であって、 此方から 言屮： して 世話 を爲 るので あって 見れば、 勿論 

大事に 爲 なければ ならぬ。 次に は 看病 も爲 なければ ならぬ、 總て主 同様に 极 はなければ. f つぬ、 
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究竟 二人の 夫に 冊かなければ ならぬ ので ある。 夫 一人、 その 一人に 冊く さへ が 手一杯の 大役で あ 

つとめ 

る、 一日の 務は それでも うく 澤山 なのに、 四 歳になる 保と いふ 子 も あれば。 七十に 近い 募 も あ 

もゥ ひとり  やく かい 

る。 或 時は最 一 人お 種の 欲い 場合 も 有る のに、 同じ 厄介ながら も 偶に は 何 かの 手 助になる 人物で 

さ ゥ：^ ク 

,1 も 有る 事 か、 目に 見えて 手の 掛る、 相 應に氣 苦 勞も爲 ねばならぬ、 所謂 二人の 夫 を 有つ やうな 

さす， A 

ものと 思へば、 有繁に 慄然と したが、 案す るより は產 むが 易しで、 ま づ柳之 助が 一日の 生活 は、 

こ" *i でつく ゑ 

朝の 八 時に 攀 校へ 出て、 午後の 四時に 退けて 來る。 それから 二階へ 昇って 燈の點 く 頃 迄 机に 向つ 

てゐ る。 其 內には 夫 も 退けて 來る。 一 所に 夕釵 となる。 二階 を 鷲 見に 貸してから、 夫 は 大方 茶の 

閒にゐ る。 夜に なれば 其處へ 話に 來る こと も あり、 又 此方から 二階に 遊びに 行く こと も ある。 や 

がて 寢る、 それで 仕舞な ので。 

刖に 何の 事 も 無い。 言 出して は 泣き、 思 出して：^ 管ぐ でもなかった。 夜 は 寢られ ぬからと て、 

とり  <a で とぎ  , ノ 

過日の やうに 雞の 鳴く 迄お 伽に 坐ら せられる でもなかった。 お 一 人で 御 寂しから うと、 茶 を れ 

て 持って行って、 合 手を爲 なければ 濟ま ぬので もなかった。 然し、 柳 之 助 は 無口で、 無 愛 相で、 

世話になりながら 氣毒 さうな 顏も爲 すで、 構って もら はなくても 困らぬ といった やうな 風で、 始 

じゅう ふそく  せっか く せ わ 

終 不足ら しい、 折角 世話 をしても 効の 無い、 居られて 面白くない 御 客で は あるが、 其處が 正是手 

の 掛らぬ 所と、 お 種 は 少しも 可麼な 顏を爲 すに、 彼此と 陰ながら 心 着ける。 


2o8 


葉 山 は 叉、 自分が 柙 張って 同居 を させた ので あるから、 如何で も 爱で柳 之 助の 氣が引 立って く 

れ なければ、 面目の 惡 いやうな 所 も あるので、 昨日 は恁 う、 今日は 如何と、 日々 の 様子に 注意し 

ほ とん  びん せ- c- 

て、 殆ど 其 一 喊 一笑に も 心 を 動す ばかりで あつたが、 幾分の 歡喜 は、 舉 校へ 出る にも、 話 をす る 

よし それ  あん 

にも、 乃至 は 机に 向 ふに も、 大分元1淑が3^たゃぅ。 ——假 其まで 、なくと も、 漸く 諦は 付いた 鹽 

ほ 1 

梅。 

「もう  一 だ。」 と 紫 山 は 頼し く 思った。 

成程 一時から 見れば、 元氣も 出た やうで は あるが、 未だく 顔の 色 は雨陋 にされ たやう に、 光 

澤も 脂も脫 けて、 顿の邊 は 凄い ほど 1^ れて、 何 を 見る にも 勢の 無い 眼 色で、 其 さへ 直に 伏目に な 

る。 身體 の疲勞 した 爲か、 不相 變恩徹 めて ゐる 所爲 か、 何と無く 起居が 電 けて ゐる。 

お 種の 注意で 怠らす 滋養物 を 薦めて ゐ るが、 引 移って から 未だ 漸く 二週間 許と 云 ふので、 然し 

しきり あで りた  はっきり 

たる 驗も 見えぬ。 それ をお 種 は 頻に遄 立って、 如何 か 最少し 發镩 しさうな ものであるが、 と 折に 

すぐ 

觸れて は 言 出す と、 一 日 葉 山は櫟 つたい やうに 笑 ひながら、 

び ゃゥぎ あげく  ぎ ゥにゥ  I  -  -  )  I  -*  ：  ^  -  >  )  .11 

「尋常の 病氣 擧句ぢ やなし、 牛^ や ソップ の やうな 物で 責 立てた つて 然ぅ 着々 肥 立って 耐る 

あ ひぐ すり 

もの か。 那云ふ 病 氣には 叉 別に 結構な 適藥が 有る のさ。」 

「何で ございます。」 とお 種 が眞に 承ければ、 
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「お前た ちの 嫌 ひな 藥 よ。」 と 益 櫟っ たさう に 笑 ふ。 

か. ェ  £>-<^», 

「私が 飮 むの ぢゃ ございま せんから 私が 嫌 ひ だって 管 はな いぢ や ございま せんか、 甚麼藥 なの 

です？」 

おもむろ あご 

葉 山 は 天 を 仰いで 徐 に頤を 撫でた。 

ちょ 、と *x: をし にく 

r 甚麼藥 と 云って、 一寸 巾 難いの さ。」  . 

判然 は 解らぬ が、 大方 那樣 事で あらう、 お 種 も 稍 勘付いて。 

す み さん 

「貴方 叉 鷲 見様の やうな 方に 惡ぃ事 をお 誨へ なすって は 可け ません よ。 11 本當 でございます 

よ c」 

葉 山 は 衝と橫 を 向いて、 鼻の 心で 笑って ゐる。 

「昨 晚も大 暦お 遲ぅ ございました。」 

「然 やう、 然 やう、 彼此 一 時 過でした かな。」 

ほぐら &  きま 

言へば 冷 かされる か、 翻弄され るに 極って ゐ るので、 お 種 は 其な り默 つて 了って、 暫く 無言で 

ある 內に、 葉 山 は 直に 我を折って 又 話 出す。 

ゆ ウベ 

「實に 不思議な 事 も 有る もの ぢ やない か、 昨夜 倚 は 吃驚した。」 

ゥ けこた へ  せっせ ぬひし ごと 

お 種 は應答 もせす に 精々 と 縫仕襄 をして ゐる。 
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「え. -、 おい、 吃驚した と 言 ふのに。」 

r 然 でございます か。」 

「もう 止さう、 張 合の 無い。」 と 葉 山 は 座 を 起た うと すれば、 

「はい、 伺 ひます よ。」 

ゆ ウベ 

「心身に 聽 くなら 話す けれど、 …； 昨夜 まあ 社の 員と 行った と 思 ひな。」 

「行ら しったので すか。」 とお 種は顏 を擧げ る。 

「まあ 行った のよ。」 

「それ 御覽 なさい まし。」 

>>^ゥり^_、ゥ  あら は 

「餘 計な 事を言 はすに 話の 要領 を ii きな よ。 行った の だ、 すると 顯れ たのが、 四 五日 前に 披露 

ザ a し il^  i.< か  おれ 

をした と 云 ふ藝者 だ、 可い かね、 それが 料ら す 俺の 乳母の 娘で、 (や. - 貴方 は) と 云 ふ事實 でも 

何でも無かった けれど、 吃驚した ね。 其藝 者が 十八 九 だ、 十八 九 は 少しも 驚かなかった が、 お 類 

さんに 生 寫！」 

さすが 

「へ X え。」 とお 種 も 有 紫に 針の 手 を 停める。 

「それ、 聞いて さへ 吃驚す る だら う。 まして 正の 物 を 見た の だから、 驚いたら うぢ やな いか。」 

「本 當 でございます か。」 
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.vw. ま はし  め はな だち  、た. ひぎ は 

「背 恰好から g.; 度、 聲は <^ 然で違 ふが ね、 それ は 目鼻立から 額際、 額の 具合、 いやもう 肖た と 

おろか 

は 未だ C 

そこで 倚 は 反復 思った ね、 鳴 呼 之 を 鷲 見に せたら、 甚麼に 喜ぶ だら う。 -—— 鷲 見 は 屹度 泣 出 

すよ。 で、 調子が 叉 馬鹿にお 類さん に似て ゐ るの だから 耐ら ない、 何 處か恁 う 女舉生 染みた、 そ 

れは餘 程 似て ゐる。 那は 是非 鷲 見に 見せたい、 見せな くち や 謬 だ。 那は 全く 鷲 見の 爲に出 來てゐ 

る藝者 だよ。」 

業々 しいに も 程が 有る と 言 ひたさう に、 お 種 は 獨り面 .C さうな 夫の 顏を視 るば かり。 

「何と 不 i ぢ やない か。」 

「然 です ねえ。」 と 不承々 々。 

こんな けつ こ 5  ^§ 

「然 です ねえ 處 かい、 這麼 結構な 藥が 亦と 有る もの か、 ソッ プゃ雞 子で 那の の 虫が 治りつ 事 

無し、 所謂 氣 保養と 云 ふ 奴で なけり や。 疾 から 其は考 へて ゐ たの だけれ ど、 何しろ 精進 中の 體だ、 

そいつ を曳張 出して 茶屋 小屋 這 入 は、 第一 怫の 前へ 對 しても 濟 ます さ、 俺 も 亦餘り 無分別の やう 

で、 そこらが 何と無く 具合が 惡 かった から、 實は 今日 迄控 へて ゐ たの だ。 

それで、 日 增に鷥 見の 様子が 好ければ、 酷く 譽 めた 話で もない の だから、 那樣事 はお 舍 諸に 爲 

やうと 思った の だけれ ど、 何しろ 那 してお 前が 切と 盡 力して くれる けれど、 牛乳 や ソップ ぢゃ迚 
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も 可け ません よ。 其處へ 持って来て、 今の 风 二つと 云 ふ 藝者を 見た もの だから、 もう 耐ら なくな 

つて 了った。 如何 だい、 右の 藥を少 々ばかり 用ゐ るの は。」 

はふ かいりん ま  てつと ゥ てっぴ 

法界， 咬， e 氣 でも 無しに、 細君 は 徹頭徹尾の 不黉 成。 

「まあ、 那樣事 はお 舍 諸なさい ましよ。」 

極めて 冷々 に 言つ て 退ける。 

「何故で もお 舍 諸なさい ましよ。」 

「家暮 は 困る！ 解ら な 過る ぢ やない か。」 

お 種 は 色 を 正して、 

「私 も家暮 です し、 鷲 見さん も家暮 です。」 

「成程。」 と 夫は餘 所々 々しく 言 ふ。  - 

「ですから 那樣意 氣な藥 は 症に 適 ひ はしません。」 

「適ったら 如何す る？」 と 葉 山 は意氣 込めば、 

「それです から、 適ったら 猶大 變ぢゃ ございま せんか。 貴方 は、 もう …… に と 後 は 言 はぬ ほど 

お 種は眞 にく 呆れた ので ある。 夫 は 夫で 叉刖に 呆れて、 
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「困った もの だ、 辨ら ない 人 だ。 如何 すれば お前の やうに 家暮で 塊る の だ。 一寸 洒落に 藝者を 

揚げる と 云へば、 もう 直に 其 場で 帶か何 かの 無心 を 言 はれて、 翌日 は 芝居へ 連れさせられて、 三 

日 目に は 起請の 取替で もして、 …… 」 

さっさ 

「もう 可う ございます、 解り ましたよ。」 と匆々 と 針箱 を 仕舞って、 取 散した もの を片附 ける。 

ゆ ふだち く 

「おやく 緣日 商人が 夕立 を 吃った やうに、 無闇に 片附 ける よ。 如何した の だ。」 

「もうお 夕飯の 支度 を爲 なければ なりません。 あれ、 あれ、 其 を 踏む で 居らし つち や 困る ぢゃ 

ありま せんか。」 

見れば 膝の 下に 裁 片の端 を 敷いて ゐ たので、 葉 山 は 其 を 取って 投付けながら、 

「食 だくと、 嚇 しなさん な、 腹なん ぞは {41 いて ゐる もの か。」 

「それでも 、う 支度 を爲 なければ。」 

「私と 驚 見の は 御 無用に なさい よ。」 

「晩く 上る のです かに 

「い、 や、 是 から。」 

「では 直に 上ります か。」 

「直に 行く のよ。」 
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「何方へ。」 

「へん、 家暮 め！」 

まし ぐら 

湯 島 切通 を 暴 地に 下りて 一直線に 走らせる 二 憂の 人力車 は、 三 町 許 も 行く と、 唯 有る 横町の 角 

に 停った。 

上野の 彼岸 樱も 昨日 今日 咬 初めた とはい ひながら、 未だ 薄 寒い 夜風が 砂 を 捲いて 來る、 此風さ 

へ 無かった らばと 想れ るの は、 さすがに 春めかし い 月の 色、 朧に 霞む 向 側 を、 古風に 辻占 や 

糖が 呼む で 行けば、 此方 側で は何處 とも 知らす 媚 かしい 三味線の 音が 幾 所に 聞え る。 

車 を 下りた 二人 は、 霜 降の 二重 外套 を 着て、 挽 付の 低い のを蹈 いたの 力 後から、 洋服の 一 人 は 

躐喧 と案內 されて 行く やうな 様子、 —— 葉 山 は 到頭 柳 之 助を逑 出した ので ある。 

旋て其 横町 を 曲る と、 忽ち 一 廓の^ 天地、 狹ぃ兩 側に 軒 ラム プ やら 御 祌燈 やらが 星の 如く 輝い 

て、 意氣な 音/は 行く ほど 繁く、 通過る 格子の 內 から 突然に 太鼓 を擊 つて、 黄色い 聲を 出された 

ので、 柳 之 助 は 不意 を 吃って、 (あ. -っ) と 言った が、 其聲を 返して、 

「おい、 おい、 何處へ 行く の だよ。」  . 

「まあ 何でも 可い から 跟 いて 來 給へ。」 
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一 僕 は 西洋 料理が 可い な。」 

「西洋 料理 で も 何でも 御 好 次第。」  • 

柳 之 助 は 不安心な 顏 をして、 前後 を 朐し な が ら葉 山に 追 付いて、 

「非常な 藝者屋 だね。」 

うんと も すん とも 言 はす、 紫 山 は匆々 と 歩く ばかり。  - 

「え M 、葉 山、 僕が 出る 時 妻 君が ね、 令晚は 早くお 歸ん なさい と 言った よ。 而 して 何だか 心配 

さうな 額 をし とった が、 如何 云 ふの だら う。」 

「さあ、 如何 云 ふ もの かね。」 と 紫 山の 目 は 笑って ゐる。 

「だから 早く 歸 るが 可から う、 飯 を 食ったら 直に 歸 らう。」 

す リガ ， ，、 と. 0 ろ. つ 

「勿論 さノ， 一  と 言 ふより 早く 葉 山 は 磨 砲 子の 燈 を 懸けた 門へ 衝と 入った。 案內が 入る から 柳 之 

助 も跟 いて 入った ので、 何屋 であるの やら 一 向 知らぬ ので ある。 

ち ん  しき V： いづく り  あ 

鬥の內 は 奥深く 御影石で 整む だ 露地の 正面が 秩 然とした 式臺 造で、 障子が 一 枚 啓いて、 銀地の 

ちらり /^せ は 

衝立が 電燈 に. 反射して ゐる。 其 陰 を隱顯 忙し さう に 走る 人影 も 見える。 

なつかし 

玄關 にか X ると 直に 婢が 顯れ て、 葉 山の 額 を 見る より {4! 々しく 可懷 さう に、 

「おや： 入らつ しゃい まし。」 
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何と無く 間の 悪い 狀で、 柳 之 助 は 紫 山の 後に 立ちながら、 見る とも 無く 目 を 遣る と、 左手の 小 

かげ  ヒも まち  か-! へぐ る 

陰が 立派な 供 待に なって、 自用 車ら しいの が 五六 裏 並む で、 車夫 は雜 然と 火鉢に 聚 つて 酒 を 飲む 

でゐ る。 

何とい ふ 家 か 知らぬ が 繁昌す る 店、 と 柳 之 助 は 思った。 奥まった 一間へ 案內 される 途次、 思 寄 

らぬ 所に 階 子が あったり、 無理な 所に 座敷が あったり して、 頻に藝 者の 徘徊 ふの を 見掛けた が、 

大分 二階の 賑 かな 様子。 二人の 通された の は、 茶掛 つた 小意氣 な六疊 で、 折 廻した 椽の外 は 中庭 

げいしゃ と 5 はち  かげば ふし  ，  i 

になって、 その 筋 向の 間で は 客と 藝 者の 藤 八 を 打つ 影法師が 映る の を、 柳 之 助 は 突立って 見て ゐ 

たが、 

「馬鹿な ぼ 〈似 をし とるな。」 と 障子 を閉て  どっかり 坐る と、 此狹ぃ 間 を 電燈の 光 は 耐らぬ ほど 

ひっそり  は やま とこばしら もお 

眩く 照して、 未だ 火鉢 も 出ねば、 婢も來 す、 唯 明く ばかりあって 閬 寂した 中に、 葉 山が 床柱に 靠 

ざゥげ  きせる づっ  ぬきさし  - _  ：  -  、-  i  ^  '  I 1 

れて、 象. 分の 管 筒の 頭 を 閑 さう に拔 差す る 音が ス ボンく と 鳴る。 柳 之 助 は 叉 更紗：！ の 糊の 止 

« ^ん ふ ^p- すリ 

に 我 張って 貧乏 蘇 をしながら、 黑部 杉の 夭 井 を 不思議 さう に 眺めて ゐ たが、 矢庭に、 

「腹が 签 いた。」 

「これから 飮ま うとい ふ 前に 立 つ て、 どうも 頼もしくな いね。」 

「けれども 腹が {4! いとる の だから 爲 方が 無い。 實際此 は 西洋 料理 も 出来る のか。」 
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「何でも。」 

「ふむ、 然 うか、 成 Er」 

「何 だい、 酷く 感心す るぢ やない か。」 

「どうも 僕 は 恁云ふ 座敷に 電氣燈 は 可 笑いと 思った が、 其所爲 だな。」 

葉 山 は怪， 訝な 目 をして、 

「どの 所爲 だい。」 

r^g-洋を楚ねるからだらぅ。」 大いに 發 明した やうに 言 ふ。 

「何 だ、 愚に も 付かない。」 

ひ ばち 

所へ 婢は 火鉢 を 持って 來て、 直に 引返して 茶と 菓子 を 運ぶ。 

をん な 

「あ チ 腹が減った。」 と 又もや 柳 之 助の 呻く の を 聞いて、 婢は茶 を 注いで ゐ たが、 ， 

ま ぎん 

「あら、 洪水 は 岐阜と 極った のです が、 飢筵 は、 貴方、 何方？」 

「え \ に とば かりに 柳 之 助 は 荒 膽を挫 がれた。 虚 さぬ 葉 山 は、  r, 

「今朝の 火事 は挢町 だよ。」 

「あら、 然ぅ、 番 町に は 私の 情郞が 居る のよう。」 

と惡身 をしながら 甘 怠れて 言 ふの を、 柳 之 助 は 愕然と 打目戍 つて ゐ たが、 やがて 眉 を 皺め て橫 
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を 向いた。 

「いや、 然 うだつ け かね、 はてな、 もう 臺灣 にはゐ ない のかい。」 

餘り薬 山の 眞 面目 さに 婢も不 覺と釣 込まれて、 

「おや、 何故、 責 方。」 

「軍夫の 話 だら う。」 

「おふざけなさい よう！ 貴方の 洒 |£ は 例で も 罪が 深いから 可 厭 さ。」  ， 

「もっと 罪の 深い 事が あるの だが、 知って ゐ るかい。」 

「大 知り！」 と 圖に乘 る 途端、 耐 りかね たか 柳 之 助 は、 

「早く 何 か 食 は うぢ やない か。」 

これせ いてん へきれき をん な 

正に 是 晴天の 露 露、 婢は打 魂消て、 如何に 此 人が 家暮で あるか、 後 舉の爲 に 見て 置きたい とい 

ふ 額で、 彼の 面 を 眺めながら、 

ち あ； S 

「貴方 は 餘程賤 しいよ。 此は 待合 ぢ やありません か、 物 を 食べる なんて、 那様賤 しい 事を爲 る. 

所ぢ やない の。」 

I  へきれき 

是も亦 柳 之 助に は霹震 一 聲で、 

「や、 此は 待合 茶屋 か。」  』 
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えちち；； s ちゃ- < 

「はい、 待合 茶屋で ございます。」 

柳 之 助 は 慌て 氣 味で、 

「す；： 山、 此は 待合 茶屋な のかい、 おい。」 

わ やう けんたい 

「何 一お、 和洋 兼帶の 料理屋 だよ。 令 直に 命じる から 辛抱した まへ。 それ ぢ やお 若さん、 何ぞ： 0 日 

さうな もの を、 大急 でね。」 

「何に 致し ませう。」  . 

「西洋 料理 だ！」 と 柳 之 助な 獨で 主張す る。 

「御前が あ \ 有 仰る もの だから、 それ ぢゃ 西洋 料理と 爲 やう。」 

「贲方 も？ 」 

「俺 は 謝る。」  , 

「では、 此方 は 西洋 料理、 よろしい。 そこで 貴方の 御 看 は？」 

ふ. 0 

と 御 看の 二字に 惡く 力を入れて、 頗る 諷する 所 あるが 如し。 葉 山 はぐつ と吞 込みの、 

ちつ 

「それに は 今日は 些と 註文が 有る のさ。」 

すつ かリ こ.！ 

「でせ う？」 と 全然 心得て ゐ るの は、 更に 葉 山に は 心得られなかった。 恁 して 叉 彼此と 手間取 

を かし 

るの を、 柳 之 助 は可悶 がって、 
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一 早くして くれ、 もう 耐 らん。」 

急 立てられて 婢 も耐ら す、 好い 話 は 後に して、 

つなつ びぎ 

「よろしい、 汽車の 綱 曳！」 と忙々 出て 行った が、 直に 入って 來て、 (でせ う？) の 話を續 ける。 

「本 當に責 方 は 罪が 深いよ。 です が 彼妓も 流石 だと 思 ひました ね。 貴方と は 感心！ 全く 目が 

高い。 一 昨日 も來 て、 (先方 樣 は御存 無しの，：：： 思 だからつ まらない わ、 姉さん。) か 何 か 言って る 

から、 及 はすながら 私 も 不便に なって、 よろしい、 今度 入らし つたら 私が 是非 一 本買って ぃた^- 

いて あげる からなん ぞは、 今考 へて 見る と、 お 若さん 馬鹿だった ね。 片 思と は 世 を 忍ぶ 假の 名で、 

實は 貴方の 方に も トン と 胸に 應が あるの は、 こり や 凄い！ 」 

何 を 履 遠へ たの か、 獨合點 をして お 若の 辨 じつけ るの を、 葉 山 は 一 向 不案內 さう に聽 いて ゐた 

力 

「おや、 それ は 叉 部類が 遠 ふやう だ。 誰 だい。」 

うそぶ 

「誰 だい もな いぢ やない かね、 かね、 かねごとお 若 は 嘯く。 

「私の 今晩の 註文と いふの は、 少々 事情 ありで、 此 間の、 それ、 姬 松と いふの ね …… 。」 

を は  あんぴ 

言 ひも 訖ら ぬに お 若の 猿臂 は 早く も 延びて、 葉 山の 鼻 頭で びし やりと 一 つ 拍子 を 打った。 

「お 頼ん 申します よ。」  ？ー 


「はて、 心得ぬ。」 と 思 入が ある。 

「怪し やな あで せう。 何です よう、 不知 不識 しい、 其ぢ やありません か。」 

「ぢ やお 前の 話 は姬松 かい。」 

「は あ。」 

おほしく にり 

「そいつ は 大失奴 だ。」 と 葉 山 は 頭を圓 める。 

r ぢ ゃ贵 方の 御 心當は 未だ 別に あるんで すか。」  . 

「何 さ、 其は噓 だけれ ど、 …… 困った ねえ ピ 

葉 山 は 少しく 困った ので ある。 お 若の 說に 據れ ば、 今晩 呼ばう とする 藝者 は、 にも 自分の 事 

あ、 C ぐ 

を 彼此 言って ゐ ると 云 ふ。 それ こそ 唯 呼ぶ のなら 困る どころではない、 至極 妙で あらう が、 生憎 

め ク  ，  、  すみ 

妙で な いのは、 例の やうに わいくで 推 掛けて 來た 今夜で はない、 不思議に も 鷲 見の 類さん に 生 

寫 の其藝 者が、 柳 之 助に 見せたい ばかり、 見せての 上の 分^も 隨分 無き にし も あらざる 矢先へ、 

•  ,  4^ りが ため" わく  そん，， 4  ごくな- 1  < どく 

意外の 門 違 は 有難 迷惑と も、 不都合と も。 お 若 は那樣 事と は 知らぬ から、 彼 者に は 極 で、 功德 

し- ォ Jsf 

になる から 呼む で 遣って くれな ど、 頻に 懇願す る。 考 へた 所で 紫 山 も 今更 爲 方が 無い。 

「看板に 詐がぁ つ たら 代 は 戴くまい ね。」 

「貴方で もない、 お 目が 第一 曇らぬ 鏡で せう。」 
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「ぢゃ 掛けて 見やう。」 

「飛んで 來 ますよ リ」 とお 若 も嬸々 起つ。  - 

「羽の 生へ た猫ぢ やい よく 看板に 詐 が ありさう だ。」 

「なん ぞと言 つて 置いて、 後で 面倒が 勃起った つて 私 は 知りません よ。」 

と3^て行く。  - 

柳 之 助 は 漸く 夢の 覺め たやうな 顏 をして、 

「何の 話を爲 とる の だか、 更に 解らん ぢ やない か。 而 して 誰か 來る のか。 え \ 何が來 るの だ。」 

「誰も 來 やしないよ。」 

「羽の 生へ た 猫と いふの は 何 だい。 唯 猫なら 藝者 だら う、 けれども 羽の 生へ たと 云 ふの は？」 

「うむ、 あれ は 洒落 を 言った のさ。」 

「何の 洒落 だい。」 

签 責められて、 薬 山 も 少し 塞った が、 

「今に 持って 來 るから 見 給へ。」 と 拙いながら も 遞げて 見れば、 柳 之 助 は それで 得心して、 

「うむ、 料理 だね。 何か變 つた 料理 か 何 か だら う。」 

「愛橋が あるね え。」 と 紫 山 は 下肚の 痛い の を：^ へながら。 
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旋て酒 は 出た が、 食 ふ ものと て は、 ちょっぴりと 燒 海苔に 裂 腸、 氣 取った 香の物ぐ らゐ、 柳 之 

助 は 到底 {仝 腹 を 癒し かねて 悶々 して ゐ ると、 襖の 外で^なる 聲が、 

「姉さん、 此方？」 

「は あ、 直と。」 


かつら I 


とお 若の 案 內に應 じて 顯れ たのが 藝者 である。 鬉 ほど 豐の髮 を 潰 島 田に して、 白粉が 濃い のか 

と 見える ほど 色， I: の、 豐頻 の、 眉の 好い、 目元の 凉 しい、 左に 泣黑 子の ある、 仇氣の 無い、 芝居 

の 娘 形 を 摸した やうた 風な のが、 闕 際で 挨桜 をして 顏 を擧げ ると、 はっとした 梅で、 お 若の 傍 

へ 旬る やうに 坐って、 

「贵 方、 先日 は 如何 も。 熱い のね、 姉さん。」 

と堇^^：；の賴ハ ンケチを顏へ加てれば、 お 若 は 横目で、 

「御 尤！」 

「あら、 姉さん、 來 早々^ めな くっても 可 いぢゃありません か。」 

一 苛められても 可 いぢゃありません か。」 

「知らない！」 と 姬松は 一 轉と 背後 を 向けて， 

「貴方、 お 酌！」 と 紫 山に 铫子を 出す。 
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雨 時お 若 は 障子 も 響け るば かりに、 

「えへ、 えへ、 え へん。」 

唯 驚いた の は 柳 之 助。 待ちに 待った 西洋 料理 は來 すに、 羽の 生へ てゐ ると か 謂 ふ 猫が 類れ たの 

ほんさん 

で。 事 有りげ に 葉 山 は 自分 を 誘 出して、 晩餐で もとい ふから 其 氣でゐ たれば、 料理屋へ は來 すに 

待合 茶屋へ 来た。 何の 爲に 待合 茶屋へ 來 たので あらう、 而 して 何の 爲に藝 者な ど を 揚げた ので あ 

らう。 其 も此も 可い が、 何の 爲に始 から 恁々 だと 明さなかった ので あらう。 彼 は 元来 洒落の 好き 

な 男で あるから、 是も 例の 手で、 自分 を 驚かす 爲に 故と 秘 して ゐ たので あらう か。 其に しても 此 

はいく わい  かゥが てん 

場の 様子 は、 五里霧中 を 徘徊す る やうで、 一向 合點が 行かぬ。 

は やま 

成程 好む で這麼 所へ 遊びに 來る ほど 有って、 紫 山 は 誠に 面. HI さう に 見える。 けれども 自分 は更 

に 面. HI くない、 のみ か、 不愉快で ある。 寧ろ 苦痛 を感 する。 お 若と かいふ 彼赭 面の 婢、 彼 は 何者 

である。 客 を 客と も 思 はす、 無禮 極る こと を 霄 つたり、 厭 ふべき 擧動 をしたり、 殆ど 我々 を 侮蔑 

して ゐ るので ある。 寳に 見る も 汚 はしい。 

ぎよ ゥ たす 

それから 次に は藝 者！ 那 も大會 などの 場合に は、 與も 佐け る、 席上の 周旋 もす る、 必要の 道 

具で、 賑 かな、 好い ものであると 思 はれる。 然し、 恁云ふ 人の 少ぃ 場合に は、 何の 必要が 有る の 

か。 凡そ 女子 は 彼等の 年齒 では、 人の 前 を 怯れ て、 物 を さへ 得 言 はぬ、 手 を 一 つ 動す にも 淑 しく 
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して をる、 其が 處 女の 美德 とも 謂 ふので あるに、 彼 は 男の 如く 大膽に 物 を 言ったり、 物 馴れた 老 

者の やうに 差 3^ た 振舞 を爲 る。 實に其 憎さ は、 面に 唾しても 遣りたい。 

だはむ 

而 して 彼等 は 仲 同士で 勝手に 喋ったり、 笑ったり、 戯れたり.、 怪しから ぬ 我儘 を 倒く ばかり 

で、 全く 眼中に 客と いふ もの を 置かぬ ではない か。 我々 は 何の 爲に 這麼 所へ 來た のか、 而 して 何 

の 爲に藝 者 を 揚げた のか。 這 麼 中で 物 を 食った とて 決して 旨から う 道理が 無い。 恁 して 居る 中 も 

絕 えす 一 種の 苦痛 を感 する。 

i- くら き らく 

自分の 家で 自分の 膳で、 その 方が 幾何 氣樂か 知れぬ。 彼等 は 我々 のー擧 一 動 一言一句に 卑 むべ 

そんな こと  しじゅ. 0 ねんが 

き 注意 をして、 少しで も 見出す 所が 有れば、 忽ち 捉 へて 笑 草に 爲 うと、 那樣 事ば かり を 始終 念懸 

けて ゐ るので あらう。 

從來は 厭 ふべき 人と してお 種さん を 遠け てゐ た。 今度 一 家の人と なって 見れば、 能く 世話 をし 

て くれる。 それでも 未だ 何と無く 隔てられて、 十分に は 打 解けられぬ、 何 所まで も 他人の やうな 

ちの あ、 つら 

氣 がして。 彼赭 面、 彼藝 者、 思へば 彼等 こそ 他人の、 厥 ふべき 奴な ので、 家に 居て お 種さん と 話 

をす る 時、 或は 給仕 をして くれる 時、 決して 此に今 居る やうな 苦痛 は 感ぜぬ。 

西洋 料理が 來 たら、 早く 食って、 安樂な 我家へ 還らう、 と 柳 之 助 は 熟と 考込 むで、 葉 山の 洒落 

し ペリ  じ.^  ひめ まつ 

も、 姬 松の 味な 文句 も、 お 若のお 蝶 舌 も 耳に は 入らす、 兀々 と 苦い 顔 をして ゐた。 すると 姬松は 
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出した やうに、 

「貴方 や、 大 曆ぉ眞 面目 ぢゃ ございま せんか。 お  一 J^ipH 上れよ。」 

と 柳 之 助の 前へ 向 直れば、 其顏を 尻目に 挂 けて、 

「俺 は 要らん。」 

「あら、 餘り御 挨拶 ぢ やありません か。」  . 

其處 へ 葉 山 は身替 の 盃を 出し て ： 

r 此人 はお 肚が签 いて ゐ るので 機嫌が 惡 いの だ。 お 若さん、 如何した よ。」 

「1- ill にお 邪魔に なさらな くっても 參り， ますよ。 

と 空の 跳 子 を 攫って 起って 行く。 

「鷲 見、 ちっとも 飲まな いぢ やない か。 今日は 君への 御馳走な の だよ。 これほど 御馳走して ゐ 

るのに、 一言 も 挨拶 をして くれな いのは 酷 いぢ やない か。 何とか 言って くれ 給へ、 此 御馳走に 就 

いてさ。」 

心 有りげ な 紫 山 の 語 も 柳 之 助に は 十分に 判じ かねて 、 

「どの 御馳走？ 未だ 何も 有り はせん ぢ やない か。」 

それ を 理窟 ぼく、 眞 になって 言 ふの が、 姬 松に は 险程可 笑くて、  . 
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「貴方 や、 御覧なさいた、 這麼 にお 酒 だの、. 種々 お看 だの、 電氣燈 だの、 藝者 だの、 有る ぢゃ 

ありま せんか。」 

「御驰 走 さ。」 と 葉 山 は窃と 願で 藝者を 指した が、 姬松は 煙草 を 吸 付けて ゐ たので 知らす にゐ る。 

藝 者が 御馳走 は 柳 之 助に も 解った が、 之に 就いて 何とか 言へ と は、 何とず ふので あらう と、 藝 

者の 方と 葉 山と を 見合せ て、 遽に ロを閒 きかね てゐ る。 

「よく 見た まへ、 肖て ゐる だら う。」 

柳 之 助 は 正直に 眤と姬 松の 顏を 眺める ので、 

「あら、 賣方可 厭よ ノー  と ハンカチ ィ フで黑 子の 邊を隱 しながら、 首を縮めて 斜に葉 山の 方 を 見 

込む で、 

「費 方、 這 麼 人の 善い 方に 那樣惡 智惠を 付ける もの ぢ やありません よ。 贵方 こそ 肖て ゐる， 鮮こ I 

と 嬉し さう にして ゐる。 

1  , >  •  かゆ  わ づらひ 

「乃公のに てゐ るの は 土鍋のお 粥 さ、 長々 の 疾病で ね。」  . 

「あら、 然 うすり や。」 と 姬松は 忽ち 居直って、 

「私 は 水 を 汲む だり、 お 香々 を 切ったり …… 。」 

「指 を 切ったり、 血 を 出したり、 乃公が 舐めて 遣ったり、 結いて 遣ったり。」 
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あち から  は やま 

「噓 ばっかり。」 と 異に 縈 みかける。 葉 山 は 面白半分、 

「物 は 試し ぢ やない か、 切り もしないで 何が 解る もの か。」 

「私 は隨分 切る わ！ 星さん。」 

彼は此 家での 變名を 星と 云 ふ。 それ は 一座の 同伴 は 皆 各自に 持物が 有る のに、 葉 山ば かり は 未 

だに 月と 見た のがない と 云 ふので、 お 若が 此名を 付けた ので ある。 

「切つ て もら はう、 切れるなら 切って もら はう、 然し 薄く 切って おくれよ、 私 は 齒が惡 いから。」 

5^し拔れた姬松は悔しさぅに默って了って、 在 合 ふ }^ の 冷えた の を 把って 自暴に f と 飲む。 

「餘り 見事！ 是は お重ね だ。 然し 體に 障る と 誰か ど 共 難儀 だよ。」 

と 注いで 遣る。 

姬松は 昂然と して、 

ど なべ  かゆ  ， 

「御 心配に は 及びません、 土鍋で お 粥 を 煮て くれます とさ。」 

「畜生め！ お 香々 なら 乃公が 切らうよ。」 

「どうぞ 成る たけ 薄く。」 

「いや、 今度 は 此方が 自暴に 飮む翁 か。」 と 自分の 前に は盃が 無い ので、 隣の を 拾 はう とすると、 

「誰に 肖と るの だ、 僕に は 解らん よ。」 と 今まで 視てゐ たやう に、 柳 之 助 はやう く 言 す。 折 
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ざ しぎ 

から 養に 拳 を 打って ゐた 座敷で、 調子 を 使く、 ッ、 ン、 グゾ く， チ ツチ リン、 チリ レン、 ッン 

テン、 ッ卜 チン チン チン 去りし 女房の ッ ヽ ンッン 形見と てット チン チン チン 行 燈に殘 せし、 針の 

あと、 わが 子 を 膝に、 引 寄せて、 男な みだの、 もら ひ^。 

や- CVT 

柳 之 助 は 熟と 聽 いて ゐた 様子で あつたが、 ^に 何とも 言はなかった。 11  一一 II ひたい ことの 有る 葉 山 

ゎづか 

も先控 へて 默 つて ゐ ると、 姬 松が 緩に、 

つぶ . 

「好い のね。」 と 眩く 傍から、 叉 もや (更 行く 鐘) を 出す。 

,  , ,  さすが 

聞捨 にならぬ 美 昔が 手に 取る やうな ので、 有 繋に 此方で も 水 を 打った やうに して ゐ たが、 旋て 

それ も チリ レン、 ッン テン、 ット チン チン チンと 納 るの を 切掛に、 葉 山 はしみ-^ 藝 者の 横 顏を 

眺めて ゐた目 を 突如と 外して、 

「$" てゐ るの が 解らない？ 是が？ 是が 解らない かい。」 

「解らん。」 と 柳 之 助 は 叉 一 目視て 首を掉 る。  . 

「是が だよ、 是が 解らない 事が ある もの か。 え \ 情無い 目 だ。 能く 見 給へ、 ようく！」 

「可 厩よ、 もう、 星 樣、 どうせ 土鍋で お 粥です からさ。」 と姬松 は小氣 味を惡 がって、 外方 を 向 

いて 了 ふ。 

柳 之 助 は 益 稀 有な 目 をして ゐ るの を、 葉 山 は 少しく 焦燥 氣 味で、 
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「もう 解ったら う。 如何 だい、 背て ゐる だら う。」 

.  ：  ひめ まつつ  t- げ； 

「もう 星 樣、 私は澤 山よう。」 と 姬松は 銜 と 起って、 座敷の 外へ 遁 出した。 

「未だ 解らない のかい、 是は 怪しからん！ 君は醉 つて ゐ るから だ、 …… 」 

「醉 つ と るより 腹が減 つと る。」 

「うむ、 然 うだ。 それ ぢゃ まあ 腹 を 持へ てから、 能く 見 給へ。」 

早速 手 を 鳴せば、 漸く 今來 たと 云 ふので、 姬松 とお 若が 料理 を 運び込む。 柳 之 助 は 得たり 賢し 

と、 五 皿と 云 ふ もの を 前に 並べて、 夢の 如く スゥプ を 吸って 了 ふと、 息 も 吐かす に 肉 叉と 食 刀 を 

十文字に 構へ たが、 梭を投 る やうに 左右の 一 上 一 下す るの を、 感心して 視てゐ た姬松 は、 

「巧い のね え、 あの 手つきが、 貴方 餘程黑 人よ。 而 して 第一 召 上る の. -速 いこと。」 

「そこ へ 惚れた か。」 と 紫 山 は 又 言 懸る。 

「いくら 惚れても ねえ、 私の やうな もの \ 合 手に はなって 下さいません とさ。」 

みつ 

と 聞いて 柳 之 助 は窃と 顏を擧 げたが、 藝者は 薬 山の 方を睛 めて ゐ るので、 叉窃と 食事に 褂る。 

そんな ゥで 

「叉お 前 ほどの ものが 片 思を爲 るなん て、 那樣 腕の 無い 話が ある もの か。 それ は 丁度 金の 有る 

奴が 泣 言 を 云 ふのと 同じ 心意 氣 なの だ、 誰が 本當 にす る もの かね。」 

を かぽ  I 

寶際姬 松 はお 若の 言った 通り 此星 さんに は 酷く 岡惚れて ゐ るので あるから、 葉 山が 何處 まで も ^7 


茶 こして ゐる のが、 悔しい やら、 愁い やら、 噬 付きたい ほど 愤れ たくて、 

「好い加減 にして 下さいよ。 何も i& に i う 有 仰ら なくった つて、 御迷惑なら 御迷惑 だと 有 仰 

いな。」 

葉 山 は 然も 氣の毒 さう に、  .• 

【言っても 可い かい。」 

i^l- に 意外の 挨拨 に姬松 も+は i ずお ^ の 緒が 切れた やうな 聲 をして、 - 

おっしゃ 

「は あ、 有 仰い とも！」 

「言 ふよ。」 

.tp つし r、 

「仰 有い な！ 愤 れつたい。」 

「迷惑 …… 。」 

姬松 は-管 然と 見る。 

「どころ かい。」 

「何です つて？」 

，つくり  プォ. 1 ク . ^ィフ 

がちゃんと 物の 破れた やうな 音が したので、 二人とも 吃 41 して 見向けば， 柳 之 助が 肉 叉と 食 刀 

を 皿の 上に 投 出した ので ある。 而 して 窄袴を 緩めながら、 
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「あ \ 食った、 食った！」 

ぽん やり 

「さぁ腹が3^來たら見たま へ。」 と 葉 山 は 忽ち 女の 方を餘 所に すると、 姬松は 然して、 叉 今に 

じゅ はん 

構って くれる の を 心 待に して ゐ たが、 急に は 那樣氣 色 も 無い ので、 不滿 さう に 襦袢の 襟 を 弄って 

ゐた。 

腹の 出來た 目で 見ても、 誰に 肖て ゐ るの やら 柳 之 助に は 解り かねた。 葉 山 は；^ へ かねて、 (類 

さんに 生寫) と 打 明した 所で、 成程と 横手 を拍 れる豫 想が、 なかく 蠢 然と も爲 ぬのみ か、 

「類さん にけ •」 と 呆れられて、 

「然 う！」 とば かりに 二の句 は 綾. かぬ までに 失』 ば W したの を、 何處を 如何 見て、 何 を 言って ゐる 

こ れ まで 

の やらと、 此人 にも 似合 はぬ 馬鹿々 々しさ を、 柳 之 助は聲 高に 笑った ので ある。 葉 山 は 又、 是程 

肖て ゐる もの を、 本人に あらざる より は 之より 肖 やうが ある もので はない。 彼の 目 は 如何 かして 

ゐる。 其 も 知らす に 他 を 笑 ふな ど. -は 以ての外と、 小 瘤に 障らぬ でもなかった が、 左 も 右 も 面々 

が 見る目の 事、 背ぬ と 見た もの を 是非 肖て ゐ るに 爲る事 もなら す、 

「何故 是が 肖て ゐ ないだら う。」 と持餘 して 拋出 したやう に 言へば、 

「何故で も 肖て 居らん もの は 背て 居らん もの ぢ やない か。」 

偽で もな く 柳 之 助 は 肖て ゐ ぬと HJ^ たので あるが、 葉 山 は 見れば 見る ほど 肖て ゐ るので、 如何し 
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て も 彼の Iw が 信じられなくて、 

「本當 に 肖て ゐ ないかい。 如何しても 然 うは 見えない かい。」 

と 冗く も 訊ねた。 柳 之 助 は 頑として ー— 葉 山 は賁に 彼の 自分に 向って 此時 ほど 頑と した 事 を 見 

なかった ので ある。 

「何處 が 肖と るの だ？ 君 は 如何 かしと るよ。」 

葉 山 は 決して 自分の 目が 如何 かして ゐ ると は 信ぜぬ。 其 通りに 柳 之 助 とても 自分が 然 うと は 信 

ぜぬ。 

しょ. CN こさ  <； ほん  なほ わん 

「これ は證據 裁判と なった。」 と 紫 山が 眩く と、 彼 は〉 ま 頑として、 

「僕より 確な 證據は 無 いぢ やない か。」 

間に 介って 狼狽され たのが 姬松。 抑 も 誰に 肖た の やら、 肖ない の やら、 始は 何だか 洒落の やう 

ま げん 

であった のが、 後に は 段々 むづ かしくな つて、 岡惚の 星さん は 機嫌 を 損じた やうな 顔&。 食べる 

こ わ  あのむ つつり 

物 さ へ 食べ て 了へば 可 恐い 事 は 無い と 云 はない ばかりに、 彼 木訥 漢の 急に 氣の强 くな つた 面の 憎 

さ。 左 も 右 も 捨て  >- 置いたら 惡 からう と。 

「酷い わ、 貴方が たは、 他の 顏を捉 へて 議論した りなん ぞ して。」 

因で 葉 山 は 氣を變 へて、 


234 


「ちっと 心意 氣 でも 聞かう か。」 

.S そ/、  は こ 

「是非 伺 ひませ う。」 と 姬松は 急遽して 壁 際に 寄せて ある 三絃 を 取りに 起った の は、 是 からた つ 

ぶりと 思の 丈 を 糸に 言 はせ る覺 悟、 乃至 少し は 自慢の 喉 も 聽 いて もらって、 萬更 一山 百 文の 不見 

手で もない 處を 見せたい 下心。 

衣 兜の 時計 を 35 して 見る と 柳 之 助 は 起 上って、 

「行かう、 もう 十 時 だ。」 

は こ  あはた、 S  おちつ ま 

「あ \ 行かう。」 とい ふ聲を 聞く と、 姬松は 三： M を挈 げて慌 忙しく 取って返 したが、 すっと 落 IS 

拂 つて、 

「歸す もんです か。」 

「でも 此 人が 歸 ると 云 ふから。」 

「私 は 此方 は 留め はしない わ。」 

とか，/ 

「さあ、 薬 山。」 と 柳 之 助 は 自分の 席から 二三 尺ば かり を 忙しく 往 きつ 復 りっして ゐ たが、 左右 

女が 彼此 言って は 自分 を 袖に して 葉 山 を 留めたがる、 葉 山も强 ひて は歸 りたがら ぬ 様子 を 見て、 

往 きつ 復 りつの 區域を 次第に 擴げ て、 遂に 襖の 外へ 出て 了 ふ。 

5 

3 

ゥ- 


本文の 拔萃 はこの 位に して 魔く。 この 作品 は 前に もい つた 通り、 世事に 迂ぃ 智識 階級と 學 校の 先生と、 .f?, 

ブルジョワ とも 云へ ない が、 いって 見れば プチブルの 一市 民 葉 山の 日常生活 を 喪いた ものであるが、 今 2 

迄の 紅 紫 山人の 作品の やうに、 小說 的な 出と いふ もの はない。 從 つて その 興味 は 氷炭 相容れない 二つの 

人 柊の 對照 であるが、 全體 にこの 朴訥 漢と 通人との 日常の 行 爲ゃ對 話に 山人の 人間的な 氣 分が 出て ゐる 

ので、 道德 問題に ふれた とい ふ 所 も 格別ない し、 其の 時分の ことと て 今の やうな 不安な 生活 氣 分と いふ 

ものの 背 量 もない。 作家 獨特の 趣味 性から 成りた つた もので、 讀 めば 全部 を讀 まない と 面白味が 分らな 

いとい つた やうな もの である。 人間の 描寫は 何分に も 自然主義 以後の やうに 內面 的と い ふ 譯には ゆかな 

いが、 性格 描寫 とい ふやうな もの は、 主人公の 鷲 見、 複 主人公の 葉 山よりも、 寧ろお 種と お 島との 二人 

の 女性の 方が 勝れて ゐる。 少しも 感傷的な 所 もない が、 それ かとい つて 理性的 だと もい へない。 年の 割 

りに 物分りの 好い 比較的 自分と いふ もの を ちゃんと 持って ゐる 割に、 周 画に 對 しても 寛容の 理解 を 持た 

うとす る、 まあ 云って みれば 聰明な お 種 は、 恐く 作者の 趣味 性から 割り出された 女性で はない かと 思 ふ。 

今 一 人のお 島 はこの 小說の 中で はお 種 ほど 重要な 役割 を 演じて ゐる わけで はない が、 モダン 氣 分の 無 邪 

氣な 姿が よく 出て ゐる。  . 

駕見 は^ 山のう ちに 同居す る やうに なつてから も、 最初 はどう も 葉 山の 留守中 は學 校へ いって ゐる間 

は 紛れて ゐ るが、 家へ 歸る のが 何とな し 憂鬱で あつたし、 お 種の 方 も 驚 見の 女々 しい 氣 質が 氣に 入らな 

い。 普通から いふと 二人の 感情が、 いっか は 破裂すべき である。 お 種が (あんな 變 人の 世話 は 御免 だ) 

とい ひ 出し さう である。 併し そこに 作者の 女性に 對 する 注文が あるので、 それ をお 種と いふ 女性 を 通し 

て資行 させて ゐる。 これ も 作者の 道 德感と 云 ふ ほど 深い 意味の ある もので はない が、 「伽羅 枕」 の 佐 太 


夫な どに 見る やうな、 反抗 氣分 だと か、 憎惡 だと か、 自尊心 だと か、 さう いった 强ぃ 個性 はむしろ 作者 

の 趣味に 合 はない ことで、 まあ 云って 見れば 世間 普通の 微溫 的な 女性 を霤 いた ものが 多い。 自覺 した 個 

性的な 婦人 は その 時代に はなかった ものである。 さう いふ 個性の 表 はれた の は、 イブセンの ドラマな ど 

が 日本の 文壇に 移入され てからの ことで、 時代 か r いふと、 日露 戰爭 以後の ことで ある。 日露 戰爭は 在 

来の 凡ての 道德ゃ 習慣 を 或 程度まで 披壞 したので ある。 そして そこに 劃期的な 自然主義が 半： れ たもので 

ある。 

以下 少しば かり 駕兒 とお 種との 關 係と 成行きに 就いて、 本文 を 引用す る 代りに、 梗槪の やうな もの を. 

說明 的に 竇ぃ てお かう と 思 ふ。 

待合へ いった 翌 H お 種が (ゆ ふべ はどうでした) と 聞く。 すると (似と る ものです か、 あれ は 全く 噓 

で 唯 あんな こと を 云って 揶揄つ たんです、 似て おった 所で 高が 藝者ぢ や) といって 笑って ゐる。 そこで 

お 種が こっち は 親切で、 良人の 友人と して 世話 をして ゐ るの は 11 例へば 靴下の 破れまで 氣を附 ける や 

うにして ゐ るのに、 柳. 助 はさう いふ 親切に も氣 がっかぬ やうに 常に 却って 苦々 しい 顏 をして ゐる けれ 

ど、 併しお 種と いふの はさう いふ こと は 素振りに も 出さずに、 その 時 柳 之 助 をお 茶に 呼んで、 矢張り こ 

の 先き 贵郞も 二度目の 奥さん を賀 つた 方が 好い。 段々 年 1^ つてから li りで は 困る といって、 結婚 を勸め 

る。 すると 柳 之 助 は 徹頭徹尾 結婚 はしない とい ふので ある。 再婚な ど すれば 死んだ お 類の 魂が 痛む、 と 

いって 担む ので ある。 それから 柳 之 劝は或 曰お 類に 似て ゐる もの を 見せて やらう とい ふので、 何時の 間 

に 注文した のか、 油 の $1: 像螯を 持って 來る。 それが お 類に そっくりと いふので、 二階の 上り口の 所に 


据ゑ附 けて 置く。 その 肖像 摄は柳 之 助が 一 番好 いと 思って ゐる寫 露 を モデルに して、 歸寧 きの 風俗 を寫 <^ 

した もので 髮は 島 田、 挑の 寶に千 襟の 挿 込み、 高い 前髮 のかげ に 牡丹 形の 櫛の 端が 見えて、 見事に 髮が 2 

出て ゐる。 額の 廣ぃ、 鱧くない 一 字 眉 も、 小さい 眼が 鋭く 澄んで 鼻 は 尋常、 よく 締 つた 口元の 愛らし さ、 

片手 は 椅子に 掛け 右の 手 は 袖に 引き入れ、 白 袷に 縮納の 三枚 襲ね、 上 は 氷 色の 丸に 四角 木瓜の 紋付、 下 

蕾 は媳羽 鼠の 更紗で、 帶は 葡萄色 地に 金 茶の 網 0 を 織り出して、 銀鼠で 細く 光淋 千鳥 を 一群 づ \ に、 所 

しぼり 

々唐松 を 地色で 配って ある。 ふさく と^った 耕の 花纈 錢の帶 揚が 胸の あたりに 雲 鶴の 形 を 見せて、 帶 

止の 金具 は 柳の 輪の 中に 金色の 一 輪 とい ふ扮 飾で ある。 柳 之 助 は それ を 夫婦に みせて 非 度く 喜んで ゐ 

る。 お 種 は (誠によ く 似て いらっしゃいます、 ぉ髮 がね え、 よく 出来て ゐ ます) とい ふ 褒め 方 をす る。 嬉 

が 拙い ので 絮山は 褒める にも 褒められず 困って ゐる。 柳 之 助 は 油 t§ の 正面の 壁に 兩膝を 抱えても たれ 餘 

念な く 眺め 謹して ゐる 間に、 恍惚と して 來て 夢見 心地に 引き入れられて 了 ふ。 すると 眼が 懐し さう に 動 

いたり、 堅く 結んだ 口唇が 錠び たり、 橫顏を さへ 振り向けて 側に よって _ ^さう にして は、 又 \ ィん でもの 

を 云 ひかけ る。 記憶の 出來ぬ ほど 話 をす る。 柳 之 助 は 全く 醉っ たやう になって 了 ふ。 同時に その 繪が柳 

之 助の 眼に は 素 的な 名 ® に 見える とい ふやうな 場面 も ある。 

或 日 紫 山の 一展 はれて ゐる會 社の^ 長が 園 遊會を 偶す ので、 紫 山 夫婦と 子供と 三人で 盛装して 出掛げ る。 

その 時のお 種が 今迄 はさう も 思はなかった 柳 之 助の 眼に 素 的に 美しく 見える。 この 時のお 種 夫婦の 蕾附 

も 紅 紫 流に 非常にく わしく 描かれて ゐ るが、 それ は 略 するとして 柳 之 助が、 君 ももう 出掛ける の だら う 

僕の 方の 園 遊會は 寂しい ばかり だとい つて、 これ も 外出の 仕度 をして ゐる。 彼の ゆくべき 園遊會 は、 石 

の 塔ば かり 並んだ 谷 中の 森で ある。 お 種 は それ を 思 ひやる と、 自分 達 夫婦が 晴れ やかに 着飾って 出て ゆ 


くの が、 何だか 濟 まない やうな 氣 がする。 葉 山 は (それ ぢゃ こっち は賑 かな 墓詣 りか〕 といって 笑 ふ。 

(それ ぢゃ 守 をた のむ よ、 早く 歸 つて 來て 留守 をして 吳れ なくつ ちゃ 困る よ) とい ふと、 柳 之 助 は， M 

に 僕 は 感服した。 細君が 資に立 派です。 といって 見惚れて ゐる。 

柳 之 助と お 種が 急に 接近し だした の は その 時分からで、 その後 紫 山が 會 社の 用で 關 西へ 出張す る やう 

になって から は、 益 々二人の 仲が 近くな つて 來る。 或 時な ど は (贵 女の 側へ 來て本 を 讀んで をっても 耩 

ひません か) といって、 お 種の 側へ 來て本 を讀ん だり して 話し こむ。 (病氣 でもしたら 贵 女に 世話して 

賀ぅ 積り です、 僕 は 贵女を 姉と 思つ とる です〕。 (姉 様と は 非 度う ございます、 妹に してお いて 下さい) 

とお 種 も戲談 にして 了 ふ。 柳 之 助 は 飽くまで 眞 面目で (紫 山 君が 兄です から、 貴女 も 矢張り 姉です よ) 

と、 そして 二階へ 上る の も 億劫 さう で、 いつまでもお 種の 側に ゐ たが、 或晚 など はお 種が 二階に 上って 

くさくして ゐる柳 之 助 を 慰める ために、 葡萄酒 を もっていって 呑ませる。 柳 之 助 は 大抵 は 下に ゐ てお 

種に 附き 絡って ゐ るのに、 外から 歸 つた 時と か 出て ゆく 時と かになる と虼度 二階に 上って ゆく ので、 女 

中が 注意して みると、 .鷺 見は定 つて 油 總 に顏を 押しつけて ゐる。 臺 所では 驚 見の こと を 厥な 人、 とい ふ 

ことにな つて 了 ふ。 する うちに 或 時 彼 は 非常に 佗しい 晚で雨 さへ しょ ぼ/. \ 降って ゐる、 夜 も 更けて き 

たので は 眠らう と 思 ふの だが、 どうしても 寢 つかれない。 妙に こ ぢれて 了って 氣 分の もつれの やり 場が 

なくなって 了 ふので。 惡 いと は 知りつつ も、 そうつ と 下へ 下りて、 お 種の 寢 間 の 襖 を 開ける と、 羼 がお 

種の 側に 護て ゐる。 これ は隱 居所の 方 は 鼠が 出て 眠れない からだと いふの だが、 資は鴛 見の 素振りが 怪 

しいので、 老人が 心配して お 種の 番に來 てゐる ものら しい。 そして 葉 山が 前 振れ もな しに 或 日 突然 旅先 

きから 歸 つて 來た 時に、 端な く 平和な この 家庭に 破亂が 生じる。 紫 山が 父親と 鷲 見の 間に 狭まれて 困つ 


239 


て 了 ふ。 柳 之 助 は 自分 は 好い としても 細君に 濟 まない と、 いって 老人に 會 つて 釋 明し やうと いふので、 

非常に： =1 チ岱 する。 傍で お 種 は 泣き だす。 紫 山 は 潮く 柳 之 助 を 宥めて、 兎も角に 家 を 出て 貰う ことにして 

梟が つく。 とい ふ 所で この 小說は 終り を 告げて ゐる。 

この 柳 之 助と お 種の 接近に 就いて、 二人の 心理が 非常に 精細に 描寫 されて ゐる。 少しく どい やうな 所 

も あるが、 仕 ^1 は 至って 細く、 讀者を はらく させる 所まで いって ゐ るので あるが、 結局 二人 は 潔白で 

一 歩も^ 德の 1  埒外へ は 踏み だして ゐ ない。 柳 之 助のお 種に 對 する 氣 持ちに は 何 か 分明り しない ものが あ 

つて、 戀 愛に 似た 陰影 もない こと はない が、 作者 はお 種 を そこまで 引 きづって ゆく こと を 避けて ゐる。 

そこに 作者の 好みの 一 人の 女性が 完全に 愛 謹され てゐ る。 
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金色 夜叉 

、S2  ^§ 

「金色 夜叉」 は餘 りに も 有名な 日本の 小說の 一 つで ある。 文豪 尾 崎 紅葉が 有名で あるよりも 2? 上に 有 

名で ある。 今一 つ 面白い こと は、 男 主人公の 間 賞 一 と 女 主人公の お宮が、 「金色 夜叉」 より 以上に も 人 

口に 嗜^して ゐる ことで ある。 ちゃう ど それ は 作者の 誰で あるか を 知らない 大衆が、 小春 治兵衞 やお 染 

久松 を、 長い間 不斷に 口にして 来た やうな ものである。 これ は卽て 作品の 大衆性 を保證 する もので、 そ 

れ が鑑赏 すべき 藝術 として 受 取られる 遑 もない くら ゐに、 直ちに 作 中の 人物 そのものに 同感す るの が、 

一般大衆の 感情で あるから である。 彼等 は藝 術に 理解 を もっと か、 作者に 同感 するとい ふよりも、 旣に 

抽象化され 一般化 された 現 實の作 中 人物 そのものに、 自他 共通の 或る もの を 感ずる ので ある。 中村武 

羅夫氏 は それにつ いて 言って ゐる。 「作品の 文 舉的價 値と いふ やうな ものよりも、 その 大衆性に 却って 

不朽の 生命が ある 所以で ある。 それよりも 「金色 夜叉」 のどう いふ 黠に、 不朽の 生命が あるの か。 時代 

を 超越し、 老若男女の 差別な く、 萬 人の 「金色 夜叉」 に 心を惹 きつけられ るの は、 どうい ふところ であ 

るか。 これ は 私 だけの 考へ であるが、 「金色 夜叉」 を 通じで 現 はれて ゐる ところの 作者 紅 紫の 『文學 魂』 

『人間的 誠實と 熱意』 とい ふやうな ものが、 萬 人の 心 を 動かし、 胸 を 打つ ので はないだら うか」 と。 筆 

者の 考へ ると ころも、 また 其の 通りで ある。 これ を 今 一 つ 推 詰める と、 其 所謂る 「文 學魂ゃ 人間的 誠意 3. 


と 熱意」 とが、 果して 何ん な ものである かとい ふこと になり、 それの 價値 によって、 作品の 價値も 決定 

する 譯 であるが、 紅雜 先生の 場合で は、 その 根柢と 成って ゐる ものに、 漠文學 から 来た 儒教の 常識的 道 

德觀 と、 弱 を 助け 强を 挫く 江 戶ッ兒 の 氣慨ズ もって 矜り とした 市井 人の 反抗 氣分 とい ふやうな もの だと 

思へば、 大した 間遠 は あるまい かと 思 ふが、 其の なかには 關市八 人の もつ 氣 質の 要な 要素で あると ころ 

の、 傳法 とい ふやうな もの k 含まれて ゐ るの は 勿論で ある。 傳 法と 言って 惡 ければ、 潔白 正直で、 非妥 

協 的な 人 Si の 必然の ；.^ 命と しての 現 はれで ある。 叛逆、 復響、 甚 しいの は 歪みく ねった 呪 阻の やうな も 

のが それで あらう。 

紅 紫 先生の もって ゐた 正義感と いった やうな もの は、 時代が 時代であった けに、 今から 考へ ると、 

相 常 偏狭な 箇 人的な もので、 正常の 肽態 では 極めて 潔白 正直： だが、 少し 旋毛が 曲って 來 ると、 是が非でも 

どこまでも 意地 を 張り 通して 行く とい つた やうな、 俗に言 ふ 慈悲 も あれば 罰 も あると いった やうな とこ 

ろが ある。 賞 一 の 性格 はちゃう ど さう 言った 作者の 性格の 一 端の 誇張され たもので、 彼の！^^らた徑路は、 

. 純潔な 靑 年の 陷 りさうな 運命で ある。 その 表 に 不自然な ところ や 無理の あるの も 仕方が あるまい。 し 

かし その 誇張 や 無理の あると ころが 卽 てこの 作品 の特徵 で、 作者の 時代 的な 悩み の 不自然，；/. R 寫し が、 や 

がて 太い 祌經の 大衆に 魅力の ある 所以で あらう が、 謂って 見れば 「金色 夜叉」 全 體が大 向 ふ を 唸らせる 

ための クロ ォザ ップ であり、 大見？ おな ので ある。 これに 比べる と 「不 如歸」 に は、 さう 言った 誇張が なく、 

今少し 日常に 近い 現資を 1^. 拔 つて ゐ るので、 「金色 夜叉」 ほどの 興奮 はない 代りに、 しんみり 胸に， 沁みる 

ものが ある。 同じ 悲劇で も悲壯 劇と 悲劇との 違 ひが ある。 一つ は 雄 壯なォ ー ケス トラで、 一つ は秘 やか 

な 室内 樂の やうな もので あらう か。 作の もつ てゐる 人生 觀社 會觀 といった やうな 深 淺廣狹 はまた 別で あ 
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る o 

要するに 「金色 夜 又」 は 作家の 人間と して 有って ゐ る氣魄 精力の 有り たけを 盡 くして、 强 引に 押して 

行った やうな 作品で、 從 つて 「三人 妻」 や 「多情多恨」 の やうに、 恰 しんで 書いて ゐ ない。 部分的の 小設 

的 技術に はさう いふと ころも あるが、 全體 として 見る と、 今迄の 作品に 見られない 苦 惱の迹 が歷々 出て 

ゐる。 出來 ばえ から 言っても、 五 年間の 力作で ある だけに、 全部の 均 齊が保 たれて ゐ ないし、 むら も あ 

る。 何とい つても、 かるた 會の ところから、 有名な 熱悔侮 岸の 場面に 至る までの 初 篇の數 1; が 尤も 好い 

出来 だと 思 ふ。 詰り 貧 一 が、 失戀 から 一 つ 曲って、 心櫞の 一 縛 を來十 動機と、 さう させた お {：：!! の 性格と 

心理、 それと 其 をめ ぐる 略！. 夫婦の 生活、 富 山 唯 1 一の 人物の 輪廓な どが、 寸分の 隙 間もなく 組み立てら 

れてゐ て、 描^の 筆 も 細かい。 この 大作に 1^ りか k らうと いふ 張り切った 意氣 込みが、 全篇に 溢れて ゐ 

る。 强ち 他の J^oi が 劣って ゐ ると いふので はない が、 大體 筋の 説明の やうな ものに なって ゐて、 全 „3 的 

、 な 人生の 姿と か 生活の 雰湖氣 とい ふやうな もの k 密度が 稀 ft に 琉れ戶 ぶい 傾きが あつ て、 取つ いた：^ 上、 

主題が ある だけに、 一 般の讀 者 は 何う しても 最後まで ついて 行かなければ 納得ので きない やうな もので 

あるの は 勿論 だし、 十二 三年の あ ひだに、 こ、 まで 發展 して 來た 作者の 偉大な 手腕と 規模 を 窺 ふに は、 

是非とも 全篇 を讀ん でお く 必要が あらう が、 豐 かな 藝術昧 はむしろ 初篇の 方に 凝結して ゐ るかと 思 ふ。 

一 篇の主 頭と して 抽象化 された 道 If. 觀が、 大體正 を 蹈み邪 を 挫く といった やうな 時代の 感情で ある こ 

と は、 以上の 說 明で 解る と 思 ふが、 更に スタイル について 言ぶならば、 作の 結 IT が 大きいだ けに、 作者 

の體度 も亦载 負った もので、 漢文 を 骨格と し 國文を 肉と したやうな もので、 あの 時代で も 相當難 かしい 

堅い 文意であった ので、 今の 人に は 頗る 讀みづ らい。 文字 も 漢文の 素 iT がなければ 解らない やうな 喧し 
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いものば かり を 揮り に擇 つた ものである。 彫璲 推敲 は 由来 作者の 創作的 生命で、 病膏盲 に 入る といって 

い. - ほどの 凝り 方であった。 大體 において、 篇を 通して、 文體は 一致して ゐ るが、 章 を 重ねる に從っ 

て、 作の 氣分も か はり、 筋の 發展と 歸趨に 苦しんだ 結果、 最初の やうな 氣嵩 なと ころが なくなり、 いく 

らか 平易に なった こと も事資 であらう。 それに は 確かに 體の 疲れと いふ こと も 看の がせない。 作者 はこ 

の篇の 完成 を吿 ぐるに 先 だち、 最後の 篇を窨 いた 翌年に 病 狡した ので ある。 

以下 かるた 會の 場面 を拔萃 し、 鑌 いて 描 寫の佳 興に 入った 主要部 分 を 銀幕 式に 隨 所に 摘出して、 連鎖 

劇 風に 説明で 護いで、 それによ つて 作品の 内容と 全篇の 筋 を 示す ことと しょう。 

金色 夜叉 

さし ご 

未だ 宵ながら 松 立てる 門 は 一 様に 鎖 籠め て、 眞 直に 長く 東より 西に 横 はれる 大道 は 掃きけ る や 

うに 物の 影 を 留めす、 いと 寂しく も 往來の 絶えた るに、 例なら す繁き 車輪の 輾は、 或は 忙し かり 

*^ ばら  し. I た づ〕 

し、 或は 飮 過ぎし 年賀の 歸來 なるべく、 疎に 寄す る 獅子 太鼓の 遠 響 は、 はや 今日に 盡 きぬる 三箇 

日を惜 むが 如く、 其 哀切に 小き 腸 は斷れ ぬべ し。 

けが  このた そがれ 

元日 快晴、 二日 快晴、 三日 快晴と 誌され たる 日記 を瀆 して、 此 黄昏より 風は戰 出で ぬ。 今 は 

(風 吹くな、 な あ 吹くな) と 優しき 聲の宥 むる 者 無き より、 憤 をも增 したる やうに 飾け を 吹 靡け 


つつ、 乾びた る 葉 を 粗 なげに 鳴して、 吼 えて は 走行き、 狂 ひて は 引返し、 揉みに 揉んで 獨り 散々 

*2CJ ぐ， P 

に騷 げり。 微 曇りし 签は 之が 爲に 眠を覺 された る氣 色に て、 銀 梨 子 地の 如く 無數の 星を顯 して、 

鋭く！^ えたる 光 は 寒 氣を發 つかと 想 はしむ るまでに、 其 薄明に 曝さる る 夜の 街 は 殆ど 氷らん とす 

なり。 

A かで  しゃく わ ^ 

人 此裹に 立ちて 露々 冥々 たる 四 望の 間に、 か那の # 間 あり、 社會 あり、 都 あり、 町 ある こと 

はんぶ つ. S ま 

を 想 得べき。 九重の天、 八 際の 地、 始めて 渾沌の 境 を 出で たりと 雖も、 萬 物 未だ 盡く 化生せ す、 

W  ,  ：  -  fei- みだり ひろ 

風 は 試に 吹き、 星 は 新に 輝け る 一 大 荒原の 何等の 旨 意 も、 秩序 も、 趣味 も 無くて、 唯 濫に邀 く 横 

はれる に 過ぎざる 哉。 日の 中 は 宛然 沸く が 如く 樂み、 謳 ひ、 醉ひ、 戯れ、 歡び、 笑 ひ、 語り、 輿 

ぽゥ ふり 

ぜし 人々 よ、 彼等 は 停く も 夏 菜て し 孑孑の 形を斂 めて、 今 將何處 に 如何にして 在る か を 疑 は ざら 

しばら < 

ん とする も 難から す や。 多時靜 なりし 後、 遙に 拍子木の 音 は 聞えぬ。 其 響の 消 ゆる 頃 忽ち 一 點の 

はづれ  よこぎ  ほし.！ ま- 1 

燈火は 見え 初めし が、 搖々 と 町の 盡頭 を横截 りて 失せぬ。 再び 寒き 風 は 寂しき 星月夜 を 擅に 吹く 

のみな りけ り。 唯 有る 小路の 湯屋 は 仕舞 を 急ぎて、 廂 間の 下水 口より 噴出 づる 湯氣は 一 圑の 白き 

くも  ぬくもり  あかく さ あくき 

雲 を 舞 立てて、 心地 惡き 微溫の 四方に 溢る ると 與に、 坂 臭き 惡氣の 盛に， 迸る に 遭へ る 綱 引の 車 あ 

り。 勢ひて角ょり^^り來にければ、 避 くべき 遑 無くて 其 中 を 甌 拔 けたり。 

「うむ、 臭い。」 
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. ■  は まき す ひがら 

享の 上に 聲 して 行 過ぎし 跡に は、 紫卷の 吸殼の 捨てた るが 赤く 見えて 煙れり。 

「もう 湯は拔 ける の かな。」 

「へい、 松の 內は早 仕舞で ございます。」 

まし ぐら  か はう そ 

車夫の 恁く 答へ し 後 は 語 絶えて、 車は驀 直に 走れり.。 紳士 は 一 一重 外套の 袖 を 犇と摄 合せて、 獺 

^りか は  は か 

の^ 皮の 內に 耳より 深く 面 を 埋めたり。 灰色の 毛皮の 敷物の 端 を 車の 後に 垂れて、 横 綺の華 厘な 

る 浮 波 織の 蔽 膝して、 提灯の 徵 は T の 花文字 を 二 個 組合せた るな り。 行き 行きて 車は此 小路の 

は 15 れ 

盡頭を 北に 折れ、 稍廣き 街に 31 でし を、 僅に 走りて 叉 西に 人り、 其の 南側の 半 程に 箕 輪 と 記した 

そぎた け 

る軒燈 を揭げ て、 剣 竹 を 飾れる 門 構の 內に挽 入れたり。 玄關の 障子に 燈 影の 映しながら、 格子の 

鎖 同め たる を、 車夫 は 打 叩きて、  - 

「頼む、 頼む。」 

どよ み 

奥の 方なる 輕 動の 劇しき に 紛れて、 取合 はんと もせ ざり ければ、 二人の 車夫 は聲を 合せて 訪ひ 

つつ、 格子 戶を 連打に すれば、 旋て急 足の 音 立てて 人 は 出で 來ぬ。 

f かリ  ち il-T' ぢん 

圓^ に 結 ひたる 四十 約の 小く 瘦 せて 色白き 女の、 茶 微塵 の 絲織 の 小袖に 黑 の 奉書 紬 の紋 付の 羽 

^藩た る は、 此 家の 內 儀なる べし。 彼の 忙しげに 袼子を 啓る を 待ちて、 紳士 は 優 然と 內に 入らん 

ほめ 

とせし が、 土間の 一面に 充滿 たる 履物の 仗 を 立つべき 地 さへ あらざる に遲 へる を、 彼は虚 さす 勤 
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やか  まら c- ど 

篤に 下 立ちて、 此の 敬 ふべき 賓 の爲に 辛くも 一 條の道 を 開けり。 恁て 紳士の 脫 捨てし 駒下駄の 

みは 獨り 障子の 內に取 入れられたり。 

萁 輪の 奥 は 十 疊の客 問と 八 昼 の 中の 間と を打拔 きて、 廣 間の 十 個所に 眞 鍮の燭 臺を据 ゑ、 五十 

目掛の 徵燭は 沖の 漁火の 如く 燃えた るに、 間 毎の 天井に 銅 鍍の 空氣 ラム プを點 したれば、 四邊 

は眞畫 より 明に、 人顏も 眩き までに 耀 き遍れ り。 三十 人に 餘ん ぬる 若き 男女 は 二分に 輪作り て、 

今 を 盛り. と 歌留多 遊を爲 るな りけ り。 徵燭の 焰と炭 人の 熱と 多人数の 熱 蒸と 混じた る 一 種の 溫氣 

は 殆ど 凝りて 動かざる 一 間の 內を、 莨の 煙と 燈 火の 油煙と は 互に 縫れ て渦卷 きつつ 立 迷へ り。 込 

. .  しどな  き くづ 

合へ る 人々 の 面 は！ 赤うな りて、 お 粉の 薄剝 げたる あり、 髮の 解れた る あり、 衣の 亂 次く 着 額れ 

たる あり。 女 は粧ひ 飾り たれば、 取亂 したる が 特に 著る く 見 ゆるな り。 男 は シャツの 腋の 裂けた 

る も 知らで 瞬 衣ば かりに なれる あり、 羽織 を脫 ぎて 帶の 解けた る 尻 を 突出す も あり、 十の 指 をば 

四まで 紙に て 結 ひたる も あり。 然し も 息苦しき 溫氣 も、 咽ば さるる 煙の 渦 も、 告 狂して 知らざる 

如く、 寧ろ 喜びて 篤り 喚く 聲、 笑頹 るる 聲、 捩 合 ひ、 踏破く 犇き、 一 齊に揚 ぐる 響 動な ど、 絶 間 

らゥぜ き  ていお らく  ぶつ 

無き 騷 動の 中に 狼 1.^ として 戲れ 遊ぶ ぉ體 は、 三 綱 五常 も 糸贝の 皮と 地に 塗れて、 唯是 修羅道 をお 

0 したる ばかりな り。 海上 風波の 難に 遭へ る 時、 若干の 油 を 取りて 航路に 澆 げば、 浪は奇 くも 3. 


忽ち 鎮 りて、 船 は 九死 を出づ べしと よ。 今 此の 如何と も爲 ベから ざる 亂 脈の 座中 をば、 其 油の 勢 „^ 

すゥ， 5  2 

力 を もて 支配せ る 女王 あり。 猛 びに 猛ぶ 男た ちの 心 も 其 人の 前に は 和ぎ て、 終に 崇拜 せざる は あ 

みな そね  まどね 

らす。 女た ち は皆猜 みっつ も 長 を 懐けり。 中の 間なる 團藥の 柱 側に 座 を 占めて、 重げ に 戴ける 夜 

會 結に 淡 紫の リボン 飾して、 小豆 鼠の 縮緬の 羽織 を 着た るが、 人の 打 騒 ぐを與 ある やうに 凉き目 

を瞪 りて、 躬は淑 かに 引 縛へ る 娘 あり。 被 飾より 相貌まで 水際立ちて、 凡なら す媚を 含める は、 

みな ゥ たが 

色 を賫る ものの 假の 姿した るに は あらす やと、 始めて 彼 を 見る もの は 皆 疑へ り。 一番の 勝負の 果 

あまね  みに，/  かりぎ 

てぬ 間に、 宫と いふ 名 は 普く 知られぬ" 娘 も數多 居たり。 醜き は、 子守の 借 着した るか、 茶番の 

姬 君の 戸惑せ るかと 覺し きも あれ ど、 中には 二十 人並、 五十人 並 俊れ たる も ありき。 服装 は宮ょ 

り數等 立派なる は數多 あり。 彼 は其點 にて は 中の 位に 過ぎす。 貴族院 議員の 愛娘と て、 最も 不器 

量 を 極めて 遣憾 なしと 見えた るが、 最も 綺羅 を 飾りて、 其 起 肩に 紋御 召の 三枚 襲 を 被ぎ て、 帶は 

し こん し ちん  よりきん 

紫 根の 七絲に 百合の 折 枝 を 緩 金の 盛 上に したる、 人々 之が 爲に目 も 咬れ、 心 も 消えて 眉 を 皺め ぬ。 

ゎづか  かれ 

此外 種々 色々 の 絢爛なる 中に 立 交ら ひて は、 宫の装 は 緣に曉 の 星の 光 を 保つ に 過ぎ ざれ ども、 彼 

の 色の 白 さは 如何なる 美しき 染色 を も 奪 ひて、 彼の 整へ る 面 は 如何なる 麗 はしき 織物よりも 文章 

ありて、 醜き 人た ち は 如何に 着飾らん とも 其の 醜き を 蔽ふ能 はざる が 如く、 彼 は 如何に 飾らざる 

も 其の 美しき を 害せざる なり。 


袋 棚と 障子との 片隅に 手 爐を圍 みて、 蜜柑 を剝 きつつ 語 ふ 男の 一 個 は、 彼の 横 額 を 恍惚と 遙に 

見 人り たりし が、 遂に 思堪へ ざらん やうに 呻き 出せり。 

「好い、 好い、 全く 好い！ 馬士 にも 衣裳と 謂 ふけれ ど、 美し いのは 衣裳に は 及ばん ね。 物 其 

自らが 美しい の だもの、 着物な ど は 如何で も 可い、 實は 何も 着て 居らんでも 可い。」 

なほけ つ こ ク 

「裸 體 なら 猶 結構 だ！ 」 

おひ づちゥ 

此の 强き合 槌擊っ は、 美術 擧 校の 舉生 なり。 

綱曳 にて 駔 着けし 紳士 は 姑く 休息の 後內 儀に 導かれて 入來 りつ。 其 後に は、 今まで 居間に 潜み 

みの b りゃうす け 

たりし 主の 箕輪亮 輔も附 添 ひたり。 席上 は 人亂れ て、 爱を 先途と 激して 勝 食の 最中 なれば、 彼等 

の來れ るに 心 着きし は 稀な り けれど、 片隅に 物語れる 二人 は 逸早く 目 を 側めて 紳士の 風 釆を視 た 

ひぎ ゆが 

廣 間の 燈影は 入口に 立てる 三人の 姿を鮮 かに 照せ り。 色白の 小き 內 儀の 口 は 疳の爲 に 引 歪みて、 

あか は  つむ ゆ 

其 夫の 額際より 赭秀 げたる 題 顱は滑 かに 光れり。 妻 は 尋常より 小き に、 夫 は 勝れた る 大兵 肥滿に 

て、 彼の 常に 心 遣 ありげ の 面色なる に 引替へ て、 生きながら 布袋 を 見る 如き 福相したり。 

紳士 は年齒 二十 六 七なる ベく、 長 高く、 好き 程に 肥えて、 色 は 玉の やうなる に 頗の邊 に は 薄紅 

を帶 びて、 額 厚く、  口 大きく、 腮は 左右に 蔓 りて、 面積の 廣き額 は 稍 正方形 を 成せり。 緩く 波打 M 


てる 髮を 左の 小鬢より 一文字に 撫 付けて、 少し は 油 を 塗りたり。 濃から ぬ 口髭 を 生して、 小から 

くわ もんお り 

ぬ 鼻に 金 緣の目 鏡 を 挾み、 五 紋の黑 i ュ瀨 の；^ 織に 華紋 織の 小袖 を 裾 長に 着 做した るが、 六 寸の七 

キん ぐさリ 

絲帶に 余 鏈子を 垂れつつ、 大様に 面 を 擧げて 座中 を狗 したる 容は、 實に 光り を發 つらん やうに 四 

邊を拂 ひて 見えぬ。 此國藥 の 中に 彼の 如く 色白く、 身奇麗に、 而も 美々 しく 装 ひたる は あらざる 

なり。  I 

「何 だ、 彼 は？」 

例の 二人の 一個 は 然も 憎さげ に昉 一け り。 

「可 厭な 奴！」 

唾 吐く やうに 言 ひ て 舉生 は 故と 面 を 背け つ 。 

し. £^ん 

「お 俊 や、 一 寸。」 と 內儀は 群 築の 中より 其 娘 を 手招きぬ。 

お 俊は兩 親の 紳士 を 伴へ る を 見る より、 慌 忙しく 起ちて 來れ るが、 顔 好く は あらね ど 愛嬌 深く、 

いと 善く 父に 肖たり。 高^^田に結ひて、 肉^^縮緬の羽織に撮みたるほどの肩撝したり。 顏を赭 め 

ゎづか 

つ、 紳士の 前に 跪きて、 態 慰に 頭 を 使れば、 彼 は 緒に 小 腰 を 屈めし のみ。 

「どうぞ 此方へ。」 

娘 は案內 せんと 待 構へ けれど、 紳士 は 然して 好まし からぬ やうに 頷け り。 
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母 は 歪める 口 を 怪しげに 動かし て 、 

「あの、 見事な、 まあ、 御年玉 を 御 戴き だよ。」 

しゅん 

お 俊 は 再び 頭 を 低げ ぬ。 紳士 は 笑 を 含みて 目禮 せり。 

「さあ、 まあ、 被 入い まし。」 

しゅん  しゅん 

主の 勸 むる 傍より、 妻 はお 俊 を 促して、 お 俊 は 紳士 を案內 して、 客 問の 床柱の 前なる 火鉢 在る 

方に 伴れ ぬ。 妻 は其處 まで 介 添に 附 きたり。 二人 は 家內の 紳士 を 遇 ふことの 極めて、 鄭重なる を 

f て、 彼の 行く より 坐る まで 一 擧 一 動 も 見脫さ e りけ り。 其の 行く 時 彼の 姿 は 恰も 左の 半面 を 

見せて、 團欒の 間 を 過ぎたり しが、 無名指に 輝け る 物の 凡なら す强き 光は燈 火に 照 添 ひて、 殆ど 

正しく 見る 能 はざる までに 眼 を 射られた るに 呆れ 惑へ り。 天上の 最も 明なる 星 は 我 手に 在りと 言 

はま ほしげ に、 紳士 は 彼等の 未だ 曾て 見 ざり し大 さの 金剛石 を 飾れる 黄金の 指環 を 穿め たるな り。 

お 俊 は 骨牌の 席に 復へ ると 伴し く、 密に 隣の 娘の 膝 を 衝 きて 口早に 喷 きぬ。 彼 は忙々 しく 顏を擦 

げて 紳士の 方 を 見たり しが、 其 人より は 其 指に 耀く 物の 異常なる に駭 かされた る體 にて、 - 

「まあ、 那の 指環 は！ 一  寸、 金剛石？」 

「然 うよ。」 

「大きい のね え。」 
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「三百 圓 だって。」 

お 俊の 說明を 聞きて 彼 は 漫に身 毛 の 彌立 つ を覺ぇ つ 、 

「まあ！ 好い のね え。」 

ごまめ 

の 目 ほどの 眞 珠を附 けたる 指環 を だに、 此幾歲 か念懸 くれ ども 未だ 容易に 許されざる 娘の 胸 

せめつ t.-,?-  ばゥ ぜん 

は、 忽ち 或 事 を 思 ひ 浮べて 攻 鼓の 如く 轟け り。 彼は惘 然として 殆ど 我 を 失へ る 間に、 電光の 如く 

隣より 伸 來れる 猿臂 は 鼻の 前なる 一 枚の 骨牌 を 引 攫へば、 

「あら、 貴方 如何した のよ。」 

お 俊 は 苛立ちて 彼の 橫膝 を續 けさ まに 拊 きぬ、 

「可く つてよ、 可く つてよ、 以來 もう 可く つてよ。」  . 

彼 は 始めて {仝 想の 夢を覺 して、 及ばざる 身の 分 を 諦めたり けれども、 一旦 金剛石の 强き 光に 燒 

かれた る 心 は 幾分の 知 覺を失 ひけん やうに て、 然し も目覺 しかりけ る 手腕の 程 も 見る見る 漸く 四 

途亂 になり て、 彼は敢 無く も此 時より お 俊の 爲に賴 み 難き 味方と なれり。 

恁 して 彼より 此に傳 へ、 甲より 乙に 通じて、  ， 

ダイヤモンド  . 

「金剛石！ 」 

「うむ、 金剛石 だ。」 


「金剛石^」 

「成程 金剛石！」 

「まあ、 金剛石よ。」  ' . 

「那が 金剛石？」  ， ，1 

「見 給へ、 金剛石。」  . . 

「あら、 まあ 金剛石 n」  . 

すばらし 

「可感 い 金剛石。」 

「可 恐い 光る のね、 金剛石。」  • 

「三百 圓の 金剛石。」 

瞬く間に 三十 餘人は 相 呼び 相應 じて 紳士の 富 を 謳へ り。 

彼 は 人々 の更 互 にお のれの 方を眺 むる を 見て、 其 手に 形 好く 薬卷を 持たせて、 右手 を 袖口に 

とこば しり もた  めがね  - 

差 入れ、 少し 懈げに 床柱に 靠れ て、 目 鏡の 下より 下界 を見遍 すらん やうに 目 配して 居たり。 


恁る 目印 ある 人の 名 は 誰し も 問 はで あるべき にあら す、 ！ S れし はお 俊の 口より なるべし。 彼 は 

とみや また i- つぐ  ぶ げん 

富 山唯繼 とて、 一代 分限ながら 下 谷 展に聞 ゆる 資産家の 家督な り。 同じ 區 なる 富 山 銀行 は 其 父の 

私設す る 所に して、 市會 議員の 中に も 富 山 重 平の 名 は 見出さるべし ( 


3 

5 
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宮の 名の 男の 方に 持 離さる \ 如く、 富 山と 知れた る 彼の 名 は 直に 女の 口々 に誦 ぜられ ぬ。 あは 

めで  しせぎ  こ ひねが 

れ丁 ぽは此 紳士と 組みて、 世に 愛た き寶 石に^ 尺す るの 榮を 得ば や、 と 彼等の 心々 に 冀 はざる 

おぐ ひな 

は 希な りき。 人 若し 彼に^ 尺す るの 榮を 得ば、 管に 其の 目の 類 無く 樂 さる \ の みならで、 其の 募 

まで も堇 花の 多く. g ぐべ からざる 異 香に 薰ぜら るるの 幸を受 くべき なり。 男た ちは自 から 荒 めら 

れて、 女の 擧 りて 金剛石に 心牵 さる.. -氣 色なる を、 或は 妬く、 或は 淺 ましく、 多少の 輿 を 冷さ^ 

る は あら ざり けり。 獨り宫 のみ は騷げ る體も 無くて、 其の 淸 しき 股 色 は 然し もの 金剛石と 光を爭 

ちしな み  す. 0 は,^  ます/、 よろこ 

はんやう に、 fflf 深く、 心樣も 幽しく 振舞へ る を、 崇拜 者はハ 4 權 びて、 我等の 慕 ひ參ら する 効 は 

あるよ、 偏に 此君を 奉じて 孤忠を 全うし、 美と 富との 勝負 を 唯一 戰に 決して、 紳士の |H き 面の 皮 

とみやえ  ならべ .A 

を 引 1： かん、 と 手藥慷 引いて 待ち かけたり。 然れば 宫と富 山との 勢 は 恰も 日月 を 並 懸けた る やう 

なり。 宫は 誰と 組み、 富 山 は 誰と 組む らんと は、 人々 の 最も 擺念 する 所な りけ るが、 園の 結 £ 水 は 

驚くべき 豫想 外にて、 目指されし 紳士と 美人と は 他の 三人と 與に 一組に なりぬ。 始め 二つの 輪作 

まど ひ  と>.*^ あ ひ 

りし 人 數は此 時 合併して 一 の大 なる 團 築に 成された るな り。 而も 富 山と 宫とは 隣合に 坐りければ- 

みな ゥろた へ さわ  その となり 

夜と 晝 との 一 時に 來に けんやう に！ $： 狼狽 騒ぎて、 忽ち 其 隣に 自ら 社會 黨と稱 ふる 一 組 を 出せり。 

はくわい 

彼等の 主義 は 不平に して、 其 目的 は破壞 なり。 則ち 彼等 は專ら 腕力 を 用 ゐて或 組の 鬼 報と 安寧と 

*^ ゥが 一 

を 妨害 せんと 爲る なり。 叉 其 前面に は 一 人の 女に 內を 守らし めて、 屈強の 男 四 人 左右に 遠征 軍 を 
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ら. o ぜキ」  じう リん たい  はなばしら  お ほ わら は 

組織し、 左翼 を 狼藉 組と 稱し、 右翼 を蹂 F. 隊と稱 する も、 實は 金剛石の 鼻柱 を 挫かん と 大童に な 

れ るに 外なら ざるな り。 栗せ る 哉、 件の 組は此 勝負に 蓬き 大敗 を 取りて、 人 も 無げ なる 紳士 も、 

さすが  はなしろ  あか  . .  / 

有繁に 鼻. in み、 美しき 人 は 額を赧 めて、 座に も堪 ふべ からざる ばかりの 面皮 を缺 されたり。 此の 

1 赞 にて 紳士の 姿 は 不知 見えすな りぬ。 男た ち は 萬 歳 を唱へ けれども、 女の 中には 掌の 玉 を 失へ 

こ.，！ ち  さん. はくわい  じゥ りん 

る 心地した る も 多 かりき。 散々 に破壞 され 狼藉され、 蹂躪され し 富 山 は、 餘 りに 這 文明 的なら ざ 

る 遊戯に 怖 をな して、 密に 主の 居間に 逃歸れ るな りけ り。 

しゅろ ばう き  かた.，^ も  はおり  て ながざる 

鬉を 被た る やうに 梳 りたり し 彼の 髮は 椋櫚 箒の 如く 亂れ て、 環の 隻捥 げたる 羽織の 紐 は 手長猿 

の 月を捉 へんと する 狀 して 搖曳と 垂れり。 主 は 見る より 然も 慌てた る 額して、  - 

「どう 遊ばしました。 お. -、 お 手から 血が 出て 居ります。」 

彼 は 矢庭に 垔管を 捨て -、 忽に すべから ざらん やうに 急遽と 身 を 起せり。 

「あ \ 酷い目に遭った。 どうも 那樣亂 暴 ぢゃ爲 様が 無い。 火事 装束で でも 出掛けな くつち や 

迚も 立 切れないよ。 馬鹿にして ゐる！ 頭 を 二つば かり 撰れ た。」 

とみや ま  タウ け 

手の甲の 血を吮 ひつ. -富山 は 不快なる 面色して 設の 席に着きぬ。 豫て 用意し たれば、 海老茶の 

紋縮 細の 裀の 傍に 七 寶燒の 小判形の 大手 爐を 置きて、 蒔繪の 吸物 膳 を さへ 据ゑ たるな り。 主 は 手 

を 打 鳴して 婢を 呼び、 大 急に 铫 子と 料理と を へて、  2 


「それ は 如何 も 飛で もない 襄を。 外に 何處 もお 怪我 は ございま せんでした か。」 

「那樣 に 有られて 耐る もの かね。」 

爲ぅ事 無 さに 主 も 苦笑せ り。 

お 44 いま はんさ o- こ ウ  みなしよ せ 产 

「唯今 雜 4 膏を差 上げます。 何しろ 皆 書生で ごいます から 隨分亂 暴で ございませう。 故々 御 招 

申しまして ® だ 恐 入りました。 もう 彼 地へ は 御 出陣に ならん が宜 うご ざいます。 何も ございませ 

んが此 で 何卒 御寬 り。」  ， 

「所が 最 一 遍 行って 見やう かと も 思 ふの。」 

「へえ、 又 被 入い ます か。」  . 

物 は 言 はで 打 笑める 富 山の 腮は 愈展れ り。 早く も 其 意 を 得て や 破顔せ る 主の 目 は、 I が の 

如く 幾と 有 か 無 かにな りぬ。 

「では 御意に 召した のが、 へえ？」 

富 山 は 益 笑を湛 へたり。  . 

「ございまし たらう、 然 うで ございませう とも。」 

「何故な。」 

「何故 も 無い もので ございます。 十目の 見る 所ぢゃ ございません か。」 
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富 山 は 頷きつつ、 

r 然 うだらう ね。」 

「彼 は宜ぅ ございませう。」 

「一寸 好い ね。」 

ひとつ  むづ かし A- 

「まづ 其の 御意で お 熱い 所 をお 一 盞。 不滿 家の 貴方が 一 寸好 いと 有 仰る 位で は、 餘程 尤物と 思 

すくな 

はなければ なりません、 全く 寡う ございます。」 

ちた ふたいり 

倉皇 入 來れる 內儀は 思 ひも 懸けす 富 山 を 見て、 

「おや、 此方に お 在 あそばし たので ございま すか。」  .  . 

彼 は 先の 程より 臺 所に 詰 切りて、 中 入の 食物の 指圖 などして 居た るな りき。 

「酷く々 33： け て^げて 來 ました。」 

「それ は 好 く^げて 被 入い ました。」 

す ぼ 

例の 歪める 口 を 窄めて 內儀 は签々 しく 笑 ひしが、 忽ち 彼の 羽織の 紐の 偏斷れ たる を見尤 めて、 

環の 失せたり と 知る より、 慌て 驚きて 起たん とせり、 如何にと なれば 其 環 は 純金 製の もの なれば 

なり。 富 山 は 事も無げに、 

な あに 

「何 爲、 宜 い。」 
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「宜 いで は ございません。 純金で は大變 でございます。」 

「何 爲、 可い と 雷 ふのに。」 と 聞き も 訖らで 彼は廣 間の 方へ 出で. .1 行けり。 

「時に 彼の 身分 は 如何 かね。」 

「然 やう、 惡ぃ事 は 御座いま せんが …… 。」  , 

「が、 如何した のさ。」 

「が、 大した 事 は ございません です。」 

「それ は然 うだらう。 然し 凡そ 其麼 もの かね。」 

「奮 は 農 商務省に 勤めて 居りました が、 唯今で は 地所 や 家作な どで 暮 して 居る やうで ございま 

しぎ さはり うざ ク 

す。 如何 か 小金 も 有る やうな 話で、 嶋澤隆 三 と^して、 直 隣町に 居ります るが、 極 手堅く 小體に 

遣って 居る ので ございます。」 

「は あ、 知れた もんだ ね。」 

おとが ひ  ぎら w- 

我 は 額に 顧 を搔 撫づれ ば、 例の 金剛石 は 燦然と 光れり。 

/  あととり 

「それでも 可い さ、 然し 嫁れ やう か、 嗣子 ぢ やない かい。」 

r 然 やう、 一人娘の やうに 思 ひました が。」 

「それ ぢゃ 窮るぢ や、 ないか。」 
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「私 は 悉ぃ事 は 存じません から、 一 つ 聞いて 見 ませう で。」 

程無く 內儀は 環を搜 得て 歸來 にけ るが、 誰が 惡戲 とも 知らで 耳搔の 如く 引展 されたり。 主 は 彼 

に 向 ひて 宫の家 內の樣 子 を 訊ねけ るに、 知れる 一 遍は 語り けれど、 娘 は 翁 能く 知る らん を、 後に 

さか づき 

招きて 聽 くべ しとて、 夫婦 は頻に 觴 を 侑め けり。 

かるた あそび 

富 山 唯繼の 今宵 此に來 りし は、 年賀に あらす、 骨牌 遊に あらす、 娘の 多く 聚れる を 機と して、 

はつぼう 

嫁 選 せんとて なり。 彼 は 一昨年の 夂 A 英吉利より 歸朝 する や 否や、 八方に 手 分して 嫁 を 求め けれど 

あくさく 

も、 器量 望の 太 しければ、 二十 餘 件の 緣談皆 意に 稱 はで、 今日が 日まで も仍其 事に 齪齷 して 已 

まざるな り。 當時取 急ぎて 普請せ し 芝の 新宅 は、 未だ 人の 住 着かざる に、 はや 日に 黑み、 或 所 は 

雨に 朽ちて、 薄暗き 一 間に 留守居の 老夫婦の 額 を 鳩め て は、 寂しげ に 彼等の 昔 を 語る のみ。 

骨牌の 會は 十二時に 迨 びて 終りぬ。 十 時 頃より 一人 起ち、 二人 起ちて、 見る 間に 人數の 三分の 

一 强を失 ひけれ ども、 猶 飽かで 殘れる もの は景氣 好く 勝負 を續 けたり。 富 山の 姿を隱 したりと 知 

ら ざる 者 は、 彼 敗走して 歸 りしな らんと 想へ り。 宫は會 の 終まで 居たり。 彼 若疾く 還りた らんに 

は、 恐く 踏 留るは 三分の 一 弱に 過ぎ ざり けん を * と 我物 額に 富 山 は 主と 語 合へ り。 

しちた 

彼に 心 を 寄せし 輩 は 皆 彼が 夜 深の 歸途の 程 を氣遣 ひて、 我 願く は何處 まで も 送らん と、 絕か念 


ひに 念 ひけれ ど、 彼等の 深切 は 無用に も、 宮の歸 る 時 一人の 男附添 ひたり。 其 人 は 高等 中 舉の制 

めざ >1  ざち ゆ ゥ 

服を潘 たる 二十 四 五の 舉生 なり。 金剛石に 亞ぃ では 彼の 擧 動の 目指れ し は、 座中に 宫と 懇意に 見 

えたる は 彼 一 人な りければ なり。 此の 一 事の 外 は 人目 を牽 くべき 點も 無く、 彼 は 多く 語らす、 叉 

ズは  しじゅ ゥ つ. -ま  ろ けん 

は躁 がす、 始終 慎し くして 居たり。 終まで 此雨侗 の 同伴な りと は 露顯せ ざり き。 然 あらんに は餘 

所々々 しさに 過ぎ たれば なり。 彼等の 打 連れて 門 を 5r つる を 見て、 始めて 失望せ しもの 寡から す „ 

宫は鴻 羽 鼠の 頭巾 を 被りて、 濃淺黄 地に 白く 中形 模様 ある 毛織の シォ ー ルを絡 ひ、 學生は 焦 茶 

こがらし 

の 外套 を 着た るが、 身 を 窄めて 吹來る 風 を 遣 過し つ X、 遲れし 宮の迪 着く を 待ちて 言 せり。 

r 宮 さん 那の 金剛石の 指環 を 穿め て 居た 奴 は 如何 だい、 可 厭に 氣 取った 奴ぢ やない か。」 

らんば ゥ 

「然 うねえ、 だけれ ど 衆が 彼 人 を 目の敵に して 亂 暴す るので 氣の 毒だった わ。 隣合って 居た も 

ん だから 私まで 酷い目に遭され てよ。」 

「うむ、 彼奴が 高慢な 額 をして ゐ るから さ。 實は僕 も 横腹 を 二つば かり 突いて 遣った。」 

「まあ、 酷い のね。」 

1 ,  へど  あんな 

「那云 ふ 奴 は 男の 目から 見る と 反吐が 出る やう だけれ ど、 女に は 如何 だら うね、 那麼 のが 女の 

氣に 入る のぢ やない か。」 

「私 は 可 厭 だ わ。」  ノ 
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「芬々 と 香水の 句が して、 金剛石の 金の 指環 を 穿め て 殿樣然 たる 服裝 をして、 好い に 違 無い 

さ。」 

舉生は 嘲む が 如く 笑へ り。 

一 私 は 可 厭よ。」 

「可 厭な ものが 組になる もの か。」 

「組 は鬮 だから 爲 方が 無い わ。」 

「鬮 だけれ ど、 組に 成って 可 厭 さうな 様子 も 見えなかった もの。」 

「那樣 無理な 事 を 言って！」 

「三百 圓の 金剛石 ぢゃ 到底 僕 等の 及ぶ 所に あらす だ。」  . 

「知らない！」 

お ほ- S かく 

宫はシ ォ ー ル を搖 上げて 鼻の 半まで 掩隱 しつ。 

「あ. - 寒い！」 

男 は 肩 を峙て 直と 彼に 寄 添へ り。 宫 は猶默 して 歩めり。 

「あ i い！」 

宫 は仍、 答へ す。 
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「あ i い！」 

彼 は此時 始めて 男の 方 を 見向きて、 

「如何した の。」 

「あ \ 塞い。」 

「あら 可 職ね、 如何した の。」 

「塞くて 疏 らんから 其 中へ ー處に 入れ 給へ。」 

「何の 中へ。」 

r シォ ー ルの 中へ。」 

「可 笑い、 可 1- だ わ。」  - 

男 は 逸早く 彼 の 押へ しシォ ー ル の 片端 を 奪 ひ て 、 其 中に 身 を 容れた hN。 

宫は步 み 得ぬ までに 笑 ひて、 

「あら 貫 一 さん、 是ぢゃ 切なくて 歩け やしない。 あ. -、 前面から 人が 來 てよ。」  つ 

まか  くわん けい 

恁る戲 を 作して it らす、 女も爲 すま. -に 信せ て 咎めざる 彼等の 關繁は 抑 も 如何。 事情 ありて 十 

しぎ さは 

年 來嶋澤 に 寄寓せ る 此の間 貫 一 は、 今年の 夏 大舉に 入る を 待ちて、 宫が妻 せらるべき 人な り。 


以上 は その 時代の 唯一 の 社交 機關 ともい ふべき、 かるた 會 における、 富 山と お宮との 會見 であるが、 

同時に それ は 本人の お宮に は 內密で 行 はれた 二人の 見合で ある。 これが 旣に 物質に 飽き、 生活に 恵まれ 

た 金 持 階級の 横暴で あると 共に、 さう 言った 人物との 交際 を 光榮と 心得て 取 持つ もの.^ 阿諛で ある。 そ 

して そこから 全篇の 悲劇が 生まれ、 愛人 同士の 運命が 狂って 行く ので あるが、 それに 績 いて お宮が 今 も 

昔し も か はらない 世の 慾 望に 引 摺られ て 行った ことと、 賞 一が 次第に 不安 を 感じて 行く 徑路と は 全篇の 

うちで も 作者が 一 方なら ぬ 苦心 を もって 霤 いたと ころで あらう。 

そのむ すめ  しゅん  ， 

或日箕 輪の 內儀は 思 も 懸けす 訪來 りぬ。 其 娘のお 俊と 宫と は擧 校朋？ 卓に て 常に 往來 したり けれ 

ども、 未だ 家と 家との 交際 は あらざる なり。 彼等の 通舉 せし 頃 さへ 親々 は 互に 識らで 過ぎたり し 

に、 今 は 二人の 往來も 漸く 鰊くな りけ るに 及びて、 俄に 其 母の 来れる は、 如何なる 故に か、 と宫 

も 雨. 親 も 怪しき 蔡に 念へ り。 

凡そ 三時 間の 後 彼は歸 行きぬ。 

先に 怪しみし 家內は 彼の 來 りしよりも 其 用 察の 更に 思 懸けざる に 驚け り。 貫 一 は 不在な りし か 

ば 此の 珍しき 客來の ありし を 知らす、 宮も亦 敢て吿 げすして、 二日と 過ぎ、 三日と 過ぎぬ。 其 日 

い よく 

より 宮は 少しく 食して、 多く 眠らすな りぬ。 貫 一 は 知らす、 宫は 逾 吿 げんと は爲 ざり き。 此間 

に 兩親は 幾度と 無く 談合して は、 其 事 を 決し かねて 居たり。  「ん 


彼の 陰に 在りて 起れ る 事、 又は 見るべからざる 人の 心に 浮べる 事 ども は、 貫 一 の 知る 因 も あら 

ね ど、 片時 も 其 目の 忘れざる 宫の樣 子の 常に 變れる を 見出さん は 難き 事に あらす。 然も 無 かりし 

人の 額の 色の 遽に光 を 失 ひたる やうに て、 振舞な ど^けて 力無く、 笑 ふさへ いと 打 湯り たる を。 一 


たんす 


宮が 居^と 謂 ふまでに は あらね ど、 彼の 箪笥 手 道具 等 置きた る 小 座敷 f。 此には 小 達の 瞳 を 

切りて、 用 無き 人の 來ては 迭に夂 A 籠す る 所に も 用ゐら る。 彼 は 常に 此に 居て 針仕事す るな り。 倦 

めば 琴 をも彈 くな り。 彼が 手 玩と見 ゆる 狗子 柳の はや 根 を 弛み、 資の打 傾きた るが、 胺鰊 切の 水 

に 埃 を 浮べて 小 机の 傍に 在り。 庭に 向へ る 肱 避 窓の 明きに 敷 紙 を披げ て、 宮の 膝の 上に 紅 親の 引 

解 を 載せ たれ ど、 針 は 持た で、 倾 げにズ 達に 霜れ たり。 

彼 は 少しく 食して 多く 眠らす なりてより は、 好みて 此 一間に 入りて、 深く 物 S ふなり けり。 兩 

親 は 仔細 を 知れる にや、 此 様子 をば 怪 まんと もせで、 唯 彼の 爲 すま， 1 に 委せたり。 

此の 日 貫 一は 授業 始の 式の みに て 早く 歸來 にけ るが、 下座 敷に は 誰も 見えで、 火煃の 間に 宫の 

咳く 聲 して、 後は靜 に、 我が 歸 りし を 知らざる よと 思 ひければ、 忍 足に 窺 寄りぬ。 襖の 僅に 啓 

きたる 隙より 差观 けば、 宫 はえ 達に 倚りて 微子 障子 を 眺めて は 俯 目に なり、 又 胸痛き やうに 仰ぎ 

ためいきつ  *M すま 

て は 太 息 吐きて、 ぶち 物の 音 を K 澄す が 如く、 美しき 目 を瞪る は、 何 を か 恩 凝す なるべし。 人の. 

窺 ふと 知らねば、 彼 は ロも訴 ふるば かりに 心の 苦悶 を 其 吠 こ， 顯 して 憚らざる なり。  _ 
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なほ かれ 

貫 一 は異 みつ.^ も e5 を 潜めて、 猶 彼の 爲ん やう を 見ん としたり。 宫は 少時 ありて 大缝に 入りけ 

やぐら ゥちふ 

るが、 遂に 櫓に 打 俯しぬ。 

柱に 身 を 倚せ て、 斛に內 を 窺 ひつ X 貫 一 は 眉 を 顰めて 思惑へ り。 

►  .  T  ゎづら  ゎづら 

彼 は 如何なる 事 ありて 然 ばかり 案じ 煩 ふならん。 然 ばかり 案じ IS ふべき 事 を 如何 なれば 我に 明 

おば 

さ 2^ るな らん。 その 故の あるべく 覺 えざる と與 に、 衆 じ 焼 ふ 察の あるべき を も 彼 は 信じ 得ざる な 

りけ. CNe 

おつ J  «^  -) つ 、じ 

恁く叉 案じ 煩へ る 彼の 面 も 自 ら 俯きぬ。 問 はすして 知るべき にあら すと 思 定めて、 再び 內を 

, ,  ま キ-ぉ 

差 『硯 きけ るに、 宫は猜 打 俯して 居たり、 何時か 落ちけ む、 蒔 櫓の 櫛の 零れた る も 知らで。 

„  ^IJ  ：  くわん いち  そ 0 かたは 

人の 氣 配に 驚きて 宮の振 仰ぐ 時、 貫 一 は 旣に其 傍に 在り。 彼 は 慌て X 思 額る \ 氣； 5- を蔽 はんと 

したる が 如し。 

「あ、、 吃驚した。 何時 御歸ん なすって。」 

「今歸 つた。」 

「然 う。 些も 知らなかった。」 

宫は おのれの 顏の频 に 眺めら る  >- を 眩 ゆがり て、 

「何 を 那樣に 視 るの、 可 厭、 私 は。」  ， 
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然れ ども 彼 は 翁 目 を 放た す、 宫は 故と 打 背きて、 裁 片疊の 內を撈 せり。 

「宫 さん、 お前さん 如何した の。 え > -、 何處か 不快の かい。」 

「何ともな いのよ。 何故？」 

かき さが  か. W ひち か 

恁く言 ひつ 、ハ献 急に 撈 せり。 貫 一 は衔を 冠り たるま、 火 燒に片 肱 掛けて、 斜に 彼の 顏を 見遣 

りつ > -、 

ゥ たぐ w ぶか  / 

「だから 僕 は 始終 水臭い と 言 ふんだ。 然ぅ言 へば、 直に 疑 深いの、 神經質 だのと 言 ふけれ ど 

それに 違 無 いぢ やない か。」 

「だって 何とも あり もしない もの を …… o」 

ぼんやりかん が 

「何ともな いものが、 惘然考 へたり、 太 息 を 吐いたり して P 一いで 居る もの か。 僕 は 先 之から 唐 

紙の 外で 立って 見て 居たん だよ。 病氣 かい、 心配で も あるの かい。 言って 聞した つて 可 いぢ やな 

ヽゝ 0 一 

V 力」 

もみ  て まさぐ 

宫は言 ふ 所 を 知らす、 饞 に 膝の 上なる 紅 賴を手 弄る のみ。 

「病氣 なのかい。」 

彼 は 僅に 頭を掉 りぬ。 

「それ ぢゃ 心配で も あるの かい。」 


ま 


彼 は仍頭 を掉れ ば、  . . 

「ぢゃ 如何した と 云 ふの さ。」 

宫は唯 胸の 中 を 車輪な どの 廻る やうに 覺 ゆるの みに て、 誠に も 詐 にも 言 を 出すべき 術 を 知ら 

ざり き。 彼 は 犯せる 罪の 終に 秘む能 はざる を 悟れる 如き 恐怖の 爲 に心慄 けるな り。 如何に 答 へん 

せまりく 

とさへ 惑へ るに、 傍に は 貫 一 は 益 詰らん と 待つ よと 思 へ ば、 身 は 搾らる  やうに 迫來る 息の 隙 を、 

得 も 謂 はれす 冷 かなる 汗の 流れく ぬ。  1 

「それ ぢゃ 如何した の だと 言 ふ の に。」 

貫 一 の 聲音は 漸く 背 立ちぬ。 彼 は 得 言 はぬ を 怪しと 思へば なり。 宮は 驚きて 不覺に 言 出せり。 

「如何した の だか 私に も 解らない けれど、 …… 私は此 二三 日 如何した の だか …… 變に 色々 な 事 を 

,  なか つま 

考 へて、 何だか 世の中が 滿ら なくって、 唯悲 くな つて 來る のよ。」 

杲れ たる 貫 一 は 瞬 もせで 耳 を 傾けぬ。 

「人間と 云 ふ もの は 今日 恁 して 生きて ゐて も、 何時 死んで 了 ふか 解らない のね。 恁 して 居れば、 

かなし 

可 樂な事 も ある 代に 辛い 事 や、 悲ぃ事 や、 苦い 事なん ぞが 有って、 二つ 好い 事 は 無し、 考 へれば 

. ,  、  まいにち そんな こと 

考 へる ほど 私 は 世の中が 心細い わ。 不圖然 う 思 出したら、 毎日 那樣 事ば かり 考 へて、 可 厭な 心地 

になって、 自分で も 如何 か爲 たの か 知らん と 思 ふけれ ど、 私 病氣の やうに 見えて？」 
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すぶ ん  つ Hi- し. つか *i ぶお 

目を閉 ぢて聽 居し 貫 一 は 徐に睚 を 開く と 與に眉 を 顰めて、 

「それ は病氣 だ！」 

50 し を 

宮は打 萎れて 頭 を 垂れぬ。 

「然し 心配す る 事 は 無い さ、 氣に爲 て は 可かん よ、 可い かい。」 

「-ぇ \ 心配し はしません。」 

くわん. S ち 

異 しく 沈みた る 其聲の 寂し さ を、 如何に 貫 一 は聽 きたりし ぞ。 

ぴ やうき せ ね  な. CN  わる. S 

「それ は病氣 の所爲 だ、 腦 でも 不良の だよ。 那樣 事を考 へた 日に は、 一 日 だって 笑って 暮 せる 

わ. 7 

日 は 有り はしない。 固より 世の中と 云 ふ もの は 然ぅ面 {E ぃ義の もの ぢ やない ので、 又 人の 身の上 

みんな そんなれ ゥ けん 

ほど 解らない もの は 無い。 其 は 其に 違 無い の だけれ ど、 衆が 皆那樣 了簡 を 起して 御覽 な、 世界中 

御寺ば かりにな つて 了 ふ。 夢い のが 世の中と 覺 梧した 上で、 その い、 滿ら ない 中で 切て は樂を 

つまり われ /\  J 

求め やうと して、 究竟 我々 が 働いて 居る の だ。 考 へて lg いだ 所で、 滿ら ない 世の中に 傻ぃ 人間と 

生れて 来た 以上 は、 どうも 今更 爲 方が 無 いぢ やない か。 だから、 滿ら ない 世の中 を 幾分 か 面. HI く 

暮 さう と考へ るより 外 は 無い のさ。 面. 11  く暮 すに は、 何 か樂が 無ければ ならない、 一事 恁と云 ふ 

樂が あったら 決して 世の中 は滿 らん もので はない よ。 宫 さん は それで は 樂と云 ふ もの は 無い の だ 

ね。 此樂が あれば こそ 生きて ゐ ると 思 ふ 程の 樂は 無い の だね。」 
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宮は 美しき 目 を擧げ て、 求む る 所 あるが 如く 偷に 男の 顏を 見たり。 

「屹度 無い の だね。」 

彼 は 笑 を 含みぬ。 然れ ども 苦しげ に 見えたり。 

「無い？」 

宮の肩 頭を捉 りて 貫 一 は 此方に 引 向けん とすれば、 爲 すま  >- に 彼 は 緩く 身 を 廻し たれ ど、 顏の 

みは 可羞 しく 背けて 居たり。 

「さあ、 無い のか、 有る のかよ。」 

しきり  くろがね  うちこら 

肩に 懸けた る 手 をば 放さで 連に 搖る \ を、 宮は 鎮 の槌 もて 擊戀 さる.. - やうに 覺 えて、 安き 心 

も あらす、 冷なる 汗 は 叉 一 時流 出で ぬ。  - 

「是は 怪し かちん！」 

ゥか そのお もて  ， 

宮は危 みつ 、彼の 顏色を 候 ひぬ。 常の 如く 戯る、 なるべし、 其 面 は 和ぎ て 一 點 の怒氣 だに あら 

す、 寧ろ •# 頭に は 笑 を 包めるな り。 

「僕な ど は 一件 大きな く樂が あるので、 世の中が 愉快で 偸 快で 耐 らんの。 一日が 經 つて 行く 

のが 惜 くて くね。 僕 は 世の中が 滿ら ない 爲に其 樂を搏 へたので はなくて、 其樂の 爲に此 世の中 

に活 きて！ 11" るの だ。 し此 世の中から 其 樂を取 去ったら、 世の中 は 無い！ 貫 一 とい ふ 者 も 無い！ 
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僕 は 其樂と 生死 を俱 にす るの だ。 宫 さん、 可羡 しいだら う！」 

宫は 忽ち 全身の 血の 氷れる ばかりの 塞 さに 堪へ かねて 打顫 ひしが、 此の 心の中 を 覺られ じと 思 

へば 弱る カを勵 して、 

クら やま 

「可羡 しい わ。」 

「可笑しければ、 お前さんの 事 だから 分けて あげやう。」 

「何卒。」  . 

「え \  、 悉皆 遣 つて 了へ！」 

彼 は 外套の & より 一 袋の ボン.，^ を 取 出して 火 逢の 上に 置け ぼ、 餘 力に 袋の 口 は 弛みて、 お 

白の 玉 は珊々 と亂 出で ぬ。 這 は宫の 最も 好める 菓子な り。 

お宮の 父 鴨 澤 隆三 は、 賃ー の 父の 恩義に 酬ゐ るた めに、 孤 獨の賞 一 を 引取って 敎 育して ゐる うちに、 

いっか 二人 を娶 せようと いふ 默 契が 表面化され、 賞 一 も宮も その 積り でゐ たので あり、 貫 一の 同窓 仲間 

でも、 旣定 の事實 として 前途 を 祝福して ゐ たの だが、 以上の ことがあ つてから、 隆 三が 賞 一 を 呼んで、 

宮が富 山へ 行く ことにつ いて、 諒解 を 求めよう として、 樣々 に說 得する。 その 時 お宮 は 母親に つれられ 

て、 旣に富 山に 逢 ふために 熱 海へ 行って ゐ たので ある。 

.^1^ はお 馴染の 熱 侮 海岸の 場面で ある。 この 場面の 賞 一 の 吐き出す 言々 句々 は、 總て 芝居の 臺詞 であ 


つて、 若い 學 生の 言 紫と して はちよ つと 受取りに くい やうな、 苦勞を つんだ 世間 人的な ものであるが、 

そこに 作者の 面目が 躍如と して 出て ゐる。 それ はやが て 作者の 人生 哲學 なので ある。 

ほのじろ  へ. tv<\» 

打 霞みた る 空ながら、 月の 色 は 句 滴る X やうに て、 微 白き 海 は鏢緲 として 限 を 知らす、 譬 へば 

無邪氣 なる 夢 を 敷け るに 似たり。 寄せて は 返す 波の音 も 眠げ に 怠りて、 吹 來る風 は 人を醉 はしめ 

ん とす。 打 連れて 此濱邊 を 逍遙せ る は 貫 一 と宫 となりけ り。 

「僕 は 唯 胸が 一 杯で、 何も 言 ふこと が 出来ない。」 

五 歩 六 歩行き し 後宮 はやう く 言 出で つ。 

「堪忍して 下さい。」  - 

をぢ  をば 

「何も 今更 謝る こと は 無い よ。 一 體 今度の 事 は 翁さん 姨 さんの 意から 出た のか、 又はお 前さん 

も 得心で あるの か、 其 を 聞けば 可い の だから。」 

「  o」 

そ りよ れ うけん 

「此 地へ 來 るまで は、 僕 は 十分 信じて 居った、 お前さんに 限って 那樣 了簡の あるべき 笞は 無い 

と。 實は 信じる も 信じない も 有り はしない、 夫婦の 間で、 知れ 切った 話 だ。 

昨夜 翁さん から 悉 しく 話が あって、 其 上に 賴 むと いふ 御言 だ。」 
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差 含む 淚に 彼の 聲は顫 ひぬ。 

「大恩 を 受けて ゐる 翁さん 姨 さんの 窜 だから、 頼む と 言 はれた 日に は、 僕の 體は 火水の 中へ で 

も 飛込まなければ ならない の だ。 翁さん 姨 さんの 頓 なら、 無論 僕 は 火水の 中へ でも 飛込む 精神 だ- 

火水の 中へ なら 飛込む が、 此頓 ばかり は 僕も聽 くこと は 出来ない と 思った。 火水の 中へ 飛込めと 

云 ふより は、 もっと 無理な、 餘り 無理な 賴 ではない かと、 僕は濟 まない けれど 翁さん を 恨らん で 

ゐる。 

而 して、 言 ふ 事 も 有らう に、 此頼を 聽 いて くれ  ば 洋行 さして 遣る とお 言 ひの だ。 い .：•： い 

こ じャし ぞ ぐ みなし-こ 

…… いかに 貫 一 は 乞食 士族の 孤兒 でも、 女房 を賫 つた 錢で 洋行せ うと は 思 はん！」 

ふケと 4* 

貫 一 け^ 留 りて 海に 向 ひて 泣けり。 宫は此 時 始めて 彼に 寄 添 ひて、 氣遣 しげに 其 額 を差观 きぬ 

「堪忍して 下さいよ、 32 私が …… 何ぞ 堪忍して 下さい。」 

貫 一 の 手に 総り て、 忽ち 其 肩に 面 を推當 つると 見れば、 彼 も 泣 音を洩 すなり けり。 波 は漦々 と 

お まろ  わん ま さ U 

して 遠く 烟り、 月 は臌に  一 © の am 砂 を 照して、 空 も 汀 も 淡白き 中に、 立盡 せる 二人の 姿 は 墨の 滴 

りたる やうの 影 を 作れり。 

これ  ほゥ  ' 

「それで 僕は考 へたの だ、 是は 一方に は 翁さん が 僕を說 いて、 お前さんの 方は姨 さんが 說 得し 

ふしょう 

やうと 云 ふので、 無 现に此 處へ連 出した に 遠 無い。 翁さん 姨 さんの 頓と 有って 見れば、 僕 は 不承 
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知 を 言 ふことの 出来ない 身分 だから、 唯々 と 言って 聞いて 居た けれど、 官 さん は 幾多で も 剛情 を 

張って 差 支 無い の だ。 如何 あっても 可 厭 だとお 前さん さへ 言 通せば、 此緣談 は それで 破れて 了 ふ 

の だ。 僕が 傍に 居る と 智惠を 付けて 邪魔 を爲 ると 思 ふ もの だから、 遠くへ 連 出して 無理往生に 納 

はかり ご ど  よつ びて ね 

得させる 計 だな と考 着く と、 さあ 心配で く 僕 は 昨夜 は 夜 一夜 寐 はしない。 那樣事 は 萬々 有る 

まい けれど、 種々 言 はれる 爲に可 厭と 言 はれない 義理に なって、 若 や 承諾す る やうな I* があって 

は大變 だと 思って、 家は舉 校へ 出る 積で、 僕 は わざわざ 様子 を 見に 来たの だ。 

馬鹿な、 馬鹿な！ 貫 一 ほどの 大 馬鹿者が 世界中 を搜 して 何處に 在る！ 僕 は是程 自分が 大 馬鹿 

と は、 二十 五 歳の 午 日まで 知 …… 知 …… 知らなかった。」 

おそろし さ 

宫は可 悲と可 懼に襲 はれて 少しく 聲 さへ 立て \ 泣きぬ。 

や. 0 や みだ 

憤 を 抑 ふる 貫 一 の 呼吸 は 漸く 亂れ たり。 

「宫 さん、 お前 は 好く も 僕 を 欺いた ね。」 

宫は覺 えす 栗け り。 

「病 氣と 云って 此へ來 たの は、 富 山と 逢ふ爲 だら う。」 

「まあ、 其ば つかり は …… 。」 

「お X、 其ば つかり は？」 
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マ餘り 邪推が 過ぎる わ、 餘り 酷い わ。 何 ぼ 何でも 餘り 酷い 事 を。」 

泣 入る 宮を 尻目に 挂 けて、 

「お前で も 酷い と 云 ふ 事 を 知って ゐる のかい、 宫 さん。 是が 酷い と 云って 泣く 程なら、 大 馬鹿 

者に された 貫 一 は …… 貫 一 は …… 貫 一 は 血の 淚を 流しても 足り は爲ん よ。 

お前が 得心 せん ものなら、 此 地へ 來 るに 就いて 僕に 一 言 も 言 はんと 云 ふ 法 は 無から う。 家 を 出 

るの が 突然で、 其 暇が無かった なら、 後から 手紙 を寄來 すが 可 いぢ やない か、 出拔 いて 家 を 出る 

たよ リ  て ほや 

ばかり か、 何の 便 も 爲ん處 を 見れば、 始 から 富 山と 出 會ふ手 箸に なって ゐ たの だ。 或は 一所に 來 

かんぶ  かんつう 

たの か 知れ はしない。 宫 さん、 お前 は奸婦 だよ。 姦通した も 同じ だよ。」 

「那樣 酷い こと を、 貫 一 さん、 餘りだ わ、 餘りだ わ。」 

なきく づ 

彼 は 正體も 無く 泣 額れ つ  > -、 寄らん とする を 貫 一 は 突 退けて、 

かんぶ 

「操 を 破れば 奸婦ぢ や あるまい か。」 

「何時 私が 操 を 破って？」 

i- くら 

「幾許 大 馬鹿者の 貫 一 でも、 おのれの 妻が 操 を 破る 傍に 付いて 見て 居る もの かい！ 貫 一 と 云 

た ゥ ぢ  かんつ <\ 

ふ歷 とした 夫 を 持ちながら、 其 夫 を 33 拔 いて、 餘 所の 男と 湯治に 來てゐ たら、 姦通して 居ない と 

しょ ゥこ 

いふ 證據が 何處に 在る。」 
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r 然ぅ言 はれて 了 ふと、 私 は 何とも 言へ ない けれど、 富 山さん と 逢 ふの、 約束して あつたのと 

云 ふの は、 其 は 全く 貫 一 さんの 邪推よ。 私 等が 此 地に 來てゐ るの を 聞いて、 富 山さん が 後から 尋 

ねて 來 たの だ わ。」 

「何で 富 山が 後から 尋ねて 來 たの だ。」 

きっせぎ 

宮は其 唇に 釘 打 たれた る やうに 再び 言 は 出で ざり き。 貫 一 は、 恁く詰 貴せ る 間に 彼の 必す過 を 

おろ いのち 

悔い、 罪 を 詫びて、 其 身 は 未 か 命まで も 己の 欲する 儘ならん こと を 誓 ふべ しと 信じたり しなり。 

設し 信ぜ ざり けん も、 心 陰に 望みたり しならん。 如何に ぞゃ、 彼 は 露ば かり も然 せる 氣色は 無く 

て、 引け ども 朝顔の 垣 を 離る まじき 一 圖 の心變 を、 貫 一 はな か-^ 信じから す覺 ゆるまでに 呆れ 

たり。 

宮は我 を 薬て たるよ。 我 は 我 妻 を 人に 奪 はれた るよ。 我 命に も換 へて 最愛み し 人 は芥の 如く 我 

を惡 める よ。 恨 は 彼の 骨に 徹し、 憤 は 彼の 胸 を 劈きて、 幾と 身 も 世 も 忘れた る 貫 一 は、 あはれ 奸 

«  このね つち やう 

婦の 肉を啖 ひて、 此熱腸 を 冷さん とも 思へ り。 忽ち 彼 は 頭腦の 裂けん とする を覺 えて、 苦痛に 得 

堪へ すして 尻 居に 僵れ たり。 

かさ i-JW  は，^  M> お 

宮は 見る より 驚く 遑も あらす、 諸共に 砂に 塗れて 澄 抱けば、 閉ぢ たる 眼より 亂 落つ る淚に 浸れ 

る 灰色の 頗を、 月の 光 は 悲しげに 彷徨 ひて、 迫れる 息 は 凄し く 波打つ 胸の 響を傳 ふ。 宮は 彼の 背 ^ 


i. だきし  ゆりうごか 

後より 取鎚 り、 抱緊 め、 撼 動して、 戰く 聲を勵 せば、 勵す聲 は 更に 戰 きぬ。 

「如何して、 貫 一さん、 如何した のよう！」 

貫 一 は 力無げに 宮の手 を 執れり。 官は淚 に 汚れた る 男の 顏を いと 懇に拭 ひたり。 

み 

「吁、 宫 さん 恁 して 二人が 一虚に 居る の も 今夜 限 だ。 お前が 僕の 介抱 をして くれる の も 今夜 限 

だ。 お前が 僕の 介抱 をして くれる の も 今夜 限、 僕が お前に 物 を 言 ふの も 今夜 限 だよ。 一月の 十七 

日、 宫 さん、 善く 覺 えてお 置き。 來 年の 今月 今夜 は、 貫 一 は 何 處で此 月 を 見る の だか！ 再來年 

の 今月 午 夜 …… 十 年後の 今月 人 「夜 …… 一生 を 通して 僕 は 今月 今夜 を 忘れん、 忘れる もの か、 死ん 

でも 僕 は 忘れん よ！ 可い か、 宫 さん、 一 月の 十七 日 だ。 來 年の 今月 今夜に なったら ば、 僕の 淚 

で 必す月 は 曇らして 見せる から、 月が …… 月が …… 月が …… 曇ったら ば、 宮 さん、 貫 一 は 何處か 

でお 前 を 恨んで、 今夜の やうに 泣いて 居る と 思って くれ。」 

むせび い 

官は 挫ぐ ばかりに 貫 一 に 取 着きて、 物 狂しう 咽 入りぬ。 

「那樣 悲ぃ事 をい はすに、 ねえ 貫 一さん、 私も考 へた 事が あるの だから、 それ は 腹 も 立た うけ 

れど、 どうぞ 堪忍して、 少し 辛抱して ゐて 下さいな。 私 はお 肚の 中には 言 ひたい 事が 澤山 あるの 

だけれ ど、 餘り言 難い 事ば かりだから、 口へ は 出さな けれど、 唯一 言い ひたいの は、 私 は 貴方の 

事 は 忘れ はしない わ 11 私 は 生涯 忘れ はしない わ。」 


「聞きたくない！ 忘れん くら ゐ なら 何故 見棄 てた。」 

「だから、 私 は 決して 見棄て はしない わ。」  . 

「何、 見棄 てない？ 見棄 てない ものが i に f かい、 g な！  二人の 夫が 有て るかい。」 

「だから、 私 I へて ゐる 事が あるの だから、 最少し 辛抱して 其 を，！ 私の 心 を 見て 下さいな 

則 ま 事 を 忘れない i,】 を 私 は 見せる わ。」  く  i 

—「え、、 てべ ずん こと を 言 ふな。 食 ふに 窮 つて 身 を 賣ら なければ ならん のぢ やな ！ 

苦んで 嫁こ歸 くの だ。 內には 七 千圓も I が 在って、 お前 は舊の 一 人娘ぢ やない か、 而 して 婿 

まで 極って ゐ るの ぢ やない か、 其 婿も 四 五 年の 後に は 5 になる と、 宋の 見込 も 着いて ゐ るの だ。 

而もお 前 は ll?tlr れ ない ほどに 思って 居る とま！ ないか。 それに 何の 不足け n!^ も、 

無理 こも 嫁こ歸 かなけれ ばな らんの だ。 天下に 是 くら ゐ理の f ん 話が 有らう か。 如 S へても 

is  くべき 必要の 無い ものが、 If  ill 必 す何ぞ 奮が 無け 

.sr ほ 成らない。  。 ， 5:] 

婿が 不足な のか、 金 持と 緣 I みたい のか、 秦は 決して 此ニ 件の 外に は ある つと 一一 一 u」. - 

か：； て くれ。 靈は 要らない、 さあ、 さあ、 曹ん、 遠慮す る こと は 無い よ。 一旦 夫と 定めた も 

の を振 捨てる くら ゐの籠 慮な ものが、 這麼 事に ii も 何も 要る もの か。」 


7 

7 

2 


「私が 惡 いの だから 堪忍して 下さい。」 

2 

「それ ぢゃ 婿が 不足な の だね。」 

「貫 一 さん、 それ は 餘りだ わ、 那樣に 疑 ふの なら、 私 は甚麼 事で もして、 而 して 證據を 見せる 

わ。」 

「婿に 不足 は 無い？ それ ぢゃ富 山 は 財が あるから か、 して 見る と此 結婚 は 慾から だね、 僕の 

離緣も 慾から だね。 で、 此 結婚 はお 前 も 承知 をした の だね、 え、？ 

よぎな 

翁さん 姨 さんに 迫られて、 餘義 無くお 前 も 承知 をした のなら ば、 僕の 考で 破談に する 方 は 幾許 

ぶちこ は 

も ある。 僕 一人が 惡者 になれば、 翁さん 姨 さん を 始めお 前の 迷惑に もなら すに 打壞 して 了 ふこと 

は 出来る、 だからお 前の 心 持 を 聞いた 上で 手段が あるの だが、 お前 も 適って 見る 氣は 有る のかい。 

貫 一 の 眼 は 其 全身の カを聚 めて、 思惱 める 宮が額 を 銳く打 目 戌れ り。 五 歩き、 七 歩行き、 十 歩 を 

行け ども、 彼の 答 は あら ざり き。 貫 一 は 空 を 仰ぎて 太 息したり。 

「宜しい、 もう 宜しい。 お前の 心 は 能く 解った。」  つ 

今 はは や 111 一 n ふ も 益 無ければ、 重ねて 口 を 開か ざらん かと 打 按じつ \ も、 彼 は亂る \ 胸を寬 うせ 

んが爲 に、 强 ひて 目 を 放ちて 海の 方 を 眺めたり しが、 仍得堪 へす や あり けん、 又 一一！ 一口 はんとして 顧 

れば、 宫は 傍に 在らす して、 六 七 間 後なる 波打 際に 面を掩 ひて 泣けるな り。 


なやま  y  5( 

可惱 しげなる 姿の 月に 照され、 風に 吹れ て、 あはれ 消え もしぬべく 立ち迷へ るに、 森々 たる 海 

の 端の 白く 額れ て 波と 打 寄せた る、 驄に 哀を盡 せる 風情に、 貫 一 は 憤 を も 恨 を も 忘れて、 少時 は 

畫を 看る 如き 心地 もしつ。 更に、 此 美しき 人 も 今 は 我物なら すと 思へば、 なかく 夢 かと も 疑へ 

「夢 だく、 長い 夢を見た の だ！」 

彼 は 頭 を 低れ て 足の 向 ふま. -に 汀の 方へ 進行き しが、 泣く  く歩來 れる宮 と 互に 知らで 行 合 ひ 

たり。 

「宫 さん、 何 を 泣く の だ、 お前 は 些とも 泣く こと は 無 いぢ やない か、 空 淚！」 

「どうせ 然 うよ。」 

殆ど 問 得べ からざる までに 其 聲は淚 に亂れ たり。 

「宮 さんお 前に 限って は 然云ふ 了簡 は 無から うと、 僕 は 自分 を 信じる 程に 信じて ゐ たが、 それ 

ぢゃ依 様お 前の 心 は 慾 だね、 財な の だね。 如何に 何でも 餘り 情無い、 宫 さん、 お前 は それで 自分 

に 愛 相は盡 きない かい。 好い 出世 をして、 然ぞ^ 耀 も出來 て、 お前 は それで 可から うけれ ど、 財に 

見換 へられて 棄 てられた 僕の 身に なって 見る が 可い。 無念と 謂 はう か、 ロ惜 いと 謂 はう か、 宮さ 

さしころ  こら 

ん、 僕 はお 前 を 刺殺して ，—— 驚く こと は 無い！ 11 いっそ 死んで 了 ひたいの だ。 それ を：^ へて お 
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どんな 

前 を 人に 奪れ るの を 手出し も爲 すに 見て ゐる 僕の 心地 は、 甚麼 だと 恩 ふ、 甚麼 だと 思 ふよ！ 自 

分 さ へ 好ければ 他 は 如何なら うと もお 前 は 管 はんの かい。 一 體貫 一 はお 前の 何 だよ。 何 だと 思 ふ 

の だよ。 嶋澤の 家に は 厄介者の 居候で も、 お前の 爲に は夫ぢ やない かい。 僕 はお 前の 男妾に なつ 

なぐさみもの 

た覺は 無い よ、 宫 さん、 お前 は 貫 一 を 玩弄物に したの だね。 平生お 前の 仕 打が 水臭い くと 思つ 

なぐさみもの 

たも 道理 だ、 始 から 僕 を 一時の 玩弄物の 意で、 本當の 愛情 は 無かった の だ。 然 うと は 知らす に 僕 

は 自分の 身よりも お前 を 愛して 居た。 お前の 外に は 何の 樂も 無い ほどに お前の 事 を 思って 居た。 

其 程までに 思って ゐる貫 一 を、 宫 さん、 お前 は 如何しても 棄 てる 氣 かい。 

それ は 無論 金力の 點 では、 僕と 富 山と は 比較に はならない。 彼方 は 屈指の 財産家、 僕 は 固より 

一介の 書生 だ。 けれども 善く 宫 さん 考 へて 御覽、 ねえ、 人間の 幸福ば かり は 決して 財で 買へ る も 

かゥ ふく 

のぢ やない よ。 幸福と 財と は 全く 別物 だよ。 人の 幸福の 第一 は 家內の 平和 だ、 家內の 平和 は 何 か、 

夫婦が 互に 深く 愛する と 云 ふ 外 は 無い。 お前 を 深く 愛する 點 では、 富 山 如きが 百 人 寄っても 到底 

僕の 十分の 一 だけも愛することは5^來まぃ、 富 山が 財産で 誇るなら、 僕 は 彼等の 夢想す る こと も 

出来ん 此の 愛情で 爭 つて 見せる。 夫婦の 幸福 は 全く 此の 愛情の 力、 愛情が 無ければ 旣に 夫婦 は 無 

いの だ。 

己の 身に 換 へて お前 を 思って ゐる 程の 愛情 を 有って ゐる ^2; 一  を棄て \、 夫婦 間の 幸福に は 何の ， 
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益 も 無い、 寧ろ 害に なり 易い、 その 財產を 目的に 結婚 を爲 るの は、 宫 さん 如何い ふ 心得な の だ。 

然し 財と いふ もの は 人の 心 を 迷 はす もので、 智者の 寧 者の 豪傑のと、 千 萬 人に 勝れた 立派な 立 

ネ .1 ぶんきた な 

派な 男子 さへ、 財の 爲には 隨分陋 い 事も爲 るの だ。 其を考 へれば、 お前が 偶然 氣の變 つたの も、 

或は 無理 も 無い の だら う、 からして 僕 は 其 は 咎めない。 但 もう 一遍、 宫 さん 善く 考 へて 御 覽な、 

とみや ま ざい ざん  かう りよ、 

其の 財が ，-•! 富 山の 財産が お前の 夫婦 間に 何程の 効力が あるの かと 謂 ふこと を。 

雀が 米 を 食 ふの は 僅 十 粒 か 1 一十 粒 だ、 俊で 置いて あつたって、 一 度に 一 俊 食へ る もの ぢ やない _ 

しぎ ざ は  ひも じ 

僕 は 鹇澤の 財 產を讓 つて もら はんでも、 十 粒 か 二十 粒の 米に 事を缺 いて、 お前に 餒ぃ 思を爲 せる 

やうた、 那 樣意氣 地の 無い 男で もない。 若し 間遠って、 其の 十 粒 か 二十 粒の 工面が 9^ 来なかった 

ら、 僕 は 自分 は 食 はんでも、 決してお 前に 不自由 は爲 せん。 宫 さん、 僕は是 …： 是 程までに お前 

の 事 を 思って ゐ る！」 

貫 一 は举 する を拂 ひて、 

「お前が 富 山へ 嫁く、 それ は 立派な 生活 をして、 榮耀 も出來 やうし、 樂 も出來 やう、 けれども 

Mil の 財產は 決して 息子の 嫁の 爲に費 さう として 作られた 財産で はない、 と 云 ふ 事 をお 前考 へな 

ければ ならん よ。 愛情の 無い 夫婦の 間に、 立派な 生活が 何 だ！ 榮耀 が. 何 だ！ 世間に は、 馬車 

に乘 つて 心配 さうな 靑ぃ顏 をして、 議會へ 招れ て 行く 人 も あれば、 自分の 妻子 を 車に 載せて、 其 
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を 自分が 挽いて 花見に 出掛ける 車夫 も ある。 富 山へ 嫁けば、 家內も 多ければ 人出 入 も、 劇し.^、 

從 つて 氣兼も 苦勞も 一 通の 事ぢ やなから う。 其 中へ 入って、 氣を 傷めながら 愛しても 居らん 夫 を 

持って、 それでお 前 は 何 を樂に 生きて ゐ るの だ。 然して 勸 めて 居れば、 末に は那の 財産が お前の 

おくさ 

物になる のかい。 富 山の 奥様と 云へば 立派 かも 知れん けれど、 食 ふ 所 は 今の 雀の 十 粒 か 二十 粒に 

過ぎん のぢ やない か。 設ん ば那の 財産が お前の 自由になる とした 所で、 女の 身に 何十 萬と 云 ふ 金 

が 如何なる、 何十 萬の 金 を 女の 身で 面白く 費へ るかい、 雀に 一俊の 米 を 一 度に 食へ と 云 ふやうな 

もの ぢ やない か。 男 を 持たなければ 女の 身 は 立てない ものなら、 一生の 苦樂 他人に 頓 るで、 女 を 

, .  その をつ と たから 

寶 とする の は 其 夫で はない か。 何百 萬圓の 財が 有らう と、 其 夫が 寶と爲 るに 足らん ものであった 

ら、 女の 心細 さは、 なかく 草に 載せて 花見に 連れられる 車夫の 女房に は 及ばん ぢゃ あるまい 

>  0 

力 

聞けば 彼 富 山の 父と 云 ふ もの は、 內に 二人 外に 三人 も 妾 を 置いて ゐ ると 云 ふ 話 だ。 財の 有る 者 

は 大方 那樣 3m 似 をして、 妻 は些の 床の 置物に されて、 謂 は ^ 築 てられて 居る の だ。 棄 てられて 居 

ながら 其 愛されて 居る 妾より は、 責任 も 重く、 苦勞も 多く、 苦ば かりで 樂は 無い と 謂って 可い。 

お前の 嫁く 唯繼 だって、 固より 所望で お前 を迎 ふの だから、 當座 は隨分 愛し も爲る だら うが、 其 

が 長く 續 くもの か、 財が 有る から 好きな 眞似も 出来る、 他の 樂に氣 が 移って、 直にお 前の 戀は冷 
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c らん  とみ 

されて 了 ふの は 判って 居る。 其 時に なっての お前の 心地 を考 へて 御覽、 那の富 山の 財産が 其 苦 を 

すく 

拯 ふかい。 家に 澤 山の 財が 在れば、 夫に 棄 てられて 床の 置物に なって 居ても、 お前 は それで 樂か 

い、 滿足 かい。 

僕が 人に お前 を 奪ら れる 無念 は 謂 ふまで も 無い けれど、 三年の 後のお 前の 後悔が 目に 見えて、 

f  r  やつ ぼり か あい 

心變 をした 憎い お前 ぢゃ ある けれど、 猶 且可哀 さう でな らんから、 僕 は 眞實で 言 ふの だ。 

僕に 飽きて 富 山に 惚れて お前が 嫁く のなら、 僕 は 未練ら しく 何も 言 はん けれど、 宫 さん、 お前 

は 唯 立派な 所へ 嫁く とい ふ 其ば かりに 迷 はされ て 居る の だから、 其 は 過って ゐる、 其 は黉に 過つ 

つ- り じ も 

てゐ る。 愛情の 無い 結婚 は 究竟 自他の 後悔 だよ。 今夜 此 場のお 前の 分別 一 つで、 お前の 一生の 苦 

樂は定 るの だから、 宮 さん、 お前 も 自分の 身が 大事と 思 ふなら、 叉 貫 一 も 不便 だと 思って、 頼 

む！ 頼 むから、 もう 一 度 分別 を爲 直して くれない か。 

七 千圓の 財産と 貫 一 が 學士と は、 二人の 幸 li を 保つ に は 十分 だよ。 今で さへ も隨分 二人 は 幸 11 

ではない か、 男の 僕で さへ、 お前が 在れば 富 山の 財產 など を 可 羨い と は、 更に 思 はんのに、 宮さ 

ん、 お前 は 如何した の だ！ 僕 を 忘れた のかい、 僕 を 可愛く は 思 はんの かい。」 

彼は危 きを 拯 はんとす る 如く 犇と宫 に 取 着きて、 句 滴る、 頸 元に 沸 ゆる 淚を濺 ぎつ \、 蘆の 枯 

禁の 風に 揉る. - やうに 身 を 額せ り。 宮も 離れ じと 抱緊 めて 諸共に 顫 ひつ .-、 貫 一 が臂を 咬みて 咽 
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泣に 泣けり。 

「鳴 呼、 私 は 如何したら 可から う！ 若し 私が 彼方へ 嫁ったら、 莨 一さん は 如何す るの、 それ 

を 聞かして 下さいな。」 

木 を 裂く 如く 貫 一 は 宮を突 放して、 

「それ ぢ ゃ斷然 お前 は 嫁く 氣 だね！ 是 迄に 僕が 言っても 聽 いてく れんの だね。 ちえ. -、 は 1 たの 

をん.；？  かんぶ 

腐った 女！  ^^婦！」  . 

其聲と 與に貫 一は 脚 を擧げ て宮の 弱腰 を 檔と踢 たり。 地 響して 横様に 轉び しが、 なかく 聲を 

も 立てす 苦痛 を 忍びて、 彼 は その ま \ 砂の 上に 泣 伏したり。 貫 一は 猛獸 など を擊 ちた る やうに、 

彼の 身 動 も 得爲す 弱々 と僵れ たる を、 なほ $5 さげに 見遣りつ > -、 

かんぶ 

「宫、 おのれ、 おのれ. 效婦、 やい！ 貴様の な、 心變 をした ばかりに 間 貫 一 の 男一匹 はな、 失 

きょくはつ きょ ウ 

望の 極發 狂して、 大事の 一 生 を 誤って 了 ふの だ。 舉問も 何も 最ぅ廢 だ。 此 恨の 爲に貫 一 は 生きな 

くら 

がら 惡魔 になって、 貴様の やうな 畜生の 肉を啖 つて 遣る 覺悟 だ。 富 山の 令 ；… 令 夫 …… 令夫人！ 

もう 一 生お 目に は褂 らんから、 其顏 を擧げ て、 眞 人間で 居る 內の貫 一 の 面 を 好く 見て 置かない か 

い。 長々 の 御 恩に 預 つた 翁さん 姨 さんに は 一 目會 つて 段々 の御禮 を. E. 上げなければ 濟 まんので あ 

ります けれど、 仔細あって 貫 一は 此像 長の 御 暇 を 致します から、 隨 分お 達者で 御機嫌よ ろしう 
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…… 宫 さん、 お前から 好く 然ぅ言 つてお くれ、 よ、 若し 貫 一 は 如何した とお 訊ねな すったら、 あ 

の大 馬鹿者 は 一 月 十七 日の 晚に氣 が 遠って、 熱 海の 濱邊 から 行方 知れす になって 了った と …… 。」 

あろ 

宫は 矢庭に 蹶起き て、 立たん と 爲れば 脚の 痛に 脘 くも 倒れて 効 無き を、 漸く 這 寄りて 貫 一 の 脚 

に鎚 付き、 聲と淚 とを爭 ひて、 

「貫 一 さん、 ま …… ま …… 待って 下さい。 貴方 これから 何 …… 何處へ 行く のよ。」 

ゆき はづか 

貫 一 は 有繁に 驚け り、 宮が 衣の 披 けて 雪 可羞 しく 露せ る 膝頭 は、 夥しく 血に 染みて 顫 ふなり き。 

「や、 怪我 をした か。」 

寄らん とする を 宫は支 へ て、 

「え. -、 這 麼事は 管 はない から、 貴方 は 何處へ 行く のよ。 話が あるから 今夜 は 一所に 歸 つて 下 

さい、 よう、 貫 一 さん、 後生 だから。」 

「話が 有れば 此で 聞かう。」 

「此ぢ や 私 は可麼 よ」 

「え \、 何の 話が ある もの か。 さあ 此を 放さない か。」 

「私 は 放さない。」 

「剛情 張る と 蹴 飛す ぞ。」 


「蹴られても 可い わ。」  g 

貫 一 は 力 を 極めて 振斷れ ば、 宮 は無殘 に伏轉 びぬ。 

「貫 一 さん。」 

貫 一 はは や 幾 間 を 急行き たり。 宫は 見る より 必死と 起 上りて、 脚の 傷に 幾度 か仆 れんと しつ > - 

も 後 を 慕 ひて、 

「貫 一 さん、 それ ぢ やもう 留めない から、 もう 一度、 もう 一度 …… 私 は 言 遣した 事が ある。」 

遂に 倒れし 宫は 再び 起つべき 力 も 失せて、 唯 聲を賴 に 彼の 名 を 呼ぶ のみ。 漸く 朧にな れる貫 一 

が 影の 一散に 岡 を 登る が 見えぬ。 宫 は身悶 して 猶呼賴 けつ。 旋て 其の 黑き 影の 岡の 頂. に 立てる は、 

此方 を 目 戌れ るな らんと、 宫は聲 の 限に 呼べば、 男の 聲も 遙に來 りぬ。 

「宫 さん！」 

「あ、 あ、 あ、 貫 一 さん！」 

首 を 延べ て^せ ども、 目を瞪 りて 眺 むれ ども、 聲 せし 後 は黑き 影の 搔 消す 如く 失せて、 其 かと 

恩 ひし 木立の 寂しげ に 動す、 波 は 悲しき 音 を 寄せて、 一月 十七 日の 月 は 由く 愁 ひぬ。 

宮は 再び 戀 しき 貫 一 の 名 を 呼びたり き。 


上 編と 中編との 間に は、 四 五 年の 時日が 流れて ゐ るが、 主人公の 蓮 命 も 亦 一大 變化 があって、 彼は旣 

に學友 仲間から も嶋澤 の 家庭から も 姿を消し、 有名な 高利貸し 鰓 淵 某の 手代と なって、 暗中に 飛, しつ 

つ あるので ある。 その 思 ひ 切った 行動 を 取る までの 徑路は 省略され てゐ るが、 元來 新聞の 連載 物な ので、 

讀 者の 意表に 出ようと した もので あらう。 動機の 方が！ 5- なり 重要視 されて 詳しく 描寫 されて、 以下 は 高 

利贷 しにな つてからの 樣々 の 苦難と、 餘り にも 素直に 悔恨した お宮が、 眞實の 自分 を發 見して、 賞 一 に 

謝罪しょう とする の を、 頑強に も 徹頭徹尾 排斥す ると 典に、 だに の ごとく 附き纒 ふ 同業者の 赤樫 滿 枝の 

熱情に も 一^ をも與 へない 彼の 強い 性格が、 幾多 波瀾 曲折に つれて、 描寫 されて ゐる譯 である。 

以下 摘出した の は、 兄弟の やうに 親しくして ゐた 荒尾讓 介と いふ、 この 芝居で は ひどく 大向ふ 受けの 

する 作 中の ヒ イロが、 參事官 として 地方へ 赴任す るた めに、 同窓に；^ られて 新橋 驛を 立つ ところ だが、 

その 中に 高利貸し のために 惱 まされて ゐる男 も 一人あって、 その 頃 有名な 女 アイスの 樊人 赤樫 滿 枝の 嗱 

も 出る ので ある。 

作者 は 人目 を 憚って 窃かに 荒 尾の 見经 りに 來た賞 一 の、 變り 果てた 姿 を こ- 1 に 點 出して ゐる。 

以下 摘出した の は、 蔭ながら 心ば かりの 訣別 を 惜しんで、 驛を 出て 来る 賞 一が、 顔らず 同業の 滿 枝に 

會 つて、 戀を 打明けられる、 これ も 見物 受けの する 一場面で ある。 

L  . •  あら を 

柵の 柱の 下に 在りて 帽を 揮り たりし は、 荒 尾が 言 の 如く、 四 年の 生死 を詳 悉にせ ざり し 間 貫 一 

にぞ ありけ る。 彼 は 親友の 前に 自の 影を晦 し、 其の 消 息をさへ 知らせ ざり しか ど、 陰ながら 荒 尾 
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WJleviJ い .5 らまし  このたび 

が 動 靜の槪 略 を 伺 ふこと を 怠ら ざり き。 這囘 其の 參事官 たる 事 も、 午後 四時 發の 列車に て赶 任す 

る 事 を も 知る を 得し かば、 餘 所ながら 暇 乞 もし、 二つに は 榮譽の 錦 を 飾れる 姿 を も 見ん と 思 ひて、 

ぐんし. 5-0- まぎ 

群 築に 紛れて 此 には來 りしな りけ り。 

何の 故に 間 は 四 年の 昔 信 を 絶ち、 叉 何の 故に 然し も懷に 忘れざる 舊 友と 相 見 て^を 爲さビ りし 

か。 彼が 今の 身の上 を 知らば、 此の 疑問 は 自ら 解釋 せらるべし。 

はざま くわん いち 

柵の 外に 立ちて 列車の 行く を 送りし は獨り 間 貫 一 のみに あらす、 其 許に 聚 ひし 老若 貴賤の 男 

女 は 皆 個々 の 心 を もて、 愁 ふるもの、 樂む もの、 虞 ふ もの、 或は 何とも 感ぜぬ ものな ど、 品 ij- れ 

ども 目的 は 一な り。 數分 時の 混雜の 後車の sr つると 與に、 一人 散り、 二人 散りて、 彼の 如く 久し 

ぅ立盡 せる は あら ざり き。 旋て 重き 物な ど 引く らん やうに 彼の 漸く 踵を旋 せし 時には、 推 重る ま 

さぐぎ よ  一 

でに 柵 に聚 ひし 衆 は 殆ど 散 栗て \、 驛 夫の 三 四 人が 穆を 執りて 場內を 掃除せ るの み。 

貫 一 は 差 含る \ 误を拂 ひて、 獨り 後れた る を 驚き けん、 遽に 急ぎて、 蓬萊橋 口より 出 でんと、 

恰も 石段 際に 寄る 所 を、 誰と も 知らで 中等 待合の 內 より 聲を 懸けぬ。 

「問さん！」 

慌て X 彼の 見向く 途端に、 

「些 と。」 と戶 口より 半身 を 示して、 黄金の 院 環の 氣 爽に燦 ける 手なる 絹ハ ンカ チイ フに 唇邊を 
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掩 ひて、 束髮の 婦人の 小 腰 を 屈む るに 會 へり。 艷 なる 面に 得 も 謂 はれす 愛らしき 笑 を さ へ 浮べた 

り 0 

「や、 赤樫さん！」 

婦人の 笑 もて 迎 ふるに は 似す、 貧 一 は 冷然と して 眉 だに 動かさす。 

「好ぃ所でぉ目に懸りましたこと。 急にぉ話を致したぃ事が9^來ましたので、 まあ、 些と 此方 

へ。」 

婦人 は內に 入れば、 貫 一 も 跪々 跟 いて 入る に、 長椅子に 掛れ ば、 止む 無く 其の 側に 座 を 占めた 

「實 は那 の保險 建築 會 社の 小 車 梅の 件な ので ございます がね。」 

くろちよ 6 けん 

彼 は 黑樗文 絹の 帶の 間を搜 りて 金側 時計 を 取 出し、 手早く 牧 めつ X、 

「貴方 どうせ 御飯 前で 被 在い ませう。 此 では 御 話 も- お 來 ませんで すから、 何方へ かお 供 を 致し 

ませう。」 

し こしし ませ 

紫 根 1? 瀨に消 金の 口金 打ちた る 手 鞠 を 取 直して、 婦人 はや をら 起 上りつ。 迷惑 は 貫 一が 面に 顯 

れ たり。 

Q 

「何方へ？」  2 


1^ 方で も、 私に は 解りません ですから 貴方のお 宜ぃ 所へ。」 

「私に も 解りません な。」  . 

「あら、 那樣 を 仰 有らす に、 私 は 何方でも 宜 いので ございます。」 . 

荒 布 革の 横長なる 手飽を 膝の 上に 搔 抱きつ 貫 一 の 思案せ る は、 其の 宜き 方を撵 ぶに あらで、 

ちゆ _o ちぶ 

俱に 行く をば 躊躇せ るな り。 

「まあ、 何に しても 出 ませう。」  . 

「然 やう。」 

貫 一 も 今 は 是非 無く 婦人に 從 ひて 待合 所の 出會 頭に、 入 來る者 ありて、 其の 足 尖 を 挫げ よと 踏 

付けられぬ。 驚き 見れば 長 高き 老 紳士の 目尻 も異 しく、 滿 枝の 色香に 惑 ひて、 是は勉 t、 意外の 

麁相 をせ るな りけ り。 彼 は猜徽 りす まに 此の 目覺 しき 美形の 同伴 を さへ 暫く 目送せ り。 

二人 は 停車場 を 出で.. -、 指す 方 も 無く 新楼に 向へ り。 

「本當 に、 贵方、 何方へ 參り ませう。」  . 

「私 は 何方でも。」 

「貴方、 何時までも 那樣事 を 言って 被 在って は 限が ございま せんから、 好い加減に 極め やうで 

は 御座いま せんか。 1 


2go 


「然 やう ピ 

ん 、は 彼の 心 進まざる を曉れ ども、 勉めて 吾 意に 從は しめんと 念へば、 然 ばかりの gr 甘 

「それで は、 貴方、 si は 上ります か。」 

うなぎ  L 

「鰻 鱺？ 遣ります よ。」 

「鷄肉 と 何方が 宜ぅ ございます。」 

「何方でも。」 

r 餘 り御挨 接です ね。」 

「何爲 です か。」 

旣 め；： f の 面に 眼 I す。 fii.?  I 

旣に gis んと： 半 をば 露し たるべし。 彼の 爲人を 知って 畜生と 疎める 貫 一 も、 こ h 

なりと 恩 ふ 心 を 制し 得ざ| 。滿 枝、 貝の 如き 舊と 隣れ る 金 齒とを 露して 片 笑みず、 -L 

一 まあ I でも 宜ぅ？ いますから、 それで は 幾 肉に 致し ませう か、」 

「それ も 可いで せう。」 

三十 間 堀に 出 7、  二 町ば かり 來 たる 角 を 西に 折れて、 唯 有る 露地 口に 淸ら なる 門？ て、 ^  ^ 


澤消^ 子の 軒燈 籠に 鳥と 檩 したる 方に、 人目に は 然ぞ解 あるら しう 二人 は 連立ち て 入りぬ。 いと 

奥まりて 在りと も覺 えぬ 邊に六 疊の隱 座敷の 板 道傳に 離れた る 一 間に 案內 されし も宜 なり。 

懼れ たるに も あらす、 困 じたる にも あらね ど、 又 全く 然に あらざる にも あら ざらん 氣色 にて 貫 

一 の容 さへ 可 慎げ に默 して 控 へたる は、 恁る處 に 此の 人 と共にと は 思 懸けざる 爲鉢 を、 有 繋に 胸 

の 安から ぬなる べし。 通し 物 は 逸早く 滿 枝が 好きに 計 ひて、 少頃は 言 無き 二人が 中に 置れ たる 莨 

ひ や く. n 尸 ゥ 

盆 は 仔細ら しう 一 炷の百 和 香 を壎ら せぬ。  . 

「間さん、 贵方 どうぞお 樂 に。」 

「はい、 これが 勝手で。」 

「まあ、 那様事 を 有 仰ら すに、 よう、 どうぞ。」 

「內に 居っても 私 は 此の 通な のです から。」 

おっしゃ 

「噓を 有 仰い まし。」 

恁 ても贯 一 は 膝 を 崩さで、 卷莨入 を 取 出せし が、 生憎 一 本の 莨 も あら ざり ければ、 手 を 鳴さん 

とする を、 滿枝は 先んじて、 

「お g に 合せに 之 を 召 上り ましな。」 

麻. 蜋 夷の 御主 殿 持と 與に薦 むる 筒の 端より |g 金の 吸口 は仄に 輝け り。 齒は 黄金、 帶 留は黃 令、 
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まわ 


指環 は 黄金、 腕 還 は 黄金、 時計 は 黄金、 今 又 煙管 は 黄金に あらす や。 黄金なる 哉、 金、 金！ 知 

る 可し、 其の 心 も 金！ と 貫 一 は 獨り可 笑 さに 堪へ ざり き。 

に ほん たばこ 

「いや、 私 は 日本 茛は 一 向 可かん ので。」 

.  じつ 

言 ひも 訖らぬ 顔 を 滿枝は 熟と 視て、 

「決して 穢 いので は 御座いません けれど、 つい 心 着きませんでした。」 

懷紙を 出して 故と らしく 其の 吸口 を 摸 拭へば、 貫 一 も 少しく 慌て >,、 

に ほんた はこ 

「決して 然云 ふ譯ぢ やありません、 私 は 日本 莨 は 用ゐん のです から。」 

滿枝は 再び 彼の 顏を 眺めつ。 

「貴方、 嘘 をお 吐きな さるなら、 もう 少し 物覺を 善く 遊ばせよ。」 

「は あ？」 

「先日 鰐 淵さん へ 上った 節、 貴方 召 上って 被 在った では ございません か。」 

「は あ？」 

ちょつ 

「瓢簞 の やうな 恰好のお 煙管で、 而 して 羅宇の 本に 些と 紙の 卷 いて ございました。」 

1  みつえ 

「あ！」 と 叫びし 口 は頓に 塞が ざり き。 滿枝は 仇 無げ に ロを掩 ひて 笑へ り。 此の 罰と して 貫 一 

す ひつけお はこ 

は 直に 三 服の 吸 付 莨を强 ひられぬ。 
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左右す る S5 に盃 盤は陳 ねられ たれ ど、 滿枝も 貫 一 も 三盃を 過し 得ぬ 下戶 なり。 女は淸 めし 猪口 

を 出して、 

「贵 方、 お 一 盞。」 

「可かん のです。」 

「叉 那樣事 を。」 

じっさい 

「今度 は實 際。」 

「それ で は麥酒 に 致し ませう か。」 

「いや、 酒 は 和洋と も 可かん のです から、 どうぞ 御隨 意に。」 

酒に は禮 ありて、 おのれ 辭 せんとな らば、 必す 他に 侑め て 酌 せんと こそ あるべき に、 甚 しい 哉、 

彼の 手を束ねて、 御隨 意に と會釋 せる や、 滿枝は 心憎し とより はな かくに 可笑しと 思へ り。 

せつ，^  くさし あ 

「^も 一 向 不調法な ので ございま すよ。 折角 差 上げた ものです から、 お 一 盞 お受け 下さ いまし 

な。」  . 

貫 一 は 止む 無く 其の 一 議を 受けたり。 はや 恁く 酒に なり けれども、 滿, が 至急と 言 ひし 用談に 

及ば ざれば、 

どんな こと 

「時に 小 車 梅の 件と 云 ふの は甚麼 事が 起り ましたな。」 
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ひとつ めしあが  はなし ，  み ご と 

「もうお 一 盞召 上れ、 それからお 話 を 致します から。 まあ、 お 見事！ もうお 一 盞。. 1 

彼 は 忽ち 眉を攢 めて、 

「いや 那樣 に。」 

「それで は 私が 戴き ませう、 恐 入ります がお 酌 を。」 

を ぐるめ 

「で、 小 車 梅の 件 は？」 

「其の 件の 外に 未だお 話が あるので ございます。」 

r 大相 有ります な。」 

r 醉 はない と 申 上げ 難い 事な のです から、 私少々 醉 ひます から、 貴方。 憚 様です が最 一 つお 酌 を。」 

「醉 つち や 困ります。 用事 は醉 はん 內に お話し 下さい。」 

「今晚 は私醉 ふ 意な ので ございます もの。」 

其の 媚 ある 目の 邊は 漸く 花樱の 色に 染みて、 心 樂げに 稍 身 を 寬に取 成した る 風情 は、 實に 句な 

ど 零れぬべく、 熱しと て 紺の 緒 精 縷の被 風を脫 げば、 羽織 は 無くて、 祭 然とした る紋御 召の 拾に 

くろちよ ろ けん  はなやか  み， -ぎは -  - - 

黑樗文 絹の 丸帶、 華 匿に 紅の 入りた る友禪 の帶揚 して、 鬢の 後れの 被る 耳 際を搔 上ぐ る 左の 手首 

さわらび ふたす ぢょ  うでわ 

に は、 早 蕨 を 二 筋 寄せて 蝶の 宿れる 形した る 例の 腕 環の 爽に晃 き遍 りぬ。 常に 可 忌と 恩へ る 物 を 

あからさま  D 

恁 く，々 地に 見せつ けられた る 貫 一 は、 得堪 ふま じく 苦りた る眉砍 して 密に目 を 翁し つ。 彼 は 女 ^ 


ち； S せんす ぢ ち- 1 ぶ めいせん  しろち りめん 

の 貴族的に 装へ るに 反して、 黑 紬の紋 付の 羽織に 藍 千 筋の 秩父銘 撰の 拾 着て、 白 縮緬の 兵 兒帶も 

ずし 力ら す 

彼 を識れ りし 者 は.：：^ めて 見咎 むべ し、 彼の 面影 は 攝 からす 變 りぬ。 愛らし かりし 處は皆 失せて、 

も ゆ 

四 年に 餘る悲 酸と 凝 苦と 相 結びて 常に 解けざる 色 は、 自 から 暗き 陰 を 成して 其 面を蔽 へり。 撓む 

とも 折るべからざる 堅忍の 氣は、 沈&】 せる 額 色の 表に 動け ども、 嘗て 宮を 見し やうの 優しき 光 は 

再び 其の 服に 輝かすな りぬ。 見る ことの 冷に、 11 一一 n ふことの 謹める は、 彼が 近來の 特質に して、 人 

どうげ ふしゃ 

は 之が 爲に狎 る  >- を撣れ ば、 自も亦 苟も 親み を 求めざる ほどに、 同業者 は 誰もく 偏人と して 彼 

を 遠け ぬ。 焉んぞ 知らん、 貫 一 が 心に は、 然し もの 戀を失 ひし 身の いかで 狂人たら ざり しか を怪 

むな りけ り。 

彼 は 色 を 正して、 滿 枝が 獨り 與に乘 じて 盃を 重ぬ る 鉢 を 打 目 戌れ り。 

「もう ー盞 ぎき ませう か。」 

笑を康 ふる 眸 は微 蘭に 彩られて、 更に 別 様の 媚を 加へ ぬ。  . 

「もう 止した が 可いで せう。」 

「贵 方が 止せと 有 仰るなら 私 は 止します。」 

「取て 止せと は 言 ひません。」 
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「それ ぢ ゃ私醉 ひます よ。」 

答 無 かりければ、 は 手酌して 其の 半を頓 けしが、 見る く頗の 麗しく 紅に なれる を、 彼 は 

乎 もて 掩 ひつ > -、 

「あ \、 醉 ひました こと。」 

貫 一 は 聞 かざる 爲 して 莨 を爐 らし 居たり。 

「間さん、 …… 」 

「何です か。」 

一. 私 今晩は 是非お 話し 申したい ことがあ るので 御座いま すが、 責 方お 聽 き 下さいます か。」 

「それ をお 聞き 申す 爲に御 同道した のぢ やありません か。」 

滿枝は 嘲む が 如く 微笑みて、 

「私 何だか 醉 つて 居ります から、 或は 失禮な こと を 申 上げる かも 知れません けれど、 お 氣に障 

へて は 困ります の。 然し、 御酒の 上で 申す ので は ございま せんから、 どうぞ 其のお 意で、 宜 うご 

ざいます か。」  . 

「撞着して 居る ぢゃ ありませ ん か。」 

「まあ 那樣に 有 仰ら すに、 高が 女の 申す ことで ございま すから。」 
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こ は 事 難しうた りぬべし。 克は ぬまで も 多少 は累を 免れん と、 貫ん 「は 手 を 拱きつ „ 府目 になり 

- »  か. -は  みつ. >~ 

て 义 めて 關ら さらん やうに 持 成す を、 滿枝は 擦 寄りて、 

「これお 一 盞で後 は 決してお 强ひ 申しません ですから、 是 だけお 受けな すって 下さ いまし な。」 

ちょく 

貫 一 は 些の言 も 出さで 其の 猪口 を 受けつ。 

「これ で 私 の 願は屆 きました の 。 」 

「易い 願です な。」 と、 あは や 出 でんと せし 唇 を 結びて、 貫 一 は 緩に 苦笑して 止みぬ。 

「間さん。」 

「はい。」 

「貴方 失禮な がら、 何で ございま すか、 鰐 淵さん の 方に 未だお 長く 被 在る お 意な のです か 。然 

し、 いづれ 獨立 あそばす ので 御座いませう。」 

「勿論です。」 

「  ネ 1 ちら 

一 而 して まづ. ^頃 彼方と 別にお 成り あそばす お 見込な の でございますの。」  . 

「資本の やうな ものが 少しで も 5^ 來たら と 0:3 つて 吾ます。 1 

みつえ  k.i 一まん 

滿枝は 忽ち 聲を斂 めて、 物 思 はしげ に 差 俯き、 莨 盆の 緣 をば 弄べ る やうに 煙管 もて 刻 を 打ちて 

居たり。 折し も 電燈の 光の 遽に晦 むに 驚きて 顏 を擧れ ば、 叉舊の 如く 一問 は 明うな りぬ。 彼 は f 


管 を 捨て 、猶暫 し 打 案じたり しが、 

こんな こと  .S つ 

「這 麼事を 申 上げて は 甚だ 失禮 なので ございます けれど、 何時まで 彼方に 被 在る より は、 早く 

獨立 あそばした 方が 宜ぃ では 御座いま せんか。 もし 明日に も 然と 云 ふ 御 考で被 在るならば、 私… 

…這 麼事を 申して は …… 烏滸がまし いので 御座いま すが、 大した 事 は 出来ません けれど、 都合の 

出来るだけ は 御用達 申して 上げたい ので ございま すが、 然ぅ 遊ばしません か。」 

意外に 打れ たる 貫 一 は 箸を扣 へて 女の 顏を 屹と視 たり。 

「然ぅ 遊ばせよ。」 

「其 は 何 云ふ譯 です か。」 

實に貫 一 は 答に 窮 せるな りき。 

r 譯で すか？」 と 滿枝は 口籠りた りしが、 

「別に 申 上げなくて もお 察し 下さい ましな、 私 だって 何日まで も 赤樫に 居たい こと は 無 いぢ や 

ございま せんか。 然 云ふ譯 なので ございます。」 

「全然 解らん ですな。」 

「貴方、 可う ございま すよ。」 

ひね  ^ 

可 恨 しげに 滿枝は 言 を IS ちて、 横 膝に 莨 を拈り 居たり。  卫" 


「失 禮 です けれど、 私 はお 先へ 御飯 を 戴きます。」 

貫 一 が 钣桶を 引 寄せん とする を、 はたと 抑へ て、 

「お 給仕 なれば 私 致します。」 

は t* か W 'さま 

「それ は 11: 様です。」 

滿枝は 飯 桶 を 我が 側に 取 寄せし が、 茶 椀 を 其に 伏せて、 彼方の 壁 際に 推 遣りたり。 

ひとつめし あがれ 

「未だお 早う ございま すよ、 もうお 一 議召 上れ。」 

「もう 頭が 痛くて 克 はんです から 赦 して 下さい。 腹が 空いて 居る のです から。」 

「ぉ餒 い 所 を 御釵を 上げ ま せんで は、 然ぞぉ 辛う ございませう。」 

「知れた 事です。」 

r 然で ございませう。 それなら、 此方で 思って 居る ことが 全で 先方へ 通らなかったら、 餒 いの 

ごはん  つ ま を 

に 御 銀 を 食べない のより は 貧に 辛う ございま すよ。 那樣 にお 餒 じければ 御飯 をお 附け 申します か 

ら、 貴方 も 只今の 御 返事 をな すって 下さい ましな。」 

「返事と 言 はれた つて、 有 仰る ことの 主意が 能く 解らん です もの。」 

「何爲 お 了解に なりません の。」 

責む るが 如く 男の 額 を 見遣れば、 彼 も 亦 詰る が 如く 見返しつ。 
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ご か- o さい 

「解らん ぢ やありません か。 親い 御 交際の 間で もない 私に 資本 を 出して 下さる。 而 して 其の 譯 

はと 云へば、 貴方 も 彼處を 出る。 解らん ぢ やありません か。 どうか 飯 を 下さいな。」 

「解らない と は、 貴方、 お 酷 いぢ や ございま せんか、 ではお 氣に 召さない ので ございま すか。」 

r 氣に 入らん と 云 ふ 事 は 有り ませ んが、 緣も無 い 貴方に 金 を 出して 戴く ：：： 。」 

「あれ、 其の では ございません てば。」 

「どうも 非常に 腹が 空いて 來 ました。」 

「それとも 貴方 外にお 約束で も 遊ばした 御 方が お 在な さるので ございま すか。」 

ほゥば ゥ 

彼 終に 鋒 を 露し 來れ るよ と 思へば、 貫 一 は 翁 解せ ざる 鉢 を 作して、 

「妙な 事 を 聞きます ね。」 

と 苦笑せ しのみ にて 續く言 も あらざる に、 滿枝は 圖 を 外されて、 や 心 惑へ るな りけ り。 

わお くしち なた 

「然云 ふやうな お 方が お 在な さらなければ、 …… 私 貴方に 御 願が あるので ございます。」 

貫 一 も 今 は 吃と 胸を据 ゑて、 

「うむ、 解りました。」 

「あ > -、 お 了解に なりまして；；：」 

嬉しと 心に 言 へ らん やうの 氣色 にて、 彼 は 猪口に 餘 せし 酒 を 一 息に 飮 乾して、 其の 盃を 5^ と 貫 
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1 に 差せり。  . 

「叉です か。」 

「是非！」  、 

はすみ 

發に乘 せられて 貫 一 は 思 はす 受 ると 齊 しく 盈々 注れ て、 下に も m はれす  一 ロ附 くる を 見た る滿枝 

が歡 喜！  . 

「其のお K 息は淸 めて ございま せんよ。」 

一 々底意 ありて 忽 諸にすべからざる 女の 言 を、 彼 はいと 可^しくて 持餘 せるな り。 

「お 了解に なりましたら、 どうぞ 御 返事 を。」 

「其の 事なら、 どうぞ 是限 にして 下さい。」 

みつ さすが 

僅に 恁く言 ひ 放ちて 貫 一 は 厳かに 沈默 しつ。 滿枝も 有 繁に醉 を 冷して、 彼の 氣色を 候 ひたりし 

に、 例の 言 寡なる 男の 次いで は 言 は ざれば、 

「私 も 這 麼可耻 しい 事 を、 一旦 申 上げた からに は、 此 儘で は濟 されません。」 

貫 一 は 緩 かに 頷け り。 

「女の 口から 恁云ふ 事 を 言 出します の は 能々 の 事で ございま すから、 其に 對 する 丈の 理由 を 有 

仰って、 どうぞ 十分に 私が 得心の 參る やうに お話し 下さい ましな、 私 座 與で這 麼事を 申した ので 
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は ございません から。」 

「御 尤 です。 私の やうな 者で も 那樣に 言って 下さる と 思へば、 決して 嬉 くない 事はありません。 

つつ  わたくし  へん 

ですから、 其の 御 親切に 對 して 裹 ます 自分の 考量 をお 話し 申します。 けれど、 私 は 御 承知の 偏 

屈 者であります から、 衆と は 大きに 考量が 遠って 居ります。 

しゃう さい  ごしょ ゥち 

第一 私 は 一生 妻と いふ 者 は 決して 持たん 覺悟 なので、 御 承知 か 知りません が、 元 私 は 書生で あ 

りました、 それが 中途から 舉 問を罷 めて、 此商賣 を 始めた の は、 放蕩で 遣 損った ので もなければ、 

敢て食 窮めた 譯 でも 有りません ので。 書生が 可 厭 さに 商寶を 遣らう と 云 ふの なら、 未だ 外に 幾多 

,  ,  こんな ごくあく ひ だゥ 

も 好い 商寶は 有り-ます さ、 何 を 苦んで 這 麼極惡 非道な、 白日 盜を爲 すと 謂 はう か、 病人の 喉 口 を 

干す と 謂 はう か、 命より は 大事な 人の 名譽を 殺して、 其の 金錢を 奪取る 高利 貸な ど を擇む もので 

す 力 し 

聽 居る 滿枝 はハ偷 す醉を 冷され ぬ。 

「不正な 家業と 謂 ふより は、 もう 惡 事です な。 それ を 私が 今日 始めて 知った ので はない、 知つ 

たゥ じさき  む ねんき は .-K 

て 身を墮 したの は、 私 は當時 敵手 を 殺して 自分 も 死にたかった くら ゐ 無念 極る 失望 をした 事が あ 

つたから です。 其の 失望と 云 ふの は、 私が 人を賴 にして 居った 事が あって、 其の 人達 も 頼れな け 

れば ならん 義理 合に なって 居った の を、 不圖 した 愁に 誘れ て、 約束 は 違へ る、 義理 は 捨てる、 而 
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して 私 は 見事に 喪ら れ た の です。」 

火影 を 避けん としたる 彼の 目の 中の 遽に if ける は、 なほ 新なる 痛恨の 淚の 浮べ るな りけ り。 

「赏に 頼少ぃ 世の中で、 其の 義理 も 人情 も 忘れて、 罪 も 無い 私の 資られ たの も、 原 はと 云へば、 

金錢 からです。 假初 にも 一匹の 男子た る 者が、 金 錢の爲 に 見易 へられた かと 思へば、 其の 無念と 

いふ もの は、 私 は 一 …… 一 …… 一生 忘れら れんです。 

輕薄 でなければ、 詐、 詐 でなければ 利 慾、 愛 相の 靈 きた 世の中です。 それほど 可 厭な 世の中な 

ら、 何爲 一思に 死んで 了 はんか、 と 或は 御 不審 かも 知れん。 私 は 死にたい にも、 其の 無念が 障に 

そんな くし. CN 

なって 死 切れん のです。 寶られ た 人達 を 苦め る やうな 那樣復 謹 E など は爲 たくはありません、 唯自 

きつ  .H ら 

分 だけで 可い から、 一旦 受けた 恨！ それだけ は屹と 霧さなければ 措かん 精神。 片時で も 其の 恨 

ゝノ  ,  はっき ゃク 

を 忘れる ことの 出來ん 胸中と いふ もの は、 我ながら 然ぅ思 ひます が、 全で 發 狂して 居る やうです 

,  どぎ よ c-  ま 一にち あつ 

な。 それで、 高利 貸の やうな 殘 刻の 甚 しい、 殆ど 人 を 殺す 程の 度胸 を 要する 事 を每日 扱って、 而 

して 感情 を 暴して 居なければ 迚も 堪 へられん ので、 發 狂者に は適當 の商寶 です。 そこで、 金錢ゅ 

ゑに 寶られ も すれば、 辱められ もした、 金 錢の無 いのも 謂 は 2- 無念の 一 つです。 其の 金錢が 有つ 

うらみ は ら 

たら 何とで も 恨が 霧され やう か、 と 其 を樂に 義理 も 人情 も 捨て \掛 つて、 今では 名 譽も色 戀も無 

. *J  のぞみ 

く、 金錢 より 外に は 何の 望 も 持たん のです。 又考 へて 見る と、 愁ひ 人な ど を 信じる より は、 金錢 
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を 信じた 方が 間違が 無い。 人間より は 金錢の 方が 貪か賴 になり ますよ、 頼に ならん の は 人の 心で 

す！ 

先恁云 ふ考で 此の 商賣に 入った のであります から、 實を 申せば、 貴方の 貸して 遣らう と 有 仰る 

資本 は 欲い が、 人間の 貴方に は 用が 無い のです。」 

彼 は 仰ぎて 高 笑し つ  >- も、 其の 面 は 痛く 激したり。 

いつは リ 

滿枝は 彼の 言の 決して 譌 ならざる べき を 信じたり。 彼の 偏屈なる、 實に 然るべき 所見 を 懐け 

るも怪 むに は 足らす と 思へ るな り。 然れ ども、 彼 は 未だ 戀の 甘き を 知らざる が 故に、 心狹 くも 此 

の 面白き 世に 偏屈の 扉 を閉ぢ て、 詐と輕 薄と 利欲との 中に 詐と輕 薄と 利欲との 外なる 樂 ある を 歸 

ら ざるな らん。 旋て我 夫を敎 へん、 と 滿枝は 輙く望 を 失 はざる なりき。 

や は り ちの み 

「では 何で ございま すか、 私の 心 も 依樣賴 にならない とお 疑 ひ 遊ばす の でございます か。」 

「疑 ふ、 疑 はんと 云 ふの は 二の次で、 私 は 其の 失望 以來 此の世の 中が 嫌で、 總 ての 人間 を 好ま 

ん のです から。」 

「それで は 誠 も/ \ —— 命懸けて 貴方 を 思 ふ 者が ございましても？ 」 

「勿論！ 別して 惚れた の、 思 ふのと 云 ふ 事は大 嫌です。」 

「あの、 命を廢 けて 慕って 居る とい ふの がお 了解に なりましても？  I 
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「高利 貸の 目に は淚は 無いです よ。」  ^ 


0 
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今 は 取 付く 島 も 無くて、 滿枝は 暫し惘 然として 居たり。 

ちゃ ゥだ. i 

「どうぞ 御飯 を 頂戴 c」 

打 萎れつ 、滿枝 は 飯 を 盛りて 出せり。 

「これ は 恐 入ります。」 

くら  うすくれ なね  ゑ ひ 

彼は啖 ふこと 傍に 人 無き 若し。 滿 枝の 面 は 薄 紅 にな ほ醉は 有りながら、 醉 へる 體も 無くて、 

唯 打 案じたり。 

「貴方 も 上りません か。」 

恁 く會釋 して 貫 一 は 三 盃目を 易へ つ。 良 有りて、 

に はか 

「間さん、」 と、 呼れ し 時、 彼は滿 口に 飯を啣 みて 遽に應 ふる 能 はす、 唯 目 を 擧げて 女の 顏を見 

たるの み。 

「私 も 這 麼事を 口に 出します 迄に は、 もしゃ 貴方が 御 承知の 無い 時には、 と 其 等を考 へまして、 

しばらくむ ね  ， 

もう 多 時 胸に 疊んで 居った ので ございます。 それまで 大事 を 取って 居りながら、 恁ぅー も 二 も 無 

く奇歴 にお 謝 を 受けて は、 私實に 面目無くて …… 餘り 悔しう ございま すわ。」 


あわた うらみな？ It- 

慌 忙しく ハ ンカ チイ フを 取りて、 片手に 恨 泣の 目元 を掩へ 


り. 


「面目無くて 私此 座が 起れ ません、 間さん、 お 察し 下さ いまし。」  ， 

貫 一 は 冷々 に 見返りて、 

「貴方 一方 を 嫌った と 云ふ譯 なら、 然ぅ かも 知れません けれど、 私は總 ての 人間が 嫌な のです 

から、 どうぞ 惡 からす 思って 下さい。 貴方 も 御飯 をお 上ん なさい な。 お..！ 而 して 小 車 4i の 牛 

に 就いての お 話 は？」 

泣 赤め たる 目 を 拭 ひて 滿枝は 答へ す。 

「何 云 ふお 話です か。」 

「那樣 事 は 奈何で も宜 うご ざいます。 間さん、 私 奈何しても 思 切れません から、 然ぅ思 召して 

下さん で お 可 厭なら お 可 厭で 宜ぅ ございま すから、 私が 這麼に 思って 居る こと を、 どうぞ 何 

日まで もお 忘れな く …… 屹と覺 えて 被 在い ましよ。」 

「承知し ました。」 

「もっと 優しい 言 をお 聞せ 下さい ましな。」 

「私 も覺 えて 居ます。」 

「もっと 何とか 有 仰り やうが 有り さうな もので は ございま せんか。」 

「御 志 は 決して 忘れません。 是 なら 宜 いでせ う。 - 
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滿枝は 物 を も 言 はす i: と 起ちし が、 飜 然と 貫 一 の 身近に 寄 添 ひて、  W 

「お忘れ あそばすな。」 と 言 ふさへ に 力 籠りて、 其の 太股 を絕か 撮れば、 貫 一 は 不意の 痛に 覆ら 

よこさま  みつえ 

ん とする を 支へ つ 、横様に 振拂ふ を、 滿枝は 早く も 身 を 開きて、 知らす 顏に手 を 打 鳴して 婢を呼 

ぶな りけ り。 

話題 は 一 轉 して、 賞 一 と お宮と が、 ゆく りなく 氷 川の 田 鶴 見 子爵の 庭園で、 ちょいと 顏を 合せる 場面 

が あるが、 そこまで 行く あ ひだの 富裕な 田 鶴 見 子箭の 身分 や 人物、 宏大な 邸宅 や 庭園の 細 描が あり、 そ 

の 家令の 畔 柳が 貨殖の 道に 長け てゐ て、 貫 一 の 主人^ 淵に 資金 を 融通して をり、 一 方 また 其の 頃 上琉階 

級の 道樂 であった 寫眞の 仲間と して、 お宮の 良人の 富 山唯繼 とも 交際の あると ころから、 端な く 此の 屋 

敷のう ちで お宮が 賞 一 の 姿 を 見る ことにな つて ゐ るので ある。 賞 1 が こ >f へ 來てゐ る ことにつ いても、 

作者 は 支那の 小說 をで も 見る やうに、 用意周到な 段 联りを 立て ><ゐ て、 偶然の 機會の やうに は 思 はせ な 

いだけ の 手を盡 くして ゐる。 それ は又滿 枝に も關 した ことで、 その 頃 美人で 腕つ こきの 滿 枝と は、 同業 

仲間で あると ころから、 鱒 淵が 彼女に 迷って ゐ るら しいの を 薄々 感づいて ゐる鰭 淵の 女房が、 或る時 良 

人の 居所 を 突きと めようと して、 いつも 行きつ けの 田 鶴 見 子爵 邸內 にある 畔柳 家令のと ころへ 貫 一 を 遣 

る。 するとち やう ど 其の 時、 畔 柳の 令孃 の靜緖 に案內 されて、 邸内 を 見て 歩いて ゐる お宮の 手に して ゐ 

る 望遠鏡の レンズに、 賞 一 の 姿が 映る ので ある。 その 頃 お宮 は 潮く 初めから 愛の なかった 富 山の 妻と し 

ての 自分の 不滿 と、 貫 一 を 裏切つな 悔恨と を、 明かに 感じ 出して ゐ たので、 この 鑲 返が 强ぃ 衝動 を與へ 


たの は 言 ふまで もない。 寫眞道 樂の田 鶴 見 子爵 は、 

萬 足らざる 無き 閑日月 をば、 書に 耽り、 畫に樂 み、 彫刻 を 愛し、 昔 樂に嘯 1」、 近き 頃より は專 

ら寫眞 に 遊びて、 齢 三十 四に 迨べ ども 頑として 未だ 娶ら す。 其の 居る や、 行く や、 出づる や、 入 

へゥ ぜん  き ぞくて きょ ゥぜ  * ん U く ひんかく 

る や、 常に 飄然と して、 絶えて 貴族的 容儀 を 修め ざれ ど、 自らなる 七 萬 石の 品格 は、 面白う 眉努 

まなこ さは やか 

で .1、 募 高く、 眼爽 に、 形の 淸に 揚れる は、 皎 として 玉樹の 風前に 臨める とも 謂 ふべ くや、 御 

代々 御 美男に わたら せらる.. -。 

とい ふやうな 風格の 男で、 曾って は、 

彼の地に 留擧の 日、 ij 軍 中佐なる 人の 娘と 相愛して、 末の 契 も 堅く、 月下の 小舟に 比翼の 櫂 を 

操り、 ス ブレイの 流 を 指して、 此の 水の 終に 涸る \ 日 は あらんと も、 我が 戀の焰 の 消 ゆる 時 あら 

は  >- ぎみ 

せじ、 と 互の 誓詞に 詐は あら ざり ける を、 歸 りて 母君に 請 ふこと ありし に、 いと 太う 驚かれて、 

.  .  ：  きんじ ゥ  ゥ と 

こ は 由々 しき 家の 大事 ぞゃ。 長く も 我が 田 鶴 見の 家 をば なでう 禽獸の 檻と 爲 すべき。 あな、 可 疎 

しの 吾子が 心 や 
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と 言 はれて、 結婚す る こと もで きなかった、 失戀の 人で ある。 しかし 此の 人物 は設 明が 詳しい 割りに、 0 

筋の 上で は、 その後 何等の 役割 を 演じて ゐ ない。 作者 は又畔 柳の こと を世體 の描寫 とともに、 面白く 醫 3 

いて ゐる。 


もとた づ み  あしがる がしら 

彼 は 元 田 鶴 見の 藩士に て、 身柄 は 謂 ふに も 足らぬ 足輕 頭に 過ぎ ざり しが、 才覺 ある 者な り けれ 

しゥ せん 

ば、 踐 藩の 後出で、 小役人 を 勤め、 轉 じて 商社に 事へ、 一時 或は 地所 家屋の 賫買を 周旋し、 萬 年 

靑を乎 掛け、 米屋 町に 出 人し、 何れにしても 世 渡の 茶 を 濁さす とい ふこと 無 かりし かど、 皆 思 は 

しか、. T で 巡 杏 を 志願せ しに、 上官の 首尾 好く、 竟には 警部にまで 取 立てられし を、 中 ごろに して 

ほゥ しょくち ゥ  いま 

金是 權と感 する 所 ありて、 奉職 中蓄 得たり し 三百 餘圓を 元に 高利 貸 を 始め、 世間の 未だ 此の 種の 

あ ぐ しゅ， y リ  ； 

悪手 段に 惯れ ざるに 乘 じて、 或は 欺き、 或は 嚇し、 或は 踬し、 或は 虐げ、 縫に 法網 を 潜り 得て 辛 

ころ ちた か  くろ やなぎ 

くも 繩附 たらざる の 罪 を 犯し、 積 不善の 五六 千圓に 達せし 比、 恰も好し、 畔 柳の 後見 を 得たり し 

は、 虎に 翼 を 添へ たる 如く、 現に 彼の 今 運轉 せる 金額 は 殆ど 數 萬に 上る とぞ閗 えし。 


くろ やなぎ  ^ところ 

畔 柳は此 手より 種る \ 利の 半 は、 之 を 御殿の 金庫に 致し、 半 は 之 を 懷 にして、 驛淵も 之に 因 一 

りて 利し、 金 は 一にして 其 利 を 三に せる 家令が 六 臂の働 は、 主 公が 不生産的なる を 補 ひて 猶餘ぁ 


りと も 謂 ふべ くや。 

00, 此人ぞ 間 貫 一が 捨鉢の 身 を 寄せて、 牛 頭 馬頭の 手代と 頼まれ、 五番 町なる 其の 家に 

わにぶ ち 

四 年の 八 r 日まで 寄寓せ るな り。 貫 一 は靜 淵の 裏 二階なる 八疊の 一間 を與 へられて、 名 は 雇人 なれ 

ちょ ウはウ 

ども 客分に 遇 はれ、 手代と なり、 顧問と なりて、 主の 重寶 大方なら ざれば、 四 年の 久しき に彌れ 

ども 主 は 彼 を 出す こと を 喜ばす、 彼 も 亦 家 を 構 ふる 必要 無ければ、 敢て留 る を 藤 ふに も あらで、 

か., g はら そくばく  なまじ  やせ ひぢ 

手代 を 勤む る 俊 若干の 我が 小額 を も運轉 して、 自ら 營む便 も あれば、 今愁 ひに 此を 出で \瘦臂 

を 張らん より は、 然るべき 時節の 到來を 待つ に は 如か じと 分別せ るな り。 

さて 案內 役の 靜 緒が、 望遠鏡 を お宮に 渡す 時の 臺詞が 面白い から、 それ もちよつ と拔 いで 見よう。 こ 

れが この 舞台へ 貧 一 を 引出す 作者の 手段 だからで ある。 

箇は 殿の 怫蘭 西より 持ち 歸られ し 名器なる を、 漸く 取 出して 薦めたり。 形 は 一握の 中に 隱る X 

ほと ほ しんじょ  に ゥ はくしょく 

ばかり なれ ど、 能く 遠く を笔み 得る 力 は 幾と 神助と 疑 ふべ く、 筒 は^ 白色の 玉 もて 造られ、 僅に 

黄金 細工の 金具 を 施した るの み。 

旋て 双眼鏡 は 貴婦人の 手に 在りて、 措く を 忘らる X までに 愛でられけ るが、 目の 及ばぬ 遠き 限 ジ 


は 南に 北に 眺盡 されて、 彼 は 此の 鏡の 凡なら す 精巧なる に 驚け る狀 なり。 

あさぎ  し ま  はっきり 

「那處 に 遠く 些の小 楊枝 ほどの 捧が 見え ませう、 那が 旗な ので、 淺 黄に 赤い 柳條の 模様まで 昭然 

はた ざ を  と ..K 

見えて、 而 して 旗竿の 頭に 惹が 宿って 居る のが 手に 取る やう。」 

「おや、 然 やうで ございま すか。 何でも 此の 位の 眼鏡 は 西洋に も 多 度 御座いません やうで、 招 

こんし や  のろし 

魂 社のお 祭の 時な ど は、 狼煙の 人形が 能く 見える ので ございます。 私 は 之 を 見ます る 度に 然 やう 

思 ひます ので ございま すが、 恁云ふ 風に 話が 聞え ましたら 然ぞ宜 う ございませう。 餘り 近くに 見 

えます ので、 音ゃ聲 なん ぞが 致す かと 想 ふやう でございます。」 

「音が 聞え たら、 彼方此方の 音が 一 所に 成って 紛雜 になって 了 ひませ う。」 

恁く言 ひて 齊 しく 笑へ り。 静 緒 は 客 遇に 惯れ たれば、 可 羞げに 見えながら も 話 を 求む るに は 拙 

から ざり き。 

との さ.. K すつ. ま 

「私 は 始めて 之 を 見せて 戴きました 折、 殿様に 全然 騙され ましたので ございます。 鼻の 前に 見 

える だら うと 仰せられ ますから、 然 やうに ございま すと 申 上げます と、 見えたら 直に 其の 眼鏡 を 

耳に 推 付けて 見ろ、 早く さへ 耳に 推 付ければ、 音で も聲 でも 聞へ ると 仰せられ ますので …… 。」 

淀 無く 語 出 づる靜 緖の顏 を 見入りつ 、貴婦人 は 笑ま しげに 聽 居たり。 

「私 は 急いで 推 付けました ので ございます。」 
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一 まあ！」 

「何 有、 ちっとも 聞え は 致しません ので ございま すから、 然 やう 申 上げます と、 推 付け やうが 

.  なんべん 

惡 いと 仰せられまして、 御自身に 遊ばして 御覽 なさる ので ございま すよ。 何遍 致して 見ました か 

知れません ので ございます けれど、 何も 聞え は 致しません ので。 然 やう 致します ると、 お前で は 

可かん と 仰せられまして、 御供 を 致して 居りました 御家來 から、 御 親類 方 も 御 在で 被 居い ました 

ご らんち そ  • 

が、 皆爲 つて 御覽 遊ばしました。」 

こら 

貴婦人 は 像へ かねて 失笑せ り。 

「あら、 本當 なので ございま すよ。 それで、 未だ 推 付け やうが 惡ぃ、 もっと 早くく と 仰せら 

れる もので ございま すから、 御殿に 居ります 速 水と 申す 者 は餘り 急ぎました ので、 耳の 此處を 酷 

く 打ちまして、 血 を 出した ので ございます。」 

彼の 歡べ る を 見る より 靜緒は 椅子 を持來 りて 薦めし 後、 さて 語り 績 くる やう。 

「それで 誰に も 聞えない ので ございます。 然 やう 致します ると、 殿様 は 御自身に 遊ばして 御覽 

で、 なるほど 聞えない。 奈何した のか 知らん なんて、 それ は、 もう 實 にお 眞 面目なお 顔で、 故と 

御考へ あそばして、 怫蘭 西に 居た 時には 能く 聞え たの だが、 日本 は氣 候が 遠 ふから、 空氣の 具合 

が 眼鏡の 度に 合 はない、 それで 聞えない の だら うと 仰せられ ましたの を、 皆 本當に 致して、 一年 
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ばかり 釣られて 居りました ので ございます。 

其の 名器 を 手に し、 其の 耳に せし 人 を 前にせ る 貴婦人の 與を覺 ゆる こと は、 殿の 惡 作劇 を 親く 

睹 たらん にも 劣ら ざり き。 

ネ ねぶん そんな こと  . 

「殿様 はお 面 由い 方で 被 在い ますから、 隨分那 樣事を 遊ばし ませう ね。」 

ゐらっ L*- 

「それでも 此の 二三 年 はどう も御氣 分が お 勝れ 遊ばしません ので、 ぉ險 しいお 顏 をして 被 在る 

ので ございます。」 

書 齋に褂 けた る 半身 の 畫像 こ そ 其 の 病根な る ベ き を 知れる 貴婦人 は、 卒に 目 遣し て 物の 思 は 

うちし め 

しげに、 例の 底 寂しう 打？ i りて 見えぬ。 

ちか 

良 有りて 彼 は徐に 立ち上りけ るが、 這囘は 更に 邇 きを 眺めん とて 双眼鏡 を 取り直して けり、 彼 

，、- らゅ ■ り は  はびこ 

方 此方に 差 向く る 筒の 當所も 無 かりければ、 偶 ま唐揲 葉の いと 近き が 鏡面に 入り 來て 一 面に 蔓り 

ぬ。 ^^.>の赏も珍しく、 何の 木 かと 其 儘 仔細に 視 たりし に、 紫 蔭 を 透きて 人 顏の見 ゆる を、 心と 

も 無く 眺めけ るに、 自 から 得 忘れぬ 面影に 肖た る 所 あり.。 

貴婦人 は. 差し向け たる 手 を 緊と据 ゑて、 目 を 拭 ふ Si も 忙しく、 なほ 心 を 留めて 望みけ るに、 枝 

h,  やう 

n 〈の 遮りて 左右に 思 ふま.^ ならす。 漸く 其の 顏の 明に 見 ゆる 隙 を 求めけ るが、 別に 相對 へる 人 あ 

り. て、 髮は黑 けれども 眞 額の 瑩々 禿げた る は、 先に 挨拶に 出で し 家扶の 畔柳 にて、 今一 人なる 其 
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まな じリ  おろか  え わす 

人 こそ、 眉 濃く、 外眦の 昂れる 三十 前後の 男な り けれ。 得 忘れぬ 面影に 宵たり と は 未 や、 得 忘れ 

みと  グラス 

ぬ 其の 面影な りと、 ゆく りなく も 認めた る 貴婦人の 鏡 持てる 手 は兢々 と打顫 ひぬ。 

次ぎに 段々 接近して、 招れ 違 ふところ も 出して おかう。 

四邊に 往來の あるに あらねば、 二人の 姿 は 忽ち 彼の 目に 入りぬ。 一人 は畔 柳の 娘な りと は疾く 

知られ けれど、 顏打 背けた る 貴婦人の 弦く 着飾りた る は、 子爵の 客なる べしと 纖に 察せら る \ の 

みや かたはら 

み。 互に 歩み寄りて 一 間ば かりに 近けば、 貫 一 は 靜緖に 向 ひて 態 懸に禮 する を。 宫は 傍 に 能 ふ 

ながしめ  >1 ら  おもて 

限 は 身 を 窄めて、 密に 流^ を 凝したり。 其の 面の 色は慘 として 夕 額の 花に 宵 月の 映へ る 如く、 其 

とどろ 

の 冷なる べき も 幾と 相似たり と 見えぬ。 脚 は 打 額 ひく、 胸 は 今にも 裂けぬべく 轟く を、 覺られ 

おもかげ 

じと すれば 猶打額 ひ、 凝 轟きて、 貫 一 が 面影の 目に 沁む ばかり 見 ゆる 外 は、 生きたり とも 死にた 

りと も 自ら 分かぬ 心地して き。 

やかた まら ゥど 

貫 一 は 帽を打 着て 行 過ぎん とする 際に、 ふと 目 鞘の 走りて、 館の 賓 なる 贵 婦人 を 一 督 せり。 

にくぶ とん  ， 

端無くも 相互の 面 は 合へ り。 宫な るよ！ 畜婦 なる よ！ 銅臭の 肉蒲團 なる よ！ と且は 驚き、 

且 は^り、 はたと 睨めて 動かざる 眼に は 見る く 淚を湛 へて、 唯一 攫に もせ まほし く 肉の 躍る を ジ 


推 へつ. -、 竊 かに 齒咬 をな したり。 可懷 さと 可耻 さと を 取 集めた る宫が 胸の 內は 何に 喩 へん や 6 

う も 無く、 あはれ、 人目 だに あらす ば 抱 付きても 思 ふま、 に 8? まれん をと、 心の みは 憧れながら 

身 を 如何と も爲 難ければ、 せめて 此の 誠 は通ぜ よかし と、 見る目に 思 を 籠む るより 外 は あらす。 

^^^vt  ,T-  i みだ . あしばや すぎ つきびと おもて  くちびる 

貫 一 は 衝と踏 出して 始の 如く 足 疾に過 行けり。 宫は附 人に 面 を 背けて、 唇 を 咬みつ 歩めり。 

中篇の 第五 章 あたりから、 間 貫 一 の 受難に 就いて、 二つば かり 面白い 場面が 出て ゐる。 其の 一 つ は、 

歸 淵から 高利 を 借りた 人の 連帶で 苦んで ゐる、 遊 佐と いふ 男の 住居で ある。 この 男 は 日本 週航會 社の 社 

員で、 友人の 法 學士蒲 田と、 同じ 會 社の 貨物 係に ゐる風 早と が 非 度く 彼に 同情して ゐ るので、 或 時 この 

二人が 遊 佐の 所へ 來て 酒を飮 む。 その 途中 撞球の 自慢話 をして 洒落の めして ゐる 一 段が ある、 

「別に 御馳走と 云って は 無い けれど、 松茸の 極 新しい のと、 製造元から 貰った 黑麥 酒が 有る か 

らね、 鶴で も 買って、 寬り 話さ うぢ やない か」 

遊 佐が 弄れる 半月形の 熏 豚の 饍詰 も、 此の 設 にと て途に 求めし なり。  ： 

「それ は 結構 だ。 然ぅ泊 か 知れて 見る と 急ぐ にも 當 らんから、 どう だね、 一 ゲ H ム、 君 は此頃 

風 早と 對に 成った さう だが、 長足の進歩 ぢ やない か。 然し、 どうも 其の 長足の ちゃう はてう (詔) 

足らす、 績 ぐに フ a ッ クを以 つて 爲 るの ぢ やない かい。 此頃は 全然 フ a ックが 止った？ は  >- は 


はは、 それ はお 目出度い やうな 御 愁傷の やうな 妙な 次第 だね。 然し、 フ ックが 止った の は 明に 

一段の 進境 を 示す もの だ。 まあ、 それで 大分 話せる やうに なりました。」 

, . fl . しわがれ 

風 早 は 例の 皺嗄聲 して 大笑 を發 せり。 

「更に 一 段の 進境 を 示す に は、 竪杖 をして 一 一寸 三分 ク a ォ ス を 裂かな けれ は 可け ません。」 

「三た び臂を 折って 良醫 となる さ。 那 から 僕は竪 杖の 極意 を 悟った の だ ノー 

「へ  >- へ、 此 頃の 僕の 後曳の 手際 も 知らんで。」 

. I  ゆ さ 

之 を 聞きて、 こたび は 遊 佐が 笑へ り。 

「君の 後 曳もロ ほどで はない よ。 此 間那處 のお iflii が然ぅ 言って 居た、 風 早さん が i 魁 を 三度な 

さると、 新しい チ ョ オタが 半分 失る ：：： o」 

「穿 得て 妙 だ。」 

「チヨ オタの 多少 は 業の 巧拙に 關 せんよ。 遊 佐が に g ゥを取 易へ るの だって、 決して 見と も 

好くない。」 

蒲 田 は 手 もて 遽に 制しつ。 

「もう、 それで 可い。 他の 非 を 擧げる やうな 者に 業の 出来た 例が 無い。 悲ぃ哉 君達の f もまが 

に 八十で 廢止 だね。」 
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「八十の 事が ある もの か。」 

「それで は 幾 箇で來 るの だ。」 

「八十 五よ。」 

「五と は 情無い！ 心の 程 も 知られけ る 哉 だ。」 

「何でも 可い から 一 ゲ H ム 行かう。」 

「行かう と は 何 だ。 願 ひます と 言 ふ もの だ。」 

語 も訖ら ざるに 彼 は 傍 腹に 不意の 肱 突 を 吃 ひぬ。 

「あ、 痛！ 然ぅ强く撞くから每々^^が滚げ出すのだ。 風 早の 球 は 暴い から 癎瘤 玉と 謂 ふの だ 

し、 遊 佐の は 馬鹿に 柔 いから 药篛 玉。 それで、 二人の 撞く所 は 雷 公と 蚊帳が^ 擇 して 居る やうな 

もの だ。」 

とい ふやうな 場面が あって、 家へ 歸 つて 来る と、 下に 間 賞 一 が 来て 待って ゐる。 そこで 蒲 田と iiC 早 は 

元の 同窓 間 賞 一 に會 つて、 談判した あげくに は、 活劇が 演じられる。 ここ は 芝居に もよ く 出る 所 だから 

一 寸拔 いてみ る。 

く る  ゆ さ おちつ  たばこ ん 

座敷に は^める 遊 佐と 沈着き たる 貫 一 と相對 して、 莨 盆の 火の 消えん とすれば 呼ばす、 彼の 傍 
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はいび や. CN  くわん じ や 

に 茶托の 上に 休せ たる 茶碗 は、 甞て 肺病 患者と 知らで 出せし を 恐れて 除 物にした りし をば、 妻 

の 取 出して 故と 用ゐ たるな り。 

遊 佐 は愤を 忍べ る聲 音に て、 

「それ は 出来ん よ。 勿論 朋友 は 幾多 も 有る けれど、 書！^ の 連帶を 頼む やうな 者 は 無い の だから。 

しゃくぎん 

考 へて 見 給へ、 何 ぼ 朋友の 中 だと 云っても 外の 事と 違って、 借金の 連帶は 頼めない よ。 然ぅ 無理 

を 言って 困らせんでも 可 いぢ やない か。」 

そ こづ 上 

貫 一 の聲は 重き を曳 くが 如く 底强く 沈みたり。 

r 敢て 困らせる の、 何のと 云ふ譯 ではありません。 利 は 下さらす、 書眷は 出來ん と、 それで は 

れんたい 

私の 方が 立ちません。 何方と も 今日は 是非 願 はんければ ならん ので ございます。 連帶と 云った と 

め， S わ，/  ほん めいぎ，， 

ころで、 固より 貴方が お 引. 受けな さる 精神 なれば、 外の 迷惑に はならん のです から、 些の 名義 を 

借りる だけの 話、 それ くら ゐの事 は 朋友の 誼と して、 何方でも 承諾な さり さうな ものです がな。 

つま リ めいぎ 

究姑 名義 だけ あれば 宜 いので、 私の方では 十分 貴方 を 信用して 居る のです から、 決して 其の 連帶 

者に 掛 らうな ど、 は 思 はんので す。 此で 何とか 一 っ廉が 付きません と、 私 も 主人に 對 して 言 譯が 

ありません。 利 を 受取る 譯に 行かなかった から、 書替 をして 来たと 言へば、 それで 一先 づ 句切が 

付く のであります から、 どうぞ 一 つ 然ぅ願 ひます。」 
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遊 佐 は 答 ふる 所 を 知らざる なり。 

「何方でも 可う ございます、 御 親友の 內で 一名。」 

「可かん よ、 それ は 到底 可かん の だよ。」 

し ぜんご めいよ 

「到底 可かん では 私の 方が 濟 みません。 然ぅ 致す と、 自然 御名 譽に關 る やうな 手段 も 取らん け 

れば なりません。」 

「奈何せ うと 11 一一 口 ふの かね。」 

む ろん さしお さへ 

「無論 差 押です。」 

遊 佐は强 ひて 微笑 を 含み けれど、 胸に は 犇と應 へて、 はや 八 分の 怯氣 付きた るな り。 彼 は 悶え 

ねじぎ  その ひげ 

て捩斷 るば かりに 其 鬆を拈 りくて 止ます。 

こうらい ご しゅっせ  さ <K おげ 

「三百 圓 やそこら の 端金で 責 方の 御名 譽を 傷け て、 後來御 出世の 妨碍に もなる やうな 事 を爲る 

の は、 私の 方で も 決して 可 好く はない のです。 けれども、 此方の 請求 を 容れて 下さらなければ 已 

む を 得ん ので、 賁は事 は 穏便の 方が 双方の 利益な のです から、 更に 御 一 考を願 ひます。」 

しゃくようた ゥじ 

「それ は、 まあ、 品に 由ったら 書替 も爲ん ではない けれど、 君の 要求 は 元金の 上に^ 用 當時か 

こんど はら 

ら 今日 迄の 制規の 利子が 一 ケ 年分と、 今度 拂 ふべき 九十 圓の 一 月 分 を 加へ て 三百 九十 圓 かね、 其 

しょうし よめん 

に對 する 三月 分の 天 引が 百 十七 圓强、 某と 合して 五 百 圓の證 書面に 書替 へろ と 云 ふの だら う。 又. 
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そこが 連帶 債務と Iw ふだら うけれ ど、 一文 だって 自分が 費った ので もない のに、 此間. K 十圓 とい 

ふ もの を 取られた 上に、 又 改めて 五 百 圓の證 書 を 書され る！ 餘り 馬鹿々々 しくて 話に ならん。 

此方の 身に も 成って 少し は 斟酌す るが 可 いぢ やない か。 一 文 も 費 ひも せんで 五 百 圓の證 書が 書け 

ると 想 ふかい。」 

空嘯きて 貫 一は 笑へ り。  ： 

「今更 那樣事 を！」 

遊 佐 は 陰に 切齒 をな して 其の 檨顏を 睨 付けたり。 

彼 も逭れ 難き 義理に 迫りて 連帶 の印捺 きしょり、 不測の 禍は 起り て恁る 憂き目 を 見る よと、 太 

れんと A， 

く 己に 懲りて ければ、 此際 人に 連帶を 頼みて、 同様の 迷惑 を懸 くる こと もやと、 斷 じて 莨 一 の 請 

求 を容れ ざり き。 さりと て 今一 つの 請求なる 利子 を卽 座に 拂 ふべき 道 も あら ざれば、 彼の 進退 は 

わ な 

維に 谷る と 與に貫 一 も 此場は 一 寸も 去ら じと 構 へ たれば、 遊 佐 は 霜に 係れる 獲物の 如く 一  分 時 毎 

に窮 する 外 は 無くて、 今 は 唯 身に受 くべき 謂 無き 責苦を 受けて、 恁 までに 惱 まさる  >- 不幸 を 恨み、 

ぎゃくたい 

^りて 一 點の 人情 無き 賤 奴の 44 待 を 憤る 胸の 內は、 前後 も覺 えす 暴れ 亂れて 幾と 引裂 けんとす る 

なり。 

さ .i そく 

「第一 今日は 未だ 催促に 来る 約束 ぢ やない ので はない か。」 


「先月の せ 日に ぉ拂ひ 下さる べきの を、 未だにお 渡が 無い のです から、 何日で も 御 催促 は出來 

るので す。」 

遊 佐 は 拳 を 握りて 顧 ひぬ。  > 

んき れゥ 

「然云 ふ 怪しからん 事 を！ 河 の爲に 延期 料 を 取った。」 

えんす れゥ 

「別に 延期 料と 云って は 受取りません。 期限の 日に 參 つたのに お 拂が 無い、 因で 空しく 歸る其 

にった. C  ； よ くるま だ い  えんきれ， CN 

の 日常 及び 俥 代と して 下す つたから 載き ました。 ですから、 若し 那に 延期 料と 云 ふ 名を附 けたら 

ば、 其 の n の 取 立 を 延期す る 料と も 謂 ふ ベ きで せう。」 

「贵、 貴様 は！ 最初 十圓 だけ 渡さう と 言ったら、 十圓 では 受取らん、 利子の 內 金で なしに 三 

日 の 延期 料と してなら 受取る、 と 言って 持って行った ぢ やない か。 それから つい 此間叉 十圓… 

…。一 

P だ ちし 

「それ は 確に 受取りました。 が、 今 申す 通り、 無駄足 を 踏みました 日當 であり ますから、 其 日 

け， W わ 

が經過 すれば、 翌日から 催促に 參 つても 宜ぃ譯 なのです。 まあ、 過去った isiif は 措きまして …… 」 

「措 けんよ。 過去り は 爲んの だ。」 

「人 マ 日 は 其 事で 上った ので はない のです から、 今日の 始末 をお 付け 下さい まし。 では 奈何 あつ 

-f きか へ 

て も 書替は 出来ん と 有 仰る のですな。」 
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「出来ん！」 

「で、 金 も 下さらない？ 」 

「無い から Is れん！」 

貫 一は 目 を 側めて 遊 佐が 面 を 熟と きへ り。 其の 冷に 鋭き 眼の 光は異 しく 彼 を 襲 ひて、 おが 熱す 

る 怒氣を 忘れし めぬ。 遊 佐 は 忽ち 吾に 復れる やうに 覺 えて、 身の 危 きに 處るを 省みたり。 一 待 を 

快くす る 暴言 も竟 に曳れ 者の 小唄に 過ぎざる を腾 りて、 手 持 無沙汰に 鳥を鎭 めつ。 

「では、 何 頃 御 都合が 出来る のです か。」 

機 を 制して 彼 も 劣らす 和ぎ ぬ。 

「さあ、 十六 日まで 待って くれた まへ。」 

「ig と 相違 ございません か。」 

「十六 日なら 相違 無い。」 

「それで は 十六 日まで 待ちます から …… 。」 

*^ んき れぅ 

「延期 料 かい。」 

「まあ、 お聞きなさい まし、 約束手形 を 一枚お 書き下さい。 それなら 宜ぅ ございませう。」 

「宜 ぃ裹も 無い …… 。」 


323 


「不承 を 有 仰る 所 は 少しも 有り はしません、 其の 代り 何分 か 今日お 遣し 下さい。」  ^ 

恁く言 ひつ X 手 鞠 を 開きて、 約束手形の 用紙 を 取 出せり。 

「錢は 有り はせんよ。」 

て ナウれ. 5 

「僅少で 宜しい ので、 手數 料と して。」 

「又 手數料 か！ おや 一 圓も 出さう。」 

くるえ だい 

「日 當、 俥 代な ども 入って 居る のです から 五圓 ばかり。」 

「五 回なん と 云 ふ 金圓は 有り はせん。」 

「それ ぢゃ、 どうも、」 

て がお ょゥし 

彼は遽 に禱躇 して、 手形 用紙 を惜 める やうに 拈る なりけ り。 

「え X、 では 三圓 ばかり 出さう、」 

折から 紙 門の 開きけ る を 弗と 莨 一 の隨 ふる 目前に、 二人の 紳士 は徐々 と入來 りぬ。 案內も 無く 

ないしょ ゥ 

恁る內 誇の 席に 立 入りて、 彼等の 各 心得 顏 なる は、 必す 子細 あるべし と 思 ひつ \、 彼 は 少しく 座 

を 動ぎ て容を 改めたり。 紳士 は 上下に 分れて 二人が 間に 坐りければ、 貫 一は 敬 ひて 禮を 作せ り。 

「どうも 曩 から 見た やう だ、 見た やう だと 思って 居たら、 君ぢ やない か。」 

「餘り 様子が 變 つたから 別人 かと 思った。 久しく 會 ひません な。」 


fc ちま  ねつ 

莨 一 は 愕然として 二人の 面 を 眺めたり しが、 忽ち 身の 熱する を覺 えて、 其の 誰なる や を 憶 出せ 

るな り。 

1 ：  ,  かま だ くん かざ はやくん 

r 是 はお 珍しい。 何方 かと 思 ひましたら、 蒲 田 君に 風 早 君。 久しくお 目に 褂り ませんで したが、 

いつもお 變 無く。」 

「其 後 は 奈何です か、 何か當 時は變 つた 商賫 をお 始めです な 11- 儲り ませう。」 

貫 一は 打 笑みて、 

1 ミ.  こんな こと 

「倫り もしません が、 間違って 這麼 凄に なって 了 ひました。」 

彼の 毫も 愧づる 色 無き を 見て、 二人 は 心 陰に 呆れぬ。 侮りし 風 早 も恁て は與し 易から す 思へ る 

なるべし。 

*5  おも **' き 

「儲け づく であるから 何でも 可い けれど、 然し 思 切った 事 を 始め ましたね。 君の 性質で 能く 此 

かんぶ.，/ 

の 家業が 出來 ると 思って 感服し ましたよ。」 

r 眞 人間に 出来る 業ぢ やありません な。」 

是寳 に眞人 問 にあらざる 人の 言な り。 1 1 人 は 此の 破縻 耻の老 面皮 を 憎し と 思へ り。 

ま にんげん 

「酷い ね、 それ ぢゃ 君は眞 人間で ないやう だ。」 

「私の やうな 者が 愁ひ 人間の 道 を 守って 居ったら、 迎も此 世の中 は 渡れん と 吾り ましたから、 ジ 


舉校 を罷め る と與に 人間 も罷め て 了って、 此の 商寶を 始めました ので。」 

. ほゥ. i<\  ,  あ，！，； W 

「然し M 人間 時分の 朋友であった 僕 等に 恁 して 會 つて ゐる間 だ： b は、 依舊眞 人間で 居て もら ひ 

たいね。」 

風 早 は 親しげ に 放 笑せ り。 

じ ぶん ゥきな や/. ま 

;1 然 う/ \、 それ、 那の 時分 浮 名の 聒 しかった、 何とか 云った つけね、 それ、 君の 所に 居った 

美人 さ。」  . 

貫 一 は 知らざる 爲 して ゐ たり。 

「お \く 那？ さあ、 何とか 云った つけ。」 

「ねえ、 間 君、 何とか 云った。」 

設し 其の 舊 友の 前に 人間の 面 を 跪めざる 貫 一 も、 是に 到りて 多少の 心 を 動かさ^る を 得 ざり き。 

そんな つま 

「那 樣滿 らん 事 を。」 

一 此頃 は那の 美人と 一 所です か、 可 羨し い。」 

一， もう 昔話 は 御免下さい。 それで は 遊 佐さん、 之に 御 印 を 願 ひます。」 

て v 、； たようし 

彼 は 矢 立の 筆を抽 きて、 手形 用紙に 金額 を 書 入れん とする を、 

「あ \些 と、 その 手形 は 何 云 ふので すね。」 


貫 一 の 簡單に 其の 始末 を述 ぶる を聽 きて、 

なるほど ご ちっとも 

「成程 御尤、 そこで 少しお 話が 爲 たい。」 

しわがれ ごゑ 

蒲 田 は 姑く 助太刀の ロを噤 みて、 皺 嗄聲の 如何に 辨 する かを聽 かんと、 吃 餘の葉 卷を火 入に 揷 

して、 威 長 高に 腕 組して 接へ たり。 

「遊 佐 君の 借財の 件です がね、 那は 奈何 か 特別の 极 をして 戴きたい の だ。 君の 方も營 業な の だ 

かん ベ ん 

から、 御迷惑 は 掛けません さ、 然し 舊 友の 頼と 思って、 少し 勘辨 をして もら ひたい。」 

彼 も 答へ す、 是も 少時 は 言 は ざり しが、 

「奈何 かね、 君^ 

かんべん 

「勤辨 と 申します と？」 

「究竟 君の 方に 損の 掛 らん 限 は 減け て もら ひたいの だ。 知っての 通り、 元 此の 借金 は 遊 佐 君が 

じっさい たのま 

連帶 であって、 實際 頼れて 印 を 貸し た^けの 話で あるの が、 測らす 倒れて 来たと いふ 譯 なので、 

それ は 貸 主の 目から 見れば、 那様車 は 奈何で も 可い の だから、 取 立てる もの は 取 立てる、 其處は 

能く 解って 居る、 からして 今更 其の 愚痴 を 言 ふの ぢ やない。 然し 朋友の 側から 遊 佐 君 を 見る と、 

さいなん 

取んだ 災難に 罹った ので、 如何にも 氣の 毒な 次第。 ところで、 圖らす も 貸 主が 君と 云 ふので、 轍 

えいげ ぷ しゃ わにぶ. お 

鮒の 水 を 得た る 思で 我々 が 中へ 入った の は、 營 業者の 鰐 淵と して 話を爲 るので はなくて、 舊 友の 
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間と して、 實は 無理な 賴も聽 いて もら ひたいの さ。 夙て 話 は 聞いて 居る が、 那の 三百 圓に對 して お 

とほば やし  一，. 

は、 借主の 遠 林が 從來 三囘に 二百 七十 圓の 利を拂 つて 在る。 それから 遊 佐 君の 手で 九十 圓、 合計 

三百 六十 圓と云 ふ ものが 旣に 入って 居る のでせ う。 して 見る と、 君の 方に は 旣に損 は 無い の だ、 

ゆ さ くん 

であるから、 此の 三百 圓の 元金 だけ を 遊 佐 君の 手で 返せば 可い とい ふ 事に して もら ひたいの だ。」 

貫 一 は 冷笑せ り。 

「然 すれば 遊 佐 君 は 三百 九十 圓拂 ふ譯 だが、 是が 一 文 も 養 はすに 签 に 出る の だから 隨分 辛い 話、 

君の 方 は 未だく 利益になる の を此で 見切る の だから 是も 辛い。 因で 辛 さ 競を爲 るの だが、 君の 

方 は 三百 圓の 物が 六 百 六十 圓 になって ゐ るの だから、 立 前に はなって ゐる、 此方 は 三百 九十 圓の 

しゃ くりや ゥ 

全損 だから、 此を 一 つ 酌 量 して もら ひたい、 ねえ、 特別の 扱で。」 

「全で お 話に ならない。」 

くわん いち て がた ようし 

秋の 日 は 短し と 謂 はんやう に、 貫 一 は 手形 用紙 を 取上げて、 用捨 無く 約束の 金額 を 書 入れたり、 

ー齊に 彼の 面 を 注視せ し 風 早と 蒲 田との 眼 は、 更に 相 合うて 隨れる を、 再び 彼方に 差 向けて、 い 

ゥち と<  も 

と ^- 齩 しく 打 目 戌に り。 

「どうか 然云ふ 事に して くれた まへ。」 

これ 

「それで は 遊 佐さん、 之に 御 印 を 願 ひませ う。 日限 は 十六 日、 宜ぅ ございま すか。」 


ばゥ じゃくぶ じん  かざ はや 

此の 傍若無人の 振舞に 蒲 田の：^ へ かねた る氣 色なる を、 風 早 は目授 して、 

「間 君、 まあ 少し 待って くれた まへ よ。 恥 を 言 はんければ 解らん けれど、 此の 借金 は 遊 佐 君に 

は 荷が 勝 過ぎて 居る ので、 利 を 入れる だけで も 方が 付かん の だから、 長く 之 を 背負って 居た 日に 

^ ちん 

は、 鉢 も 一所に 沈沒 して 了 ふば かり、 資に 一身の 浮沈に 關る 大事な ので、 僕 等 も 非常に 心配して 

居る やうな もの. -、 力が 足らんで 如何と も 手の 着け やうが 無い。 對 手が 君であった のが 運の 盡き 

ざる 所な の だ。 舊 友の 僕 等の 難を拯 ふと 思って、 一 つ 賴を聽 いて くれ 給へ。 全然 損 を 掛け やうと 

云 ふの ぢ やない の だから、 決して 然ぅ 無理な 頼ぢ やなから うと 思 ふの だが、 奈何 かね、 君。」 

わにぶ ち 

「私 は 鍔 淵の 手代な のです から、 然云 ふお 話 は 解り かねます。 遊 佐さん、 では、 今日は まあ 三 

-*.;~ちゃゥだ.3- 

圓 頂戴して 之に 御 印 を、 どうぞお 早く。」 

遊 佐 は 其の 獨に計 ひかね て覺束 なげに 頷く のみ、 言 はで 忍びたり し 蒲 田の 怒 は 此時衝 くが 如く、 

：  かざ はや 

「待ち 給へ と 11! 一 II ふに！ 先から 風 早が 口 を 酸く して 賴んで 居る の ぢ やない か、 錢 貰が 門に 立つ 

たの ぢ やない、 人に 對す るに は 禮と云 ふ ものが ある、 可然 き挨， 拶を然 たまへ。」 


「お 話が お 話 だから 可 然き御 挨拶の 爲 やうが 無 い。」 

ぜ にかん ぢ ゃゥ 

r 默れ、 間！ 貴様の 頭 腦は錢 勘定ば かりして 居る ので、 人の 言 ふ 事が 解らん と 見えるな。 誰 

が 其の 話に 可然挨 拨を爲 ろと 言った。 友人に 對 する 擧 動が 無 禮 だから 節め と 言った の だ。 高利 貸 
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- I  ：  きゃゥ だ. 3- ぶん 

なら 高利 貸の やうに、 身の程 を 省みて 神妙に して 居れ。 盗人の 兄弟分の やうな 不正な 營業 をして 

居ながら、 恁 して 舊 友に 會 つたら ば 赧ぃ顏 の 一 つも 爲る ことか、 世界 漫遊で もして 來 たやうな 見 

あつぼ  しょ ゥ もん 

識で、 贵樣は 高利 を 貸す の を 適れ 名譽と 心得て ゐる のか。 恥 を 恥と も 思 はんの みか、 一枚の 證文 

あ つ を！： や. CN すけ 

を 鼻に 縢け て 我々 を 侮蔑した 此の 有様 を、 荒尾讓 介に 見せて 遣りたい！ 貴様の やうな 畜生に 生 

れ變 つた 奴 を、 荒 尾 は依樣 昔の 間 貫 一 だと 恩って、 此間も 我々 と 話して、 責樣の 安否 を 苦にして 

な、 實の弟 を 殺した より、 貴樣を 失った 方が 悲 いと 言って いで 居た ぞ。 其の 一言に 對 しても 少 

し は 良心の 眠を覺 せ！ 眞 人間の 風 早 庫之助と 蒲 田 鐵彌が 中に 入る から は 決して 迷惑 を 掛ける や 

うな 事 は爲ん から、 今日は 順し く 歸れ、 歸 れ。」 

「受取る もの を 受取らなくて は歸れ もしません。 貴下 方が それまで 遊 佐さん の 件に 就いて 御 心 

£>- くそ -y て ！ A 1. こ 

配下 さいますなら、 恁ぅ爲 すって 下さいません か、 左 も 右 も 此の 約束手形， は 遊 佐さん から 戴き ま 

して、 此の方の 形 は それで 一 先附 くので すから、 改めて 三百 圓の證 書 をお 書き下さ いまし、 風 早 

君と 蒲 田 君の 連帶 にして。」 

蒲 田 は 此の 乎 段 を 知る の經驗 あるな り、 

「うん、 宜 い。」 

「では 然ぅ爲 つて 下さる か。」 
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「うん、 宜ぃ c」 

「然ぅ 致せば 叉お 話の 付け やう もあります。」 

一 然し 氣の毒 だな、 無利息、 十 個 年賦 は。」 

「え X？ 常談ぢ やありません。」 

せ. * ら わら ひ 

有繁に 彼の 一 本參 りし を、 蒲 田 は 誇りが に 嘲 笑 しつ、 

「常談 は 措いて、 いづれ 四 五日 內に 篤と 話 を 付ける から、 八：' 日の 所 は、 久しぶりで 會 つた 僕 等 

の 顔を立て. -、 何も 言 はすに 歸 つて くれ 給へ な。」 

「然云 ふ 無理 を 有 仰る で、 私の方も然るべき御挨拶が5^來なくなるのです。 旣に遊 佐さん も 御 

しょ ゥだぐ  C 

承諾な のです から、 此の 手形 はお 貰 ひ^して 歸 ります。 未だ 外へ 廻る で 急ぎます から、 お 話 は 後 

日 寬り伺 ひませ う。 遊 佐さん、 御 印 を 願 ひます よ。 貴方 御 承諾な すって 置きながら 今にな つて 遲 

々なすって は 困ります。」 

やくび ゃゥ がみ 

「疫病神が 戸惑した やうに 手形々 々と 焼い 奴 だ。 俺が 始末 をして 遣らうよ。」 

彼 は 遊 佐が 前なる 用紙 を 取りて、 

「金 愛 百 拾七圓 …… 何 だ、 百 拾 七圓と は。」 

I 

「百 十七 圓？ 九十 圓 だよ。」  •  ^ 


「金 s 百 拾 七 圓と此 通り 書いて ある。」  ジ 

3 

恁る事 は 能く 知りながら 彼 は 故と 怪しむな りき。 

「そんな 蒈は 無い。」 

貫 一 は 彼等の 騷ぐを 尻目に 掛けて、 

アイ r-^ ぢゃゥ はふ 

「九十 圓が 元金、 之に 加へ た 二十 七 圓は天 引の 三 割、 是が 高利の 定法です。」 

音 もせ ざれ ど 遊 佐が 膽は 潰れぬ。  ， 

「お …； ど …… ろ …… いたね！」 

かざ はや 

蒲 田 は 物 を も 言 はす 件の 手形 を 二つに 引裂き、 遊 佐 も 風 早も是 はと 見る 間に、 猶も 引裂きく 

なげ や  さわ 

引损 りて が 目先に 投 遣りたり。 彼 は 騷げる 色 も 無く、 

「何 を爲 るので す。」 

「始末 をして 遣った の だ。」 

「遊 佐さん、 それで は 手形 もお 出し 下さらん のですな。」 

こ  >- ろ ひそか おそれ  严- 

彼 は 間が 非常手段 を 取らん とする、 と 心 陰 に懼を 作して、 

「いや 然 ふ譯ぢ やない …… 。」 

蒲田は^^と膝を前めて、 


「いや、 然 云ふ譯 だ！」 

こよ もて  は ざ ま 

彼の 鬼臉 なる をい と稚 しと 輕 しめたる やうに、 間 は 故と 色 を 和け て， 

せっかく なか  も， , す こ 

「手形の 始末 は それで 付いた か 知りません が、 貴方 も 折角 中へ 入って 下さるなら、 最少し 男ら 

しい 极 をなさい ましな。 私 如き 畜生と は 違って、 責方は 立派な 法舉 士、」 

はふが くし 

「お 、俺が 法學士 なら 奈何した。」 

「名 實が相 副 はんと 謂 ふので す。」 

「生 意氣 な、 もう 一 遍言 つて 見ろ。」 

しょげ ふ 

「何遍で も 言 ひます。 舉士 なら 擧士の やうな 所業 を爲 さい。」 

むなさき もろつ かみ 

蒲 田が 腕 は 電光の 如く 躍りて、 猶言 はんとせ し 貫 一 が 胸先 を 諸 摑に無 圖と捉 りたり。 

「間、 貴様 は …… 。」 

捩 向けた る 彼の 面 を 打 目 戌り て 、 

「取って 投げて くれやう と 思 ふ ほど 憎い 奴で も、 恁 して 顔 を 見合せ ると、 白い 二 本筋の 帽を冠 

スト ォゾ  ちからぬけ 

つて、 煖爐の 前に 膝 を 並べた 時分の 姿が 目に 附 いて、 嗚呼、 順し い 間 を、 とカ拔 がして 了 ふ。 貴 

樣 これが 人情 だ ぞ。」 

くわん いち  さすが  あはれ 

薄に 遭へ る 小 i の 如く 身 動 も 得 爲で押 付けられ たる 貫 一 を、 風 早 は 有 紫に 偶然と 見遣りて、 
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「蒲 田の 言 ふ 通り だ。 僕 等 も 中舉に 居た 頃の 間と 思って、 それ は 誓って 迷惑 を 掛ける やうな 事 

は爲ん から、 君 も 友人の 誼 を 思って、 二人の 頼を聽 いて くれ 給へ。」 

は vo.£ ど う 

「さあ、 間、 奈何 だ。」 

「友人の 誼 は 友人の 誼、 貸した 金 は 貸した 金で 自 から 別問題 …… 。」 

つどつ ま  や- * つよ 

彼 は 忽ち 呔 迫りて 言 ふ を 得す、 蒲 田 は 稍 强く緊 めた るな り。 

一 さあ、 もっと 雷へ、 言って 見ろ。 言ったら 貴様の 呼吸が 止る ぞ。」 

か な ふ W ゥ 

貫 一は 苦し さに 堪 へで 振釋 かんと 捥け ども、 嘉納 流の 覺 ある 蒲 田が 力に 敵し かねて、 なかく 

其の 爲 すに 信せ たる 幾分の 安き を 頼む のみな りけ り。 遊 佐 は 驚き、 風 早 も 心なら す、 

「おい 蒲 田、 可い かい、 死に はしない か。」 

「餘 り、 暴く するな よ。」 

ぐゎゥ ぜん  ， 

蒲 田 は t ハ然 として 大笑せ り。 

「恁 なると 金力より は 腕力 だな。 ねえ、 どうしても 是は 水滸傳 にある 圖だ らう。 惟 ふに、 凡そ 

zb  こく？ リ  こく さ "•、 こうは-^  •  • ,、 

圃利を 護り、 國權を 保つ に は、 國際 公法な ど は黉は 糸贝の 皮、 要は 兵力よ。 萬國の 上に は 立：^ の 

きょくちょく  ねかんな  しん 

君主が 無ければ、 國と國 との 曲 直 の 爭は抑 も 誰の 手で 遣憾 無く 決せら る の だ。 玆に唯 一 つ 《1^ 

判の 機關が ある、 曰く 戰！」 
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「もう 釋 してやれ、 大分 苦し さう だ。」 

r 强國 にして 辱められた 例 を 聞かん、 故に 僕 は 外交の 術 も 嘉納 流よ。」 

r 餘り 酷い目に遭せ ると、 僕の 方へ 報って 來 るから、 もう 舍 して くれた まへ な。」 

他の 言に 手 を 弛め たれ ど、 蒲 田 は 未だ 放ち も 遣らす、 

はざま 

「さあ、 間、 返事 は 奈何 だ ご 

は ざ、. H  5 

「咣 を緊. めら れても 出す 音は變 りません よ。 問 は 金力に は 屈しても、 腕力な どに 屈する もの か 

憎い と 思 ふなら 此面を 五 百圓の 紙幣 束で ぉ撲 きなさい。」 

ぎん V- わ 

「金貨 ぢゃ 可かん か。」 

「金貨、 結構です！」 

「ぢゃ 金貨 だ ぞ！」 

くわ 0  0- ち  .fc かま  X  くら は 

油斷 せる 貫 一が 左の 高微を 平手 打に 絕か吃 すれば、 呀と兩 手に 痛 を 抑へ て、 少時 は顏も 得擧け 

ざり き。 蒲 田 はやう- (\- 座に 復 りて、 

「急に は 此奴 歸 らんね。 いっそ 此で酒 を 始め や うぢ やない か、 而 して 飮 み且談 すると 爲 う。」 

「さあ、 それ も 可から う。」 

獨り 可から ぬ は 遊 佐な り。 
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「此で 飮んぢ や 3 曰くない ね。 而 して 形が 付かなければ、 何時まで だって 歸り はせんよ。 酒が 仕 

舞に なって 是 ばかり 遣られたら 猶 困る。」 

「宜 い、 歸 去に は 僕が 一所に 引 張って 好い 處へ 連れて行って 遣る から。 ねえ、 間、 おい、 間と 

言 ふのに。」 

「はい。」 

「贵 樣、 妻 君 有る のか。 お \、 風 早！」 

と 彼 は 横手 を拍 ちて 不意に 叫べ ば、 

「え. -、 吃驚す る、 何 だ。」 

おも ひだ  .SIS なづけ 

「憶 出した。 間の 許婚 は お宮、 お宮。」 

r 此頃は 他と 一所 かい。 鬼の 女房に 天女 だけれ ど、 今日 ぢゃ 大きに 日濟 など を 貸して 居る かも 

そんな こと  アイス 

知れん。 え. -、 責樣、 那樣 事を爲 しちや 可かん よ。 けれども 高利 貸な ど は、 これで 却って 女子に 

ほうり むさぼ  やはり ゥ *^ 

は溫 しいと ね。 間、 然 うかい。 彼等の 非 義非通 を 働いて 暴利 を 貪る 所以の 者 は、 依樣 旨い もの を 


食 ひ、 好い 女 を 自由にして、 好きな 榮耀 がして 見たい と 云 ふ、 唯 それだけの 目的より 外 は 無い の 

け. S*i いさ，？ おん 

だと 謂 ふが、 然 なのかね。 我々 から 考へ ると、 人情の 忍ぶ 可から ざる を 忍んで、 經營 慘愴と 努め 

る 所 は、 何ぞ 非常の 目的が あって 貨を殖 へる やう だが な、 譬 へば、 軍用金 を聚 める とか、 お 家の 
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だから ， ，, .  •  あんな おも ひき  ざん-一く し ごと 

寶を質 請す ると か。 單に 己の 慾を充 さう ばかりで、 那麼思 切った 殘 刻な 仕事が 出來る もので はな 

お ほぐ 

いと 想 ふの だ。 許 多の ガリ-^ 亡者 は 論外と して、 間 貫 一に 於て は何ぞ 目的が 有る の だら う。 這 

麼 非常手段 を 遣る くら ゐ だから、 必す 非常の 目的が 有って 存す るの だら う。」 

秋の 日 は 忽ち 黄昏れ て、 稍 早 けれど 燈を 入る、 と與 に、 用意の 酒 看 は 順を逐 ひて 運び出されぬ。 

ちゃ ゥだぃ なべ 

「おっと、 麥酒 かい、 頂戴。 鍋 は 風 早の 方へ、 煑方は 宜しくお 賴み 申します よ。 う、、 好い 松 

,  なか まっしろ 

茸 だ、 京でなくて は恁は 行かん よ I . 中が眞 白で、 庖丁が 軋む やうでなくて は。 今年 は 不作 だね 

瘦 せて ゐて、 虫が 多い、 那の 雨が 障った のさ。 間、 奈何 だい、 君の 目的 は。」 

「唯 貨が 欲い のです。」 ■ 

「で、 其の 貨を 奈何す る。」 

r 滿 らん 事 を！ 貨は 奈何で もなる ぢ やありません か。 奈何で もなる 貨 だから 欲い、 其の 欲い 

貨 だから、 恁 して 催促 もす るので す。 さあ、 遊 佐さん、 本當に 奈何して 下さる のです。」 

き げんよ 

「まあ、 之 を  一 飲んで、 今日は 機嫌 好く 歸 つて くれ 給へ。」 

「そら、 お 取次 だ。」 

「私 は 酒 は 不可ので す。」 

「折角 差した もの だ。」 


「全く 不可ので すから。」 

おし 0  はづ <*  はっし 

差 付けら る、 を 推 除く る 機に、 コップ は 脆く も 蒲 田の 手 を脫れ ば、 莨 盆の 大 入に 抵 りて 發 矢と 

割れたり。 

「何 を爲 る！」 

貫 一 も 今 は：^ へ かねて、 

「奈何した と！」 

むないた  ひとお タ-リ 

や をら 起たん と 爲る所 を、 蒲 田が 力に 胸板 を it れて、 ー耐 もせす 仰様に 打 僭け たり。 は此 

ひま  か：！' よ くわん いち 

の 隙に 彼の 手 飽を奪 ひて、 中なる 書類 を 手 任に 摑 出せば、 狂氣の 如く 1M 寄る 貫 一、 

キ. ぎゥ でと 

「身分に 障る ぞ！」 と 組み付く を、 利腕捉 つて、 

r 默 れ！」 と 捩 伏せ、 

ちが ひな 

「さあ、 遊 佐、 其の 中に 君の 證 書が 在る に 遠 無い から、 早く 其奴 を 取って 了 ひ 給へ。」 

こころ- 4 

之 を 聞きた る 遊 佐 は 色 を變へ ぬ。 風 早 も 事の 餘に 暴なる を 快し と爲 ざるな りき。 貫 一 は鬆 きて、 

ふん £た が ねち ち  かま だ こ- a 

撥 返さん と 右に 左に 身 を 揉む を、 蹈 跨りて 模 揚げ 捩 揚げ、 蒲 田 は 聲を勵 して、 

この ご  ちゆうち よ  - . 

r 此 期に 及んで！ 禱躇 する 所でない よ。 早く、 早く、 早く！ 風 早、 何を考 へと る。 さあ、 

遊 佐、 え、、 何事 も 僕が 引受けた から、 管 はす 遣り 給へ。 證窨を 取って 了へば、 後 は 細工 はりう 
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りう 僕が 心得て 居る から、 早く 探した まへ と 言 ふに。」 

ねめ ま は  くわん いち 

手 を 出し かねた る 二人 を 睨 廻して、 蒲 田 はな かく 下に 貫 一 の悶 ゆるに も 劣らす、 獨り業 を 沸 

ぢた t* ら ふ 

して 効 無き 地 鞴を蹈 みて ぞ居 たる。 

「それ は 餘り遣 過ぎる、 善くない、 善くない。」 

「善い も惡 いも ある もの か、 僕が 引受けた から 管 はんよ。 遊 佐、 君の 事ぢ やない か、 何 を憎然 

して 居る の だ。」 

ほと ほ をのの 

彼 は 幾と 慄 きて、 寧ろ 蒲 田が 腕立の 紳士に ある まじき を 諫めん とも 思へ るな り。 腰弱き 彼等の 

いき ど ほ  お- ら  く. T ん いち 

與す るに 足らざる を 憤れる 蒲 田 は、 寶の 山に 入りながら 手 を 空 うする 無念 さに、 貫 一が 手 も 折れ 

よとば かり 损 上れば、 

「あ. -、 待った く。 蒲 田 君、 待って くれ、 何とか 話 を 付ける から。」 

や，^ *i  ぽく ひとり  こうがく 

「え X 聒 しい。 君 等の やうな 意氣地 無し はもう 頼まん。 僕が 獨で 遣って 見せる から、 後 學の爲 

に 能く 見て 置き 給へ。」 

おのれ  と け i- ひも  から *<  あせ  - 

恁く言 捨て. -蒲田 は 片手して 己の 帶を 解かん とすれば、 時計の 紐の 生憎に 絡る を、 躁 りに 躁り 

て 引 放さん とす。 

「獨で 奈何す るの だよ。」 
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彼 は 有 繁に見 かねて 手を假 さんと 寄り 進みつ。 

ど -0  ふ？ lyn  I- ょゥ しょ 

「奈何す る もの か、 此奴 を蹈 ii つて 置いて、 僕が 證書を 探す わ。」 

「まあ、 餘り穏 でない から、 それだけ は 思 ひ 止り 給へ。 今 問 も 話 を 付る と 雷った から。」 

「何 か 此奴の 言 ふ 事が！」 

M は 苦しき 聲を 搾り-て、 

「^ と 話 を 付ける から、 此 手を釋 して くれ 給へ。」 

こっち  え C ぎウ 

「吃と 話 を 付けるな 11 此方の 要求 を容れ るか」 

r 容れ る。」  . 

詐とは 知れ ど、 二人の 同意せ ざる を 見て、 蒲 田も然 まで はと 力 挫けて、 竟に貫 一 を 放ちて け 

これ は 第一 の 受難で、 第二の 受難 は、 滿 枝に 附纏 はれて 或 晚四谷 見附 邊を 歩いて ゐ ると、 暗闘の 中 か 

ら 躍りで た 狼藉 もの、 ために、 さん > ^打ちのめされる、 弓の 折れ や ステッキの やうな もので、 厭と い 

ふ ほど やられる、 これ も 蒲 田 や 風 早の 仕業ら しい。 

賞 一 は 病室の 人と なる ので ある。 

すると、 この 病室で 又 面白い 芝居が 初 まる。 それ は お宮の 父嶋， 释隆 一が 見舞が てら やって来て、 元々 
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貫 一 を 愛して ゐ るの だし、 賞 一 のために も惡 しかれと 思って やった ことで はない の だが、 飛んだ ことに 

なった もの だとい つて、 色々 いひ 宥めて、 和解し やうと する ので ある。 强 情な 賞 一は 面 を 背けて 取り合 

はう と はしない。 嶋澤は 仕方なし に 立ち去る、 赤樫 滿 枝が 丁度 其の 場に 居 合せて、 何かと K 一  の 世話 を 

やいて ゐる、 貧 一は これに も惱 まされて ゐる。 嶋澤が 去った あと 間もなく！ i 枝に 氣を もって ゐる 鱭淵老 

人が、 病室 を 訪れて、 滿 枝が 女房 氣 取りで 病 入の 看病 をして ゐ るの をみ て 嫉妬す るので あるが、 これ も 

又 貫 一 のために は 一 つの 煩 ひで ある。 

この 後 は、 これ も 鰓 淵の ために 寄め られ て、 一粒種の 俘 を 監獄に 入れられて 了った 不運な 狂女の ため 

に、 il 淵の 家は燒 かれて、 鰓 淵 夫婦 は 非 菜の 最後 を 遂げて 了 ふ。 とい ふ 一場面が ある。 これ は 賞 一が 病 

室に 呻吟して ゐた 間の ことで、 この 狂女の 火を附 ける までの 描寫 や、 氣が狂 ふまでの 深 酷な 事件が 精緻 

な 筆で 描かれて ゐ るが、 その 燒 後へ 病室から 出て 来た 賞 一 と、 不斷 父の 商 費や、 高利 貸と しての 父の 社 

會觀 人生 哲學 といった ものと、 鬼 角 相容れな いもの を もって ゐる鰐 淵の 息子の 直 道と が、 相會 つて 鱭淵 

の 運命に 相 抱いて 泣く 場面 も 相當の 芝居で ある。 

作者 はこの 金色 夜叉と いふ 作品で、 相 當强烈 な 主觀を 表現して ゐ るが、 同時に 又客觀 的な 寛容 も あつ 

て、 人非人の il 淵に も 全體觀 としての 同情 を惜 まない もの k あるの は 注意すべき 點 である。 

これからが 續篇に 入る ので ある。 卷 頭に 出て ゐ るの は、 これ も 芝居 や 映畫に 仕組まれて、 大衆に ぉ馴 

染の 深い 芝 山 内で、 荒尾讓 介と お宮と 邂逅の 一 場面で ある。 


くわん ざん  ，  ね ふ ゅだか 

時を錢 なりと して 之 を 換算せば、 一 秒 を 一 毛に 見 接り て、 愛人 前の 陸 量 凡そ 八 時間 を 除きた る 

1 日の 正味 十六 時 問 は、 黉に金 五圓七 拾六錢 に相當 す。 之 を 三百 六十 五日の 一 年に 合計 すれば、 

金 贰千警 一 百 〇 贰圓四 拾錢の 互 額に 上る にあら す や。 然 れば兹 にせ 七日と 推 薄り たる 歳末の 市中 は 

被 §M々X して、 世界 絶滅の 期の 終に 宣告せられ たらん も恁 やとば かりに、 坐りし 人 は 出で.. -歩 

み、 歩みし 人 は 走りて 過ぎ、 走りし 人 は 足 も 空に、 合 ふさ 離る さの 氣立 ましく、 肩 相 摩して は 傷 

き、 毂相攀 ちて は碎 けぬべき をも覺 えざる は、 心々 に 今 を 限と 慌て 駿ぐ事 ありて、 不 狂人 も 狂せ 

ろな り。 彼等 は 皆 過去の 十一 筒 月 を虛に 送りて、 一秒の 塵の 積める 贰千 餘圓の 大金 を何處 にか 振 

II し、 後悔の 尾に 立ちて 今更の 血眼 を瞪 き、 草 を 分け、 瓦を揆 しても、 其の 行方 を 尋ねん と爲る 

せん  >..< いし 

にあらざる なし。 恁る 間に も 常 は 止 一 毛に 値する 一 秒の 鱟錢 乃至 拾錢 にも 暴騰せ る 貴々 重々 の 時 

は、 速射砲 を連發 にす るが 如く 飛 過る にぞ、 彼等の 恐慌 は 更に 意 言 も 及ばざる なる。 

へんき 

其の 平生に 怠 無 かりし 天 は、 又 今日に 何の 變易も あらす、 悠々 として 蒼く、 昭々 として^く、 

く ぜん  ひね もす きお 

浩々 として 靜に、 而も 確然と して 其の 覆 ふべき を 覆 ひ、 終日 北の 風 を 下し、 夕 付く 日の 影 を耀し 

て、 師走の 塵の 表に 高く 澄めり。 見遍 せば 雨 行の 門 飾 は 一 様に 枝 紫の 末 廣く壽 山の 翠を 交し、 十 

かすみ. ゥ *^ い 

町の 軒端に 績く 注連繩 は、 福 海の 霞搖曳 して、 繁華 を 添 ふる 春 待つ 景色 は、 轉た舊 り 行く 歳の 魂 

を 驚かす。 
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彼の 人々 の 贰千餘 圓を失 ひて 馳遠ふ 中 を、 梅 提げて 通る は 誰が 子、 獵 銃擔げ 行く は 誰が 子、 

妓と車 を 同う する は 誰が 子、 御 楊枝して 好き 衣 着た る は 誰が 子。 或は 二 頭 立の 馬車 を驅る 者、 結 

納の 品々 扭 する 者、 雜 誌な ど讀み もて 行く 者、 五 人の子 を數珠 鬚に して 勸 工場に 入る 者、 彼等 は 

各 若干の 得た る 所有り て、 如此く 自ら 足れり と爲 るに か あらん。 此 等の 少く 失へ る 者 は 喜び、 彼 

はい  あくさく 

等の 多く 失へ る 輩 は 憂 ひ、 又 希に は 全く 失 は ざり し 人の 樂 める も、 昝內に は解醋 として、 盈 てる 

は膨け じ、 鼯 ける は盈 たんと、 孰 か 其の 求む る 所に 急なら ざる は あらす、 人の 世 は 三の 朝より 花 

の晝、 月の 夕に も 其の 思の 外 は あら ざれ ど、 勇 怯 は 死地に 入りて 始めて 明なる 年の 關を、 物の 數 

からすね  てっぺん 

とも 爲 ざらん ほど を 目に も 見よ とや、 空 臑の醉 を 踏み、 鐵 鞭を曳 き、 ー卷の ブック を懷 にして、 

きの リ  40 らひ さら  あか ぞめ 

嘉平 治平の 衿の 燒 海苔 を 緩れ る 如き を 穿ち、 フラ ネルの 浴衣の 洗 輕 して 垢染 にした るに、 文目 も 

分かぬ 木綿 縞の 布 子 を 襲ね て、 ジ オン ソン 帽の瓦 色に 化けた る を 頂き、 焦 茶 地の 縞 羅紗の 二重 外 

ゅづ 

套は 何の 冬 誰が 不用 を や 譲られ けん、 尋常より は寸の 薄り たる を、 身材の 人より 璺な るに 絡 ひた 

+" かま  その ひと  かたち や - 

れば、 例の は 風に ゃ吹斷 れんと 危 くも 閃きつ、、 其 人 は 齢 三十 六 七と 見えて、 形 瘤せ たりと に 

は あらね ど、 寒 樹の夕 Ml に 倚りて 孤なる 風情、 縫り 负ふ氣 無く 麗しく も 富める 髭髯 は、 下に は^ 

めんばく 

の邊 まで 接々 と 垂れて、 左右に 枯 りたる は 八 字の 蔓を卷 きて 耳の 根に も迨 びぬ。 打 見れば 面目 

3 

爽 かに、 稍 傲れる 色 有れ ど峻 しく は あらす、 而も 今陶々 然として 酒 與を發 し、 舂の 日長の 野邊を M 


迎 るらん やうに、 西 筋の 横町 を 此の 大路に 出で 來 らんと す。 

「瓢 空しく 夜は靜 にして 髙樓に 上り、 酒 を 買 ひ、 簾を卷 き、 月を邀 へて 醉ひ、 醉中 劍を拂 へば 

光 月 を 射る。」 

がつ たのし 

彼 は 節 を かしく 微吟を 放ちて、 行く く且樂 むに 似たり。 打 晴れた る 空 は 琉璃 色に 夕榮 えて、 

if  すねがん 

俄に え 勝る 飈の目 口に 沁みて 磨鈹を 打つ らん やうなる に、 烈火の 如き 醉顏を 差 付けて は 太息噓 

いて、 右に 一 歩 左に 一歩と きつ. -、 

さん キ. やく しょ ゥ すねた ひらか  しゃく キ.. やく 

「往々 悲歌して 獨 り流涕 す、 君 山を剗 却して 湘水 平 に、 桂 樹を砍 却して 月 更に 明な らん を、 

じ やう ふこ. * ろざし あ 

丈夫 志 有りて …… 。」 

と唱ひ 出づる 時、 一隊の 近衞 騎兵 は 南 頭に 馬を疾 めて、 am 一文字に 行 手 を横斷 する に會 ひけれ 

ば、 彼 は鐵鞭 を植て X、 舞 立つ 砂煙の 中に 魁の 花 を 装へ る 健 兒の參 差と して 推 行く 後 影 をば、 壯 

なる 哉と 謂 まほ しげに 看 送りて、 

くす W ほどこ 

一 我 四方に 遊びて 意 を 得す、 陽 狂して 藥を 施す 成 都の 巿、」 

と 漫に其 詩の 首 をば 小聲朗 に吟じ 居たり。 さて は 往来の 遑き目 も 皆牽れ て、 此の 節季の 修羅場 

ひと てんか くら 

を獨 天下に 吃ひ醉 へる は、 何者の 暢氣 か、 自棄 か、 豪傑 か、 悟 か、 醉生兒 か、 と異 しき 姿 を 見て 

おもて  / 

過 る^れば、 面を識 らんと 窺 ふ 有り、 叉 は 其の 身の上な ど 思 ひつ. -行 くも 有り。 彼 は 太く 醉 へれ 
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ば總て 知らす、 町の 殷賑 を 眺め 遣りて、 何方 を 指して 行かん とも 心 定らす 姑く 立てるな りけ り。 

こ の， ち 

然 ばかり 人に 怪しま るれ ど、 彼 は 今日の み此 町に 姿を顯 したる にあら す、 折々 散步 すらん やう • 

.  か ゃウ すねたい 

に 出来る こと あれ ど、 箇 樣の醉 態を認 むる は、 兼て 注目せ る 派出所の 巡査， もめ づ らしと 思へ るな 

り0 

てつ べん  ちゃ ゥば かり 

旋 て 彼は鐵 鞭を曳 鳴して、 大路 を 右に 出で しが、 二 町 許 も 行きて、 乾の 方より 狭き 坂道の 開 

きたる 角に 來に ける 途端に、 風を帶 びて 馳下 りたる 俥 は、 生憎 其方に 赚 ける 醉 客の 賺 の 邊をー 

衝撞 てたり ければ、 彼 は 卻含を 打って 二 問 も 彼方へ 撥 飛 さる. -と齊 しく、 大地に 横面 擦って 僵れ 

たり。 不思議に も 無難に 踏留 りし 車夫 は、 此の 齒忽 に氣を 奪れ て 立ちたり しが、 面倒な ろ 敵 乎と 

さ  すね. 1" みちり めん 

見たり けん、 その ま、 轅を囘 して 逃れん とする を、 俥の 上なる 黑 緩の 吾妻 コ オト 着て、 素 鼠 縮緬 

づ きんかぶ  かばいろむ ぢ 

の 頭巾 被れる 婦人 は 樺色 無地の 親臘 虎の 膝 掛を推 除け て、 駐 めよ、 返せと 悶 ゆる を、 猶 聽 かで 曳 

々 と 挽き 行く 後より、 

「待て、 こら！」 と喝 する 聲に、 行く 人の 始て事 りと 覺れる も 多く、 はや 車夫の 不情 を尤む 

る 語も閱 ゆるに、 耐 りかね たる 婦人 は强て 其處に 下車して 返し 來 りぬ。 

例の 物見高き 町中な りければ， 此の 忙しき 際 を も 忘れて、 寄來る 人數は 蟻の せき を 探りた る や 

さウ なんし つく は  !：^,} 

うに、 一面に は 遭難者の 土に 踞 へる 周邊を 擁し、 一面に は 婦人の 左右に 傍 ひて、 目に 物見す と 揉 お 


立てたり。 婦人 は 途を來 つ 、被 物 を 取りぬ。 紋^二重の 小豆 鹿 子の 手 絡した る圓髂 に、 薩甲 脚の 

金 七寶の 玉の 後 f はすに、 fi^Q 政 子 響か ざして、 患 SSK 管 も 怯れ ぬべき 人の 

謂 ひ 知らす 思惑へ る を、 可 痛の 嵐に 堪 へぬ 花の 額 や、 と 群集 は 自ら 聲を歛 めて 肝に 徹 ふるな り 

气 

、ノと 更に 面の 裹 まほし き此場 を、 頭巾 脫ぎ たる 彼の 可羞 さと 切な さと は、 幾許な りけん、 打 銀 

1  てっぺん ，_i ところ  » 

めた る 額 は 错き所 あらぬ やうに、 人 堵の內 を 急 足に 迪 りたり。 帽子 も鐵鞭 も、 懷 にせし ブック も 

薩摩 下駄の 楚も投 散され たる 中に、 醉客は 半ば 身 を 據げて 血 を 流せる 右の 高顿を 平手に 掩 ひつ X、 

ゑ しゃく 

寄來る 婦人 を 打 見遣りつ。 彼 は 其の 前に 先 づ懦れ す 會釋 して、 

「どうも 取んだ 齒相を 致しまして、 何とも 招濟 みませんで ございます。 おや、 お 額 を！ お 目 

を 打ちました か、 まあ 奈何 も …… 。」 

「いや 太した 事 は 無い のです。」 

「然 やうで ございま すか。 何處ぞ お痛め 遊ばしました で ございませう。」  ， 

腰 を 得 立てす 居る を、 婦人 は 仍ほ氣 遣へ るな り。  • 

車夫 は 11^1? 屈めて 主人の 後方より 進出で ける が、 

「どうも、 旦那、 誠に 申譯も ございません、 どうか、 まあ 平に 御 勘 辩を願 ひます。」 


すね- く  おご そ， A 

眼 を 其方に 轉 じたる 醉客 は恚れ ると しもな けれど 聲 肅 に、 

な ぜ くるま 

「貴様 は 善くない ぞ。 麁 相を爲 たと 思うたら 何爲 車を駐 めん。 逃げ やうと する から 呼 止めたん 

しゃ。 貴様の 不心得から 主人に も 恥を搔 する、」 

「へ い 恐 入りました。」 

「どうぞ 御勘辨 あそばしまして。」 

俾の 主の 身 を 下して 辭を添 ふれば、 彼 も 打 頷きて、  . 

「以 來氣を 着けい、 よ。」 

「へい ：：： へ い。」 

「早う 行け、 行け。」 

ぽゥぐ わい  しゅ, cv<\  ち く プ 

や をら 彼 は 起たん とすな り。 さて は 望外なる 主從の 喜に 引 易へ て、 見物の 飽無氣 さは 更に 望外 

なりき。 彼等 は 幕の 開かぬ 芝居に 會 へる 想して、 餘に 落着の 蛇 尾 振 はざる を 悔みて、 はや 忙々 し 

き 踵 を 囘すも 多 かり けれど、 また 見榮 ある この 場の 模様に 名 殘を惜 みつ \ 去り 敢へ ぬ も ありけ 

り 0 

すね. A  く  はきもの 

車夫 は 起ち 惱 める 醉客を 抉け て、 履物 を 拾 ひ、 鞭 を 拾 ひて 宛 行へば、 主人 は 情を淸 め、 ブック 

を 取上げて 彼に 返し、 頭巾 を 車夫に 與 へて、 懇に 外套、 袴の 泥を拂 はしめ ぬ。 免され し 罪 は 消え S 


ぬべき も、 膝々 と 挫傷の 其 面に 殘れる を 見れば、 疚しき に堪 へぬ 心 は、 なほ 爲 すべき 事 ある を吝 

みて 私せる にあら す やと 省ら れて、 彼 は 有 紫に 見捨て かねた る 人の 顏を、 始は可 傷と 眺めたり し 

やう や するど 

に， 其の 眼 色 は 漸く 銳く、 且は疑 ひ且は 怪しむ らん やうに、 忍びて は 曙り つ  便 無げ に 佇みけ る 

に、 いで や 長居 は 無益とば かり、 彼 は i 坊踉と 踏 出せり。 

婦人 は 左に も 右に も 遣 過せ しが、 又 何とか 思 直し けん、 遽に追 行きて 呼 止めたり。 頭 を 捻 向け 

たる 醉客は 蹈れる 腿 を 吃と 見据 ゑて、 自か他 かと 訝し さに j::n も 出さす。 

「もしお 人 遠で ございましたら 御免 あそばしまして、 贲方 は、 あの、 もしゃ 荒 尾 _ さんで は 被 在 

いませんで すか。」 

おな  てつ べん 

「は？」 彼は覺 えす 身を囘 して、 丁と 立てた る鐵 鞭に 仗り、 這 は是. HI 日の 夢 か、 空 華の 形 か、 

すねがん 

正體 見ん と爲れ ど、 醉 眼の 空しく 張る のみに て、 ハ.^ す 霽れざる は 疑な り。 

, 荒 尾さん で 被 在い ました か！」 

「は あ？ 荒 尾です、 私 荒 尾です。」 

「那 の間贯 一 を 御 承知の？」 

「あ \ 間 貫 一 、 舊 友でした。」 

「私 は畸澤 の宫で ござい ます。」 
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「何、 嗨澤  鵰澤の …… 宫と有 仰る …… ？」 

「はい、 間の 居りました 宅の 嶋 澤。」 

「お \  、 宫さ ん！ 」 

おもかげ 

奇遇に 驚かされ たる 彼の 醉は頓 に 半 は 消えて、 せめて 昔の 俤 を認 むる や、 と 其 人 を打眺 むる 

より 外 は あらす。  . 

「お 久しぶりで 御座いました。」 

宮は懼 び 勇みて 犇と 寄りぬ。 

兮は 美しき 俥の 主なら す、 路傍の 醉 客なら す名宜 合へ る 彼と 此 との 思 は 如何。 間 貫 一 が嶋. 澤の 

家に 在りし日 は、 彼の 兄の 如く 友と して 善 かりし 人、 彼の 身の 如く 契りて 怜 しかりし 人に あらす 

や。 

かれら 

その 日の 彼等 は 又 同胞に も 得べ からざる 親 を 以て、 膝 を も 交へ 心 を も 語りし にあら す や。 その 

日の 彼等 は 多少の 轉 變を覺 悟せ し 一生の 中に、 今日の 奇遇 を算へ ざり しなり。 縱し然 りと も、 一 

たび 同胞と 睦合 へりし 身の、 弊衣 を飄 して 道に 醉ひ、 流 車を驅 りて 富に 驕れる 高下の 差別の 自ら 

種 有りて 作せ るに 似た る如此 きを、 彼等 は 更に/ \ 夢 ざり しなり。 其の 算へ ざり し 奇遇と 夢 ざり 

をん なぎ 

し 差別と は、 咄々、 相携 へて 二人の 身上に 逼れ るな り。 女氣の 脆き 淚 はは ゃ宫の 目に 濕 ひぬ。 
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「まあ 大 相お 變り 遊ばしました こと！」  S 

「責 方も變 りました な！」 

然し も 見え ざり し 面の 傷の 可 恐き までに 益す 血 を 出す に、 宫は 持たり し ハンカチ ィ フを與 へて 

こ X ろ  ゃゥす 

拭 はしめ つ X、 心 も 心なら す 様子 を 窺 ひて、 

「お痛み あそばす でせ う。 少しお 待ち あそばし まし。」 

彼 は 何やらん 盼咐 けて 車夫 を 遣りぬ。  . 

i- らし 

「直 此の 近くに 懇意の 醫 者が 居ります から、 其處 まで 被 入って 下さい まし、 唯今 傳を申 附けま 

した。」 


そん 


「何の、 那 様に 騷ぐ ほどの 事 は 無いです。」 

あいさ ゥ めしあが 

「あれ、 ぉ殆 うご ざいます よ、 而 して 大相召 上って 被 在る やうです から、 左 も 右 もお 俥で お出 

あそばし まし。」 

「いん や、 宜しい、 大丈夫。」  . 

「時に 問 は 其 後 奈何し ました か。」 

むな ささ 

宫は 胸先 を 刀の 透る やうに 覺 ゆるな りき。 

一 其|?^-に就きまして色々 お 話 も 致したい ので 御座います。」 


「然し、 奈何して 居ます か。」 

「無事です か。」 

「はい、 …… 。」  ノ 

「決して 無事 ぢ やない 箸です。」 

をめ- -  みぐ る 

生きた る 心地 もせす して 宫の 慙ぢ^ ける 傍に、 車夫 は 見苦し からぬ 一 臺の迂 享を伴 ひ來れ り。 

漸く 面 を擧れ は、 いつ 叉 寄りし とも 知らぬ 人 立 を、 可 忌く も 巡査の 怪 みて 近くな り。 

鬚 深き 横面に 貼藥 したる 荒 尾讓介 は旣に 蒼く 醉 醒めて、 煌々 たる 筌氣 ラム プの 前に 襞撗も あら 

ぬ 袴の 膝 を 丈 六に 組みて、 接待 莨の 葉卷を 燻らしつ. - 意氣肅 に、 打 萎れた る宮と 熊の 敷 皮 を斜に 

せいや ゥづ くり 

差 向 ひたり。 這 は是、 彼の 識れ ると 謂 ひし 醫師の 奥 二階に て、 疊 敷に したる 西洋 造の 十疊 間な り。 

物語 はは や 緒 を 解きし なるべし。 

て み 

「間が 影 を 隱す時 僕に 遣した 手紙が 有る、 それで 悉ぃ樣 子 を 知って 居る です。 其の 手紙 を 見た 

時には、 僕も顫 へて 腹が立った。 直に 貴方に 會 うて、 是非 これ は 思 返す やうに 飽くまで 忠告して、 

し A^tcN プっ 二ん 

それで 聽 かすば、 もう 人間の 取 极は爲 ちゃ 居られん、 腹の 癒 ゆる ほど 打賠 して、 一生 結婚の 成ら 

ん やう 立派な 不具に して 與れ やう、 と 旣に其 時 は 立 上ったです よ。 然し、 間が 言 を tl しても 貴方 


が聽 かんと 云 ふ、 僕の 言 を容れ やう 道理が 無い。 叉 間 を 嫌うた 以上 は、 贵方は 富 山への 寶物じ や、 

他の 喪 物に 疵を附 けち ゃ濟 まん、 と然ぅ 思うて、 そり ゃ赏に 矢 も 楣も耐 らん 胸 を、 攀 つて 了う たん 

です。」 

宮が顏 に推當 てた る片 袖の 端より、 連に 盾の 箄 むが 見えぬ"  . 

あれほど たが ひ  ，  >  ン 

「宫 さん、 僕 は 貴方 は 然云ふ 人で はない と 思うた。 那程 互に 愛して 居った 間 さへ が 欺かれたん 

あざむか 

ぢ やから、 僕の 欺 れ たの は 無理 も 無 いぢ やらう。 僕 は 僕と して 貴方 を怨 むば かりで は慊 らん。 

間に 代って 貴方 を怨 むです よ、 いん や、 怨む、 七生まで 怨む、 屹と怨 む！」 

終に 宮 が得堪 へぬ 泣 音 は 波れ ぬ。 

「ii の 一身 を 誤った のは贲 方が 誤った のじ や。 其 は 叉 間にしても、 高が 一 婦女子に 菜 てられた 

ら ぐ 

が 爲に志 を 挫いて、 命を拋 つた も 同然の 墮 落に 菜て る 彼の 不心得 は、 別に 間と して 大いに 資 めん 

けり やならん。 然し、 間が 如何に 不心得で あらう と、 責 方の 罪 は 依然として 贵 方の 罪 じ や、 のみ 

みさほ 

ならす、 贵 方が 間を棄 てた 故に、 彼が 今日の 有様に 墮 落した のであって 見れば、 貴方 は 女の 操 を 

さしころ 

破った のみでない、 併せて 夫 を 刺殺した も …… C, 一  . 

ふ リあふ  ニじリ 

宮は 慄然と して 振 仰ぎし が、 荒 尾の 鋭き 瞀 は 貫 一 が 怨も馮 りたり やと、 其の 見る 前に 身の 措 

所 無く 打 竦みたり。 
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「同じです よ。 然 うは 思 ひません か。 で、 貴方の 悔悟され たの は 善い、 是は 人と して 悔悟 せん 

.  ざんねん 

けり やならん 事。 けれども 殘 念ながら 今日に 及んでの 悔悟 は 業に 晚ぃ。 間の 墮落は 間 其 人の 死ん 

だ も 同然、 貴方 は 夫 を 持って 六 年、 な あ、 水 は 覆った、 盆 は 破れて 了う たんじ や。 您ぅ 成った 上 

もゥ はや かみ  や ±リ あ， U た 

は 最早 神の カも逮 ぶこと ではない。 お 氣の毒 じ やと 言 ひたいが、 猶且 貴方が 自ら 作せ る 罪の 報で、 

固より 活く 有るべき 事ぢ やらう と 田 5 ふ。」  •， 

宮は 俯きて よ \ と 泣く のみ。 

吁、 吾が 罪！ 然り とも 知らで 犯せし 一 旦の 吾が 罪！ 其の 吾が 罪の 深さ は、 彼 人なら ぬ 人 さ 

へ恁 まで 憎み、 恁 まで 怨 むか。 然も あらば、 必す思 知る 時 有らん と 雷 ひし 其 人の、 爭 でく 吾が 

罪を容 すべき。 吁、 吾が 罪 は 終に 容 されす、 吾が 戀人は 終に 苒び 見る 能 はざる か。 

宮は胸 滑れて、 淚の 中に 人心地 を も 失 はんとす なり。 

おのれ、 利 を 見て 愛 無 かりし 匹婦、 憎し とも 憎し と 思 はざる にあらぬ 荒 尾 も、 當 面に 彼の 悔悟 

の 切なる を 見て は、 有 鬚に 情 は 動くな りき。 宫は際 無く 顏を 得擧 げす 居たり。 

「然し、 好う 悔悟 を 作った、 間が 容 さんでも、 叉 僕が 容 さんでも、 貴方 は 其の 悔悟に 因って 自 

ら容 されたん じ や。」 

由無き 慰藉 は 聞か じと やうに 宫は 俯しながら 頭を掉 りて 更に 泣 入りぬ。 
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I 自 にで も容 された の は、 誰に も容 されん に は 勝って 居る、 叉 自ら 容 さる >- の は、 終に は 人に 

容 さる.. 其が 始ぢ やらう と 謂 ふ もの。 僕 は 未だ未だ 容し 難く 貴方 を怨 む。 怨み は爲る けれど、 今 

- •  —  •  キょゥ ちめ. ゥ *K たさつ 

日の 賁 方の 胸中 は 十分 察する のです。 贵 方の も 察する からに は、 他の 者の 間の 胸 中 も 亦 察せに 

そ あ/ \ どんな 

やならん、 fH- いです か。 而 して 孰が 多く 憐 むべき であるかと 謂へば、 間の 無念 は 抑 甚麼ぢ やら 

tt-_cw わん 

うか、 な あ、 僕 は 其 を 思 ふんです。 其 を 思うて 見る と責 方の 苦痛 を傍觀 する より 外 は 無い。 

恁 して 人 「日 圖ら すお 目に 掛 つた。 僕 は 婦人と して 生涯の 友に せう と 思うた 人 は、 後に も 先に も 

あなぶ 

贵 方ば かりじ や。 いや、 それ は 々お 世話に もな つた、 恭 いと 思うた 事 も 幾度 か 知れん、 其の 

レディ フレ ンド 

嫒 友 に 何年ぶ りかで 逢うた のぢ やから、 僕 も 資に可 懷ぅ思 ひました。」 

宫は泣 音の 迸らん とする を咬緊 めて、 濡 浸れる 柚に 犇々 と 面 を 擦 付けたり。 

「けれど 叉、 圓體に 結うて、 立派に して 居らる. -のを 見り や、 決して 可愛う はたかった。 幸 ひ 

so ゃゥ 

贵 方が 話したい 事が 有る と 言る、、 善し、 那樣に 間を詐 つた 貴方 じ や、 叉 僕 を 幾何 ほど 詐る こと 

ぢ やらう、 其を閒 いた 上で、 今日 こそ は打踣 して 與れ やうと 待って 居った。 然るに、 責 方の 悔悟 

やより 2< フレンド 

僕 は 陰に 喜んで 聽 いたのです。 今日の 貴方 は依樣 僕の 友 の宫 さん ぢ やった。 好う 責方は 悔悟な 

すった！ 然も 無かったら、 贵 方の 顏に 此の 十倍の 疵を附 けに や 還さん ぢ やった のです。 な あ、 

自ら 容 された の は 人に 赦 さる  > -始—  ー 解りました か。 
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で、 間に 取 成して くれい、 詫 を 言うて くれい、 とのお 嘱ぢ やけれ ど、 それ は 僕 は 爲ん。 爲んの 

は、 間に 對 して 奈何 も出來 んのぢ やから、 叉 貴方に 罪 有りと 知って 居りながら 其 人から 頼まる 》 

僕で ない。 叉 僕が 間であった らば、 斷 じて 貴方の 罪は容 さんの ぢ やから。 

恁 して 親友の 敵に 逢うて からに、 指 も 差さす に 別る ュ、 是が荒 尾の 貴方に 對 する 寸志と 思うて 

下さい。 いや、 久しぶりで 折角お 目に 褂 りながら、 可 厭な 一 W ばかり 聞せ ました。 それ ぢゃ、 まあ、 

御 機 錄 好う、 これでお 暇し ます。」 

會釋 して 荒 尾の 身 を 起さん とする 時、 

「暫く、 どうぞ。」 宫 は取亂 したる 泣顏を 振擧げ て、 重き 験の 露を拂 へり。 

「それで は此 上甚麼 にお 願 ひ しましても、 貴方 はお 詫を爲 つて は 下さらな いので 御座います 

やつ ぼり わたくし  l . . 

か。 而 して 貴方 も猶且 私 を容 さんと 有 仰る ので 御座いま すか。」 

「然 うです。」 

忙しげに 荒 尾 は 片膝 立て X 居たり。 

「どうぞ 最 暫く 被 在って 下さ いまし、 唯今 直に 御飯が 參 ります ですから。」 

「や、 飯なら 欲う ありま せんよ。」 

5 

一 私 は 未だ. 上げたい 事が 有る ので ございま すから、 荒 尾さん どうかお 坐り 下さい まし。」  お 


「いくら 貴方が 言うた つて、 返らん 事ぢ やありません か。」 

3 

「那樣 にまで 有 仰らなくても、 …： 少し は、 堪忍な すって 下さい まし。」 

かざ 

火鉢の 緣に片 乎 を 翳して、 何 を か 打 案す る 様なる 目を翥 しつ \ 荒 尾 は 答へ す。 

「荒 愿 さん、 それで は、 迚もお 聽入は あるまい と 私は識 めました から、 貫 一さん へお 詫の 事 は 

もう. & しますまい、 叉 貴方に 容 して 戴く 事 も 願 ひますまい、」 

なほ か. few つ 41 く 

咄嗟に 荒 尾の 視線 は轉 じて、 猶語 核 る 宫が面 を 掠め 去りぬ e 

「唯一 目 私は茛 一さん に 逢 ひまして、 其 前で もって、 私の如何にも惡かったi5^-を思ふ存<^:謝り 

fcsiQO ひと 

たいので 御座います。 唯 彼 人の 目の前で 謝り さへ 爲 たら、 それで 私 は 本望な ので ございます。 素 

より 容 して もら はう と は 思 ひません、 貫 一さん が叉容 して くれやう とも、 え、、 どうせ 私 は 思 ひ 

は 致しません。 容 されなくても 私 は 管 ひません。 私 はもう 覺悟を 致し …… 。」 

宫は 苦しげ に淚 を^み て、 

「ですから、 どうぞ 御 一所に お 伴れ なすって 下さい まし。 贵方 がお 伴れ なすって 下されば、 貫 

一 さん は屹と 逢って くれます。 逢って さへ くれましたら、 私 は 殺されましても 可い ので 御座いま 

す。 貴方と 一 一人で 私 を 責めて 責めて 責め 祓いた 上で、 貫 一 さんに 殺さして 下さい まし。 私は贯 一 

さんに 殺して もら ひたいので 御座います。」 


感に 打れ て 霜 置く 松の 如く 動 かざりし 荒 尾 は、 忽ち 其の 長 き^を 振りて 頷け り。 

「うむ、 面白い！ 逢うて 間に 殺された いと は、 宫 さん 好う 言 はれた。 然 なけり やならん じ や。 

とみや ま 

然し、 な あ、 然し ぢゃ、 贵方は 今 は 富 山の 奥さん、 唯繼と r ムふ 夫の 有る 身 じ や、 滅多な 事 は出來 

んで すよ。」 

r 私 は 管 ひません！」  . 

「可かん、 そり や 可かん、 間に 殺されても 辭 せんと 云 ふ 其の 悔悟 は 可い が、 それ ぢゃ贵 方 は 間 

有る を 知って 夫 有る の を 知らん のぢ や。 夫 を 奈何な さるな あ、 夫に 道が 立たん 事に なり はせ まい 

か、 そこ も考 へて 貰 はに やならん。 

して 見り や、 始には 富 山が 爲に間 を 欺き、 今 叉 間の 爲に贵 方 は 富 山 を 欺 くんじ や。 一人なら す 

>f あざむ 

1 一人 欺 くんじ や！ 一  方に は 悔悟して、 其が 爲に叉 一 方に 罪 を 犯したら、 折角の 悔悟の 効 は沒っ 

て 了 ふ。： 

「那樣 事 は 管 ひません！」  - 

がた 

無 慙に唇 を 咬みて、 宮は 抑へ 難く も激 せるな り。 

「管 はん ぢゃ 可かん。」 

「い.. -ぇ、 管 ひません！」 
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「そり や 可かん！」 

から. に 

「私 はもう 那樣事 は 管 ひません のです。 私の 缠 は甚麼 になり ませう とも、 疾 から 棄て. -居 るの 

で 御座います から、 唯最 一度 莨 一 さんに お 目に 掛 つて、 此の 氣の濟 む ほど 謝り さへ 致したら、 其 

いっそ さゥ 

場で もって 私 は 死にましても 本望な のです から、 富 山の 事な ど は …… 不如 然して 死んで 了 ひたい 

ので 御座います。」 

「それく 然云 ふ無考 な、 譯の 解らん 人に 僕は與 する こと は 出 來んと 謂 ふん じ や。 ー體 然した 

あざむ 

貴方 は 了簡 ぢ やからして、 始に間 をも棄 てたん じ や。 不埒です！ 人の 妻た る 身で 夫 を 欺いて、 

そんな あなた  ふ びん 

それで 管 はんと は 何事です か。 那樣 貴方が 了簡であって 見り や、 僕 は 寧ろ 富 山 を 不敏に 思 ふです、 

あはれ 

貴方の やうな 不貞 不義の 妻 を 有った 富 山 其 人の 不幸 を愍 まんけ り やならん、 いや、 憨む、 貴方よ 

り は 富 山に 僕 は 同情 を 表する、 愈よ 憎むべき は 責方じ や。. 一 

四途亂 に濕へ る 宫の目 は 焚 ゆらん やうに 駕 けり。 

「然ぅ 有 仰ったら、 私 は 奈何して 悔悟したら 宜 いので 御座いませう。 荒 尾さん、 どうぞ 助ける 

お X しめ  おし 

と 思， 召して ぉ誨 へな すって 下さい まし。」 

ご らん 

「僕に は識 へられんで、 貴方が まあ 能う 考へ て 御覧なさい。」 

「三年 も 四 年 も 前から 一 日で も 其 事を考 へません 日と 云ったら 無い ので ございます。 其が 爲に 
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々と 全で 疾 つて 居る やうな 氣 分で、 噫もう 這 麼なら 、 いっそ 死んで 了 はう、 と 熱く 然 うは 

思 ひながら、 唯もう 一 目、 一 目で 可う ございま すから 貫 一 さんに 逢 ひません では、 どうも 死ぬ に 

も 死なれな いので 御座います。」 

「まあ 能う 考へ て御覽 なさい。」 

「荒 尾さん、 貴方 それで は餘 りで ございま すわ c」 

JJ もと 

獨に餘 る 心細 さに、 宫は 男の 袂を 執りて 泣きぬ。 理切 めて 荒 尾 も 其 手を拂 ひかね つ- -、 吾なら 

むね ふさが  やつれす が. y 

ぬ 愁に胸 塞れ て、 實 にもと 覺 ゆる 宫が衰 容に眼 凝し 居たり。 

「荒 尾さん、 這麼に 思って 私 は 悔悟して 居る のぢゃ ございま せんか、 昔の 宫 だと 思 召して 頓に 

成って 下さい まし。 どうぞ、 荒 尾さん、 どうぞ、 さあ、 ぉ誨 へな すって 下さい まし。」 

涙に 昏れて 其の 語 は 能く も 聞え す。 階 子 下の 物 昔 は 膳 蓮び 出づ るなる べし。 

果して 人の 入来て、 夕餉の 設す とて 少時 紛 されし 後、 二人 は 謂 ふべ からざる 佗しき 無言の 中に 

相對 する のみな りし を、 荒 尾 は 始めて 高く 咳き つ。 

「貴方の 言る. -事は 能う 解って 居る、 決して 無理と は 思 はんです。 如何にも 責 方に 誨 へて 上げ 

たい、 誨へ て 貴方の 身の 立つ やうな 處 置で 有るなら、 誨へ て 上げん ぢ やないです。 けれども じ や 

其が 誨 へて 上げら れんの は、 僕が 貴方で あったら 恁ぅ爲 ると 云 ふ 考量に 止る ので ：：： いや、 いや 
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おし 

そり や 言 れん。 言うて 善い 事なら 言 ひます。 人に 對 して 言 ふべき 事で ない、 況ゃ誨 ふべき 事で は 

.  つ *i リ ちら を てきく. 0 さ- cS 

ない、 止 だ 僕 一箇の 了簡と して 肚の 中に 思うた 迄の 事、 究竟 荒 尾 的 空想に 過ぎん のぢ やから、 空 

想を誨 へて 入 を 誤って は 奈何 もな らんから、 僕 は 何も 言 はんので、 言 はん ぢ やない、 實際言 得ん 

のじ や。 然し 凝 能う 考 へて 見て、 責 方に 誨 へらる. - 方法 を 見出したら、 更にお 目に 掛 つて 申 上げ 

やう。 折が 有ったら 又お 目に 掛 ります。 は、 僕の 住居？ 住居 は、 まあ 言 はん 方が 可い、 蟹が 子 

たれば 宿 も 定めす じ や。 言うても 差 支 は 無い けれど、 貴方に 押褂 けらる.. -と 困る から、 まあ 言 は 

こんな なり  おどろ 

ん。 は、 如何にも、 這麼態 をして 居る ので、 貴方 は 吃驚な すった か、 然 うでせ う。 自分に も 驚い 

て 居る のぢ やけれ ど 奈何 も爲 方が 無い。 僕の 身の上に 就て は 段々 仔細が 有る です とも、 北 (もお 話 

したい けれど、 叉此 次に。 

酒 は 餘り飮 むな？ は あ、 今日の やうに 醉 うた 事 は 希です。 ^い、 折角の 御 忠吿ぢ やから 今後 

は宜 い、 氣を 着く るです。 

力に 成って くれと 言うた とて、 義 として 僕は責 方の 力に は 成れん ぢ やないで すか。 貴方の 胸中 

も聽 いた 事ぢ やから、 敵に はなるまい、 けれど 力に は 成られんで すよ。 

べん  す こ 

閒 にも 其 後 逢 はんので すと も。 一 遍 逢うて 閜 きたい 事 も 言 ひたい 事 も 頗る 有る のぢ やけれ ど、 

も、 訪ね もせん ので。 それに や 一向 意味 は 無いです とも。 は あ、 一遍 訪ね ませう。 明 B 訪ねて く 


れい？ 然 うは 可かん、 僕も是 でな かく 用が 有る のぢ やから。 あ  > -、 貴方 も 浮世が 可 厭か、 僕 

も 御 同樣じ や。 世の中と 云 ふ もの は、 一 つ 間遠 ふと 誠に 面倒な もので、 僕な ども 今日の 有樣 では 

生 効の 無い 方ぢ やけれ ど、 此 儘で 空く 死ぬ るも殘 念で な、 然ぅ 思うて 生きて は 居る けれど、 苦し 

)  J  なに ，5 えいの ち をし 

みつ \ 生きて 居るなら、 死んだ 方が 無論 勝です さ。 何故 命が 惜ぃ のか、 考 へて 見る と 頗る 解な く 

なる。」 

語りつ 彼 は 食 を 了り ぬ。 

「嗚呼、 貴方に 給仕して 貰 ふの は 何年ぶ りと 謂 ふの か 知らん。 間 も 善う 食うた。」 

さしぐ 

宮は差 含 ひ淚を 啜れり。 盡 きせぬ 悲を 何時まで か 見ん とやう に 荒 尾 は 俄に 身支度して、 

「こり や 然し 却ってお 世話になりました。 それ ぢゃ宫 さん、 お 暇。」 

「あれ、 荒 尾さん、 まあ、 貴方 …； 。」 

はや 彼 は 起てるな り 。宮 は： S 前 に 塞 り. て 立ちながら 泣 き ぬ 。 

「私 は 奈何したら 可 い の でせ う。」 

「覺悟 一 つです。」 

始て誨 ふるが 如く 言 放ちて 荒 尾の 排け 行かん とする を、 彼 は 猶も鎚 りて、 

r 覺 吾と は？ 一 
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「護んで 字の 如し。」  ^ 

驚 破、 彼の 座敷 を出づ る を、 送り も 行かす、 坐り も 遣らぬ 宫が、 姿 は 寂しく も 壁に 向 ひて 動か 

ざ りけ り 0 

以下 揭 載す るの は、 富 山 夫人と しての お宮の 覺醒と 煩悶と である。 

る  そ も そ  0~ いえう えいぐ お 

宫は旣 に 富む と裕 なるとに 饜 きぬ。 抑 も 彼が 此 家に 嫁ぎし は、 惑 深き 娘氣の 一 圆 に、 榮 11 榮華 

の 欲する ま >- なる 身分 を 願 ふ を 旨と するな りければ、 始 より-夫の 愛情の 如き は、 有る も 善し、 有 

ら ざる も 更に 善しと、 殆ど 無用の 物の やうに 輕 めたり き。 今や 其 願 足りて、 而も 遂に 饕 きたる 彼 

は彌 ょ夤ら る.. - 愛情の 煩 はしき に堪 へす して、 寧ろ 影 を 追 ふよりも 優き 昔の 戀を思 ひて、 私に 樂 

むの 味 ある を覺 ゆるな り。 

上ろ こ 

恁 なりてより 彼 は 自ら 唯繼の 面前 を 厭 ひて、 寂しく 垂 籠め ては隨 意に 物 思 ふ を ii; びたり しが、 

たづみ  やしきう ち 

圖 らすも 田 鶴 見の 邸 內に貫 一 を 見し より、 彼の 然して 昔に 變らぬ 一 介の 書生 風なる を 見し より、 

なほ わい/、 

一度 は 絶えし 戀 ながら、 仍冥々 に 行末 望 あるが 如く、 然る は 彼が 昔の ま \ の容 なる を、 今 も 其の 

1^ を 守りて、 時の 到る を 待つ らん やうに 思 傲 さる  >- なりけ り。 


其 時 は m: 水して 到るべき ものなる か。 宮は躬 の 心の底 を 叩きて、 答 を 得る に沮 みつ X も、 有 鬚に 

ひそ  お ぼっか 

叉 己に も 知れざる 秘密の 潜める 心地して、 一 面に は覺 束な くも、 又 一 面に は 左に も 右に も 信ぜら 

るるな り。 

便ち 宮の 夫の 愛を受 くる を 難堪く 苦しと 思 知りた る は、 彼の 寫眞の 鏡面の 前に 悶絶せ し 日より 

にて、 其の 戀 しさに 取 迫め て は、 いで や、 此の 富める に 霞き、 裕な るに 倦める 家を棄 つべき か、 

--:  おゆ ら  たお あへ  ひそか  か 

棄 てよ とならば 退 はじと 思へ る も 還な りき。 唯敢て 之を爲 ざる は、 竊に望 は 鬚け ながら も、 行く 

べき 方の 怨を 解かざる を 虞る  故の み。 

ただつぐ 

素より 宫は 唯！！ を 愛せ ざり しか ど、 決して 之 を 惜 むと に は あら ざり き。 然れど 今 はし も 正に 其 

.  お a  ちた ひ  あざむ 

念 は 起れ るな り。 自ら 謂へ らく、 吾夫 こそ 當時戀 と 富との 値 を 知ら ざり し 己 を 欺き、 {41 く 輝け る 

ゥ  うらみ 

富 を 示して、 售 るべ くも あら ざり し を^ ひける よ、 と 悔の餘 は 恁る恨 を も 他に 被せて、 彼 は 己 

を 過り. し をば、 全く 夫の 罪と 爲 せり。 

此 心なる 宮は 此の 一 月 十七 日に 會 ひて、 此の 一 月 十七 日の 雪に 會 ひて、 ぃと^-しく貫 一 が 事の 

ゥた  む こ  たの しみ 

忍ばる X に 就けて 轉た惡 人の 夫 を 厭 ふこと 甚 しかり。 無辜の 唯 繼は恁 る 今宵の 樂を授 る 此の 美し 

き 窭を拜 する ばかりに、 有 程の 誠 を 奉げ て、 蜜よりも せき 言の 數々 を^き て 止ま ざれ ど、 宮が耳 

に は 人 の聲は 聞え すし て、 雪の 音 のみ ぞい と 能く 響き た る 。 
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其 雪 は 明 方に なりて 歇 みぬ。 乾坤の. CI きに 漂 ひて 華麗に 差 出で たる 曰 影 は、 漲る ばかりに 暖き ，2. 

し  、 ねも^-かがゃ  ， •  めきき さま +y げ  3 

光を鋪 きて 終日 輝きければ、 七 分の 雪 は 其 日に 解けて、 はや 翌日 は 往来の 妨碍 も あらす。 處々 の 

ぬかるみ  さら 

泥濘 は 打繽く 快晴 の 天に 螺 されて、 刻々 に 乾き 行くな り 。 

此雪の 爲に外 S を 封 ぜられ し 人 は、 此の 日和と 此の 道と を 見て、 皆：^ へ かねて 昨日より 出で し 

ぶし やう  うらど ほリ  こゥぢ 

も 多 かるべし リ まして 今日と なりて は、 手 置の 宜 からぬ 横町、 不性 なる 裘通、 屋敷町の 小路な ど 

の ルルれ る 雪の 九十 九折、 或は ^ 返せし 汁粉の 海の、 差掛 りて 雜. 镇を 極む ると は 知らす、 見渡す 町 

通の 乾々 干に 固れ るに 咬 かされて、 控 へたり し 人の 出で ざる は あら ざらん やうに、 往來の 常より 

频 なる 午前 十 一 時と いふ 頃、 屈み 勝に 疲れたる 車夫 は、 泥の 粉 衣掛け たる 車輪 を可惱 しげに 轉し 

/ヽろ あや  てついろ ちりめん  い そ ぢ 

て、 黑錢の 吾妻 コ オト 着て、 鐵色 縮緬の 頭巾 を 領に卷 きたる 五十路に 近き 賤し からぬ 婦人 を 載せ 

し *i.s ひ ぐら ど ほり 

たるが、 南の 方より 芝 飯 倉 通に 來 か、 りぬ。 

唯 有る 横町 を 西に 切れて、 某の 神社の 石の 玉垣に 沿 ひて、 だらくと 上る 道狹 く、 繁き 木立に 

南 を 塞がれて、 殘れる 雪の 夥多し きが 泥 交に 蹈 散され たる を、 件の 車 は曳々 と 挽 上げて、 取 着に 

土 群 を. E 々しく 構 へ て、 門に は電 燈を揭 げたる 方に ぞ 入りけ る。 

*  一- * とみや また V： つぐ  とく 

道 は 富 山 唯繼が 住居に て、 其の 女 客は宫 が 母な り- 主 は 疾に會 社に 出勤せ し 後に て、 例刻に 來 

れる髮 結の 今方 歸 行きて、 まだ 其迹も 掃かぬ 程な り。 紋羽二重の 肉色 鹿 子 を 掛けた る 大圓體 より 


水 は 滴る ばかりに、 玉の 如き 喉 を {II 絹の ハンカチ ィ フに卷 きて、 風邪 氣 などに や 連に 打 咳きつつ、 

お. ネ つれ 

i 吕は 奥より 出迎に 見えぬ。 其の 故と も覺 えす 餘に 著き 面 羸 は、 唯 一 目に 母が 心 を 驚せ り。 

さ と  こ vi な 

閑 ある 身 なれば、 宮は 月々 生家なる 兩親を 見舞 ひ、 母 も 同じ ほど 訪ひ 音づる 、をば、 此上 無き 

.  ： ：  まこと  1. ての み あんた. S 

隱 居の 保養と 爲る なり。 信に 女親の 心 は、 娘の 身の 定 りて、 其家榮 え、 其 身 安泰に、 而もい み じ 

う 出世した る 姿 を 見る に增 して 樂 まさる  >- 事 は あら ざらん。 彼 は宮を 見る 毎に 犬なる 乎 抦をも 成 

し  みなさい かくな  しお はせ うす 

したらん やうに、 吾が 識れる ほどの 親と いふ 親 は、 皆才覺 無く、 仕^ 薄くて、 有 樣は氣 の 毒なる 

そぞろ  ほこ 

人達 哉、 と漫に 己の 誇らる \ なりけ り。 然れば 月毎に 彼が 富 山の 門 を 入る は、 正に 人の 母た る 成 

功の 凱 門 を 過る 心地 もす なるべし。 

なつかし  い そ /fx  たれ こ 

可懷 きと、 嬉しき と、 猶 今一 つとにて、 母 は 得々 と 奥に 導れ ぬ C 久しく 垂籠 めて 友 欲しき 宫は、 

す，， /ひ 

拯を 得た る やうに 覺 えて、 有る まじき 事ながら、 或は 密に貫 一 の 報を窗 せる に は あらす やな ど、 

ま  うれ ひ  しばら 

枉げて も 念じつ X、 せめて は愁 に閉ぢ たる 胸 を 姑く も寬 うせんと するな り。 

ひ ごろた く  けっしょく  なじ 

母 は 語る ベ き 事 の 日頃 蓄 へたる 數々 を 措き て 、 先 づ宮が 血色の 氣遣 しく 衰 へ たる 故 を 詰り ぬ。 

やつ  おそ 

同じ 事 を 夫に さ へ 問れ し を 思 4 口せ て、 彼は然 までに 己の 羸れ たる を惧 れつ も。 

「然 う？ でも、 何 處も惡 い 所なん ぞ 有り はしません。 餘り體 を 動かさな いから、 その 所爲か 

も 知れません。 けれども、 此頃は 時々 氣が いで IS いで 耐ら ない 事が あるの。 那は 血の道と 謂ん 
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でせ うね。」 

「あ \  、それ は 血の道 さ。 私なん ぞも 持病に あるの だから、 依樣然 だら うよ。 それでも、 それ 

ひつ A. ゃゥ？ ぴ ゃゥ 

で 痩せる や うぢ や 良くない の だから、 ぉ醫 者に 診ても らふ 方が 可い よ。 放って 措く から 畢竟 持病 

fet- ゥなづ 

にもなる のさ。」 宫は唯 頷きぬ。 母 は 不圖思 起して や、 然も 慌 忙しげに、 

「後が 出來 たの ぢ やない かい。」 

宫は打 笑みつ。 然れ ども 例の 可羞 とに は あらで 傍 痛き 餘を微 見せし やうな り。 

そんな こと 

「那様 事 はあり はしません わ。」 

「然ぅ 何日まで も 沙汰が 無くち や 困る ぢ やない か。 本當に 未だ 那樣樣 子 は 無い のかえ。」 

「有り はしません よ。」 

「無い の を 手柄に でもして 居る やうに、 何 だね。 一人 はもう 無くて 奈何す るの だら う、 先へ 寄 

こうく わ 一  あれき りちと 

つて 御 if 气 後悔 を爲 るから。 本當 なら 二人ぐ らゐ 有って 好い 時分な のに、 那限 後が 出來 ない 所 を 

からだ 

見る と やっぱり 鉢が 弱い の だね。 今の 內 養生して 丈夫に ならな くち や 可け ない よ。 お前 は 然して 

ほんた ぐ  どんな 

平氣 で、 いつまでも 若くて 居る 氣 なの だら うけれ ど、 本宅の 方なん ぞ でも 後が /-\ つて、 甚麼に 

まち か  あれ 

待 兼ねてお 在 だか 知れ はしない の だよ。 內ぢゃ 叉 阿 父さん は、 他 は 奈何した と 謂 ふんだら う、 情 

おこ  たゥ にん 

無い 奴 だ。 子 を 生み 得な いのは 女の 恥 だって、 り 切って 居な さるく らゐ だのに、 當 人のお 前と 
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云ったら、 可 厭に 落着いて 居る から、 憎らしくて なり はしない。 而 して、 お前 は 先の 內は 子供が 

^ き,  さすが 

所 好だった 癖に、 自分の 子 は 欲くない のかね。」 宮も有 繁に當 惑し つ \ 

「欲しくない 事 はあり はしません けれど、 出来ない もの は爲 方が 無い わ。」 

T  '  や； 0 じ やう  からお ぢゃゥ ぶ 

「だから、 何でも 養生して、 體を 丈夫に する のが 專 だよ。」 

r 體が 弱い とお 言 ひだ けれど、 自分に は 別段 此が惡 いと 思 ふ處も 無い から、 診ても らふの も變 

おつか 

だし …… けれどもね、 阿 母さん、 私は疾 から 言 はう 言 はう と 思って 居た のです けれど、 實は氣 に 

懸る 事が あってね、 それで 始終 何だか 心 持が 快くない の。 其の 所爲で il と體も 良くない のか 知 

らんと 田 5 ふ の よ。 」 

母の 其 目は狗 り、 其 膝 は 前み、 其 胸 は Si 、れ たり。 

「奈何した のさ！」 宮は 俯きたり し顏を 寂しげ に 起して、 

「私ね、 去年の 秋、 貫 一 さんに 逢って ね …… 。」 

「然 かい！」 

己 だに 聞く を 撣 る 秘密の 如く、 母 は 其の 應 ふる 聲をも 潜めて、 まして 四 邊には 油斷も あらぬ 氣 

勢な り。 

「何處 で。」 


3 わ 7 


まる，？： 1-り あれから 

「內の 方へ も 全然 爾来の 様子 は 知れない の？」 

「あ \。」 

「些 も？」 

5 二。」  ， 

「奈何し て 居る と 云 ふやうな 話 も？  J 

ゎづか  ほんかん 

「あ， -。」 任^く  11? に應 ふるのみ にて、 母 は 自ら 湧せ る 萬感の 渦の 裏に 陷 りて ぞ^た る。 

f 然ぅ？ 阿 父さん は 內證で 知って ぉ在ぢ やなくて？」 

そんな -- £  あらきし 

「い 、え、 那樣事 は 無い よ。 何處で 逢った の だえ。」 宮は 其の 梗概 を 語れり。 聽 居る 母 は、 彼の 

まつ 

事無く 其 場 を遁れ 得て し 始末 を詳 かにす るを俟 ちて、 始めて 重荷 を 下した る やうに とき ^ を 息き 

あつみ ほい &ん  ち. ぶら あせ  ついで わる  おも ひ あは  ， '-  - -  - ： ,, • 

ぬ。 實に彼 は 熱 海の 梅園に て 賦汗を 拷 られし 次 手 惡さを 思 合せて、 變き目 を 重ねし. 一呂が 不幸 を， 

ふ ぴん  ぢら  おやご、 ろ  , 、- 

不敏と も、 慘し とも、 今更に 抵心を 傷む るな りけ り。 然れ ども 過ぎし 其 事より は、 爲に宮 が 前途 

だいしゃ うげ 

に 一大 障礙 の 或は 来るべき を 案じて、 母 はな かく 心穩 ならす。 

ぐわん いち 

「而 して 1 は 奈何した え。」 

「お 冗に 知らん 顏 をして 別れて 了った けれど …… 。」 

「あ X、 それから？」 
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「其 限な の だけれ ど、 私は氣 になって ね。 それ も 出世して 立派に なって 居る のなら、 然ぅも 思 

はない けれど、 つまらない 風采 をして、 何だか 大變 羸れ て、 私 も 極が 惡 かった から、 能く は 見な 

ろす 15 ら  - つ， に if ち 

かった けれど、 氣の 毒の やうに 身窄 しい 樣 子だった わ。 それに、 聞けば ね。 番 町の 方の 鱒 淵と か 

いふ、 地面 や 家作なん ぞの 世話 をして 居る 內に使 はれて、 伎 樣其處 に 居る らしい の だから、 好い 

事 は 無い のでせ う。 那 して 子供の 內 から 一 處に 居た 人が、 那麼 になって 居る かと 思 ふと、 昔の蓽 

じ まん  まぶ ヒ さす 

を考へ 出して、 私 は 何だか 情無くな つて …… 。」 彼は裙 禅の 袖の 端に 窃と眶 を！！ りて、 

「好い 心 持 はしない わ、 ねえ。」 

「へえ  >-、 那樣 になって 居る のかね。」 母の 顏色 も異 しき 塞 さに や 襲 はる と 見えぬ。 

「それ迄 だって、 憶 出さない 事 は 無い けれど、 去年 逢って から は、 毎日の やうに 氣 になって、 

厭な 夢なん ぞを 度々 見る の。 阿 父さん や、 阿 母さんに 會ふ 度に、 今度 は 話さう、 今度 は 話さう 

と 思 ひながら、 私の 口から は 何と無く 話し 難い やうで、 赏は 今迄 言 はすに 居た の だけれ ど、 其 事 

が 初 中 終 苦になる 所 爲で氣 を 傷める から 體 にも 障る のぢ やない かと、 然ぅ想 ふので す。」 

おも ひこら 

思 凝せ る やうに 母 は 或 方 を見据 ゑつ \、 言 は 無くて 領き 居たり。 

I  40 のと" そんな よな し 

「それで、 私 は 阿 母さんに 相談して、 貫 一さん を 奈何 かして 上げたい の 11. 那 時に 那樣 is も 有 

や . ぽ w しぎ ざ は 

つたので せう-」 而 して 依 舊嶋澤 の 跡 は 貫 一 さんに 取して 下さいよ、 それでなくて は 私の 氣が ャぉ ま 
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ないから。 今迄 は 行方が 知れなかった から 爲 方がない けれど、 聞 合せれば 直に 分る の だから、 其 

を 抛って 措い ちゃ 此方が 惡 いから、 阿 父さんに でも 會 つて 莨って、 何とか 話 を 付ける やうに して 

これまで ど ほ り 

下さいな。 而 して 從來 通に 內で 世話 をして、 甚麼 にも 彼 人の 目的 を 達し さして、 立派に 吾 家の 跡 

どこ  さと  す しじゅ. 0 ちから 

を 取して 下さい。 私は然 うしたら 兄弟の 盃 をして、 何處 まで も 生家の 兄さんで、 未 始終 力に なつ 

て 欲い わ。」 

あざむ 

宫が此 言 は 決して 內に 自ら 欺き、 叉敢て 外に 他 を 欺く に は あら ざり き。 影と も 儒く 隔の關 の 遠 

き戀 人と して 餘 所に 朽 さんより、 近き 他人の 前に 己 を 殺さん ぞ、 同じく 受 くべき 苦痛なら ば、 其 

の 忍び 易き に 就かん と冀へ るな り。 

すね ぶんかんが 

「それ は然 でも あらう けれども、 隨分考 へ 物 だよ。 彼 人の 事なら、 內 でも 時々 話が 出て、 何處 

に 奈何して 居る か 知らん つて、 案じな いぢ やない けれど、 阿 父さん も 能くお 言 ひなの さ、 如何に 

たる ほ, 一 

何 だって、 餘り赏 一 の 仕 打が 憎い つて。 成程 それ は、 お前との 約束ね、 其 を 反古に したと 云 ふの 

まへ じ ぶん 

で、 齢の 若い もの.^ 事 だから 腹 も 立た う、 立た うけれ ど、 お前 自分の 身の上 も 些は考 へて 見る が 

可い わね。 子供の 內 から 那 して 世話になって、 全く 內の お蔭で 左 も 右も那 丈に もな つたの ぢ やな 

いか、 其の 恩 も 有れば、 義理 も 有る の だら う。 そこの 所 を 些と考 へたら、 あれぎ り 家 31 をして 了 

ふなん て、 那麼 まあ 面抵 がましい 仕 打 振 をす るって が 有る もの かね。 
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それ ぢゃ Is 約束 を 反古に して、 もうお 前に は 用 は 無い から 奈何で も獨で 勝手に 爲 るが 可い、 と 

云 ふやうな 不人情な こと を假 初に も爲 たの ぢ やなし、 嶋澤の 家は讓 らうし、 所望なら 洋行 も爲せ 

やうと 迄 言 ふの ぢ やない か。 それ は 一時 は 腹 も 立た うけれ ど、 好く 了簡して 前後 を考 へて 見たら、 

そんな 

萬 更譯の 解らない 話 をして 居る のぢ やない の だもの、 私達の 顏を 立て \ くれたって、 那 様に 罰 も 

まけ  わけ 

當り はしまい と 思 ふの さ。 而 してお 剩に、 阿 父さんから 十分に 譯を言 つて、 頭 を 低げ ない ばかり 

にして 頓ん だの ぢ やない かね。 だから 此方に は 少しも 無理 は 無い 普 だのに、 貫 一が 餘り 身の程 を 

知な 過る よ。 

それ はね、 阿 父さんが 昔 彼 人の 親に 世話になった 事が ある さう さ、 其の 恩 返なら、 行處の 無い 

軀を 十五の 時から 引取って、 高等 舉校を 卒業す る 迄に 仕上げたら、 それで 十分 だら うぢ やない か。 

全く、 お前、 貫 一 の爲 方は增 長して 居る の だよ。 それ だから、 阿 父さん だって、 私 だって、 那 

されて 見る と 決して 可愛く はない の だからね、 今更 此方から 搜 出して、 右 や 左 言 ふ ほどの 事 は あ 

けんしき 

り はしない よ。 それ ぢゃ何 ぼ 何でも 不見識と やら ぢ やない か。」 

其の 不見識と やら を 嫌 ふより は、 別に 嫌 ふべ く、 懼る ベく、 警 むべき 事 あらす や、 と 母 は 私に 

慮れるな り。 

「阿 父さん や 阿 母さんの 身に なったら、 然ぅ思 ふの は 無理 も 無い けれど、 どうも 此儘ぢ や 私が 


氣が濟 まな いんです もの、 今にな つて 考 へて 見る と、 貫 一 さんが 惡 いのでな し、 阿 父さん 阿 母 さ 

お とつ 

んが惡 い のでな し、 全く 私 一 人が 惡 かった ばかりに、 貫 一 さんに は 阿 父さん 阿 母さん を 恨ませる 

やつば り 

し、 阿 父さん 阿 母さんに は 貫 一 さん を 惡く思 はせ たの だから、 依樣 私が 仲へ 入って、 元々 通に 爲 

なければ 商まない と 思 ふんです から、 貫 一 さんの 惡 いのは、 どうぞ 私に 免じて、 今迄の 事 は 水に 

なぐな 

流して 了って、 改めて 贯ー さん を內の 養子に して 下さいな。 若し 然 なれば、 私 も それで 苦 勞が減 

きっと からだ 

るの だから、 屹度 體も 丈夫になる に 違 無い から、 是非 然云ふ 事に 阿 父さんに も 頓んで 下さいな、 

ねえ、 阿 母さん、 然して 下さらな いと、 私 は 段々 體を惡 くす る わ。，」 

恁く言 出で し宫が 胸 は、 斯に盡 く 其 罪を谶 悔した らん やうに、 多少の 凉し きを 覺 ゆるな りき。 

「那樣 に 言 ふの なら、 還って 阿 父さんに 話 をして 見やう けれど、 何も 其の 所 爲で體 が 弱くなる 

と 云 ふ 譯も無 かりさうな もの ぢ やない か。」 

「い \ え、 全く 其の 所爲 よ。 始終 それば かり 苦になって、 時々 考込 むと、 赏 に耐ら ない 心 持に 

あれ  きふ 

なる ことがあ るんで す もの。 此間逢 ふ 前まで は那樣 でもなかった の だけれ ど、 那 から 急に —— 然 

あんな 

うね、 何と 謂ったら 可い の だら う —— 私が 那麼 に不仕 合な 身分に して 了った と然ぅ 思って、 然ぞ 

恨んで 居る だら うと、 氣の 毒の やうな、 可 恐い やうな、 而 して、 何と無く 私 は 悲しくて ね。 外に 

. •  す 10? しじゅ ゥ おとつ 

は 何も 望 は 無い から、 どうか 彼 人 だけ は 元の やうに して、 那の 優しい 氣 立で、 末始終 阿 父さん や 
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阿 母さんの 世話 をして 貰ったら、 甚麼に 嬉しから うと、 那樣 事ば かり 考 へて は療 いで 居る のです。 

さし あ -yw- おつか 

いづれ 私から も 阿 父さんに 話 をし ます けれど、 當面阿 母さんから 好く 此譯を 然ぅ言 つて、 本當に 

頓んで 下さいな。 私 二三 日の 內に 行きます から。」 

然れ ども 母は投 首して、 

「私の 考量 ぢゃ、 どうも 今更ね え、 …… 」 

「阿 母さん は！ 何も 那樣に 貫 一さん を 惡く思 はなくたって 可い わ。 折角 話 をして 貰 はう と 思 

ふ 阿 母さんが 然云 ふ氣ぢ や、 も 阿 父さん だって 承知 をして は 下さる まいから …… 。」 

「お前が それまでに 言 ふ もの だから、 私 は 不承知と は 富 はない けれど …… 。」 

「可い の、 不承知な のよ。 阿 父さん も 翁且貫 一さん が 憎くて、 大方 不承知 なんでせ うから、 私 

は 凭據に はしない から、 不承知なら 不承知で も 可い の。」 

せきご. io 

淚 含みつ.. 宮が 焦心に なれる を、 母 は 打 惑 ひて、 

「まあ、 お聞きよ。 それ は、 ね、 …… 。」 

「阿 母さん、 可い わ ——— 私、 可い の。」 

「可かない よ。」 

「可 かなく つても 可い わ。」 


「あれ、 まあ、 …… 何 だね。」  M 

3 

「どうせ 可い わ。 私の 事 は 管って はおくれ でない の だから …… 。」 

ほとばし 

我に も あらで 逆 る泣聲 を、 衝と 袖に 抑 へても、 宫は急 來る淚 を 止め かねたり。 

「何もお 前、 泣く こと は 無 いぢ やない か。 可 笑な 人 だよ。 だからお 前の 言 ふこと は 解って 居る 

から、 內へ歸 つて、 善く 話 をした 上で …… 。」 

「可い わ。 そんなら、 然 うで 私に も 了簡が あるから、 奈何と も 私 は 自分で 爲る わ。」 

「自分で 那樣 事を爲 るなん て、 それ は 可くない よ。 恁云ふ 事 は 決してお 前が 自分で 爲る ことお 

やない の だから、 それ は 可け ません よ。」 

「  。」 

「歸 つたら 阿 父さんに 善く 話を爲 やうから、 …… 泣く ほどの 事 は 無 いぢ やない かね。」 

「だから、 阿 母さん は 私の 心 を 知らないの だから、 頼 効が 無い、 と 謂 ふの よ。」 

「多 度お 言 ひな。」  . 

「言 ふわ。」 

露 額 作れる 母 は 火鉢の 緣に 丁と 煙管 を擊 けば、 他行 持の 暫く 乾されて 弛みし 雁首 は、 ほっく. 9 

脫 けて 灰の 中に 舞 込みぬ。  . 


不幸な 家庭に おける、 或 日の 富 山 夫婦 を點 出して おく こと も、 順序と して 必要で あらう。 

しやう ぐ わつ き げん 

門々 の 松 は 除かれて 七 八日 も 過ぎ ぬれ ど、 仍ほ正 月 櫞 嫌の 失せぬ 富 山唯繼 は、 今日 も 明日 も 

と 行處を 求めて は、 夜 を 暑に 繼 ぎて 打 廻るな りけ り。 宫は毫 かも 之 を 咎めす、 3r つる も 入る も 唯 

彼の 爲 すに 任せて、 恰も 旅館の 主の 爲 らん やうに、 形ば かりの 送迎 を 怠らざる と 謂 ふの み。 

此の 夫に 對 する 仕向 は 雨 三年 來の 平生 を 貫きて、 彼の 性質と も 病身の 故と も 許さる 、までに 目 

た U つぐ  さきのひ  で 4? ぴ 

慣 されて、 叉 彼方よりも 咎められざる なり。 其と 共に 唯繼の 行も曩 日と は 漸く 變 りて、 出 遊に 耽 

ふか はまり 

らんと する 傾 も 出で 來し を、 淺瀨 の浪と 見し 間も無く 近き 頃より 俄に 深陷 して 浮る \ と 知れた る 

を、 宫は猶 しも 指き て 咎めす。 他 は 如何にと も爲 よ、 吾 身 は 如何にと も 成らば 成れと 互に 咎め ざ 

ちぎり 

る 心 易 さを偷 みて、 異 しき 女 夫の 契を繁 ぐに ぞ ありけ る。 

恁れ ども 唯 繼は仍 ほ 其 妻 を 忘れん と はせ す。 始終の 憂に 瘁れ たる 宮は 決して 美しき 色 を 減ぜ ざ 

りしよ、 彼が 其の 美し さを變 へざる 限 は 夫の 愛は賠 くべき にあら ざり き。 抑 も此に 嫁ぎし より 一 

點の愛 だに 無 かりし 宮の、 今に 到りて は 啻に 愛 無き に 止ら すして、 陰に 厭 ひ 憎める にあら す や。 

5 

其 故に 彼 は 漸く 家庭の 樂 からざる をも感 する にあら す や。 其 故に 彼 は 外に 出で 憂 を 舞す に忙は V 


しきに あらす や。 然れ ども 彼の 忘れす 塒に歸 り來る は、 又 此の 妻の 美しき 顏を 見ん が爲 のみ。 旣 

そむ、 ほ  スト ォブ 

に 其 顏を見 了れば、 何ば かりの 樂の あらぬ 家庭 は、 彼 をして. K 無き 媛爐の 傍に 處 しむるな り。 彼 

の 凍えて 出で ざる こと 無し。 出 づれば 幸 ひに 其の 金力に 頼りて 勢 を 得、 媚を買 ひて、 一時の 慾 を 

ほし， S*H 

肆 まにし、 其處 には樂 むと も 知らす 樂み、 苦む とも 知らす 苦み つ 上吕が 空しき 色香に 溺れて、 

內に は恁る 美しき もの を 手活の 花と 眺め、 外に は 到る 處に當 世の 翻 を 鳴して 推 廻す が、 此上 無う 

紳士の 願 足れり と 心得た るな り。 

いで、 其の 妻 は 見る も 厭し き 夫の 傍に 在る 苦 を 片時 も輕 くせんと て、 彼の 繁き 外出 を見赦 して、 

十 度に 一度も色を作さ^-るを、 風 引かぬ やうに 召し ませ 猪 牙と やらの 難 有き 賢 女の 志と も 戴き 喜 

びて、 いと 堅き 家の 守と 且は 等閑なら す 念 ひに けり。 然る は獨り 夫の みならす、 本家の 兩 親を始 

しん？ y ぐ しるべ 

親 屬知邊 に 至る まで 一般に 彼の 病身 を 潤みて、 おとなしき 嫁よ と 賞め 揚 さぬ は あらす、 實に彼 は 

某の 妻の やうに 出 行かす、 くれが しの 夫人の やうに 氣 儘ならす、 又は 誰々 の 如く 華美 を 好ます、 

ねだり ごと 

强請 事せ す、 而も 其 等の 人々 より 才も容 も 立 勝りて 在りながら、 常に 內に 居て 夫に 事 ふるより 外 

を爲 ざるが、 最怜 しと 見 ゆるなる べし。 宫が裹 める 秘密 は 知る 者 も あらす、 躬も 結えて 異 まるべ 

あら は 

き 穗を露 さ りければ、 其の 夫に 事へ て涉々 しからぬ 僞も僞 と は 爲られ す. 却り て 人に 潤まる X 

たん ど、 其 身に は 量 無き 幸を享 くる 心の 內に、 獨り遣 方 無く 苦め る 不幸 は、 叉 量 無しと 爲 ざらん 
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十九に して 戀人 を棄 てに し宫 は、 昨日 を 夢み、 今日 を 嘆ち つ.. -、 過せば 過 さる \ 月日 を 累 ねて、 

兹に廿 あまり 五の 春を迎 へぬ。 此 春の 奮せ しもの は 痛悔と 失望と 憂悶と、 別に 空く 其の 身 を老し 

むる 齢なる のみ。 彼 は釋れ ざる 囚 にも 同じ かる 思を惱 みて、 元日の 明るより いと 換惱の 遣る 方 

無 かりけ る も、 年の 始と いふに 臥すべき 病なら ねば、 起き 居る ま \ に 本意なら ぬ粧 も、 色 を 好め 

なま； 3^ な はお 

る 夫に 勸 めら れて、 例の 美しと 見ら る X 淺ま しさより、 翁 甚 しき 淺ま しさ を 其 人の 陰に陽に 恨 

み悲 むめり。 

ぶ だゥ しゅ 

宫は今 外出 せんとす る 夫の 寒 凌ぎに 葡萄酒 飮む間 を 暫く 長^鉢の 前に 冊くな り。 木振賤 しから 

みなみ 兄ん 

ぬ 二 鉢の 梅の 影を帶 びて 南緣の 障子に 上り 盡 せる 日脚 は、 袋 棚に 据ゑ たる 福壽 草の 五六 輪 揃へ 

まいが さね 

る葩に 輝きつ. -、 更に 唯繼の 身より は 光 も sr つらん やうに、 彼は晝 眩き 新調の 三枚 襲 を 着飾りて、 

其の 最も 珍と 爲る 里昂 製の 白の 透 織の 絕領卷 を 右手に 引樞 ひ、 左に 宮の酌 を 受けながら、 

おそれ 一 

「あ、 拙い 手 付 …… あ.. - 零れる、 零れる！ 是は恐 入った。 これ だからつ ぃ餘 所で 飮む氣 にも 

なります と 謂って 可い 位の もの だ。」 

いらっしゃ 

「ですから 多 度 上って 被 入い まし。」 

よろし 

「宜しい かい、 {且 しいね。 宜ぃ。 今夜 は遲 いよ。」 


お ：• 

、に 

や ；. 

い 

前 ご 

と 

つ 

た 

L_ 


ぐ 

： い 

ほ 

： よ 

ど 

：。 し 

し 

い 
よ 

1— 

「何時頃お 歸來 になります」 

「遲 いよ。」 

「でも 大約 時間 を 極めて 置いて 下さいません と、 お待ち 申して 居る 者 は 困ります 〈 

r 遲 いよ。」 

みんな やす 

「それ ぢゃ十 時には 皆寢 みます から。」 

r 遲 いよ。」 

又 4  一  n ふ も 煩し くて 宫はロ を閉ぢ ぬ。 

r 遲 いよ。」 

「  o」 

「驚く ほど 遲 いよ。」 

r  o」 

ち 上つ 

「おい、 些 と。」 

「  ご 

一お や、 お前 i つたの か。」  . 


3/2 


「慍 らんで も 可 いぢ やない か、 おい。」 

彼 は 核け 樣に宮 の 袖を曳 けば、 

「何 を 作る のよ。」 

「返事 を爲ん からさ。」 

「ぉ遲 いのは 解りました よ。」 

「遲く はない よ、 資は。 だからして、 まあ 機嫌 を 直すべし。」 

「お いならお 過いで 宜ぅ ございま すから ： … • 」 

「遲く はない と 言 ふに、 お前 は近來 直に II るよ、 何 云 ふの かね。 

「一 つ は病氣 の所爲 かも 知れません けれど、」 

「一 つ は 俺の 浮氣 の所爲 かい。 恐 入った ね。」 

r …… 。」 

「お前 一 っ飮 まんかい。」 

「私澤 山。」 

「ぢゃ 俺が 半分 助けて 遣る から。」 

「い. -ぇ、 澤山 なのです から。」 


379 


「まあ 然ぅー H はんで、 少し、 注ぐ 眞 似。」 

「欲く もない もの を、 贵方 は。」 

しゃく  さん はい  あいこ り C- 

「まあ 可い さ、 お 酌 は、 それ 恁云 ふ鹽 梅に、 愛子 流 かね。」 

妓の名 を ii ける 宫の 如何に 言 ふらん" と 唯繼は 陰に 樂み 待つな る 流^ を 彼の 面に 送れるな hN。 

宮は 知らす 貌に  一 口の 酒 を 啷 みて、 眉を颦 めた るの み。 

「もう 飮 めんの か、 おや 此方 へ ぉ寄來 し。」 

「失禮 です けれど、」 

r 此上 へもう ー盃" 注いで 赏 はう。」 

• ,  いらっしゃ 

「贵 方、 十 時 過ぎ ましたよ、 早く 被 行いません か。」 

「可い よ、 此の 二三 日 は 別に 倚の 爲る用 は 無い の だから。 それで 實 はね、 今日は 少し 遲 くなる 

の だ。」 

「然 うで ございま すか。」  ： 

で ん ^\ ぐ わ い 

「遲 いと 云った つて 怪 いの ぢ やない。 此の 廿 八日に 傳々 會 の大溫 習が 有る とい ふ譯 だら う、 因 

いざな  なに 

で 今日 五 時から 糸 川の 處へ 集って 下溫 習を爲 るの さ。 俺 は、 それお 特 得の、 (親々 に 誘 はれ、 難 

波の 浦 を 船出して、 身 を 11 したる、 憂き おも ひ、 泣いて チヽチ 、あかしの チン トン 風 待に テ チン 


チン ッン …… c)」 

fet, つぐ いよい 

蕨 しげに 宫の餘 所見せ るに、 乘 地の 唯繼は 愈よ 聲を 作りて、 

「(たまく 逢 ひはァ 11 ァ 逢ひィ ！ ながら チ ッ ン《 つれな き 嵐に 吹 分けられ H ヱ ヽ ェ 

、ェヽ 、、ッ ン，/ \-/.^ テツ テツ トン、 テツ トン 國へ歸 ればァ ヽ、 ヽ、 父ィヽ 、、母の チヽ ヽチ 

ンくく くく チイ ン思 ひも 寄らぬ 夫定 ：：： 。)」 

「貴方もう 好 加減に なさい ましよ ご 

みさほ 

「もう 少し 聽 いて くれ、 (立つ る 操 を 破ら …… o)」 

「叉 寬り伺 ひます から、 早く 被 行い まし。」 

「然し、 巧くな つたら う、 ねえ、 些と 聞け る だら う。」 

「私に は 解りません です。」 

なさけな 

r 是は恐 入った、 解らない の は 情無い ね、 少し 解る やうに 成って はう か。」 

「解らなくても 宜しう ござ います。」 

「何、 宜しい もの か、 淨 琉璃の 解らん やうな 頭腦 ぢゃ爲 方が 無い。 お前 はー體 冷淡な 頭 腦を有 

じ や. CV69 

つて 居る から、 それで 淨 琉璃な ど を 好まん のに 遠 無い、 奈 柯も然 うだ。」 

「那樣 事 は ございません。」 
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キ， s お i/ 

【何、 然 うだ。 お前 は 一 體 冷淡 さ。」 

「愛子 は 奈何で ございます。」 

「愛子 か、 他 は那で 冷淡で ない さ。」 

「それで 能く 解りました。」 

「何が 解った のかね。」 

「解りました。」  . 

「些も 解らん よ。」 

「まあ 可う ございま すから、 早く 被 行い まし、 而 して 早くお！！ りなさい まし。」 

「う \、 是は恐 入った、 冷淡で な いぢ や 早く 歸る、 お前 ■ 待って 居る か。」  - 

「私 は 何時でも 待って 居ります ぢゃ 御座 いません か。」 

r 是は 冷淡で ない！」 

ぐ わいた ゥ き  とりあへ す かれ  ，  ： 

漸く 唯 糠の 立 起れば、 宫は 外赛を 着せ 掛けて、 不取敢 彼に 握手 を 求めぬ。 這 は 決して 宫の 冷淡 

. ^ら ざる を證 する に 足らざる なり。 故に、 此の 女 夫の 出入に 握手す る は、 夫の 始 より 命じて 習せ 

し 摸なる を や。 

& つと ヂん VM1 ん 

夫 を 玄關に 〈おり 出で し宫 は、 旋て 氷の 窖 などに 入る らん 想し つ \ 是非 無き 步を 運びて 居間に 


3^2 


遣りぬ。 彼 は 其 夫 ふ 偕に 在る を 謂 はんやう 無き 累と爲 なれ ど、 叉 其の 獨を 守りて 此 家に 處る. -を 

,s ぶせ 

も堪へ 難く 愤 きものに 思へ るな り。 必 しも 力む ると に は あらね ど、 夫の 前に は 自ら 氣の張 ありて、 

左に 右に 然るべ く は 振舞へ ど、 恣 まなる 身 一箇と なれば、 遽に慵 く 打勞れ て、 心 は 整 へん 術 も 知 

らす紊 れに亂 る \ が 常な り。 

おも ひつ 

入 鉢に 倚りて 宫は我 を 喪へ る 鉢な りしが、 如何に 思 入り、 思囘 し思窮 むれば とて、 解くべき に 

あらぬ 胸の 內の、 終に 明けぬ 闇に 彷？. 3 へる 可悲 さは、 在る にも あられす 身 を 起して 彼 は 障子の 外 

なる 緣に 出で たり。 

みつよつ  あ 1?„;ら さま 

厘し く S えたる 空 は 遠く 三 四の 風の 影を點 じて、 昆遍す 庭の 名殘 無く 冬枯れ たれば、 淺 露なる 

ひよ 

日の 光の 眩き のみに て、 啼狂 ひし 梢の 鶴の 去りし 後 は、 隔てる 隣より S 々と 羽子突く 音して、 な 

かく 此には 其の 寒さ を 忍ぶ 値 あらぬ を、 彼 は然れ ども 少時 居て、 叉 空 を 眺め、 又夂 A 枯を 見遣り、 

同じき 日の 光 を 仰ぎ、 同じき 羽 子の 音 を 聞きて、 抑 へんと はしたり けれども 抑へ 難 さの 竟に 苦し 

く、 苒び 居間に 入る と 見れば、 其處 にも 留ら で、 書齋の 次なる 寢 間に 入る より、 身 を 抛ちて べッ 

ドに 伏したり。 ， 

厚き $ ^の 積れ る 雪と 眞 白き 上に、 亂疊 める 幾重の 衣の 彩を举 ひつ. -、 妖 なる 姿の 意 も 介 かす 横 

れる を、 窓の 日の 帷 を 透して 隱々 照した る、 資に JI? も 零る  やうに て、 彼 は 浪に漂 ひし 人の 今 


打 揚げられ たる も 現なら す、 幾と カ竭 きて 絕 入らん とする が 如く、 止 だ 手枕に 横顏を 支へ て、 力 

無き 眼 を瞪れ り。 竟には 溜息 陶 きて 其 目 を 閉づれ ば、 片寢に 倦める 面を內 向けて、 裾の 塞 さ を 佗 

しげに 身 動したり しが、 猶も 底止 無き 思の 淵 は 彼 を 沈めて 逭さ るな りけ り。 

隅 棚の 枕 時計 は 突と 秒 刻 を 忘れぬ。 益す 靜に、 益す 明かなる 閨の內 に は、 {4! しと も签 しき 時の 

移る ともなく 移る のみな りしが、 忽ち 差 入る 鳥 影の 軒端に 近く、 俯した る 宫が肩 頭に 打 連り て飜 

きつ。  • 

良 有りて 彼 は^く ベッドの 上に 起 直りけ るが、 髯の 縫れ し 頭 を 傾けて、 帷の 隙より 僅に 眺めら 

る 庭の 面に 見る とし もな き 目 を 遣りて、 當所 無く 心の 彷徨 ふ 蹤を追 ふなり き。 

, >  *K ぁゐ ま 

久しから すして 彼 は 此をも 出で X 又 居間に 還れば、 直に 箪笥の 中より 友禪 縮緬の 帶揚を 取 出し、 

心に 籠め たりし 一通の 文と も 見 ゆる もの を拔 きて、 這 度 は 主の 書齋に 持ち 行きて 机に 向へ り。 其 

*x キ J がみ くわん い ち のこ 

の 卷紙は 貫 一が 遣せ し 筆の 跡な どに は あらで、 いっか は宮の 彼に 送らん とて、 別れし 後の 思の 丈 

を竊 に書聯 ねたる ものな りかし。  ， 

往年 宫は 田鹤 見の 邸 內に彼 を 見し より、 いと 忍び かねた る 胸の 內の訴 へ ん方も あらぬ 切な さ 

に、 唯 心 寬の假 初に 接り ける 筆ながら、 なかく 口に は 打 出し 難き 事を最 好く 書き も陳け も爲し 

を、 あはれ 彼 人の 許に 送りて、 思 ひ 知りた る 今の 悲さ を吿 げば やと、 一圓の 意 を も 定めしが、 叉 


,、 

案 すれば、 其 文の 茶して 貫 一 の 手に 觸れ、 目に も 入るべき か。 縦し 然れ ばと て、 憎み 怨 める 怒の 

餘に投 返されて、 人目に 曝さる. -事 など あらば、 徒に 身 を 滅す疵 を 求めて 終りなん をと、 遺れば 

火に 入る 蟲の危 く、 捨 つる は惜 くも、 旋て 好き 首尾の 有らん やうに 據 無き 頼を爾 けつ . -、 彼 は 

換！^ に堪 へざる 毎に 取 出で は 寫し易 ふる 傍ら、 或は 書 添へ、 或は 改めな どして、 此 文に 向へば 

自ら 其 人に 向 ふが 如く、 其 人に 向 ひて は 幾と 言 盡 して 心 殘 の あらざる 如く、 止 之に 因りて 欲す 

る ま \ の 夢 を も 結ぶ に 似た る 快き を覺 ゆるな りき。 恁 して 得 送らぬ 文は寫 せし も 灰と なり、 反古 

となりて、 彼の 帶揚に 籠め られて は、 いつまで 草の 可哀ゃ 用ら る  > -果も 知らす、 宫が手 習 は實に 

久 うなりぬ。 

些 筒に 慰められて 過せ る 身の 荒 尾に 邂返 ひし 嬉し さは、 何に 似たり と 謂 はんも 愚に て、 此人を 

こそ 仲 立に て、 積る 思 を 遂げん と賴 みし を、 仇の 如く 與 せられ ざり し悲 さに、 然ら でも 切なき 宮 

が 胸 は 搔亂れ て、 今 は 漸く 危 きを 懼れ ざる 覺悟も 出で 來て、 いつまで 草の いつまで 恁 てあらん や、 

文は途 らんと、 此の 日頃 思 ひ 立ちて けり。 

紙の 良き を擇 び、 筆の 良き を擇 び、 墨の 良き を擇 び、 彼 は 意して 其 字の 良き を 殊に 擇 びて、 今 

. かりそめ  うち ふる 

日の 今ぞ 始めて 假 初なら す寫 さんと 爲 なる。 打顫ふ 手に 十行餘 認めし を、 衝と 裂きて 火鉢に 差 ti 

ほのほ  *^ん.（-  ゥとま  5 

ぺければ、 焰の 急に 炎々 と 縢る を、 可跺 しと 眺めた る 折し も、 紙 門 を 啓け て 其 光に 惧 えし 婢は、 ^ 


覺 えす 主の 氣 色を異 みつ X、 

「あの、 御 本家の 奥様が お出で 遊ばしました。」 

芝八ム 園で ゆく りなく お宮に 逢った 荒 尾讓介 は、 今度 は 自身で 昔し の 同窓 間 貧 一 を わざく 訪問す る こ 

しゃ ゥば いがら 

とになる。 さすが 商 |„诚 柄、 冷酷 無情 を 主義の やうに して ゐる賞 一 も、 舉校 時代から 畏敬して ゐた荒 尾の 

前に は、 昔し の 同窓ら しい 懐かし さもあって、 昔し ながらの 人間 間 賞 一 が 頭 を 擡げ かけて 來 るので ある。 

ところで 其處へ 赤樫 滿 枝が やって来て、 荒 尾 も 亦 恩人に 對 する 連 帶 責任の 債務で、 滿 枝に 窘められて ゐ 

る ことが 解る ので ある。 

,  せ.？ ば. ゥ  わにぶ ち 

主 夫！^ を 併せて 燒亡 せし 鰐 淵が 居 宅 は、 然る ほどに 貫 一 の 手に 頼りて 其 跡に 改築 せられぬ。 有 

形より は 小鉢に、 質素 を 旨と したれ ど 專ら舊 の 構造 を椟 して 差 は ざらん と勉 めしに 似たり。 

間 貫 一 と陶札 を揭げ て、 彼 は 此の 新宅の 主に なれるな り。 家督た るべき 直 道 は 如何にせ し。 彼 

は始 より 此の 不義の 遺産に 手 を も踢れ ざらん と 誓 ひ、 且之を 貫 一 に與 へて、 其 物 は 正業の 資 たれ、 

其 人 は 改善の 人 たれと 冀 ひし を、 貫 一 は今此 家の 主と なれる に、 き 先代の 志を飜 へさす して、 益 

す 盛に 例の む 食 を營 むな りき。 然れば 彼と 貫 一との 今日の 關繁は 如何なる ものな らん、 絶えて 之 

を 知る 者 あらす。 凡そ 人生 箇々 の 裏面に は 必す如 此き內 情 若く は 秘密と も 謂 ふべ き 者 ありながら、 
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い 

幸に 他の 穿鑿 を 免れて、 瞹昧の 裏に 葬られ 羅ん ぬる 例 Si からす。 二 代の 鰻 淵なる Si の 家の 此の 一 

件 も， 亦 貫 一 と 彼との 外に 波れ ざる を 得たり。 

恁 して 今 は 鰐 淵の 手代なら ぬ 三番 町の 間 は、 其 向に 有数の 名 を 成して、 外に は 善く 貸し、 善く 

歛 むれ ども、 .s: に は 事足る 老婢を 役 ひて、 僅に 自炊なら ざる 男 世帶を 張りて、 仍も 奢らす、 樂ま 

す、 心 は 昔日の 手代に して、 趣 は 失意の 書生の 如く、 依然た る變 物の 名 を 失 はで 居たり。 

出て は 有繁に 勞れて 日暮に 歸り來 にけ る 貫 一 は、 彼の 常と して、 吾 家ながら 人氣 無き 居 問の 內 

や X キ. ようさ 

を、 旅の 木蔭に も 休へ る 想し つ X、 稍與 冷めて 坐り も 遣らす、 物の 悲き夕 を 特に 獨の 感じ 居れば、 

老婢は ラム プを 持ち 來 りて、 

「今日 三時 頃で ございました、 お客様が 見えまして、 明日 叉 今頃 來 るから、 是非 內に 居て くれ 

る やうに と 有 仰って、 お 名前 を 伺っても、 舉 校の 友達 だと 言へば 可い、 と 然ぅ有 仰って お 歸 りに 

なりました。」 

「攀 校の 友達？」 臆測に も 知る 能 はざる は 此の 蔽 から 棒の 主な り。 

どんな ふう 

「甚麼 風の 人 かね。」  . 

むしゃくしゃ 

「然 やうで ございま すよ、 年紀 四十 約の 蒙 茸 と髭髯 の 生えた、 身材の 高い、 剛ぃ顏 の、 全で 

壯士 見た やうな 風^ をして お 在でした。」 
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「  。」 些の憶 起す 節 も あり や、 と 貫 一 は 打 案じつ . ^も 半 は怪 むに 過ぎ ざり き。 

た ，ゥ ゎゥへ い 

「而 して、 まあ 大相橫 柄な 方な ので ございます。」 

「明日 三時 頃に 叉來 ると？」 

「然 やうで ございま すよ。」 

「誰か 知らん な。」 

「何だか 誠に 風の 惡 さうな 人 鉢で 御座いま したが、 明日 參り ましたら 通し ませう で 御座います 

か。」 

「ぢゃ 用 向 は 一 W つて は 行かん の だね。」 

「然 やうで ございま すよ。」 

「宜しい、 會 つて 見やう。」 

「然 やうで ございま すか。」 起ち 行かん とせし 老婢は 叉 居直りて、 

「それから 何で ございました、 間も無く 赤樫さん が 被 入い まして、」  ： 

上ろ こ 

貫 一 は櫸 ばざる 色 を 作して 之に 應 へたり。 

「神 戶の蒲 鉢 を 三枚、 見事な ので ございます。 それに 藤 村の 蒸 羊羹 を 下さいまして、 私まで 毎 

ちょ ゥ だい もの 

度 叉 頂戴物 を 致しました ので 御座います。」 
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彼 は签す 不快 を 禁じ 得ざる 面色して、 應答も 爲で聽 き 居たり。 

「面して 明日 五 時頃些 とお 目に 掛 りたい から、 然ぅ申 上げて 置いて くれと 有 仰って 御座いま 

した。」 

可し とも 彼 は 口に は 出さで、 寧ろ 止めよ とやう に忙く 頷け り。 

舉校 友達と 名宣 りし 客 は 其 一一 一一 n の 如く 重ねて 訪ひ來 ぬ。 不思議の" ire にぎき 惑へ る 貫 一 は、 避 11 

いとま 

の 耳を掩 ふに 遑 あら ざらん やうに 劇く-吾 を 失 ひて、 頓には 其の 惘然 たるより 覺 むる を 得ざる なり 

あら を じゃゥ すげ 

き。 荒 尾 讓介は 席の 溫る 間の手 弄に 放ち も 遣らぬ 下髯 の、 長く 忘れたり し 友の 今 を 如何にと 觀る 

に 忙し かり。 

「殆ど 一 昔と 謂うても 可い 程になる のぢ やから 話 は澤山 ある、 けれども 之より 先に 閜 きたいの 

は、 君 は 今日で も 僕 を じ や、 此の 荒 尾 を 親友と 思うて 居る か、 奈何 かと 謂 ふの じ や。」 

答 ふべき 人の 胸は仍 自在に 語るべく も あらす 亂れ たるな り。 

「考へ る 迄 はなから う。 親友と 思うて 居るなら、 居る、 然 うなけ り や、 ない と 言 ふ 迄で、 是！^ 

否かの 一 つじ や。」 

「そり や 昔 は 親友 であつ た。」  ^ 


彼 は覺束 無げ に 言 出せり。 

「然 う。」 

「今 は 然ぢゃ あるまい。」 

「何 爲 にた。」 

「其 後 五六 年 も 全く 逢 はすに 居た の だから、 今では 親友と 謂 ふこと は 出來ま い。」 

「何 有 五六 年 前 も 一 向 親友で はあり やせん ぢ やった ではない か。」 

貧 一 は！ nx を 側めて 彼 を，！^ りつ。 

, おちゃら う、 舉士 になる か、 高利 になる かと 云 ふ 一 身の 浮沈の 場合に、 何等の 相談 も爲ん 

のみ か、 それなり 失踪して 了うた の は、 何處が 親友な のか。」 

- ぐ  かつく. ゆ 

の 常に 慙ぢ 且悔る 一泰 を 責められて は、 癒えざる 癀をも 割る. 1 心地して、 彼 は 苦しげ に容を 

欽め、 聲をも 出さで 居たり。 

ラゲ 7 

f!^^の情人は君に負ぃたぢゃらぅが、 君の 友 は 決して 君に 负 かん 箸 じ や。 其の 友 を 何 爲に君 は 

棄て たか。 其 通り や-へ-てられた 僕ぢ やけれ ど、 恁 して 叉 訪ねて 来たの は、 未だ 君 を 資は棄 てんの じ 

やし-思 ひ 給へ。」 

ゆ 生たり し 荒 尾！ 參審官 たりし 荒 尾！ 尾羽 打枯 せる 今の 荒 尾の 姿は變 りたれ ど、 猶 一片の 
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變らぬ 物 ありと 知れる 貫 一 は、 夢と も 消えて、 去りし、 去りし 昔の 跡 無き 跡 を 悲しと 偶ぶな りけ り。 

そんな 

.「 然し、 僕が 棄て 、も棄 てんでも、 那樣 事に 君 は 痛 库を感 する ぢ やなから うけれ ど、 僕 は 僕で、 

だんぜんす  あ r こんにち 

友の 德義 として 左に 右一 旦は棄 てんで 訪ねて 来た。 で、 斷然棄 つる も、 叉棄 てんの も、 唯今 日に 

ある 意 じ や。 

今では 荒 尾 を 親友と は 謂 へん、 と 君の 言うた 所を以 つて 見る と、 叉 今更 親友で ある こと を 君 は 

はざまく わん A 

笔， ん では 居らん やう じ や。 然 であるならば 僕の 方で も敢て 望まん、 立派に 名宣 つて 僕 も 間 貫 一 

を 素つ る！」 

貫 一 は 頭 を 俊れ て 敢て言 はす。 

「然し、 今日まで 親友と 思うて 居った 君を棄 つるから に は、 是が 一生の 別になる のぢ やから、 

はなむけ 

其の 餞 行と して 一 言 云 はんけ り やならん。 

こしら  か 

間、 君 は 何の 爲に 貨を殖 へる のじ や。 彼の 大 いなる 樂 とする 者 を 奪れ た爲 に.. • 其に 易へ る 者と 

して 金錢 とい ふ考を 起した の 乎。 其 も 可から う。 可い として 措く。 けれども じ や、 其 を 獲る 爲に 

不義 不正の 事 を 働く 必要が 有る 乎。 君 も 現在 他から 苦め られて 居る 嫗 ではない のか。 然 なれば 己 

ひと  なんぎ 

が 叉 他 を 苦む るの は 尤も 用捨すべき 事お やらう と 思 ふ。 それが 他 を 苦む ると 謂うても、 難儀に 附 

こしら 

入って、 而 して 其 血 を 搾る のが 君の 營業、 殆ど 強奪に 等い 手段 を以 つて 金を殖 へつ X、 君 は それ 
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で 今日 慰められて 居る の 乎。 如何に 余 錢が總 ての 力で あるか 知らん けれど、 人た る 者 は 惡事を 行 

つて 居って、 一 刻で も 安樂に 居らる \ もので はない のじ や。 それとも、 君は怡 然として 樂んで 居 

る 乎、 長閑な 日に 花の 盛を眺 むる やうな 氣 持で 催促に 行ったり、 差 押を爲 たりして 居る 乎。 奈何 

かい、 間。」 

彼 は 愈よ ri を閉ぢ たり。 

さ 

「恐く じ や 。然 云ふ氣 持の 事 は、 此の 幾年 間に 一日で も 有り はせんの ぢ やらう。 君の 顔色 を 見 

い！ 全で 罪人 じ ゃぞ。 獄中に 居る 者の 面 じ や。 一 

まも 

別人と 見る までに 彼の 淺 ましく 瘁れ たる 面を矚 りて、 讓介 は淚の 落つ るを覺 えす。 

■  かね こしら 

「g、 何で 僕が 泣く か、 君 は 知って 居る か。 今の 間ぢゃ 知らん ぢ やらう。 幾多 貨を殖 へた 所で、 

た ゥ て いなぐ さ  そ Q やま ひ 

君 は 其 分で は 到底 慰めら る、 市： F はあり はせん。 病が 有る からと 謂うて 毒 を 飲んで、 其 病が 疫るぢ 

そんな あは 1^ 

やらう か。 君 は 恰も 藥を飮 む 事 を 知らん やうな もの ぢゃ ぞ。 僕の 友であった 間 は那樣 痴漢 ぢ やな 

かった、 して 見り ゃ發 狂した のぢ や。 發 狂して からに 馬鹿な 事を爲 居る 奴は尤 むる に 足らん けれ 

ど、 一 婦人の 爲に發 狂した 其の 根性 を、 彼の 友と して 僕が 慙ぢ ざる を 得ん のじ や。 間、 君 は盜人 

と lie れたぞ 。 罪人と 言れ たぞ、 狂人と 言 はれた ぞ。 少し は 腹 を 立てい！ 腹 を 立て 僕 を 打つ と 

も^る と も 爲 て R^】 い ！ 」 
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彼 は. oil ら言 ひ、 自ら 愤り、 尙 自ら 打ち も？ M も爲ん する 色 を 作して 速々 答 を 貫 一 に逼れ り。 

「腹 は 立たん！」 

,  ぬすと 

「腹 は 立たん？ それ ぢゃ君 は 自身に 盜人 とも、 罪人と も …… 。」 

「狂人と も 思って 居る。 一 婦人の 爲に發 狂した の は、 君に 對 して 實に 面目無い けれど、 旣に發 

このま 乂 すてお 

狂して 了った の だから、 どうも 今更 爲 やうが 無い。 折角 ぢゃ ある けれど、 此儘棄 置いて くれ 給 

へ。」 

貫 一 は n に 恁く言 ひて 已 みぬ。 

「然 うか。 それ ぢゃ君 は 不正な 金錢で 慰められて 居る のか。」 

「未だ 慰められて は 居らん。」 

「何日 慰めら る 、のか。」 

「解らん。」 

r 而 して 君 は 妻 君を娶 うたか。」 

「娶 はん。」 

r 佝爲娶 はんの 乎、 恁 して 家 を 構へ て 居る のに 獨身ぢ や 不都合 ぢ やらう に。」 

「然 でもない さ。」  ^ 
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「IJ^ は 今では 彼の 事 を 奈何 思うて 居るな。」 

「彼と は 宮の事 かね。 他 は 畜生 さ！」 

ちくし う  かう リ がし 

「然し、 君 も 今日で は 畜生 ぢ やが、 高利 貸な ど は 人の 心 は 有つ ちゃ 居らん、 人の 心が 無け り や 

畜生 じ や。」 

然云 ふけれ ど、 世間 は 大方 畜生 ぢ やない か。」 

「僕 も 畜生 かな。」 

一—  o」 

や は w ちくしゃ ゥ 

「間、 君 は 彼が 畜生で あるのに 激して 翁且 畜生に なった のじ やな、 若し 彼が 畜生で あつたの を 

改心して 人間に 成った と爲 たら、 同時に 君 も 畜生 を罷 めに やならん じ やな。」 

かう り むさば 

： 彼が 人間に 成る？ 能 はざる 事 だ！ 僕 は 高利 を 貪る 畜生 だけれ ど、 人 を 欺く 事 は 爲んの だ、 

詐 つて 人の 誠 を 受けて、 而 して 其れ を寶る やうな 殘 忍な 事 は 決して 爲んの だ。 始めから 高利と 名 

宣 つて 貸す の だから、 否な 者 は 借りん が 可い ので、 借りん 者 を 欺いて 貸す のぢ やない。 宮の 如き 

畜生が 何で 再び 人間に 成り 得る もの か。」  . 

「何 爲 成り 得ん のか。」 

「何爲 成り 得る のか。」 
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r 然 なら 君 は 彼の 人間に 成り 得ん の を 望む のか。」 

あんな もの 

「望む も 望まん も、 那麼 者に 用 は 無い！」 

寧ろ 其 面に 唾 せんと も 思へ る 貫 一 の氣 色な り。 

「そり や 彼に は 用 は 無 いぢ やらう けれど、 君の 爲に言 ふべ きこと ぢ やと 思 ふから 話す のぢ やが、 

彼 は 今では 大いに 悔悟して 居る ぞ、 君に 對 して 罪 を 悔いて 居る ぞ！」 

te; 一  は 吾 を 忘れて 嗤笑 ひぬ。 彼 は 其の 如何に 賤 むべき 乎、 謂 はんやう も あらぬ を 念 ひて、 更に 

あざわら なほ あざわら  - 

喷笑 ひ、 猶嗤笑 ひ、 遏 めんと して 叉 i! 笑 ひぬ。 

「彼 も 然して 悔悟して 居る のぢ やから、 君 も 悔悟す るが 可から う、 悔悟す る時ぢ やらう と 思 ふ。」 

くわ さ 

「彼の 悔悟 は 彼の 悔悟で、 僕の 與る事 は 無い。 畜生 も 少し は 思 知った と 見える、 其 も 可から う。」 

「先頃 計らす 彼に 逢うた のじ や、 すると、 僕に 向うて 淚を 流して、 そり や 3 與實 悔悟して 居る の 

ぢゃ。 而 して 僕に 詫 を爲て くれ、 其が 成らす ば、 君に 一遍 逢せ て くれ、 と鎚 つて 賴む のじ やな、 

その やう ぐ わ， S!J 

けれど 僕 も 思 ふ 所が 有る から 担 絕 はした。 叉 君に 對 しても、 彼が 其 様に 悔悟して 居る から 容 して 

遣れと 勸めは 爲ん、 其 は 別問題 じ や。 但僕 として 君に 言 ふ 所 は、 彼 は 悔悟して 獨り 苦んで 居る。 

則ち 彼 は 自ら 罰せられて 居る のぢ やから、 君 は 君と して 怨を釋 いて 可から うと 思 ふ。 11^^が其怨を 

釋 いたなら、 昔の 間に 復 るべき ぢゃ らうと； 'へ るの じ や。 
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u. つ なぐさ 

君 は 今のところ 慰められて 居らん、 それで 叉、 何日 慰めら る 、とも 解らん と言うた な、 然し 

や、 彼が 悔悟して からに 其 様に 思うて 居る と 聞いたら、 君 は 其を以 つて 大いに 慰められ はせん か 

すくな 

な。 君が 此の 幾年 間に 得た 金錢、 それ は 幾多 か 知らん けれど、 其の 寡から ん金錢 より は、 彼が 終 

に 悔悟した と 聞いた 一 言 の 方が、 遙に大 いなる 力 を以っ て 君の 心 を 慰む るで あらう と 思 ふの ぢゃ 

が、 奈何 か。」 

「それ は 僕が 慰められ るより は、 宫が 苦まなければ ならん 爲の 悔悟 だら う。 宫が 前非 を 悟った 

爲に、 僕が 失った 者 を 再び 得られる 譯ぢ やない、 然して 見れば、 僕の 今日は 其に 因って 少も 慰め 

られる 所 は 無い の だ。 惜 いこと は 彼 は 飽くまで 憎い、 が、 其の 憎さに 僕が 慰められ すに 居る ので 

みや， V の もの 

はない からして、 宮其 者の 一身に 向って、 僕は棄 てられた 怨を 報い やうな ど. -は 決して 思って 居 

ちくしゃ ク あお 

らん、 畜生に 響 を 復す價 は 無い さ。 

今日に なって 彼が 悔悟した、 それでも 好く 悔悟した と 謂 ひたい けれど、 是は 固より 然ぅ 有る ベ 

あんな ふこ V ろ 

き 事な の だ。 始 に那麼 不心得 を爲 なかったら、 悔悟す る 事 は 無かった らうに 11 不心得であった、 

非常な 不心得であった！」  . 

彼は黯 然として { 仝く 懐へ るな り。 

「僕 は 彼の 事は言 はんの じ や、 又 彼が 悔悟した 爲に 君の 失うた 者が 再び 得らる 、譯 でない から 
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それ ぢゃ 慰めら れんと 謂 ふの なら、 それで 可い のじ や。 要するに、 君 は 其の 失うた 者が 取 返され 

こしら 

たら 可い のぢ やらう、， 而 して 其の 目的 を以 つて 君 は 貨を殖 へて 居る のぢ やらう、 な あ、 然 すり や 

其の 貨 さへ 得られたら、 好んで 不正な 營業 を爲る 必耍は 有るまい が。 君が 失うた 者が 有る 事 は 知 

つて 居る。 其が 爲に 常に 樂 まんの も、 同情 を 表して 居る、 因で 金錢の 力に 賴 つて 慰められ やうと 

して 居る、 に 就いては 異議 も 有る けれど、 それ は 君の 考に委 する。 貨を殖 へる も 可い、 可い とす 

る 以上 は 大いに 富むべし じ や。 けれど、 富む と 云 ふの は 貪って 聚む るので はない。 叉 貪って 聚め 

ん けり ゃ貨は 得られん ので はない、 不正な 手段 を 用んでも、 富む 道 は 幾多 も 有る ぢ やらう。 君に 

言 ふの も、 な、 其の 目的 を變 へよ ではない、 止 だ 手段 を 改めよ じ や。 路は違 へても 同じ 高？ i の 月 

を 見る のぢ やが。」 

「辱い けれど、 僕の 迷 は 未だ 覺 めんの だから、 間は發 狂して 居る 者と 想って、 一切 管 ひ 付けす 

に 措いて くれ 給へ。」  . 

「然 うか。 奈何 あっても 僕の 言 は 用ら れんの じ やな。」 

r 容 して くれ 給へ。」 

r 何を容 すの ぢゃ！ 貴様 は 倚を棄 てた ので はない か、 俺 も 貴様 を棄 てた のじ ゃぞ、 容 すも容 

さん も 有る もの か。」  . 
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ひ と つ キ J 

「今日 限 互に 棄 て.. - 別れる に 就いては、 僕 も 一箇 聞きたい 事が 有る。 それ は 君の 今の 身の上 だ 

が、 奈何した のかね。」 

「見たら 解る ぢ やらう。」 

「見た ばかりで 解る もの か。」 

「貧 之して 居る のよ。」 

「それ は 解って 居る ぢ やない か。」 

「それ 丈 じ や。」 

そんな びんば ゥ 

「それ 丈の 事が 有る もの か、 何で 官途 を罷 めて、 而 して 那樣に 貪 乏して 居る のか、 様子が 有り 

さ うぢ やない か。」 

「話した 所で 狂人に は 解らん のよ。」 

荒 1:1^ は 空嘯きて 起たん とおなり。 

「解っても 解らんでも 可い から、 まあ 話す 丈 は 話して くれ 給へ。」  ，， - 

「其 を 聞いて 何爲 る。 あ \ 貴樣は 何 か、 金で も 貸さう と 云 ふの か。 No  thank じ や、 赤貧 洗 ふ 

が 如く 力して 居っても、 心は怡 然として 樂んで 居る のじ や。」  . 

「それ だから 猶、 ：！： 爲て 然ぅ窮 して、 其 を 又 樂んで 居る のか、 其に は 何 か 事情が 有る の だら う、 
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から、 其 を 聞せ て くれ 給へ と 言 ふの だ c」 

荒 尾 は 故ら に i 口々 として 笑へ り。 

む けつち ゥ そんな こと 

「貴様 如き 無血 蟲が那 樣事を 聞いた とて 何が 解る もの か。 人間ら しい 事 を 言 ふた！」 

r 然 うまで 辱められても 辭を 返す ことの 出来ん 程、 俊の 軀は 腐って 了った の だ。」 

「固より じ や。」 

「恁ぅ 腐って 了った 僕の 軀は 今更 爲 方が 無い、 けれども、 君 は 立派に 舉位を 取って、 參事官 の 

椅子に も 居た 人、 國 家の 爲に 有用の 器で ある こと は、 決して 僕の 疑 はん 所 だ。 で、 僕 は 常に 君の 

出世 を豫 想し、 又 陰に 其を禱 つて 居った の だ。 君 は 僕 を 畜生と 言 ひ、 狂人と 言 ひ、 賊と 1W ふけれ 

ど、 君 を懷ふ 念の 俟の 胸中 を 去った 事， はありません。 今日 迄 君の 外に は 一人の 友 も 無い の だ。 一 

昨年であった、 君が 靜 岡へ 赴任す ると 聞いた 時 は、 嬉 くも あり、 可懷 くも あり、 叉考 へて 見れば、 

自分の 身が 悲 くもなって、 僕 は 一 日 飯 も 食 はんで 居た。 其に 就けても、 久し 振で 君に 逢って 慶賀 

も 言 ひたいと 念った けれど、 奈何 も 逢 れん 僕の 軀 だから、 切て 陰ながら でも 君の 55 世の 姿が 見た 

いと、 新橋の 停車場へ 行って、 君の 立派に 成った の を 見た 時 は、 何も彼も 忘れて 僕 は唯嬉 くて 淚 

が 出た。. 一 

こ 、ろ ひそか 

さて はと 荒 尾 も 心 陰 に 頷きぬ。 
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1 君の 出世 を 見て、 それほど 嬉しかった 僕が、 今日 君の 那 様に 零落して 居る の を 見る 心 持は甚 % 

4 

麼 であるか、 察し 給へ。 自分の 身 を 顧す に 恁云ふ 事 を 君に 向って 言 ふべき ではない けれど、 僕 は 

もう 己 を棄て . ^居る の だ、 一 婦女子の 詐 如きに 愤 つて、 其が 爲に 一 身 を 過った と 知りながら、 自 

てんせいぐ れつ  ， 

身の 覺悟を 以て 匿 正す る ことの 出来ん と 謂 ふの は、 全く 天性 愚劣の 致す 所と、 自ら 恨む より は 無 

いので、 僕 は 生きながら 腐れて、 是で 茶て るの だ。 君の 親友であった 間 貫 一は 旣に 亡き者に 成つ 

たの だ。 と然ふ 想って くれ 給へ。 であるから、 是は 間が 言 ふので はない、 君の 親友の 或 者が 君の 

身 を 愛んで 忠告す るの だとして 聽 いて くれ 給へ。 何 云 ふ 事情 か、 君が 話して くれん から 知れん け 

きう はく 

れど、 君の 軀は 十分 自重して、 社 食に 立って 壯 なる 働 を 作して 欲い の だ。 君 は 然して 窮迫して 居 

る やう だけれ ど、 決して 世間から 棄 てられる やうな 君で ない 事 を 僕 は 信す るの だから、 一箇 人と 

して 己の 爲に身 を 愛み たまへ と 謂 ふので はなく、 國 家の 爲に 自重し 給へ と 願 ふの だ。 君の 親友の 

或 者 は 君が 其才を 用る 爲に社 會に出 やうと 爲 るなら ば、 及ぶ 限の 助力 を爲る 精神で あるの だ。」 

贯ー の 面 は 病な どの 忽ち 愈え けんやう に 輝きつ \ 如此く 潔く も 麗しき 辭を 語れるな り。 

「う \、 それ ぢゃ君 は 何 か、 僕の 恁 して 落魄して 居る の を 見て 氣 毒と 思 ふの か。」 

「君が 謂 ふ ほどの 畜生で もない！」  ■ 

「其 處じ や、 間。 世間に 貴様の やうな 高利 貸が 在る 爲に、 適れ 用ら るべき 人才の 多くが じ や、 


名 を 傷け、 身 を 誤られて、 社會の 外に 放逐され て 空く 朽 つるの じ ゃぞ、 國 家の 爲に 自重せ いと、 

僕の 如き 者に でも 然ぅ 言うて くる、 のは恭 いが、 同じ 筆法 を以 つて、 君 も 社 食の 公益の 爲に 其の 

不正の 業を罷 めて くれい、 と 僕 は 叉 頼む のじ や。 今日の 人才 を 滅す者 は、 曰く 色、 曰く 高利 貸ぢ 

なやま 

やらう。 此 通り 零落れ て 居る 僕が 氣 毒と 思 ふなら、 君の 爲に艱 されて 居る 人才の 多く を 一層 不敏 

と 田い う て 遣. s^。 

君が 愛に 失敗して 苦しむ の もじ や、 或 人が 金 錢の爲 に 苦む の も、 苦む と 云 ふ點に 於て は 差異 は 

無い ぞ。 で、 僕も恁 して 窮迫して 居る 際ぢ やから、 憂 を 分つ 親友の 一 人 は 誠 欲い のじ や、 昔の 間 貫 

一 の やうな 友が 有ったら ばと 思 はん 事 は 無い。 其の 友が 僕の 身 を 念うて くれて、 社 食へ 打って出 

て壯に 働け、 一 臂の カを假 さう と 言 ふので あったら、 僕 は 如何に 嬉しから う！ 世間に 最も 喜ぶ ベ 

き 者 は 友、 最も 惡 むべき 者 は 高利 貸 じ や。 如何に 高利 貸の 惡 むべき か を 知って 居る 丈、 僕 は 益す 友 

を懷 ふの じ や。 其の 昔の 友が 今日の 高利 貸 S 其の 惡 むべ き 高利 貸！ 吾 又 何 を か 言 はんじゃ。」 

彼 は 口 を閉ぢ て、 貫 一 を 疾視せ り。 

とほり けつば く 

「段々 の 君の 忠吿、 僕 は 難 有い。 猶 自分に も 篤と 考 へて、 此の 腐れた 軀が 元の 通 潔白な 者に 成 

り 得られるなら、 其に 越した 幸 は 無い の だ。 君 も 亦 自愛して くれ 給へ。 僕 は 君に は棄 てられても、 

君の 大いに 用ら れ るの を 見たい の だ。 叉必す 大いに 用ら れ なければ ならん 其 人が、 然して 不遇で 
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居る の は、 淺 念で あるより は 僕は悲 い。 那樣に 念っても 居る の だから、 一遍 君の 處も 訪ねさして 

くれ 給へ。 何 處も人 r 居る かね。」 

「まあ、 高利 貸な ど は 來て貰 はん 方が 可い。」 

「其 日 は 友 として 訪ねる の だ。」 

「高利 貸に 友 は 持たん ものな。」 

雍 かに 紙 門 を 押 啓きて 出 来れる を、 誰かと 見れば 滿枝 なり。 彼 如何 なれば 不麟 にも 此 席に は顯 

れ けん、 と打駭 ける 主よりも、 荒 尾が 心の中 こそ 更に 匹 ふべ くも あらざる なり けれ。 いで や、 彼 

ぐるし  E- . 

は齊 みて 其の 長き 髯 をば 痛に 拈 りつ。 然れど 狼狽へ たりと 見られん は 口惜しと やうに、 遽に其 字 

を 胸高に 拱きて、 動かざる こと 山の 如しと 打控 へたる 樣も、 自ら 故と らしくて、 亦 見好げ に は あ 

らざ りき。 

滿枝 は先づ 挨拶して、 さて 荒 尾に 向 ひて 一際 禮を 重く、 而も 躬は 手の 動き、 目の 視 るまで、 專 

ら責 婦人の 如く 振舞 ひつ X、 笑む とも あらす 面 を 和げ て 姑く 辭を 出さす。 荒 尾は此 際な かく 默 

する に堪 すして、 

「是は 不思議な 所で！ 成程 間と は御懇 かな。」 

「君 は 奈何し て 此方 を識 つて 居る の だ。」 
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左 瞻右視 して 貫 一 は呆る \ のみな り。 

「そり や 少し 識 つて 居る。 然し、 長居 はお 邪魔 ぢ やらう、 大きに 失敬した。」 

「荒 尾さん。」 

滿 枝は逭 さじと 呼 留めて、 

r 恁云ふ 處で申 上げます の も 如何で 御座います けれど、」 

「あ >-、 そり ゃ此で 聞くべき 事ぢ やない。」 

「けれど 毎 も 御 不在ば かりで、 お話が付き かねる と 申して 弱り切って 居ります で i: 座い ます か 

ら、」 

「いや、 會 うたと ころで からに 話の 付け やう もない のじ， や。 遁げ も隱れ も爲ん から、 まあ 時節 

を 待って 貰 はう さ。」 

「それ は甚麼 にもお 待ち 申 上げます けれど、 貴方の 御 都合の 宜しい やうに ばかり 致して は 居ら 

れ ませんで 御座います。 そこ はお 察し あそばし ませな。」 

「う、、 隨分 酷い 事 を 察し させられる のじ やね。」 

「近日に 是非 私お 願 ひ 申しに 伺 ひます で 御座いま すから、 どうぞ 宜しく。」 

「そり や 一 向 {a: しくない かも 知れん。」 
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「あ、、 然ぅ、 此の 前で ございまし たか、 那の 者が 伺 ひました 節、 何 か 御 無 禮た事 を 申 上げ ま I. 

4 

したと かで、 大 相な 御 立腹で、 お 刀 をお 拔き 遊ばば して、 斬って 了 ふと か 云 ふ 事が 御座いました 

さう で。」 

「有った。」 

「あれ、 本 當に然 やうな 事 を 遊ばしました ので？，， 

さ し 

滿枝は 彼に 恥ぢ よとば かり 嗤笑 ひぬ。 然 知った る 荒 尾 は 飽くまで 眞顏を 作りて、 

じつ， --ぃ あ やつ fcx つき 

「本當 とも！ 赏際那 奴 研 却って 了 はう と 思うた。」 

「然しお おへ 遊ばした で 御座いませう。」 

.1 ぬね こ  、 

「まあ 其逯じ や。 那 でも 犬猫ぢ やなし、 靳捨 にもなる まい。」 

「まあ。 怖い ぢゃ 御座いま せんか。 私 なぞ は 滅多に 伺ふ譯 には參 りませんで 御座います 

ね。」 

うなじ 

夫 は 誰が 事 を 言 ふならん とやう に、 荒 尾 は 頂 を 反して 噪き笑 ひぬ。  ： 

「僕が 美人 を 斬る か、 其の 目で 僕が 殺さる \ か。 どう 歸 つて、 刀で も 拭いて 置かう。」 

「荒 尾 君、 夕飯の 支度が 出来た さう だから、 食べて 行って くれ 給へ。」 

「其 は 折角 ぢ やが、 盜 泉の 水は飮 まんて。」 


「まあ 貴方、 私お 給仕 を 勤めます。 さあ、 お 下に 被 居って。」 

しとね 

滿枝は 荒 尾の 立てる 脚下に 褥を推 付けて、 實に還 さじと 主に も 劣らす 最 惜む樣 なり • 

「全で 御 夫婦の やう じ やね。 是は好 一 對じ や。」 

「其のお 意で、 奈何 ぞぉ 席に 被 居って。」 

固より 留ら ざるべき 荒 尾 は 終に 行かん としつ ..-、 

「間、 貴様 は …… 。」 

「  M 

「  …… o」 

うつよ く  I 

彼 は 唇の 寒 かるべき を 思 ひて、 空 く欝 仰して 歸り 去れり。 其の 言 は ざり し 語 は 直に 贯ー の 胸に 

響きて、 彼 は 人の 去に ける 迹も、 仍ほ聽 くに 苦しき 面 を得擧 げざり けり。 

程 も 有らす ラム プは點 されて、 止 だ 在りけ る ま... に 竦み 居た る 彼の 傍に 置る 、と與 に、 其 光に 

よそ ほひ  .  あでやか  さながら. S ろか ほし i.*i.4  •  •  • 

照 さる \滿 枝の 姿 は、 更に 駐 を も 加へ けんやう に 怪しから す妖艷 に、 宛然 色番を 揎 にせる 牡 

さきた わ 

丹の 枝 を 撓め たる 風情に て、 彼 は 親しげ に 座 を 進めつ。 

「間さん、 貴方 奈何 あそばして。 非常にお 欝ぎ 遊ばして 被 居る ぢゃ 御座いま せんか。」  ^ 


莨-! は 怠く も 縐に目 を 移して、  お 
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「 一 鉢 貴方 は 奈何して 荒 尾 を 御存じな のです か。」 

「私より は、 貴方が 那 方の 御 朋友で 被 居る と は、 實に 私意 外で 御座いま すわ。」 

「責方 は 奈何して 御存じな のです。」 

「まあ 債務者の やうな 者な ので 御座います。」 

「債務者！ 荒 尾が？ 貴方の？」 

「私が 直接に 關 係した 譯ぢゃ 御座いません のです けれど。」 

たか どれほど 

「は あ、 而 して 額 は 若干な のです か。」 

「一二 千圓 約で ございま すの。」 

「三千 圓？ それで 其の 直接の 貸 主と 謂 ふの は 何處の 誰です か。」 

滿枝は 彼の 遽に提 向きて 膝の 前む を さ へ覺ぇ ざらん とする を 見て、 歪む る n 角に 笑 を 忍びつ X、」 

一貴 方 は實に 現金で 被 在 のね。 御 自分のお 聽 になりたい 事 は 熱心に お成りで、 平生 私が お 話 

でも 致す と、 全で 取合っても 下さいません のです もの。」 

「まあ 可いです。」 

「些とも 可い 事 は ございません。」 .   


「う. -、 然 すると 直接の 貸 主と 謂 ふの が 有る のです ね。」 

「存じません！」 

「お話し 下さ いな、 樣 子に 由って は 其 金 は 私から 辨償 しゃう とも 思 ふので すから。」 

「私 贵 方から は 戴きません。」 

「上げる ので はない、 辨償 する のです。」 

「い. -ぇ、 貴方と は 御 相談に なりません。 又 貴方が 是非 辨 償な さると 云 ふ 事なら ば、 私 鄄の債 

损を棄 て. -了 ひます。」 

「それ は何爲 です か。」 

「何爲 でも 宜しう 御座いま すわ。 ですから、 貴方が 辨償 なさらう と 思 召すなら、 私に 債 權を棄 

て 了へ と 有 仰って 下さい まし。 然ぅ 致せば 私 喜んで 棄 てます。」 

r 何 云ふ譯 です か。」 

「何 云 ふ譯で 御座いま すか。」 

「甚だ 解らん ぢ やありません か。」 

「勿論 摔 らんので 御座います とも、 私 自分で 自分が 解らん くら ゐで 御座います もの。 然し 貴方 

も、 間さん、 隨 分お 解りに 成りません のね。」 


「い X や、 僕 は 解って 居ます。」 

「え  > -、 解って 被 居りながら 些 もお 解りに ならない のです から、 私 も 益す 解ら なくなり ますで 

すから、 然ぅ 思って 被 居い まし。」 

きんぎ せる  ながしめ 

滿枝 は金煃 管に 手 爐の緣 を 丁と 拍 ちて、 男の 額に 流^の 怨を 注ぐな り。 

「まあ、 然云ふ 事 を 言 はすに、 左 も 右 もお 話 を 被 成って 下さい。」 

「御 勝手ね え、 貴方 は。」 

「さあ。 お話し 下さいな。」 

「唯今お 話 致します よ。」 

一  ゆるやか 

滿枝は 遽に堙 管 を 索め て、 さて 傍に 人 無き 若く 緩 に 煙 を 吹きぬ。 

「貴方の 債務者で あらう と は實に 意外 だ。」 

「  。，一 

「どうも 事實 として 信す る 事 は 出来ん くら ゐ だ。」 

一- 

「  o」 

「三千 圓！ 荒 尾が 三千 圓の 負債 を 何で 爲た のか、 殆ど 有 得べき 事で ない の だけれ ど、 …… 」 

「  。」  t 


誰 見れ  ば 滿枝は 仏 も 煙： |ia を 放たざる な. GSO 

「さあ、 お話し 下さいな。」 

「這 麼に遲 々して 居りましたら、 然ぞ 貴方 愤 つたくて 被 居い ませう。」 

「憤った いのは 知れて 居る ぢ やありません か。」 

「憤った いと 云 ふ もの は、 決して 好い 心 持ぢゃ ございません のね。」 

「貴方 は 何 を 言って お 在な のです！」  / 

「はいく 恐 入りました。 それ ぢゃ 早速お 話 を 致し ませう。」 

「どうぞ。」 

「蒸か 御 承知で 被 居い ましたら う。 前に 宅 を 居りました 向坂と. & すの、 他が 靜 岡/ 參 つて、 ト 

では 些と 盛に 遣って 居る ので 御座います。 それで、 那 方は靜 岡の 參事宫 でお 在な のでした、 然ゃ 

つ ま リ *wo^  t 

うで 铜座 いました らう。 其 頃 向坂の 手から 何した ので 御座います。 究竟^ 方 も 其 件から 論旨 免官 

の やうな 事に お 成な すって、 又 東京へ お還りに ならなければ 爲 方が 無い ので、 彼方 を引拂 ふのに 

就いて、 向坂から 話が 御座いまして、 宅の 方へ 始は 委任して 參 つたので 御座いました けれど、 丁 

すつ. Aw 

度 去年の 秋 頃から 全然 此方へ 引繼 いで 了 ふやうな 都合に 致し ましたの。 

然し、 それ は 取 立に 骨が折れ るので 御座いま してね、 那 して 止と 遊んで おお も 同様で、 I 譯か 
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何 か 少許爲 さる 御 様子な のです から、 今の所で は 奈何に も 手の 着け やうが 無い ので 御座いま すわ。. 

「は あ、 成程。 然し 他が 何で 三千 圓と云 ふ 金 を 借りた か 知らん。」 

「それ は那方 は連帶 者な ので 御座います。」 

「は あ！ 然し 借主 は 何者です か。」 

r 大館朔 郞と云 ふ 岐阜の 民主 黨 員で、 選擧に 失敗した ものです から、 其の 運動費の 後肚 だと か 

云 ふ 話で ございました。」 

「うむ、 如何にも！ 大 館朔郞 …… それ ぢゃ 事實 でせ う。」 

「御 承知で 被 居い ます か。」 

「其 は 荒 尾に 舉費を 給した 人で、 他が 始終 恩人と 霄 つて 居った 其 人 だ。」 

はや 其の 言の 中に 彼の 心 は 急に 傷みぬ。 己の 敬愛せ る 荒尾讓 介の 窮し て戚々 たらす、 天命 を樂 

こ. CN みやう なげ ゥ 

むと 言 ひし は、 眞に義 の爲に 功名 を擲 ち、 恩の 爲に 富貴 を 顧 ざり し 故に あらす や。 彼の 貧き は 萬 

々人の 富める に 優れり。 君子なる 吾 友よ。 然し も 潔き 志 を 抱け る 者に して、 其の 酬ら る." 薄倖の 

彼の 如く 甚 しく 酷なる を 念 ひて、 貫 一 は 漫ろ淚 の 沸く 目 を閉ぢ たり。 


ちゃう ど 其の 時分に 間 貫 j は 度々 お宮から 悔悟と 謝罪の 手紙 を 受けと つて ゐ るので あるが、 い 售も封 

も 切らずに 捨て.^ 了 ふ。 今 も 幾度 目 かの 手紙 を 一寸 開封し やうと して、 又 思 ひ 直して 柱に て、 遂 

ね X0  こく 

に繩の やうに 引き、 摸って 了 ふ。 とい ふ 一刻 さで あるが、 或 時 荒 尾が やって来 るので、 客間へ 通して お 

く。 そして 出て みると 多分 荒 尾の 差金で あらう、 荒 尾 だとい つて 訪ねて 来た 客と いふの は、 荒 尾と 思 ひ 

もど か  ちか 

き や、 それ は 手紙で は 思 ひの 屆 かないの を拷 しがって、 直に やって来た お宮な ので ある。 お 下 賞 一 に鎚 

りついて 赦しを 乞 ふ お宮に 對 する、 賞 一 の 態度 を 見るべき である。 

ふす ちら を じ やうす け 

衝と 客間の 紙 門を排 けば、 荒 尾 は 居らす、 彼の 荒 尾 讓介は 居らで、 美しう 裝 へる 婦人の 獨り羞 

含し ぅ控 へたる。 打 惑 ひて 入り かねた る 彼の 目前に、 可 疑し き 女 客 も 未だ 背けた る 面 を 1^ さす、 

みどり 

細雨 靜に庭 樹を撲 ちて、 滴る 翠は內 を 照せ り。 

「荒 尾さん と 有 仰る の は 貴方で。」 

. ゑし やく 

彼 は 先づ恁 く會釋 して 席に着きけ るに、 婦人 は 猶も面 を 示さ らん 様に 頭 を 下げて 鱧 を 作せ り。 

而も 彼 は輙く 其の 下げた る 頭と Si へたる 手と を擧 げざるな りき。 始に 何者な り やと 驚され し 貫 

♦S  1。 ゥ. fc  V,  I 

一 は、 今 叉 何事な り やと 彌ょ 呆れて、 彼の 様子 を 打曜れ り。 乍ち 有りて 貫 一 の 眼 は慌： y しく 覓む 5. 


らん 色 を 作して、 婦人の 俯け る を^と 窺 ひたりし が、  い" 

4 

「何ぞ 御用で ございま すか。」 

「  ご 彼 は； I 化す <!.^ に 左 瞻右視 して 窺 ひつ。 

「何 云 ふ 御用 向で ございま すか、 伺 ひませ う。」 

「  。」 露 置く 百合の 花な どの 厌に 風を迎 へたる 如く、 其の 可 疑し き 婦人の 面 は 術 無 

または 

げに擧 らんと して、 义慚 ぢ懼れ たる やうに 遲疑ふ 時、 

「宮 ！」 と 貫 一 の聲 は筒拔 けて 走りぬ。 

宮は 嬉し 悲しの 心昧 みて、 身 も 世 も あらす 泣 伏したり。 

「何 用 有って 來 た！」 

怒るべき か、 此時。 恨むべき か、 此時。 辱むべき か、 悲 むべき か、 號 ぶべき か、 詈 るべき か、 

うち ふる 

責 むべき か 彼 は 一 時 は 萬 感の相 亂れて 急なる が 爲に吾 を 吾と しも 覺 ゆる 能 はすして 打顫ひ 居たり。 

「貫 一さん！ どうぞ 堪忍して 下さい まし。」 

宮は漸 う 顔 を振擧 げし も、 凄じく 色を變 へたる 貫 一 の 面に 向 ふべ くも あらで 萎れ 俯しぬ。 

「早く 歸れ！  J 

「  o」  ノ 


一 ？.」 

い くと せま 

幾年 聞 かざりし 其の 聲 ならん。 宫は危 みつ .-も可懷しと見る目を覺ぇす其方に^@>せば、 鋭く 睫 

ふる 貫 一 の 服の 濕 へる は、 旣に 如何なる 淚の 催せし ならん。 

どの かほ  せ，？  つて 

「今更お 互に 逢 ふ 必要 は 無い。 又お 前 も 何 痴 で 逢 ふ 意 か。 先達 而 から 頻に 手紙 を寄來 すが、 那 

は 一通で も 開封した の は 無い、 来れば 直に 燒棄 てて 了 ふの だから、 以 來は斷 じて 寄來 さんやう に 0 ト 

私 は 人 マ 病中で、 恁 して 居る の も 大儀で ならん の だから、 早く 歸 つて 貰 ひたい。」 

らウひ 

彼 は 老婢を 召して、  . . 

「お客様のお 立 だ、 お供に 然ぅ 申して。」 

おも ひな や 

取 附く島 も あらす 思 憤め る宫 を委 きて、 貫 一 は 早く も 獨り座 を 起たん とす。 

「貫 一さん、 私 は 今日は 死んでも 可い 意で お 目に 掛 りに 来たので すから、 貴方の 存分に 甚麼目 

にで も 遭せ て 然して 其で 左 も 右 も兮日 は勘辨 してお 願です から 私の 話 を 聞いて 下さい まし。」 

「何の 爲 に！」 

こ. CW わ. i 

「私 は 全く 後悔し ました！ 貫 一 さん、 私 は 今にな つて 後悔し ました！ 悉ぃ 事は此 間からの 

手紙に 段々 書いて 上げた のです けれど、 全で 見て は 下さらな いので は、 後悔して居る私の^^！麼切 

^^ぃ思をして居るか、 お 解りに はならない でせ うが、 お 目に 掛 つて 口で は 言 ふに 言れ ない 事ば か ！ 5. 


あれ すっかり 

り、 設ひ 書け ない 私の 筆で も、 那を 悉皆 見て 下す つたら、 些と はお 腹 立 も 直らう かと、 自分で は 

思 ふので す。 色々 お詫 は爲る 意で も、 恁 してお 目に 掛 つて 見る と、 面目が 無い やら、 悲 いやら で- 

-か. 3 

何 一 語 も 言へ ない のです けれど、 貫 一さん、 迚も 私 は 来られる 害で ない 處へ恁 して 來 たのに は、 

死ぬ ほどの 覺悟 をした のと 思って 下さい まし。」 

「其が 何爲 たの だ。」 

r 然 まで 覺悟 をして、 是非お 話を爲 たい 事が 有る のです から、 御迷惑で も どうぞ、 どうぞ、 貫 

1 さん、 左 も 右 も 聞いて 下さい まし 。一 

ぬかつ 

淚 ながらに 手を往 へて、 吾が 足下に 額 叩く 宫を、 何爲 らんと やうに 打 見遣りた る 貫 一 は、 

「六 年 前の 一 月 十七 日、 那 時を覺 えて 居る か。」 

「  o」 

「さあ、 奈何 か。」 

「私 は 忘れ は爲 ません。」 

「うむ。 那 時の 貫 一 の 心 持 を 今日お 前が 思 知る の だ。」 

「堪忍して 下さい。」 

.  あな や ふすま てっぺき 

唯 見る 間に 出 行く 貫 一、 咄嗟、 紙 門は鐵 壁よりも 堅く 閉 てられたり。 宮は其 心に 張充 めし tl; ュを 
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失 ひて！ I と領 伏しぬ。 

I  :»  ：  . . こ ゑ はげし えんつ！' き はなれ 

「璺 豊！」 と 老婢を 呼ぶ 聲 劇く 緣繽 の子亭 より 聞 ゆれば、 直に 走り 行く 足音の 響きし が、 旋 

て 返し 来れる 老婢は 客間に 顯れ ぬ。 宫は 未だ 頭を擧 げす 居たり。 可憐し き 束 髮の頸 元 深く、 黄 一菜 

染の半 矜に紋 御 召の 二 枚 袷 を 重ねた る 衣紋の 綾 先づ謂 はんやう 無く、 肩狀 優しう 內 俯した るずに 

！:  J あづえ， れ  かつ i- ろゥら 

金 茶 地の 東 綴 の帶 高く、 勝 色 裏の 敷亂 れつ . -、 白羽 二重の ハ ンカ チイ フに 淚を掩 へる 指に 赤く、 

.CI く 指環の 玉を灣 したる、 殆ど 物語の 畫をも 看る らん 心地して、 此の 美しき 人の 身の上に 何事の 

起り ける と、 豐は可 恐き やうに も覺 ゆる ぞ かし。 

「あの、 申 上げます が、 主人 は 病中の 事で ございます もので、 艦が 1^15 と 急に 氣 分が 惡 くな り 

ましたので、 相濟 みませんで 御座いま すが 中座 を 致しました。 恐 入ります で 御座いま すが、 どう 

ぞ 今日は 是で御 立 歸を願 ひます で 御座います。」 面 を 抑へ たるま.^ に宫は 淚を啖 りて、 

「あ \ 然 やうで 御座いま すか。」 

「折角お 出の 所 を 誠に どうもお 氣毒 さまで 御座います。」 

一 唯今 些と 支度 を 致します から、 もう 少々 置いて 戴きます よ。」 

1  あなた ご えんりょ  ゆるり 

一 さあく、 貴方 御 遠慮 無く 御寬と 遊ばし まし。 叉 何だか 降 出して 參 りまして、 今日は いっそ 

お 寒 過ぎます で 御座います。」 


彼の 起ちし 迹に宮 は 身支度 を爲 るに も 非で 始て 甦りた る 人の 唯 在る が 如くに 打 沈みて ぞ居 たる。 山 

そのと き C よか みづ くり  4^ 

.a 久し かるに 客の 起たん とする 模様 あらねば、 老婢は 又 SI 来れり。 宮は 爾時邋 に身椒 して、 

「それで はお 暇 を 致します。 些と 御挨接 だけ 致して 参りたい のです から、 何方に ぉ寢 つてお 在 

です か …… 。」 

「はい、 あの 何で ございます、 どうぞ もうお 管 ひ 無く …… 。」 

「い 、え、 御挨 だけ 些 と。」 

「然 やうで 御座いま すか。 では 此方へ。」 

主の 本意なら じと は 念 ひながら、 老婢は 止む を 得す 彼 を 子 一^に 案內 せり。 昨夜の 牧 めざる 蓐の 

內に赏 一 は 着の ま >- 打仆れ て、 夜着 も 搔卷も 裾の 方に 蹴し、 枕 は 辛うじて 其 端に 幾度 か $i 易ら れ 

頭 を 載せたり。 

思 ひも 懸けす 宮の 入来る を 見て、 起囘 らんと せし 彼の 膝下に、 早く も 女の 轉び來 て、 立たん と 

爲れ ば袂を 執り、 猶も犇 と 寄 添 ひて、 物 を も 言 はす 泣 伏したり。 

「え \ 何の 眞似 だ！，； 

突 返さん とする 男の 手を宮 宮は兩 手に 抱き 緊 めて、 

「貧 一 さん！」 


「何 を爲 る、 此の 恥 不知！」 

「私が 惡 かった のです から、 堪忍して 下さい まし。」 

「え X、 聒 しい！ 此を 放さん か。」 

r 貰 一さん！」  ， 

r 放さん かと 言 ふに、 え X、 もう！  I 

其 身 を 楣に宫 は 放さ じと 爭 ひて 益す 放さす.、 兩箇 が顏は 互に 息の 通 はんとす ばかり 近く 合 ひぬ。 

しゃ C^JUH あ ひ 

一生 叉 相 見 じと 誓へ るせ ハ 人の 顔の、 おのれ 眺めたり し 色 は疾く 失せて、 誰 ゆ ゑ 今の 別に 豔 なる も、 

仍 形の みは 變らす して、 實に 彼の 宮 にして 宮 ならぬ {呂 と、 吾 は 如何にして 此に 逢へ る！ 貫 一 ま 

共 胸の 夢む る 間に 現 ともなく 彼 を瞩れ り。 宫は 殆ど 情 極 りて、 纔 に 狂せ ざる を 得た るの み。 

彼 は 人の 頭より 大 いなる ダイ アモン ドを乞 ふが 爲に、 此の 貫 一 の 乎 を 把る 乎 をば 釋 かざらん。 

大 いなる ダイ ァ モンド 乎、 幾許 大 いなる ダイ ァ モ ンド も、 宫は 人の 心の 最も 小き 誠に 値せざる を 

旣に 知りぬ。 彼の 持た る グイ アモン ドは然 せる 大 いなる 者なら ざれ ど、 其の 棄 去りし 人の *.;|と はは 曰 

無き ものな りしが、 嗟 乎、 今 何處に 在り や。 其の 眷 て 誠を惠 みし 手 は 冷 かに 殘れ り。 空しく 其 手 

を 抱きて 泣かん が爲に 來れる 宮が悔 は、 寳に 幾許 大 いなる 者な らん。 

「さあ、 早く 歸れ！ 一 


7 

T 
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かんにん 

「もう 二度と 私 はお 目に は掛 りません から、 今日の 所 は 奈何と も 堪忍して、 打つな り、 毆 くな 

り 貫 一 さんの 勝手にして、 然して 少小 でも 機嫌 を 直して、 私のお 詫に 來た譯 を 問いて 下さい。」 

「え. -、 饭 い！」 

「それ ぢゃ打 つと も毆 くと もして …… o」 身悶 して 宫の鎚 る を 

r 那樣 事で 倚の 胸が 霽れる と 想って 居る か、 殺しても 像らん の だ。」 

「え、、 殺れ て も 可い！ 殺して 下さい。 私 は、 貫 一さん、 殺して 賈 ひたい。 さあ、 殺して 下 

さい。 死んで 了った 方が 可い のです から。」 

「自分で 死ね！」 

くら ，ひる 

彼 は 自ら 手 を 下して、 此身を 殺す さへ 屑から すとまで に 己 を 鄙むな る 乎、 餘に 辛し と宫は 唇 

を 咬みぬ。 

「死ね、 死ね。 お前 も 一旦 棄 てた 男なら、 今更 見と も 無い 態を爲 すに 何爲 死ぬ 迄 立派に 棄て通 

さんの だ。」  . 

一 私は始 から 貴方 を 築て る氣 など は 有り はしません。 それ だから 篤り と お 話を爲 たいので す。 

死んで 了 へ とお 言 ひで なくても、 私 はもう 疾 から 自分 ぢゃ 生きて 居る と は 思って 居ません。」 

そんな こと. 

「那樣 事 聞きた く はない。 さあ、 もう 歸れと 一一 目ったら 歸 らん か！」 
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「歸 りません！ 私 は^ 麼 事しても 此儘ぢ や …… 歸れ ません。」 

宫は 男の 手 をば 益す 弛めす、 益す 激 する 心の中に は、 夫 も あらす、 世間 も あらすな りて、 唯此 

の 命に 易 ふる 者 を 失 はじと 一 向に 思 入るな り。 

折から 緣に 足音す る は、 老 婢の來 るな らんと、 貫 一 は 取られた る 手 を 引 放たん とすれば、 這 は 

如何、 宮は些 も 弛めざる のみ か、 其容を だに 改めん と爲 す、 菜して 足 昔 は 紙 門の 外に 逼れ り。 

「これ、 人が 来る。」 

r  ノ 

宮は唯 力 を 極めぬ。 

不意に 此體を 見た る老婢 は、 半 啓け たる 紙 門の 陰に 顏引 入れつ， -、 

ちか n し 

「赤樫さん がお 出に なりまして 御座います。」 窮 厄の 色 は 衝と貫 一 の 面に 上れり。 

「あ. -、 今 其方へ 行く から。 11 さあ、 客が 有る の だ、 好 加減に 歸 らん か。 え.^、 放せ、 客が 有 

ると 云 ふのに 奈何す るの か。」 

「ぢゃ 私 は此に 待って 居ます から。」 

r.s^ らん！ もう 放せと 言ったら。」 

用捨 も あらす 宮は捻 倒されて、 落花の 狼籍と 起き 敢 へぬ 間に 貫 一は 出 行く。  .  ^ 


o 

續 編の 終り 夢幻 的な 舞臺が 一 場面 出て ゐる。 有名な 夢の 場が ある。 これ は現實 の描寫 ではなくて、 貧 が 

一 の 潜在的 意識、 又は 人間的 良心 を 夢に 假 托して 表現しょう とした もので、 それだけに 又 文章 も 幽婉で 

ある。 舞踊劇 かレ ゲイ ュ かと 思 はれる やうな 圖案 である。 

家の 內には 己と 老婢 との 外に、 今 客 も 在らざる に、 女の 泣く 聲、 詬る 聲の閱 ゆる は 甚だ 謂 無し、 

我 或は 夢む るに あらす やと 疑 ひつ々、 貫 一 は 枕せ る 頭 を 檯げて 耳 を 澄せ り。 

其聲は 急に 噪 しく、 相 爭ふ氣 勢 さへ して、 はたく と 紙 門を犇 かす は、 愈よ 怪しと 夜着 棑 却け 

て 起ち 行かん とする 時 ばっさり 紙 門の 倒る \ と 齊 しく 一 一人の 女の 姿 は 貫 一 が 目前に 轉び 出で ぬ。 

^まれし と 見 ゆる 方の 髮は浮 藻の 如く 亂れ て、 着た るコ オト は举 する ばかり 雨に 濡れたり。 其 

人 は 起 上り 様に 男の 顔 を 見て、 嬉し や、 可懷 しゃと 心 も 空なる 氣色。 

「貫 一 さん！」 と 匐 ひ 寄らん とする を、 薄色 魚 子の 羽織 着て、 夜會 結に 爲 たる 後 姿の 女に 躍り 

被って 引据れ ば、  ， 

「あれ、 貫、 貧 一 さん！」 

拯を 求む る其聲 に、 貫 一 は 身 も 消 入る やうに 覺 えたり。 彼 は 念頭 を 去ら ざり し宫 ならす や。 七 

生まで 其 願は聽 かじと 郤 けたる 滿 枝の、 我の 辛 さ を 彼に 移して、 先の 程より 打ち も詬り もしたり 


けん を * 猶谦ら で 我が 前に 責 むる 乎と、 貫 一は 泳へ かねて 顫ひ 居たり。 滿 枝は縱 まに 宫を捉 へて 

些も 動かせす、 徐に貫 一 を 見返りて、 

「間さん、 貴方のお 大事の 戀 人と 云 ふの は是で 御座いませう。」 

頸髮 取って 宫が面 を 引立て X、 

「此 女で 御座いませう。」  . 

「貫 一 さん、 私 は 悔しう 御座ん す。 此人は 貴方の 奥さんで すか。」 

「私 奥さんなら 奈何した のです か。」 

「貫 一 さん！」 

彼 は 足 擦して 叫びぬ。 滿枝は 直ちに 推 伏せて、 

「え. >-、 聒 しい！ 貫 一 さん は 其處に 一 人 居たら 澤 山ではありません か。 責 方より 私が 間さん. 

に は 言 ふ 事が 有る のです から、 少し 靜 にして 聽 いてお 出な さ い。 

間さん、 私 想 ふので すね、 究竟 I 心 云 ふ 女が 貴方に 腐れ 付いて 居れば こそ、 甚 嫁に 申しても 私の 

言 は 取上げて は 下さらん ので 御座いませう。 貴方 は那 様に 未練が お有り 遊ばしても、 元 此女は 貴 

方 を棄て \、 餘 所へ 嫁に 入って 了った やうな、 實に 畜生に も 劣った 薄情 者な ので は 御座いません 

か —— 私 善く 存じて 居ます わ。 貴方 も餘り 男らしくなくて お 在な さる。 それ は 如何にお 可愛い Q 
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か 存じません けれど、 一旦 愛 相を盡 して^げ て 行った 女 を、 いつまでも 思 込んで 遲々 して 被 居る 

こんな をん な 

と は、 まあ 何たる 不見識な 事で せう！ 貴方 は それでも 男子です 乎。 私なら 這 麼女は 一 息に 刺殺 

して 了 ふので す。」 

ま ねか X 

宫は i 奴 返さん と爲 しが、 叉 抑 へられて 聲も 立てす。 . 

「間さん、 貴方、 私の 申 上げた 事 をば、 や あ 道ならぬの、 不義のと、 實に 立派な 口上 を 有 仰い 

ましたで は 御座いま せんか。 其程義 のお 堅い 貴方なら、 何 爲這麼 淫亂の 人非人 を阿容 活けて お 置 

き 遊ばす のです か。 それで は 私への 口上に 對 しても、 責方 男子の 一 分が 立たん で 御座いませう。 

以爲 成敗 は 遊ばしません。 さあ、 私 決してもう 二度と 貴女に は 何も 申しません から、 貴方 も此女 

を 見事に 成敗 遊ばし まし。 然もなければ、 私 も 立ちません です， - 

^さん、 奈何 遊ばした ので 御座いま すね、 早く 何とか 遊ばして、 貴方 も 男子の 一 分 をお 立てな 

さらん ければ 濟 まん 所では 御座いま せんか。 私 此で拜 見 致して 居ります から、 立派に 遣って 御 覽 

あそばせ。  ， 

卒と云 ふ 場で 貴方の 腕が 鈍っても、 決して 爲 損じの 無い やうに、 私 好い 匁 物 をお 貸し. しませ 

う。 さあ、 間さん、 之 をお 持ち 遊ばせ。」 

彼 の懷を 出で たる は蠟 塗の 晃く 一 口の 短刀な り。 貫 一 は 其の 殺氣に 撲れて 一 指 を も 得 動かさ す" 
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K 上しく 眼 を 鍵して 滿 枝の 面 を 睨みたり。 宮 はは ゃ氣死 せる 乎、 推 伏せられ たるま > -に聲 も 無し。 

「さあ、 私恁 して 抑へ て 居ります から、 犹 なり 胸な り、 ぐっと 一 突に遗 つてお 了 ひ 遊ばせ。 え. 

え、 もう 貴方 は 何 を遲々 して 被 居る の です。 刀の 持樣さ へ 御存じ 無い の です か、 恁 して 祓いて ！」 

.  ひと ふ ふ  でんく わうた もと 

と 片手ながら 一 撺 揮れば、 鞘は發 矢と 飛散って、 電光 袂 を 廻る 白 匁の 影 は、 忽ち 飜 つて 贯 1 

が 面 上 三寸の 處に落 来れり。 

「之で 突けば 可い のです。」 

「  。」  . 

こんな をん な 

「さて は賣方 は這麼 女に 未だ 未練が 有って、 息の根 を 止める のが 惜 くて 被 居る ので 御座います 

ね。 殺して 了 はう と 恩 ひながら、 手 を 下す 事が 出 事ん のです ね。 私 代って 殺して 上げ ませう。 何 

ざ ふさ 

の 雜作も 無い 事。 些 と御覽 あそばせな。」 

首 下に 忽焉と 消えし の 光 は、 早く も お宮が 亂髮を 掠めて 顯れ ぬ。 啊呀と 貫 一 の號ぶ 時、 妙く 

も 彼は践 起き ざまに 突 来る 鋩 を危く 外して、 

「あれ、 貫 一 さん！」 

と滿 枝の 手首に 鎚れる ま...、 了む 不亂の 力 を 極めて 捩 伏せ/ \、 仰様に 推 重りて 仆 したり。 

「貫、 貫 一さん、 く、 早く 此刀を 取って 下さい。 而 して 私 を 殺して 下さい 1 貴方の 手に 掛 
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けて 殺して 下さい。 私 は 貴方の 手に 掛 つて 死ぬ の は 本望です。 さあ、 早く 殺して、 私 は 早く 死に 

たい。 賣 方の 手に 掛 つて 死にたい のです から、 後生 だから 一 思 ひに 殺して 下さい！」 

すく- *, 

此の 恐るべき 危機に 瀕して、 貫 一 は 謂 知らす 自ら 異 くも、 敢て扬 の 手を藉 さんと 爲る にも あら 

で、 而も 見る には堪 へす して、 空しく 悶えに 悶え 居たり。 必死と 爭 へる 雨箇が 手中の 匁 は、 或は 

髙く、 或は 俊く， 右に 左に 閃々 として、 恰も 一 鈎の 新月 白く 風の 柳 を 縫 ふに 似たり。 

「貫 一 さん、 貴方 は 私 を 見 殺に なさる のです か。 奈何で も此 女の手に 掛けて 殺す のです か！ 私 

は 命 は惜く はない が、 此 女に 殺される の は 悔しい！ 悔しい：：： 私 は 悔しい！」 

彼は亂 せる 髮を 夜叉の 如く 打 振りく、 五體を 揉みて、 晷の血 を 噴きぬ。 彼 も 殺さ じ、 是も傷 

け じと、 貫 一 が 胸は窣 輪の 廻る が 若く なれ ど、 如何に せん、 其 身は內 より 不思議の 力に 緊縛 せら 

れ たる やうに て、 逸れ ど、 躁れ ど、 寸分の 微搖を 得す、 せめて は聲を 立てん と爲れ ば、 上  1  几 は 又 塞 

りて 鐵丸 を啣 める 想。 

力 も 今 は絕々 に、 はや 危 しと 宮 は血聲 を 揚げて、 

「貴方が 殺して 下さらなければ、 私 は 自害して 死にます から、 貫 一さん、 此刀を 取って、 私の 

手に 持せ て 下さい。 さ、 早く、 貫 一 さん、 後生です、 さ、 さ、 さあ 取って 下さい。」 

叉 激しく 摸 合ふ郤 含に、 短刀 は 憂 然と 落ちて、 貫 一 が 前なる 疊に 突立ったり。 宮は虛 さす 躍り 
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被りて、 我物 得つ と 手に 爲れ ば、 遣ら じと 滿 枝の 組 付く を、 推隔 つる 腋の 下より 後 突に、 壩も透 

れと 刺した る 急所、 ー聲號 びて 仰反る 滿枝。 鮮血！ 兇器！ 殺傷！ 死體！ 亂心！ 重罪！ 

贯ー は 目 も 眩れ、 心 も 消 ゆるば かりなり。 宫は犇 と 寄 添 ひて、 

「もう 此上は 奈何で 私 は 無い 命です。 お 願です から、 貫 一さん、 貴方の 手に 掛けて 殺して 下さ 

い。 私 は それで 貴方に 赦 された 積で 喜んで 死にます から、 貴方 も どうぞ 其で もう 堪忍して、 今迄 

の 恨は齊 して 下さい まし、 よう、 貫 一 さん。 私が 這麼に 思って 死んだ 後まで も、 貴方が 堪忍して 

下さらなければ、 私 は 生 替死替 して 七生まで 貫 一さん を 怨みます よ。 さあ、 それ だから 私の 迷 は 

ないやう に、 貴方の 口から お 念 怫を唱 へて、 之で 一 思 ひに、 さあ 貫 一 さん、 殺して 下さい。」 

なつか  -ー ぶし ちえた & び 

朱に 染みた る 白 をば 貫 一 が 手に 持 添へ つ X、 宮は 其の 可懷 しき 拳に 頻囘頰 擦したり。 

「私 は是で 死んで 了へば、 もう 二度と 此世. でお 目に 掛る こと は 無い のです から、 せめて 一遍の 

囘向 をして 下さる と 思って、 今 はの 際で 唯 一 言 赦 して 遣る と 有 仰って 下さい。 生きて 居る 內 こそ 

甚麼 にも 憎く お 思 ひで せう けれど、 死んで 了へば 其 限、 罪 も 恨 も 殘らす 消えて 土に 成って 了 ふの 

です。 私 は 任ラリ して 前非 を 後悔して、 貴方の 前で 潔く 命 を 捨てる の も、 其の 御 詫が 爲 たいば かり 

これまで 

なのです から、 貫 一 さん、 旣往の 事 は 水に 流して、 もう 好い加減に 堪忍して 下さい まし。 よう、 

5 

貫 一 さん、 貫さん！ 今 思へば、 那 時の 不心得が 實に 悔しくて く、 私 は 何とも 謂 ひやう が 無い！  ^ 


贵 方が 淚を雩 して 言って 下す つた 事も覺 えて 居ます。 後 來吃度 思 中る から、 今夜の 事 を 忘れるな 

とお 言 ひの 聲も、 今 だに 耳に 付いて 居る わ。 私の ー圖の 迷と は 謂 ひながら 何爲那 時に 些少で も氣 

こんなと りかへ し 

が 着かなかった 乎。 愚な 自分 を資 める より 外 は 無い けれど、 死んでも 這 麼囘復 の 付かない 事 を 何 

で 私は爲 ましたら う！ 贯 一さん 貴方の 罰が 中った わ！ 私 は 生きて 居る 空が 無い 程 、貴方の 

^が 中った の だ わ！ だから、 もう 是で 堪忍して 下さい、 よ、 貫 一さん。 

而 して 迚も 此の 罰の 中った 軀 では、 今更 左右と 思っても、 願なん ぞの懷 ふと 云 ふの は 愚な 事、 

未だぐ 凝 目 を 見た 上に 思 死に 死にで も爲 なければ、 私の 業は滅 しないの でせ うから、 此 世に 未 

練 は 山 有る けれど、 私 は 早く 死んで、 此の 苦難 を堙 めて 了って、 而 して 早く 元の 淨ぃ嫗 に 生れ 

替 って來 たいので す。 然ぅ爲 たら、 私 は 今度の 世に は、 甚麼 艱難辛苦 を 爲ても 屹度 貴方に 添 遂げ 

て、 此 胸に 一杯 思って 居る 事 も悉比 善く 聽 いて 戴き、 叉此 世で 爲 遣した 事 も 其 時 は 十分に 爲 てお 

目に 掛けて、 必す 貴方に も悅 ばれ、 自分 も 嬉しい 思を爲 て、 此上も 無い 樂ぃ 一生 を 送る 氣 です。 

今度の 世に は、 貫 一 さん、 私 は 決して 那麼 不心得 は爲 ません から、 責方も 私の 裹を 忘れす に 居て 

下さい。 可う ござんす か！ 屹度 忘れす に 居て 下さいよ。 

おも ひつ 

人 は 最期の 一念で 生 を 引く と 云 ふから、 私は此 事ば かり 思 窮めて 死にます。 貫 一 さん、 此通だ 

から 堪忍して！」 
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聲震 はせ て縱 ると 見れば、 宮は 男の 膝の 上なる 鋩 目掛けて 岸 破と 伏したり。 

「や、 行った な！」 

つんざ 

貫 一 が 胸 は 劈け て始て 此聲を 出せるな り。 

「貫 一さん！」 

無殘 やな、 振 仰ぐ 宫が喉 は 血に 塗れて、 の 半 を 貫け るな り。 彼 は 其 手 を 放た で 苦しき 眼を靜 

きつ \、 男の 額 を視ん と爲る を、 貫 一 は 氣も漫 に 引 抱へ て、 

「これ 宫、 貴様 は、 まあ 是は 何事 だ！」 

ゆる 

大事の を拔 取らん と爲れ ど、 一念 凝りて 些も 弛めぬ 女の 力。 

「之 を 放せ、 よ、 之 を 放さん か。 さあ、 放せと 言 ふに、 え \、 何爲 放さん の だ。」 

「貫、 貫 一 さん。」 

「お、、 何 だ。」 

「私 は 嬉しい。 もう …… もう 思 遺す 事 は 無い。 堪忍して 下す つたので すね。」 

「まあ、 此手を 放せ。」 

「放さない.： 私 は是で 安心して 死ぬ のです。 贯 一さん、 あ. -、 もう 氣が 遠く 成って 來 たから 

早く、 早く、 赦 すと 言って 聞せ て 下さい。 赦 すと、 赦 すと 言って！」 
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血 は滾々 と 益す 流れて、 末期の 影 は 次第に II く逼 れる氣 色。 貫 一 は 見る にも 堪 へす 心亂れ て、 <^ 

「これ、 宫、 確乎し ろよ。」 

「あい。」 

「赦 した ぞ！ もう 赦 した、 もう 堪  堪 …… 堪忍 …… した！」 

「貫 一 さん！」 

r 官！ 」 

「嬉しい！ 私 は 嬉しい！」 

貫 一 は 唯 胸 も 張 裂けぬ 可く 覺 えて、 首 は 出です、 抱き 緊め たる 宫が顏 をば 紛り 下つ る 熱湯の 淚 

に 浸して、 其の 冷たき 唇 を 貪り 吮 ひぬ。 宮は 男の 唾 を 口 移に 辛くも 喉 を 潤して、 

「そんなら 貫 一 さん、 私 は、 吁、 苦しい から、 もう 是で 一 思 ひに …… 。」 

と 力 を して 刳らん と爲る を、 緊と 抑へ て 貫 1 は、  . ： 一 

「待て、 待てく！ 左 も 右 も 此手を 放せ。」  「 

「い  え、 止めす に、」 

「待てと Iw ふに。」 

「早く 死にたい！」 


漸く 刀を擬 放せば、 宮は 忽ち 身を囘 して、 輾 けつ 轉 びつ 座敷の 外に 脫れ 出づる を、 

「宮、 何處へ 行く！」 

遣ら じと 伸べ し 腕は逮 ばす、 SH- つて 起ちし 貫 一 は 唯一 摑と 躍り 被れば、 生憎 滿 枝が 死骸に 躓き、 

一間 許 投げられ たる 其處の 敷居に 膝頭 を碎 けんば かり 強く 打れ て、 踣り しま \ に 起き も 得す、 身 

を辣 めて. t きながら も、 

「宮 待て！ 言 ふこと が 有る から 待て！ 豊、 豊！ 璺は 居ない か。 早く 追 掛けて 宮を 留めろ！」 

あ しゅら 

呼べ ど號べ ど、 宫は 返らす、 老婢は 居らす、 貫 一 は 阿修羅の 如く 憤りて 起ちし が、 又仆れ ぬ。 

仆れし を 漸く 起囘 りて、 忙々 しく 四 下 を^せ ど、 はや 宮の影 は 在らす。 其の 歩々 に 委せし 血は苧 

環の 絲を曳 きたる やうに 長く 連り て、 疊 より 緣に、 緣 より 庭に、 庭より 外に 何處 まで、 彼 は 重傷 

を 負 ひて 行くな らん。 

.S おみ 

磐石 を曳 くより 苦しく 貫 一 は 膝の 疼痛 を へくて、 左に も 右に も 群 外に 踽ひ 出づれ ば、 宮は 

未だ 遠く も 行かす、 有 明の 月 冷 かに 夜 は 水の 若く 白みて、 ほの-^ と 狹霧罩 めた る 大路の 寂と し 

て 物の 影 無き 邊を、 唯 獨り覺 束 無げ に 走れるな り。 

「宫！ 待て」 

は おみ  y ン 

呼べば 欲 は 返せ ども、 雲は幽 にして、 彼は應 へす。 齒 1  乂を 作して 貫 一は 後 を 追 ひぬ。  ^ 


固より 間 は 幾許 も 有らざる に、 急所の 血 を 出せる 女の 足 取、 引捉 ふるに 何程の 事 有らん、 と 侮 

りしに 相違して、 彼 は始の 如く 走る に 引 易へ、 此方 は 漸く 息 疲る X に 及べ ども、 距離 は竟に 依然 

として 近く 能 はす。 這 は 口惜し、 と 貫 一 は滿 身の カを勵 し、 僵る  ならば 優れよ と 無二無三に 走 

りたり。 宫は 猜脫る  >- ほどに、 帶は 忽ち 1 樣と釋 けて 脚に 絡 ふ を、 右に 左に 踢拂 ひつ -^、 跌 きて は 

進み- 行きて は踉 き、 彼 もはや カは竭 きたりと 見えながら、 如何に 爲ん、 其處に 伏して 復起 きざ 

，.ls づ から 

る 時、 躬も 終に 及ばす して 此處 に絕入 せんと 思へば、 貫 一 は 今に 當 りて 緩に 聲を揚 ぐるの 術を餘 

すの み。 

あへ g 

「宮」 と 蜜って 呼びし かど、 潤むべし、 其聲は 苦しき 喘の 如き 者な りき。 我と 吾 肉を啖 はんと 

想 ふば かりに 躁れ ども、 貫 一 は旣に IS を 立つべき 力 を さへ 失へ るな り。 さて は 効 無き 己に 愤を作 

せんこ ク はォ -.1 だ 

して 益す 休ます 狂 呼 すれば、 彼の 咣は 終に 破れて、 IS 然として 一 涌の 鮮紅 を 暇 せり。 

心晦 みて 覺 えす 倒れん とする 耳元に、 松風 驀 然と 吹 起り て、 吾に 復れ ば、 眼前の 御壕 端。 只 

る、 宮は 行きくて 生 茂る 柳の 暗き に 分 入りた る、 入水の 覺 悟に 極れ り、 と 貫 一 は 必死の 聲を搾 

りて 連に 呼べば、 咳 入り 咳 入り 數 口の 咯血、 斑爛 として 地に 委 ちたり。 何 思 ひけん、 宫は 千條の 

綠の 陰より、 共 色より は 稍 白き 面 を 露して、 追 來る人 を 熟と 見たり しが、 竟に 疲れて 起き も 得 ざ 

る 貫 一 の、 唯 手 を 抗げて 遙に留 むる を、 免し 給へ と伏拜 みて、 衝と 茂の 中に 隠れたり。 
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彼 は 己の 死ぬべき を 忘れて 叉 起てり。 駅 寄る 岸の 柳 を 潜りて、 水 は 深き 乎、 宫 は何處 に、 と it 

の 露に 踏 滑る 身を危 くも 淵に 臨めば、 鞺搭と 潟ぐ 早瀬の 水 は、 駭く浪 の 體を盡 し、 亂る， - 流の 文 

がゥは i- 

を 捲いて、 眼下に 幾茵の 怪しき 大石、 夫の 繁背 を聚 めて 丘の 如く、 其 勢 を 拒がん と爲れ ど、 觸る 

れば拂 ひ、 當 れば飜 り、 長波の 邁く 所滔々 として 破らざる 爲き 奮迅の 力 は、 兩 岸も爲 に- 擬ひ、 坤 

i  あめ こまやか そ. -  ぴん ぼつ かぜ ゥた 

軸 も爲に 轟き、 蹈 居る 土 も 今に や 崩れなん と 疑 ふ處、 衣 袂の雨 濃 に灑 ぎ、 鬢 の 風轉た 急な り。 

あな 凄まじ、 と 貫 一 は 身 毛 も彌竪 ちて、 鎚れる 枝 を 放ち かねつ . -、 看れば 叢の 底に 秋 蛇の 行く に 

が to-,^?- つら  を ざ >*.CVH& 

似た る徑 有りて、 幾と 逆 落に 懸崖 を 下るべし。 危き 哉と 差靦 けば、 茅 葛の 頻に 動きて、 小 &ー 棘に 

見えつ 隱 れつ 段々 と、 U り 行く は、 求む る宮 なり。 

其 死 を 止めん の 一 念より 他 あらぬ 貫 一 なれば、 恁と 見る より 心 も 空に、 足 は 地 を 蹈む遑 も あら 

す、 唯遲れ じと 思 ふば かりよ、 壑 間の 嵐の 誘 ふに 委せて.、 驀 直に 身を墮 せり。 

或は 摧 けて 死ぬ ベ かりし を、 恙無き こそ 天の 佑と、 彼は數 歩の 內に宫 を 追 ひしが、 流に 浸れる 

厳を涉 りて、 旣に 満卷く 瀧 津瀨に 生憎！ 花 は 散り か  >- る を、 

「宮丄 

と 後に 呼ぶ 聲殘 りて、 前に は 人の 影 も 在らす。 

わめ  .S は を  I 

咄 の遲を 天に 叫び、 地に 號き、 流に 悶え、 巖に 狂へ る 貫 一 は、 血走る 眼に 水 を 射て、 此處ゃ 


彼 處と戀 しき 水 屑を覓 むれば、 正しく 浮 木芥の 類と も 見えざる 物の、 十 間 計 彼方 を 探み に 揉んで、 ジ 

波間 隠に 維 流さる. -は、 人なら す 哉、 宫 なる 乎と 瞳を定 むる 折し も あれ、 水勢 其處に 一 段 急な り、 

在りけ る 影 は 弦 を 放れし 箭飛を 作して、 行方 も 知らす と 胸 清 るれば、 忽ち 遠く 浮き出で たり。 

嬉し やと 貫 一 は、 道 無き 道の 木 を 攀ぢ、 崖を傳 ひ、 或は 下りて 水を踰 え、 石 を 躡 み、 巖を 廻り、 

らう さゥ  り よく じゅか！ b うれ  せんくわん こ 》f むせ 

心地 死ぬべく 跟鎗 として 近き 見れば、 綠 樹陰 愁ひ、 疆俊聲 咽び て、 淺瀨に 紫れ る 宫が魑 よ！ 

貫 一 は 唯 其 上に 泣 伏したり。 

吁、 宮は 生前に 於て 韆に 一 刻の 前なる 生前に 於て、 此 情の 熱き 一 滴 を 幾許 か は 忝な みけん。 今 

や 千行垂 ると 雖も効 無き 淚は、 徒に 無心の 死 顏に濺 ぎて 宮の魂 は 知らざる なり。 

貫 一の 悲は窮 りぬ。 

「宫 、貴様 は 死 …… 死 …… 死んだ のか。 自殺 を爲る さへ 可哀 なのに、 此の 淺 ましい 姿 は 奈何 だ I 

匁に 貫き、 水に 溺れ、 貴 樣は是 で 苦しく はたかった 乎。 可愛い 奴め、 思 迫め たな あ！ 

宮、 贵 樣は启 殺 を 爲た上 身 を 投げた の は、 一 つや 死で は 像す に、 二つ 命 を 捨てた 氣乎。 然ぅ思 

つて 俺 は 不敏 だ！ 

サ 事が 有らう とも、 貴様に 對 する 那の恨 は 決して 忘れん と 誓った の だ。 誓った けれど、 此の 

無残な 死耿を 見て は、 罪 も 恨 も 皆 消えた！ 赦 した ぞ、 宮！ 倚 は 心の底から 赦 した ぞ！ 


今 はの 際に 赦 したと、 俺が 一言 云ったら ば、 那の 苦しい 息の下から 嬉しい と 言 つたが、 宮、 貴 

樣は 俺に 赦 される のが 那樣に 嬉しい の 乎。 好く 後悔した！ 立派な 悔悟 だぞ 

餘り 立派で、 貫 一は 恥 入った！ 宫、 俺 は 面目無い！ 是 迄の 精神と は 知らす に 見 殺に 爲 たの 

は殘 念だった！ 俺が 過 だ！ 宫、 赦 して くれよ！ 可い か、 宫" 可い か。 

鳴 呼 死んで 了った の だリ」 

貫 一 は 彼. の 死の 餘 りに 酷く、 餘 りに 潔き を 見て、 不貞の 血 は旣に 盡く沃 がれ、 舊惡 の膚は 全く 

、  なきがら 

洗れ て、 殘れる 者 は、 悔の爲 に、 誠の 爲に、 己の 爲に 捨てた る 亡骸の、 實に憐 みても 憐む ベく、 

悲 みても 猶 及ばざる 思の、 今 は 唯 極めて 切なる 有る のみ。 

夫の 烈々 たる 怨念の 跡 無く 消 ゆると 與に、 一 旦 涸れに し 愛慕の 情 は 叉 泉の 浦く らん やうに 起り 

て、 其 胸に 漲りぬ。 苦しから す 哉、 人 亡き後の 愛慕 は、 何の 思 か 之に 似る 者 あらん。 彼 はな かな 

か 生ける 人に こそ 如何なる 恨 をも繫 くるの 忍び 易き を今ぞ 知るな る。 

貫 一 は 腸 斷ち淚 連り て、 我 を 我と も覺 ゆる 能 はす。 

「宫、 責樣に 手 向ける の は、 俺の 此の 胸の 中 だ。 之で 成佛 して くれ、 よ。 此 世の 事 は是迄 だ。 

其 代り 今度の 世に は、 責樣の 言った 通り、 必す 夫婦に 成って、 百 歳まで も 添、 添、 添 遂げる ぞ！ 

忘れるな、 宫。 俺 も 忘れん！ 責樣も 吃度覺 えて 居ろ よ！」 
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氷の 如き 宮が手 を 取り、 犇と 握りて、 永く 眠れる 面 を^かん と爲れ ば、 淚急 にして 文 色 も 分か 

す、 II 重りて、 怜 しゃと 身 を 悶えつ .1 少時 泣いたり。 

「然し、 宮、 贵樣は 立派な 者 だ。 一び 罪 は 犯しても、 恁 うして 悔悟して 自殺 を爲 たの は、 赏に 

見上げた 精神 だ。 然 うなけ り や 成らん、 天晴 だぞ。 それでこそ 始て 人間た るの 面目が 立った の だ。 

い つばし をと こ 

然るに、 此の 貫 一 は 奈何 か！ 一端 男と 生れながら、 高が 一 婦の愛 を 失った が爲 に、 志 を 挫い 

て 一生 を 誤り、 餓鬼の 如き 振舞 を爲て 恥と も 思 はす、 非道 を 働いて 暴利 を 貧る の 外 は 何も 知らん。 

其 財 は 何に 成る の 乎、 何の 爲に 那樣 事を爲 るの 乎。 

凡そ 人と 謂 ふ 者に は、 人と して 必す盡 すべき 道が 有る。 己と 云 ふ 者の 外に 人の 道と 云 ふ 者が 有 

るの だ。 俺 は 其の 道を盡 して 居る 乎、 盡 さう と爲て 居る 乎。 思った 女と 添 ふ 事が 出来ん、 唯 其 丈 

の 事に 失望して 了って、 其の 失望の 爲に、 苟 くも 男と 生れた 一 生を拋 たうと 云 ふの だ。 人た るの 

効 は 何處に 在る、 人た る 道 は 奈何した の 乎。 

噴、 誤った！ 

宮、 責樣が 俺に 對 して 悔悟す るなら ば、 俺 は 人た るの 道に 對 して 悔悟し なけり ゃ濟 まん 嫗だ。 

はじめ きさま 

貴様が 恁 うして 立派に 悔悟した の を 見て、 俺 は 實に愧 入り も爲り や、 可 羨し くも ある。 當 初貴樣 

棄 てられた 爲に、 恁云 ふ墮落 をした 貫 一 ならば、 贵樣の 悔悟と 共に 俺 も 速 かに 心を梭 めて、 人 
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たるの 道に 負 ふ 所の 此罪を 贖 はなけ り や 成らん 譯だ。 

嗟 乎、 然し、 何に 就けても 苦しい 世の中 だ！ 

人間の 道 は 道， 義務 は 義務、 樂 は叉樂 で、 其 も 無け り や 立たん。 俺 も 鴨澤に 居て 宮を對 手に 勉 

强 して 居った 時分 は、 此の 人世と 云 ふ 者 は 唯 面白い 夢の やうに 考 へて 居た。 

那が 浮世な の 乎、 是が 浮世な の 乎。 

爾來 今日 迄の 六 年間、 人らしい 思 を 爲た日 は 唯の 一 日で も 無かった。 それで 何が 頼で 倚 は活き 

て 居た の 乎。 死 を 決する 勇氣が 無い ので 活 きて 居た やうな もの だ！ 活 きて 居た ので はない、 死 

損って ゐ たの だ！ 

1  ば 淵 は 焚 死に、 宮は 自殺した。 俺 は何爲 るの 乎。 俺の 此の 感情の 强 いので は、 叉向來 官の此 や 

死 顔が 始終 目に 着いて、 一生 悲しい 思を爲 なければ 成らん の だら う。 して 見り や、 今迄より は 一 

曆苦を 受ける の は 知れて 居る。 其 中で 俺は活 きて 居て 何を爲 るの 乎。 

. *  クるさ  ゥるさ 

人た るの 道を盡 す？ 人た るの 行を爲 る？ あ. -、 憑い、 45 い！ 人と して 居れば こそ 那樣義 

務も 有る 人で なくさへ あれば 何も 要らん の だ。 自殺して 命 を 捨てる の は、 一 の罪惡 だと 謂 ふ。 或 

は罪惡 かも 知れん。 けれども、 茫々 然と 呼吸して 居る ばかりで、 世間に 對 して は 何等の 益す る 所 

も 無く、 自身に 取って は 其が 苦痛で あると したら、 自殺 も 一種の 身 始末 だ。 增 して、 俺がん に 死ね， 
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ば、 忽ち 何十 人の 人が 助り、 何百 人の 人が 懼 ぶか 知れん。  6 

3 

ぬすと かげ ふ  4 

俺 も 一箇の 女 故に 身 を 誤った 其餘 が、 盗人 家業の 高利 貸とまで 堕落して、 是で やみく 死んで 

了 ふの は、 餘り 無念と は 思 ふけれ ど、 當 初に 出 損った のが 一生の 不覺、 那が抑 も 不運の 貫 一 の嫗 

• は、 最 一遍 鍛 直して 出て 來 るより 外爲 方が 無い。 此 世の 無念 は 其 時 霧す！」 

然し も 遣る 方 無く 悲め りし 貫 一 は、 其悲を 立ろ に拔 くべき 術 を 今覺れ り。 看々 淚の頗 の 乾け る 

邊 に、 異 しく 昂れ る氣 有りて 靑く 輝きぬ。 

R 呂、 待って 居ろ、 倚 も 死ぬ ぞ！ 贵 様の 死んでくれ たのが 餘り 嬉しい から、 さあ、 貫 一の 命 

も 貴様に 遣る！ 来世で 二人が 夫婦に 成る、 是が 結納 だと 思って、 幾久しく 受けて くれ。 贵樣も 

定めて 本^だら う、 俺 も 不足 は 少しも 無い ぞ。」 

然 らば 往 きて 汝の陷 りし 淵に 沈まん。 沈まば 諸共と、 彼 は 宫が屍 を 引 起して 背に 負へば、 其の 

は.？ ふんな な 

輕 きこと 一 片の 紙に 等し。 怪しと 見返れば、 更に 怪し！ 芳芬 鼻を撲 ちて、 一 朶の 白百合 大さ人 

i ん. A い はなびら 

面の 若き が、 滿 開の 葩 を 垂れて 肩に 懸れ り。 

不思議に 愕 くと 爲れ ば目覺 めぬ。 覺 むれば 曉の 夢な り。 

しょく ノ、 

つぎは 績々 金色 夜叉で 有名な 鹽 原の 場面で ある。 以上 績 編の 終りの 夢の 場で、 貫 一 と お宮の 愛の 復活 


< 


が 仄めかされ お宮の 罪が 赦 される ことにな つて ゐ るので あるが、 それ は 夢の 世界の ことで、 彼 は その 曉 

の 夢が 覺 めてから、 不思議な 衝動 を 感ずる ので あるが、 現資の 世界で は 彼の 心 は、 そこまで 妥協す る ま 

でに はなって ない。 併し その 夢 以来 頑な 彼の 氣 持ちが 次第に 軟 ぎつつ ある こと は事實 で、 盥原 では 心中 

しゃう として ゐる、 或 商店 員と 新橋の 藝 者と を、 大金 を 出して 救ったり して ゐ るので ある。 

わ. to 

この 心中の 一場面 は、 本篇の 本筋から いへば、 一寸 側へ それた 揷話 である。 M ピソ ー ド として は描寫 

が 少し 丁寧 過る やうで、 獨 立した 一 つの 小說の やうに なって ゐ るが、 作者の 考へ では、 賞 一の 心境の 推 

移 を 語る よすがと する 積り であった であらう。 鹽 原へ ゆく 途中の 叙述で、 作者 は 彼の 心境 を 書いて ゐる。 

鹽 原へ いったの は 高利の 大口の 申込みが あつたので、 少し 探索す る 筋が あった 爲 である。 

i が  いと  i- さぎ. H 

彼は强 ちに 死 を 避けす、 又 生 を 厭 ふに も あら ざれ ど、 雨ながら 其の 値 無き を、 私に 屑 しと 爲 

ざるな り.、 當 面の 苦 は 彼に 死を勸 め、 半生の 悔は耻 を 責めて 假 さす。 苦を拔 かんが 爲に、 我 は 値 

つぐな 

無き 死を辭 せざる べき 乎、 過 を 償 はんが 爲に、 我は樂 まざる 生 を 忍ぶべき 乎。 綠々 の 生 は 易し、 

死 は 則ち 難し。 碌々 の 死 は 易し、 生 は 則ち 難し。 我 は 悔いて 人と 成るべき か、 死して 其 愚 を 全う 

すべき 乎。 

貫 一 は活を 求めて 得す、 死 を 覚めて 得す、 居れば 立つ を 念 ひ、 立て-ば 臥す を 想 ひ、 臥せば 行く 

を懷 ひ、 寐 ぬれば 覺め、 覺 むれば 思 ひて、 夜 も あらす、 日 も あらす、 人 も あらす、 世 も あらで、 お 


おきどころ わ づらは 

愛 ひ 惑へ る 己 一 筒の 措 所な き 可 煩し きに 惱亂 せり。 

緩いて 鹽 原の 叙景が 名文 だから 少しぬ くこと にす る。 

車は駛 せ、 景は 移り、 境は轉 じ、 客 は 改まれ ど、 貫 一 は 易らざる 北ハの I？ 欝を 抱きて、 遣ろ 方 無 

き 五 時間の 獨に 倦み 懣 れつ \、 始て 西那須 野の 驛に 下車せ り。 

直ちに 西北に 向 ひて、 今 尙茫々 たる 古の 邠須 野原に 入れば、 天は濶 く、 地 は il: 一に、 唯 平 蕪の 迷 

おんと  ちょうらん 

ひ、 斷 雲の 飛ぶ のみに して、 三 里の 坦途、 一 帶の重 i 山、 鹽原は 其 處ぞと 見えて、 行く ほどに 路は 

窮ら す、 漸く 千 本 松 を 過ぎ、 進みて 關谷 村に 到れば、 人家の 盡る處 に淙々 の 響 有りて 之に 架れ 

る を 入 勝 橋と 爲す。 

らんき ひや か  ， 

輙ち橋 を 渡りて 僅に 行けば、 日光 冥く、 山 厚く 疊 み、 嵐氣 冷に 壑 深く 陷 りて、 幾囘 せる 葛 折の- 

後に は密樹 に聲々 の 鳥 呼び、 前に は幽 草步々 の 花を發 き、 逾 ょ躋れ ば、 遙に 木隱の 音の み 聞え し 

流の 水上 は淺く 露れ て、 驚 破 や、 斯に {4! 山の 雷 白光 を 放ちて 額れ 落ちた る 乎と 凄じ かり。 道の 右 

は 山 を 劉り て 長 碧と 成し、 石 幽に蘇 碧う して、 幾條 とも 白 絲を亂 し 懸けた る 細 瀑小瀑 の 刑々 とし 

て 濺げる は、 嶺 上の 松の 調 も、 定 て此緖 より やと 見捨て 難し。 
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しらは ざ か 

享を驅 りて 白羽 坂を踰 えてより、 囘顧 橋に 三十 尺の 飛瀑 を嶠 みて、 山中の 景は 始めて 奇 なり。 

之より 行きて 道 有れば 水 有り、 水 有れば 必す橋 有り、 全溪 にして 三十 橋。 山 有れば 巖 有り、 巖有 

れば必 す瀑存 り、 全嶺 にして 七十 瀑。 地 有れば 泉 有り、 泉 有れば 必す熱 有り、 全 村に して 四十 五 

湯、 猶數 ふれば 十二 勝、 十六 名所、 七不思議、 誰か 一 々探り 得べき。 

抑も鹽 原の 地形た る、 堕 谷 郡の 南より 群峰の 閒を 分けて 深く 西北に 入り、 綿々 として 箒 川の 流 

かた そば  ざん がん 

に 折る 片蛆 の、 四 里に 岐れ、 十一 里に 一旦り て、 到る 處巉巖 の 水を夾 まざる 無き は、 宛然 靑銅 の藥 

研に 璃 If 末を碎 くに 似たり。 先づ大 網の 湯 を 過れば、 根本 山、 魚 止 瀧、 兒ケ 淵、 左 靱 の 險は古 

りて、 .01 雲 洞は朗 に、 布 瀧、 龍ケ 鼻、 材木 石、 五色 石、 船 岩なん ど \眺 行けば、 鳥 井戶、 前山の 

みどり ころも 

翠 衣 に 染みて、 福 渡の 里に 入るな り。 

つ. -1 じ  *<ぉ この あたり こと 

途 すがら 前面の 崖の 處々 に 躑躅の 殘り、 山 藤の 懸れ るが、 甚だ 輿 有りと 目 留まれば、 又 此逢殊 

こき や ゥ  * 

に豁淺 く、 水澄み て、 大 いなる 古 鏡の 沈める 如く、 深く 蔽 へる 岸樹は 陰々 として 眠る に 似たり。 

貫 一 は覺 えす 踏 止り ぬ。 

け しぎ  はな は 

彼の 逆卷く 波に 分け入りし 宮が、 息 絶えて 浮び 出で たりし 其處の 景色に、 似たり とも 酷 だ 似た 

ありさ 

る 岸の 布置、 茂の 狀沉、 乃至 は漦 ふる 水の 文 も、 逢徹る 底の 5石 面 も、 廣 さの 程 も、 位置 も、 趣 も、 

子細に 看 來れば 逾ょ差 はす。 


9 

4 


かんりつ 

彼 は眦を 決き て 寒！^ せり。 

この St 原の 景色 をみ てゐ ると、 賞 一が さきの 朝方の 夢で みた 場所と、 それが よく 似て ゐて、 お宮が 飛 

び 込んだ 流れな ども、 まざまざと そこに 彷彿して 來る。 彼 は 畑 下の 「淸 琴摟」 とい ふ 宿へ 着いて お？ 1§ に 

入る と、 一 寸容 子の 好い 一 人の 男が 入浴して ゐる。 どうも 東京 者ら しい。 彼 は 人目 を 憚る やうに、 始終 

つ この 方へ 縮こまって ゐる。 それで その 男の こと を 女中に 聞く と、 「何でも 昨日 あたりお 連れ 樣 がお 

出の 管で ございま したが、 お出が ございません でした。 それ を 大層お 待ちに なって、 . 御飯 も 召 食らずに 

■ いでい らっしゃい ましたが、 先程 停 場まで 樣子を 見が てら 電報 を かけに ゆく と 有 仰い ましてお 出 ま 

しにな つたので ございます。」 すると 賞 一 は、 

「うむ、 それ は 心配 だら う。 能く 有る 事 だ。 然し、 飯 も 食 はすに 氣を 揉んで 居る と は、 何 云 ふ 

伴な のかな。 ，■  i 年寄 か、 で^も あるか。」 すると 女中が、 

「如何で 御座いま すか。」  -- 

「お前 知らん のか。」 

「私 存じません。」 

彼は覺 えす 小首 を 傾ける ので、 
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「日 一 那も大 相 御 心配 ぢゃ 御座いま せんか。」 

「然云 ふ 事 を 聞く と、 俺も氣 になる の だ」 

「ぢゃ 旦那 も餘 程苦勞 性の 方です ね。」 

「それ ぢ やお 連 様が 入し つて 見て、 お 年寄 か、 お 友達なら 宜しう 御座います けれど、 i も、 ね 

え 貴方、 お 美しい 方 か 何 かだった 日に は、 それ こそ 且那は 大變で 御座いま すね。」 

「奈何 大變 なのか。」 

「叉 御 心配 ぢゃ 御座いま せんか。 全體 旦那が お 一 人で 被 入る と 云 ふお 心 懸が惡 いので 御 tj いま 

す もの、 それ は爲 方が 御座いません。」 

婢は 故と らしう 高 笑し つ。 

「成程、 是は恐 入った。 今度から 善く 心得て 置く 事 だ。」 

「今度なん て 有 仰ら すに、 旦那 も 明日 あたり 電信で お 呼 寄に なったら 如何で 御座います。」 

「五十 四になる 老婢を 呼んだ つて、 お前、 始 らんお やない か。」 

「まあ、 旦那 は那麼 好い 事 を 言って 被 居る。 其の 老婢 さんの 方で ない の をお 呼びなさい ましな。」 

それき り  ) 

r 氣の毒 だが、 內には 其 限より 居ない の だ」 


とい ふやうな 會話 があった あと、 女中 はお 給仕 をす ませて 出て いったが、 やがて 別室の あのお 客の t 付 

つて ゐる 女が 来たから、 早く 来て みろ といって 知らせに 来る。 女中の 住 進に よって 貧 一が 表 梯子の あた 4 

りに ゆく と、 男女の 影が に 表 はれる。 作者 は 男女の 風俗 を 叙して、 

つ i ひん  あねね ネ-メ 

鐸廣 なる 藍 鼠の 中折帽 を 前斜に 冠れ る 男 は、 例の 面 を 見せ ざらん と爲れ ど、 彼 客な り。 引 連 

ほんかう *i き &  さしぐ し 

れ たる 女 は、 二十歳 を 二つ 三つ も 越した る 可し、 銀杏 返 を 引 約め て、 本 甲 蒔 繪の揷 櫛 根深に、 大 

ゥ す，.， ろめ な ゥ  うしろ ざし つねし ゅぽリ おまね が、 け  ひとす ぢ 

粒の 淡色 瑪琐に 金 脚の 後簪、 堆朱 彫の 玉根掛 をして、 鬚の 一 髮 をも亂 さす、 極めて 快く 結 ひ 傲し 

t ぴ しえ お めし  こ も，；？ ちリ めん ひとつ もん  しっちん 

たり。 葡萄 茶の 細 格子の 縞 御 召に 勝 色 褒の拾 を 着て、 羽織 は 小紋 縮緬の 一 紋、 阿蘭陀 模様の 七絲 

* くさ お： b きんぐさり ほそ  なまめ  う ぜん そめ じゅばん そで  *  <  ■- 

の 狱紗帶 に金鎳 子の 纖 きを 引 入れて、 嬌 かしき 友 禪染の 襦抨の 袖して 口元 を 拭 ひつ \ 四季 袋の 

ひもみ じ  さ  うら さびし 

紐 短 かに 攀げ たるが、 弗と 此方 を 見向け る 素 顏の色 蒼く、  口の 紅も點 さで、 较ゃ裏 寂く も 花の^ 

過ぎた らん やうの 蕭衰 を帶び たれ ど、 美 目の^た る 色 1^ 尙濃 にして、 漫ろ 人に 染む ばかりな り。 

とい ふ 風に 描いて ゐる。 份裝 の描寫 はこの 作者の どの 作品に も附 きもので、 却々 凝った ものである。 

その 時代の 風俗 を 知る こと も出來 るので ある。 

この 男女の 愚痴 を 言ったり 悲ん だり、 悅ん だり、 どうか かう か 二人 一緒に 死ねる ことにな つたの が嬉 

しいと いって、 ひそひそと 話 をして ゐる。 さ ざめ 言が、 寢 ねがての 賞 一 の 枕元へ 切々 と傳 つて 來る。 果 


て は 男は默 つて、 女が 驟り 泣きして ゐる樣 子で、 その 話 ご ゑが 綿々 として いつまでも 盡 きない。 そして 

夜が 明けて しもう。 

その 翌日 も 二人 は 熱い のに 垂れ 籠め て、 夕方に なって 了 ふ。 ラン ブを 細く した その 座敷が ひっそりと 

して 來る。 すると 夜半 頃に 二人 は 床 を 離れる。 死裝朿 をして、 否 をく み 交して、 死う とする 刹那に S1 

が 部屋へ 飛び込んで 來 るので ある。 この 場面が まるで 名優の 芝居 を 見る やう だから、 ほんの 數行 だけぬ 

いてみ る。 

「お まへ の 酌で 飮 むの も …… 今夜 限 だ。」 

「狹 山さん、 私 は 這 麼に苦 勞を爲 て 置きながら、 到頭 一日で も ；… 貴方と 一 處に 成れす に、 M 

^5? 風情で 死んで 了 ふの が …… 悔しい、 私 は！」 

閱 くも 苦しと、 男 は 一息に 湯 呑の 半 を 呷りて、 

「さあ、 お 靜。」 

女 は何氣 無く 受けながら、 思へば、 別の 1^ 乎と、 手に 取る からに 胸 清れ て、 

「狹 山さん、 私 は 今更お 禮をー 一 一一 a ふと 云 ふの も、 異な 者 だけれ ど、 貴方 は 長い 月日の 間、 私の や 

うな 道麼 不束者の 我儘 者 を、 能く も 愛 相を盡 かさす に、 深切に、 世話 をして 下す つた。 

3 

私 は 今迄 口に は 出さなかった けれど、 心の 內ぢ や、 狹 山さん、 嬉 いなん ぞと謂 ふの は 通り越し ^ 


て、 赏に難 有い と 思って 居ました。 共の 御 禮を爲 たいに も、 知って 居る 通の 阿 母さんが 在る ばか 

りに、 唯 然ぅ思 ふば かりで、 奈何と 云 ふ 事 も 出来す、 本當 に可耻 いほ ど 行 届かない だらけで、 こ 

れぢゃ 餘り濟 まない から、 一日 も 早く 所帶 でも 持つ やうに 成って、 然したら 一度に 此の 恩返し を 

爲 ませう と、 私 は、 其ば かり を樂 に、 出来ない 辛抱 も爲て 居たん だけれ ど、 もう、 今と 成つ ちゃ 

何も彼も 水 …… 水 …… 水の …… 泡。 

つい 心 易 立から、 浸々 お 禮も言 はすに 居た けれど、 狹 山さん、 私の 心 は、 然 うだった の。 もう 

是 限で、 贵方も …… 私 も …… 土に 成って 了へば、 又とお 目に は 掛れ、 な いんだから、 せめて は、 

八：'" ばめ て、 狹 山さん、 私 はお 禮を 申します。」 

男 は 身 を も 搾らる  >- ばかりに 恢へ かねた る淚を si せり。 

「もう 那、 那、 那樣事 …… 言って …… くれるな！ 冥 路の障 だ。 雨箇 がー 處に 死なれり や、 そ 

れで 不足 は 無い として、 外の 事なん ぞは念 はすに、 ぉ靜、 お 互に 喜んで 死なうよ。」 

「私 は 喜んで 居ます とも。 镥 いんです とも.〕 嬉 くなくて 奈何し ませう。 此のお 酒 も、 祝って 私 

は 飲みます。」 

淚諸 共飮 干して。 

「あなた、 一 つお 酌して 下さいた。」 
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注げば 又 呷りて、 其の 餘 せる を 男に 差せば、 受けて 納めて、 手 を 把り て、 額 見合せ て、 抱緊め 

て、 惜 めば 逾ょ盡 せぬ 名殘 を、 奈何に せば やと 思惑へ る 互の 心 は、 唯 それなりに 息 も 絶えよ と 祈 

る 可 かめり。 

男 は 抱け る 女の 耳の 恰も 唇に 觸 る.. -時、 現 ともなく 聲 誘 はれて、 

「お 靜、 覺悟は 可い か。」 

「可い わ、 狹 山さん。」 

「可け り や …： 。し 

「不 如もう 早く。」 

狹山は 直に 枕の 下なる 袱紗 包の 紙 入 を 取上げて、 內 より^せる 一 包の 粉劑 こそ、 正に 兩箇 が絕 

命の 匁に 易 ふる 者な り けれ。 女 は 二つの 茶碗 を 置 並 ぶれば、 玉の 如き 眞 白の 末 は 封を披 きて、 男 

の 手より 其 內に頒 たれぬ。 

「さあ、 其 酒 を 取って くれ。 お前のに は 俺が 酌 をす るから、 俺のに はお 前が。」 

「あ \ 可う ござんす。」 

くわい きんな きすぐ もの S- ゃゥ さんせい  -V  ,  . 

雨 は此時 漸く 霽れて、 軒の 玉 水絕々 に、 怪禽鳴 過る 者 兩三聲 にして、 跡 松風の 昔風々 たり。 

狹山は 旋て铫 子 を 取りて、 一箇の 茶碗に 酒を澆 げば、 お 靜は目 を 閉ぢ、 合掌して、 聞えぬ ほど 
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の 忍 音に、  ^ 

「南無 阿彌 陀怫、 南無 阿彌陀 怫。」 

代りて 酌す る 彼の 想 は、 吾 手 男の 胸元に 刺 遠 ふる 鋩 を押當 つるに も 似た る 苦し さに、 自 から： 11 

出 づる聲 も 打 震 ひて、 

「南無 阿彌 陀怫、 南無 阿彌 陀怫、 南無 ；… 阿彌陀 …… 南無 阿彌 …… 陀 …… 怫、 南無 …… 。」 

と 兩简は 心 も 消 入らん とする 時、 俄に 屋鳴 震動して、 百雷 一 處に墮 ちた る 響に、 男 は 顧れ、 女 

は 叫びて、 前後 不覺 の夢歟 現の 人影 は、 乍ち 顯れ て燈 火の 前に 在り。 

「贵 下方 は、. 怪しからん 事 を！ 可け ま せんぞ。」 

それから 貧 一 が 兎に角 事情 を 聞いた うへ で 力に ならう とい ふので、 S 分 は 1 一町の もので 間赏 一 とい ふ 

辯護士 であると、 信用させる ために 名 り を あげる。 男と 女 は 交る 交る に 切迫つ まった 身の上 話 をす る。 

この 男 は 相 常 辻 棲の 合った、 しっかりした 性格の 持主で、 かう いった 苦しい 破滅に 陷 るに は 少し^ 全で 

ある。 女 は 立た うとす る 間際に、 兼ねて 見受け をし やうと いって 執拗く 附け 11 つて ゐる富 山 唯 縫が 放さ 

ない ので、 額に 盃 かなに か を 投げつ けて、 逃げて 来たので ある。 それで 来る のが 遲く なった 譯 である。 

新橋 柏 屋の藝 者 愛子と いふ この 女 も、 心中す るに して は 少し 明く 出 來てゐ る。 それに この 段取りが、 非 

常にし つくりした、 行き 屆ぃ たもので、 ^韻に 乏しい 憾みがない とはいへ ない が、 それ は 其の 時代の 藝 


者と 遊蕩 兒の氣 分で も あらう。 兎に角 描 寫は眞 に 迫って ゐる。 以下 賞 一 と 二人の 談話 をぬ いでみ る。 

「何から お話し 申して 宜しい やら …… o」 

「いや、 其の、 何ですな、 責 下方 は 添 ふに 添 れんから 死ぬ と 有 仰る 11 何爲添 れんので すか。」 

「はい、 資は 私の、 恥 を 中し ません ければ 解りません が、 主人の 金 を 大分 遣 ひ 込みました ので 

御座います。」 

「は あ、 御主人 持です か。」 

みなみ でん まち ゃゥ かう JS し  かみ どひ や 

「然 やうで 御座います、 私 は 南傳馬 町の 幸菱 と. & します 紙 問屋の 支配人 を 致して 居りまして。 

しん はし つとめ 

狹 山元 輔と. します る。 又是は 新橋に 勤 を 致して 居ります 者で、 柏屋の 愛子と 申します る。」 

名宣ら れし女 は、 消え も 遣らで 居たり し 人 陰の 闇き より 僅に 躅り 出で  >-、 面 伏に も贯 一 が 前に 

會釋 しつ。 

「は あ、 成程 ピ 

「然る 所、 昨今 是に身 請の 客が 附 きまして、」 

み うけ 

「あ \ 身 請の？ 成程。」  ， 

「否で も 其方へ 參 らんければ 成りません やうな 次第。 叉 私 は 其の 引 负の爲 に、 主人から 吿訴致 
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されまして、 活 きて 居り ますれば、 其 筋の 手に 掛 ります ので、 如何にと も 致 方が 御座いま 4.i んゅ 

ゑ、 無分別と は 知りつ. -も、 つい 突 迫め まして、 面目 次第 も 御座いません。」 

しにそこな 

彼等 は 其の 無分別 を慙ぢ たりと より は、 此の 死 失 ひし 見苦し さ を、 天に も 地に も 爆し かねて、 

俯し も 仰ぎ も 得ざる 項 を 竦め、 尙も爲 ん方無 さの 目 を閉ぢ たり。 

は、 あ。 然 うする と 愛に 金 さへ 有れば、 奈何に か 成る のでせ う，. 貴方の- 餐消 だって、 其の 

べんしゃう 

金額 を辨 償して、 宜しく 御主人に 詫びたら、 無論 內濟に 成る 事で 十。 婦人の 方 は、 先方で 請 出す 

と 云 ふの なら 此方で も 請 出す 迄の 事、 而 して、 貴方の 引 負に 若干 許の 額に 成る のです か。」 

「三千 圓 ほど。，」 

み ゥけ 

「三千 圓。 それから、 身 請の 金 は？」 

狹山は 女 を 顧みて、 二 言 一 1 1 言 小 聲に語 合 ひたりし が、 

「何や彼やで 八百圓 ぐら ゐは耍 ります ので。」 

「三千 八 百圓、 それだけ 有ったら、 貴下 方 は 死なす に濟 むので すな。」  . 

打算し 来れば、 眞に 彼等の 命 こそ、 一人前 一 千 九 百圓に 過ぎざる なれ。 

「それ ぢゃ 死ぬ のは充 らんです よ！ 三千 や 四千の 金なら、 隨分 そこらに 滾 つて 居 やうと 恩 ふ。 

就て は 何とか 御 心配して 上げたい と考へ るので すが、 先づ 左に 右 貴下 方の 身の上 を 一 番 悉くお 話 
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し 下さらん か。」 

恁る 際に は 如何ば かり 嬉しき 人の 言な らんよ。 彼 は 其の 僞と Hi と を 思 ふに 遑ら すして、 遺る 方 

こ ひねが は 

も 無き 憂身の 憂き を、 冀 くば 跡 も 留めす 語りて 竭 さんと、 弱りし 心 は 雨の 柳の、 漸く 風に 搖れ 

i 'さみ 

たる 男 を 作して、 

「はい、 ついに 一面識 も 御座いません 私共、 殊に 痴情の 果に箇 様な 不始末 を爲 出しました、 3： 

やくざ も 0 

とも はや ホ しゃう も 無い 爛死 蛇に、 段々 と 御 深切のお 心 遣、 却って 恥 入りまして、 實に 面目 次第 

も 御座いません。 

折角の 御言で 御座います から、 思 召に せえ まして、 一通りお 話 致します で 御座いま すが、 何 か 

なにまで みな はち 

ら何迄 皆 恥 で、 人様の 前で は 幾と 申 上げ 兼ねます の で 御座い ます。 

1 - ' •>  ,  >  -. . - , つか ひこみ  つま リ あそび 

實は、 只今. 5. 上け ました 三千 圓の 費消と 中し ますの は、 究竟 遊蕩 を 致しました 爲に、 店の 金に 

手 を 着けました 所、 始の內 は 奈何な り 融通 も 利きました ので、 其が 病 付に 成って、 段々 と 無理 を 

r  うかく 

致しまして、 長い間に 懵々 穴 を 開ました のが、 積り 積って 大分に 成りました ので 御座います。 然 

る處、 もう 八方 塞って 遣 繰 は 付き ませす、 いよく 主人に は 知れます ので、 苦 紛れに 相場に 手 を 

出した のが 怪我の 元で、 ちょろり と 取られ ますと、 さあ 其 だけ 穴が 大きく 成りました ものです か 

し かた ご ざ  しに. ぐる 

ら、 逾ょ爲 方 御座いません、 今度 は 奈何 か、 今度 は 奈何 かで、 もう 然ぅ 成って は 私 も 死物 狂で、 
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無理の 中から 無理 を 致して、 鑌 くだけ 遣りました 處が、 到頭 逐 倒されて 了 ひまして、 三千 圓と申 

上げました 養 消 も、 半分 以上 は 其に 注 込みました ので 御座います。 

然し、 是 だけの 事で 御座いま すれば、 主人 も 從來の 勤勞に 免じて、 又 奈何に も 勘辨は 致して く 

れ ましたので 御座います。 現に 此の 一條が 發覺 致しまして、 主人の 前に 呼 付けられました 節、 此 

度の 事 は 格別 を以 つて、 赦し 難い 所も赦 して 遣る と、 箇 様に 申して はくれ ましたので。」 

「成程た，！ 

しゅじ，^ 

「と. S. すのに は、 少し 叉 仔細が 御座いま すので。 それ は、 主人の 家內の 姪に 當 ります 者が、 內 

めち は 

に 引取って 御座いまして、 之 を 私に 妻せ やうと 云 ふ意衷 で、 前々 から 其 話 は 有りました ので 御座 

いますが、 どうも 私 は氣が 向きません もので、 何と 就かす に 段々 言 延 して 御座いま したの を、 決 

然奈 何かと 云 ふ 手 詰の 談に相 成りました ので。 究竟、 費消 は赦 して 遣る から、 其 者 を 家內に 持つ 

て、 ，こ 箇樣に 主人 は 申す ので 御座います、」 

「大きに。」  . 

,s ろ， c じ "や ゥ 

「其 處には 又 千 百事 情が 御座いまして、 私の 身に 致します と、 其の 緣談は 實に斷 るに も辭 りか 

ねる 義理に 成って 居ります ので、 其 を 不承知 だな ど 丄合儘 を 申して は、 なかく 濟む譯 の 者で は 

ない ので 御座います。」 
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「あ、、 然 うなので すか。」 

「そこへ 持って 參 つて、 此 度の 不都合で 御座います、 其 さへ 大目に見て くれやう と 云 ふので 御 

座い ますから、 全で 仇 をば 恩で 返して くれます やうな、 申 分の 無い 主人の 所 計。 其を乖 きまして 

は、 私 は罸が 中り ますので 御座います。 然 うと は 存じながら、 猶且 私の 手前勝手で、 如何にと も 

其氣に 成れません ので、 已むを 得す 緣談の 事 は 担絕を 申しました ので 御座います。」 

「うむ、 成程。」  - 

わが つか ひこみ 

「其が 爲に 主人 は 非常な 立腹で、 然ぅ吾 儘 を 言 ふの なら、 費消 を 償へ、 其が 出来す ば 告訴す る。 

然うして は 貴様の 鉢に 一 生の 疵が附 く 事 だから、 思 反して 主人の 指 圖に從 へと、 中に 人まで 入れ 

て、 未だぐ 申して くれ ましたの を、 何處 まで も 私 は 剛情 を 張 通して 了った ので 御座います。」 

「吁！ 其 は 貴方が 惡 いな。」 

「はい、 もう 私の 善い 所 は 一つで も 有る のぢゃ 御座いません。 其 事に 就きまして、 主人に 書 S 

すで かくご  . 

も 致しました やうな 次第で、 旣に覺 悟 を 極めました 際まで、 心懸と 申す の は、 唯 其ば かりなので 

御座いました。 で 叉 其の 最中に 是の 方の 身 請 驟 が 起り ましたので。」 

なるほど 

一成 程！ 」 

I 

「是の 母親と 申す の は 養母で 御座いまして、 私 も 毎々 話 を 聞いて 居ります が、 隨分 それ は 非道 お 


な强 慾な 者で 御座います。 まあ 悉く 巾 上げれば、 長いお 話 も 御座いま すが、 是も 娘と 申す の は 名 

のみで、 年季で 置いた 抱 も 同様の 取 极 を 致して、 爲て 遺る 事は爲 ない のが 德、 稼げる だけ 稼が 

あ. -sv^ む り  つとめ  % 1 

せな いのは 損 だと 云った やうな 了簡で、 長い §i 無理な 勤を爲 せまして、 散散に 搾り取つ たので 御 

座い ます： 

で、 私の 有る 事 も 知って は 居り ましたが、 近頃 私が 追々 廻らな く 成って 參 つた 所から、 さあ 聒 

しく 一 百出し まして、 毎日の やうに 切れろ， で 責め 祓いて 居ります 際に、 今の 身 請の 客が 附 いた 

したや  とみや <5V 一ん- t?:_c-  T  -  一、 

ので 御座います。 丁度 去年の 正月 頃から 來 出した 客で、 下 谷に 富 山 銀行と い- -の^ 御座 V ます 

他の 取締役で、」 

「え ド- 何 …； 何- …… 何です か！」 

とみや つ *.、  . 

「御 承知で 御座いま すか、 那の富 山 唯 糧と云 ふ …… 」 

1 富 山？ 唯 繼！」 

そ つ 

其の 面色、 其の 聲音！ 彼 は 言下に 鈹 怒して、 其 名に 躍り 被らん とする 勢 を 示せば、 愛子 は 験 

き、 狹 山 は懼れ て、 何事と も 知らす 狼狽へ たり。 貫 一 は 謹く 胸 を 推 鎮めても、 仍ほ眼 色の 燃 ゆる 

が 如き を 兩窗が 額に 忙しく 注ぎて、 

み ゥけ 

「共の 富 山 唯 繼が身 請の 客です か。」 
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「はい、 然 やうで 御座いま すが、 貴方 は 御存じで 被 在い ますので？」 

「知つ て 居ます！ 好く …… 知って 居ます！ 」 

狹 山の 打 惑 ふ 傍に、 女 は密に 驚く 聲を 放てり。 

「那 奴が 身 請の？」  . . 

問 はる X 愛子 は、 會釋 して、 

「はい、 然 やうなん で 御座います。」 

「で、 贵方は 彼に 退かされ るの を 嫌った のですな。」 

「はい。」 

「然す ると、 去年の 始 から 貴方 は 他 の 世話に 成って 居った の です か。」 

「私 は那麼 人の 世話なん ぞには 成り は 致しません！」 

「は あ？ 然で すか。 世話に 成って 居た のぢ やない のです か。」 

しじ 沙ク 

「い \ え、 貴方。 唯お 座敷で 始終 呼れ ますば かりで。」 

「あ、、 然で すか！ それ ぢゃ 旦那に 取って 居った と 云 ふ譯ぢ やない のです か。」 

女 は 聞く も穢 はしと、 有繁謂 ふに は 謂れぬ 尻目 遣して、 

「私に は、 然云ふ 事が 出来ません ので、 今迄 ついにお 客なん ぞを 取った は、 全然 無 いんで 鄉 


453 


座い ます。」  if 

「あ，， 、 然で すか！ うむ、 成程 …… 成程な …… 解りました、 好く 解りました。」 

狹山は 俯き 居たり。 

「それで は恁云 ふので すな、 貴方 は 勤 を爲て 居っても、 外の 客に は 出す に、 斯人 一箇 を 守って 

11 然で すね、」 

「さやう です。」 

「-而 して、 餘 所の 身 請を辭 つて 111 富 山 唯糟を 振った の だ！ 然 ですな。」 

「はい。」 

に隨を 凝せ る 貫 一 は、 愛子の 面 を 熟視して 止 まざりし か、 旋て其 眼の 中に 浮びて、 輝く と 

見れば、 霜 ひて ar つる もの あり。 

「鳴 呼 …… 感心し ました！ 資に 立派な 者です！ 貴方 は 命 を 捨て \ も …… 斯 人と …… 添 ひた 

いのです か！」  -  一- 

結局 二人 は 赏一 に教 はれて、 彼の 家に 引き られる ことになるの である。 

ここで 金色 夜叉 は 未完成の ままで 切れて ゐ るので あるが、 最後に お宮の 手紙が 出て ゐ るから、 そチ. を . 


揚げて 金色 夜叉の 解說を 終る ことにし やう。 これが 三十 五 年 四月と なって ゐる。 

惜 くもなき 命 は 有り 候 ものに て、 はや 其より 七日に 相 成 候へ ども、 猶 日毎に 心地 苦しく 相 成 候 

やうに 覺ぇ 候の みに て、 今以 つて 此世を 去らす 候へば、 未練の 程の 御つ もらせ も然ぞ かしと、 口 

おひ あっさ  なされ ： 

惜 くも 御 耻 しう 存 上參ら せ 候。 御前 樣には 追々 暑に 向 ひ 候へば、 いつも 夏 まけに て 御 惱み被 成 候 

ひとし ほ，？. ん svw 

一 $ とて、 此頃は 如何に 御 暮し被 遊 候 やと、 一 入御 案じ 申 上 參らせ 候。 

私事 人々 の 手前 も 有 之 候 故、 儀ば かりに 醫 者に も挂り 候へ ども、 もとより 藥 など は 飲み も 致さ 

す、 皆 打 拾て 申 候。 御存じの 此疾は 決して 書物の 中には 載せて 在る まじく 存候 を、 醫 者は譯 無く 

ヒス テ リイと * 候。 是も ヒス テ リイと. S. 候 外 は 無き か は 不存. & 候へ ども、 自分に は廣き 世^に 比 

無き 病の 外の 病と も 思 居り 候 もの を、 さやう に 有觸れ たる 名を附 けられ 候 は、 身に 取りて 誠に 誠 

に 無念に 御座 候。 

晝の中 は 頭重く、 胸 閉ぢ、 氣疲 劇しく、 何 を 致 候 も 太 儀に て、 別けて 人に 會ひ 候が 煢， く、 誰に 

も 一切 口 を 利き 不申、 唯 獨り引 籠り 居り 候て、 く 時の 經ち候 中に、 此 命の 絶えす 些づ. - 弱り 候 

て、 最期に 近く 相 成 臉が自 から 知れ 候 やうに も 覺ぇ巾 候。 

夜に 入り 候て は 叉 氣分變 り、 胸の 內 俄に a 々と 相 成、 なかく 眠り 居り 候 空 は 無 之、 か. -る折 ¥ 


に 人 は 如何 やうの 事 を 考へ候 ものと 思 召 被 成 候 や、 叉 其 人 私に 候 は ^ 何と 可 有 之 候 や、 今更. &上 .f^ 

候 迄に も 御座 候 はねば、 何卒 宜しく 御 刺 じ 被 遊 度、 夜 一夜 其 事の み 思績け 候て、， 毎夜 寐 もせす 明 

しま ゐらせ 候。 

然 りながら、 何程 思 績け候 とても、 水 を 覚めて 逾ょ焰 に 燃 かれ 候に 等しき 苦艱の 募り 候の みに 

か よわ 

て、 いつ 此資を 免る \ ともなく 存へ候 は、 孱 弱き 女の 身に は餘 にく 難 忍き 事に 御座 候。 翁々 此 

の やうの 苦しき 思 を 致 候て、 惜 むに 足らぬ 命の 早く 形 付き 不 申る やうに も 候 は^、 いっそ 自害 致 

候て なりと、 潔く 相 5^ て 候が、 適に 愈と 存 付き 候へば、 萬 一 の 場合に は、 然ゃぅの_5^-にも可致と、 

覺悟 極め ま ゐらせ 候。 

わたくし あ ひ は 

さまん \ に 諦め 申 候へ ども、 此の 一事 は 迎も思 絶ち 難く 候へば、 私 相 菜て 候 迄に は 是非々々 

一度、 如何に 致 候ても 推して 御 目 もじ 相 願 ひ 可 申と、 此頃は 唯 其 事の み 一 心に 考 居り 申 候。 昔よ 

り CH 仰 厚き 人 逢 は、 現に 神 怫の御 姿 を も 拜み候 やうに 申 候へば、 私 とても 此の 一念の 力なら ば、 

決して 酒 はぬ 願に も 無 御座と 存參ら せ 候。 

昨日 は 見舞が てらに 本宅の 御母様 參られ 候。 是は 一 つ は 唯繼事 近頃 不機嫌に て、 とかく 内 を 外 

に 遊び あるき 居り 候虚、 兩 三日 前の 新聞に 善から ぬ嗥 出で 候より、 心配の 餘樣子 見に 參られ 候 次 


第に て、 其 事に 就き 私へ 懇々 の 意見に て、 唯繼の 放蕩 致 候 は、 畢竟 內の おもしろ からぬ 故と、 日 

頃の 事 一 々誰が 吿げ 候に や、 可 恥し き 迄に 皆 知れ 候て、 此後は 何分 心 を用ゐ くれ 候 やうに と 被 巾 

候。 私事 其 節 一思 ひに 不法の 事 を 申 掛け、 愛 相を盡 され 候 やうに 致し、 離緣の 沙汰に も 相 成 候 は 

K 誠に 此上 無き 幸と 存 付き 候へ ども、 此 姑と 申 候 人 は、 評判の 心掛 善き 御 方に て、 殊に 私 をば 

娘の やうに 思 ひ、 日頃 厚き 情 は 海山に も喩へ 難き ほどに 候へば、 なかなか 辭を 返し 候 段に て は 無 

之。 心 弱し と は 思 ひながら、 淚の 零れ 候ば かりにて、 無據 身の 不束 を も 詫び 申 候 次第に 御座 候。 

此命 御前 様に 捨て 候 ものに 無 御座 候 は^、 外に は此 人の 爲に 捨て 申 可と 存候。 此の 御 方 を 母と 

そ Q ち Q し 

し、 御前 樣を 夫と 致 候て 暮し候 事 も 叶 ひ 候 は 2、 私 は 土間に 寐ね、 一席 を 絡 ひ 候ても、 其 樂 は然 

ぞ やと、 常に 及ばぬ 事を戀 しく 思 居り ま ゐらせ 候。 私事 相 果て 候 は ど、 他人に て 眞に悲 み くれ 候 

は、 此 世に 此の 御 方 一人に 御座 あるべく、 第一 然 やうの 人 を 欺き、 然 やうの 情を餘 所に 致 候 私 は、 

如何なる 罰 を 受け 候 事 かと、 悲 くく 存 候に、 はや 淺 ましき 死樣は 知れた る 事に 候へば、 外に 私 

ねが ひ さは リ 

の 願の 障と も 招 成不申 やと、 始終 心に 懸り 居り 申 候。 

思へば、 人の 申 候 ほど 死ぬ る 事 は 可 恐し きものに 無 御座 候。 私 は 今が今 此 儘に 息 引取り 候 は ど、 

何よりの 仕 合と 存參ら せ 候" 唯 後に 遣り 候 親 達の 歎 を 思 ひ、 叉 我 身 生れ 効 も 無く 此 世の 緣 薄く、 

かやう に 今 在る 形 も 直に 消えて、 此筆、 此硯、 此 指環、 此燈も 此居宅 も、 此夜 も此夏 も、 此の 蚊 お 


の聲 も、 四 園の 物 は 皆 永く 殘り 候に、 私獨り 亡き ものに 相 成 候て、 人に は 草花の 枯れた る ほどに 

も 思 はれ 候 はぬ _i さな ど を考へ 候へば、 返す返す 情無く 相 成 候て、 心ならぬ 未練 も 出で 申 候。 
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尾 崎 紅葉 評傳 

前 置 き 

この 研究で は 先生と いふ 敬語 を 暫く 一 切拔 くこと にして おかう と 思った が、 矢 張 始末が 惡ぃ 

ので、 先生と してお く。 しかし 師弟と しての 立場から 離れて 見たい と 思 ふ。 その 點は緣 故の 人 

人に 御 宥恕を 願 ひたい。 勿論、 師弟と しての 侗 人的な 心 持 を 忘れて ゐる譯 ではない。 紅葉 研究 

と 言っても、 僅か 三十 七 年の 生活で、 藝術 家と して 是 から 人生 觀 照の 目 も 開き、 人間と しての 

自覺 も^て 來 ようと 云 ふ 時に 亡くなつ たので、 その 短い 生涯に は 大して 記錄 すべき ことの あら 

う 箸がない。 勿論 それにしても 驚くべき 大人ぶ つた 人で あつたと 同時に、 時代の 殘 して 行った 

偉大な 作家であった ために 痕迹は 一 般 的に 可也 大きい。 勿論 生 一 本の 小說 家で 前後 類例がない 

ほどの 才分に 惠 まれて ゐ たし、 努力 も 惜しまなかった と 思 ふ。 その 點文 壇の 偉大な 存在で ある。 

何に しても 先生 を 論す る 材料 は少 いと 言って い \。 自分 は 生 立ちから 始めて 十餘 年間の 作家 

9 

生活に ついて、 概觀を 述べ、 それから 徐ろに 作品に 入らう と 思 ふ。 これ を 述べる に當 つて、 松 ¥ 


原 至 文 氏の 「明治 文豪 傳の內 尾 崎 紅葉」 に 負 ふところ 最も 多い こと を 明かに してお きたい C  ,9 

4 

生 立ち 

尾 崎 德太郞 (後に 紅葉) は 實に慶 應ニ年 十二月の 誕生で、 芝 中 門前で 産湯 をつ かった ので ある。 

三 歳で 母に 訣れ、 四歲 のとき 神明 町た る 母方の 祖父母 (荒木 氏) の 許に 引取られ、 懇切 嚴格 たる 

祖父に 育てられた。 (筆者な ど はこの 祖父 をよ く 知って ゐ るが、 門弟な どに 對 して 誠に 慈愛の 深 

ぃ老體 であった) 純然たる 祌 叨ッ兒 であった が、 荒木 氏 は 多分 士族であった らうから、 强ち 下町 

ッ兒 ともい へない 氣分 はあった。 赏父は 彫刻の 名人で、 當 時の 、チカ ダンであった らしい が、 紅葉 

にも 藝術 家と して は 何等か 遣傳 はあった ものと 見て い \ かも 知れない が、 育 親が 几帳面な 荒木 氏 

であった ため、 人と して は實に 常識 圓滿な 普通 道德 の實踐 家であった。 洒落 氣滿々 たる もので あ 

つ た こ と は 無論で 、 それが 先生 の藝術 の 殆んど 重なる 要素で あ つ たと 言 つても 可い くら ゐ である 

が、 資際 生活に かけて は 資に堅 氣な江 戶ッ兒 の 典型で あつたと 言って 可から う。 E 舍 ものの 自分 

など は、 この 洒落 氣澤 山の 先生の 面に は餘 り觸れ てもゐ ないし、 輿 味 もなかった けれど、 先生 も 

「我 樂多 文庫」 時代の 樂天 的な 戯作者 肌の 氣分 は、 後年に 至って 次第に 無くなって 来たので ある。 

明治 六 年の 七月 七 歳で 寺子屋へ 入った が、 師匠と いふの が久我 氏であった。 先生 は 幼時から ゥ 


ヰッ トに 富んで ゐた。 文ネも 豊かであった。 祌童 とさへ 言 はれた さう である。 腕白で はあった が 

臆病で 且つ 性格が 几帳面であった。 十 歳 前後に は 友達 を 集めて 新聞 ごっこな どして 遊んだ とい ふ 

が、 それが 二つ 折の もので、 荒木 氏が その 當時 購讀 して ゐた 讀寶 新聞 も 亦 二つ 折だった と 云 ふ。 

先生 は 後に 讀賫 新聞の 記者と なり、 また 小 說を受 持って (後に は 小說專 門で、 出社 はしな かつ 

あへば くわう そん 

た) 生涯の 傑作 は殆ん ど讀寶 新聞の 讀 みものであった。 讀賣 新聞への 入社 は、 多分 饗庭篁 村 氏の 

後で はない かと 思 ふが、 入社の 初めは 雜報も 偶に は 書いた ものと 見て 可から う。 その 證據に は 筆 

者が 博 文 館の 編輯に ゐる 頃、 先生 は 社の 歸り とみえて、 小 倉の 袴に 薩摩緋 の 書生 羽織、 手に 小 汚 

い 鞠 を 提げて、 髮髮も 蓬々 として、 「伽羅 枕」 や r 不首 不語」 などの 婉 美で 洒落た 作品 を箐く 人 

と は 受取れ ない くら ゐ荒 いところ があった。 勿論 その 時の 印象で 平常 を 律す る こと は 出来ない け 

れど、 13- に 角 その 頃の あの 汚い 新聞社の 編輯 窒に は栢應 はしい ものであった かも 知れない。 容貌 

は 異常で、 目 は 大きく、  口元 は 締まり、 色 は淺黑 く、 四 胶は暢 びくして、 藝術的 緒 社の 頭領と 

して、 明治 新 文壇の 鬪將 として、 實に覇 氣滿々 たる 概が あった。 自分 は 今 東 光 氏が 何處 かにち よ 

いと 先生に 似た 面 差 をして ゐ るので、 懷 しく 思 ふ ことがあ るが、 それの もっと 線の 大きい 雄壯な 

ものと 見て い、。 勿論 大變 違って はゐ るが、 それで ゐ ながら ちょっと 似て ゐ るので ある。 

十三 歳の 時、 田 安 御門 外の 中擧に 入り、 在舉ニ 年に して、 愛宕 下仙臺 屋敷の 幕府の 儒 岡 鹿鬥氏 
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に 就いて 漢舉を 修め、 傍ら また 明治 十五 年から 三 田英舉 塾に 通った。 先生の 文章の 地が 大體 漢文 

であるの も、 その 爲 である 

明治 十七 年に は大學 の豫備 門の 試驗に 登第し、 四 年間 そこに 通った が、 その 頃から 藝術 欲求が 

慰 勃と して 禁 する ことができなかった らしい。 同志 六 七 人と 計って 文友會 なる もの を 起し、 先生 

は緣 山と 號 して 詩文 を 作った。 緣山は 誕生 地 芝の 三緣 山に 因んだ もので、 後の 維 號紅紫 は 紅葉 山 

から 31 てゐ る。 次ぎに 凸々 會と いふの があって、 それ は 詩文よりも 運動 遠足が 主であった。 先生 

は 可也な 腕白で、 運動が 大好きであった やうで ある。 

我樂多 文庫 の 發行 とそ の i 

硯友 社と いふ 藝術的 結社の 機關 として、 我樂多 文庫の 發 行され たの は、 實に 十八 年の 五月で、 

紅葉 山人 時に 歳ゎづ かに 十九 歳であった。 

先生 自身の 談話と して 國木 田獨歩 氏の 「紅葉 山人」 なる 評傳に 記された ものに、 左の 如き 數.； 一:f 

が ある。 曰く、 

その 頃 世 問に 持蟝 された 讀 みもの は 春の や 君の 書生 氣質、 南翠 君の 社會 小說、 それから 簋村 

^の 讀寶 新聞に おける 輕 妙な 短篇であった。 それら を 見て 山 田 美妙と よく 話し合った ことです 
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が、 此 分なら  一 二 年 內には 此方 も 打って出て 一 合戰 してみ よう。 末に は 天下 を …… などと いふ 

大氣焰 もあった のです。 

ところへ 石橋 思案が 來て、 唯 かう して ゐても 詰らん から、 修行の ため 雜誌を 捲へ て は 何う か 

とい ふので す。 で、 會員 組織に して、 同志の 文章 を 募らう とい ふので、 山 田、 石橋と 三人 手 分 

けして 會員を 募る と 舉友其 他で 二十 五 人 も 得ました。 今日に なって みると、 會 員の 變遷は 驚く 

べき もので、 死亡、 行方不明、 昔 信 不通 等で、 知れて ゐる 分で は 機械 輸入の 商 會にゐ る もの 一 、 

地方！？ 事 一 、 法學士 一 、 ェ舉士  二、 地方病 院長 一 、 生命 保險會 社員 一 、 鐵道驛 長 一、 商館の 番 

頭が 二、 漁業 家 建築家で 米 國にゐ る 者 二、 大阪 と横濱 とで 銀行員 二、 三 州の 在で 樹を植 ゑて ゐ 

るの がー、 中舉敎 員が 一 、 某 省の 屬官が 二、 石炭 賫 込が 一 、等々。 

それにつ いて 獨歩氏 はこん な 事 を 言って ゐる。 曰く、 「某して 然 らば、 運命の 神の 指揮 如何に 

よって は 何々 中 擧校は 其 敎授に 尾 崎 德太郞 を 得た かも 知れない。 東海道 何 驛の驛 長に 文舉 好きの 

尾 崎 某 を 得た かも 知れない。 要するに 當時大 舉豫備 門に ゐた 一 青年 尾 崎 は、 天職と して 一 生 を 詩 

神に 獻ぐ ベく 決心して 文壇に 上った ので はない らしい、 しかし 運命の 神に 謝す！ 爾來 1 一十 餘年、 

鬼 も 角餘輩 は杠紫 山人 を 得た。 我 明治の 文壇 は 洋装 文舉の 泰斗 を 得た。 そして 幸 ひに 橫濱 商館の 

3 

番頭に 尾 崎 德太郞 なる 何 處の馬 骨と も 知らない 姓名 を 見出さないで 濟ん だ。 紅葉 山人！ 彼の 名 ヰ 


の 今日 何 ぞ隆々 たる！ 露 伴と： S 稱 されて、 政界の 伊隈、 劇界の 圑菊、 文 界の紅 露と いふ、 何人 ，3. 

4 

も 兎角の 異議 を 挾む ことの 出来ない 大立者の 紅 紫 山人！ 余 S. は 彼の 大成功 を 祝す る。」 云々。 

しかし 藝術 家の 出現 は 大抵 かう した ものである。 混沌た る 明治 文學の 初期に 於て は、 特に さう 

である。 夏 目 漱石氏 も 「ホ トト ギス」 に 「我輩 は 猫で ある」 を 書き初めなかったら、 一 大舉 敎授 

で 終った であらう。 夭 才 詩人 露 伴 も 亦、 其の 前身 は 北海道 あたりの 郵便局 員であった とか 聞いて 

ゐる。 

硯友 社の 起り、 我 樂多文 ^ の發刊 等に ついては、 様々 の 話が 傳 はって ゐ るが、 末稱 的の ことで、 

筆者の 地方な どに もさう 云 ふ 企て はあった ので ある。 たど 當 時の 硯友 社の 氣分 を舰 ふために、 硯 

友 社 教則と いふの を揭げ てみ よう。 

一 、 戯則は 規則の 洒落に して、 國音麟 足に 通す。 髖足は 笑名抄 (これで 和名 抄 とよむ のサ) に 

馬の足と あり、 これ は 初の 中 こそ 馬の足で も 本社の 舞 臺で腕 を 磨けば、 つまり 千兩々 々とい 

ふ價 値が 出る と は、 ハテ 深い 意味ね。  、 

二、 本社 は 男女 老少 粹不 粹、 水に すむ 船頭、 花 をうる 老爺、 生きと し. いける ものの 會員 たる こ 

と を 許すな り。 但し 自惚 生醉の 御客様 は 御入會 堅く 御 斷申上 候。 

三、 木 社 は 毎月 ー囘、 我樂多 文^ を 刊行す。 これ は賫買 禁制の 品 なれば、 錢 かね づ くで はとん 


と 自由にな り ませぬ。 むかしの 名妓に よく ある 奴 也。 

四、 會員は 毎月 金 拾 錢を納 むべ し、 と 云 ふと 他人が ましい が、 矢張り 例の 京傳 流サ。 

五、 文庫 は 三門に 種類 を 別け、 第一 門 を小說 とし、 心 織 筆耕と 名け、 第二 門 を戲文 狂歌 俳句 新 

體詩 などと し、 千 紫 萬 紅と 名け、 第三 門 を 五三 桐の 飛 花 落葉 (デ H ブ落 酒る ノ) と 名け、 狂 

句 端 唄 都々 逸 落 謎と す。 どれ もこれ もと かく 御氣に 入る の 門な り。 

六、 おやしき では 不義 をき つい 御法度と す。 本社に ては燒 直しが 犬の 禁物な り、 それ も コンガ 

リ 狐色なら 編輯 方が 方寸の 中に あります。 

七、 第 六の 戲則を 破り、 至って 腹の 黑 装束が、 折々 忍び こむ とき は、 編輯 方が すかさす 曲者 待 

てと 引 屍しても、 當身を くらって 取 逃し、 ウス ドロの 鳴 物で 紙上へ あら はる X ことなき にあ 

らす、 方々 御油 斷 めさるな。 右の 條々 肝に 銘じ、 掌へ かき 付、 斌 めて 置くべき 者 也。 

これ は 勿論 紅葉 先生の 筆で、 洒落に しても 幼稚な もの だが、 鼻 うごめかして 得意満面の 惡戲な 

様子が 目に 見える やうで ある。 

硯友社 は、 初め 先生と 山 田 美妙 齋氏、 石橋 思案 氏な どが 發 頭ら しいが、 美妙 氏 は 先生よりも 年 

長で、 舉校 でも 二 年 ほど 先輩で ある。 幼時 隣合せ で、 竹馬の友であった のが、 後し ばらく 相 逢 ふ 

機會 なく、 大 舉豫備 門で 再び 相 見た 時には、 實に手 を 取って 互に 泣かん ばかりの 喜びで あつたと 


いふので あるが、 後 美妙 氏 は 硯友社 をぬ けて 金 港 堂へ 入り、 「都の 花」 を發刊 して、 や、 ：！ 語體 

に 近い 言文一致で、 淸 新な 小說ゃ 韻文 を 盛んに 發 表して、 その 頃の 文壇で は實に 花々 しい スタ ー 

トを 切って ゐ たもので ある。 筆者の 記憶す ると ころに よれば、 當 時の 文壇で は、 坪內 逍遙と か、 

ニ薬亭 四 迷と か 崚峨の 屋御窒 とか 外 國文學 の 影響 を 多分に 受けた 人 を 除いて、 獨歩 氏の 所謂 洋装 

文舉 (變な 名 だが) その 實 日本 文舉 では、 美妙 氏の 作品な ど は文獻 上看脫 すべから ざる もので あ 

る。 しかも 西洋 文舉の 影響 は、 むしろ 紅葉 先生な どよりか 深く 多くて、 今から 見て は領 かれる 詩 

的 內容を もった もの も少 くないの である。 のみなら す、 初めは 可也 奇矯で、 獨 りよが りで は あつ 

たけれ ど、 思 ひ 切った 言文一致で 小說を 書いた もの は 恐らく 美妙 氏が 先驅 で、 その 文舉的 功績に 

至って は、 紅葉 先生の 下で はない と 思 ふ ものである。 この美 妙 氏が 奇禍を 負って、 屮途 挫折し、 

世間から 忘れられ、 最初の 訂盟 者で あり、 後の 競举 者であった 紅 紫 先生の 盛名と は 比較に ならぬ 

敗 殘の晚 年を这 つたの は、 個人と しての 何等かの 缺陷 があった のか もしれ ない けれど、 藝術 家と 

しての 運命 は 確かに 不幸で ある。 筆者 はこれ を 社 會的歷 史的 不公平と 思 ふと 同時に、 美妙 氏の 才 

分が 本 當に裕 かに 暢 びなかった こと を 惜しむ ものである。 紅葉 先生 も 亦 友情と して 同感であった 

ので はないだら うか。 この 二人の 交友の 事に ついては、 筆者 も 何等 知る ところ はない。 

さて 我樂多 文庫 は 其 後 益々 隆盛で、 一時 は每號 三千 部 を 刷り、 月 ニ囘發 行で、 一部のお 價が三 
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綫 であった が、 初めは 名々 飽 のなかに 詰 込んで、 舉 校の 休憩時間 などに、 大聲に 呼び 歩いたり し 

た。 先生の 風采 はとい ふと、 紫 ズボンと 綽名され た、 柳 原 仕入れの 染 返しの 紺へ ルの ズボン、 日 

向へ 出る と 紫色して ゐ るの を 穿き、 日蔭 町 物の 茶 羅紗の 羊羹 色に なった、 ぼて く 重い 外套 を 引 

かけ、 「現金で なくち や 可かん よ」 などと 呼んで 歩いた とい ふ 話で ある。 それが 遂に 三千 部を發 

刊 する やうに なった ので ある。 當 時の 執筆者 は 美妙 齋、 思案 外史、 丸 岡 九 華、 嚴谷漣 山人、 それ 

に 新 加入の 川上 眉 山人。 

しかし 幾許 もな く、 明治 二十 一年 八月 美妙 氏が 同社 を脫 退して、 金 港 堂の 聘に應 じて 當時 創作 

雜 誌の 唯 一 の 女王 「都の 花」 を發 行して から、 本格的な 營業雜 誌で もなかった 「我 樂多 文庫」 は 

俄かに 光 を 失 ひ、 後一 一士 一 年 一 一月 終刊の 悲運に 遭遇した。 爾來吉 岡 書店の 「文庫」 が 其の後 を 糠 

ぎ 柳浪、 眉 山、 水 ir 乙 羽が 執筆、 寒月 や 露 伴な ども 寄稿した。 

それから 「小 文舉」 「江戶 紫」 など、 輿 亡 常な き 有様で、 二十 四 年に 至った 譯 である。 

そこで 先生 は 何う して 大擧を 止した か。 勿論.. 文學 熱に 浮かされた ためであった らうが、 初め 

過 覽雜誌 風の ものであった 「我 樂多 文庫」 が賫 品と なった とき、 編輯 員と して 先生 も 署名して ゐ 

たと ころから、 舉 校の 注意 を 受けた。 先生 は 文 舉雜誌 だから 可から うと 考 へたが、 何彼と 不快な 

こと もあって、 一時 は 煩悶して ゐ たが、 到頭 文科に 入って 二 年 目に 斷然 退舉 してし まった。 ^ 


吉岡 書店が 「新著 百 種」 を發刊 した 時、 先生 は 創刊 號に 「色 熾悔」 と 云 ふ 有名な 美文 もどき の g 

作品 を 載せて ゐる。 ちゃう ど 美妙 氏が 「夏木立」 を發 表して、 名を馳 せた 後な ので、 先生 も 「色 

懺悔」 の ー篇に は隨分 力瘤を入れ たと 云 ふ 話で ある。 美妙 氏の 先 驅的言 文 一致と はちがつて、 先 

生の は 維 俗 折衷であった。 三 馬 や 也 有 ゃ西鹤 なぞから 出た 新文體 で、 實に 凝った ものであるが、 

まだ 小説と いふ ほどの ものではなかった かと 思 はれる。 しかし 其の 文名 は 一時に 高く、  二十 三年 

十二月、 まだ 在擧 中で あつたに 拘 はらす、 讀費 新聞から 禮を 厚う して 招聘され た。 雨來 先生の 作 

品 は 大抵 讀資 新聞に 載る ことにな つたが、 人氣 作家と しく 海內に 文名 を播 したの も、 一 つ はさう 

した 舞臺を 得た からで も あらう し、 多 數の讀 者 を 前にお いて、 努力 精進した ためで も ある。 

春陽 堂 主 和 田廳城 氏が 最近まで 連綿 續 いた 「新 小說」 を發刊 する に 方り、 須藤 南翠、 森 S 恩 軒、 

饗庭篁 村な ど、 當時 一流の 大家 三 名の 名を以 つて 先生と 小波 氏へ 寄稿 を 頼んで 來た。 和 H 氏との 

親密な 關係 はこれ から 始まった ものと 見て 可から うと 思 ふが、 筆者が 先生に 聞いた ところでは 和 

田 氏 は 紅葉と いふ 雅猇に 感服せ す、 美妙 齋 とか 何ん とかいった、 もっと 豪 さうな 號 がい. -と言 つ 

たとい ふので ある。 

「色 懷悔」 についで、 「巴 波 川」 と 云 ふの が、 これ は 好徊の 短篇 小說 である。 「拈華 微笑」、 「此 

ぬし」 など も、 瀟洒な 好 短篇で あるが、 「夏痩」、 「二人 女房」 などに なると、 もう 本格的な 立派 


な 大作で ある。 二十 四 年 「伽羅 枕」 と 云 ふ 物語 風の 作品が 紙上に 連載され るに 及んで は、 その 躐 

筆 忽ち 滿 都の 子女 を 魅し、 「夏 小袖」 「三人 妻」 等績 いて、 叉 江湖に 喧傳 される に 至った。 

「三人 妻」、 「不 11! 一口 不語」、 「冷 熱」、 「隣の 女」、 「靑 葡萄」、 「八重 櫸」 など、 今でも 其の 名 は 一 般 

子女の 耳に 懷 しい 響 を與へ るで あらう。 その 中には 飜案 もの も あるが、 先生の 腕に か. - ると 斧墜 

の 迹は 少しも 見えない で 、 渾然珠 の 如き 日本 好み の藝術 品と な つてし まふので ある。 

有名な 「多情多恨」 は 明治 三十 年の 作で、 「我家の 小說は 米の 飯な り」 と 云 ふ 抱負 を もって 窨 

かれた もので、 先生 は その 頃 は 漸く 三十 を 越した ばかり だと 思 はれる が、 絢爛の 境を逋 りこして、 

平淡の 味 を 欲する に 至った ものと 見て よから うし、 これ を 大きく 11  一一 口へば、 人生 味と いふ ものが、 

漸く 出て 來 たの だと 言 ふこと も出來 よう。 それ 故 この 作品 は 先生の 製作 品の なかで は、 尤も 自然 

な もので、 艷 魔な 文章 の銜ひ は先づ な い と 言 つて 可い。 

「多情多恨」 で 人間の 日常生活 を 描き、 平淡の 境に 入った 作者が、 何う した 動機で か、 一代の 

傑作とう たはる.." 「金色 夜叉」 と 云 ふ 大きな 山に 取り か. "つたの は、 頗る 注目に 値 ひする。 攀者 

は 聊か その 時の 狀況を 知って ゐ るが、 慌 忙しい 師走の 巷に 黑ぃ 夜叉 や 紅い 火焰を 描いた 立 看板が 

配置され たの は、 恐らく 新聞 小說 の宣傳 として は 未曾有の ことではなかった らう か。 何に しても 

物凄い 勢 ひであった。 そして 「金色 夜叉」 の揭 載され たの は、 三十 一 年の 一 月から だった かと 思 ^ 


ふ。 

先生と して は 大きな 結構と 主題の ある 作品で、 人生 觀 といへば 人生観、 社會觀 といへば 社會觀 

の やうな ものが、 筋の 運びと、 その 心理 描寫と 經緯を 成して、 到る ところに 披 I まされて ゐる。 恐 

ろしく 理窟つ ぼい ところ もあって、 常識 祈： 舉 とも 言 はるべき であらう が、 文體は 和漢 洋を 折衷し 

たもので、 「多情多恨」 でのろ く 田圃 道 を 拾って ゐ たもの が、 忽ち 高い 山嶽 を攀ぢ はじめ、 深 

林大澤 を跋涉 する の 概がぁ る。  . 

しかし 「金色 夜叉」 は 先生の 一 面の 代表作で は あらう が、 意圖と 態度から 言って、 決して 先生 

の 本 Ig であった と は 言へ ないで あらう。 藝術 品と して 優秀な もの は、 むしろ 「むき 玉子」、 「お ぼ 

ろ 舟」、 「紫」、 「靑 葡萄」 など スケッ チ 風の 小品 や 短篇であった。 先生 もさう した 意氣な ものが 好 

きであった ので、 西 鶴ゃモ ー パッ サンが 氣に 入って ゐ たの も、 その 爲 である。 あの 頃の 文壇、 殊 

に 年の 若い 先生が、 何の 程度に 西鹤 ゃモ， "パッ サン を 理解し たかは、 一 つ は 時代の 問題でなくて 

はならない が、 しかし 筆者の 記憶す ると ころに よれば、 その 頃 連り に ライト タ ツチと いふ 事が 先 

生の 口にされた。 これ はモ I パッ サン の 作風から 來 たこと であった らうと 思 ふが、 先生 も 一 種の 

スタ イリ ストで あると 見て 可い 以上、 人生の 觸れ 方が 輕く てい くら ゐの 程度の もので あったら 

うと 想像され る。 先生のと ころへ は 上田 敏氏 などが 來てゐ た。 千 葉 鎮藏氏 も 遊びに 見えて ゐた。 
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田 山 花 袋 氏 は 千 紫 萬 紅 時代から、 執筆者の 一人であった やうに §3 いて ゐる。 先生 はシャ 口" 卜ブ 

レ ー ム あたりの 通俗 小說 を、 餘り 上手で ない 發 音で 護んで ゐられ たが、 以上 數 氏から 外 國文舉 の 

こと は 聞いて ゐられ たやう に 思 ふ。 モ ー パッ サン は 正しく 上 氏の 輸入で、 ライト タ ツチと ふ 

言葉 も其邊 から 出た のではなかった か。 勿論 筆者が 初めて 拜 謁した ときには ヂッ ケンス の 話な ど 

も 出た ほどで、 英文 舉に ついては、 時代相 當の 知識 はあった ものと 見て 可い。 晩年 病床に 就いて 

ゐられ た 頃、 枕頭に ハウプトマンの 「寂しき 人々」 ゃォ スト 口 フス キイの 「嵐」 などが あつたの 

を、 筆者 は 借りて 來て 請んだ こと を 記憶して ゐ るが、 それら は 千 葉鑛藏 氏が 寄せられ たもので あ 

つた。 

「金色 夜叉」 の やうな 長篇 は、 勿論 先生が 試みた 最初の ものであるので、 あの ー篇を もって 先 

生の 本質 を 論す るの は 間違った ことか も 知れない し、 若しも 四十 五十 乃至 西洋の 大家の やうに 七 

十八 十までの 壽を保 たれたならば、 體驗も 加 はり、 人生 觀も 深まり、 偉大な 作品が 出來 たか も 知 

れな いが、 短い 生涯 を 通じての 上で は、 決して 得意の 作と はい へない。 先生 も 亦 「金色 夜叉」 執 

筆 中 厘 それ を 口にされた。 

先生の 晩年 は 健康 も衰 へて ゐ たし、 藝術 についても 煩悶が あった。 想な しと か、 淺薄 だと かい 

ふ 批評 もあった ので、 「金色 夜叉」 を 執筆しながら、 それから 後の 藝術 家と しての 態度 や 何 かに 
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ついて、 可な り 苦しまれた ことと 思 ふが 「金色 夜叉」 が ざっと 六 年 も か \ つて、 あれ だけの 量で 

あった こと を 想 ふと、 苦吟であった こと は 想像に 難くない。 人氣と 比較して、 社の 待遇が それ ほ 

どで もない とい ふところに、 先生 も 少し 自重の 態度 を 取った こと も、 i 章 者 は 今から 想像し 得る の 

であるが、 それにしても 長篇 小説の 筋 を 作る の は、 先生に 取って は 餘り樂 な 仕事でなかった こと 

は 判る。 

この 審は 作品 批評に 讓る として、 筆者の 知って ゐる 先生の 性行の 片 を 示さう。 

先づ 何よりも 先生 は 文字 を 弄く る ことが 大好きであった。 文章 を 拾く る ことが 羅 生の 道 樂 であ 

つた。 俳句 なぞに 凝ったの も、 その 流儀から 來てゐ るので、 來客も 多かった し、 座談 も 好きで あ 

つた けれど、 先づ 終日 机に へばりついて 何 か 彼 か 字 を 弄く つて ゐ たものと 言って 可い。 自分が 先 

生 を 或 種の スタイリストと いふの も其處 から 來てゐ るので、 一 作 一 作 ごとに 何 かしら 目先の 變っ 

た 文體を 試みよう とした ものであるが、 文 S 早に 凝り性であった こと は 言 ふまで もな く、 俳句 もな 

かく 遲呤 であった。 字體 にも 亦す ゐ ぶん 苦心した もの だが、 本の 装幀と かロ繪 とかに 至っても、 

總て 自分の 好みで 獨特の 工夫 を 凝らす ことに 腐心した ものである。 で、 机の 前に 胡 坐 を 組んで 何 

か 彼 かひね くって ゐられ たが、 健啖 も 亦 有名な もので、 若い にして は 叉 非常な お茶 吞 みであった。 

酒 は 一 二 杯で 眞赤 になって、 直ぐ 横にな つてし まふ。 座談 は 殊に 面白い 方で、 諧謔 洒落が 口 をつ 
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いて 出る ので あるが、 決して 輕 薄ではなかった。 

生活 は實 にき ちんと した もので、 物質に 對 して は 殊に、 ル ー ズな ところが 少しもなかった。 こ 

れは牧 入が 澤 山なかった からで も あらう し、 夫人の 心掛が 好かった からで も あらう が、 自體 先生 

の 物質 觀に は堅實 なと ころがあった。 人の 面倒 を 見る のに も、 平日の 用意が い. - からで、 人氣作 

家が 陷り 易い 生活の 破綻な ど は 見られなかった。 これが 亦 濫作 をし ない 先生の 性癖と 合致した も 

ので、 すら-/ \- と 書き流せば 流せない こと もない ので あるが、 自重して とい ふより は、 道 樂氣の 

凝り性が それ を させなかった ので ある。 i 「此 ぬし」 は 一 夜漬の もの だとい ふこと を 聞いて ゐる、 

「男心」 など も、 先生に して は 珍しく 書き流しの ものら しい、 水の 流る .1 やうな 文章で あると ころ 

を 見る と、 生來 文才に 惠 まれた 質で、 文章 だけで は 決して 遲 筆ではなかった ので ある。 た 物 を 

疎かに しない 氣 質が、 先生 を 凝り性に してし まった ので ある。 

先生に は 人間性に 對 する 議論と か、 人生に ついての 談話と かいふ やうな ものはなかった し、 璽 

い 江 戶ッ兒 趣味に 基いた 人情 美と か意氣 とか 一 K ふ ものが、 いつも 話の 味 をつ けて ゐ たもの だが、 

口 を 開けば 乃ち 文章で あつたので ある。 俳句が また 非常に 好きで、 運座に 出ない と 機嫌が 惡 かつ 

た。 自分 達 はよ く簞笥 町の 塾で、 夜お そく 上の 先生の 家から おりて 来る 先生 を迎 へて、 1 窒に圜 

欒 して、 徹宵 氣焰で 明した こと も あるが、 愿 自分 達 だけで 運座が 開かれた。 


473 


硯友 社長が おしま ひまで 友情で 固って ゐ たの は、 先生の 愛黨 心、 結束 力と いふ やうな ものが 與 一 

つて 力が あつたが、 しかし 親分 氣 質の 黨派 心が また 崇りを 成して、 世間から 咀 はれた こと も少 く： 

なかった し、 快から す 思った 人 もない と は 言へ なかった。 眉 山 氏な ど は 多分 さう だったら うと 思； 

ふが、 友情と いふ ことになると、 何處 まで も 親分 肌の 先生 は、 何う かする と 好い 意味での ィゴ ィ 一 

ストで あつたと 言って 可から う。 忌憚な く 言 へ ばお 山の 大將 でありす ぎる 場合 もあった ので ある 一 

が、 それ は 寧ろ 先生の 目下に 對 する 愛の 深さから 來てゐ るし、 また 江 戶ッ兒 風の 時代 的氣 質の 現 j 

はれで も ある。  一 

先生 は 何 か 侗人雜 誌 か 同人 雜 誌の やうな もの を 出す ことが、 一つの 道樂 で、 その 道樂は 生涯 を： 

通じて 終始して ゐる。 文 凝と いふ パンフ レツ トは晚 年の もので、 小品と 俳句と を 載せ、 先生 は 小一 

太郞 氏の 譯 にか. -る 「アンナ カレ  一 I ナ」 を抄 略し 文飾して、 ほんの 少しづつ 載せて ゐ たが、 一 

筆者に も 文^ を微 せられた のに 對 して、 何う した 氣 持だった か、 元来 無性な 筆者の ことと て今囘 

はお 間に合せ かねる とい ふ 盤數な 手紙 を 出した ところ、 それが 先生の 逆鱗に 觸れ たものと みえて、 

朱で もって 筆者の 文句に、 數 個所 嘲 篤の 言 辭を揷 入して 突 返された ので、 早速 ちょっとした 小品 

を 差 出した こと を覺ぇ て ゐる。  j 
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. その 著作 

筆者 は上來 略々 紅葉 山人の 爲人を 印象的に 敍述 したつ もりで あるが、 書けば 書く こと は 未だ 澤 

山 あるので ある。 しかし 其 等は餘 りに も 個人的の ことで、 書いても 書かな くと も、 紅葉 研究に は 

大した 影響の ない ことば かりで ある。 たと へば その 日常生活 のうへ では、 先生 は ひどく 食 味 通の 

やうに 言 はれて ゐる。 勿論 一代の 通人 だけあって 食道 樂で あつたに は 違 ひない が、 今から 見る と 

それ もさう 範 圍の廣 いもの だと は 思へ ない。 知識 はあった らうし、 备 方面の 食 味に も 通じて ゐら 

れ たらう けれど、 今日の 一流 どころ の 流行作家に 比べれば、 寧ろ 質素で あつたと 言って 可い。 家 

庭の 食膳 なぞ も、 夫人が 煮 ものが うまかった し、 先生 もロ喧 ましい 方で はあった らうが、 牛肉の 

n 1- ス たんかが 好い 方ではなかった らう かと 思 はれる。 これ は 先生の 經濟 から 割出しても 當然の 

ことで、 先生に は 養育の 恩 ある 荒木 老人 夫妻が ゐられ たし、 お子さん は 四 人あった し、 玄關子 も 

二人く らゐゐ たし、 交友の 範 圍も廣 く、 しかも 衆 政 はき ちんと して、 少しも ル ー ズな ところがな 

かった。 でもなかったら、 文章に 凝って ゐ るなん てこと は 迚も 出来ない ことで、 先生が 常住 不斷 

机の 前に 坐って 文章 か 俳句 か 字 か を 捻くって ゐ ると 同時に、 亂作 をし なかった と 云 ふこと や、 大 

家の 體面を 保ち、 人の 世話 をした と 云 ふこと は、 先生の 經齊的 生活が 引締 つて ゐ たからで ある。 
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これ は 一 半 また 東京の 堅氣な 家庭に 育った 夫人の 內助 にもよ るので、 夫人 は 筆者が 知って ゐる範 

圍 では、 紅 紫 先生 を 良人に 持った とい ふ 幸福 を 十分に 感謝して ゐられ たせ ゐも あらう が、 首て 着 

飾って 劇場 や 寄席な どへ 行かれた ことはなかった ので ある。 一 年の 享樂は 九 段の 招魂 社の 祭 を 見 

に 行く くら ゐの ものではなかった らう か。 大作 家の 夫人と して は 甚だ 趣味が なさす ぎる と 11  一一 口 へ ば 

それまで だし、 先生 は餘 りに 家庭に 納まりす ぎた とも 言へ るので あらう が、 藝術 家と しての 生活 

を 崩さなかった こと は、 短い 生涯に して は 決して 少 いと は 言へ ない あれ だけの 作品 を殘し 得た 所 

以 であらう。 先生の r 讀寶」 から 受取る 俸給 は 好い 時で 百圓 くら ゐの ものだった と 思 はれる。 そ 

の 他に 雜 誌へ 書く もの や、 單行 本の 牧入 はあった としても、 生活 は餘り 餘裕の ある もので はな か 

つたので、 先生 も不滿 はありながら 物質 は 諦めて ゐ たので ある。 貧富に ついて 社 會觀の やうな 感 

慨を 筆者 は 先生に 聽 いた ことがある。 その 頃 先生 は 安田 一家の 人と 交際して ゐられ たので、 自然 

さう 言った 社會 相が 反映した もので あらう。 「金色 夜叉」 の 主題と なって ゐる ところの 概念 もさ 

う 言った 種類の ものである。 趣味 性 は 高く 洗練され たもので なかった にしても、 江 戶ッ兒 肌の. M 

民的氣 分から 來る 通人 肌のと ころがあった ので、 先生 も 金が ほしかった に 違 ひない ので ある。 家 

庭に を さまって、 道樂に 俳句 や 何 か を 拾く つて ゐ たの は、 それが 先生の 本質的の もので あつたし 

本來 道德觀 念の 比較的 厚い 人だった だけに、 藝術 家の 矜を 傷つけ る こと は敢 てし なかった し、 富 
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貴を羡 みはしなかった けれど、 もう 少し 何とか 門戶を 張りたい くら ゐの考 はあった に 違 ひない。 

道樂は 文章 や 俳句の ほかに、 撞球、 弓、 狩獵、 寫眞 なぞ もあった が、 弓が 巧かった ほか は、 都 

て 無器用で、 寫眞も 狩獵も 殆んど 問題に ならなかった やうで なる。 

先生に は 殊に 訪問客が 多くて、 座談が 巧かった から、 客のお 尻が 启然 長くな つた。 晚年は 殊に 

さう で、 苦吟の 「金色 夜叉」 が 書け なかった の も、 もっと 深い 藝術 上の 惱 みがあった からで は あ 

るが、 叉藝術 家の 先生の 生活と はさう 深い 交涉 のない 备 方面の 訪問客が 餘 りに 多かった こと も、 

累を 成して ゐた。 

さて 愈 作品 批評に 入る の だが、 實を言 ふと 筆者 は 餘り讀 んでゐ ない。 誰の もの もさう で、 先生 

の もの は 寧ろ 讀んだ 方で あるが、 それでも いくら も 請んで ゐ ない。 紅 紫 研究 を 引受けた とき ー應 

全集に 目を通す つもりで、 用意した ので あつたが、 請んで 通俗的 與味 のない こと もない し、 話術 

の 巧い のに は 熟々 感服 させられ るが、 何う 考 へても 私な ど 野暮な 人間の 肌に 合 はない ところが あ 

つて、 全部 通して 讀む氣 に はなれない。 これ は 先生が 江 戶文舉 の繼承 者で あると いふの が 恐らく 

最も 適當な 批評で あらう かと 思 はれる ところから 來てゐ るので、 獨歩 氏の 言 ふやう に 成程 洋装 文 

舉 とい ふこと にも 一 應 頷かれる 點も ある けれど、 先生の 本領 は 何とい つても 江 戶文舉 の 脈 を傳へ 

てゐ ると ころに ある。 世界 は 勿論 明治で ある。 人物 も 明治時代の 空氣を 呼吸して ゐる 人間で ある。 
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道 德觀念 や 社會觀 といった やうな もの も、 叉 その 時代の ものである。 しかも それら は總て 外國文 

擧の 洗練 を 受けない 以前の もので、 通俗的な 人情と 世俗的な 道德 理念と いった やうな ものの 上 を 

流れて ゐる。 先生に はヒュ モアの 才が 多分に あつたが、 その ヒュ モア も 江 戶傳來 の 洒落が 明治 化 

された やうな 種類の もので、 その 洒落の 才分が 作品の 隨處に 横溢して、 一般 讀 者の 與味を 唆る と 

ころの あつたの は 言 ふまで もない。 

すっと 初期の もので、 「色 機悔」 が 先生の 出世作と いって 可い ので あらう。 これ は 山 田 美妙が 

「都の 花」 によって 斬新な 言文一致で、 作品の 名 は 忘れた が、 兎に角 形式の 全く 新しい 績 きもの 

を 書き出した。 ちょっと 後の ことで、 文章 はす ゐ ぶん 稳 つた ものであるが、 まだ 小說 とい ふ ほど 

の 內容形 體を具 へる に 到らない もので、 言 つ て 見れば 文章 のた めの 文章と いった 形の ものである。 

一種の 情緒 は ある けれど、 頗る 甘い 道 樂氣の 多い ものである。 これから 見る と、 「新 色 懷悔」 は、 

すっと 進歩した もので、 若い 西 鶴と いった やうな、 先生な りの 人生に 觸れ たと ころが ある。 

筆者 は 先生が 小說 家と い ふよりか、 むしろ 一種の スケッチ ライタ ァ ではない かと 思った こと も 

あるが、 これ は 「金色 夜叉」 に 晩年の 六 星霜 を 苦しんだ とい ふこと から 來てゐ るので、 その他に 

長篇 はあって も、 結構の ある ものが 少 いやう に 思った からで あるが、 しかし 必 すし もさう ではな 

い。 「おぼろ 舟」、 一： 安知 ビリン」、 「靑 葡萄」 といった やうな 傑れた 小品 も あるが、 叉 「二人 女房」. 
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や、 「三人 妻」 の やうな 最も 話の 面白い 小說も ある。 「伽羅 枕」 は長篇 として は 初期の もので、 こ 

れは 先生の 作家と して の 才分の 豐 かなこと を裹 書した もので、 先生の 理想と 言って は 少し 大業 か 

も 知れない が、 鬼に 角 江 戶ッ兒 の 心意 氣 といった やうな もの を、 佐 太夫と いふ 一 人の 遊女に よつ 

て、 幽艷の 才筆で 浮彫に して 見せて ゐる。 文飾が 餘り 絢爛な ために 却って 眞實 味を缺 いて ゐ ると 

ころも あるが、 作風が 寫實と は 言 ふ ものの、 外 國文擧 の 影響 を 受けた、 所謂. -ァ リズム の寫資 と 

はちがつて、 こ、 にも 先生の 享 けて 來た江 戶文學 風の、 一種 日本的 想念と でもい ふやうな 觀 念が 

模糊と して、 その 文章の 綾の 間に 漦 つて ゐる。 佐 太夫が 遊女になる 動機に は ドラ マチ カルな もの 

があって、 これ を もっと 近代 風に 飜譯 する こと も 不可能で はない し、 遊女と しての 佐 太夫の 心意 

氣 などに も 藝術的 要素 は 多分に ある。 この 心意 氣は、 武士階級の 武士道、 つまり 大和魂と いった 

やうな ものの、 較々 大衆 的に なった もので、 デカダン 式に 混濁し 靡 漏した ところの あるの は 勿論 

で、 先生 はこれ を 相當氣 品の ある 文章で、 藝術 家の 同感 を もって 書いて ゐ るので、 必す しも 大衆 

文藝 には墮 して ゐ ない、 作家と しての 天分の ほどが 十分^ はれる ので ある。 人 問の 運命 を 取扱つ 

たもの は、 先生の 作品に は 外に は澤山 はない。 この 「伽羅 枕」 と 「金色 夜叉」 と 二つ くら ゐのも 

ので あらう。 その 點で もこの 作品 は 先生の 仕事と して は、 他の 作品よりも 有意義な もので はない 

かと 思 はれる が、 藝術 品と しての 香氣は 「金色 夜叉」 よりも 寧ろ 「伽羅 枕」 の 方が 高 いんで はな. 
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いだら うか。 尤も 先生 は 犬の 話 好きで、 場面 場面の 場景 を、 少し 冗漫で はない かと 思 はれる ほど， 

長々 と描寫 する ことが 得手であって. 1 とい ふよりも 其が 西洋 文舉の 影響 を 受けて ゐ ない 據で" 

默阿彌 の 狂言な どに も これと同じ だれ 氣昧が ある。 尤も 「伽羅 枕」 はむしろ その： i 點の少 い 方で 

あらう。 「隣の 女」 とか 「三人 妻」 と 云 ふやうな ものに は、 最も それが 多い。 これ は 先生が 話術 

が餘り 上手に 過ぎる からで、 調子に 乘 つて 委曲 を悉 しすぎる 結 菜、 面白く は讀 ませる が 深み をな 

くす る 憾みが ある。 「倣 羅枕」 は 初期の 作品 だけに、 話術 はさう 達者で はない。 むしろ 餘 情に 富 

んでゐ る 方で ある。 

筆者 は 今度 三つば かり 請んで 見た。 「夏 瘦」、 「むき 玉子」、 それに 「三人 妻」 である。 これ は 第 

二期の もので、 先生の 才 華の 最も 爛熟した 時期の もの かと 思 はれる。 これと 同系の もの は 「二人 

女房」、 「おぼろ 舟」 などで、 やはり 同期の もの かと 思 はれる。 この 期間の この種 類の 作品 は、 恐 

らく 先生の 作家 的 生活の 高調 を樂 しんだ 時で、 戯作 脈が あると 同時に、 得意に なって 書いて ゐる 

と 云 ふ 風が ある。 その後 段に 感 する やうに なった 藝術 家の 煩悶と いった やうな ものが、 少しも そ 

の 影 を 落して ゐ ない。 勿論 總 てが 純 粹な容 觀描寫 で、 しかも 寫實の 筆が 「伽羅 枕」 時代の 想念に 

か、 つた もの を 擺脫し 来って、 別に 紅葉 一流の 常識 折 〔舉、 常識 道德 といった やうな、 堅固な 批判 

性 を 具 へ て來 ながら 一 暦 リア リス チックに 事相 人物が 明瞭に なって 來てゐ る。 


48o 


ー體 先生の 作品に は、 この 常識 道德の 分子が 非常に 多い。 その 說 法が 到る ところに 出て ゐる。 

筆者な どもよ くそれ を聽 いた ものであるが、 その 說 法が 獨 特のヒ ュ モア 或 ひ は 洒落と 織り 交ざつ 

てゐ るので、 嚴肅 味を缺 くと 同時に、 愛嬌が 加 はって 來る。 道 德的說 法 は 大抵 處世 的の もので、 

經濟觀 念 なぞ も それから 出發 して ゐた。 ー體 先生 は 人情ぶ かい 方で、 どの 作 を 見ても 同情が あ ふ 

れてゐ る。 センチ メン タリ ストに 陷らな いのは、 都會 人的 洒落が あつたからで、 この 第二 期 時代 

に は、 殊に 先生の 人情 美に 對 する 讚美が 出て ゐ ると 同時に、 洒落 氣 分が 多い ので ある。 

「夏 瘦」 は 純然たる 人情話で ある。 圓 朝の 作品 なぞに 比べて； 11 かに P マン チックな 分子が 少ぃ 

と 同時に、 適 かに 寫赏 的で あるが、 しかも 人情話と いふ 點 では 大同小異の ものの やうで ある。 た 

濃^な 才 華と、 通人 風な 璺 富な 知識が、 極彩色に 人間 を 塗り あげ、 淚を江 戶ッ兒 風な 洒落で 緩 

和して ゐる點 が、 先生が 一般の 人氣を 呼んだ 所以で、 書く ことの 巧 さに 至って は 類が 少ぃ。 

以上の 諸 作 は 大抵 西 鶴 風の 形式 文章に 型 どった もので、 雅俗 折衷と いふので あらう が、 年が 若 

いせ ゐ もあった らうし、 江戶の 戯作の 脈 を 享け繼 いで ゐ たので、 西 鶴の やうな 廣ぃ 人生の 背景が 

ない。 勿論 大陸の 藝 術の やうに、 その 描く ところの 事件な り 人生が、 大自然 や 宇宙の 悠久 性 を 背 

景 とした もので もない。 自然主義 以前の もの は 大抵 さう で、 客 觀描寫 といっても、 極 常識的な 自 

然 さと 必然性と を 具備して ゐる だけで ある。 
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それにしても 書く ことの 何と 云 ふ 巧 さで あらう。 そして 叉 通人 的な 何とい ふ璺 富な 知識で あら 

う。 「三人 妻」 に 至って、 先生 は 心 持よ くそれ を 傾けつ くして ゐる。 

以上の 作品に はせい 人情が 蜜の やうに 滴って ゐる。 普通 一 般の 婦女子に 受ける やうな 話ば かり 

である。 悲劇的な 深刻 味は藥 にした くもない。 生きる ことの 惱み など は 何 處を搜 しても ない。 勿 

論 戀 愛の 惱み なぞ は 到る ところに 出て ゐ るし、 貧乏人の 苦しみ もない こと はない が、 それら は 皆 

通人 的な 物の 見方と 洒落と に 撫で そやされ て、 見る から 美しい 怡し いものに なって ゐる。 

「夏 瘦」 に は 在來の 日本 婦人の 最も 悅ぶ、 日本人 的忍從 以上の 犠牲的 精神が 顯 現されて ゐる。 

これら は 近代 風に 考 へれば、 最も 東洋 的な 惡 ごすい 利己的な 道 德觀の やうに も考 へられる ので あ 

るが、 主人公の 美 代の 性格 や 心理に は 少しも さう した 心理の 影がない。 美 代 は贫て 奉公した 主家 

の 令孃、 淫奔な ゆかり 子の ために 愛する 良人 を偷 まれて、 人間の 最も 美しい 犧 牲を發 揮し、 その 

不義の 子供まで 引取って 育てる とい ふに 至って は、 や X 舊劇 風の 二番目 もの の 甘い 人情に 陷 りす 

ぎて、 センチメンタル すぎる 厭味が あるので あるが、 美 代の 性格が 駘蕩た る 春風の やうた ものな 

ので、 格^ 賢婦 らしい 意識 もな しに、 いと 易々 とさう した 道 德を實 行して ゐる。 そして 其が 奇鑌 

の やうに、 何の 破綜も 淀み もな く、 すらく と實 現され、 ひどく 目出度い 結果に なって ゐる。 美 

代の 爲てゐ る こと は 何とい つても 洒落 氣の 多い 江 戶ッ兒 である。 男で 苦勞 しぬ いて 來た、 商賫人 
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あがり か 何 かで なければ 出來 ない 藝當 である。 美 代 は それにして は餘 りに 無 邪氣に その 一大事 を、 

する くと 容易く 仕遂げて ゐる。 。 筆者が 巧みな 人情話 だとい ふの は その 點 である" 

一 つ この 作品に 特異な 點は、 最後の 四 五行に 現 はれた 作者の 道德 若しくは 意氣 である。 

その後 震 策 は 勤 直にして、 美 代 は ％ ：資 にして、 不義の 娘 震 子 は 健康な り。 當年 十四 五の 男子 

が 嫁 ほしき 時節に はこの 子年 頃 なれば、 うかと 色に 引かれて 之を娶 りた まふな。 不義の 土に 貞 

操の 花へ i< かす、 震 子の 性質 心許なければ 誰も 用心 あるべし。 (士族 蓮 田 震 策 長女 震 子)、 幾度 も 

肝に 銘じ 忘れた まふべ からす。 これ は 不義の 子な り。 震 子 は 不義の 子な り。 

先生の 面目 は 以上の 數 行に 躍如と して ゐる。 

「むき 玉子」 はこれ と 殆んど 材料 こそ 違へ、 人情の 描かれた 人情 美と 話術の 巧妙 さに 於て、 文 

章の 豊麗な 點に 於て、 姉妹 篇 とも 言って い、 作風で ある。 しかも 淫蕩なる 令孃と 男との 戀 愛が あ 

る だけ、 「夏 瘦」 の 方に 事件 的の 深みが あるが、 これ は畫 家と モ、、 テルとの 幼々 しい 愛 を、 先生 一 

流の 巧妙な 描寫 で、 極めて 自然に 表現した ものである。 文章 もさう 大して 彫琢の 迹を 留めて ゐな 

いが、 この 戀愛 描寫の 段取りの 巧みな こと は、 驚く に堪 へた ものである。 

「三人 妻」 は 以上 ニ篇 に比べる と、 题材を 花柳界に 取った もので も あり、 筋 や 人物 も 複雑 多樣 

である だけに、 先づ長 篇小說 といって 可い。 筆者 は 前篇 だけ 讀ん だので ある。 描寫の 筆の 濃艷で 
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精緻 且つ 自由な こと は、 以上 ニ篇の 比で はない。 誠に これ は 先生の 作家と しての 手腕 を 傾倒した お 

4 

もので はなから うかと 思 はれる と 同時に、 他の ニ篇の 人情 美 を 謳って ゐる に反して、 これ は 爛れ 

た享樂 世界の 输卷 物で ある。 これ は 叉紅獎 山人の 通人と しての 一面 を 最も 自由に 發 揮した もので、 

M っぽい 點と、 遊蕩 生活の テク 一一 ックに 通じて ゐる點 に 於て、 露に 一 代の 才人た る 先生の 代 ^i:^ 作 

たるに 恥ぢ ない もので あらう。 この 作品で は 先生 はたし かに 遊蕩 文學、 耽美主義 的 藉 術 家の 要素 

を 生れながら 如何に 多分に もって ゐ るか を證據 立てる に 十分で ある。 勿論 これに も 先生 一 流の 道 

德說法 やそれ に 基づいた 社 會觀が 皆無 だと は 言 はない けれど、 以上 二 作から 見る と、 逾 かに^ 作 

氣 分の 勝った ものである。 今 作品の 年代 を詳 かに しないが、 恐らく 是は 二期と いっても 大分 前の 

もので はないだら うか。 その 筆の 爛熟した 點と、 結構の 大きな 點に 於て は 以上 二 作よりも 寧ろ 作 

家 的 天分の 登 かさ を カ强く 語る もので あらう が、 戯作 氣 分の 多い ことから 見る と、 或 ひ は 前の こ 

とかと も 思 ふ。 これ は 年表 を 兑れば 直ぐ わかる ことで あるが、 しかも 作品と して は 「伽羅 枕」 と 

伯仲の あ ひだに ある 傑作で はないだら うか。 請んで 面白い こと は、 今の 大衆 文藝 家な どの， M かに 

及ばない ところで ある。 勿論 作品の 內容 から 言へば、 全篇 を 請まない から 解らない けれど、 これ 

を 今日の 標準で 藝術 品と 呼ぶ には餘 りに 放漫な もので、 罩に それが 放将 な享 f 木 世界の 繪卷 物で あ 

るが ためば かりで はなく、 叉 その 人物が 殆んど 人間ら しい 何等の 陰影 を もたない、 極めて 低級た 


當時 の 請負師 とか 藝者 とか 遊蕩 兒の やうな ものであるが ためば かりで なく、 作品 動機 が戲 作者 風 

の道樂 から 來てゐ ると 看る より 外ない。 娱 樂的讃 みものと して は、 文字 を 解す る ものに 取って 上 

等の 讀 みもので あらう が、 內容は 可な り 粗漫な ものである。 柳橋藝 者の 意氣を 見せた 面. d: いとこ 

ろ を 一 節ぬ いてお く。 

卑しき 言 分 なれ ど、 我 は 十年來 曾て 土器 色の 紅裘に 肌觸れ しこと なく、 小紋の El- 直し を 引 張 

りし こと 無く、 新しく 染 むる 時 は 薄色に して、 後 を 濃く して 二度の 勤めの 襲ね を 身に 着けし こ 

とも あらす。 此等 は圓助 應來の 雪見 藝 者の 苦し紛れの 內證 なり。 些細の 事 なれ ど、 ^の 羽 色 は 

鶯に 似るべく も あらす。 廳は 稳を隊 まざる 理 にして、 彼等と は 一様に はならぬ 柳屋の 才藏樣 は、 

心から 外見まで 自然と 柳 橋藝妓 に出來 たる 正銘 物。 か. 御 方 を 色に 持つ こそ、 男と 生れた る 

もの、 此上 無き 冥加と 三拜 して、 寢る にも 此方へ 足 を 向けす、 我 尊像 を掛 地に して、 朝夕 御酒 

に 王子 酒、 供物に は 鰻鱺の 蒲燒を 供へ、 逢 はぬ 日 も 在ます がごと く 事 ふべき に、 本戀 とい ふこ 

と 知らぬ 男め、 我 を 日本に 幾人 も散亂 にある 女 か 何ぞの やうに 思 ひ、 鲷 くひつ けたる 口に 鰯の 

級の 摘 ひして 旨がる 天の邪鬼、 冥利 を 知らぬ 奴に 才藏 さまの 難 有眛を 知らせて 遣るべし。 

言 草が 先生 一流の 现窟 である。 この 意氣の 高い 才藏 とい ふ藝 者の きり. - としたと ころ は、 しか 

5 

し、 其の 口の 割に は S3 てゐ ない。 それが ひどく 善人に 出 來てゐ ると ころに、 藝術 家と しての 先生 "^卞 


が、 如何に 溫 和な 人情 象 だかと いふ ことが 解る ので ある。 

，尙、 後編 は讀 またい が、 その 中に 劇場の 描寫が ある。 此の 種の 描寫 として は 上乘の ものである 

と 思 ふから 一 節 をぬ いてお く。 

慕^に 二人の 立つ を 見る より、 男 はっと 身 を 起し、 疾 足に 跡 を 慕 ひて 茶屋 を 見 屈け、 纏て 物 

案じ顔に て歸 りけ るが、 眼 色 も 尋常なら す、 心の 落着かぬ 輕躁 に、 火の つかぬ 卷 莨を銜 へて、 

人 無き 鶉 も可懷 しく 待つ に 程なく、 どろく と 雪 嵐の 音 凄く 聞 ゆる ST  二人 は 維の 中形の 浴衣 

に衣更 へて、 見る から 凉 しげに 打份 ち、 茶屋の 女房 を 始め、 五六 人の 男女に 送られて 入來 りぬ。 

彼 男 は 幕の 開き か、 るに も關 はす、 また 升 を 飛 出して、 假 花道の 口より 鶉の 椅子 を 窺 ひて、 雲 

時 佇む を 制せられ、 階 子 を 昇りて 三階の 運動場に、 銘酒 費る 店の 椅子に 腰かけ、 欲し くもなき 

葡萄酒 を 一杯 取りて、 卷紙硯 箱 を 借り、 四邊に 人の あらぬ を 幸 ひに、 假名に て 細く 認め、 引 結 

ひて 乎の 中に 藏る \ ほどの 文に して 袂に 人れ、 此慕は 見ぬ 氣 にて 悠々 酒 を 飲み、 後 は 永 ラムネ、 

胸の すく はすの 水も痞 へて、 半分に して 立ちぬ。 場所へ は 還らす、 拆の 音を餘 所に 聞きて、 例 

の 如く 思 ある 方 を^み、 折々 は 舞 臺を覼 きて、 此 慕の 長き を 待 遠なる 顔色。 

以上 諸 作 は元祿 風の 雅俗 折衷 體 であるが、 「三人 妻」 は 殊に 西 鶴 風で ある。 

先生の 言文一致 は 何の 作が 初めて だか、 筆者 は 今 記憶して ゐな いが、 生涯に 文體の 幾變遷 して 


486 


ゐる こと は 明かで ある。 「多情多恨」 あたりで は、 大分 それが 調って 來てゐ る けれど、 「隣の 女」 一 

の 文章な ど は、 先生に して は餘 り-上 出來 ではない。 觅角 文語が 口語と こなれ 合って ゐ ない。 一 

「多情多恨」 は 恐らく 先生 一代の 傑作で も あらう か、 以上 諸 作の やうな スト ー リイ 風の、 若し； 

,.  一 

く は。 マン チックな 色彩から 脫 して、 日常生活 を 取扱って ゐる。 以上が 江戶文 擧の繼 承なら 「多 

情 多恨」 はたし かに 現代 (當^ の) 生活の 描寫 である。 人間 を 描く にも、 單に その 輪廓 や 一般的； 

人情に 止まらす、 個性的な ものに 心理 描寫を 試みて ゐる。 これ は 確かに 先生の 進步 である。 しか： 

しこ 、でも 深刻で あるべき 悲劇が 往々 にして 洒落と 諧請 のために、 櫟 りの 喜劇と なって ゐる。 先； 

生 をヒュ モリ ストと 看れば、 それ も 結構で ある。 多少 先生 も それ を自覺 して ゐた のか、 モリエ ルー 

の 飜案を 試みた もの も ある。 「夏 小袖」、 「八重 襌」 がそれ である。 

之 は 勿論 先生が 直接 譯し たもので はない。 誰かの 譯し たもの を、 紅葉 流に 燒 直した 物で ある。 一 

.  一 

西洋から もって 來 たもの は、 尙 その他に も澤山 ある。 「隣の 女」 はモ ー パッ サン の やうに 記憶 一 

して ゐ るが、 分明で ない。 飜案 である こと だけ は 間違がない。 「寒 牡丹」 もさう である。 「冷^^匚 一 

がデ カメ  口 ン の燒 直しで ある こと は 勿論 だが、 「塞 牡丹」 は 兎に角、 「冷 熱」 も 「隣の 女」 も 甚だ， 

脂の 乘ら ない もので、 文章 も 生硬 だと 思 ふ。  -ー 

「多情多恨-に は 粉本が ある。 それ は 英國か 米國の 通俗 小說 から 來てゐ る。 筆者 は その 原作 を 
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先生の 家から もって 來て 見た ことがある e 

更に 筆者の 知る かぎりで は、 「金色 夜叉」 も 或 ひ は その 主題 は 外國の 作品から 來 たもので はな 

いかと 思 ふので ある。 今 詳しく 覺 えて ゐ ない が、 確かに 其から ヒント を 得たら しい もの を、 同じ 

先生が 讀ん だものの 中に 讀んだ ことがある。 これ は 勿論 ヒ ン ト だけで ある。 

「多情多恨」 は 先生が 「我家の 小說は 米の 飯な り」 と 自負した だけあって、 平々 淡々 のうちに、 

愛妻 を 失った 若い 男の 悲しみと 孤獨の 寂し さのうち に、 亡妻の 妹 や、 紫 山の 親友 夫婦の 家庭との 

交涉 など を、 先生に して は紛 飾の ない 寫生文 式の 筆で 敍し たもので あるが、 詩 味の 乏しくな いも 

ので ある。 尤も 先生の 第三 期の 作品が、 殊に 常識的な 處世 哲學の やうな ものの 多い ことで あるが- 

「多情多恨」 にも それが 多い けれど、 この 作品 はヒュ 、- V ァを もって 俊って ゐる もので、 その 底に 

一味の 感傷が 流れて ゐる。 戲 作風のと ころ は先づ ない と 言って 可い。 テ ー マ も 新しくて 氣 がきい 

てゐ る。 鷲 見が 段々 葉 山の 細君に 愛 を 感じて 行く ところ も 自然で ある。 

作 中の 副 主人公 薬 山 は 紅 紫 先生 自身の 螯像 といっても 可い くら ゐ、 先生の 友情 や、 洒 落 や 家庭 

觀ゃ、 處 世哲學 が 出て ゐる。 それ は 俗世間 を 知って ゐる とい ふだけ の もので、 常識の 範圍を 35 な 

いので あるが、 それたり に 可な り條现 立った ものであるから、 先生の 或 時の 座談と 思って 左に 摘 

出す る。 
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尤も 人 問と 云 ふ 奴 は 弱い もので、 世帶を 持った 日に は、 から 意 氣他は 無い もの さね。 幾許 才 

子 だのと 頸 を 撫でても、 それ は 阿 爺の ソップ を 啜って ゐる 時分の 太平 樂で、 竊と被 折 を 擎げて 一 

親睦 會を拔 けて 歸 ると、 貴方 また 差配が 來 ましたよ、 など X 脊 迫され る やうな 始未ぢ や、 赛縮. 

すに は * 居られ-な いよ。 何と 云った つて、 獨 身の 內の やうな 氣散は 無い のさ。 割前で 驚麥を 食っ- 

て、  歸り がけに 一寸 その 時計 を 貸し 給へ、 などと K ふ墜 梅に 物事が 手輕に 行きません。 …… 夫 一 

婦の間 は 魚と 水との 如し さ。 君な ど は 別して 睦 じかった から、 穴と 歸 との 如しだった よ。 亭主 一 

は 動き 廻る から 魚 だ、 內君は 澄して ゐ るから 水 だら う。 その 魚 を 求める の だよ、 …… と 言 ふと I 

何だか 私が 酷く 細君に 恐 入って ゐて、 君が 常住 來 るの を 細君が 陰で 可 厭な 額で も爲る 所から、 . 

その 禁 厭に 些と 胡麻 を摺 つて 置いて くれ、 と 頼む やうに 聞え る けれど、 那樣 不見識な のぢ やな 

いよ ：：： 。 

しかし 何と 言っても 此の 作 は 少し 理詰めで、 先生が 家庭 人と して、 次 弟に M 面目に、 道德 的に 

なって 來 たこと が 親へ るので ある。 冗長の 嫌 ひ は あるが、 先生の 轉機を 示す に 十分で ある。 一 

「金色 夜叉」 は 最後の 作で、 勿論 先生の 傑作の 一 つで ある。  . 

「多情多恨」 は 言 ふ 迄 もな く、 その他の 作 も、 長 篇小說 らしい 結構の もの は少 い。 敍說が 細く 

丁寧な ので 相當に 長くな つて はゐる やうな ものの、 質から 言って 短篇 小說 とい ふべき ものが 多い 
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ので あるが、 「金色 夜叉」 に 至って、 先生 は 初めて ャマ の 多い 小說に 取り か、 つたので ある。 筆 

者 はこの 作 を 全部 請んで はゐ ない が、 新聞の 讀 みものと して は、 筋 立の 極めて 面白い、 場面の 變 

化の 多い、 先づ 成功した ものと 言 はなければ ならない。 しかも、 此の 作に は モデルが ある。 先頃、 

小波 氏が 「金色 夜叉の ぼ 〈相」 と 題して、 發 表された ところに よると、 小波 氏の 色女であった とこ 

ろの 紅葉 館の X  X とい ふ 女が、 或る 實業 家に 靡いた ので、 友人の 紅葉 先生が、 友人 を 裏切った の 

を愤慨 して、 紅葉 館の 玄關 先で、 その 人 を 足 にした とか 云 ふ、 それが 作品で は、 熱 海に なって 

ゐ るの ださう である。 勿論、 熱 海の 場面が、 最も 熱が 乘 つて ゐ るし、 芝居に しても、 最も 前 受け 

のす ると ころで あるが、 筆者な どに は、 何となく 厭味で あるの は、 赏感 すぎる からで はないだら 

うか。 

先生が 文章に 凝った こと は、 「金お 夜叉」 が 其の 最も ひどい もので、 この 文體を 案す る だけで 

も 可な り 苦しんだ ものである。 一作 毎に、 スタイル を かへ るの が 先生の 味 で、 文章が 何よりも 

大事だった ので ある。 「金色 夜叉」 は、 歐 文脈の やうな ものが、 多少 入って ゐ るが、 言文一致に 

進んだ 先生が、 更に この 怪奇な 文章へ 行った の は、 や- - 「多情多恨」 の 平淡 味に 與を 失った から 

ではないだら うか。 最も 結構に ふさ はしい ものと なると、 最も 力強い 文章 を 選ばなければ ならな 

かった ので ある。  ， 
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この 「金色 夜叉」 は漱石 氏の 「吾輩 は 猫で ある」 と、 或る 部分 は 同時代で あつたと 思 ふが、 す 

ゐ ぶん 時代の 遠った ものであると いは なければ な ら ない。 

先生の 身 邊小說 とい ふべき ものに r 靑 葡萄」 とい ふ 事责の 記錄の やうな 寫赏 的な 作品が ある。 

これ は 「多情多恨」 などよりも 前の もの かと 思 はれる が、 先生と 風 葉、 春葉兩 氏の 關係、 後進に 

對 する 温かい 心 遣 ひな どが、 實 によく 出て ゐる。 しかし それよりも 與 味の あるの は、 その 頃の 文 

攀靑 年に 對 する 先生の 憤慨で、 それに も 先生の 喧 ましい 道德 家であった ことが 现へ るので 左に 錄 

してお く。 

凡そ 天下に 小癮に 障る もの は、 近来 後進と 稱 へる 修業 中の 小說 家で ある。 彼等の 禮を 心得ぬ 

こと は 山猿より 甚 しい。 一 面識 もない のに 卒業と 剌を 通じて …… 何處 へで もお 世話 を 願 ひたい 

11 驚かざる を 得ぬ、 呆れざる を 得ぬ。 …； 是等は 未だ 可い。 二度で も 三度で も 斧正 を 辱う し 

て、 何 か恁か 世間に 紹介して もらって、 覺 束な くも 獨 歩が 來る やうになる。 さあ その 御無沙 

汰、 近火が あらう が、 それから 十日 經 たうが 顏を 出す でもない。 …… 然し 未だ 可い、 現在 立派 

に 門下生と 稱 して、 草稿 も 持って くれば、 巨い お 世話に もな つて ゐ ながら、 陰へ 廻る と、 先生 

を 同輩に 遇って、 其 名 を呼捨 にしたり、 (あれが) など 上 K ふ 代名詞 を用ゐ たりして 其 人物 を 

し 其 文章 を 罵る ので ある。 
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尾 崎 紅葉 年譜 


慶瞎 I 一一 年 十一 1 月 十六 B 江戸 芝 仲 門前に 生る。 父 は谷齋 とい ひ、 た 彫刻家、 早く 母に 別れ 祖母の 手に 

よって 同じ 神明 町に 育つ。 小舉 校の のち 三 田英學 塾に 學ぶ。 幼より して 聰豐 文才 は その 夭禀 である。 

明治 十 穴 年 神 田 一橋の 大舉 豫備 門に 入る。 ， 

明治 + 八 I ゆ 山 田 美妙、 石橋 思泰、 丸 岡 九 華氏 等と 共に 「硯友 社」 を 興し その 機關紙 「我 樂多文 i^」 の 

第 一 編に 處女作 「江 島 土 產貝屛 風」 を與 す。 

明治 一 1 十一 年 同じ 「我樂 多 文處」 に 風 琉 京人形 を 寄稿、 この時ょり文名次第に？^0。 

明治 一 14-1 一年 ry 丘 就 色 8i」 を .一古岡 霤籍 店より 發行、 これ m 行 本と して 最初の もの、 同年 十二月 高 

苗 氏の 紹介に て讀賣 新聞社に 入瓧。 

明？； 一十一！ 一年 「拈華 微笑」 民 友 社より 國 民の 友の 新年 號附錄 に、 「戀 の蜓」 を 文 俱樂 部に 夫々 招 載。 

1-?^.^ 「伽羅 枕」 「二人 女」 「おぼろ 舟」 「むき 玉子」 等 を讀賈 新聞に 連載、 同年 十月 i; 島 菊 子と 結 

も 1 

明治 一一 十五 年 「三人 妻」 「夏 小袖」 を讀賣 新聞に 連載。 

3 

明洽 ニヤ 六 年 同じく 讀賈 新聞に ニー 一筋の 髮」 r 戀の 病」 を 連載。  的 


明治 二十 八 年 「不言不語」 「むらさき」 を讀費 新聞に 連載。  . 

明ぶ 二十 九 年 「多情多恨」 「浮 木 丸」 「靑葡 ii」 等 を讀賈 新聞に 連載。 

明 il-li 一十 年 「金色 夜叉」 前篇 を讀賈 新聞に 連載。 新 小說に 「銀」 を與 す。 

明治 I- 十二 年 「金色 夜叉」 中 • 後篇 を讃寶 新聞に 載す。 この頃より 魏康 勝れず 胃腸 を 病む。 

明治 三十 is 「仇 浪」 を 俳諧 文庫 揭戰、 この頃より 病 重く、 讀費 新聞の 「金色 夜叉」 は暫々 伏： 載され た。 

明治ー11十五^^ 戮賣 新聞 を辭 し、 十月 二 六 新聞に 入った が 健康 以 然として 恢復せ ず。 

明治 11 一十 穴 年 「金色 夜叉」 新 鑌篇を 新小說 に、 「煙霞 療妻」 を讀費 新聞に 掲載。 この頃より 病勢い よい 

よ^り、 大 院 にて 入で  1 博士に より、 胃癌と 診斷 さる。 同年 十月 三十 曰 遂に 死去、 享年 三十 七 歳。 

11 一 笠 書房 編輯 部 編 
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